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Q3 新た な ゆ と 上 5 が 創造 力 を 刺激 する 一 一 。20M 
バイ ト ハ ー ド テイ スク を 本 体 に 内 蔵 し た X68000 
ACE の 登場 で す 。 も ちろ ん 、 Х 68000 と し て 
の 本 質 は 変わ る は ず も な く 〈、 あ の クリ エイ ティ ブ な 
X68000 を と の も の で す 。 と いっ て 、 た だ たとえ 3.5 イ ンチ の 
ハー ド テ イス ク と は いえ 、 そ れ を スリ ム な マン ハッ タン 
シェ イブ の 本 体内 に 搭載 する に は 、 こ れ ま で 以上 
の 実装 密度 が 要求 きれ ます 。 こ の ハー ド デ ィ スク 
モデ ソル に は 、 集 積 度 を さら に 高め た カス タム 1IC や 、 
メモ リ と し て 1M ビ ッ ト の タダ イナ ミッ ク RAM が 採用 
され て いま す が 、 こ れ は 、 い わ ば 過去 1 年 間 の 成 
果 と いう べき も の て 、 あ る 意味 で は 、 ビ ジュ アル シェ 
ル な どの ソフ トウ ェ ア に 対し て ハー ドウ ェ ア の ユー 
ザー イン ター フェ イス と も 言え る で し ょ う 。 

© 約 110 本 、X68000 の パフ ォ ー マ ンス に ふさ わし 
いさ ま ざ ま な ジャ ン ル の ソフ トウ ェ ア が すでに 流通 。 
この マシ ン の ソフ ト 環 境 は 着実 な 歩み を 見 せ て 
いま す 。 こ の 間 、 ユ ー ザ ー 各 位 の 熱烈 な ご 支持 と 
シス テム ハウ ス 各 位 の 開発 ご 努力 に 心から の 感 
謝る る げ る と と も に 、 そ うし だ た ご 厚意 に 対し て 、 私 た 
ち は 将 来 的 な 展望 も 含め て 、 で き 得 る か ぎり の サ 
ポー ト を お 約束 する も の で す 。 
<X68000ACE [НО] の 主 な 特長 > @ 3.5 イ ンチ 20M バ イト タイ フ の ハー 
ド デ ィ スク (平均 アク セス タイ ム 80ms) を 1 基 内 蔵 実装 密度 を 追求 し 
て 信頼 性 を 高め た マン ハッ タン シェ イブ @68000 搭載 @ テキ スト 、 グラ 
フィ ッ ク 、 ス プラ イト 、 独 立 3 画面 設計 、 最大 12M バイ ト の 大 容量 メモ リ 
(標準 1M バ イト ) ө フレ ンド リー OS, Human 68k 搭 載 e 連 文 節 変換 、 
マル チ フ ォ ン ト を サポート し た 強力 日 本 語 処理 1024 x 1024 ド ッ ト ( 最 
大 表示 エリ ア 768 x 512 ド ッ ト ) の 実 画 面 エ リア を 装備 し た 高 解像度 表 
示 能 力 @512x512 ド ッ ト 、65,536 色 同時 発色 @ 水平 32、1 画面 128 の 
パワ フル な スプ ブラ イト 機能 @ オ ー バ ー ス キャ ン 機 能 を 採用 し た 512X512 
ドッ トレ ベル の スー パー イン ポー ズ @ テキ スト ビッ トマ ッ プ 方 式 採用 @ 8 
重 和 音 ス テレ オ FM 音 源 搭載 @ 音声 デジ タイ ズ 記 録 AD РОМ 
@ マ ウス ・ ト ラッ クボ ー ル 標準 装備 @ 5 イン チ 1M バ イト FDD2 基 搭載 


@「X-BASIC」、「 辞 書 デ ィ ス ク 」 と 各種 ユー ティ リティ 、 「 日 本 語 ワー ド 


7ntwWy を パン ドル ※Adaptive Differential PCM 


eo 7 ATLCIS FATE RE 


ハブ プ フ ズ / ン マフ テー マン ズ と の その の 7 の 7 の 4 と どど 


АҮ68000 


PERSONAL WORKSTATION 


ACE 


BAS +—=»—/^ 
CZ-601C-GY(ZL-—) --BK(Z7 У 2 ) T£ #10015 319 8007 


写真 の 15 型 カラ ー デ ィ ス プレイ テレビ CZ-601D-GY( グ レー)・-BK( プ ブラック) 、 
チル トス タン ド CZ-6ST 1-E (グレ ー)・-B( ブ ラッ ク ) は 別売 で す 。 


BELXBUIMISAZZTUDITZU—Z&A-—. 
e 15 型 カラ ー デ ィ ス フレ イ CU-15M1-E 標準 価格 99.800 円 
@ カラ ー イ メー ジス キャ ナ \* 1 CZ-8NS1 標準 価格 188,000 円 
@ カラ ー イ メー ジ ユ ニ ッ ト ““ CZ-6VT1 標準 価格 69,800 円 
@ カラ ー ビ デ オフ リン タ CZ-6PV1 標準 価格 198,000 円 
@ 24 ビ ピン 漢字 フリ ンタ (80 桁 ) CZ-8PK7 標準 価格 122,000 円 
e24C 7;€ x 7072 (13687) CZ-8PK8 標準 価格 152,000 円 
@ 24 ビ ピン 漢字 プリ ンタ (80 桁 ) CZ-8PK9 標準 価格 89,800Pj 
о5%>2—#+7')ЈУ7 CZ-8PC2 標準 価格 69,800 円 
@ ハー ド デ ィ スク ユニ ッ ト (20MB) CZ-620H 標準 価格 178,000 円 
@ モデ ム ユ ニッ ト \? CZ-8TM2 標準 価格 49,800 円 
@ RS-232C ケ ー ブ ル (平行 接続 型 ) CZ-8LM1 標準 価格 7,200 円 
e RS-232C ケ ー ブ ル (クロ ス 接 続 型 ) CZ-8LM2 標準 価格 7,200 円 
e 拡張 |/0 ボ ックス (4 スロ ッ ト ) CZ-6EB1 標準 価格 88,000 円 
e 1MB 増 設 HNAM ボ ー ド (内 蔵 用 ) CZ-6BE1A 標準 価格 38,000 円 
@ 2MB 増 設 HNAM ボ ー ド *? CZ-6BE2 標準 価格 79,800 円 
e 4MB 増 設 RAM ボ ー ド *^ CZ-6BE4 標準 価格 138,000 円 
@GP-IB ボ ー ド CZ-6BG1 標準 価格 59,800 円 
@ コ ユニ バー サル |/0 ボ ー ド CZ-6BU1 標準 価格 39,800 円 
@ 増設 用 RS-232C ボ ポー ド (2 チ ャ ン ネ ル ) CZ-6BF1 標準 価格 49,800 円 


e 数 値 演算 プロ セッ サボ ー ド CZ-6BP1 標準 価格 79,800 円 
@ ス キャ ナ 用 パラ レル ボー ド CZ-6BN1 標準 価格 29,800 円 
@ シス テム ラッ ク CZ-6SD1 標準 価格 44,800 
e アン ブ 内 蔵 ス ビー カー シス テム (2 本 1 組 ) AN-160SP 標準 価格 59,800 円 
@ ジョ イカ ー ド CZ-8NJ1 標準 価格 1, 70005 


※ 1 使用 に 際 し て は 、 カ ラー イメ ー ジ スキ ャ ナ CZ-8NS1 に 同 梱 の RS-232C ケ ー フ ル で 接続 する 
か 、 よ り 高 速 の パラ レル デー タ 転 送 を 行う 場合 、 別 売 の スキ ャ ナ 用 ハラ レル ボー トド CZ-6BN1 T} 
続 し て くだ さい 。※2 使用 に 際 し て は コン ヒュ ー タ 本 体 と 専用 15 型 カラ ー デ ティ スフレ イ テ レ ビ (CZ- 
601D、CZ-611D な ど ) が 必要 で す 。 ※3 モデ ム ユ ニッ ト CZ-8TM2 に 同 梱 の ソフ ト は X1/X1 turbo 
シリ ー ズ 用 で す 。 #4 使用 に 際 し て は 、 あ ら か じ め 、 別 売 の 1MB 増 設 RAM ボー トド CZ-6BE TA 
増設 し て くだ さい 


р ЛАУ '"PRO-68kK , 7 У—Х У РВ 


MUSIC . PRO-60K CZ-213MS 標準 価格 18,800 円 
メロ ディ 譜 、 ヒ アノ 諸 、 最 大 8 パー ト の スコ ア (総譜 ) を 自由 な レイ アウ ト で 書き 込ん 
だ 譜面 を 内 蔵 の FM 音源 で 演奏 で きる 楽譜 ワー フロ & 演奏 用 ミュ ー ジ ッ ク ソ ツー ル 


SOUND | PRO-60K 


FM 音源 の パラ メー タ を 直接 指定 し た り 、 エ ン ベ ロ ー フ や ビ フ ラ ー ト を 言葉 に よる 
音 の イメ ー ジ 指定 で 思い どおり の 音色 が 作成 で きる サウ ンド エディ ティ ング クツ ソール 


CZ-214MS 標準 価格 15,800 円 


BUSINESS | PRO-60K 


スプ レッ ド シ ー ト 、 デ ー タ ベー ス 、 グ ラフ 作成 機能 を 緊密 に 一 体 化 させ た 統合 ビジ ネス ツー 
ル 。 マ ウス 対応 の イー ジー オペ レー ショ ン 、 最大 16 個 の マル チ ウ イン ドウ が 使え ます 。 


CZ-212BS 標準 価格 68,.000 円 


C compiler РКО-60К 


CZ-211LS 標準 価格 39,.800 円 


С コン パイ ラ 、BASIC-C コン バー タ 、 ア セン プラ 、 リ ンカ 、 デ バッ ガ 、 ア ー カ イ バ 、 コ 
ン バ ー タ で 構成 。Human 68k 上 に お ける ブロ グラ ム 開発 を 効率 良く サポ ー ト し ます 


< ゲー ム ソ フ ト >〉 @ ツ イン ビー CZ-217AS 標準 価格 7.800 円 
@ ア ルカ ノイ ド CZ-222AS 標準 価格 7.800 円 


< パソ コン 教室 開催 の お 知ら せ > X68000、MZ-2861 の パソ コン 教室 を 開催 し ます 。 く わし く は 、 下 記 ま で お 問い 合せ くだ さい 。 
札幌 (011)642-8111・ 仙 台 (022)288-8705・ 東 京 (03)260-1161・ 横 浜 (045)201-6525・ 名 古屋 (052) 332-2611・ 大 阪 (06)222-7655・ 神 戸 (078)291-8715・ 福 岡 (092)481-2860 


表紙 絵 : менее Tadao 


UNIX は AT&T BELL LABORATORIES の 0S 名 で す 。 

CP/M,P-CP/M,CP/M Plus, CP/M-86,CP/M-68K, 
CP/M-8000, C-DOS(4 DIGITAL RESEARCH 

XENIX, MS-DOS, Macro 80, OS/2($ MICROSOFT 
SONY Filer は SONY 

MSX-DOS は アス キー 

S1-0S は MULTISOLUTIONS 

0S-9, 0S-9/68000 は MICROWARE 

UCSD p-system は カリ フォ ルニア 大 学 理事 会 
FLEX は TSC 

Word Star, Word Master は MICRO PRO 

TURBO PASCAL, Sidekick は BORLAND INTERNATIO 
NAL 

LSI C は LSI JAPAN 

HuBASIC は ハドソン ソフ ト 

SUPER ВАЗЕ, WICS は キャ リー ラボ 

の 登録 商標 で す 。 その他 プ ログ ラム 名 , CPU 名 は 
一 般 に 各 メ ー カ ー の 登録 商標 で す 。 本 文中 で は , 
“R”, "TM" マ ー ク は 明記 し て いま せん 。 

本 誌 に 掲載 され た すべ て の プロ グラ ム は 著作 権 法 
+, 個人 で 使用 する ほか は 無断 複製 する こと を 禁 
じ ら れ て いま す 。 
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SHARP 


カラ ー イ メー ジ ユ ニ ッ ト *#1 
CZ-6VT1 
標準 価格 69,800 円 


g 


※2/※3 


カラ ー イ メー ジス キャ ナ 

CZ-8NS1 

標準 価格 188.000 asa | 

(RS-232C ケー ブル 同 梱 ) 
CZ-6BN1 


RS-232C ケ ー ブ ル ※2 
(平行 接続 型 ) 
CZ-8LM1 


モデ ム ユ ニッ ト ※2/※4 


CZ-8TM2 
標準 価格 49.800 円 RS-232C ケ ー ブ ル ※2 
(RS-232C ケー ブル 同 梱 ) (クロ ス 接 続 型 ) 
CZ-8LM2 
標準 価格 7,200 円 > 


SS 


2МВЖ Ў ЋАМЖ— #5 
CZ-6BE2 
標準 価格 79.800 円 


4MB 増 設 HAM ボ ー ド #5 
CZ-6BE4 
標準 価格 138,000 円 


Ки 


km ん ボー ド 
CZ-6BU1 
標準 価格 39.800 円 


РЕТ ° н 
У E s 
IN 


GP-IB ボー ド ТООН, 1MB 増 設 HAM ボ ー ド 
FEN 1 (CZ-601C/611C 内蔵 用 ) 

CZ-6BE1A 

標準 価格 38,000 円 


CZ-6BG1 
標準 価格 59,800 円 


増設 用 RS-232C ボ ー ド Пе с š 目 © 7 
(2 チャ ン ネ ル ) 
CZ-6BF1 

標準 価格 49.800 円 


拡張 選 ボ ックス 
(4 スロ ッ ト ) 

- CZ-6EB1 | 
И 標準 価格 88,000 円 | 
CZ-6BP1 

標準 価格 79,800 円 


アァ ンプ 内蔵 ス ピー カー シス テム 
(2 本 1 組 ) 

AN-160SP 

標準 価格 59.800 円 


x 1 使用 に 了 し て は コン ピュ ー タ 本 体 と 専用 15 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ (CZ-601D、CZ-611 


さい 。※4 モデ ム ユ ニッ ト OCZ-8 TM 2 に 同 梱 の ソフ ト は X1/X1 タ ー ボ シリ ー ズ 用 で す 。※5 使用 に 際 し て は 、 あ ら か じ め 別 売 の 1MB 増 設 


スキ ャ ナ 用 パラ レル ボー ド 


標準 価格 29.800 円 


0 4 
標準 価格 7200 円 У.“ 


ジョ イカ ー ド 
CZ-8NJ1 
標準 価格 1.700 円 


Мет АМСК 
(CZ-600C 内 蔵 用 ) 
CZ-6BE1 
標準 価格 35,000 円 


クソ 7 プティ アプ РТК 


映像 入力 


画像 入力 


入力 


N uw: 13:9 
эш лы TD ⁄ 
d < « à # e $ 


` 5 M "S 
г x > -€ ~ ~ v ~ + Ram ` w w M ` 1 ^ ‚м 
4 i T 6 = \\ 2 e \\ ү \ \ uS 2i 
is ————————————— E 


e 本 体 + キー ボー ド 
CZ-600C-E・-B 標準 価格 369,000 円 
CZ-601C-GY--BK 標準 価格 319,800 円 
メモ リ CZ-611C-GY・-BK 標準 価格 399,800 円 


Ф 15 型 カラ ー デ ィ ス フレ イ テ レ ヒ 
CZ-600D-E 標準 価格 129,800 円 
CZ-601D-GY--BK 標準 価格 119,800 円 
CZ-611D-GY 標準 価格 145,000P3 


@ チ ルト スタ ンド 
CGZ-6ST1-E*=B 標準 価格 5,800Р3 
e 写真 は CZ-611C/CZ-601D/CZ-6ST 1 C4. 


拡張 スロ ッ ト 


拡張 ボー ド 


gor 


D な ど ) が 必要 で す 。 ※2 X1/X1 タ ー ボ シリ ー ズ と 共用 。※3 ご 使用 に 際 し て は 、 カ ラー イメ ー ジ スキ ャ ナ CZ-8NS1 に 同 梱 の RS-232047 —7 


RAM ボ ー ド OCZ-6 BE 1 標準 価格 35,000 円 (CZ-600C)、CZ-6BE1A 標準 価格 38.000 


“ж... 7 —7 Rx x41 ө БР А-и НОЕ ARREA TL Wika 5 T 545 X Br р 358722322: B (06)621-12210K (8 BI: 
% V MR 
の 5 s 


シャ ー プ ベリ フェ ラル ファ ミリ ー 


{68000 


表示 15 型 カラ ー デ ィ ス フレ イ *2 
CU-15M1-E 


標準 価格 99,800 円 


24 ピ ン 漢字 プリ ンタ (80 桁 )※2 
CZ-8PK7 
標準 価格 122.000 円 
(信号 ケー ブル 同 梱 ) 


i ор š 
Im M i аш ERN ТЕ 
BMIILLLLLLLILI 
Ри 


24675 7')72 (13686)? 
CZ-8PK8 

、 標準 価格 152.000 円 
(信号 ケー ブル 同 梱 ) 


ЈУ Бр ар Р, 
ジン! ボン ドア ウド 24 ピ ン 漢 字 フ リン タ (80 桁 )# 
CZ-8PK9 
標準 価格 89.800 円 


(信号 ケー ブル 同 梱 ) 


W 


熱転写 カラ ー 漢 字 ブ プリ ンタ ※2 
CZ-8PC2 

標準 価格 69.800 円 
(信号 ケー ブル 同 梱 ) 


カラ ー ビ デ オプ リン タ ※2 
CZ-6PV1 
標準 価格 198.000 円 
(信号 ケー ブル 同 梱 ) 


ЕА TE 


ハー ド デ ィ スク ユニ ッ ト (20MB) 
CZ-620H 
標準 価格 178.000 円 


ハー ド デ ィ スク 


シス テム ラッ ク 
CZ-6SD1 
標準 価格 44.800 円 


=> ДРИНУ の 


* 接 続 す る か 、 よ り 高 速 の パラ レル データ 伝 送 を 行う 場合 、 別 売 の スキ ャ ナ 用 パラ レル ボー ド CZ-6 BN1 標準 価格 29,800 円 で 接続 し て くだ 


CZ-601C、CZ-6 11C) を 増設 し て くだ さい 。 


『 業 本 部 テレ ビ 事 業 部 第 4 商品 企画 部 〒162 東京 都 新 宿 区 市 谷 和 八幡 町 8 番地 人 容 (03)260-1161( 大 代表 ) 


シス テム づく ぐり に 応え る 
БЮ: 
| 映像 編集 装置 EE 


@ カ ラー イメ ー ジ スキ ャ ナ CZ-8NS1188,000 円 
@ カ ラー イメ ー ジ ボー ド II CZ-8BV2 39,800 円 
人 @ 立 体 映像 セッ ト CZ-8BR1 29,800 
⑱ パ バー ソナ ル テ ロ ッ パ *! CZz-8DT2 44,800 円 


@24r ¿E= 7!) 2 (80%) _ CZ-8PK5 129 ,000 円 
⑧24 ヒ ピン 漢字 プリ ンタ (136 桁 ) CZ-8PK6 159, 000 円 


өк)? CZ-8PD3 59 ,800Р9 


FM 音源 | 
⑱ ス テレ オタ イプ FM 音源 ボー ド CZ-8BS1 23.,800 円 
※ ス ピー カー(2 本 1 組 ) 標 準 装備 、 ミ ュー ジッ クツ ー ル 同相 。 

ファ イル 装置 

@ ミニ フロ ッ ヒ ー デ スク ユニ ッ ルト (2HD・2D)※2  CZ-520F 118,000FP3 
信 ミニ フロ ッ ヒ ー デ スク ユニ (2D) CZ-502F 997,800 円 
人 @ ミニ フロ ッ ヒ ピー デス ク ユニ ルト (2D.1 ド ライ プ ) CZ-503F 49,800 円 
⑱ ハ ー ド ディ スク ユニ ッ ト (10MB) CZ-500H348,000 円 
⑧ 増設 用 ハー ド デ ィ スク ユニ ッ ト (10MB) CZ-501H 258 ,000 円 
@ カ セッ ト デ ー タ レコ ー ダ CZ-8RL1 24,800 円 
⑱ ミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ スク CZ-5M2D/CZ-5M2HD( 各 10 枚 入 ) 
@⑧ コ ン バ パク ト フ ロッ ピー ディ スク CZ-3FBD 1,300 円 


拡張 ボー ド ・ そ の 他 
人 @320KB 外 部 メモ リ CZ-8BE2 29,800F3 
@ RS-232C・ マ ウス ボー ド ぎ 3 CZ-8BM2 19,800F3 
@」IS 第 1 水準 漢字 ROM ** CZ-8BK2 19,800 円 
@」|S 第 2 水準 漢字 ROM*? CZ-8BK4 6,800Р3 


09/538 27k €; € E ROM & ター ボ 博 士 レ キシ コン 日 本 語 
百科 ワー ド バ パワ ー ま *56 CZ-8BK3 13,800 円 


@ フ ロッ ヒー ディ スク イン ター フェ イス *※7 CZ-8BF1 14,800 円 
@ RS-232C 用 ケー ブル (平行 接続 型 ) CZ-8LM1 7,200 円 
@ RS-232C 用 ケー ブル (クロ ス 接 続 型 ) CZ-8LM2 7,200 円 


@⑧ 撤 張 |/0O ポ ー ト *8 CZ-8EP 11,800 円 
Qii5kI/0m 727 CZ-8EB3 33,800 円 
@RHF コ ン バ ー タ ま 3 AN-58C 2,980 
@ モテ ム ユニ ッ ト (300 ボ ー) CZ-8TM1 29,800Fj 
@ モテ ム ユニ ルト (300/1200 ボ ー 自 動 切 換 ) CZ-8TM2 49 ,800 円 
Ф77Х CZ-8NM2 6,800F3 
⑱ チ ルト スタ ンド *10 CZ-6ST1(E:B) 5,800 円 
⑱ チ ルト スタ ンド ま 1 CZ-81T(S・R) 8,500 円 
@ シス テム スタ ンド CZ-8SS2 5,500 円 
@ ジョ イカ ー ド CZ-8NJ1 1,700 円 


スキャナ 用 パラ レル ボー ド *!2 OZ-8BN1 27,800 円 
(価格 は 標準 価格 で) 


@ 品 番 中 の ( ) 表示 は 、S く < メタリック シルバー>・R く < ロー ズレ ッ ド > 
・E く オフ ィ ス グレ ー>・B く ブラッ ク > を 示し ます 。 ※1 CZ-862C に は 
接続 で きま せん ※2 X1 タ ー ボ シリ ー ズ 用 ※3 X1 シ リー ズ 用 
※4 CZ-800C、801C、802C、803C、811C、820C 用 ※5 CZ- 
856C 用 ※6 CZ-850C、851C、852C、862C 用 ※7 CZ-850C 
で CZ-520F を 使用 する 場合 、 ま た CZ-803C、804C、811C、820C、 
850C で CZ-300F を 使用 する 場合 に 必要 ※8 CZ-800C、802C 
用 ※9CZ-820C、822C、830C 用 ※10CZ-600D、601D、611D、 
880D, 830D., CU-15M1H ※11 CZ-801D、802D、811D、850D、 
655D、870D 用 ※12 CZ-8NS1 用 @ 接続 等 の 詳細 に つき まし 
て は 、 周辺 機器 総合 カタ ログ を ご 参照 くだ きい 。 


SHARP 


МАРФА УҺ 


HAKSEV—N 7 ut vd! Sibi OER | MS-DOS™V3.1; Оф ЕН. 
HIRIZI => an НОО Ear a an NATOR 
HRID? Ру Р EDH RZF OMZ-286N FOS ДРАВЕ, 


сто HE ЕТА Оду 


WEN MZ-2861 の 日 本 語 入 力 機能 を 有機 的 に 活か す 統 合 OA ソフ トウ ェ ア 「UP シ リー ズ 」 の 登場 で す も 。 デス クト ッ プ 
UP シリ ー ズ パプ リッ シン グ と いう 新しい ジャ ン ル の レイ アウ トワ ー プ ブロ 、 集 計 表 ・ グ ラフ 作成 統合 ソフ トウ ェ ア 、 自 由 度 の 高い カー 
ド 型 デ ー タ ベー ス 、 ア ウト ライ ン フ "ロモ ッ サ と いう ジャ ン ル の 新しい 企画 書 作 成 ソ フト ウェ ア …。 オ フィ スワ ー ク を 代表 
的 な 4 つの 局面 か ら ア フロ ー チ し て 専門 化し た OA ツ ー ル で す 。「 レ パソ コン ファ クス 28」 と の リン ク も 可能 。 


日 本 語 レイ アウ トワ ー プ ブロ 較 デス ク UP (IP-1251) 標準 価格 88.000 円 
集計 表 ・ グ ラフ 作成 ソフ ト 較 チャ ー ト UP(IP-1252) 標準 価格 55,000 円 
カー ド 型 デー タベース 圏 UP ク リッ パー(IP-1253) 標準 価格 77,000 円 
企画 書 作成 ソフ ト 較 プラ ン UP (IP-1254) 標準 価格 66,000 円 


PU Pla A АС ТА ЈЕ, 


この 「 ハ ン テ タツ COPY KIT」 や 「COLOR IMAGE EDITOR, ^ 747 
ラー スキ ャ ナ 」 は 、 絵 や 写真 を モ ュ コン ピュ ー タ の イメ ヌー ジ デ ー タ と し て 手軽 に 取り 込 
み 、 編集 ・ 活 用 する た め の ツ ー ル で す 。 取り 込ん ど デ ー タ は 、 統 合 化 ツ フト や ・ 
ワー プロ ソフ ト な ど 他 の アプ リケーション と の 連携 で 応用 男 囲 も る さる ら に 広がり ます 。 


ハン ティ ・COPY KIT SS-SC28M 標準 価格 43.800 円 COLOR IMAGE EDITOR SS-SC28C 標準 価格 Z9.800 円 


モノ クロ ハン テイ スキ ャ ナ と 、 カ ラー 処理 も で きる カラ ハン ディ カラ ー ス キャ ナ (WD-05HS・ 別 売 ) を MZ 
ー イ パー ジ エ テ イタ を 組み 合わ せ だ た キッ ト で す 。 デ ス -2861 の 環境 の も と で 活用 する だ に め の ス キャ ナ 用 
クト ッ フ ン パ ブリ ッ シ ン グ へ の 活用 な ど 、 イ メー ジ 処 理 カラ ー 画 像 取り 込み 処理 ツー ル で す 。 

に より 表現 力 が る さらに アッ プ し ます 。 | e 専用 シリ アル イン ター フェ イス ボー ド 、AC ア ダブ プ タ 同 梱 
@ 専 用 シリ アル イン ター フェ イス ボー ド 、AC ア ダ プ ブタ 同 梱 。 モノ クロ ハン ディ スキ ャ ナ ( 同 相 ) 圏 ハン ディ カラ ー ス キャ ナ  WD-O5HS 標準 価格 49.800 円 


e 使用 プリ ンタ : モノ クロ /MZ-1P17、MZ-1P18、MZ-1P19、MZ-1P27、MZ-1P28、MZ-1P29 カラ ー/IO-725 e デー タ を 利用 で きる アプ リケーション : デ スク UP 
(IP-1251) 、 チ ャ ー ト UP (IP-1252) 、UP ク リッ パー (IP-1253) 、 プ ラン UP (IP-1254), 、 パ ツ コ ン フ ァ ク ス 28 (IP-1256) 、 一 太郎 Ver2 .1 水 tE F * 
※ 梨 ジャ スト シス テム 製 、 ま た この ソフ ト を 利用 する に は MZ-2861 本 体 付属 の エミ ュ レ ーション ソフ ト (V2.0) が 必要 で す 。 


]5 ビ ッ ト バ パー ソナ ルコ ンピュータ 


Inm 7-91 


標準 価格 PB 円 ELA h а ли а 
アプ リケーション と 有機 的 に リン ク す る 日 本 語 環境 

e 連 文 節 変 換 サ ポー ト 、JIS 第 1/ 第 2 水準 漢字 ROM は も ちろ ん 、 約 10 万 
語 ( 内 9 万 語 は ROM) の 辞書 を 内 蔵 し た 高 機能 日 本 語 ワー ド プ ロ セ ッ サ 
「 書 院 2 ぁ 」 の 措 載 。 ま た MS-DOS 上 の アプ リケーション で 「 書 院 ぁ 同等 の 
日 本 語 入力 が 行 な を る フロ ント エン ド プ ロ セ ッ サ で 、 ビ ジネス ワー ブロ と IMS 
-DOS が 融合 し た フレ ンド リー な 実務 環境 を 実現 し まし た 。 

レー ザー プリ ンタ MZ-1P23 950.000 円 ノ @ 漢 字 水 平 イ ン サ ー タ プリ ンタ MZ-1PZ/ 
268.000 円 ノ 念 80 桁 漢字 プリ ンタ М2-1Р28 148,000 円 グ @Q136 桁 漢字 プリ ンタ MZ-1P29 


168.000 円 / 信 80 桁 カラ ー 漢 字 サ ー マ ル プリ ンタ MZ-1P17(B) 79.800 円 ノ @ v 7 ^ MZ- 
1X29 13.800 円 ※MS-DOS は 米国 マイ クロ ソフ ト 社 の 商標 で す 。 ※ 価格 は 標準 価格 で す 。 


Ен 


資料 の ご 請求 、 お 問い 合わ せ は … シ ャ ー プ 貫 コン シュ ー マ ー セ ンタ ー ま で 。 
近日 本 0A 相 談 室 〒545 大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 22 番 22 号 11 (06)621-1221( 大 代表 ) 東日本 OA 相談 室 〒162 東京 都 新宿 区 市 谷 八幡 町 8 番地 P (03)260-1161( 大 代表 ) 


に つい て お 移ら 6 せん ば すみ 


イー ジ 処 理 さ きれ た 原稿 る 
ипи 7777 МСКЕН7 УУ ミル 


ファ アタ メス 


イメ ー ジ 情報 ステ ーション MZ-1V01 を 使っ て 、「 書院 2s」 で 作っ 
た 文書 や 、 イ ター ジ 処 理 さ れ た 原稿 を シダ イレ クト に ファ クス し た り 、 
受信 し た ファ クシ ミリ 原稿 を 編集 し て 報告 書 に まとめ た り で きる コミ ュ ニ ケー ショ ン ツ ー ル で 
+ 鮮明 、 高 品位 な ファク シミ リ と し て 注目 を 集め る パソ コン ファ クス を る さらに 推し 進め た これ 


か ら の メデ テイ ア 。UP シ リー ズ 同 様 に 「 マ ル チ ウ イン ドウ 」 上 で 切り 換え な が ら 使 用 で き 、 一 連 詳 イ メー ジ 情 報 ス テー ショ ン 
の UP シリ ー ズ ソフ トウ ェ ア と し て も 活用 いた だ け ま す 。 MZ-1V01 標準 価格 278.000 円 


о パソ コン で 合成 ・ 編 集 し た デー タ を 直接 送信 e 時 刻 指定 同 報 ファ クシ ミリ が 可能 (最大 512 ヶ 所 )% パソ コン に 直接 自動 受信 可能 Ө 
原稿 の 画像 を イメ ー ジ ファ イル と し て 取り 込み 、 合 成 ・ 編 集 Ө 送信 原稿 を 保存 、 手 軽 に 呼び 出せ 、 く り 返 し 使用 可能 @ プリ ンタ エミ ュ レ ー 
ショ ン 機 能 内 蔵 、 市 販 ソ フト を MZ-1V01 で 印刷 、 フ ァ ク シミ リ 送 信 が 可能 。 画 パ ソン コン ファ クス 28 IP-1256 標準 価格 99,800 円 
圏 シ ステ ム 構 成 

| バー ソナ ルコ ンピュータ | イメージ 情報 ステ ーション | アプ リケーション ソフト 


価格 は 標準 価格 で す 。 


異 機種 間 の ソフ ト 利 用 に 新しい 概念 を 導入 し まし た 。 


全く 眉 う ハー ドウ ェ ア 間 で ソフ トウ ェ ア の 互換 を 持た せる 、 独創 的 な 発想 に も と づい ただ た エミュレーション ソフ ト を 標準 
装備 。 ひ と つの ハー ドウ ェ ア に 従属 する アプ リケーション ソフ ト が 広く 黒 機種 間 で 使用 きれ 、 よ り 解 放 的 な ッ フ トウ ェ 
ア 環 境 が 期待 る され ます 。 も ちろ ん 、 MZ-28601 の ハー ドウ ェ ア 及 び BIOS は 独自 の も の 。16 ビ ッ ト パ ソコ ン と し て 数 々 の 
特長 を 装備 し た 上 で 、 付 加 機 能 と し し て エミ ュ レ ーション ソフ ト を サポ ー ト し まし た 。 


圏 エ ミュ レー ショ ン ソ フト V2.0 上 で 動作 する PC-98UV2 ア プリ ケー ショ ン 


i £ 社 
Super Calc3 Release? VER.2.07 | コン ピュ ー タ ・ ア ソシエ イツ 燃 


(55,000 3) 


販 * 会 


[E ーー ラテ ター ニー ニニ に エー を С] 
Microsoft CHART VER.2.1 マイ クロ ソフ ト 幌 


Tan = 
2 
The CARD2 VER.1.00 — |#7д+— 5 
| Ё 
日 本 アシ ュ ト ン テ イ ト 山 | | 2 
< [MIGHTY-BASEII VER2.0 | 山 ソ フト ウェ アテ クノ ロジ ー 
С. Z. 


Easy File2 VER.2.0C 立体 版 遊撃 王 MEL ATLAUZ 
RIZ VER.1.008 E MEN 


e 現在 、 当 社 の テス ト に より 上 記 23 本 の 動作 が 確認 され て いま す が 、 未 テス ト ソ フト も 多数 あり ます の で 、 こ の 本 数 は さら に 増加 する も の と 思わ れ ま す 。 一 部 ソフ トウ ェ ア に は 、 動 作 上 、 若 干 の 制限 事項 が あり ます 。 
e エミ ュ レ ーション ソフ ト V1.0 を お 使い の 方 で MZ-2861 ご 愛用 者 カー ド 返 送 堪 いた 方 に V2.0 を 無償 で 贈呈 中 / 


6 ビッ ト M ン シリー ズ 


ご れ か ら 始 め た い 入 に …… БЕО ВОЛАР 


1122-2500) 標準 価格 159,800 円 


※14 型 カラ ー デ ィ ス フレ イ MZ-1D26 標 準 価格 89.800 円 は 別売 


22212 — КЕ) 2 АМО ЕВЕ ОД СР 25 TEE. 


MmM2-2531 標準 価格 199.800 円 


※14 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ MZ-1D22 標 準 価格 108.000 円 、 モ デム ホン MZ-1X19 は 別売 。 
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MZ-2520» 


全国 の DA ショ ー ル ー ム に MZ-500 シ リー ズ の ソフ ト を 展示 中 。 ま た MZ-Z86]、X68000 の パソ コン 教室 も 開催 し ます 。 


ALAR (01 1)642-81 1 1 ALA (022)288-8705/ RR (03)260-1 161/4 (045)201 -6525 AH (052)332-261 1 / ARR (06)222-7655/4F (078)291 -8715/4 (090) 481 -2860 


つけ へ トリ ____---->_->7<7>7 ____ 


ご ここ まで て 号 科 に な っ た 多 互 対応 。 ア ナ ロ グ 専 盛 カ テー ディ スプ レブ 。 


ど cc モー ド オ ー ト スキ ャ ン 方 式 採用 、 
鮮やか な 55,536 色 表示 、 
使い や すさ を 追求 し た 

ハイ コス ト パ フ ォ ー マ ンス モデ ル 。 
e 入力 周波 数 15/24kHz 自 動 切 り 換え 、 
2 モー ド オ ー ト スキ ャ ン 方 式 採用 @ 148 
ファ イン ピッ チ ハ イ コン トラ スト ブラウン管 
採用 @ ア ナ ロ グ RGB 専 用 入力 。65.536 
色 な どの 多 色 表示 が 可能 @ コ ン テ ン ポラ 
リー な 美しい フォ ルム @ コン ピュ ー タ 接続 
ケー ブル 付属 @ チル トス タン ド (別売 ) ж 
着 可能 


14 型 カ ラー ディ スプ レイ 


CU-14BD 標準 価格 64.800 円 


ЗЕК ЕУ 9 РУЛУН УАК Т.Т Е 


4 2 モー チーム スチ キャン 、7 レ チュー ナー р 1 5 
型 カ ラー ディ スプ レイ テレ ビ 型 カ ラー ディ スプ レイ 型 モノクロ ディ スプ レイ 
CZ-88OD(GY・BK) 標準 価格 109,800 円 CU-15M1(E ) 標準 価格 99.800 円 MD-9P1 _ 標準 価格 34.800 円 


pr 
pu: У 
MUS, УЗ 


標準 価格 о ут ドッ トビ ピッチ 入力 信号 方 式 
CU-14BD 64,800 円 ファ イン ピッ チ ハ イ コン トラ スト (0.42) 多 色 ※ 々 (アナ ロク?) 実 使用 4050/2000*3 | アナ ログ RGB OO 

多 

Г 28005 [а | EBENA SE TE | asaw | アナ ログ RG6 

Xf | СИ-МА4 ж | 89,800 円 | 14 | 高 解像度 ハイ コン トラ スト SEŽ (PHON) /8 色 (デジ タル ) | 実 使用 4050 | アナ ログ : デ ジタル RGB 


コン ポジ ッ ト 


7 | MD-9P1 3,8008) | 9 | 高 解像度 ノン グレ アハ イコ ント ラス ト 。 | — | ベー パー ホワ イト 4050 | コンポジット 
4 E un 
О 


グリ サー シ 
ベー パー ホワ イト 


アナ ロン ウド デジ ンタ ノレ 
RGB/ コ ン ポ ジッ ント 
アナ ログ ・ デ ジタル レ 
RGB/ コ ン ポ ジッ ト 
アナ ログ ・ デ ジ タ ノ ルレ 
RGB/ コ ン ポ ジッ ント 


| CZ-601D(GY)(BK) | 119,800 円 高 解 像 度 フ ラッ トス クエ アハ イコ ント ラス ト | 0.39 | 多 色 ※2( ア ナ ロ グ ) | 実 使用 4050/2000#4 
CZ-611D(GY) | 145,000 円 | 15 | 高 解像度 フラ ッ ト ス クエ アハ イコ ント ラス ト | 0.31 | 多 色 ※2( ア ナ ロ グ ) 4050/2000 *^ 


ОРО ) 表 示 は 、E/GY< オ フィ スク レー>・B/BK< ブ ラック 〉 を 示し ます . ※1( ) 内 は スリ ッ ト ヒ ッ チ ※2 512 色 、4096 色 、65 ,536 色 な ど コ ン ヒ ュー タ 出 力 信号 に 応じ た 多 色 表示 が 可能 ※3 15kHz/24kHz の 自動 切換 え 
*4 15kHz/24kHz/31kHz の 自動 切換 え 堆 チ ルト スタ ンド 装着 可能 (別売 ) Ө: улт: ⑯ リモ コン 付 接続 ケー ブル 同 梱 (CU-14A4、14AD、 14BD は アナ ログ 用 接続 ケー フル 付属 ) Жї {#1} 


で いる お 問い 合わ せ は … シ ャ ー プ 映子 機器 事業 本 部 シス テム 機器 営業 部 545 大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 22 番 22 号 谷 (06)621-1221( 大 代表 ) 
V/tr ЛАЖЕ 241 зейш ыж ААС ЫН Т 東京 都 新宿 区 市 谷 八幡 町 8 番地 2 (03)260- 116104 (58) 
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対 応 - 機 種 :PC-3801SR/TR/FR/MR/FH/MH/WA、 3. € 
SHARP X-1 全 機種 ,FM-7, FM-77AN, = 2 ーー 
š - X68000 ( 黒 で 表示 の 機種 は 発売 中 で す 。) E => — > 
7 7 + ア :52D5 枚 52DD4 枚 、52HD4 枚 35205 枚 352DD3-4 枚 ' i F 
| メッツ セー ジ デ ー タ : 20 万 字 程 度 (原稿 用 紙 500 一 700 枚 ) = m= as ° c 
' 格 : 9.800 円 x ンー Жы Fa ти E= 


| 


` ーーー ~ > жш ` ü + ~ — 
ボル テー ジア ッ フ の 為 、 あ えて 沈黙 し 続け た シャ テイ 始 動 
待ち わび た シャ ティ の 始動 だ 。 今 ここ で シャ ティ 情報 の 全て は 言え な い が 、 ヒ 
ント を 与え る と すれ は ば 、 ログ イン ] 月 号 の 「 愛 と は … 憎 し み と は … こ の 永遠 の 
凝 問 符 に 要 を 打ち こむ の は シャ ティ か も し れ な い 。』」 と いう コピ ー・ フ レー ズ だ 
ろう 。 また 、 シ ャ ティ の 魅力 に つい て は 次 号 か ら 続 々 と ニュ ー ス され る の で 、 お 


С b = 


“Т ( 
++ 
А 
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いし い 物 で も 食べ て ベス トコ ン デ ィ シ ョ ン で 待っ てい て くれ 。 


SACOM AMUSEMENT CLUB (SAC) SAC は 、 シ ステ ム サ コ ム を 応援 せん の で 、 ご 了承 下さ い 。 


| し た いと いう 方 な ら 、 ど な た で も 和信 会 で きま す 。 入 会 金 ・ 会 費 は まっ だ く 必 要 あ ノウ ェ ル ウェ アテ レ ホ ン サ ービス TEL.03-635-5147  ' - 


り ま せん 。 人 会 希 補 の 方 | 住所 (〒)・ 民 名 ・ 電 話 番 号 ・ 性 別 ・ パ ンコ ン が あ ユー ザー サボ ポー トド に や ……… ド ーー TEL.03-635-7600 SACOM 株 式 会 社 シス テム サコ ム 
れ ば 機種 名 を 明記 の 上 、 ハ ガキ また は 封 革 で 、 シ ステ ム サ コ ム 内 「SAC 事 電話 に よる お 問い 合わ せ は 、 月 一 金 AM10:00-PM5:00 の T130 東京 都 墨田 区 両国 4-38-16 
務 局 」 ま で お 申し 込み 下さ い 。 な お 、 電 話 に よる 申し 込み は 受け つけ て お 0 ま 間 、 お 受け し て お り 9 ます 。 Ба Фоа ОК К ° 両国 桜井 ビル 4F < 
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機能 の 数 を 重視 する 現在 の 日 本 語 ワ ー プ ロ の 中 に あっ て は 、 ヒ 


W は 非常 に 個性 的 で す 。 当 た り 前 の こと で す が 、 


ワー プロ 本 来 


の 機能 と 操作 性 を 重視 し 、 シ ンプ ル で 使い や すい ワー プロ を 目 
指し まし た 。 で すか ら 、 ス クロ ー ル な ご も 早い で すし 、 印 刷 も 、 
わざ わざ メニ ュー に 戻ら な く て も 瞬時 に 印刷 モー ド に 入れ る 使 
いや すさ で す 。 ま た 、 索 引 や 目次 の 自動 作成 な ど 、 ま さ に 文書 
作り に 徹し た 個性 が 光り ます 。 


バー ソナ ルコ ンピュータ に も に 


FOR 
SHARP 1 68000 


SHARP X658000 対 応 У38,000(Е 113) 
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BEWOJXZHE р 差 込 印刷 、 特 定 用 紙 印 刷 員 * つ た 、 フ ォ ー ム オー バー レイ に 対応 する 強力 な 印刷 機能 > 大 量 の ドキ ュ メン ト 作 成 に 非 常に 便利 な 目次 、 索 引 の 自動 作成 p プロ 
グラ ルム 開発 等 に 威力 を 発揮 する エディ イタ モー ド の 標準 サポ ー ト 独自 の カナ 漢字 変換 プロ セッ サ E1 の 標準 搭載 区 他 文 書 参照 や カッ ト ペー スト が 行 な な る マル チ ウ イン ド 処 理 共編 


を 生成 し ます 。 


GRAPHICS 


Editor 


FREE HAND 


| Editor 


MUSIC 


Editor 


VIDEO 


ッ ト で きる クリ エイ ティ ブ ソ フト で す 。 
ー ソ ナル ゲー ム 、 デ スク トッ ププ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 、 各 種 教 材 、 さ ら に ビデ オ 
編集 に 有効 に 利用 で きま す 。 


vll. 


パソ コン が 持つ グラ フィ ッ ク 機 能 、 ミ 

ー ジ ッ ク 機 能 、 サウ ンド 機能 な ご ど 。 
これ ら の 独立 し た マル チ 機 能 を 統合 
し た ハイ パーUD。 プロ グラ ミン グ 
する こと な く 、 絵 や 音 が 目 由 に エディ 
パソ コン 紙芝居 、 ア ニメーション 、 バ 


ペン や プラ シ を 使っ て 描画 を 

画面 いっ ぱい に ペン や ブラシ 、 ス プレ ー な ど を 使っ て 絵 や 文字 が 自由 に 捕 
け ま す 。 円 や 四角 、 直 線 を 書い だ り 、 盗 りつ ぶし も 思い の まま 。65537 色 中 
240 色 を [同時 表示 可能 で す 


マウ ス を 使っ て タイ トル 文字 を 
マウ ス で 書い た フリ ー ハ ンド の 文字 な ど を 笛 順 に 表示 し て いき ます 。 文字 サイ 
х. talk. 自由 に 変え る こと が で きま す 。 


メロ ディ 、 コ ー ド 、 リ ズム 、 パタ ー ン の 設定 

画面 に 表示 きれ た 鍵盤 や マウ ス で 選択 する だ け の 手軽 き 。 オ リ ジ ナ ル ШЕ 
単に 諸 面 に 書き 表す こと が で きま す 。 コ ー ド 、 リ ズム 、 パ ター ン は も ちろ ん 、 Ж 
器 の 種類 の 設定 も で きま す 。 

ホー ム ビ デ オ の 編集 も OK 

APIP PTE デオ ォ と の 同期 を 設定 し て な け ば 、 テロ ッ プ 、 フリ ー ハ ンド 、 ス プ 


ライ ト 、 音 楽 な ど を ホー ム ビ デ オォ と 統合 し て 使用 で きま す 。 テレ ビ 画面 と の 統合 
も で きま す 。 _ ッ ト (別売 ) を 使 を ば 、 オ リ ジ ナ ル テ ー プ も 。 


カナ 漢字 変換 プロ モッ サ 


El 


圏 X68000 な ら で は の 特長 イー スト が 独自 に 開発 
き な か っ た 日 本 語 入力 が 可能 で ます олот шл 慮 し 、 設 計 し た まる に X68000 の 標準 と 
な りう る 高速 カナ 漢字 変換 フロ ント プロ セッ サ で す 。 エディ イタ モー ド の 標準 サポ ー ト に より 、 行 番号 を 意識 し た 大 規模 アプ リケーション 開発 
等 か 行なえ ま す 。 X68000 の 持つ 優れ た ハー ドウ ェ ア 機 能 を 引き 出す プロ グラ ム 開 発 の 強力 な 支援 ツー ル と な り ま す 。 


集 画面 の ら の 0S コ マン ド 及 び ユ ー ザ ー プ ログ ラム 実行 表 を 含む 文章 で の 強力 な ブロ ッ ク 操 作 p 操作 は MULTIPLAN に 準拠 し た コマ ンド メニ ュー 方 式 》 WORD MASTER 
に 準拠 し た コン トロ ー ル コマ ンド も 容易 ファ イル の 大 きき に 制限 の な い 仮想 メモ リー 方 式 採用 を バッ クア ッ プ ファ イル を 自動 作成 する 安全 設計 OS. ト 上 で 稼働 し 標準 テキ スト ファ イル 


た 高速 日 本 語 カ ナ 漢字 変換 フロ ント プロ セッ サ E1 の 搭載 に より 、 今 まで に は 体験 で 


シナ リオ (構成 ) 作成 も 容易 
各 エ ディ イタ で 作ら れ た だ 映像 や noie 
設定 で きま す 。 画面 ご と の 効果 、 質 問 文 / 回 
容 文 、 分 岐 条件 な ど を 決め る こと が で きま す 。 

画面 ご と と の テ スト ラン 、 ビデ オォ と の 同期 設定 
や この 画面 は り の 各 エ ディ タ の 実行 も で きま 


SCRIPT 


スプ ライ ト で アニ メ 作 成 を 

32X48 ド ッ ト 、64 x96 ド ッ ト の スプ ライ ト が ' 作 
成 で きま す 。 人 物 や 動物 な どの キャ ラク ター 
を いく つも 作成 し て な いて 、 こ れ を 続け て 表示 
すれ ば アニ メー ショ ン や パー ソナ ル ゲー ム 
が 作れ ます 。 ス プラ イト の 表示 順序 、 速 度 、 
移動 量 、 移 動 シ ルー ト が 決め られ ます 。 


SPRITE 


. Editor 


テロ ッ プ 作成 も 容易 
Же じ め 設 定 し て な いた だ テロ ッ プ を シナ リオ 
の 手順 に 従っ て 流す こと が が で きま す 。 文字 サ 
イズ 、 エ ッ ジ ング 、 バ ッ ク カ ラー の 指定 は 自 
由 。 テロ ッ プ の 方 向 、 場所 、 スピ ー ド も 選べ 
33. 


TELOP 


Editor 


ナレ ーション の 録音 ・ 再 生 が 可能 
音声 デジ タイ ズ 記録 ADPCM (2509 
や 効果 音 、 音 楽 ま で も ファ イル で きま す 。 これ 
まで に 出せ な か っ た 原音 に 近い 自然 音 が 表 
現 で きま す 。 


VOICE 


Editor 
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6 現在 ハイ バーUD を お 貧 W の 皆様 へ コー ジヨン アツ イフ サー ビス を いた し ます の で 、 


コー ザー 登録 カー ド を お 送り くだ さい 。 


SHARP X658000 対 応 予価 \1.800(E1 付 ) 


| : 
イー スト 株 式 会 社 本 社 グ 〒151 東京 都 渋 谷 区 代々 木 !-3-| 2: (03)374-1980 (tF) 


月 と 4 日 発売 / WV. 


、 野生 ス 」 の 優し さ を 継 承 し さら に グレ ー ト アッ プ し た だ 「 イ ー ス TL。 
Уа EE E ШЕШ ШШ БШШ ШЕШ NM NM | _ 


+ 1—АП XX1 版 発売 /』 за 


ku v78oo0ll л: 


イー ス II は 、 イ ー ス の 続き で すむ 


イー ス が なく て も イー ス II は プレ イ で きま す が 、 イー ス を プレ イ し て お く と イー ス II ガ よ り 楽 し め ま す 。 


ノー サリ アン 欠 -1 も 好評 発売 中 / ! 
@X-1 tUrTDbn シ リー ズ 専 用 ・5-D・5 枚 組 ・\ ヨ .B0O E 


Ж) X-1 turbo Model-10 で は CZ-8BGR2・CZ-8BF1 が 必要 で す 。 
「 шыш пыш шыш пыш шыш шыш шыш шыш шыш шыш шыш пш шш ЫШ 


通信 販売 (送料 無料 ) 
e 現金 書留 の 場合 一 一 一 
氏名 ・ 機 種 名 ・ 住 所 ・ 氏 名 ・ 電 話 番号 を 明記 し て 、 現金 書留 で お 申し 込み くだ さい 。 
Falcom хәл 代金 引換 の 場合 
電話 や FAX や ハガキ で 、 品 名 ・ 機 種 名 ・ 住 所 ・ 氏 名 ・ 年 齢 ・ 電 話 番号 を 明記 し て 、 
Personal Computer Software お 申し 込み くだ さい 。 商品 お 届け 時 に 商品 代金 を お 支払 いく だ さい 。 
B 〒190 東京 都立 川 市 柴崎 町 B-1-4 トミ オー ビル TEL 0425 (67) 6501 FAX 0425 (28)2714 


ーー 
~ габ ви 7 


p [4 ` 
“К 54 МЕРУ £ 
/ [^ чө ТА ГЕ 
| / 


^^ hh 


ФЕ: 左記 以外 の 方 
0 会 費 : 年 間 3.500 円 


画 う っ うれしい 特典 た ち 画 


@ ホビ ー、 ビ ジネス ソフ ト の 割引 。 

@ シ ャ ー プ 製品 (ソフ ト && ハ ー ド ) の 割引 。 

@ 各 種 イ ベン ト 、 セ ミナ ー な どの 優待 及び 割引 。 
@ 会 員 証 (テレ ホン カー ド ) の 発行 。 

そし て 、 情 報 誌 「X68000 つ ーー し ん 」 の 配布 。 


өя: 当社 に て 本 体 こ 購入 の 方 
ect: 1 年 間 無 料 


その 他 数 々 の 特典 が わん さか 、 わ ん さか 。 
詳し い お 問い 合わ せ 、 の 03-253+4199 (77578) 


※ 入 会 の 手続 き は 、 原 則 的 に 7 号 店 店 頭 に て 受付 と 
な り ま す の で ご 承 了 《 だ さい 。 


Í УБВООО 用 ソフ トウ ェ ア 


eC Compiler PRO68K シ ャ ー プ オリ ジ ナ ルビ コ 
MAC 定価 \39,800 

@Kamikaze( 神 風 ) 統 合 型 スプ レッ ド シ ー ト 

15m Y57,800 

625 STAFF PROBB8K グラ フィ ッ ク ツ ー ル 

15(mY 49,500 

@ EW 日 本 語 ワ ー ブ ロ 特価 \32,500 

eMUSIC PRO,8K ミュ ー ジ ッ ク ツ ー ル 

| 定価 \18,800 

eSOUND PROB8K サウ ンド ツー ル … 定価 \15800 

@SAMPING PR068K AD РОМАНУ 定価 \17.800 

@DATA РАОВВК リレー ショ ナル デー タベース 

定価 \ ぎ 58.000 


入会 希望 の 方 は 


eeeeeeeeeeeeeeoeoe ө ө ө ос MEO о о • • • • • • 


өө . o. 0 КЕ» со e e o o o o. o oo o oo @ o e.o o o • o • • • • 9 • • • • 


. . . с о XTK "RENNES! 


Р ОО с о о о со оов ооо о 0 0 O00 900 0 ө ө U ВАЖАН • 


........... 


Cc XXE h... о е о ө өө ө ө ө ө о TER 


この 他 に も ビジ ネス ソフ ト 、 ホ ビ ピー ソフ ト 、 
多数 販売 し て いま す 。 お 気軽 に お 尋ね 下さ い 。 


ご 利用 下さ い 、 通 信販 売 
ツク モ 通 販 セ ンタ ー 


== 4)3-051-99 11 жоншен) 
現金 書留 な ら 


〒101-91 東京 都 千代 田 区 神田 郵便 局 ) 
| e7 = 店 8 03-253-4199 


代金 引換 え 配 達 


会 で ツク モ 通 販 セ ンタ ー へ お 申し 込み 


下さ い 。 配 達 日 の 指定 が で きま す 。 ЛАЗЕ $8135 


AEAEE MERTA 


クレ ジッ ト ご 希望 の 万 は 銀行 振込 みな ら 
псу ЕУ ~ SER Да 事前 に 谷 で お 届け 先 を ご 連絡 下さ い 。 _ 
下さ い 。 富士 銀行 神田 支店 仁 No894047 


А 
5] 
| 
id 


p^ 


CZ-601C 
С2-6010 
CZ-611D 
CZ-6STI 
CZ-8VTI 
CZ-8NSI 
CZ-6BNI 
CZ-6BE | 
CZ-6BE 1A 
CZ-BBE? 
CZ-6BE4 
С2-6ВР1 


シモ は ビ EXE Shop 中 の EXE 
「 ス ー パ ー ス ショ ッ プ 」 で す 。 


АХБВООО ace シソ ー ズ 


ロフ -611O 


00MB ハ ー ド ディ スク 内 蔵 … 定 価 \399,800 き 月 々 半 18,000X36 回 払 な ど 


標準 タイ プ …………… 定価 \297,000 ゅ 月 々 \ 9.700X36 回 払 な ご 
15 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ (0.39mm ピ ッ チ ) ……… 定価 \119,800 
15 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ (0.31mm ピ ビ ピッチ) ……… バ 定価 \145,000 
DO eed E EET N 定価 \ 5,800 
カカ ラニ イメージ コー О КЫ 定価 \ 69,800 
A4 サ イズ フル カラ ー イ メージ スズ in Ony) 定価 \188,000 
д НЕ y s S 6 5 定価 \ 29,800 
増設 IMB HAM ボ ー ド (CZ-600C 専 用 )………| パ ボ … バ 定価 \ ぎ 35,000 
増設 IMB HAM ボ ー ド (ACE シリ ー ズ 専用 ) ……… 定価 \ 38,000 
増設 6MB ВАМЖ-К ез 定価 \ 79,800 
増設 4MB ВАМЖ-К cm mms 定価 \138,000 
ЭН wis УН EDDIE 定価 \ 79,800 


Ен SOA TFL o ______ 


| ふ ヾ YBB000 用 ハー ド ティ スク l 


@ アイ テッ ク 
IT-H540HSX 40MB タ イプ 28та5 не 特価 \138,000 
IT-H540SX 40MB タ イプ 38тѕ::· 特価 \128;000 
IT-H320SX 20MB タ イプ 28ms i]... 特価 \ 92.000 
074777 | 
HD-202 20MB タ イプ Врт ен 特価 \ 72,000 


AX ケッ 用 ハー ド テディ スク 


| ポケ コン コー ナー の ある ツモ 


20мв(10мв+10мв) 74 7 


ケー フル キ HD |/F 付 7 
tz» КЕШЕ 110,000 


PC-E500 定価 \28.800 


32KB 標 準 装備 (最大 96KB)、 240X32Z ド ッ ト フル 


グラ フィ ッ ク 表 示 、 エ ンジ ニア ソフ ト と し て 定数 124、 
| @ 名 古屋 ] 号 店 2052-263-1655 公式 ・ テ データ 744、 演 算 機能 233 の 機能 搭載 。 
| @ ツ クモ 札幌 2011-241-2299 Нд 24.800 


e^ ド セ レ クシ = ЕЕ | 

\ー` ナル ズ 」 な ど 情 ad i. 
у et ャ ッ ク っ 加盟 店 で の 特別 割 3 
@ 


БЕУ аа みん な 知っ て る 待っ て いる お 申し 込み は "b КЖ い 人 無料 
en PX oe KERTAS Dg € 03-2 ym 上 の 方 に 限り まれ 
~ JF — 
7 9—8/ 1 等 10 万 円 / 0724—87 
"ero sem. 賞金 総額 7.000 万 円 。 
е а, 


進呈 (東京 店 頭 の み )。 


ト も ご 用 意 し て いま す 。 


| | vt 

RMJIZTLUE AXA, 
セッ ト 

@CZ-822CB V AY Ca Pa РВ УМ ーー \118.000 


e CZ-820DB に いた SN ү 1 09,800 
る @ ディ スケ ッ ト (10 枚 ) ナ ゲー ム パック 


合計 定価 \197.800 
ッ ツクモ 特価 販売 中 


N ンコ ン デ テレ と 
А Zur. 
セッ ト 
@ CZ-880CB ОТАРИ SNS ) ¥ 218,000 
Ө CZ-880DB 00 REPRE TEN OC EROS PEE S М 109,800 
る ディ スケ ッ ト (10 枚 ) ナ オナ ゲーム パッ ク 
0 K A n Pana Uo SAPA SSL НИ SR サー ビス 
合計 定価 \327.800 
77 ЕН €X189,800 
XX] タ ー ボ /MZ-50 有 用 マウ ス 
TS-MX1] па У5,500 
一 便利 な マウ スパ ッ ド あり ます 。\1.280 よ り 
АЕ а аа асу а =g 
PC-E200 | 
Z-80CPU、 RAM 容 量 32KB š 
情報 処理 技術 者 対応 CASL、 BASIC 関 数 計算 機能 、86 š 


関数 、 パ ソコ ン と の 接続 、 テ キス ト エ ディ タオ シリ アル |/F 等 、 
機械 語学 習 、 ミ ニ I/O 機 能 、Z-80 バ ス 搭 載 。 


特価 学 7778 の 0 


ーーー バ 


и онуи jam 


катан 


LOL 


аса ESO ECT USC P ешалона 


RBS PARES QUU LE Ug BET ME CSDL UC PEN gt Listino cote 


⑧AM10 時 ~PM7 時 


大 5000 円 以上 お 買い 上 の 方 に 抽選 券 


友 秋 葉 原 各店 で は 、7 月 中 の 毎 金 ・ 土 曜 回 
PMG 時 - フ 時 半 の サマ ー タ イム に 5000 円 
以上 お 買上 げ の 方 に 、 サ ン セ ッ ト フ レセ ン 


101-91 東京 都 千代 田 区 神田 郵便 局 私 書 箱 135 号 
@6/16:23.7/14 


NER ソフ モ オ リ ジ ナル 
ЕН 5í4í>+2DEF5472 

2 ТЅ-Ермк:: X1 

@TS-FDMKII に ケー ブル 及び 特製 |/F を セッ ト し た も の で 、 


これ だ け で ディ スク シス テム が 使用 で きま す 。 
@ | ドラ イブ は CZ-503F、2 ド ライ ブ は CZ-502F 4B 当 品 で す 


1 ドラ イブ 特価 \32;800 
ek2417150Y49,800 
RAT TS-FHDmkii 誠 ターボ モ テル 10 を 途 く ) 
1 ター ボ 用 8HD/ ら DD 自動 切替 


1h241718Y 38,800 2 ドラ イブ 特価 \59,800 


オム ロン MD-1200AII 300/1200 ボ ポー……… ド バド … ド バ ЕН У 79,800 

MD-2400B 300/1200/2400 ボ ー……: 15m Y 39,800 
717  PV-A1200mkII 300/1200 ボ ポー…… ド の 特価 販売 中 

PV-A2400 300/1200/2400 ボ ー………… 特価 販売 中 
プリ ンタ ー 用 紙 サ ービス / 
CZ-8PC2 カカ ラー 漢字 熱転写 プリ ンタ 特価 販売 中 
CZ-8PK6 24 ピ ビン 漢字 ドッ ト プ リ ンタ (15 イ ンチ )……… 特価 \89;800 
CZ-8PK7 24 ピ ビン 漢字 ドッ ト プ リ ンタ (10 イ ンチ ) ……………… 特価 販売 中 
CZ-8PK8 24 ピ ン 漢 字 ド ッ ト プ リン タ (15 イ ンチ )……… 特価 販売 中 
CZ-8PK9 24 ピ ン 漢 字 ド ッ ト プ リン タ (10 イ ンチ ) ……… 特価 販売 中 
IO-730 カラー イメ ー ジ ジェ ッ ト プ リン タ (15 イ ンチ )……… 好評 発売 中 


PRO STAFF 


í Фраја ДИ 


ш 秋葉 原 7 号 店 


= 03-253-4199 
t 03-251-0987 
= 03-251-0531 
2011-241-2299 
2052-263-1655 
2052-251-3399 


и ニュ ー セ ンタ ダー 店 
画 秋葉 原 5 号 店 
I '” 2 = +L ·· 
| 名 古屋 1 号 店 
一 名 古屋 号 店 


7.59 -31.92 


この 画像 健 選 - THACE で 作成 し た も 0 


9 次 了 コン ピュ ー タ グラ フィ ックス 


レイ ハム レー シン グン フウ 
C-TRACE 98 eco Y 98,000 
zaz» C-TRACE 98 + cis 198,000 


C-TRACE NEWS сом) ¥380,000 v 
zs* C-TRACE 68 хоо Y68,000 Y^ 


-34.84 1 AX MOVE tns tns ns tns tns tns tns E 動作 環境 
C-TRACEBNi. voaCHMA f. | РОЗВ лен 
カメ ラ ア ング ル も すばやく 決定 / コブ プロ セッ サー(8087.80287) 有無 どちら も 対応 
Z'S STAFF PHO-68K( ツ ァ イ ト 社 ) こ の 較 現 在 サ ポー ト し て いる フレ ー ム バッ ファ (X68000 は 本 体 の み ) 
デー タ の や りこ り 可 能 。 PC-3801 本 体内 VRAM 


写像 SIG 社 ププ スー パー フレ ー ム サピエンス 社 
バハ バイ バー フレ ー ム デジ タル アー ッ 禁 
ー ! (С; い о о 
а Ал li コ プ ロ セッ サー, フレ ー ム バッ ファ の 販売 も いた し ます 。 


10MHz 8087-1 \35.000 


ЛА ёки |  C-「RACE98 ユ ー ザ ー に は 、98 十 を 差額 (\100.000) に て 交換 いた し ます 。 
株 式 会 社 キヤ スト  〒!|50 東京 都 渋 谷 区 3-6-18 第 4 矢 木 ビ ル 4F TEL.03-797-5128 FAX.03-797-6974 


а ジネス ショ ワウ 


5 月 11 日 か ら 5 月 14 日 まで 東京 流通 セン ター で マイ クロ コン ピュ 
ー タ ショ ウ が , また 5 月 18 日 か ら 5 月 g1 日 ま て 東京 ・ 晴 海 の 見 本 市 
会 場 で 第 65 回 ビジ ネス ショ ウ が 開催 され た 。 今年 は 日 程 が ずら さ 
れ て 開催 され た この ら つ の ショ ウ は , マイ コン と ビジ ネス と いう 
性 格 が ます ます 明確 と な り , 互い に その コン セプト が は っ きり と 


打ち 出さ れ た も の に な っ た 。 


今年 は 一 般 来場 者 の 数 も 少な 
(fU, その 専門 的 色合い が 
さら に 強まっ た マイ コン ショ 
ウ 。 た だ し 。 X シ リー ズ の 参 
加 が な く な っ た の は ちょ っ と 
残念 


マイ コン ショ ワウ 88 


x 主流 は 国産 322 ビ ツ ト ヘ へ x 


5 月 11 日 か ら 4 HIBJ, 東京 流通 セン ター 
に お いて マイ クロ コン ピュ ー タ ショ ツ '88 が 
開催 きれ た 。 例 年 ビジ ど ネ ホス ショウ と 同時 開 
催さ れる の だ が , 今年 は ビジ ネス ショ ツウ よ 
b 1 週間 先行 し て 開催 る され た だ た 。 今回 の テー 
マ は 「 マ イコ ン : か ぎり な き 創 造 の 世界 」 
と いう こと に な っ て は いる が 。 例年 の こと 
な が ら 各 ブー ス の 展示 内 容 は テー マ と は あ 
まり 関係 が な いよ うだ 。 

最近 の 傾向 し し て マイ コン ショ ウ で は っ コ 
ンピュータ , エレ クト ロニ クス 関係 の 基礎 
技術 が 中 心 に な っ て б, 具体 的 な 製品 


ТЕ ANZ 


分 化 が 
進ん で いる 。 出展 内 容 も 特定 用 途 向け LSI 


は ビジ ネス ショ ウツ て と いう で あい に に 
ほか 各種 コン トロ ー ラ , 液 曲 パネ ル な どの 
デバ イス 関係 が 多く , 以前 の よう な ソフ ト 
ハウ ス か ら の 出展 も つい に 姿 を 消し て し ま 
っ だ の は 少し 寂し い 。 

昨年 は ば こも か し こも ASIC 一 色 だ っ た 
が 今年 は それ も ひと 段落 と いっ た と ころ 。 
今回 特徴 的 どっ た の が 国産 32 ビ ッ ト マ イク 
ロ プ ブロ セッ サ に 対す る 各社 の 力 の 入れ よう 
で あっ た 。 富士 通 (F32), 日 立 (H32) な ど 
の 「TRON チ ッ プ と ヒ と し て も 使え る 」 と いう 
も の の ほか , VM テク ノロ ジー (VM8600 
S), NEC(V70), その ほか 最近 流行 の RIS 
С Бут, Sun -4 で 採用 され て 話題 と な っ 
だ SPARC プロ セス に よる プロ セッ サ な ど 
が 展示 る され て いた 。 面 日 い の が VM8600S 


wi 


| t= ла [5 


mozu (en) 
32 0m) 


«З 


Inl Е 


di 4 d Ё 


AX が 話題 を 集め た 今年 の ビジ ネス ショ ウ 。 シャー 
プ の ブー ス で は OS-9/X68000 を 始め , 数 多く の 情 
報 ツ ー ル が 展示 され て いた 


と いう チッ プ で , これ は 従来 マイ クロ コー 
ド で 行わ れ て いた 命令 制御 を プログ ラム 可 
能 な 素子 群 に 置き 換え を て 8086 の コー ド な ど 
を 実生 て きる よう に し た も の 。 いわ ゆる ジウ 
アー ムウ ェ ア を 実現 し た チッ デ て あお る 。 ズ 
ー カ ー て は 「 新 世代 932 ビッ トバ パー チャ ゲ で 
イク ロブ プロ セッ サ 」 と 呼ん で いる 。 

シャ ー プ の ブー ス で は X シ リー スズ 関係 の 
出展 は な く , MZ-2861 に よる イメ ー ジ 処理 
や パソ コン 通信 関係 の 展示 および , 可変 長 
PCM 録音 用 LSI や 光 磁 気 デ ィ ス ク , 液晶 / プ 
ラズ マデ ィ イス プレ イ な どの 展示 物 が 中 心 だ 。 
な か で も 液 曲 の トッ プ メ ー カ ー と し て の 実 
Лета, ハイ コン トラ スト な ダグ デル ツィ イ 
スト 液晶 に よる 表示 デバ イス な ど , 新 技術 
に よる ディ スプ レイ パネ ル が 参考 出品 きれ 
て ゎぉ り 注目 を 集め て いた 。 今後 の ポー タブ 


ラブ の 出品 
いた TRON マ シン 
ッ サ 
@⑳VM8600S は 32 ビ ッ ト 仮 想 プ ロ セ ッ サ 


富士 通 の SPARC チ ッ プ 
⑬ ハ イコ ント ラス ト な 新型 液晶 ユニ ッ ト 


9 パソ コン の 画像 を OHP に 出力 (参考 出品 ) 


MZ-2861! に よる イメ ー ジ 処理 シス テム 


ル 機 器 の 表示 デバ イス を 占う 5 AC b 興味 


深い 技術 ど し い える だ ろう 。 (5. М.) 


КОТЛЫ 


AX マ シン 登場 x 


東京 ・ 晴 海 の 見 本 市 会 場 で 開催 きれ た 第 66 
同 ビ ジネス ショ ツ は 。 パー ツナ ルコ ロン ビュ 
ー タ ユー ザー を ワク ワク させ て くれ る よう 
な 新 製品 が 登場 し な か っ だ こと も あっ て , 
公 年 の 会 場 全体 の イメ ー ジ と し て は , 比較 
的 こ お ん まり と まとまっ た 印象 の も の で あ 
っ た 。 特 に ここ 数 年 の AI や 通信 ,、 は だ また 
電子 黒板 といった, 会 場内 の あちこち て 見 
か けら れる よう な 流行 の 中 核 と な る も の も 
な く , その 分 自社 の 目玉 商品 を 前 面 に 押し 
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⑯MZ-2500 用 時 計 シ ステ ム 。 日 本 マイ コン 7 
② ト ロン 協会 は ブー ス も TRON。 今年 は 動い て 


シャ ー プ と 三菱 に よる 非 ノ イマ ン 型 プロ セ 


2 на 


MIT 
aka ЫН SS 
м D 
MB88910 J 


出し 個性 的 な 演出 を 心がけ た ブー ス が 多い 。 

を の よう な 雰囲気 の 会 場 の な か で , 今年 
の テー ママ が 「 ル イン チリ ジュ ョ ント オラ オス え ・* 
仕事 と や すら ぎの 展開 」 だ どっ た せい も あっ 
CX, 事務 機 メ ー カ ー の 各 ブ ー ス は 演出 に 
Бо Тот, 赤 と 黒 の 大 胆 な カラ ー を 使 
っ た 屋根 付き ブー ス を 用 意 し た り , 派手 な 
デモ ンス トレ ーション を し た り と , 今回 の 
ショ ウ の な か で は いち ば ん 活気 が あっ た 。 
また , コン ピュ ー タ 関連 の プー ス の な か で 
は , MC68030 搭 載 の 新 製品 ・ NWS-1830/ 
1850 を 発表 し た ソニ ー が , ブー ス 全 体 を N 
EWS シリ ー ズ の ハー ド / ア プリ ケー ショ ン 
で 統一 し た , 地味 な が ら も ポイ ント を 絞っ 
た デモ ンス トレ ーション を 展開 し て お り , 
多く の 来場 者 の 関心 を 集め て いた 。 

全 年 の び ジ ネス ショ ツウ 全体 の な か で 話題 


の いい 599 


WR “м 


⑥AX マ シン 勢揃い 。 上 か ら シ ャ ー プ AX386, = 
ЗЕМАХУ • M3201-A20/MI2, 三洋 MBC-17J シ 
リー ズ 


を 集め た も の と に を ば は ば 。 PRI シャー プク. 
三菱 電機 三洋 電機 の 3 社 が 投入 し て きた 
日 本 語 PC/AT 互 換 の AX マシ ン と いう こと 
に な る の だ ろう か 。 三洋 電機 の MBC-17J 
シリ ー ズ は 事前 に 発表 きれ て お り , マイ コ 
ン シ ョ ウ に も 登場 し て い だ の で , さる ほ と の 
イィ インパ クト は な か っ だ も の の , ビジ ネス シ 
ョ ウ に は 三洋 が ラッ プ ト ッ プ も 含め た 11 機 
種 を 同時 に 発表 し , 特設 コー ナー で の 国際 
色 豊 か な デモ ンス トレ ーション に は 和 驚か る 
nj, を その ほか シャ ー プ グ ', 三 鞭 電 機 も ブー 
ス の 前 面 に AX コー ナー を 設置 し て いた が , 
を それ ら の デモ が いずれ も MS-Windows や 
Guide, IBM-PC 用 ゲー ム の ほか に , 一 太 
郎 な どの 日 本 の 既存 ソフ ト の 移植 版 を 用 意 
し た と ころ も 多く , 来場 者 も この ハー ド に 
関し て 注目 は し て いる も の の , 期待 度 の 点 


⑩ 豊 富 に 揃え られ た パー ソナ ル 情 報 ツ ー ル 。 
上 か ら ノ ー ト ワー プロ WV-500, カラ ー ワ ー 
プロ WD-910, 参考 出品 の 電子 ダイ アラ ー, 
ポケ コン PC-E200/E500 

⑩ 新 し く 登 場 し た シャ ー プ の プリ ンタ 3 タイ 
プ 。 レ ー ザ プリ ンタ MZ-1P23, カラ ー イ ン 
クジ ェ ッ ト プ リ ンタ |O-730, 136 桁 漢字 プ 
リン タ MZ-1P30 

これ が マル チタ スク て 話題 の 0S-9/X68000 

⑯ 真 剣 な 表情 で 原稿 を 読み 上 げ て は ワー プロ 
に 文字 を 入力 / 変 換 さ せ て いた , 音声 ワー プ 
ロ の デモ ンス トレ ーション 

ズラ ッ と 並ん だ ソニ ー の NEWS シ リー ズ 

⑯ 参 考 出品 され て いた PC-9801 版 Kamikaze 


2-h-R375175- wna, 
ппитоваво TI ATA TORT, ДАЈ) 
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企業 の 開発 担当 者 か ら 熱 い 視線 が 送ら れ て 
ぃ いた だ 。OS-9/X68000 の 詳し いこ と に つい て 
は 今月 の り 「X68000 あ な だ た の 知 ら な い 世 界 」 
(116 ペ ー ジ ) に 紹介 し て ある の で , そちら 
を 参考 に し て いた だ だ きだ た だい 。 


か らら 人生 る と いま ひと つと いっ た 印象 だ 。 


磁気 ディ スク ドラ イプ JY-500, 電子 手帳 P 
A-7000/6500, ポケ ュ ン PC-E200/E500 な 
ERE, 参考 出品 の パー ソナ ル 音 声 ワ ー プ 
ロ ま て 含め る と , その 内 容 の 豊富 る さ に は 目 
を 見 張る も の が ある 。 個 人 的 に は 薄型 ノー 


トー タル 情報 シス テム を テー マ に 
ec, 期待 し な が ら 訪 れ た シャ ー グ の ブ 
ー ス で は , 電子 手帳 か ら ワ ー ク ステ ー シ ョ 


ン ま て で と 幅広 く ハ ー ド や 各種 ツー ル 類 が 展 
示さ れ ,。「 知 的 活動 を 高度 に 支援 する トー タ 
ル ん 情報 シ ステ ム ・ キ ャ ン パ ス OA」 の テー マ 
E350, 個人 ベー ス か ら 企 業 規模 まで に 対 
応 で きる ビジ ネス ツー ル が と ころ 狭し と 展 
тай, トー タル 情報 シス テム を 前 面 に 打 
ち 四 し た シャ ー フ ブー ス に 対す る 一 般 来場 
者 の 関心 $ も 高かっ た よう に 思う 。 

その な か で ち も 最 大 の 関心 は や は り 初 登場 
の OS-9/X68000。 こ の OS-9 の マル チタ ス 
ク ・ マ ル チ ウ ィ インド ウ の デモ に は X68000 
ユー ザー の みな ら ず ,。 他 機 種 ス ユーザ ー や 各 


まだ, 今回 シャ ー プ が 発表 し た AX マシ 
ン ・AX386-F/386-FH4 の 2 機種 は , ブー 
ス の 前 面 に 大 きく スペ ー ス を と っ て 展示 き 
し て いな だ が シャ ー フ の AX マシ ン は 932 ビ 
ッ ト の みて 価格 $80 万 円 以上 と , X68000 と 
同じ くく この AX マシ ン も パー ソナ ル ワ ー ク 
ステ ー シ ジョシ を 呼ば て いる よう だ が Š 
の 2 つ で は か な り ニ ュ ア ンス が 異な っ て い 
る の を 実感 し た 。 

を その は か に は 光 フ ァ イ ル シス テム DQ-50 
00 や ヌ ワ ー ク ステ ーション , カラ ー ワ ー プ " 
BWD-910, ノー トワ ーn ロ WV-500。 Ж 


トワ ー ブ ロ WV-500 の 軽量 小型 化 に 興味 を 
引か れ だ た が, いずれ シャ ー プ の ラッ ププ トッ 
プ 型 パソ コン が 登場 する の で あれ ば , ぜひ 
この サイ ズ に 挑戦 し て ほし いも の だ 。 
今回 の ショ ウ の よう に , シャ ー グ が トー 
タル 情報 シス テム を 提案 する の は 企業 カラ 
ー か ら 考 えて も 大 い に 賛 同 し た いと ころ だ 
が , 今後 は これ ら 既 存 の ハー ド と これ か ら 
登場 する で あろ うる ま ざ ま な ハー ド / ソ フ 
Кї, フル コン パチ ブル な トー タル 情報 
シス テム を 完成 し て くれ る その 可能 性 に 期 
待 し て お きだ い 。 に 5S9 
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めぞん 一 刻 ・ 完 結 編 一 さよ な ら , そし て …… 
第 の ユニ ッ ト ど ら 

ソリ ティ ア ・ ロ イヤ ル 

SUPER DEVICE МОМТОВ“Т" 
億 万 長者 

ドー ム 
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S CORE 


CA 


うわ ー い , X68000 で カー レー ス が 遊べ 
る ぞ , お まけ に ドッ ジ ボ ー ル まで で き 
ちゃ う ぞ 。 お まけ に ,J.B. ハ ロ ル ド か ら 


手紙 ま . で も ら っ た ぞっと 。 
МА w ЗА ЗА ЗА 
3 A D^ ] 
, 
3 , 
f 
ET anana 


どう で す , いき な り 登 場 し た 上 の 写真 を 見 
МО И Бо Та LIED 
っ PAN FORENER- TYPER P] 
と か 。 ジュ ー デ ティ イシ ッ グ ゲ ー ム の 話題 いか り が 
先行 し て いた X68000 の ゲー ム ソ フ ト に. いき 
な り フ ルス ロッ トル と 熱血 高校 ドッ ジ ボ ー ル 
部 で すか ら ね ぇ え 。 で も , シュ ー テ ィング ゲー 
q= ТОШЕ LAT LEGUIA 
を な が 一 くし て いる 皆さん に も , この 2 本 の 
シン フト 登場 は 一 服 の 清涼 剤 し し て 楽し ん 
で い だ だ ける の で は 要 い か な 。 こ の 2 本 は い ぃ い 
すれ も 7 月 中 に シャ ー グ さん か ら 発 売 さ れる 
の で , 期待 し て いて ね 。 

を そう そう, 5 月 に 突然 Oh ! X 編集 宝 に エア メ 


9+; 


読者 が 選ぶ 今月 の ゲー ム ベ スト 10 


Bohn, 世 の 平 和 を 乱す に っ くき 頼朝 め , m 
獄 か ら 復活 し た この 景清 が , みごと 成敗 し て さく 
れる わ ! と いう わけ で ダン ト ツ トッ プ の 源平 
討魔 伝 で す 。X68000 版 が 発売 され て 以来 。 うな 
ぎの ぼり の 大 人 気 。 満点 の サウ ンド 効果 , 画面 
狭し と 出没 する 妖怪 変化 , だ じゃ れ の 国 に 血 の 
池 地 獄 。 ひえ ぇ 。 ハマ ッ ち ゃ っ た よー, と いう 
人 が 続出 し て る らし い 。 一方, 前 回 トッ プ の M 
& M や イー ス な どの ファ ンタ ジー も 変わ ら ず 強 
力 で す 。 ソ ー サ リア ン も 出 て きた し 剣 と 魔法 」 


ба: ==” 2 : 


4 ДЕЛЬ зе Ет? БУДА. 
B. ハロ ルド 。 い инча を 則 も 終わ っ た ワン シン 
トン で バー ボン 片手 に 難事件 に 取り 組ん て 
る らし い 。 à с. © OW Xon 上 で 報告 
て く 〈 く 析 る の は ほ は いつ に な か る の か か ん 。 それから 

それから, 膨大 な スケ ー ル で 話題 を 集め て い 
る シミ ュ レ ーション ゲー ム 大 平 洋 の 嵐 も 上 臭 か 
MEE 
レー ショ ン ゲ ー ム が , X68000 に は 出 な 
な が い の 』」 ま いっ て いた だ 方 , о. 
と これ 1 本 で , 来年 の お 正月 まで ずっ と 遊ん 
で いら れる は ず で すか ら 。 

さて , 米 月 の SPECIAL REVIEW は ソー サ 
リア ン 続 編 と イー ス | ОКИ Т О PE 
で す 。 7 月 に は HuCARD に ファ ンタ ジー ゾー 
ン も 発売 き oos こう な なれ は まな だ 
近い うち に , ゲー т "ワッ と 成り 上 が っ 
きま し た ね 。 
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の 世界 は これ か ら ま すま す 目 が 離せ な く な っ て 
きま し た ね 

|. 源平 討魔 伝 

. スー パー レイ ドッ ク 

. Might and Magic 

. イー ス 

. 上海 

. SUPER 大 戦略 

. 三国志 

ぎゅ わん ぶら あ 自 己 中 心 派 2 
Z АЛ МУУ = 
АЕ 
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次 …6 月 4 日 現在 発売 太 … 近 日 発売 予定 
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や っ た 一 , 今度 は ハイ ドラ イド 3 が つい に 登場 
する ぞ 。 舞台 は も うす っ か りお 馴染 み に な っ た 人 
間 と 妖精 た ちか が 平和 に 暮らす 国 , フェ アリ ー ラ ン 
ド 。 そ の 国 で は 過去 何 度 か の 苦難 の 時 代 が あっ た 
が , いま は 宮殿 に 祭 ら れ た 3 つの 不思議 な 宝石 の 
2024 > <, 平和 が 保 た れ て いた 。 しかし, ある 
В, これ ら 3 つの 宝石 が 何者 か の 手 に よっ て 持ち 
去ら れ て し まっ た の だ 。 す る と 過去 , 人 々 を いま 
わし い 目 に 遭わ せ た あ の 悪魔 バラ リス が 復活 し , 
再び 王国 全土 を 恐怖 の どん 底 に 陥れ よう と 動き 始 
2 だ そう し で 美しい アン 三 交 に まで パラ リス の 
魔手 は 迫っ た 。 いざ, 王国 と アン 王女 を 救う た め 
勇者 は 立ち 上 が る の だ 。 こ こ か ら 新 た な ハイ ドラ 
イド 伝説 が 始ま ろう と し て いる ・…… 


X1/X1turbo 用 5 2D 版 2 枚 組 7.800 円 
(2 ドラ イブ 専用 ) 
ティ ー ア ンド イー ソフ ト 2:052 (773) 1110 


*f-—ZAI 

メデ ー ツ グリ アァ ン が 国 た っ う 【 と, ЖЕ та 
間もなく , 今度 は この イー ス TII が 6 月 24 日 に 発売 
され る 。 ス トー リー は イー ス I て 集め た БВОЋ 
文書 の 謎 を 解き 明か す た め , 再び アド ル は 永 や 溶 
涯 世界 そし て サル モン の 神殿 へ と 向かう こと に な 
る 。 マ ッ プ は 前 作 の 4 て 5 倍 , 数 多く の 謎 を 含み 
前 回 以上 に 力 の こも っ た 24 曲 の ゲー ム ミ ュー ジッ 
ク と と も に , 感動 の ラス トシ ー ン へ と . プレ イヤ ー 
に 息 を も つか さ ぬ シ ー ン が 次 々 と 展開 する 。 ソ ー 
サリ アン の パッ ケー ジ に 書か れ て いた 「X1 版 は デ 
キ が いい よ 」 の 文字 が , また この 「 イ ー ス II 」 で も 
実現 され る こと 大 い に 期 待 し て お きた い 。 


X1turbo 用 5 2D 版 4 枚 組 7,800 円 
(Model10 は 要 CZ-8BGR2, CZ-8BF1) 
日 本 ファ ルコ ム 20425 (27)6501 


太め ぞ ん 一 刻 ・ 完 結 統 て さよ な ら , そし て …… 
明る い 一 刻 館 の 住人 た ち が 繰 り 広 げ る AVG.「 め 
で ん 一 刻 」 が 帰っ て きた 。 今 回 は 一 刻 館 に 八神 が 
転がり 込ん で , ま た また 五代 と 響子 , そ し て お 馴染 
み の 住人 た ち を 交え て 大 騒動 が 巻き 起こ る 。 果 た 
し て 五代 は 本 人 に 向かっ て 「 響 子 さん 好き じゃ ー」 
2—)Mh5CEÉS$012557^, UC ANIE 
嫁 姿 を 最後 に は 見 られ る の だ ろう か 。 
X1/X1turbo 用 5 2D 版 2 枚 組 7,800 円 
マイ クロ キャ ピン 120593(51)6482 
文 第 4 の ユニ ッ ト 2 
4 月 号 の ゲー ム 特 集 で , ユニ ー ク な ゲー ム 構 成 
で 好評 だ っ た あの 「 第 4 の ユニ ッ ト 」 が , さら に バ 
ー ジ ョ ン ア ッ プ し て の 登場 だ 。 メッセー ジ は 前 作 
0218, パワ ー ア ッ プ され た 戦闘 モー ド 。 新 た な 
強 商 ダル ジイ の 登場 に に よって, ハー ドア クシ ョ ン ・ 
ハイ パー バト ル の 世界 が , いま 再び 始動 する 。 
X1/X1turbo 用 5 2D 版 3 枚 組 7,600 円 
デー タウ ェ ス ト 2:06 (968) 1236 
支 ソ リティ ア ・ ロ イヤ ル 
トタン ゲー ム の ピラ ミッ ド ,。 ゴルフ 。 クロ ン 
ダイ ク , シャ ッ フ ル & ドロ ー, 神経 衰弱 な ど 11 種 
類 の カー ド ゲ ー ム を 集め た 「 ソ リティ ア ・ ロ イヤ 
ル 」 が 発売 され る 。 カ ー ド ゲー ム は 遊び の 基本 . 
さら に その な か か ら , アメ リカ で 人 気 の あ る カー 


{=A П 


F7—4& — ВРС, くれ ら の 5 ひつ の ゲ ゲ 
ー ム で 高 得点 を 目指 す プ レイ モー ド と , すべ て の 
ジャ ン ル の トー タル て で 勝敗 を 競う ツア ー モ ー ド の 
2 つの モー ド が あり , それ ぞ れ 得点 が セー プ さ れ 
ハイ スコ ア 機 能 も 付い て いる 。 また., 初心 者 は 練 
泊 モ ー ド て 腕 を 磨い て 本 番 に 臨め , お まけ に マウ 
ス 対 応 の 親切 設計 と な っ て いる 

X1/X1turbo 用 5 2D 版 6,800 円 
ゲー ム ア ー ツ 2:03(984)1136 
SUPER DEVICE MONITOR"T" 

この SUPER DEVICE MONITOR'T" は , これ まで パ 
ノ ソコン 通信 で アス キー コー ド に 一 度 変換 し て か ら 
オフ ジェ クト デー タ を 転送 し て いた の に 対し , こ 
の ツー ル を 使え ば 直接 オブ ジェ クト デー タ め の まま 
特殊 な 圧縮 方 法 を 用 いて デー タ を 転送 し , 転送 速 
度 を 従来 の 最高 32 倍 まで アッ プ で きる 。 こ の ほか 
に 姉妹 品 と し て X1/X1turbo 共 用 の 「SUPER DEVICE 
MONITOR"T"」 も 発売 され て いる 。 


X1turbo 用 5 2D 版 13,000 円 
BLUE SKY 2:0559 (72)6710 
文 億 万 長者 


ここ 数 年 の 地価 の 上 昇 で 「 億 万 長者 」 な る 言葉 に 
も あま り 有 有難 み が な く な っ て きた 今日 この ご ろ 。 
し か し , いつ の 時 代 も 大 金持ち に な る 夢 は 捨て 難 
いも の で , せめ て ゲー ム の な か の 世界 だ け で も 億 
万 長者 に な る 夢 と チャ ンス を 与え て くれ る と いう 
の が この ソフ ト な の だ 。 要 は 各国 の 貨幣 価値 を に ら 
みな が ら , 株 や 商品 相場 な ど に 手 を 出し て 持ち 金 
を 増やし つつ 大 邸宅 や ロー ルス ロイ ス を 持て る 生 
活 を 追い 求め る と いう も の 。 た と え ゲ ー ム の な か 


~ ま に あ " の 方 必見 の ゲー ム 本 が 出 た I 


「 ま に あ 」 の 人 が 待ち に 待っ て た (らし いで す 。 
わた し は マニ ア じ ゃ な か っ た か ら 知 ら な か っ た 
けど ……)! テ レビ ゲー ム 電視 遊戯 大 全 』 が UPU 
POREUS SrA u је ФУ m I 
デス ネー」 と 所 さん ぶ ふう に 驚く し か な い 本 で す 
+! だ っ て , いき な り 本 の ペー ジ が 2 つ に も 
と つつ に も ポロ 直 当 切れ で だ り ( ど うい うい に が 
っ て る か は 実際 に 買っ て みて の お 楽し みね 「! ), 
油断 し て る と 本 が バイ ンダ ー に な っ て いる の に 
気づか ず に ペー ジ が ば ら け て し まっ た り と , 見 
か けが 油断 の な ら な い 格 好 を し て いる うえ に . 
内 容 が 地獄 の 修羅 界 で す 。 

2, JS Wa Яу. REA аЬ 
ラン ス ま で 含め た 世界 中 の ゲー ム に 「 ど っ り j 
な マニ アッ ク 本 な の で す 。 ポン (これ っ て 世界 
最初 の TV ゲー ム な ん で す よ ! 知っ て た ?) か 
ら R-TYPE ま で の ゲー ム 家 系 図 (本 当 の 名 は ゲー 
ム マ ッ プ と いう ), 古今 東西 の ゲー ム 名 簿 (終電 
の 電車 の な か で これ を 友だち と 見 る と 「 あ , ギ ャ 
ラガ だ 懐か し いな 一 」,「 ロ ー グ まで ある ぅ 1 」 


億 万 長者 


長谷 は メモ を 取っ て し ば らく 考え て いた 。 ЖО 
-E GM GE HB fBl E tt mt < ESIE or. MERE | 


だ け と は いえ , 大 金持ち に な っ た と き の 気 分 と い 
う の は , や は りな ん と も いえ な いい 快感 だ つた りす 
る の で ある . 


X68000 FH 5 2HD 版 9,800 
コス モス ・ コ ンピュータ ー 2:03(770)1821 
※ ド ー ム 


ンス テム サコ ム が すでに X1 版 で 発表 し て いる ノ 
ベル ウェ アシ リー ズ の 「 ド ー ム 」 が X68000 に 移植 さ 
れ た 。 内容 は , 都市 を ガラ ス 状 の ドー ム で 覆っ て 
放射 能 汚染 か ら 人 類 を 守 ろ うと スタ ー ト され た プ 
ロジ ェクト ' ザ ・ ド ー ム 計画 」。 そ の ドー ム 計 画 に 
絡ん で 聞 に うごめく 数 多く の 人 間 た ち 。 果 た し て 
この ドー ム に 隠さ れ て いる 真実 と は , いっ た い ど 
の よう な も の な の だ ろう か ……・ 。 画像 取り 込み を 
多用 し た グラ フッ ク や マル チ ウ ィ ン FO. 0 b а 
文字 表示 スピ ー ド 設定 機能 な ど , X68000 な ら で は 
の 工夫 が 随所 に 見 受け られ る 新作 ソフ ト だ 

X68000 用 5 2HD 版 5 枚 組 9,800 円 

シス テム サコ ム 2:03 (635) 7609 


と 騒音 地獄 と 化す ), 揚 げ 旬 の 果て に は 遠藤 雅 伸 
さん か ら ボ ー ル ブレ イザ ー の デビ ッ ド フォ ッ ク 
ス さ ん まで 世界 中 の ゲー ム 作 家 に イン タビ ュー 
し まく っ て し まう も の すご い パ ワー で す 。 そ の 
パワ ー は これ か ら ゲ ー ム を 作っ て みた いと 思う 
人 に , 非常 に は っ きり と ゲー ム の 思想 を 見 せ て 
くれ ます 。 ゲ ー ム が 好き な 人 な ら 35 回 ゲー ム を 
我慢 し て も 買う 価値 の ある 必見 の | 冊 だ と 思い 
まま る の 


әд 


テレ ビ ゲ ー ム 電子 遊戯 大 全 3,500 
UPU 203 (235) 7561 
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THE SOFTOUCH 


o AME 
IEVIEW 


今月 は X68000 に 魔神 宮 の 続 編 「 グ ラン トド ・ 
マス ター」 を , そし て X1 に は ちょ っ と タタ 
イプ の 違っ た 将棋 練習 用 ソフ ト と 野球 ゲ 
ー ム を ご 用 意 し まし た 。 い ずれ も 派手 さ 
は な いけ れ ど , 工夫 の 見 られ る ゲー ム で 
す の で , ご ゆっ くり お 楽し みく だ さい 。 


20 Oh! x 19887. 


大 陸 グ ラン ツ で 繰り 広げ られ る ファ ンタ ジ 
ーRPG の 世界 。 中 央 に 開い た 丸い ウィ ンド 
ウ が 斬新 だ 。 


LE 


宝珠 の 向こう に 見 を える も の は , 大 陸 グ ラ 


ン ツ だ っ だ た 。 こ の グラ ンド ・ マ スタ ー は 。, 
X68000 の 得意 技 で ある ウィ ンド ウ を バシ バ 
シン 使っ て , 小気味 よい ゲー ム で ある 。 本格 
的 RPG で が 少な が なく な っ て いる な か で これ は 
掘り 出し も の ソフ ト と いえ る 。 店 の お っ ち 
ゃ ん に は スパ イ を 頼ま れる わ , お ば は ん に 
は 手紙 を 渡る れる わ で , 私 は 信頼 きれ て い 
る の だ な あと 実感 で きる 仕組 み で ある 。 し 
PL, 十分 な お 礼 を する か ら と いう 昔 い 言 
葉 を 信じ て 引き 受け て も , EST 50€ 
の 涙 ほ どの 金額 で ある 。 こ の よう に この ゲ 
ー ム は 登場 キャ ラ と の 会 話 も 楽し め る 。 獅 
子 が 子 を 谷底 へ 突き 洛 す よう に , バン バン 
戦っ て 生き 残っ た 者 だ け を 集め て 最強 メン 
パー を 組 『 の だ 。 そ うす れ ば 。 マッ ク が 見 
に くい だ と か ,。 敵 は 貸 乏 だ と か ,。 魔法 は 役 
立た だ ず だ と か いう 文句 は 聞こ を な くく なり, 
余裕 で 戦い を 満喫 で きる だ ろう 。 X68000 C 
本 格 的 RPG を 楽し みた い 人 に は お ゎ 和 勧め の 1 
本 と いえ る 。 


熱中 度 » » » » > > > (АМ.) 


極め て アリ ガチ な タイ ププ の RPG で ある 。 
ゲー ム 和 目 体 は それ ほど と 難しい わけ で は な い 。 
どちら か と いう と 謎 解き が メイ ン で , 敵 は 
を それ ほど 出 て こない か ら だ 。 行く 先々 で い 
ろ い ろ な こと を 頼ま れる と いう ソー サリ ア 
ンタ イプ の ゲー ム な の で ある 。 


ゲー ム 要素 バラ ンス 
ウィ ンド ウ の 数 
操作 性 
操作 性 
サウ ンド ERN 
PRVA 
グラ フィ OE" ONES 
v2 Башы: アイ デア 


ビジ ュ ア ル 


つま る と ころ 最近 の 流行 を ミッ クス し て 
Сай, ざく 一 般 的 な KNPG よ いっ た と ころ 
で ある か ら , RPC で を や っ て みた いと いう 人 
P, 長く 楽し みた だ いと いう 人 に は いい か も 
Lis 

し か し この ゲー ム に は か な り 不 満 が ある 。 
40025 Х68000 О ЕВЕ 2 НА С 072, 
X68000 を も っ て すれ ば この で らい の ゲー ム 
は 少し 腕 の 立つ 人 だ っ た ら 簡 単に 作れ る 。 
X68000 な ん だ か ら 画 面 構成 に し ろ 操 作 性 に 
し ろ も っ と マト モ に で きる は ず な の に 。 も 
う 人 少し 考 力 し て ほし いも の だ 。 

それ に マニ ュ ア ル も 最低 で て ある 。 も っ と 
丁寧 に 書い て くれ な いと , な に が な ん だ か 
が ら な いじ ビ じゃ な いか 。 ブン グン 。 
熱中 度 >» » > > > [> 
X68000 用 
ザイ ン ・ ソ フト 


(C.W.) 


5”2HD 版 2 枚 組 9,800 円 
2:0794 (31) 7453 


これ は 実際 に プレ イ す る の で は な く , 問題 
を 解き な が ら , また は 対局 譜 を 見 な が ら 実 
カ ア ッ プ を 図る 練習 用 将棋 ソフ ト な の だ 。 
bi? これ っ て ゲー ムレ ビュ ー で し ょ 。 
この ソフ ト , ゲー ム と いう より は 「 教 育 ソ 
プ ト 」。 じ ゃ な いか が よ 思 うん て すり と ちい の ぐ A 
な ん と この ソフ ト は あら か じゅ め シ ナリ オ ( プ 
ロ の 指し た 棋譜 ど だ を うな) が 決ま っ て いて , 
ボイン ト と な る 場面 で 4 択 式 の 問題 が 出 き 
れ 選 ん だ 手 に よっ て 点数 が 加算 る れ , プレ 
イィ ヤー が 何 級 で ある か を 認定 し て くれ る 「 将 
棋 版 オー ト 家 庭 教 師 」 と いう と ん で も な い 
ソフ ト な の で す 。 そこ て で , 私 も 実際 に 問題 
。 エ ー ン , な ん 
な ん だ よ ょ これ は ば は ー っ !! бек Z 12] 
〈 指 したい 」 と か 。 「5 二 飛 に 対応 する 動 
き は 」 よ と か 。 な ん だ が か よく わか ら な いと セン 
ト ば か り の 〈 く せ に (単に 私 が 無知 な だ け だ 
が ), 人 が チョ ッ ト 指 し 違え だ た で らい て [Ж 
FR, bm 「 不 満 が 残る 」 と か いっ て すぐ 0 
点 付 ける ん だ も ん な ーー。 АТВ оТ, 


へ ヘタ で ! どう せ 指 導 す る な ら , も っ と 親 
切 に 指 絡 和夫 まね ーー。 ざ つぶ ざ つ …… А 

熱中 度 » >» >» > [> [> [> (T) 
了 k わ た しゃ, いま まで 将棋 ソフ ト な ん て も 


ん 買っ た こと が あり ませ ん 。 まぁ, 単純 に 
将棋 が 下手 ど だ から, と いう 理由 で すけ ど ね 。 
を ん な 私 が 一 目 置 いた この 将棋 ソフ ト は , 

ュ ン ピュ ー タ を 相手 に 勝負 する も の で は あ 

b aP Az 

こい つ は , グロ が 指し た だ た 手 を 画面 上 に 展 
| Тот, 何 手 が 指し た と き に 「 こ こ 
肖 題 で す 。 あ な た な ら 次 の 一 手 , と どう 指し 
ます か 7? 」 な ん て いう スポ ー ツ 新聞 の 片隅 
て か っ て る よう な る と と を, が ツン て や = 
て くれ る の で す 。 収め られ て いる 問題 は 初 
RG RT он る さらに, 
- 司 に つき 10 個 問題 が 用 意 き れ て いま す 。 
WO id t S Rn T. Фо С 
単 な ん で す よ ね 。 お まけ に , 棋力 認定 ソフ 
ト な ん て 肩書 き ぉ 持っ て いて , Rx 
教え て くれ ます 。 ま さる に , 至れ り 尽 くせ り 
の ソフ ト な ん で す 。 でも, で も ね , 操作 性 
е ыы ы ФЕ б ү дыш 
の マイ ホ 


と し て いま す 。 そ れ で も , 将棋 好き 


8 8 76 5 4 3 2 1 


ゲー ム 要素 バラ ンス 
難解 な ヒン ト 
操作 性 
サウ ンド 
Ñ だ 
QD uo јр с T e 


ー ム パパ な ら 満 足す る か が な? 


ин > > P > P (НК. 
X1turbo 用 5?2D 版 2 枚 組 7,800 円 
ビク ター 音楽 産業 203 (423) 7901 


常に リー グ 優 勝 を 目指 し な が ら も , 他 球 団 
と の 駆け 引き や 球団 運営 まで , 幅広 い 監 督 
と し て の 夷 配 が も の を いう 野球 ゲー ム だ 。 
FH, 東京 ドー ム へ 日 ハム 一 南海 戦 を 見 
に 行っ た 。 南海 が 負け た の で 悲し か っ た 。 
誰か が 東京 ドー ム の 野球 は “ 箱 寿 野球 "だ 


と いっ て いた が , まっ だ くそ の と 上 と おり だ 。 
きれ いで 風 も な いし , 寒く な い の は いい か 
も し れ な い が 。 失っ だ も の の ほう が 多い と 
私 は 思う 。 ど うす もせ 箱庭 野球 な ら 「Mr. プロ 
野球 」 の ほう が と きど き 手 を 下 せ る だ け 面 
目 い 。 だ ま に 試 合 に 目 あ も や っ て , 危 な いと 思 
っ た だら 投手 を プ ブル ペン へ 派遣 し 交代 さき せれ 
ば いい 。 кы о 

> こう する の に 」 を 実際 に で きる の だ 。 試 
ди ил a 


を 考え る 。 オ ー ダ ー と ロー テー ショ ン で 悩 


A^, 試合 が 始ま っ た ら 適 当 に 観戦 し な が ら 
手 を 下 せ ば いい か ら , ОК ео (У 


フト と いえ よう 。 私 は 中 日 を 選び , ВА, 
西武 。 南海 大洋 で リー グ を 作っ た が , 99 
を うな チー ム ば か り を 相手 に する の も よい 。 
昨日 , 落合 が 故障 し て 全治 6 日 と 診断 され 
た 。 戦 力 低下 が 心配 だ 。 気 合い モー ド が 人 鈴 
L U`. 


熱中 度 p p » p > > > (K) 


球場 が 横向 き に な っ た 風 変 り な 野球 ゲー 
ム で ある 。 ボ ー ル も 投げ な きゃ , バッ ト も 
振ら な い 。 „ймы е ыы. 
— пије \ き さん で ある 。 勝っ て 
いれ ば いい が 。 負け て くる と 「 こ の 馬鹿 」 


` m нота ки 

日 は 特訓 だ 」 と 堅く 心 に 誓う の だ っ た 。 
試合 が 終わ る と , な ぜ か いき な り オ ー ナ 

ー に な っ て 球団 の 雑務 を する 。 球場 の 整備 


時 代 は いつ も 諸 行 無常 な の で ある 


何 年 た っ て も 九段 下 駅 前 の 地下 工事 は 終わ ら 
な い 。 しかし, ほか で は 時 は 流れ て 風 は 吹く の 
で ある 。 ゲ ー ム だ っ て 昔 よ りき れい な 絵 で あり 
X се АЕ ООА ПРЕС 
る 。 メ モリ だ っ て た くさ ん 食べ た い 。 最近 X1tu 
rbo 専 用 の ゲー ム が 多い と か , さら に は 2 ドラ イ 
ブ 専 用 が 多い な ど と お 嘆き の 貴兄 が 多い が , ゲ 
ー ム 屋 さ ん だ っ て いろ いろ な 注文 に 対応 する の 
は た い へ ん な の で ある 。 

確か に , X1 で も 作れ そう な も の を X1turbo Ж 


こん どう 

みや こ 

ぁゃ や し た 2R = 
か し \ 

か く 


球団 運営 


や , 選手 の 訓練 , 果て は 写真 週刊 誌 対策 ま 
で し な けれ ば な ら な い 。 こ の あ だ り は , い 
わい ゆめ ひる 経営 レシ ミュ レー ショ ン ゲ ー ム に な っ 
て いる の だ が , あれ も これ も と 欲張っ て ビ 
ン か ら キ リ ま で いろ いろ な 要素 を 混ぜ た た 
め に , 全体 的 に は 散漫 に な っ て いる よう な 
X\ も する 。 

これ を 1 年 分 繰り 返し て , 最後 に 優勝 し 
て いな けれ ば な ら な い 。 あ まり 優勝 で き な 
いと クビ に な る 。 この 本 が 出る ころ も 巨人 
は 負け 続け て いる の だ ろう か >。 


熱中 度 » >» [> [> [> [> (M.Y.) 
X1/X1turbo 用 5?2D 版 2 枚 組 7,500 円 

(Ж Ж БОМ, 2 ドラ イブ 専用 ) 
ブラ ザー 工業 11052 (263) 5895 


用 に し て し まう の は , 77 КАТАРЕ ЦЬ 
の な に も の で も な い 。 だ が , この と ころ の 事情 
は 変わ りつ つ あ る 。88 な ん か と う の 昔 に SR ЈА 
降 の 機種 に 絞ら れ た し , AV より 前 の 7/77 も 切り 
捨て られ て し まっ た で は な いか 。 し か も よく 考 
えて みる と , X1 よ り も X1turbo の ほう が 機能 が 
高い わけ だ か ら (値段 も 高い し ), 同 じ ソ フト し 
か 走ら な いと し た ら X1turbo ユ ー ザ ー は 損 で ある 。 
元 MZ-2500 ユー ザー の 私 か ら 見 れ ば , 5 年 以上 
も 前 の ハー ド で 最新 ソフ ト を 出せ と いう の は わ 
が まま だ と 思う 。 そ りゃ X1twin ユー ザー に は 悪 
い 気 は する けど 。 (К) 
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る ソー サリ アン (その 1) 


Amm m ule. S. d t счита vp t 


HPGORREE SS 
eges 


Nishikawa Zenji 


西川 =] 


待望 の ソー サリ アン が つい に 我々 の 前 に 
姿 を 現し た 。 こ の ゲー ム は ぜひ と も みん 
な が 納得 する まで レポ ー ト し て あげ た い 。 
と いう わけ で M&M に 引き 続き , 「 完 結 す 
る まで 何 カ 月 で も ご 紹介 シリ ー ズ 」 が こ 
こ に 再び 復活 する の で す 。 


© Къол АТ 


XlturboHR 5 ED 版 5 枚 組 9, 800F3 
(model10 で は 要 CZ-8BGR2, CZ-8BF1) 
日 本 ファ ルコ ム 2:0425 (27) 6501 


22 Oh! X 19887. 


tl CRAS-NOCKE — 


この ゲー ム に は 特に それ らし い ス トー リ 
ー は あり ませ ん 。 全体 を 流れ る スト ー リ ー 
と いう より 。 “ペン タウ ァ " と いう ソー サリ 
ゲン の 果 に か か わる 数 々 の 試練 (піт) 2 
キャ ラク ター が 乗り 越え を て いく こと に より 


оо 

て いく と いう ゲー ム な ん で す 。 普通 の RPG 
の よう に , ひと つの (ゲー ム の 作者 が ぉ 騰 
て し だ た) スト ー リ ー を た だ 追い か ける の 
で は な い の で す 。 

て すか ら , プレ イヤ ー が キャ ラク ター を 
生み 出し た と きか ら , 彼ら の 生活 が 始ま る 
わけ で す (ファ イタ ー と いう 冒険 者 と し て 


の 役割 を 持ち な が ら も , 冒険 に 行か な いと 
さ に -ENT ВАДЕ 2 ә 2 Т 07204 2). 
こう いう RPG の 観念 に は , 正直 いっ て 私 は 
E この ソフ ト の 9,800 円 は 安く 
は な いけ れ ど , 決し て 高く は あり ませ ん 。 


キャ ラク ター 作り が 重要 mmm 


さあ , ノリ の いい BGM に の っ て キャ ラ 
クタ クター 作り と に きま し ょ う 。 作れ る キャ ラ 
クタ ー の 種族 は 4 種類 , アァ イタ ー, Ку 


ー フ , エル フ , ウィ ザー ド で す 。 作 れる キ 


ТОРО ЯТАК ЕГ, も ちょ っ と ここ で アデ 
ドバイ ス 。 も о 部 作る の も 結構 。 
LM L. ソー サリ ア 冒険 に 出 て 帰っ て 


くる と кишу. CH Bí CC Hy 
だ キャラ が 1 歳 年 を と る の は も ちろ ん , 町 
に 残っ た キャ ラク ター だ た だ ちせ も 年 を ょ る )。 シ 
ナリ オ は 15 個 あり ます か ら , これ ら を 全部 
クリ ア す る の に は 最低 ゲー ム 上 で 15 年 か か 
る と いう こよ て すず 。 

生ま れ だ て の キャ ラク ター は 。 最 年 少 で 
も 5 すでに 16 蔵 で すか ら , 15 の シナ リオ を す 
べ で て クリ ア す る と , 最高 で 16 十 15=31 歳 に 
つて し まい ます (iJ, S Anas те 
わる こと は あり 得 な い が )。 

する と, 今日 は この キャ ラク ター で 冒険 
15, 今日 は こっ ちの キャ ラ だ 。 と や っ 
て いる と 全体 的 に オジ ン キ ャ ラ の 集団 に ヵ 
っ て し まい ます (この 場合 、 ちゃ ん と ジイ 
ФА, バア さん の グラ フィ イッ ク に な る し とこ 
みろ が また 芸 が 細か い )。 

それ に , ファ イタ ー や ウィ ザー ド は ほっ 
と いて も 60 歳 くら いで 寿命 を まっ と うし て 
し まい ます か ら , な る べく て 特定 の キャ ラ で ぞ で 
遊ぶ の が いい で し ょ う 。 一 度 エ ン デ ィング 
を 見 だ あと , ゆ っ くり と 「 ソ ー サ リア ン 」 の 
世界 に 浸る と いう の も 悪く あり ませ ん 。 
詰 を キャ ラク ター 作り に 戻し まし ょ う 。 
マニ ュ ア ル を 読ん で の と お り , INT (イン 


テリ ジェ ンス , ИЛ) が 0 以下 だ と 魔法 が 
使え ませ ん (ソー サリ アン は 顔 じ ゃ な か っ 
た 魔法 が 命 で す )) ファ イタ ー, ドワーフ は 
INT が マイ ナス で すか ら , 魔法 は 使え な 
と 忌 わ れ ま す が , 実は 修行 な ど ぼ を し て INT 
л 
Ыгы NAME окы 
も ファイ ター な ど は , レベ ル が 上 が る た び 
に INT が 減っ て き て し まい ます か らい つか 
は マイ ナス に な っ て し まい ます 。 INP, 
な ん と か 防 で 方 法 は キャ ラク ター 制作 時 に 
BONUS 値 を INT に 多め に 割り 振っ て や る 
の で す (も ちろ る ん BONUS 合 だけ で は プラ 
ス に な ら な いか も i iw 

RTA, キャ ラ 制作 時 に る BONU 
S 値 の 割り 振り は 今後 の キャ ラク ター の し レ 
ベル アッ プ 時 の パラ メー タ の 変化 に 対し 

0 寺 度 的 な 役割 する と いう こし な の て す 。 
ちな み に , 私 の ドワーフ の 男 は キャ ラ 制 作 
時 に INT に BONUS 値 を 与え すぎ た の で 
魔法 ONLY の 剣 の 振れ な い 奴 に な っ て し ま 
ak (ドワーフ な ル の に STR が マイ オチ えよ はい 
う の が 居 い ) 決し て ひと つの パラ メー タ ば 
か り に 値 を 集中 る せな いよ うに ! 


上 び し ) キ ャ ラク ター の た の カ ーー 


ー サ リア ン で は , RPG お 決ま り の パタ 
デバ 1 ウィ ザー ド な どの 種族 


を 決定 し ただ! に 職業 を 60 種 の な か か ら 選 
— линк Сола пива 
い キ ャ ラク ター が (冒険 に 出かけ た キャ ラ 
クタ ー が 帰っ て 米 る まで ), 町 で な に を や っ 


и 1 年 間 
同じ 仕事 て いる と , ある 程度 の 経験 
f 2? = z. КЕССЕ 
R,INT な ど ) が 変化 し ます 。 つ まり 職業 と 
лл лыо. 
БИТЛЕ ЕЖЕ ЭАТС 


が (ちな み に デ フォ ルト は 農夫 で す )。 
キャ ラク ター の パラ メー タ は , ゲー ム に 
と て も 大 き な 影 響 も 与 を ます 。 たとえば, 
語 レ ベル の シナ リオ に 


な れ ば な る ほど, Бї 


BOB GUILD 
Sl ARMS を うっ て ほし ぃ 。 


ране не вал P CHI s 


が 重く な っ て , VIT (活力 , 腕力 ) の 値 が 
小さい と 開き ませ ん (ちな み に 「 呪 われ た 
クイ ー ン シマ リー 号 」 で は VIT が 27 一 28 以 上 
な いと 扉 が 開か な い )。 また , レベ ル の 高い 
シナ リオ で は , 敵 の 攻撃 力 が 上 が っ て いま 
すか ら PRT (防御 力 ) も 高く な いと , 死ん 
TES 05 у У X — АОТАЈ 
ラ つ き が 見 え 始 め た ら 速 や か に 町 の 道場 へ 
TTA X oe a 

ぇ っ ? 修業 は 2 年 も か か る か ら イ ヤ だ 
っ て ? 馬鹿 な こと いっ ちゃ あい け ま せん 。 
88 版 な ん か 3 年 か か る ん で すか ら ね っ (お 
か げ で 私 が 先 に 終わ ちら せ だ ただ 88 版 の キャ ラ だ た 
ち は 全 シナ リオ クリ ア 時 に は 全員 ジイ ちゃ 
に な アア や た に な っ て し まっ た だ た も っ と 
b KRM (カル マ ) の 値 を 上 げ れ ば 1 年 で 修 
i さら に 。 Ж 
場 で は 特殊 な 知識 を 修得 する こと が で きま 
+ 得 ぢ れる 知識 は アイ テム ,。 В, モン ス 
ター, ハー ブ の 4 つ で す が , 私 が 思う に , 
Жс о ЕМ ОУ ТАТА МО 
くら いで し ょ う 


アイ テム と 魔法 の 語 


あの 名 作 と 呼ば れ た ウィ ザー ドリ ィ や フ 
テア 34 タ ゲン な どの よう に , アイ テム は た 
く 〈 さ ん 集め られ ます が ,。 ソー サリ アン で は 
絶対 に 


リア ン は 魔法 ヵ 14 


装備 する こと 
О ei 
て いま す 。 しかし, を の 魔法 は すべ て 町 で 
売っ て いる アイ テム に も , お 人 金 を 払え ば か 
に 
ОПСТАЛА ТАД, 発っ て し まっ て い 
ds du. アキ カン が 飛 
МЕ АЕ ああ そう が 
冒険 中 に 得 た アイ テム は 売る 前 に 必ず アイ 
テム の 知識 を 持っ て いる キャ ラク ター 
度 鑑 定 し て か ら 売 る よう に し まし ょ う 。 な 


iot, 


えっ 7 


VPT? じゃ あ , その 理由 を お 話し ま 
LE Sa 

ソー サリ アン の 魔法 は 火星 , 水星 , ЖА, 
Н, 太陽 。 金星 , 土星 の 7 つの 魔法 の 要素 


у: 
А а ш EI 2. 
マ っ アル を 読ん で て です て に ご 存じ ビ の こも 

と 思い ます 。 そ し て , KAEIXSSTROXSJ), 

水星 は INT, 木星 は …… (以下 マニ ュ ア ル 
参照 の こと ), な どの パラ メー タ を 上 げ る 効 
AxUbo ++, 火星 が 5 個 か か っ て いる と 
する CSTR が 5 つ 増 える わけ で す 。 で すか 
ら 魔 法 の 使 を ない キャ ラク ター で も パラ メ 


ILT А 


ー タ を 上 ば げ る 手段 と し て アイ テム に 魔法 を 
か ける の も いい で し ょ う (修行 れ す る より 
こっ ちの ほう が 早い し ) 

だ と えば , SUN RAY と いう 魔法 は , K 


A. 木星 , 太陽 , 金星 が アイ テム (も ちろ 
ん どん な アイ テム で も いい ) に 宿る と 使え 


る よう に な る の で す が 。 冒険 で 得 5 ら れる が 
ラディ イー ン と いう 剣 に も SUN RAY の 魔法 
が か か っ て いま す 。 しかし, 鑑定 し て みれ 
ば 判る と 思い ます が 。 ガラ ディ イー ン に は , 

な 。 な ん と 火星 が 10 個 、 太陽 が 6 個 か か っ 


て いる の で す ! ここ で な に を 興奮 し て い 
る か し と いう と , 明 で は 同じ 魔法 の 要素 は 5 
個 ま で し か か けら れ ま せん か ら 。 これ は ラ 


ッ キ ー と いう わけ で す 。 火星 10 個 と いえ ぇ ば 
攻撃 力 が 10 も 上 が る ん で す よ 。 こ うい う ア 
イ テ ム を 売っ て し まっ て は 大 損 で すね 。 と 


いう わけ で すか ら , アイ テム は 売る 前 に 鑑 
定 し ましょ よう 

魔法 の 話 が 出 て きた と ころ で , 耳より な 
情報 と ひとつ だ け こ こ で 紹介 し て お きま し 


ょ うか ( 表 1 も 見 て ね )。 こ れ ま で 読ん で い 
だ だ いた 文章 に は , 実は 誤り が ひと つ 含 ま 
れ て いま す 。 そ 下 は どこ か と いう と ,「 魔 法 
を か け て も ら う の は 修行 より 早い 」 な ん て 
書い て あっ だ と ころ で す 。 ње, 善司 は な 
ん て 「 タ ワケ 」 な ん だ と 思っ た 方 も お られ 
だ て し よう 。 だ っ て マラ テ ュ テ ナル に Ms 

2 年 か か り , 魔法 は ひと つの 要素 も かけ 終 


記 は 便 え ませ ぜん 。 


左上 か ら 順 番 に 「 呪 わ 
れ た クイ ー ン マリ ー 号 」, 
「 失 われ た タリ スマ ン 」, 
EC EK ジル アタ で 
す 。 ソー サリ アン で は , 
この よう に それ ぞ れ の 
シナ リオ に よっ て 舞台 
と な る 場所 が 工夫 され 
て いて , 楽し さ 倍 増 の 
大 サー ビス 


эз 
у haga baga baga bag ја А Me en en а! 
da AA A MANN 


わる の に 3 年 か か る 」 と あり ます も の ね 。 
それでは, —— td 
買っ て き て , 魔法 屋 


を し て , Крон # け て も ら っ 
て く 〈 だ さい 。 す る と と 「3 年 か か り ま すけ ど 


いい や ザ プ か りり Erti T さこ で 
当然 「OK」 を 選択 し ます 。 そし て 次 に 預け 
だ も の を 返し て も ら う を 選び ます 。 す る と 
「 魔 法 を かけ 終わ る まで あと 3 年 か か り ま す 


に 行っ て みて て だ る `0 


が それ で も いい で すか ?」 と 聞い て きま す 。 


ぉ ちろ ん ここ で も 「OK」 を 選択 し て し まい 
まし ょ う 。 5%, 魔法 屋 を も 出 ま す 。 も うこ 
れ で 魔法 は か か っ て いる の で すか ら 。 ウソ 
ー! 。 と いっ て 信じ られ な い 貴 兄 は 長老 の 
家 て 鑑定 し て も ら っ て 確か め て み ま し ょ 2 う 

だ だ し て すす) оса | 
穴 が ある の で す 。 — 
か け よ うと 思っ て , この 方 法 で 木星 , 太陽 
と か け て も ら っ て も , 冒険 中 1 бда 
[k k L, É ILTA 5 
太陽 が 宿っ て いる の に い ぃ い 『!」 
と いわ れ を そう で す が , 使え な いも の は 使え 
な い の で す 。「 じ ゃ あぁ , 最初 の 方 法 は パラ メ ノ メ 
ー タ を 上 げ る と き に し か 使え な い の か あぁ 」 
と 思っ た あな だ 、 それ は アデ マイ 。 
SUN RAY を か ける 場合 も 考え ん る と , 
太陽 , 木星 は 最初 の 方 法 (3 年 待た な い ) 
で か ける 。 そし て 最後 の 水星 を 普通 に か け 
て (要する に 3 年 待つ ) つ もら え ぇ ば 大 丈夫 。 E 


ゃ ん ЖА, 
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о 


AE x ` 
火星 


険 中 に は ちゃ ん と SUN RAY の 魔法 が 使 を 。 イ テ ム を 献上 する か 聞い て きま す が , 別に ревовонинини нон 
ます 。「 そ れ じ ゃ , この 方 法 を と れ ば どん な 献上 し な く て も 構い ませ ん 。 その アイ テム \ о DN 
魔法 も 3 年 で か けら れる わけ か 」 と 悟っ た が 装備 で きる も の で あれ ば , 身 に 付け て 次 
あな だ , それ で 正解 。 よく, 理解 で き な か の 冒険 中 に 使う こと も で きる の で す 。 別に 
っ だ 人 は も う 一 度 読み 直し て みて ね 。 これ KRM が 減っ た な り し ませ ん よ , КОЗЕ | 
を 知っ て お か な いと , ソー サリ アン は と て ち が ス ッ キ リ し ませ ん か ら , 1 回 日 は ちゃ ОИ 
も 一 世代 で 全 シ ナリ オク リア で きる は ほど ん と 献上 し て も А 26 О 
あま く は で き て いな い の で す よ 。 イ し た と き Ми し ちゃ うと ぃ う ЩИ 
と ころ で , きっ き の SUN RAY で す が . の が 正しい 楽し み 方 だ と 思い ます mes HMM 
これ は 火星 , Жи, АЮ, ФАИ — - ナ リオ は 何 度 も プレ イ で きま す 。 念 の た め )。 | 
を る と いっ た の に , か ける 魔法 は 火星 , 太 I (レベ ル 2 ) 失わ れ た タ ДЕТЕ 
陽 , ЖЕ, 水星 ど びな ん て お か し いじ ゃ な い この シナ リオ に 出 て くる 教祖 が 倒せ な いい | 
b. と を 思っ た わあ わな た 。 ЛУКА これ は E 人 は , まだ キャ ラク ター m ШЕ 


—— | спосте 
うい うこ と か と いう と,。 魔法 の 要素 は 互い で す 。 レ ベル 1 の シナ リオ で 修行 を 積み ま EE | RENA 


БК у b. ВН し あっ た だ りす る の し ょ う А Б な み に この シナ リ オォ の デカ キ E DEAD 


3. RETOJ E, 土星 の か か っ て い ャ ラ 「 サ ンド マリ ボー」 は 。 па 
アイ テム に 土星 を か ける と 土星 X2 と な た に は 出 て きま せん 。 чылы ape 
к ке Кы ас ү, I (レベ ル 4 ) 呪 わ れ た オア シス NN 
っ て 消 を て し まう の で す 。 あ る い は 木星 の ひたすら 疲れ る シナ リオ で す 。 同 場所 _ 


か か っ て いる アイ テム に 水星 を か ける と . епа ток же ta t ти НИВОИ 
木星 と 火星 が 宿っ て し まう と いう ぐあい な いと いう …… Š な ん で 油 意 は いっ ぺん に た 
の で す 。 こ の へ ん が 魔法 を か ける 上 難し いと くさ ん 取れ な いん だ っ ! 
SATT I (レベ ル 5 ) 盗賊 た ちの 塔 : 
Ре е これ は , эЛ 0 м U + Е, 
ッ ツナ / 
よう や く シ ナリ オイ に 色 彰 地下 水路 に 落と され ます が 。 あの 水路 に は いま まで ファ ンタ ジーRPG と いう と 。」 Z 


$ 
ot, や つと シナ リオ の 語 に な る の て すず トラ ッ プ が あり ます よ 。 この 地下 水路 に は ンジ ョ ン の な か を さま よう の が 普通 だ っ た 
i, この ゲー ム , シナ リオ が 15 個 ある こと 化 半 に も う 一 度 行く てこ と に な り ま す 。 なぜ ЈЕ, この シナ リオ は な ん と いっ て も 舞台 
は 先 に 述べ ま し た ね 。 果 た し て 先 に 発売 き 行く の か は プレ イ し て れ ば わか っ て きま す 。 が 船 中 と いう の が いい 。 


れ た だ 88 版 と シナ リオ は 一 緒 な ん で し ょ うか 。 シナ リオ HI (レベ ル 1 ) 暗 き 沼 の 魔法 使い だ だ し 。 この シナ リオ は 長い か ら 初 め て 
88 版 を 全部 解い た と , 先月 か ら 自 慢 し て 歩 この シナ リオ で は 一 部 マッ ピン ク グ が 必要 や っ だ と き は 3 一 4 時 間 か か り ま し た 。 2 


аа (ЖАН Cv, それから アイ テム を 見 つけ た か ら と の シナ リオ に 限っ て は , РЕА Ç Ú > ¿< 
「Ys」 で 一 縮 に 仕事 を し だ 人 で す ) に ,。 ここ いっ て 全部 取っ ちゃ も うと,。 あと で だい へ ん 。 ぬら だ ほう が いい て し ょ よう ACF А 


て 開い て みる こと に し まし ょ は う 。 バシ バシ 2 段 ジ ャ ンプ を 使っ て 動き 回 れ ば , し て 見 せ た ら 寝 て し まう 人 まで 出 た 。 ku 
「 お ぉ い , 吉田 君 。88 版 と X1 版 と の 違い は ビ ピコ ッ と 取れ る は ず で す 。 うほ と 長い 〉 

な ん な の ? | I (レベ ル 2) ロマ ン シ ア シナ リオ 有 『 (レベ ル 1 ) 天 の 神 々 た ち 

「 音 楽 の 一 部 と 表 Е %—) これ は 簡単 。 ロ マン シア の オォ オリジナ ル 版 この シナ リオ は いち ば ん や さき しい (と 思 
に いっ て 彼 は 者 みて 行き を し な だ ( 変 な 人 で と は 比べ も の に な ら な い は ほど 簡単 に な っ て 5 )。 ЕРИ 2 Cik b 2 72079, ちな 


す 彼 は ) そう , 88 版 と は 明らか に どこ ヵ 違 いま す 。 モ ンス ター は バシ バン 殺し て も KK み に , е 
っ て いる よう で す 。 を それ は 表 2 を 見 て も 6 RM は 減ら な いし , 陰険 な = セ 物 アイ テム は な か な か 使え を る アイ テム で す よ 。 初め て 
SELT, 私 も 先日 や っ と 全部 の シナ リオ も な ぃ いし 。 突然 で す が , 病気 を 治す 仕事 な ノレ イ す る 人 は 「 肖 え だ 王様 の 杖 」 を や る 


を 解き 終え だ の で て で, これ か が らい くつ か 取り ん か は 絶対 に ゲロ に 任せ る べき で す よ 。 Z ょ りこ っ ちの ほう が いい か も し れ ま せん 。 
上 げ て , その 一 部 を 教授 し まし ょ う 。 o, プロ グラ マ の こと か っ て ? それ は あ I (U<) 2 ) KORR 
シナ リオ I (レベ ル 1 ) 消え た 王様 の 槍 な だ , 病気 に な りや すい プロ の こと で し ょ こら は けっ こう 人 罪 し いこ の と ナリ オ に 
これ は 誰 も が 最初 に や ろう と する シナ リ (意味 不明 の 会 話 を 交わ し つつ 次 へ と 進む の は FLY の 魔法 が な いと だ め な の か な ぁ 」 な 
ォ で すね 。 で も , この シナ リオ は 結構 次 し です 上 ん て 思わ な いよ うに 。 FLY を 使わ な いと 解 
いと 思い ます 。 マ ッ プ が レベ ル 1 に し て は I (レベ ル 3 ) 紅玉 の 謎 け な い シナ リオ な ん て も の は あり ませ ん よ 
広い の で , EOR ( 戻 ) が どこ に つなが っ これ は だ くさ ん ある 鳥 の 巣 の な か を 見 て FLY は ほとん ど 「 ト ラッ プ か ら の 脱出 用 」, 
て いる か を メモ っ だ ほう が いい か が も し れ ま 回 る の が ひと つの テ て し ょ う ね 。 Sot, まだ は 「 了 隠れ ア イ テ ム 探し 用 」 の 魔法 で す 
せん 。 それ と 隠れ アイ テム の 位置 が 88 版 と I (レベ ル 5 ) 呪 わ れ た クイ ー ン マリ ー 号 か ら 。 
違っ て いる よう で す 。 この シナ リオ は とにかく 凄い 。 国産 RP Ш (レベ ル 3 ) メデ ュー サ の 首 
СЭС Э で 妃 れれ ま し だ た だ 。 こ の シナ リ G の な か じゃ ビ ピカ イチ の シナ リオ で し ょ う 。 この シナ リオ は , 私 は 「 呪 われ だ クイ ー ン 
オ の よう に , アイ テム を 持ち 帰る よう な こ これ 単体 で 売っ て も , 恥ず か し く な いく ら マリ ー 号 」 の 次 に 好き で す 。 
と を 目的 と する シナ リオ が いく つか あり ま いよ 〈 練 られ て いま す 。 聞き 込み を し て 条 廃 塊 の メデ ュー サ は 初め か ら お 目 に か か 


すね 。 目的 の も の を 持っ て 帰る と , その ア 人 犯人 を 捜す し ころ な ん か , まる で 「 マ ン NTUE, 絶対 倒せ ませ ん ょ 。 で も - 度 
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会 わな が いと だ め な ん で す よ ね , これ が 。 を を の は ほか 魔法 の 情報 , ハー ブ の 情報 , また 難し くも あり ませ ん か ら , 別に 早く 解い て 


し て 廃 塊 の 天井 か ら 声 が …… А i, この シナ リオ が 解け な いよ う , と いっ も 偉く も な ん と も あり ませ ん 。 それ より , 
Ú Ú (レベ ル 4 ) 囚われ た 魔法 使い た 内 容 の お 便り も この 西川 善司 は ぉ 待ち し 胃 険 中 の キャ ラク ター に な りき り ,「 剣 と 魔 

剖 き な に も いい ませ ん 。 こ の シナ リオ に て お り は ます 。 法 の 世界 」 を 思う 存 分 , 楽し ん で くだ きい 
関し て は 。 だ っ て 最後 が …… a と に か く こ の ソー サリ アン は , 早 解 き は ね 。 き っ と 新しい RPG の 世界 が 見 えて くる 
ll (レベ ル 5 ) 不老 長寿 の 水 "hac やら な いよ うに し まし ょ は う 。 1? は ず で す よ 。 

この シナ リオ 。 レベ ル 5 に し て は 簡単 。 ひと つの シナ リオ は 短く 。 そし て それ ほど を それ で は また 来 月 。 
た だ し , この シナ リオ の 最強 (7) ОКК жо 吉田 君 の シナ リオ 採点 表 
間 に か 。 パー テイ ィ イィ の キャ ラク ター が 敵 に す 
り 変わ っ て いる ぞ ! だ か ら , この シナ リ 7 
ォ を や る に は ある 魔法 が 絶対 に 必要 不可 欠 NA T Piko 

' 失わ れ た タリ スマ ン 
な の て す 。 ル シ フ ェ ル の 水門 
- 呪 われ た オア シス 

Ир, 音楽 は さす が で ナー 盗賊 た ちの 塔 

СДУ— РОТ УДУТР И Љ 7 А А » Ш シナ リオ 1 
t, 音楽 が 88 版 K О 少な いみ だ た だい だ な Ho 暗 き 沼 の 魔法 使い 

ディ スク の 容量 の 都合 か な ぁ 。 そう , 音楽 ロマ ン シ ア 

ТЕО 

と いえ ぇ ば, Xlturbo 版 ソ ツー サリ アン の 音楽 Иса 
は 凄い 。 ゲ ー ム 中 に FM 8 声 士 PSG 3 声 = ШНА 4 mii 
11 和 音 を 鳴ら し て いる ん で す よ ね 。 多少 曲 シナ リオ | 
も 88 版 の ちの か ら ア レン ジ き され て いた り , Тл 
どう や ら 88 版 に は な い 遇 まで も あっ た り し KORE 


て 全部 で 60 遇 近く 入っ て いる らし い の で , メデ ュー サ の 首 


_ _ punc " 囚われ た 魔法 使い 
ЕМ. スス テン オ に つない で 開い て みて て お 不老 長寿 の 水 
Fo 


b, £54£5, . ミュー ジッ クモ ー ド を 見 88 版 と の 相違 度 x まったく 違う へ: 一 部 違う 〇 : ま っ た く 同 じ 
: MER КЕ 難易 度 難し い 5 le Sp SL дл 
つけ た 方 , ЖЕ ГР ПО V 07 ао сж 。 吉田 君 の 独断 と 偏見 に よる も の 
у, ミュ ー ジ ッ ク モ ー ド め っ け 係 」 ま で 面倒 くさ さ 面倒 くさ さと は シナ リオ を 解く の に , どれ くら い の 時 間 が か か る 
ざる い いか 7 Jų か , と いう こと も 表し て いま す 

便り くだ さい (私 は いか な る 手段 を 使っ て Ор н sr 

6, この ミュ ー ジ ッ ク モ ー ド の あり か を 知 (時 間 が か か る ) (比較 的 すぐ 終わ る こと が 可能 ) 

b Tee) 

この 表 の 見 方 : 表 中 に 書か れ て いる 数 字 は 要素 を か ける 順番 を 示し て いま す 。 〇 の 部 分 は 

表 1 魔法 の 作り 方 (ほん の 一 部 ) 順番 を 伏せ て あり ます か ら , 自分 で その 順番 を 探し て みて くだ さい 。 


“EP EERIE 
ANTI-MAGIC 
ASTRAL FIRE 


[was [am ami ха я [sa «a [sa 'enrico- 
| 2 


LIGHTNING 
LIGHT CROSS 


ASTRAL WAVE MELT 

AIR SLASH METEOR 
BARRIER NAPALM 
CHANGE AIR 4 NEEDLE 
CORROSION NEGATE 
CURE 3 NOIRA-TEM 
D-CORROSION PEACE 
DEATH 3 POISON 
DEG-DEATH 3 PROTECT 
DEG-FIRE RESURRECT 
DEG-NEEDLE 5 ROCK RAIN 
DISPEL RESOLUTION 
EXIT SAND STORM 
EXOCISM 3 SCARE 

FIRE FOX S. EXPLOSION 
FLAME SPARKS 
FREEZE 3 SHIELD 

GOD THUNDER STILL AIR 
HEAL 5+а STONE FLESH 


HYPNOTIZE 
ICE WALL 
ILLUSION 
JET STORM 
LOST MORALE 


STORM 
SUN RAY 
SWOON 
X RAY 


THE SOFTOUCH 25 


THE SOFTOUCH 


@ ゼ ビリ アー ド 


(T< “ШЕ ЖЕЙ. 
クリ スタ ル め っ け 


Shimizu Kazuto 


清水 和 人 


石 に され た お 姫 様 を 救う た め , 我ら が 
清水 和 人 は 地下 に ある 20 も の 洞窟 を 旅 
する の だ っ た 。 果たし て そこ に は どん 
な 怪物 た ち が 待 ち 受 け て いる の だ ろう 
か 。 い ま 9 つ の クリ スタ ル を 求め て 壮絶 
な 戦い が 地下 迷路 で 展開 され よう と し 
て いる 。 


Xlturbo 用 5PD 版 3 枚 組 7,500 円 
(model10 不 可 ,p ド ライ ブ 専 用 ) 
Th 2:03 (984) 1136 
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ひと 蘭 前 の RPG は 退屈 な も の だ っ た 。 限 
りな い 敵 と の バト ル で 雀 の 涙 ほ どの 経験 値 
を 得 , わずか な 人 金 と 食料 を 持っ て 砂漠 の ょ よ 
うな 単調 な 地形 を た だ ひたすら 旅 し な けれ 
ば な ら な か っ だ た 。 

し か し , いま は 違う 。 あ た か も ひと 革 前 
の AVG の よう に , 変化 と 波乱 に 満ち た 目 ま 
ぐる し い 戦 いと 自分 自身 の 推理 力 が 必要 な 
時 代 へ と 移り 変わ っ て きた ので ある 。 いつ 
の 間 に か こん な に 進歩 し , RPC で は パソ コン 
ゲー ム の 一 角 を 堂々 と 担う よう に な っ て き 
だ の だ ろう か 。 А8], これ か ら ご 紹介 する 
「 ゼ リア ー ド 」 t, その 昨今 の RPG の 流れ 
か らし て 決し て RPG と いう 名 に 恥じ な い 変 
化 に 富ん だ ゲー ム な の で ある 。 

ゼリア ー ド は , RPC で の な か で も リア ル タ 
イム RPG の ジャ ン ル に 属し 。 マッ プ の な か 
を 移動 し 。 そこ て 出会っ た 人 々 か ら 話 を 開 
ぃ たり, 敵 が 登場 すれ ば 一 戦 交 を る こと に 
な る 。 まあ , БАО Д КУД КР 
+ Ку (画面 が 縦 だ か ら ど ちら か と いえ ぇ えば 
ザ ナ ド ッ に 近い の か な ) の パタ ー ン と いう 
わけ だ が 。 そこ は それ 。 ほか て は 見 な いよ 
5 な 工夫 が 随所 に 折り 込ま れ て いる の て 楽 
し ませ て くれ る 。 それ で は を その 世界 を 覗い 
て みる こと に し よう 。 


ARG УБИО ——m 


ゲー ム に 入る 前 に , ストー リー を 紹介 し 
た 紙芝居 ( 絵 が 出 て き て は スト ー リ ー が 廊 
字 に よっ て 説明 きれ る と いう いつ も の や つ ) 
が ある の だ が ,。 この ゼリア ー ド は を それ 用 の 
ディ スク が 1 枚 用 意 る れ て いる と いう 凝り よ 
о Тм Еп Ере, は 
や る 気持 ち じ ら る れる わけ だ が ,2 回 目 か 
ら は 見 な て も いい よう に な る の て で 最初 は 
よー て 見 て お いた ほう が いい 。 

まあ , 簡単 に 要約 すれ ば お ゎ 姫 様 が 石 に 変 
えら れ ち まっ た ん で , それ を 元 に 戻す た め 
に 9 つの クリ スタ ル を 集め て くれ ば , めで た 
し めで だ た し と いう こと な の で ある 。 ちなみ 
こと ころ と ころ で しゃ や ペ っ て くれ る の は ほ い 
い の だ が , お 姫 様 は 本 当 に 鈴 の よう な 声 を 
し で いる と いう の が わか っ だ 。 そう いや あの 。 
ゲー ム の いっ ちゃ ん 最初 に びちゃ ご ちゃ 聞 
こえ だ よう な 気 が し た が 、 よ (考え る と &!P 
resented by GAMEARTS」 と いっ て いた だ た ら 
し い 。 

T, オー プ ニ ン グ が 終わ る と いよ いよ ゲ 
ー ム スタ ー ト だ 。 舞台 は フェ リン シカ 姫 の 住 
ん で いる フェ リン シカ 城 か ら 始 まる 。 そう し 
て ザナドゥ の よう に ムラ ラ の 町 に 行っ て 買 
い 物 を する っ て ぇ 寸法 だ 。 だ だ , 町 を うろ 
つい て いる と と ,。 そこ に いる 人 間 た ちがい ろ 


ん な 情報 を 教え を て くれ る 。 こ の あたり は , 
スト ー リ ー へ の 気配 り が 感じ られ て 嬉し い 。 

от, その ムラ ラ の 町 情報 の な か で 重要 
に な っ て くる の が , 洞窟 が 8 つ あ っ て 人 怪獣 
が いる っ て ぇ こと と , 溢 の 目的 地 は 洞窟 の 
な か に ある 「 サ トノ 」 と いう 町 らし いと い 
うこ と だ 。 きら に は 音 の する 扉 が あっ て , 
そこ に は 魔物 が いる っ て ぇ こと だ 。 つま り 
i, その 扉 の と ころ で 魔物 を や っ つけ れ ば 
次 の 洞窟 に 行け る と いう 寸法 らし い 。 

まず は , 町 の 商店 街 で 買い 物 で ある 。 こ 
の 私 は 買い 物 上 手 と し て 一 般 世 間 に 広 〈 知 
られ て いる が , まず は НО euo 
だ 。 賢者 の 剣 " と いう の も ここ で は 売っ て 
いる が ,。 この 剣 は 1500 ゴ ー ル ド と 高い し , 
"修行 の 剣 " と いう の を 最初 か ら 持 っ て いる 
か ら , と りあ え ず は それ で ガマ ン 。 賢い 消 
費 者 な の で ある 。 その あと “+ Rož” 
を いく つか 買っ て 残り の お 金 を 貯金 し て か 
ら ネ メー ド し よう (6 し 人 で られ ん て し まう ょ 
復活 する と き に 持ち 金 は 全部 取り 上 げ ら れ 
Ја 

洞窟 の な か に 入っ た ら と りあ ぇ え ず は ボカ 
スカ 敵 を や っ つけ る の で ある が , この 敵 が 
な か な か 手強い 。 最初 の 洞窟 は マリ シア 洞 
ТЭО ССБ Д 
が いや な 存在 。 だ か ら 間 合い を は ず し て , 
ビョン ツ セ ョ ン と 跳ね て 個 か っ て いる と ころ 
を グ サ ッ と や る の が いい (ほか の 洞窟 に は 
家 を 吐く 下 つ も いる )。 コ ツモ リ も いる が , 
これ は うま く や っ つけ る と 上 10 アル マス が 手 
に 入る 。 こ の アル マス は 金 に 換 を あるこ し! が 
Са, ムラ ラ の 町 で は 1 アル マス は 4 ゴー ル 
ド に な る 。 普通 , 怪物 は 1 アル マス し か 持っ 
て いな いかが 、 カ エル と ヨウ モリ は 10 ア ル マ 
A, また だ マリ シア の 洞窟 の 奥深 くに いる 背 
の 高い や っ も 10 ア ル マ ス に な る 。 こ こ で 稼 
С, 賢者 の 剣 " を 買お う 。 

や られ を そう に な っ た だら, “ta EOX” を 
飲む 。 それ が な くく な っ た だ ら 地 上 へ 引き 返す 。 
そし て 地上 で や ら な けれ ば いけ な いこ と は 
1) 賢者 に 経験 を 見 て も ら う 。2) 銀行 で アル 
マス を 換金 する 。3) 武器 屋 で 桶 を 修理 する 。 
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いう ん 6 品物 を と りえ うえ て こざ いま す 
EU 


4) 教会 で 休む (これ は 無料 ) 5) 銀行 に 預金 
(郵便 局 で は 貯金 と 呼ば れ て いる 行為 で あ 
2) ずる 。6) 賢者 の と ころ に 行っ て セー ブ 
する 。 と いっ た 順に な る 。 も っ と も この 順 
番 は 町 に よっ て 違う 。 体 力 が 5 の レベ ル に 
な る と , ムラ ラ の 町 の 覧 者 アモ ー ニ は も 5 
レベ ル ア デップ し て て 覆 な で な る の で ,。 よう 
ゃ くそ こ て 例 の 怪獣 の 扉 を 開け よう 。 ifi 
ОО ти 
МЕСА ОФ, ここ に 行く と あそこ に 出る 
と いっ だ メモ くら い は 書い だ ほう が いい み 
に и 


HILT, さら が スラ フー ma 


例 の 扉 の カギ を 開け る と デカ キャ ラ が 
ポン と 出 て くる 。 しかし, それ が 終わ る と 
この 面 は 閑散 と た し て いる 。 か くし て すん な 
り テ ン ポ よく , サト ノ の 町 に 出 ら れ た の で 
あう だ た 。 この ゲー ム で は , 同じ 面 に に つま 
て も 人 じゅ め ら れる と いう こと は 少な い 。 だ 
か ら こ の テン ポ ボ は RPG の な か で は だい へ ん 
心地 よい 。 

サト ノ の 町 に も ひと 通り 店 が 揃っ て いる 。 
まず 賢者 ビュ キナ の と ころ へ 行く と , 最初 
の 魔法 “エスパー ダ ” が も ら え る 。 薬屋 で 
は 魔法 が 回 復 す る “リコ ブラ ー の 楽 ” VH 
を 回 復 さ きせ る “アクロ の 聖水 " を 売っ て い 
る が 。 だ いし て これ は 後に 立た な い 。 ここ 
で は な ん と いっ て も 最強 の 武器 “マギ ア の 
石 "- を 手 に 入れ る べき で ある 。 

この “マギ ア の 石 ” は , 体 の 周り を 石 が 
グル グル 回 っ て , 防御 と 攻撃 を 同時 に や っ 
て て くれ る と いう , 宇宙 戦艦 ヤマ ト の アス テ 
ロイ ド ベ ルト みた いな や つ だ 。 これ を 身 に 
付け て 走り 回 れ ば 簡単 に お 金持ち に も な れ 
2 

また だ, サト ノ の 町 で の 疲労 回 復 は 和 宿屋 に 
泊まれ ば いい の だ が , これ は 30 ゴ ー ル ド と 
有料 (まあ , 安い けど ね )。 あ る 程度 お 金 が 
だ . ま みだら 2980 ゴ ー ル ド (ニッ キュ ッッ な 
AT: まあ オシ ャ ンー) の БАО” 
買う 。 

ここ ら て 剣 の 使い 方 を 教授 し て お こう 。 
ジャ ング し た り , し ゃ が ん だ り し な が ら 使 
う の は も ちろ ん の こと , テン キー の 8 と 2 を 
同時 に 押し て 剣 を 縦 に 振り 下ろ すこ と や , 
УУ ШТВЕЋЕ ЊЕ 7 УЉ—02% 
押し て 剣 で 下 の 敵 を 突く 方 法 な ど は 覚え て 
お いた ほう が いい 。 ち な み に キ ー 操 作 は 非 
常に スム ー ズ だ 。 

次 の ペリ グロ 洞 の 奥 に は , 
いわ れ て いる 箱 が ある が , 


「 開 ける な 」 と 
か まわ な いか ら 


開村 て し また を < に な る めか に は コウ モリ な た る: . 


スレ イヤ ー が いる (こい つ は 黄金 バッ ト か ) 


D, や っ つけれ ば 体力 が 元 に 回 復 す る の だ 。 
ib, や られ だ ら セ ー ブ し た と ころ か ら や 
り 直 せ ば いい 。 げ に 諸 行 無常 よ の う 。 

で も っ て , この 世界 の 親玉 は 大 ダコ の プ 
ルポ 者 (名 前 だ け は カワ イイ ) だ けど , š 
だ また 静 っ ちい デカ キャ ラ だ っ た りす る わ 
け だ 。 こ ん な の に や られ て いる よう で は 。 
男 者 と 呼ば れる の は チャ ンチ ャ ラ お か し い , 
と な る わけ で ある 。 
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プル ポ ボ 君 と 戦っ た お と は , マデ ー ラ 洞 に 
出る 。 が , その す で ぐ で 左下 あたり に は ボス ク 
エ の 村 が ある 。 ここ で は , 疲労 回 復 に お 役 
に 立ち ます 薬 の “ハンプ ズル の 実 ” や , 6800 
ゴー ルド の “HBOR, を 売っ て いる 。 新 
LORE “セー ダー” は 射程 距離 や 威力 が 
グン と お 得 な 攻撃 用 魔法 で ある 。 そし て な 

ん と いっ て も お いし い の は ,。 1 アル マス 6 
ー ル ド と いう 換金 率 。 こ こ が ほ か の 洞窟 に 
比べ て いち ば ん 良心 的 な わけ だ 。 先 の 洞窟 
に 行っ た 勇者 も 必ず ここ に 戻っ て き て 換金 
する と いう , 伝説 の 銀行 が この 村 に は 存在 
する の で ある 。 

ほか の 町 で も そう だ が , 魔法 屋 さ ん で は 
女の子 が 「 い らっし ゃ いま せ 」 と プリ ッ 子 
な 声 で 迎え て くれ る 。 武 益 屋 の オヤ ジ は 
な に も し な いて 出 て 行く て と 「 ひ や か し な る 
出 て 行け 」 と 机 を 叩く 。 和 宿屋 の 主人 は 泊 ま 
る と き 「 は い , 1 名 様 ご 案内 」 と いっ て くれ 
る 。 こ の よう に を そこ いら じゅ う で よく し ゃ 
べ ぶっ だ りす る の は 。 きす が ゲー ム ア ー ツ 。 

きる て 。 ボス クエ か ら 6 行く マデ ー ラ 洞 。 ラ 
イズ 洞 は 樹 の 世界 に な っ て いて , ここ で は 
いち ば ん 太い 樹 の 根元 に ある “勇者 の 紋章 " 
を 取ら な いこ と に は 先 に 進め な いら しい 。 
この 世界 あたり か ら メ モ を 細か くく 取ら な い 
と , 道 に 迷っ て し まう か も し れ な い 。 

そう し て 紋章 が 手 に 入っ た ら , 今度 は ボ 
スク エ の 村 に 行っ て 番 兵 に それ を 見 せる と 

い 。 す る と な か に 入れ て 〈 れ て , 巨大 な 
火 の 鳥 みた いな か っ こし だ デカ キャ ラ ・ ポ 
ロー が いる 。 それ に し て も , 弱っ ちい や つ 。 


XB {т< A» СІР em 


ポ ボロー と 遊ん で あげ だ た あと に た だ どり 着く 
の は スケ ー ト リン ク , 井上 陽水 の 水 の 世 界 
だ (ちょ っ と 古かっ だ か な )。 走 っ て いて 止 
まろ うと する と ツル リ L Wo (Z bt, Ў 
ち だ りす る と いう , たいへん いや らし い 世 
ЯЛ ОС, ガケ の 手前 は 妥 注 意 。 エ スカ ー 
チャ 洞 と グラ シア ル 洞 を 経て 、 ヘ ラダ の 町 
に 出る の は これ まで に な くく 困難 な の で , fü 
な く な っ た だ ら 引 き 返 し て ボス クエ の 村 に す 


E73 
っ て お こう 。 そ うす れ ば 次 か ら ヘ ラダ で も 
買う こと が で きる よう に な る の だ 。 

ここ で の 新しい 魔法 は 炎 の “フェ ー ゴ "“ 
だ 。 宿屋 は 70 ゴ ー ル ド と 禁 利 を むる さぼ っ て 


урне WC. ヘラ ダ て - 


いる し , 1 アル マス 2 ゴー ルド と 換金 率 の 悪 
さる は 最低 。 “栄光 の 桶 " が 9800 ゴ ー ル ド す る 


OTt, これ な た か と で そ も 買 を な いや 。 

ここ で の 目的 は , “NEY TOH ZIRT 
こと 。 これ は 目 の 前 に 見 を えて いる くせ に 取 
れ な いと いう , と ん で も な く 厄 介 な 場所 に 
ある 。 そう そう , この 面 か らい よい よ 本 気 
に な ら な けれ ば な ら な いよ うな 雰囲気 が 漂 
っ て きだ 。 な に は と も あれ ,。 旋 向 オン シンチ の 
私 は すでに 迷子 に な っ て し まう の で あり ま 
жуп 

ここ か ら 先 に は , よう や くそ の 本 性 を 発 
揮 し て くる 強 っ ちい デカ キャ ラ が 待っ て い 
る し , 璧 を 壊さ な いと 通れ な い 場 所 や , 
方 通行 の バリ ア が 張っ て ある と ころ も あっ 
だ り も し て 。 FAKAME CHITA G, 
こう し た 進行 は 決し て 単調 に な ら な いよ 2 う 
に 次 々 と 新しい 展開 を も 見 せ て くれ て 非常 に 
いい 。 

結局 , この ゼリア ー ド は トン トン 拍子 に 
プレ イ さ る させ て くれ て , 終わ っ た あと に さわ 
や か さ が 残 る ゲー ム だ も を いえ た を そう だ が 。 € 
うか と いっ て 簡単 に は 解 か せ て くれ る わけ 
で は な い 。 こ の あたり の 塩加減 は と っ て も 
斉 労 し て 作っ た ん だ ろう な あ 。 で , 肝心 な 
お 味 は と いう と , と っ て も マル で し た 。 
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@ ア ルギー ス の 糞 


これ こそ 工 画 堂 の 
RPG な の ちゃ _ 


Kuramochi Ryouichi 


Bie 亮一 


SF に 中 世 の ス タイ ル を マッ チ さ せ た 新 し 
い タ イプ の RPG, それ が 「 ア ルギー ス の 
糞 」 だ 。 久 びさ に 登場 し た 工 画 堂 の 最新 
作 に , これ また 本 誌 初 登場 の 倉持 亮一 が , 
平和 を 守る 戦士 と な っ て , 悪戦 苦闘 の 妖 
獣 退 治 の 旅 に 挑戦 する 。 


X1 turbo 用 5'2D 版 5 枚 組 7.800 円 
(た だ し FM 音源 ボー ド が あれ ば X1 で も 動 
作 可 , 2 ドラ イブ 専用 ) 


工 画 堂 ス タ ジ オ 2103 (353) 7704 


28 омх 19887. 
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字 宙 の 進 か 彼方 , 第 5 銀河 星団 z 星 に ア 
ルギー ス 王 国 と 呼ば れる 国 が 栄え て いた 。 
も 5 と も と この 国 は 天空 界 に あっ た が , や が 
て 地上 界 に も 安住 の 地 を 求め て 人 々 が 移り 
使 せ よう に な っ だ た 。 そ し て その ころ か ら ア 
ルギー ス 王 家 に は 代々 双子 が 生ま れる よう 
に な り , その 2 人 の 世継 ぎ が 天空 界 と 地上 
乏 を それ ぞ れ 治め る こと を 世襲 と し た の で 
ある 。 

し か し , 地上 界 に は 以前 か ら 妖 獣 が 生息 
し て い だ の だ が , それ を 地上 界 の 王 は 民衆 
ЕА, 水 , AD 3 人 の 精霊 と と も に 力 を 合 
わせ て 市 圧し, ЗРЕО: ТЯХ ЕТ 
きだ た の だ っ た だ た 。 そう し て アル ギー ス 第 15 代 
の と き 3 人 の 精 圭 に 命じ て 天空 界 の 扉 を 閉 
ざし だ の で あっ た 。 不可解 な こと に , 天空 
界 の 扉 を 閉じ た あと , アル ギー ス の 王家 に 
は も は や 双子 は 生ま れ な 〈 く な っ た の だ が , 
ある と き ひ と り の 語法 長 が こう いっ た 「 ア 
ルギー ス に 異変 が 起き る その し とき, 再び 双 
子 が 生ま れ , 平和 に 向け て 立ち 上 が る で あ 
5334 Es 

を し て アル ギー ス 第 23 代 の と き , その 言 
葉 は 現実 の も の と な っ た 。 過去 に 滅ぼし た 
は ず の 妖獣 た ちの な か に 高い 知能 を 持っ た 
頭目 が 現れ , 再び アル ギー ス の 国 を 脅かし 
始め た の だ っ た 。 つい に 国王 と 妃 は 殺さ れ , 
3X NEUE Е (KU Tz. 民衆 は も う 妖 獣 た ち に 
立ち 向かう 気力 も 失せ, た だ な おびえ ぇ えた まま 
の 日 々 を 過ごし て いた が , 両親 を 殺さ れ た 
王子 は , 悲し み を 胸 に た だ ひと り 波 乱 に 満 
ち た 冒険 へ と 旅立つ の だ っ た …… ë 

* * * 

毎度 シナ リオ に は 定評 の ある 工 画 堂 だ が , 
し ば らく の ご 和 無 沙 汰 は あっ た も の の 相 変 わ 
ら ず スト еј uaaa 
大 好き 人 間 に と っ て は 「 天 空 」 と いう 言葉 
を 開い た だ ぜ け で レク ワク し て し まう 。 や は 
りこ れ か ら の RPG の ヒー ロー は いつ まで も 6 も 
地 ベ タ に > は ば りつ いて いて は いり けり かい GS 
リア ー ド は 確か 地下 が 舞台 だ っ た な )。 脳天 


な ヒー ロー は や は り ス ー パ ー マ ン の ょ う 
に 地上 を 離れ て 活躍 すべ き な の だ 。 L, SE 
り 切 っ た の まで は いい けれ ど ,。 この 私 の 音 
に 反し て この ゲー ム は どん どん 地上 を 舞台 
に 展開 し て し まう 。 や が て は 天空 界 に も 行 
く こ と に な る の だ が 。 結局 は また 地上 界 に 
区 い 戻 っ て し まう 。 せ っ か く 〈 く 魅力 的 な シナ 
リオ だ と 感心 し て あげ た の に , 感心 度 の 半 
分 は 返し て も ら 5 お うっ と 。 

さる て, ゲー ム は フィ レス の 町 か ら 始 まる 。 
地上 界 は 大 きく 分 け て 中 央 の マッ プ を 中 心 
に 東西 に 分 か れ て いて , ちょ うど まん 中 に 
位置 する この 町 は 薬屋 や HP を 回 復 す る た 
め の 休 憩 所 , セー ブ を 行う 宿屋 な ど が ある 
OC, 当面 は ここ が 拠点 と な る 。 ア ルギー 
ス で は あま り 買 い 物 に 重点 が 置か れ て いな 
い の で , 店 は あま り 出 て こない 。 売っ て い 
る も の も せい ぜ い HP 満 タン に し て くれ る 
Ж, その うち 相棒 と し て 活躍 し て くれ る 
鷹 の エ サ を 売っ て いる 店 くら い の も の で あ 
る (この 鷹 は 毎回 エサ を あげ な いと , 次 か 
ら 働 か な いと いう わが まま な や つ だ )。 
武 副 屋 は ある の だ が , どこ も 品薄 で 剣 , 
9, 桶 の 3 点 セ ッ ト が 2 つの 町 で 売ら れ て 
いる だ け (この 2 つ は レベ ル が 異な っ て い 
る けど ね ) まっ , な ん で も 揃っ て いる コン 
ビニ エン スス ト ア が 2 軒 登場 する と 思え を ば 
ょ よろしい 。 日 頃 か ら 「 な に が 悲し ゅ う て , 
世界 平和 を 取り 戻 そ うと する 正義 の ヒー ロ 
ー が せこ せこ 人 金 を 集め て 武器 を 買う 算段 を 
し な けり ゃ な らん の だ 」 と 思っ て いる この 
私 に と っ て , この ショ ッ ピ ング 感覚 は 買い 
て ある 。 


苦労 し て 塔 の 上 まで 来 た の に , 扉 は 開か ん の か 


人 ヤー, аА СС СД 


旅立ち の 町 , フィ レス の 人 は みん な 親切 
だ 。 い や フィ レス に 限ら ず ど の 町 の 住人 も $, 
だ っ た だ た ひ とり 5 て 妖獣 退治 に 出かけ よう な ん 
ぞ と いう 物好き に は 愛想 が いい 。 な に が と 
こ に ある か 。 な に を る する で きか な と を 
myk У РФС ЗЕБ, だ と えば , 

「 こ の 町 の 北 の ほ うに 鷹匠 の 町 が あり ます 」 
NE БОЉА ТУ Ho 

KORK” を 使う と き , 西 の 地 へ の 道 
が 開か れる と いわ 和 れ て いま す 」 

そり ゃ と どう も 。 

「 地 の 精霊 は モル リノ 山脈 の 中 腹 に ある 大 
き な 木 の 前 に 現れ る と 伝え られ て いま す 」 

こり ゃ , 大 切な 話 を ご 丁寧 に 。 

「 南 の 山岳 地帯 が asia 」 

あの 一 ,。 も う 少 し 回 り 《 ど くい っ て も ら 
0 や も じょう か 。 5 うな スドー ト す ぎ 
ちゃ っ て , 私 は も う 少 し ナゾ を 含ん だ ヒン 


ト み た いな の を 期待 し て る ん で すけ ど …… А 


ту, で あい 。 昔 か が ら 5 の こと わざ に も ある 
で し ょ 「 親 切 は ゲー マー の だ た だめ な ら ず 」 っ 
て (ちょ っ と 違う よう な 気 も する が )。 少 し 
は 遊ん で る 人 間 の こと を 考え て ほし いも の 
で ある 。 

まあ それ は いい と し て , 町 を 出る と 画面 
の 右上 に 有 視 界 マ ッ プ が 広がる 。 そこ を ト 
コト ュ ユヒ と 歩い て 行 〈 と 突然 ディ スク が カラ 
カラ と 回 り 出し , 画面 右 下 に 妖獣 が ご 登場 
も の る 。 ここ て МО コマ ンド を 選ぶ びと, 
工 画 堂 ぢ 得意 の 戦闘 モー ド (突然 だ が サイ 
キッ グ クツワ ォ ー ば と こ へ 征 っ て し まっ だ ん で 
し ょ ) に な る 。 戦闘 中 は た だ 高見 の 見 物 , 
「 示 ホレ いけ っ 『!」「 ガ ン バ レ 」 と ひだ すら 主 
人 公 の 応援 団 を や っ て れ ば いい 。 

た が だ, 中 盤 戦 ほし も な っ て くる と 「 逃 げ る 」 
+ CREE aU k GÉ БУНА 
を 忘れ て 悠長 な こと も 簡単 に びき る よう に 
な る の で , 比較 的 町 か ら 町 へ の 移動 に は 苦 
労 し な く な る 。 地上 マッ プ で は スク ロー ル 
の スピ ー ド も 速い (ので,。 アッ と いう 間 に 目 
的 地 に 到達 する こと が で きる 。 


Риу, f#fr2 Ç B df ーーー 


ДОРА EN RC Ik. また また ご 
親切 な が こと に いき な り 0 象形 文字 で 書か れ た 
古文 書 を 見 せら れ な た 。「 王 家 の 方 な ら 読 め 
る と 聞い て いま す 」 だ と 。 読め な いつ 一 の , 
САМИТ. Cb, ここ で 活躍 まる の が こ 
の ゲー ム の オマ ケ に 付い て いる 「 翼 龍 の 書 」 
と いう 立派 な 装 の 虎の巻 。 こ こ に は アル 
ギー ス 前 喝 , 扱え る 魔法 , 精 圭 を 呼び 出す 
と き の 呪 文 , 古文 書 の 正しい 読み 方 (本 当 
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古い イメ ー ジ を 出す た め に 紙質 も 凝っ て い 
る 。 お まけ に ハー ドカ バー に 金 の 刻印 と く 
b=, 誰が 見 て も カッ コイ イ 。 

io, それ は 置い と いて , トキ ル と いう 
町 に は 攻撃 力 を アッ プ し て くれ る と いう 人 
が いる 。 こ の 仏 に 会 うと 。, 

「 攻 撃 力 の 修行 を し て あげ まし ょ う 。 攻 撃 

力 を 10 上 げ る の に 50 ゴ ル ダ か か り ま す 。 修 
行 を 受け ます が か?」 
と 聞か れる 。 新しい 剣 も な か な か 見 つか ら 
な い の で , ここ て 攻撃 力 で も 上 げ て お こう 
と 50 ゴ ル ダ を 支払 う 。 き さあ, 修行 ど 。 す る 
と 突然 , 

「 修 行 は 終わ り ま し だ た 。 ま た 来 な きい 」 
Xy, も うお し まい 。 あ れ ま , な に か し ら 
のり の イ ペン ト が ある と 思っ だ 65、 だ っ だ びと 
言 で 終わ りな の 。 どうも, また 来 な さい の 
言葉 の 裏 に は , 「 お 金 を 持っ て 」 と いう 接 
頭 語 が 隠 る きれ て いる よう な 気 も する が , こ 
の 修行 は 何 度 も 受け る ハメ に な る の で , Е 
う や ら そ の だ びに イベ ント な ん ぞ や っ て ら 
れ な い 。 と いう こと 5 し い 。 て で て も: もう 少し 
だ け 「 俺 は 強く 《 く な っ た ぞ 」 と いう 自信 が 持 
て る よう な こと が 儀式 し 上 し て あっ て も いい 
ん じゃ な い 。 

いつ まで も お 人 金 を 使っ て 修行 を し て いる 
わけ に は いか な い の で , トキ ル の 町 で 聞か 
され だ セル リノ 山脈 へ と 向かう 。 ゲ ー ム 中 
に 流れ る BGM は 軽快 だ ど 。 FM 音源 対応 の サ 
ウン ド は , 残念 な が ら 68 重 和音 を 使い きっ 
て は いな い が , 聞い て いる と , ちょ っ と 毛 
色 が 違っ て いて と て も 楽し い 。 た だ ただ, ゲー 
ム 構 成 し とび っ た り マ ッ チ し て いる か と いう 
と 少々 疑問 だ が , 曲 自身 は よく で き て いて , 
従来 の RPG の 音楽 と は 一 線 を 画 し て いる 。 
特に 町 の シー ン に 流れ る 音楽 は 構成 が 新 し 
COT, 「 俺 は 音楽 に は チト うる さい ゼ ぜ 」 
と 自負 し て いる 人 に は , ぜひ と も 聞い て み 
d Uu Са 

さて, セル リノ 山脈 に ある 大 き な 木 の と 
ころ で あれ これ や っ て いる と , 突如 画面 が 


アル ギー ス の 大 地 の 嘆 き は わし の 耳 に も 届 
いて お る 。 こ れ な る “НОМ” を そ な た 
に つか わ を そう 」 


ББК, 自分 の こと 「 わ し 」 な ん て 呼 
ぶな よ な 。 どう 見 た っ て あん た だ は 若い 女性 
の カッ コ ヨ し て る ん だ か ら 。 まっ 。 で ん な こ 
ん な で ここ か ら 険 し い 山 に 囲ま れ た 東 の 地 
へ 行く % な を の や で ある 。 


2 NIRE- и 


この アル ギー ス に は , 戦闘 を 有利 に する 
アイ テム の よう な も の が は ほとんど と 存在 し な 
い 。 途 中 で 手 に 入れ る こと が で きる アイ テ 
ム は , すべ で て 次 の 地 へ 行く た め の 通 行 証 の 
よう な も の ば か り 。 そ し て これ ら の アイ テ 
ム は, 順序 よく つなが っ て いる か ら , 決し 
て プレ イ 中 に 惑わ る れる こと も な く 〈, 最終 
目的 地 へ と 向かう こと が で きる 。 

LL, その 素直 る は 認め る が , 逆 に い 
まひ と つ イ ン パ クト に 欠け る よう な 気 が す 
る 。 ア ルギー ス の 各地 に 点 在 する 塔 や 城 に 
は 次 の 場所 へ の ヒン ト が 隠 る れ て いて , を 
の だめ に 迷宮 を 歩き 回 ゐる こ と に な る の だ が , 
その 迷宮 は それ は ほど と 複雑 で は な く 〈, 面倒 な 
マッ ピン グ も 必要 と は し な い 。 これ は だ い 
へ ん ユー ザー フレ ンド リ で , 結構 びあ る 。 
だ た だ, そこ に ビ ピリッ と る 味付け が も う 少 
し は ほ は し か っ た だ の も 事実 。 

シナ リオ と いう も の は AVG や RPG に と 
っ て は 典 と な る 部 分 だ し 。 シ ナリ オォ オ に よっ 
て ゲー ム の 面白 さき が 左右 る され る こと は , HE 
も が 認め る こと だ ろう 。 し か し , 完成 きれ 
だ シナ リオ に は デレ イヤ ギー を ワク ワ グ みる あせ 
て くれ る よう な 演出 が 伴わ な けれ ば , せっ 
か く の シ ナリ オ の よる も 生か る され な い 。 

От мж АО) р Э 7— ліў, BHI 
Ж, 美術 , 音楽 の どれ を 取っ て も た だ たい へ ん 
よく で き て いる の に , 演出 家 の 努 力 が いま 
ひと つと いう 気 が し て 少し 残念 どっ た だ 。 惜 
し いな あ , あと 一 歩 で ハワイ 旅行 どっ た の 
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UPE ロ 大 戦略 


いま 熱く 燃え る 
利 へ の 長い 道 


Kageyama Hiroaki 


li teia 


前 作 は た だ 


の 序章 で あっ た 。 こ の SUPER 


大 戦略 こそ 本 当 の 戦場 な の だ 。 ЕУ 
プ や 4 カ国 モー ド も 加わ っ て , さら に パ 
ワー アッ プ し た SUPER 大 戦略 が いま 我 


我 の 前 に 姿 を 現し た 。 
い が こ こ か ら 始 まる 。 


X 1tUrDO 用 
(Modell0 は 要 G-HAM, 56 ドラ イブ 専用 ) 


シス テム ソフ ト 


JO Oh! x 19887. 


аљ, 熱い 男 の 戦 


5"pD 版 5 枚 組 8,000 円 


7092 (714) 6236 


EFX I-J пи 
私 が 自分 勝手 に 推し て いる シミ ュ レーシ 
ョ ン 3 本 柱 ( 注 1) の な か か ら , 今回 大 戦略 
が パワ ー ア ッ プ され て X1 に 発売 され まし 
た 。 初 代 大 戦略 は 現代 大 戦略 たと いう 名 前 で 
3 年 前 に 98 に 発売 され て 以来 , 88, X1, F 
M, さら に は MSX2 に 移植 きれ ( 注 2), Ж 
発 的 人 気 を 得 た ソフ ト で す 。 その パワ ー は 
まる に 親 の 遺言 級 で し た (わか る 人 は 古く 
か ら の 読者 で すね ぇ 。 わ か ら な い 人 は バッ 
タナ ジン パー を 見 よう 


その 後 98 に は 大 戦略 パワ ー ア ッ プ セッ ト 
や 大 戦略 II が , X1 な ど に は マッ プ ユ レク 


ショ ン ( 注 3) が 発売 きれ まし た が , 大 戦略 
II に よっ て 戦術 が 増え た 98 版 と 比べ る と, 
X1 版 は た だ マッ プ が 増え た だ け で 物 足 b 
な に いと も と ここ な が すず に ペペ れん お ねり まし た £T, 
今回 発売 され た SUPER 大 戦略 で す が, 
きる だ け 大 戦略 IL の 仕様 に 近づけ た よう で , 
ここ まで よく や っ だ た なぁ, と いう の が 素直 
な 感想 で す 。 ど こ が と どう 変わ っ た か は 大 戦 
略 フ ァ ン の 人 な ら 興 味 津々 で すね 。 それ で 
i, ぼちぼち 始め て み ま し ょ うか 。 

「 す いま せ ー ん , SUPER 大 戦略 ひと つく 
だ さい 」 


/) た だ よ まま デブ m———À 


まず は , 前 作 か ら の 変更 点 を ズラ ッ と 並 
べ て いき ます か ら , 息切れ し な いで くだ きる 
Oko ゲー ム 画 面 を 見 て 最初 に 気づく の が , 


ピュ み ー ス クリ ー シ が 天 き 《 な っ だ こ ょ と で て す 。 
これ に よっ て 前 作 で 捕らえ にくかっ た 戦況 
>, ひと目 て 確認 で きる よう に な り ま し た 。 


マッ プ サ イ ズ も 64X64( 前 作 は 40 40) と な 
b, 前 作 よ りか な り 大 きく な っ て いま す 。 
それ に つれ て , ユニ ッ ト 数 も 48 個 に 増え た 
の で す が ,。 ま だ ちょ っ と 足り ませ ん 。 ホン 
ト は 60 個 で らい 作れ る と いい ん だ けど ね を ぇ 。 

それ と メッ セー ジ は すべ で て 日 本 語 に な っ 
т, と っ て も フレ ンド リ 。 それ か ら , 移動 
の 方 法 $ も ずい ぶん 変わ り ま し た 。 移動 させ 
る ユニ ッ ト 上 で F1 を 押す と ころ まで は 前 
作 と 同じ で す が , ここ か ら 先 が ちょ っ と 違 
いま す 。SUPER 大 戦略 で は ЕІ を 押す と 
移動 で きる 範囲 が 色 違 いで 表示 る れる よう 
に な か っ た の で て す 。 おかげ て 自分 で どこ まで 
動け る か 考え る 必要 は な く な り ま し た 。 プ 
レイ ヤー は 目的 の 移動 場所 に ヘッ クス カー 
ソル を も っ て いっ て スペ ー ス キー を 押し , 
リタ ー ン キー で 決定 一 移動 , と いう よう に 
I b S LZ. 

これ に つい て は ば は つま ちな て な っ だ と いう 
人 も 何人 か いる よう で す が , や っ ぱり この 


ほう が 便利 , 
きそう で す 。 

お 次 は 生産 タイ プ 。 これ は SUPER 大 戦 
略 に な っ て か ら 新 し 〈 く 設け られ まし た だ た 。 Z 
の こと ば あと て 詳し て 語 し まし ょ 9。 は 
か に も , 4 カ国 まで プレ イ で きる , 画面 全 
部 を 使う 派手 な 戦闘 シー ン , ЗЕЗЕ, 湿地 , 
橋 の 3 つの 地形 が 新た に 追加 , 収録 マッ プ 
数 が 25 個 に な っ た (前 作 は 16 個 ), 生産 で き 
る ユニ ッ ト の 種類 が 121 個 (すご い 数 !) に 
пој, など SUPER の 名 に 恥じ な いも の 
added o И ОСЛА Ja 
し い 変 更 点 が , turbo 専 用 に な っ て し まっ た 
こと 。 メ モリ 容量 の 関係 (turbo に な っ て 増 
設 さ きれ だ た G-RAM に デー タ を 置い て いる ) 
で こう な っ て し まっ だ ん だ ろう けど , 福岡 
の シス テム ソフ ト さ ん, 全国 の X1 ユー ザ 
ーー ばい つま て も 待っ て ます よ ! 


What £ & S 7 7 ess 


SUPER に な っ て 最大 の 変更 点 は , 4 カ 
国 で 遊べ る こと と , 生産 タイ プ の 設定 と い 
えま す 。 2 カ国 で プレ イ す る の と 違っ て 3, 
4 カ国 と も な る と , 最初 に どこ か ら 攻 め る 
の か を 決め る の が 重要 に な り ま す 。 か と い 


初め て 遊ぶ 人 で も す で ヾ 理解 で 


注 1 いわ ず と 知れ た , 三国 志 , 信長 の 野望 , 大 
戦略 の こと で ある 。 


注 2 秋 ご ろ に は ファ ミコ ン 版 も 発売 され る らし 


い 。 それに し て も 四角 い ヘ ックス も や は り ヘ ッ 
クス と 呼ぶ の だ ろう か 。 

注 3 XI(88 兼 用 ), 98, と も に 限定 発売 され た 。 
ちな み に 収 録 マ ッ プ 数 は ХІ が I6 個 , 98 が 45 個 
JS 5 TS 


C, 攻める の に 夢中 に な っ て いる と , よ 
を の 国 が 自分 の 首都 を 狙っ て きま す 。 

て な わけ で , 前 作 よ り も 高度 な 戦術 が 妥 
求 き れる の で す 。 いい 換え れ ば , 前 作 は 序 
紅き あっ て で て, これ こそ 真 の スト ラテ ジッ ク 
ミュ レー ショ ン な の で まず (スト ラテ ジッ 
ク と は 「 戦 略 上 重要 な 」 とい 2 意味 )。 

ST, お 次 は 生産 タイ プ 。 これ は な に 
と いう と, 前 作 の よう に 生産 で きる 兵器 が 
決め られ て いる の で は な 〈 く , プレ イヤ ー 
自国 の 兵器 を 12 の 生産 タイ プ ( 注 4) の な か 

ら 選 択 す こと に よっ て 決め る こと が で 
きる の で す 。 た だ た と えば , 中 国 な ん か は メチ 
ャ クチ ャ 兵器 は 安い ん だ けど , 性 能 が 悪い 
L, 逆 に 最新 鋭 部 隊 な ん か は 性 能 は いい け 
ど 価格 が 高い と いう よう に それ ぞ れ に 個 
性 が あり ます 。 で すか ら 「 俺 は 日 本 人 だ 
大 和 魂 を な め る ん じゃ な い 『! 」 と いう 墓 は 
日 本 を 選べ ば いい し ,「 や っ ぱり 戦争 は 兵 
器 の 豊富 な アメ リカ だ ! 」 と いう 募 は アメ 
リカ を 選べ ば いい の で す 。 こ ん な 医 が SU 
PER 大 戦略 で 戦う と, 日 本 vs アメ リカ , 
第 3 次 世界 大 戦 が 画面 の 上 で 繰り 広げ られ 
る の で す 。 さら に 。 Si. 4 カ国 で プレ イ す 
れ ば 第 3 国 の 参戦 も あっ て , ます ます 面白 
CA Жы Ээ 

内 蔵 の 12 の 生産 タイ プ じ ゃ 物足りな い 人 
は , 生産 タイ プ 編 集 で オリ ジ ナ ル の 生産 タ 
ィ プ を 作る こと が で きま す 。 こ こ で は 121 
種類 の ユニ ッ ト の な か か ら , 自分 の 気 に 入 
っ た 20 種 類 ま で を 選ぶ こと が で きま す 。 こ 
こ に は 12 の 生産 タイ プ の な か に は 入っ て い 
あみ と リラ 40217, 2v: 

て 強く な い の で す が , 価格 が $100 と お 
買い 得 で 移動 力も 歩兵 と し て は 唯一 4 も あ 
る の で , 中 立 都市 が た くる さん ある マッ プ で 
は その 威力 を 発揮 する こと で し ょ う 。 オリ 
ジ ナ ル の 生産 タイ プ を 作る と き は , ぜひ 加 
えて セ お きだ いい ッ ャ の ひと つて す 。 


コン と ユー タ の 守っ 


や は りこ の テ の ゲー ム で いち ば ん 気 に な 
る の が , コン ピュ ー タ の 思考 ルー チン 。 今 
回 は 私 が 実際 に プレ イ し た だ Red Bear を 例 
に と っ て リポ ー ト し て み ま し ょ う 。 こ の Red 
Bear は 北海 道 を あし ら っ た 3 カ国 用 の マッ 
>, 生産 タイ プ は 青 が アメ リカ 1, 赤 が 
ソビエト , 緑 が 西 ドイ ツ に 設定 され て いま 


す 。 マ ッ プ の 中 心 に 首都 を 持つ 西ドイツ が , 


北 の ソ ビエ ト と 南西 の アメ リカ に 挟ま れ て 
難し そう 。 ア メリ カ と 西ドイツ は 首都 が 比 
較 的 近い の で す が , ソビエト と 西ドイツ は 


ずい ぶん 離れ て いま す 。 私 は , 生産 タイ プ 


は この まま に , 収入 率 100 で アメ リカ 1 を 


これ で チェ ッ ク メ イト 。 私 の 勝ち 
CC スタ ダー ト し まし た 。 

最初 は 基本 どおり , 歩兵 と 輸送 の た め の 
ユニ ッ ト を 作り ます 。 歩兵 は 少々 高く て も 
重 歩兵 を 作っ た ほう が いい みた い 。SUPER 
大 戦略 で は , 輸送 手段 と し て 戦車 も 使え る 


の で , M2 プ ラッ ドレ ー も 作っ て み ま し た 。 
最初 は や っ ぱり 中 立 都市 の 短い 合い で す 。 


20 タ ー ン くら いま で は , ツ ソビエト の 保有 都 
市 数 が 40 近 く あ り , アメ リカ , 西ドイツ は 
と も に 20 く らい し か な い ヤ バイ 雰囲気 で し 
だ た 。 ところが, 24 タ ー ン 目 に 私 (アメ リカ ) 
が 西ドイツ の 首都 を 占領 し た あたり か ら 形 
Sé. БА НА GE 5) t と な れ ば ソ ビ 
エト に 勝っ た も 同然 で す 。 な ぜ な ら , アメ 
リカ と 西ドイツ が 激しく 戦闘 を 繰り 返し 
アメ リカ が 首都 を 占領 する 2, 3 ター ン 前 
に な っ て , ツ ソビエト の 陸上 部 隊 は や っ と 西 
ドイ ツ の 首都 近く に 迫っ て 来 た の で す 。 
この と き , アメ リカ の 陸上 お よび 空中 部 
隊 の 熟練 度 が D か ら C だ っ た の に 対し , У 
ビエ ト の 熟練 度 は ほとん ど な い に 等 し か っ 


だ た の で す 。 も う , こ こ か ら は 押せ 押せ ムー ド 。 


ソビエト の 都市 は みる みる アメ リカ に 占領 
され て , 結局 は 51 タ ー ン 目 で ソビエト の 首 
都 を 占領 する こと が で きま し た 。 

で 。 コ ンピュータ の 強 る は どう か と いう 
と , 確か に 
前 作 に あっ た よう な , ガス 欠 の 戦車 の 山 は 
今回 は て きま せん て し た 。 で も 「 こ れ は ょ と 
ん で も な く 強 い 」 と いう 感じ で は あり ませ 
ん (私 が 大 戦略 を や り 込 ん を だ どか ら か も し れ 
な い が )。 特に 今回 アレ イ し た Red Bear の 
戦い で は , そん な 印象 を 受け まし た 。 


思考 ルー チン は 変わ っ て いま す 。 


KA ИВ ERES 
ЖЕ uo - NES 
$8 525 - УКИНЕ 
HE: 20 - лБ: OA 
RR 


長かっ た 戦い も 勝利 の うち に 終了 
5 минаре on MSS E 
ご ろ そ うさ ぎ 


私 は 3 カ国 モー ド 初 体験 どっ た の で す が , 
な ん と か 勝つ こと が で きま し た 。 ЕС, 
アパ ッ チ (攻撃 へ ヘリ) を 量産 し た の が 勝因 だ 
と 自分 で 分 析 し て いま す 。 それ に し て も , 
敵国 の 兵器 の 特徴 を 覚え を る の は 大 変 で す 。 
だ っ て 初め て 見 る 兵器 が ほとん ど な ん で す 
か ら 。 参考 まで に 書き ます と , 51 タ ー ン 終 
わる の に 18 時 間 く らい か か り ま し た 。 試験 
前 に は や は りこ の ソフ ト は 封印 し て お きま 
し ょ う 。 い ま は , Fukuoka City (4 カ国 ) 
を プレ イ し て いま す が 。 こ ちら は まだ 5 
ー ン くら いし か や っ て ませ ん 。 と ころ で , 
ツチ ディ オッ メグ て ES を 放す と 。 ポ ラテ アメ ィ ッ 
ク 登場 の 仕方 が 毎回 変わ り ま す (20 種 類 く 
らい ある あの か な )。 (だ ら も な いけ と や っ て 
みて くだ さい 。 

それ じゃ あぁ ヵ , ВАШ, ここ まで 読ん で ま 
だ 買っ て いな い 人 は 8,000 円 持っ て パソコ 
ン シ ョ ッ プ グ に か け 込 も う (大 き な 店 な ら 1 
割引 き か な )。 え っ , ソーサリア ン に イー ス II 
も 買い だ いっ て 7? うー ん , こま っ た ちゃ 
ん で すね ぇ 。 お 人 金 の 余っ て いる 人 は 全部 買 
えば いい けど , そう で な い 人 に は , な が あぁ 
ー〈 遊べ る SUPER 大 戦略 を 勧め ちゃ っ た 
りす る わけ な の で す 。 


注 アメ リカ カト TALI РАНИ 
xk, イス ラ エ ル , スウェー デン, ワル シャ ワ , 
日 本 , 西ドイツ , 中 国 , イギリス , 最新 鋭 部 隊 
の 12 種 類 。 

注 5 首都 を 占領 する と , その 国 の 保有 し て いた 
都市 は すべ て 自分 の も の と な る の だ 。 
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ФОЛЕЗЕНСБЗРЕС!ТАЦ 
2 夜 も 朝 ま で PUWEHFUL ま あじ ゃ ん 
まじ ゃ べ ん ち ゃ ーー・ ね ぎ 有 麻雀 


お ここ ご 度胸 の 
MESSHA 


Ogikubo 


荻窪 = 


ETO, ギャ ラク シー フォ ー ス が 流 
行っ て いる らし い 。 しかし, Х1/Х68000 
に は 麻雀 ゲー ム ブ ー ム が 突如 と し て 再燃 
し た の だ 。 い まな ぜ 有 麻雀 ゲー ム な の か 。 
その 謎 に 迫る べく 〈, 荻窪 圭 が 果敢 に も 単 
身 麻雀 3 本 勝負 に 挑む 。 


麻雀 狂 時 代 SPEOIAL 
X58000 用 5"2HD 版 2 枚 組 7,800 円 
XX1/XIturDO 用 5"2D 版 g 枚 組 6.800 円 
マイ クロ ネッ ト 2:011 (561) 1370 
今夜 も 朝 ま で POWERFUL ま あじ ゃ ん 


X1lturbo 用 5"2D 版 2 枚 組 5,800 円 

デー ビー ソフ ト 73011 (251)7462 
まじ ゃ べ ん ち ゃ ー・ ね ぎ 麻 雀 

XX1/X1turDO 用  5"?Dhk 2 枚 組 5, 800F3 


徳間 コミ ュ ニ ケー ショ ンズ 203(591)9161 


32 Oh! X 19887. 


も う 季 節 は 梅雨 で す 。 好 きだ と いっ た ら 
SOC KO ЕС 2182 ë ë + 2 ili C 
す 。 しかし, 誰か ら も 嫌 わ れ て か わい そう 
な この 梅雨 は 。 これ か ら 署 い 夏 に な る と 忙 
し く な っ て 体力 も お 金 も 必 要 ど ろう か ら 6 
月 くら い は ゆっ くり と 休み な る さい, と いう 
お 天道 様 の お 慈悲 な の で す 。 せ っ か く の ご 
配慮 な の だ か ら 全 天候 型 コ ユート で テニ ス だ 
EAS, BA у ЫЛ, ディ スコ で 
Реп U Ç J RED, 東京 ドー ム ЖЕ 
り 切 っ て 野球 を する だ と か ,, iwa de 
沖縄 へ 行っ て 焼く な どの 健康 的 行事 は 言語 
道断 この 前 当たり め , な の で す 。 

この 梅雨 時 は , 4 人 集まれ ば 徒 荘 に 出 か 
け て 全 目 動車 , 大 き な ゲ ー ム セン ター の あ 
る と ころ な ら 6 並ん で ファ イナ ル ラ ッ プ も い 
いで し ょ う 。 3 人 な ら , 少々 梅 馬 に し て は 
健康 的 に 過ぎ ます が , 流行 の 波 も 過ぎ て ゆ 
っ くり 性 さる ビリ ヤー ド で す 。 で きれ ば ギ 
ャ ンプ ブル 性 の 強い 9 ボー ル 。 2 人 な ら , 8 
ボー ル や 4 つ 玉 も あり ます 。 外 へ 出かけ る 
の も 億 却 ど びっ た り し たら ス ー パ ー レ イド ッ 
ググ タツ イオ イッ ピー て 示し ゆめ $ て し ょ う 。 

だ つ だ た ひも 9 り 0 て きみ し いと き 。 耳 て 舎 に 
出る の も 面倒 な と き は アー ト ア ン サ ンプ ブル 
・ オ ブ ・ シ カゴ を 聴き な が ら , いがらし み 
き ぢ お を 読む も よし , トー キン グ ・ ヘ ッ ズ の 
新譜 を 聴き な が ら 坂 日 安吾 の エッ セイ を 読 
む も い い の で す が , 閑 人 の 頭 は や は り 麻 雀 
へ と 回 帰し て くる の で す 。 


BEDRES TKDE E U je m 

パソ コン れい ピ 明 期 リコ ンピュータ ーー 高速 
計算 一 思考 ゲー ム 」 と いう 三 段 論法 が 夢 だ 
っ た ころ , 強い 麻雀 の 思考 ルー チン を 開発 
し よう ょ 大学 の 大 型 コ ンピュータ て 。、 て か 
い プ ログ ラム を 走ら せ て いた 人 々 の 思い も 
乗せ て , 麻雀 ゲー ム が 乱立 し た 時 代 が あり 
まし だ た 。 それ に 輪 を か けた だ の が ジャ ン ピ ュ 
ー タ の 登場 。 を の の ち 。 パ ソコ ン で は ハ ド 
ソン の 「 和 雀 狂 」」 シ ャ ノア ー ル の 「 プ ロフ ェ 
ッ シ ョ ナル 人 麻雀 」 以 来 こ れ と いっ た ゲー ム 
ОКЖ о. ЖЕНО: 
RNI の カー…… 

z 否 . 否 。 確 か に いま の 学生 は ひこ ろ 
ほど 麻雀 を し な く な っ て , ЕНОФ ДЕЗ 
閑散 と し て いる と 聞き ます 。 しかし, ЖЕ 
の 軒先 に は 何 冊 も の 麻雀 劇画 雑誌 が 並ん で 
いま すし , 相 も 変わ ら ず ゲー セン の 片隅 で 
は と め と な く 新 作 麻 雀 ゲ ー ム が 入る あり きる 
まで , 飽き られ て 廃れ て いく 気配 は 微 鹿 も 
あり ませ ん 。 た だ だ 。 パ ツ ョ ン ゲ ー ム と し て 
DREL, ほか の ジャ ン ル の ソフ ト は ほど 新 
し いも の を 取り 込ん て 成長 し て いく 力 と 魅 


J と 度胸 が な か っ た か ら 。 

そこ に 登場 し た の が , か の 「 ぎ ゅ わん ぶ 
ら あ 目 避 中心 派 」 で す 。 麻雀 ソフ ト と い ぇ 
ば 思考 ルー チン の 強化 と 高速 化 を まず 考え 
る の が 普通 で あっ た 時 代 に , 娯楽 性 を 追求 
し た ソフ ト を 見 事 に 完成 きせ た , ゲーム ア 
ー ツ は る す が で す 。 ぎゅ わん 自己 の 成功 に 
от, に わか に 麻雀 ソフ ト が 活気 づい て 
きま し だ 。 そ うし て ここ に 。、 床 竹 メタ ト は 
娯楽 派 と 本 格 派 に 分 断 さ きれ た の で す 。 

今回 遊ん だ 3 本 は すべ で て 娯楽 派 の 代表 作 。 
X68000 用 の 「 麻 人 雀 狂 時 代 SPECIAL」, XI 
turbo 専 用 の 「 今 夜 $ 朝 まで POWERFUL 

まあ じゃ ん 」, X1 シ リー ズ 1 ドラ イブ で も 
OK の 「 ま じゃ で ん ちゃ ー・ ね ぎ 麻 雀 」。 い ず 
れ も か る 一 い ナ ン ノ パ な 麻雀 で す 。 

昔 か ら , 飲む ・ 打 つ ・ 買 うと 申し まし て , 
飲む は 酒 , 打つ は 博打 , 買う は 女 な ん で す 
が , 本 能 的 快楽 3 要素 が あり ます 。 これら 
に 頼ら な いと 楽し め な いと いう の は 困っ た 
日 本 人 で す が , な か な か ' 男 の 本 能 的 な 部 分 
を 突い て いて 一 概 に 否定 で き な い と ころ が 
うら に と ころ て すす 。 

MEZOJ TS? “Fo” の ギャ ン 
did ギャ ン ブ ル の 醍醐 味 は 人 事 を 尽く し 

大 命 を 待つ 緊張 感 に あり ます 。 麻雀 くら 
кшз оз ось йз. 
で が 人 事 で , どこ まで が 天命 か 判断 で き な 

(pb ! え を たい っ ! まま よ 」 ト た 上 朋 か つっ 
っ て 勝っ た り , 完璧 な 集中 力 と 読み を 持っ 
て し て も 負け た り (も ちろ ん 最終 的 に は 後 
者 の ほう が 強い は ず だ ) と 奥深 い 勝 負 の 世 
界 が 繰り 広げ られ る の で す 。 

し か し , それ は 相手 が 生 の 人 間 の 場合 。 
コン ピュ ー タ 相手 で す と , rE b 人 間 関 係 
も な に も 関係 な い の で , つい 適当 に 打っ た 
b, コン ピュ ー タ 側 の 3 人 が 速く 打つ の で 
それ に つら れ て 捨て 牌 を まったく 読ま な く 
な っ だり , 運び だ け に 頼っ た り と 投げ や りな 
麻雀 に 手 を 染め て し まい ます 。 おかげ て 麻 
雀 の 腕 が か えっ て 落ち て し まう 百害 あっ て 
一 利 な し 。 そこで て で, いか に ユー ザー に ТА 
け て だ まる か 」 心 を 起こ る せる か が ポイ ン 
ト も が る て きま し だ た 。 シ ュー チイ オン ソン ク ず 上 
PG な ど ほ か の ジャ ン ル で 培 わ れ た アメ と ム 
が 。 デ セル オヤ ギー を 先発 べ と い ざ な う ノ ウ 
ハウ ツウ が 必要 と な っ て きた だ た の で す 。 

Til, と いう こと で ゲー セン 麻雀 ゲー ム 
の ポイ ント で ある “ 女 の 裸 " と スト ー リ ー 
性 を 持ち 出し た の で す 。 麻雀 劇画 に 女 は つ 
きも の で て です から ね (3 要素 の うち の "買う" 

で す な ) 勝ち 続け な いと 女の子 の 裸 が 見 え 
な いと いう , ЖЕ По ~ АЕ Z 
手 を 使っ て ユー ザー に 緊張 感 を 強い る こと 


と な っ た の で す 。 た か が デッサン の 狂っ た 
女 の 裸 な で ど ……, と 思う 人 も あり まし ょ う 。 
を こ は 哀 し い 男 の 性 , な の で すね 。 

で は , 麻雀 ゲー ム 3 本 立て を と どう ぞ 。 


どり あえ ず , 始め て みる 


まず は 「 麻 雀 狂 時 代 SPECIAL」。 今 回遊 
ん だ の は X68000 用 だ が , X1turbo 用 は か な 
り 前 に 出 て いた りす る (L, いき な り 文 体 
が 変わ っ て し まっ た 。 気持 ち 悪 いや つ ) E 
うと ころ は 操作 性 と 絵 と 速 さ きさく らい の も の 
а АРЧА Е аЬ いき な り 江 戸 時 代 
風 の 絵 と ビバ ルディ の 四季 より Gad 
= ФР СОЕ. 

X1turbo 版 と 同様 に 2 人 対戦 トー ナメ ン 
トモ ー ド と 4 人 卓 囲 み モ ー ド の 2 部 構成 。 
5387; 0 8 d 27X68000 E «ЭМОС 
あっ て , これ は 4 人 卓 囲 み モ ー ド で より 0 発 
HEINA, 従来 の 4 人 モー ド 麻 雀 ゲ ー ム の 
よう に 上 か ら 4 人 横 に 牌 を 並べ て いる (を 
うい えば ぎゅ わん 目 己 も そう だ ね ) ん で は 
gv, きち ん と 四角 く 囲 ん で いる の だ か ら 
思わ ず 画 面 を 上 に 向け て 遊ば に ゃ あ , と 思 
5 次 第 だ 。 

HUT, 2 人 対戦 モー ド で は 例 に よっ て 
対面 式 の 勝負 の 世界 。 麻 雀 劇画 で あり が ち 
な , 主人 公 と 敵役 が バト ル を 繰り 広げ て い 
5], 残り の 2 人 が た だ の 座敷 章 , ある い 
は 「 異 能 た だ お る 」( 知 っ て いる 人 , いま す 
か ?) と 化し て し まい 哀れ を さそ うと いっ 
た 悲劇 は な い の で ある 。 でも, 実際 に 2 人 
で 麻雀 を する と , ЈЕО О О A BE 
EVAS h; 

普通 の 4 人 モー ド も いい が , 今回 は 徹底 
的 に 娯楽 性 を 高め る た め の 付 加 価 値 を 追求 
すべ で べく 2 人 て 対戦 し た 。 2 人 対戦 だ と トー 
ナメ ント モー ド , 好き な 相手 を 選べ な い 。 
ПЕС, あの 女の子 が いい …… 」 と の た 
まっ て も 「 ふ っ ふ ふ 。 君 は 世間 を な め て い 
DLE- : あ し 5 われ る の が オチ だ よん 。 

続い て Xlturbo で は 「 今 夜 も 朝 ま で PO 
WERFUL まあ じゃ ん 」 が 起動 する 。 あ の 
スー パー 春 望 と うっ で いぼ この デー ビー ン ソ 


テン パ っ て た の に 残念 で し た 


この ゲー ム は 長 考 し て いる 
と 。 ウィ ンド ウ が ポコ ボコ 
開い て せ か され る 。 対 戦 相 
手 は 左下 に 登場 の 個性 的 な 
Бе, жп СЪ ФМ 
子 嬢 の 町 田 市 の パブ で アル 
パイ ト と いう プロ フィ ー ル 
は 笑え る ( 右 下 ) 


フト で ある 。 こ ちら は 麻雀 狂 時 代 SPECIA 
L な ん て 目 で は な い モ ー ド の 多き , お 好き 
な 麻雀 で 遊ん で くだ せ ぇ と , より どり み ど と 
りつ か み 取 り で ある 。 メ ニュ ー に 並ぶ は ノ 
-FI NRE, エキサイト 麻雀 , きす らい 麻 
E, (E REO 4 種類 。 ノー マル 麻雀 な ん 
て この る い ど う で も いい と し て ,。 選ぶ は ひ 
た すら 女の子 を 脱が せる こと が 生き 甲斐 の 
エキ サイ ト 麻 雀 か , 日 本 を 南 か ら 北 ま て 旅 
を し て 歩く る すら い 了 麻雀 か 。 こ ちら も 相手 
を 選べ な いる すら い 了 麻雀 を 選ん だ 。 さ る す ら 
い 麻 雀 で は 女の子 の 裸 が 出 て こない の が さき 
み し い , な ん て こと は いわ な い 。 私 は 聖人 
ET, 正義 と 真実 の 荻窪 圭 で ある 。 
X1turbo が ガー ガー いっ て いる 間 , その 
隣 の X1twin で は 「 ま じゃ で ん ちゃ ー・ ね ぎ 
麻雀 」 で ある 。 こ れ は も う テ クノ ポリ スソ フ 
ト で ある か らし で ,。 あな た の 予想 どおり 0, 
女の子 が いな いわ けが な い 。 どうやら スト 
ー リ ー に は 関係 な いと ころ で 勝手 に 女の子 
が 脱い で いっ て くれ る らし い が , 女の子 が 
どう な ろう と 関係 な ゲー ム が 進む と ころ 
が 「 へ っ へ 。 見 た い の な ら 見 せ て や る が 本 
当 の 敵 は そこ に は いな いん だ ぜ 」 的 な アイ 
ロニ ー が あっ て いか に も テク ポリ らし い 。 
流行 な の か , 突然 XX1 が 「 マ ジャ ベン チャ 
— ネギ マー ジャ ン 」 と 喋っ た の も チ 次 深 
リ ら し い 。 ス ター ト 時 に 主人 公 の タマ ネギ 
(だ と 思う ) が 友だち の 家 へ 遊び に 行く の だ 
i, その 絵 を ライン と ペイ ント で 描く と こ 
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MR Ok オー ディ ショ ン あ らし 。 
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ろ が いか に も 初期 AVC の パロ ディ し て いて 
テク ポリ らし い (ほか の 絵 は ち ゃ ん と 描い 
て いる よ )。1 ド ライ ブ で 遊ん だ の で 入れ 換 
ぇ え が め ん どく る さい の も テク ボリ らし い (ん 
な こと は な いか ん OIUA IBETI ROF 
が 年 端 $ い か ぬ し っ ぱ ぽ の 生え を だ た ガキ で ある 
と ころ も テク ポリ らし い 。 こん な 絵 を 「 か 
あい い 」 と いう 身内 の (T) 氏 は どう や ら 
オタ ク ら し い 。 ま っ た だ く 〈 困 っ た も の だ 。 私 
に は た だ だ 不気味 な が だけ で ある 。 

iso と, X68000 C 1 58 1 回 戦 の 対戦 相手 , 
女子 大 生 で 18 歳 で 趣味 が オー ディ ショ ン 荒 
ら し の 中 森 桃 子 が 退屈 し て マイ ク 片 手 に 踊 
っ て いる 。 待 ちな さい 。 す で 相手 し て あげ 
る か ら 。 うー ん 。X1 シ リー ズ の グラ フィ ッ 
ク の あと だ と きす が に キレ イ だ 。 と りあ える 
43, 軽く “くい た ん ドラ 3 ” OBA C 57H 
う か 。 マ ウス は 楽 だ 。 鳴 ける と き は ぺこ っ 
と ウィ ンド ウ が 開い て 。 いら な いと き は キ 
ャ ン セ ル し て 。 дз => | еј тт, キー 
ボー ド の よう に 行き 過ぎ て 隣 の 牌 を 切っ て 
し まっ た と か 操作 を 忘れ て (私 の 記憶 力 は 
ワン ボー ド マ イ コン 並み な の だ ) リー チ の 
度 に マニ ュ ア ル を 開か な く と も いい 。 

それ に し て も , ずい ぶん ゲー セン 版 と は 
違う な あ 。 ゲー セン 版 は 女の子 3 人 だ け だ 
っ た し な あ 。 まあ, ゲー セン の 麻雀 も いま 
や 麻雀 狂 時 代 な ん て 時 代 遅 れ の 錆び た 店 に 
し か な いし 。 いま は 麻雀 学園 の 時 代 だ も ん 。 

БОЉА ЛА БУДЕ ВУ 
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TOORE), ぽこ 麻雀 
( 右 )。 さ すら い 麻 人 雀 の 対戦 
相手 は , 誰が 見 て も 陰険 そ 
の も の 


い お い , バス タオ ル を 巻い た 桃子 ちゃ ん 。 
そ ル だけ し か 見 せ て くれ な いい の? ちょ っ 
と ずっ こい (ちな み に , ずる いっ て いう 意 
Wd) よ 。 こ の モー ド だ と 2 回 上 が れ ば 終 
わっ ちゃ うか ら , 次 は 人 役 満 で も 上 が ん な い 

と 全部 見 を な いじ ゃ な い 。 ず っ こい よ な あ 。 
ええ ぇ えい! 結局 2 回 目 も 跳ね 満 ど まり で は 
が いか が 。 БАС А k. 

所 分 転換 に 第 2 会場 の きす らい 麻 利 へ と 
移動 。 ま ず 名 前 や ら 性 別 や ら 血 液 型 や ら 年 
WELLAND, СЬ, 性別" 1 "血液 型 * す ”* 
な ん て 入れ て も 怒ら な いか らい い 加 減 な も 
の だ 。 名 前 は 最近 気に入っ て いる “ ぬ め ば " 
ea 

モノ クロ の , こい つ , 俺 を 笑わ せよ うと 
СОНИ 的 の オー ブラ ング て いき な り 
沖縄 の 変態 オタ ク と 対戦 。 3 万 円 持っ て 行 
oC, まず 場所 代 3,000 円 び 。 こ ん な や つ 
きっ きる と 片 ゃ つけ る ぞ , と 。 操作 が 全部 テ 
ン キ ー で で きる の が 嬉し いね 。 


St, こ 下 は タ ン ヤ オオ 狙い に いて か 。 = 
色 も 付き そう だ …… な ん だ て 7 考え て も 6 舞 
駄 だ び だ た と 。 う る る さい! し か も オタ ク 独 特 の 


話 を よく 掴ん だ 丁寧 語 で 攻め て くる で は な 
vox». この 野郎 。 俺 の マニ ア 嫌 い を 知っ て 
Ой} RFEA! 天 に 代わ っ て 成敗 し 
て てく れる 。 いい や! メン ベン ビン ドラ 1 
I aspe] 

ふつ ふ ……… ん ? な に 5 千 点 りー チ だ ぁ ? 
な ん だ それ は 。 マ ニュ アル を 見 る 。 お お お; 
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5 千 点 棒 で リー チ を か ける と ウー ハン (H. 
Ш) に も な る の か 。 ず っ こい や つ 。 次 か ら 


は それ で いこ う 。 1 万 点 リ ー チ だ と 十 翻 だ 
か ら , ほか に 五 翻 あ れ ば 数 ぇ 役 満 で は な い 
か 。 な ん て 作ろ し い 地 方 ルー ル だ 。 こう か 
りゃ 容赦 は し な い ぜ 。 上 が っ て 上 が っ て 上 
が り ま くっ て や る 。 th, 1 万 点 リ ー チ に 
ドラ 2 の み だ 。 タ ン ピ ン 1 万 点 リ ー チ だ 。 

L, 勝ち 続け た は いい が いつ まで た っ て 
も 終わ ら な い 。 相手 は マイ ナス 10 万 点 だ 。 
を そろ そろ 普通 な ら ギ プア ッ プ だ 。 マ ニュ ア 
ル を 読ん で みる 。 | 

げ げ っ 。 こっち が ギブ アッ プ (SHIFT + 
BREAK) З 22», "dE f $ 02 5541. 
の か 。 南 4 局 ま で 8 回 $, し か も 親 の と き 
に 連理 な ん か する と 永遠 に , 相手 側が 上 が 
る まで 局 が 進ま な い 。 そ ん な の な し だ ぁ 。 ひ 
どい ひど いひ どい 。 は ほら , 敵 の オタ ク が 1 万 
点 リ ー チ で 上 が っ て し まっ た 。 勝ち 続け る 
& 0, 相手 に は 安く 上 が ら せ て こち ら は で 
っ か く 上 が る ほう が むず いん だ ぞ 。 俺 は 怒 
っ た だ た 。 こ ん な ゲー ム 見 捨て て 第 3 会 場 の ね 
ぎ REIS, 

ね ぎ 麻 雀 で は いき な り ,「 が ん ば っ て 」 と 
の 声 に 送ら れ て NAO KUN と の 対戦 だ 。 こ 
いつ も テン キー と スペ ー ス キー の みて 操作 
可能 だ 。 対 戦 相 手 の 顔 は 見 を な い が , その 
代わ り 画 面 の 3 分 の 1 ほど の 面積 を , よう 
わか らん 変 な 女の子 (ロリ コン 雑誌 や コミ 
ケ で 売っ て いる いか が わし い 同 人 誌 に 出 て 


きそう な タイ プ ) が 占め て いる 。 WE., ff 
が この 手 の 絵 が 大 嫌い な の を 知っ て いて 描 
いた な 。 許さ ない 。 し か も 相手 は 時 折 「 サ 
ンダ ー ス トー ム 」 な ど と わけ の わか らん 言 
葉 を 発する 。 まあ, 3 回 闘っ て 持ち 点 の 多 
い ほ う が 勝 ちと いう 短期 決戦 どか ら 6 許 を う 。 
ひと り 目 は あっ さり か わし た 。 次 は タン マヤ 
オォ の だ た っ ちゃ ん だ 。 その 前 に , 第 1 会 場 の 
X68000 で は 2 回 戦 の 相手 , M. カト ー が キ 
セル を 吸っ て 暇 を 潰し て いる 。 相手 も し て 
や る か >。 

M. カ トー が 引き 連れ て いる の は ゲー セン 
版 で も お 馴染 み の で か い グ ラス に 入っ た 謎 
の 美女 だ 。 高い 手 で 上 が る と ちっ ちゃ い 忍 
者 の で き を こない みた いな ヤツ が スト ロー 
で 半分 て らい ジュ ー ス を 飲ん で くれ る の で 
サー ビス が よい 。 で も , ジ ュー ス ( だ よね ) が 
減っ て 直接 見 を て し まう より , 
隠れ た シル エッ ト の ほう が ヒ ワ イ だ と いう 
意見 も ある 。 

さっ さと 謎 の 美女 の ヌー ド を 拝ん で , 再 
びる すら い 麻 雀 に 挑戦 だ 。 

от, 第 2 会 場 じっと 我慢 の 子 に 徹し , 
な れん も か 長崎 へ と 行く そこ も が で て で きだ が さこ 
の や ろ て ゆめ ー。 か ん が えて ね ー て きれ っ た 
ら 」 な ど と いじ め ら れ て , 体力 と 精神 力 は 
すでに リポ ビタ ン D で も 復活 で きぬ ほど に 
疲労 し た 。 こ こ は BGM で も 変え て みよ う 。 
今夜 も 朝 ま で 一 麻雀 (長い 名 前 は 嫌い ) で 
は な ん と 静寂 を 合 め て 6 曲 ま で BGM を 選 
^20, ЧЕ, ја, クラ シッ ク 調 か 
ら ロ ッ ク , デイ スコ まで 。 私 は 精神 統一 の 
RD, 静寂 を 選ぶ 。 が, 長崎 で ぽろり と 負 
け て し まっ た 。 な ん て 疲れ る ゲー ム だ 。 次 
ZAKOT LRT ALAA RETIE 2 
休め よう っ と 。 

IT, 第 3 会場 の ね ぎ 麻 雀 で ある 。 こち 
ら も 2 回 戦は 楽勝 。 勢い に まかせ て 林 く ん 
と 対戦 ど 。 こ こ で 勝つ と 第 2 部 へ と 行け る 。 
慎重 に 慎重 に …… Dn EAT SUO, АХ 


ジュ ー ス に 


牌 し て や ん の 。 ひ ぇ ーー。 REY? h TAR 
だ ん て で う や つっ に ら て きる ん だ ー。 な ん て 
画 期 的 な が ウフ ト だ あぁ あ 。 お いら ぶっ た まげ っ 


МОДЕРНА. NU, 

第 1 会 場 で は 3 Оа • ВУ 272; な 
ん と 趣味 は スタ ー・ 
うん うん , けなし て いい よ , 僕 も 手伝っ て 
あげ る 。 で も スタ ー・ ト レッ ク も けなす か 
ら ね 。 ふ っ ふ 。 引き 連れ る ご 婦人 は ポッ ク 
の 妻 で 夫 と 同様 耳 が と ん が っ て いた りす る 
Du Ја о Но СОЭ Е 
5533255255», 細か いこ と は 気 に し 
な い 。 それ が 男 だ 。 


ЖО - Ј________ 
この 恐怖 の 麻雀 ソフ ト 3 本 立て 同時 上 映 
b, 栄養 ドリ ンク パワ ー で な ん と か 乗り 切 
っ た だ 。 BÆ, ナチ ュ ラ ルド ラッ グ 以 外 に 
手 を 出さ な い と 誓っ だ の に 

結果 。 第 1 会 場 で は 見 事 優 勝 し 。 画像 取 
り 込 み の 洋風 の 部 屋 の ベッ ド の 上 で け だ る 
そう に し て いる 美 少 女 を 拝む こと が で きた 
や ゃ や は り B 級 ゲー ム は 面白 い , と いう より 0 普 
通 の B 級 ゲー ム を 面白 くし て し まう X68000 
は 凄い の だ 。 


ds 2 会 場 で は 気 を 取り 直し , エキ サイ ト 


麻雀 で 楽し ん だ 。17 歳 の 橋本 奈緒 美 嬢 より , 


21 蔵 の 高橋 香織 女史 の ほう が 女 狐 し て て 面 
日 か っ た ね 。 許せ な い の は みん な 気 が 短い 
こと の や 覆す か ん が えな いで 」 だ の 「 は も や 
くす て れ ば 」 だ の せ か す も の だ か ら 。 つい 
間違え て 捨て ちゃ っ て 困っ て し まっ て わん 
わん わ わ ん , に な っ て し まっ た 。 香織 ちゃ 
ん は 「 か 」, 奈緒 美 ち ゃ ん は 「 は 」 と いう 感 
じ で ダイ イン グ メ ッ セ ー ジ を 残し て くれ た 
ん だ けど あれ は な ん だ っ だ た ん だ ろう 。 結構 
謎 びっ た りす る 。 全員 に 勝っ て みな いと わ 
か ん な い だ ろ うな あ 。 き っ し と, メッ セー ジ 
を つなげ た 名 前 で プレ ー す る と いい こと で 
ちあ る の だ ろう 。 

実 を いう と お まけ で 付い て きた , うっ で 
ぃ いぼ この キャ ラク ター が 総出 演 す る , ぽこ 
麻 信 が いち ば ん 気楽 で 簡単 で 楽し か っ た り 
する ん だ な , これ が 。 も う 少 し ぽこ 麻雀 に 
カカ を 入れ て も よかっ た 気 が す る 。 

第 3 会 場 の ね ぎ 麻 雀 は 困っ た こと に 第 2 
部 か ら イ カサ マ が で きる の だ 。 上 が る Ls 
に 応じ て パワ ー が 貰え る ん だ けど , 202% 
ワー を 使っ て 積み 込み や ら ラ スト チャ ンス 
や ら が ある 。 役 満 積み 込み で 役 満 テ ン パ イ 
(聴牌 ) ど びっ た りす る ん だ けど , た くさ ん フ パ 
ы о у oii 
敵 さ ん に 上 が られ る と 腹 が 立っ て 健康 に 
Де и На 4 tr tt 
が イカ サマ を する と 怒る 癖 に 自分 は や り た 
いと いう , 人 間 心 理 の 忌 を 突い た いや らし 
る が ある ね 。 テ ク ポ リ に も 困っ た も ん だ 。 


ウォ ー ズ を けなす こ Ë ° 


E 
— し て いる と 噂 の Пе = きち 


ETOFROROFOME 


は デカ すぎ る _ 


きっ と , ね ぎ 麻 雀 は 相手 も イカ サマ や っ て 
る ぞ 。 

て は , つい で だ か ら , 一 部 の 読者 が 気 に 
し て いる だ ろう 女の子 の 評価 で も し て お こ 
235 

まず , REIER t SPECIAL は さす が に 
X68000770 b o CAI, 1,1557 41: 
ん で いる ん だ けれ ど , 若い ロリ ロリ し た 娘 
が いな い の で を その 方 面 が 好み の 方 は あま り 
好 か ない だ ろう ね 。 僕 は た ま に デ ッ サ ン が 
IL Cl t b (そう いえ ば この 手 の 女 の 子 
は た いて い 人 間 業 で は な い プ ロ ポ ーション 
を し て いる も ん が だが), 幽霊 が スー ド に な っ た 
り 宇宙 人 の 美女 が シャ ワー を 浴び て た りす 
る は ほう が 楽し いけ ど 。 それに し て も , = 
の ヌー ド が 見 られ る と いう 発想 は ,。 と っ て 
も 人 知 を 越え を て いる 。 

今夜 も 朝 ま で POWERFUL ま あじ ゃ ん の 
女の子 は , 今回 の 3 本 の な か で は いち ば ん 
まとまっ て いる ね わ ね 。 7 人 いて 16 歳 か ら 23 歳 


まで る さまざま だ し 。 捨 て 台詞 を 吐き な が ら 


脱い だ り し て 。 これだけ いれ ば , i5 
りく らい は ポイ ント の 高い 子 が 誰 に 
b 存在 する で し ょ う ね 。 
СЕОБЕ ЖЕ. A 
な いく せ に プラ ジャ ー は 付け て る し 
サリ ー ち ゃ ん だ し 。 こ ん な の が いい 講 
人 の 気 が し れ な い 。 思 わ ず 画 面 の 左 EI 
の 出る と ころ ) 紙 で も 貼っ て 見 えな 


に し て 遊ば な いと , いろ いろ な 意味 で 痛々 | 


し く て つら いも の が ある 。 こ うい っ た 絵 の 


РЕДА. ご めん ね 。 
ぐっ た り し た ma 


る さすが に 麻雀 ソフ ト ば か り 一 気 に や る と 
疲れ る 。 お か げ で 友だち と 徒 荘 へ 行っ た ら 6 
何 年 か が 振り で 大 負け し て し まっ た 。 RET 
ー ム は や りす ぎる 上 と 、 な ん に も し な いよ り ) 
実戦 の 勤 が 鈍っ て いけ な いね 。 ほ ど は ほど に 
GLa Ja 

TE ГЕЈ МЕ) みた いな 本 
属 的 な 渋い 麻雀 ソフ ト を し た い (結局 , Ж 
り て いな い 〉 ЖІ СС, プレ イ 記 録 
が デイ スク に いつ まで も 残る の で 面白 を 5 


(個人 ご と の デー タ の 持ち 込み が で きる よう 
に な れ ば も っ と いい ) 誰 は タン ヤオ が 多く 
C, 誰 は トイ トイ が 多い な ん て 癖 が わか っ 
ка 
ден 


早く X68000 版 で も 出 な いか な あ 。 


des 


っ た いな ん ち ・ 
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より よい ソフ トウ ェ ア 環 境 の た め に 
(最終 回 ) 


理想 の 環境 が か 
意味 する も の 


Тата ҮшаКа 


多摩 E 


環境 に は すべ て が 含ま れる 。 も ちろ ん 我 
我 ユ ー ザ ー も 。 環境 は 常に 進化 する 。 そ 
れ を 理想 の 方 向 へ と 導く の は ユー ザー 自 
身 で ある 。 そ うし て , や が て コン ピュ ー 
タ が 目 に 見 えな い 存 在 に な っ た と き , R 
我 が 考 える べき 問題 も 一 歩 進 ん だ も の に 
な る だ ろう 。 


36 опх 19887. 


する な ら , 
wd" に 行き 莉 《 こ 上 に あぁ る 。 


いよ いよ 最終 回 で ある 。 を そこ で 今回 は こ 


の 1 年 間 に 書 いて きた こと を まとめ る 意味 
も 含め て , 僕 の 理想 と する 環境 ,。 い っ て み 
れ ば サイ エン ス フ ァ ンタ ジー の 世界 を お 届 
け す る こと に し よう 。 


理想 の 環境 すべ て を 支配 する 鍵 . それ は 


子供 "で ある 。 


環境 に つい て は , まず 対象 し な る 人 間 を 


考え な けれ ば いけ な い 。 そし て 僕 が 理想 と 
する 環境 は , すべ て の 人 が その 利益 を 享受 
で きる も の な の で ある 。 “すべ で て の 人 "と い 
っ た 場合 , 
が 大 き な 割 合 も 占め る こと は 事実 で ある が , 
忘れ て は な ら な い の が “子供” の 存在 で あ 
の 。 


も ちろ ん 技術 者 や ビジ ネス マン 


現代 社会 に な いて , も っ と も 多く の 情報 


処理 の 必要 に 人 迫 ら れ て いる の は 若い 世代 , 
と 〈 に 子供 で ある 。 成長 する の が 仕事 の 子 
供 た ち は , 
て いる 。 我々 が 大 人 面 を で きる の も , 子供 
の ころ か ら る ま ぎ ざま な こと を 学ん で きた 成 
来 な の で ある 。 


1 日 の 大 半 を 情報 処理 に 費やし 


世の中 が より 高度 情報 化 社会 へ と 変貌 し , 


世間 に 出る まで に 覚え を な けれ ば な ら な いこ 
と が 増え て いく の で あれ ば , こ うい っ た " 過 
酷 な 試練 " に 立ち 向かわ な けれ ば な ら な い 
子供 た ちこ を , 
妥 ど と いえ る の で は な い だ ろ うか ? tn 
Ož, これから 書い て いく 理想 の 環境 は , 常 
に “子供” を 念頭 に お いて 考え な けれ ば な か 
ら な い の で ある 。 


ルー ド ワ ェ ア 的 か 周 時 


も っ と も 情報 処理 機械 が 必 


理想 の 環境 に 必要 な ハー ドウ ェ ア を 想定 
それ は 結局 の と ころ “ダイ ナブ 


ノー ト の 大 きる で コン ピュ ー タ の 機能 


すべ て 持ち 合わ せ て いる も の 。 ダ イナ ブッ 
ク の ハー ドウ ェ ア 的 な 要素 を ひと 言 で 表す 
と 2 の うこ も に だ る 。 アッ チト ドック ョ ン 
ビュ ー タ は これ に 非常 に 近い 存在 で あり , 

ハー ドウ ェ ア 的 な 部 分 ど だけ を と っ て みる と , 
も うこ れ の 完成 は 目前 た いう こと が で きる 。 
し か し 理想 の 環境 を 追う か ら に は , 
こと な が ら こ れ に 満足 する わけ に は いか な い 。 


当然 の 


理想 と する ハー ドウ ェ ア は , 軽く な けれ 


ば いけ な い 。 つ まり , 小学 生 で も 手軽 に 持 
ち 運 べ る 程度 で 。 当然 の こと な が ら 厚 み も 
で きる 限り 薄く な けれ ば いけ な い の で ある 。 


現状 の ラッ プ ト ッ プ コ ンピュータ の 中 で. 


重量 や 厚み を 軽減 する 際 の 問題 点 は 。 バッ 
TU. TAAT YAL ディス クト ドラ ォ オダ の 


3 要素 で ある 。 こ れ ら の うち 現在 の 技術 で 
利用 で きる も の は IC カ ー ド に よる 外部 記憶 
装 直 の 標準 化 程度 で あろ う 。 これ の 採用 に 
0, ハー ド デ ィ スク や フロ ッ ピ ー デ ィ ス 


クト ドラ イブ の 厚み や 重き は 軽減 で きる 。 


ет, 間 題 し な る の は ディ スプ レイ で あ 


23 b と も と コン ピュ ー タ 自身 は 思っ だ た! 


J 


と 電力 を 消費 する も の で は な い 。 電卓 な と 


は 水銀 電池 で も 駆動 する の で ある か ら , fk 


言 す れ ば , ユン ピュ ー タ を 乾電池 で 動か 


だ っ て いい だ ろう (も ちろ ん , 現状 で は 実 


用 に な ら な い が )。 


と ころ が ディ スプ レイ が つく と 話 は 全然 
違っ て く 〈 る 。 子供 が 持ち 運べ る こと を 目標 


b 


бан F ym C CNT ディ スラ アン パイ 


を つけ る こと を 考え る 人 は いな に だ ろう が. 


現在 の と ころ 液晶 カラ ー デ ィ ス プレ イ で 
か な り 重 いし , な ん と いっ て も る も 電力 を 食 
結局 , 軽量 薄型 低 消費 電力 の カラ ー デ ィ 


プレ イ の 登場 が すべ て を 可能 に する 鍵 な 
も ちろ ん これ に 代わ る な 


の か 6 し れ な かい 、 
ん ら か の 方 法 が ある か も し れ な い が 。 


b 
2 。 
ス 


続い て 周辺 機器 の 問題 も 考え て みよ ょ よう 。 


まず 入出 力 関係 は ディ スプ レイ と スピ ー 
カ , キー ボー ド と トラ ッ ク ボ ー ル と 1IC カ ー 
ドリ ー ダ に モデ ム あ た り が 必要 最低 限 と い 


うこ と に な る で あろ う 。 この 中 で ちょ っ 


何 異 に 思え る か も し れ な い の が トラ ッ ク ボ 


ー ル で ある 。 現状 で だ は マウ ス が 全盛 で あ 


XV あれ は 操作 する の に 一 定 の 平面 を 必要 


と する 。 持ち 運び が で きる と いう こと は, 


まだ どん な 状況 で も 使え を る も の で な けれ ば 


な ら な いと いう こと で も ある 。 と ころ が , 


電車 や 車 の 中 な と 平面 が 確保 で き な い 場所 
て は 。 ボ イン シン テ ォ ング デバ イス (要する に 
カー ソル を 移動 させ る 機器 ) と し て マウ ス 
を 使う の は 上 難しく な る 。 よ っ て それ に 代わ 


と 


る 


る 装置 し と し て は , ジョ イス ティック と ライ 


トペ ン と トラ ッ ク ボ ー ル な ど が 考え られ 
と れ に も それ な り の 長所 短所 は ある が , 


っ だ く 〈 く の 独断 か ら こ こ で は トラ ッ ク ボ ー ル 


を 採用 する こと に し た い 。 


まだ た だ, プリ ンタ は や は り 外 部 機器 と する 
ほう が 現実 的 で あろ う 。 夢 物語 と し て 超 小 
型 軽量 低 消 費 電 力 高速 レー ザー プリ ンタ の 
どちら に し ろ 今 


出現 を 想定 し て も いい が , 


る 。 
$ 


回 の 庄 か ら は わき 道 に れる の で と りあ を え 


ず 置 いて お < こと を に し よう 。 


#fEDBEA¿S6727 A — 


いわ ゆる OS は 重要 な 要素 で ある 。 こ の 連 
載 の 初回 に も 書い た こと だ が , コン ピュ ー 
タ の 操作 法 は OS と っ ンマ シン イン タフ ェ 
イス の 両面 か ら 考 えて いか な けれ ば な ら な 


Uv, この 環境 の 対象 は "子供 "で ある か ら , 
WYSWYG(What You See is What You 
Get) の 思想 に 基づき , いわ ゆる コマ ンド 入 
力 な ど が 必要 な い イ ンタ フェ イス と , BU 
ノー ト や 教科 書 を し まう の と 同じ レベ ル で 
把握 で きる OS 概念 が 必要 と な る の で あろ 
Ja 

ダイ ナブ ッ ク 本 体 を 机 に た と える と する 
と , さま ざま な 情報 を 管理 す る IC カ ー ド は 
ルー ズリ ー フ バイ ンダ に あたる 。 を そし て 個 
個 の 情報 (コン ピュ ー タ 用 語 で いう と ころ 
の ファ イル ) が , この バイ ンダ の 中 の 紙 に 
な る わけ で ある 。 ち な み に こ の た と え で い 
2t, ソフトウェア は 情報 を 使う 公式 で あ 
b, また 鉛筆 や 定規 な どの 道具 で も ある わ 
UC, ソフ ト を 入れ て お くも の は る さしずめ 
筆箱 か 電 た し いう こと に な る わけ で ある 。 Z 
うい っ た 観点 あか ら す る と , デー タ 保 存 用 の 
カー ド と ソフ ト 供 給 用 の カー ド , この 2 種 
類 に 対し て それ ぞ れ 別 の カー ドリ ー ダ が 必 
妥 に な る の か も し れ な い 。 

こう し た 概念 を 図式 化し て , それ に 基 づ 
く 操作 法 を 確立 すれ ば , 子供 で も 使え る も 
の と な る は ず で ある 。 そして, その 操作 方 
寺 は すべ て 一 覧 し て いな けれ ば な ら 5 ず 。 た 
と えば ソフ トウ ェ ア が 異な る と 使い 方 が 変 
わる と いう よう な こと が あっ て は な ら な い 。 
使っ て いる 者 に と っ て は , 自分 が OS レベ 
ル に いる の か ソフ ト の 中 に いる の か な ど と 
いう こと すら 認識 びき な く て も よい わけ で 
ある 。 


次 に デー タ に つい て 考え よう 。 

情報 の 交換 (これ は ノー ト の 貸し 借り に 
だ と える こと が で きる ) は 単純 に カー ド の 
交換 で な る れ な けれ ば な ら な い 。 これ が 実 
現す る た め に は , どこ の ハー ドウ ェ ア を 使 
っ て いよ うと , まず カー ド の フォ ー マ ッ ト 
は 同じ ちゃ の で ある 必要 が ある 。 

次 に デー タタ 自身 の フォ ー マ ッ ト だ が か が,「 ど 
うい っ だ ソフ ト を 使っ て も 基本 的 に 同じ フ 
ォ ー マ ケト て デー タタ を 保存 する 」 JE Ë kus 
う 方 法論 を と る の は 誤り で ある うぅ 3。 基本 的 
な デー タ (文字 , 画像 , 音声 な ど ) に 関し 
C, それ ぞ れ 基本 フォ ー マ ッ ト は 定め て お 
く 必要 が ある が ,。 ソフ ト ご と に この デー タ 
を 操作 する 方 法 は 異な っ て いて も よい と 思 
われ る 。 妥 は 基本 フォ ー マ ッ ト に 変換 する 
こと が で き , 基本 フォ ー マ ッ ト か ら 変 換 す 
る こと が で きる 機能 を .。 すべ て の ソフ ト が 
備 を て いれ ば いい わけ で ある 。 この 操作 方 
法 が 十分 に 簡単 で あれ ば , 子供 で も これ を 
利用 する こと は で きる (「 基 本 の 形 に 戻す 」 


と いう 概念 は , 積み 
木 を 箱 か ら 取 り 出 し , 
それ を きる ま ざ ま な 形 
に 作り 上 げ , それ を 
また 元 の 箱 に し まう 

と いう よう な 例 に よさ 
от, 子供 に で も 容 
易 に 理解 で きる で あ 
ろう )。 

ый Оң аарый е, 
フト A で て 作 み だ た だ スン ァ 
42D. 02 i" 
アイ オル や ツブ フト BB て TTL 
直接 読む こと は で き 
な が い が 。 ツ フト A は 
ファ イル を 基本 フォ ー マ ッ ト に 変換 で き , 
ソフ ト B は 基本 フォ ー マ ッ ト の ファ イル を 
目 分 で 使 を あろ フ ォ ー マ ッ ト に 変換 する こと 
が て さる 。 よ の mw ヤル ツメ アト A の ラテ イル ルツ 
フト B で も 使え る わけ だ (ちょ っ と ば か り 
面倒 臭い が )。 

大 事 な の は この 基本 フォ ー マ ッ ト が 優れ 
だ フォ ー マ ッ ト で , どん な ソフ ト を 開発 す 
る と き で も , 必ず これ と の 相互 変換 が 可能 
な 環境 が 作ら れる こと で ある 。 こ れ さ ん ぇ 確 
保 き れれ ば , 結局 の と ころ デー タ は 常に 互 
換 性 を 保持 する こと に な ろう 。 実際 問題 
と し て は , この デー タ 変 換 を より 容易 に す 
る よう な ソフ ト が 出現 する こと は 間違い な 
い が 。 


この 環境 に 対し て ソフ トウ ェ ア は どう あ 
る べ で きか? まず , 基本 的 に 提供 され る で 
き ソ フト ウェ ア は , ハー ドウ ェ ア と 一 体 化 
し て に る べき て お あお る ろう 。 

ワー ブロ, スプ レッ ド シ ー ト , デー タ ベ 
по Ди ダラ フォ ッ ジ 。 サ ヤン ド ,。 ae. š 
の 6 種類 に 関し て は КОМ ベー ス で 存在 し 
て いな けれ ば な ら な い 。 それ ぞ れ の ソフ ト 
ウェ ア は 非常 に 頻繁 に 使わ れる も の で あり , 
また あま りき る きま ざま な 種類 が あっ て は 使う 
側 に 混乱 を きた す 恐 れ が ある か ら で あ る 。 

こう いっ だ ソフ トウ ェ ア は , その 使い 方 
が 子供 に で も 理解 で きる 程度 に (た と えば 
スプ レッ ド シ ー ト な ど は 小遣い 帳 な み に ) 
簡単 で あれ ば , 即座 に 世間 に 受け 入れ られ , 
利用 る れる だ ろう 。 反面 , その 程度 で は よ 
b 高度 な 利用 に は 機能 不足 と な る か も し れ 
な い 。 そこ で カー ド ベ ー ス で 供給 きれ る ソ 
フト ウェ ア が 登場 する わけ で ある 。 た だ し 
これ も , ROM ベー ス で 供給 きれ て いる ソ 
フト の 機能 を 強化 する よう な も の と な る の 
で ある 。 


だ た と えば スプ レッ ド シ ー ト を 強化 する 定 
形 表 ソフ ト , ワー プロ を 強化 する 辞書 ソフ 
ト や 文 形 ソ フト , グラ フィ ッ ク ソ フト を 綴 
化す る ツー ルツ フト な ど だ 。 これら が 元 の 
ソフ ト の 機能 を 強化 する こと に より , ユー 
ザー は 新しい ソフ トウ ェ ア と 格闘 する こと 
な し に , より 高 機能 で 用 途 に あっ た も の を 
即座 に 手 に 入れ る こと が で きる よう に な る 
の で ある (きら に , これ で すべ て の 要求 に 
応 を る こと が で きれ ば , デー タ の 互換 と い 
う 問題 も 考慮 する 必要 が な く な る )。 


ЧАЧА: Ге 


こう いっ た 環境 の 実現 は , 社会 に 大 き な 
変動 あ も た ら す か も し れ な い 。 た と えば 通 
信 も 大 きく 〈 変 わり, ファ クシ ミリ や 郵便 の 
代わ り に 直接 デー タ 転 送 す る よう に な る で 
あろ う 。 大 型 コ ンピュータ と の 接続 6 より 
容易 と な り , 大 規模 ネッ トワ ー ク サー ビス 
が 新しい マス メデ ィ ア と し て 開花 する 。 Z 
し て ダイ ナブ ッ ク 抜 き に し て は , 生活 自体 
が 成り 立た な いと いう 状況 も 訪れ る か も し 
れ な い 。 

これ は 情報 化 社 会 の 理想 像 の 一 端 で ある 。 
決し て 現在 の パッ コン 環境 を 取り 巻く ハー 
ИУ, УО КОРУ ОЗЕ А LES 
る と ころ を 知ら な い 高 速 化 , 多 機能 化 の 嵐 , 
そし て より 専門 的 で 複雑 し な っ て いく (操作 
性 な ど を 推し 進め た 結果 と し て 得 ら れる も 
の て は な い 。 

より よい ソフ トウ ェ ア 環 境 を 追い 求め る 
厳し い 批 判 の 目 , それ が 存在 し て 初め て ソ 
フト ウェ ア の 変革 が な され , ハー ドウ ェ ア 
の 進化 も 可能 た なる 。 を そし て これ こ を が, 
次 な る 理想 的 な 環境 を 生み 出し て いく ため 
の 鍵 な の で ある 。 
ジー ツナ ルコ シ ピ ュー タ 。 それは いま だ 
に 環境 "と 呼べ る よう な 状況 を 作り 出し 
て は は いな に 。 
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年 ぬる いい 8RON な らい ら な いり! 


/ 僕 を 8RON 協 議会 に ませ て / 


Oh!X 6 月 号 を 見 て いる と , 8RON 計 画 な 
る 壮大 な プロ ジェ クト の 話 が 載っ て いま し 
だ 。 ま っ る た て ( 頁 ほ し いら 限り て で て す 。 こ うい う ア 
ー キ テク チャ の 話 は 汗 を か い だ あ と の ビー 
ル で らい 好き な の で , 今回 は 予定 し て いた 
テー マ を 急 遼 変更 し て この こと に 関し て い 
みろ いろ 書き ます 。8RON 計画 を 陰ながら 6 応 


失 し て ゆい こう と 思っ て いる みる の です 。 
で すか ら , 6 月 号 を 見 な が ら 6 読ん で くだ 


る いね 。 最初 に , 祝 氏 が な ぜ 8 ビ ッ ト か ? 
と いう こと に つい て 書い て いま す 。 8 ビッ 
ト プ ロ セッ サ に と いう 言葉 の 定義 は , プロ セ 
ッ サ 内 の 演算 ユニ ッ ト 部 で 扱う デー タ の 幅 
の ビット て ある か ょ いう こよ で すか し 。 
単純 に 考え れ ば , この ビッ ト 数 が 大 きけ れ 
ば 大 きい ほど 1 回 に 扱え を る デー タ 量 が 大 き 
く な る の で , スピ ー ド が 速く な る わけ で す 。 
で も あえ て 8 ビッ ト と こだわ る 気持 ち は 次 
の よう な も の て し ょ う 。 

1) 140 ピット 82 ビット し と な か る ろ る に つれ て いい 
ろ い みろ 機 能 が 豊富 に な っ て き て し まい , 本 
来 の せっ か く の プ ロ セ ッ サ の 機能 か 6 目 が 
を そら され が ち に な る 。 

2) と に か 〈 安 い の で 気楽 に プロ モッ サ を 
買い 込ん で それ を 使っ て 好き な シス テム を 
組め る し , コー ヒー を その 上 に ひっ か け て 
し まっ て も すでに 立ち 直る こ 上 が で きる 。 
税 氏 が ディ スク の 問題 に 言及 し て いる 部 


図 1 ダイ ナミ ッ ク 計 算 機 


ダイ ナミ ッ ク 計 人 算 機 


ダイ ナミ ッ ク 計 算 機 で は プロ グラ ム に 
応じ て 命令 セッ ト が 変化 する 
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分 は , 一 見 話 が 飛ん で いる よう に みえ ます 
D, これ が が か な か 仙 い ょ と ころ を つい て い 
る と いえ ます 。 フ ロモ セッ サ の 世界 は な ん ょ 
な (華やか な の で 目 が いき が ち で すし , Ж 
ぶ に 人 研究 の 世界 で も 花形 の ほう に 入る と 思 
いま す が , 実際 の マユ シン の 性 能 を 落と し て 
いる の は , その よう な 一 見 地味 で 泥臭い 部 

分 で ある 場合 が 案外 多い の で す 。 そう いう 
わけ で , この へ ん の こと を 由 々 し く 思 っ て 
い だ 目 分 と し て は , まっ た だ た 《 そ の と お ちり と 
У е убу А 

最後 の 村田 氏 の 「 た こ あ し 君 」 は , 現実 的 
の よう て で 非 現実 的 で . で も や っ ぱり 現実 的 
で 面 日 いも の で す 。 今 で は も う プ ロ セ ッ サ は 
中 心 に 僅 を そう に 座っ て いる 指揮 者 と いう 考 
ぇ で は 対応 びき な いよ うな 場面 が よく ある 
の で す 。 つ まり ちょ っ と いい メモ リ や 周辺 
機 書 な ど を つなご うと する と プロ セッ サ よ 
り ず っ と 高く な っ た りす る の で す 。 やっぱ 

5 計算 機 の 中 で も , も の の 値段 し いう の は 
大 き な 影 響 が ある わけ で し て , 今 で は も う 5 
プロ セッ サ も メモ リ や 配線 や バス な どの よ 
うな シス テム 資源 の ひと つと し て 平等 に 扱 
う 2 よう な 態度 を 持た な な く て は な ら な い ょ よう 
で す 。 

ет, いよ いよ 中 森 氏 の 「V8」 チッ プ 提 
言 の 迫 力 ある 記事 で す 。 8 個 の 特徴 が 書い 
て あり ます が , 比較 的 当たり 前 の こと と , と 
ん で も な いこ と が 並べ て ある と ころ が 特に 
素 晴 し いと ころ で す 。 究極 の 8 ビッ ト とい 
いな が ら , 「Z80 完 全 互 換 .」 よ と いう の も ちょ 
っ と みみ っ ちく て 可愛 らし く 思 われ ます 。 

1) の 豊富 な レジ スタ セッ ト ,。 2) の 命令 の 
対称 人 性, 3) の メモ リマ ッ ピ ング は , まあ 一 
般 的 で すね 。5) に 書か れ て いる 物理 アド レ 
ス を 全部 内 蔵 キ ネ ャ ッシュ に 入れ て ヒッ ト 率 
100 久 に する と いう の は キャ ッシュ の 定義 か 
らい 〈 と まる て 変 能 です が, まあ そん な も 
ん て し ょ よう 。 

7) の 自己 書き 換え サポ ー ト と いう の は 思 
想 的 に 好き で な いと し か いい よう が あり ま 
vA. 百害 あ っ て 一 利 か 二 利 し か な いよ う 
な 気 が し ます 。 て これ に つい て は それ だ け で 


To 

残さ れ た 4), 6), 8) は たいへん 好き な と 
この な の て 。 Руи Ере. 
自身 が 考え る 究極 構想 の 中 で と き お り 関 連 
る せ て いて こと に し ます ず 。 

と ころ で 計算 機 の アー キテ クチ ャ と いう 
も の は , フォ ン ・ ノ イマ ン 型 の 計算 機 が 発 
明る れ て 以来 , 多く の 人 が いろ いろ る 研究 に 
専念 し て いる も の の , 実際 に 開発 され , 使 
われ て いる 計算 機 は , 初期 の 計算 機 に 比べ 
て 実は な ぜ か だ いし た 進歩 も 遂げ て いな い 
と いえ る と 思い ます 。 そ を その こと は , 現在 日 
本 で ガン ガン や ろう と し て いる TRON 計 画 
tb, その アー キテ クチ は フラ ォ ン ェ ラオ 
マン 型 で ある と いう こと を みて も 明らか で 


bd. а 
わずか に 仮想 記憶 , パイ プラ イン 制御 
РУКЕ. を し で RISC よい う の が 小 き 


Хе (と いう より 技術 的 進歩 と いえ ま 
Ld 3 

いろ いろ 浮 わ つい た 計算 機 も 考え られ ま 
すか ら , 本 当 は そちら の ほう が 面白 いと 思 
う ので す が , 8RON 計画 で は , せ っ か 〈 く 8 ビ 
ッ ト を 見 直 を うと いう こと な の で , 従来 の 
技術 や 流れ を ジャ ンプ 台 と し て で きる だ け 
ぶっ 飛ん だ アー キテ クチ ャ を いろ いろ 提案 
し だ いと 思い きす 。 


/ жаоулушутиењ / 


中 森 氏 の 提案 4) の , ベン チマ ー ク 命令 を 
HL, ベンチマーク テス トブ ログ ラム を 

1 命令 で や っ て し まう と いう の は 強烈 な 風 
刺 も 効い た 痛快 な 提案 で す 。 一方, 8) CX 
べら れ て いる , 命令 を エー ザー が 勝手 に 付 
け 加 えら れる と いう の は 比較 的 昔 か ら あ る 
マイ クロ プロ グラ マブ ルフ リロ セ モッ サ の 考え ぇ 
方 だ と 思い ます 。 最 近 の プロ セッ サ は 命令 
自体 を 直接 ハー ドウ ェ ア て 実現 むせ ず に , € 
の 下 の レ ベル の マイ クロ プロ グラ ム を プロ 
セッ サ 内 に 持っ て 実現 する 方 式 が 主流 で す 。 
マイ クロ プロ グラ マブ ルプ プロセッサ で は 外 
付け の КОМ に 好き な マイ クロ プロ グラ ム 
を 書い て 自由 に 命令 モッ ト を 設定 で きる と 


いう も の ぞ て した だ 。 

と ころ で 4) と 8) を いっ し ょ に 考え て ひと 
ひね りす る と 生ま れる の が ダイ ナミ ッ ク 計 
算 機 な の で す 。 こ の マシ ン は , 実行 する プ 
ログ ラム を 解析 し て , 命令 の シー ケン ス を 
調べ , 最適 に な る よう に 命令 モッ ト を マシ 
ン 自 身 が ダイ ナミ ッ ク に 決定 する と いう も 
OUT, 

を れ ぞ れ の 命令 は , ミク ロ に みる と 計算 
機 の 中 の いろ いろ な 回 踏 の ゲー ト を 開い た 
b, 信号 を 作っ た だ たり し て いる の で す が , т 
令 と 命令 の 間 に は 独立 し た 処理 , つま り 同 
時 に 実行 で きる 部 分 が 多数 存在 し ます 。 Z 
うい うふ うに し て 命令 を いろ いろ 融合 する 
t, その ブログ ラム の 実行 に に ちば ん 効率 
的 な 命令 セッ ト と いう も の が 実現 する と い 
うわ け な の で す 。 

独立 し て 実行 で きる 2 つの 命令 は ひと つ 
の 命令 に し て し まい 並列 に 実行 する と いう 
だ け で も , 性 能 的 に は か な り よ く な る で し 
£ > 

プロ グラ ム の 解析 も , 時 間 の か け 方 に よ 
っ て いろ いろ な 深き さき が 考え られ ます 。 究極 
的 に は 4) の よう に , ブロ グラ ム を 1 個 の 命 
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中 森 氏 も 指摘 し て いる よう に , MIPS 値 (1 
秒間 に 実行 で きる 命令 数 ) が と ん で も な い 
値 に な が なっ て し まう の は , 仕方 の な いこ と と 
いた ます 。 


究極 の RISC 


Sun ワー クス テー ショ ン の 最新 シリ ー ズ 
が RISC 型 の オリ ジ ナ ルプ ロ セ ッ サ を 採用 
し , し か も 高い MIPS 値 を 実現 し た と いう 
こと は , RISC vs. CISC 論 争 の ひと つの 決 
着 を 示し て いる と いえ る で し ょ う 。 

も ちろ ん , 製品 レベ ル に 至る まで に ひと 
こと で RISC と いっ て も その 定義 の 男 囲 は 
だ ん だ ん と 広がっ て いき まし た だ た 。 その 意味 
で は RISC vs. CISC 論 争 で CISC 側 に 立っ 
て いた 人 だ た ち に と っ て は , この 論争 自体 す 

に 意味 の な いも の と な っ て いる と 思わ れ 
ます (も と も と CISC と いう の も RISC 派 が 


付け た 言葉 で す が 〉 

Reduced Instruction Set Computer と 
いう 名 の と お り , 次 々 と 複雑 な 命令 が 付け 
加 を られ て いく こと が 結局 は 損 に な る の だ 
と いう こと が そもそも の 発想 で あり , その 
た め に 命令 モッ ト を 縮小 する , つま り 命 令 
数 を と に か 〈 く 少な くし た も の が , 忠実 な R 
ISC も に いた る て し まう 。 

究極 の RISC は 命令 数 が いく つ に な る の 
で し ょ うか ? 上 厳密 に 考え る と ハー ドウ ェ 
ア に 直接 関係 する と ころ か ら 始 まり , 計算 
機 の 定義 6 いう と ころ に まで いく 《 か も し れ 
ませ ん が , よく 〈 使わ れる 命令 は 
1) デー タ の 移動 
2) デー タ の 演算 
3) 制御 の 移動 
4) 入出 力 命令 
で すか ら 。, 
Ls 

店 論 か らい えば 命令 は ひと つ に к 
す 。 要 する に 条件 付き デー タ 移 動 命令 だ 
eee 
の 1 番 め し か 実現 8 れ な いよ うに 思わ れる 
か も し れ ま せん が , ま ず 3) の 制御 の 移動 ( ジ 
ャ ンプ や ヨー ル が な と) は P し (アロ グラ ムカ 
ウン タ ) へ の デー タ の 格納 と 同じ で すか ら 
含ま れ ま すし , 4) の 入出 力 命令 に 関し て は 
IO 関係 は メモ リマ ッ プ ド と すれ ば メモ リ 
へ の 読み 書き と 等 価 に な り ま す 。 

2) に 関し て は や や うる ん くる いと 思わ れ 
る か も し れ ま せん が , これ は アド レッ シン 
グ に 含ま せ て し まう の で す 。 従来 の マイ ク 
ロ プ ブロ セッ サ で も , アド レス レジ スタ を 使 
っ て アド レッ シン グ を 行う と き に アド レス 
レジ スタ 間 の 加算 は 当然 の こと で し た 。 で て 
すか ら ア ドレ スレ ジス タ と デー タレ ジス タ 
の 区 別 を も な くし て , アド レッ シン グ の 考え ぇ 
を 拡張 し て 演算 も 含ま せる の は , 一 概 に 不 
目 然 ほ は いえ な いで し ょ 2 う 。 

し か も その 命令 は 前 の 演算 の 結果 に 基 づ 
く フ ラグ が 立っ て いる と きのみ 行う の で , 
種々 の 条件 付き 命令 に も 対応 する こと が で 
きま す 。 


一 応 を こ だ け を 考え れ ば よい で 


Arita Такауа 有田 隆也 


究極 の RISC で は アド レッ シン グ の 持つ 
意味 が 重要 に な っ て お り そ を その た めい に 命令 数 


を 1 個 に する こ ょ た が で きま し だ た 。 とこ あて 
命令 数 が 1 個 と いう こと は 命令 を 構成 する 
オペ コー ド と オペ ラン ド の フィ ー ル ド で オ 
ペコ ュー ド は ひと つ で ある と いう こと を 意味 
し ます 。 上 と いう こと は え ペ ョ ー ド 部 を デコ 
ー ド (解読 ) す る 必要 は な く な り ま す 。 妥 す 
る に オペ コー ド 部 は 不要 な の で す 。 し た が 

て 命令 数 は ぜ ゼロ と も いえ ます 。 命令 数 が 
ено. 


無限 大 MIPS 値 を も つ 夢 の 計算 機 


最近 の コン パイ ラ は 定数 の 計算 ,。 た と ょ を 
ば , 

x =10ж45—27; 

な ど と いう 計算 が ある と コン パイ ル の 時 点 
て これ を 

х =423; 
И 052 592 СЕ 
У ОНОЈ 5273, きら に 

x = Ёасіог (100) ; 
な ど と いう よう に , 引数 が 定数 で ある 関数 
は あら か じ め 計 算 し て し まい , x に 単に そ 
の 結果 の 定数 を 代入 する コー ド を 出す と い 
う コ ユン パイ ラ も 常識 的 に な っ て き て いる を 
う も 1 

これ を 初め て 知っ た と き は な ぜ か ムシ ョ 
ウ に 「 反 則っ ! 」 と いう 気持 ち が し た も の 
て し た 。 で る も 今 て は な ん と も 思わ な が で な らち 
て きま し だ 。 

と いう わけ て 提案 する の が , MIPS 値 が 
無限 大 と いう 夢 の 計算 機 で す 。 覧 明 な 読 
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の 皆さん は も うお わか り で し ょ う , や れる 
こも は すさ て や っ て し まう よい う コ ヨシ パオ 
ラ を 付け る の で す 。 そう すれ ば 僕 の 家 の 中 
に 大 切 に 保存 し て ある (捨て られ て いる ) 
元祖 MZ-80K で さえ ぇ 夢 の 計 算 機 し な る の で 
す 。 

も ちろ ん キー ボー ド や ファ イル な どか ら 
デー タ を 入力 する プロ グラ ム の よう に , R 
が ひと つ で な い ブ ログ ラム の 場合 は 計算 す 
る 部 分 は か な り 残 っ て し まう で し ょ う が , 
そう で な い 場 合 に は 実行 時 間 は 厳密 に ゼロ 
な の で す 。 

実は ここ の と ころ の 話 は 念 や っ て い ぃ る 研 
究 の 出発 点 と $ も いえ る 話 な の で す が , で も 
た ぶん 読者 の 多く の 方 は , 「 反 則っ !」 と 
思わ れ て いる で し ょ う ね 。 僕 も 同感 で す 。 


究極 の 高級 言語 マツ ン 
計算 機 に 関す る 多く の 問題 は , 計算 機 の 
ハー ドウ ェ ア と プロ グラ ム の 意味 的 な 隔 た 
りつ まり ホッ ーッ ン ティ ォ ィ ッ タク ギャ キャップ に おる 
と マイ ヤー ズ は を その 有名 な 著書 (参考 文献 
図 2 パイ プラ イン に お ける 打ち 消し 命令 の 例 


込み 実行 フェ ッ チ 
A 


2) で 指摘 し まし だ た 。 そ の セ も マン テイ ッ ク ギ 
ャ ッ プ を 埋め ゆる た め の 直 接 的 な か アプローチ 
が 高級 言語 マシ ン の アプ ロー チ で す 。 高級 
言語 も と いう の は BASIC, PASCAL; C (に 
れ は そう で も な い の だ が , ここ ら へ ん の 議 
論 は 次 回 で や る つも り ) な どの プロ グラ ミ 
ング 言語 や 中 間 言 語 な ど で あ り , 要する に 
アセ ンプ ブリ 言 語 よ り は レベ ル が 高い と いう 
こと を いっ て いる の で す 。 を し て 高級 言語 
マシ ン は その よう な 言語 を 直接 アー キテ ク 
ポキ エサ ポー トド ト し よう 上 いう マッ ルツ て す 。 
を の よう な マシ ン で も 究極 し いえ そう な 
の が , 直接 実行 型 高 級 言語 マシ ン と 呼ば れ 
る も の で す 。 こ れ は , 普通 の プロ セッ サ が 
命令 を ひと つ 取 っ て くる よう な 感じ で , た だ 
と えば "if" XO “P” の 文字 を メモ リ か ら 取 
っ て き て 処理 を 行っ て いく と いう だ た まげ た 
マシ ン で す 。 さ きる す が に 提案 し た Chu 氏 ら は 
まだ 試作 に まで は 至っ て いな いよ う で す が , 
日 本 で は 数 年 前 に 筑波 大 学 の グル ー プ が 汎 
言語 型 の 試作 機 を 完成 させ まし た 。 
残念 な が ら , 速度 的 に は あま り 期 待 で き 


結果 オペ ラン ド オペ コー ド 
& フェ ッ チ 
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この 図 は 4 段 の パイ プラ イン 計算 機 を 示し て いる 。 時 間 ② に お いて , C を 実行 する と 初め て 条 
件 ジャ ンプ を する こと が わか る が , ジャ ンプ 先 に ジャ ンプ し な いと し て パイ ブラ イン に 入れ て し 
まっ た D と E を 打ち 消す 命令 , D と E が 入れ て ある の で , パイ プラ イン を 無効 に する 処理 が 必要 


で は な く な る 。 
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な いと 思い ます 。 な ぜ な ら ば 直接 実行 型 マ 
シン で は 翻訳 ある い は 変換 と いっ た コン パ 
イル 的 処理 まで を 実行 時 に ハー ドウ ェ ア に 
や ら せ て いる か ら だ と 僕 は 思っ て いま す 。 

この タイ プ の マシ ン は 趣味 で す の で , Z 
の うち オリ ジ ナ ル マ シ ン の アー キテ クチ ャ 
を 紹介 で きる で し ょ う 。 


究極 の パイ ブフ イン 計算 機 _ 


ある 仕事 を パイ プラ イン 的 に 行 を ば その 
パイ プラ イン の 段数 倍 の 速度 が 実現 さき れる, 
と いう こと は も ちろ ん プロ セッ サ に も 当て 
は まり ます 。 その 場合 , 条件 ジャ ンプ の よ 
うな 命令 が ある と パイ プラ イン が 崩れ る の 
が いや な の で , 条件 が 成り 立つ か どう か を 
予測 し た い の で す 。 #27, 中 森 氏 の 6) に 
書か れ て いる 完全 分 岐 予測 機能 が 欲し く な 
る わけ で す 。 別に 中 森 氏 の ユー モア に 水 を 
差す つも り は な い の で す が ,。 これ は まあ キ 
ー ボ ー ド 入力 に よっ て 処理 を 決め る よう な 
場合 な ど , わざ わざ 例 を 出す まで も な く 不 
可能 な こと で す 。 

実行 中 に お な いて この よう な 条件 ジャ ンプ 
が 何 度 も 出 て くる の は ルー ジグ の 部 分 で す 。 
つま りあ る 条件 が 成り 立て ば 次 の 命令 に を 
の まま 移動 し て ルー プ を 抜け 出る が , そう 
で な いと き は ルー プ グ の 先頭 に ジャ ング する 
こと を 繰り 返す 。 な ど と いう 処理 を 行う と 
tT 

Cb, パイ プラ イン に 読み 込ん で い 《 く の 
は いつ も 先頭 に ジャ ンプ する ほう の 命令 列 
と する , と いう シン グル な 方 式 が 案外 うま 
くい て の で す 。 つ まり , ル ー デ を 抜け 出る と 
き の 1 回 だ どけ は 失敗 し ます が , あと は 全部 
うま くい くわ け で すか ら ね 。 そ うい うわ け 
C, 後方 に 条件 ジャ ンプ する と き は を そっち 
に いく と 上 見 な し て パイ プラ イン に 入れ て し 
まう と すれ ば ,。 な ん と か うま くい 〈 と 僕 は 
思っ て いま す 。 それ 以上 が ん ば っ て 推測 し 
た と し て も , 労力 の 割 に た ぶん 数 速度 が 
上 が る と いっ な だ 程度 の 話 で すか ら 。 

と ころ で 究極 の パイ プラ イン 計算 機 で は 
ほん と うに 100 欠 パイ プラ イン を 崩す こと 


は な い の で す 。 かなり 0 発想 の 転換 を 必要 と 
し ます が , 命令 すべ て に その 操作 の 逆 操 作 
の 命令 を 対応 すけ て お きま す 。 そして, 分 
岐 の 起こ る と ころ で は どちら か ヵ か 一 方 が 起こ 
る と し て 命令 を パイ プラ イン 的 に 実行 し て 
од, も し そちら が 成り 立た な か っ た 場合 
で も , あわ て て 読み 込ん だ 部 分 を は き 出 し 
て 別 の 命令 列 の 実行 に 移っ た り せ ず , 余分 
に 実行 し て し まう よう な 部 分 を 打ち 消す と 
いう 命令 列 を 実行 する よう に プロ グラ ム を 
作っ て なお け ば よい わけ で す 。 図 1 に この よ 
うす を 示し まま す 。 

この 方 式 は , VLIW 計算機 し いう 参考 文 
献 3) に 紹介 きれ て いる マシ ン の 中 で 使わ れ 
て いる メカ ニズム に 準じ た も の で す が 。 か 
な り 面 力 い と 思い ます 。VLIW 計算 機 自体 
は ALU (演算 ユニット) を 多数 も た せ た 面 
白い アー キテ クチ ャ を も っ な た な た 計算機 で す の 
С, そちら も 参考 に し て くだ きい 。 


究極 の ワリ ルト ラコ ン パ ナチ 計算 機 


仮想 メモ リ , ダイ ナミ ッ ク な メモ リセ ッ 
ト な どか ら 始 まり , 仮想 
PC-9801/IBM- PC 対応 パッ ュ ン , 仮想 マ 
ン な ど な ど , 一 枚 皮 を 被せ て フレ キシ ブル 
た 革 よ うず する アプ ロー チ は いろ いろ な と 
ベル で 見 られ ます 。 

し か し 残念 な こと に を その よう に 仮想 的 に 
すれ ば する ほど スピ ー ド 性 能 は 落ち て し ま 
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エミ ュ レ ー ト を し て も 実用 に な る と いう こ 
と て す 。 

一 方 , ユー ザー の 心理 は 自分 の マシ ン が 
X68000 に も な り , UNIX マ シン に も な り 
だ ま に は PC-98 に も な る も の が ほし いと い 
うこ と で し ょ う 。 Apple GS の よう に 巧妙 
- 2 つのり の マ シン の デー キテ クチ ャ や パス レ 


ベル で 結合 し た 例 も あり ます が ,。 や や も す 
る と , 別々 жы ы NE 
度 的 に も 機能 的 に も 性 能 が 落ち る , と いっ 


} рш! と に な っ て し ま Б な と セグ タダ 
イド を 捨て て きれ いで イン テリ ア に も な あぁ 
うな 箱 を 作る の で す 。 き さすが に た だ いろ 


IOS, ドド 位 き ミン パチ 。 


いろ な 製品 を その 中 に 
突っ 込め る よう に する 
と いう の で は 芸 が な い 
DT, 入出 力 だ け は 最 
高 の も の を 用 意 し て お 
きま す 。 そ うし て 種々 
の パッ コン の 入出 力 部 
分 だ け を うま さく て エレ ガ が 
ント に 取り 換え て , こ 
の ウル トラ コン パチ 計 
算 機 で 統一 的 に 扱え る 
ょ うに すれ ば よい の で 
+. 

入出 力 規 格 の 統一 的 
な 扱い が 成功 し た 日 に は も 


うと ん な 計算 機 
が 出現 し て も 怖く あり ませ ん 。 それ を 買っ 
て き て この マシ ン に 入れ て 画面 や スピ ー カ 
や キー ボー ド や マウ ス や ディ スク の と ころ 
を アダ プ ブタ に つけ て も っ と 素敵 な この マシ 
ン の も の に 接続 すれ ば よい の で す 。 


る さら に 通信 機能 を リッ チ に すれ ば , 遠く 
に ある スー パー コン ピュ ー タ も ひと つの ウ 
オッ ドウ と し て 。 ブ ファ ミュ ヨン で ゲー ム を し 
て いる ウィ ンド ウ の 隣 に 開い て , ちょ っ と 
気象 予測 な ど を る させ て みる , な ん て こと も 
て しき ます 。 な か な か 粋 で すね 。 これ こそ 。 
究極 の 仮想 マシ ン ・ ウ ルト ラコ ン ノ パチ 計算 
機 の 真骨頂 ほし いえ まし ょ う 。 ち ょ っ し と 場所 
を と る の で 押入 れ シ ェ イ ブタ イフ "を バリ エ 
ーション と し て 用 意 し た ほう が いい か も し 
Е A. 


Фу 7®ЕСВ8<8& 


今回 は 8RON 計画 に 触発 され て , EE 
が 考え る 究極 的 で , か つ 比 較 的 現実 的 な (る 
うと も いえ な いか ? ) 計算 機 を 挙げ て み ま 
し だ た が , 命令 セ モット を 自分 で 決め て CPU を 
目 分 で 作る と いう こと は , そん な に べら ば ぽ ぼ 
うな こと で は な い の で す 。 基 本 は デジ タル 
回 路 で すし , 頭 で 考え た こと を その まま 回 
路 で 表現 すれ ば , な ん と か 動く だ け は 動く 
と いう マシ ン は で きる と 思い ます 。 も ちろ 
ん ここ で は VLSI 化 しい うこ と を いっ て い 


る の で は あり ませ ん 。 

いち ば ん 簡単 な CPU (数 ビッ ト と いう お 
も ちゃ ) な ら ば , TTL シ リー ズ と メモ リト と 
クロ ッ ク 発 生 器 で ら 5 いで で き て し まい ます 。 
& 7: 780 程度 の 機能 を 実現 する の で も , v 
ッ ト ス ライ ス の ALU と シー ケン サ を 使っ て 
や れ ば , 特に ハー ド 屋 る さん で な く て も (В 
も ハー ド 屋 る さん で は な い の で す が ), それ ほ 
ど 苦 労 し な いで で き て し まう の で は な いで 
し よう が 。 

と いう わけ で , 8RON 協 議会 で は この よさ 
うな チャ レン ンジ 精神 の ある 方 の 出現 を 望ん 
で いま す の で , 「 こ ん な も ん 作っ た 」 な ど 
の レポ ー ト を 待っ て いま す , な ど と 私 は 8 
RON 協議 会 の 名 を 勝手 に か だ たっ て し まい ま 
す 。 

も ちろ ん この 連載 に 関す る 意見 や 感想 な 
と を 寄せ て くだ さる こと も 陰ながら 6 待っ て 
いる の で すけ と ど 。 来 月 は 「 ソ フト ウェ アブ ア 物 
理学 」 な る 話し ます , KAA. 
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市 販 ソ フト の 
期待 度 測定 


Katsumoto Shin 


勝 本 信 
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科学 技術 計算 用 の グラ フ 作 成 支援 ソフ ト 
が 少な い 。 理工 系 の 人 々 の 多く は , ブロ 
グラ ム は 目 分 で 書く も の と 思っ て お り , 市 
販 ソ フト の 使用 を 潔 し と し な い 傾 向 が ある 
ょ うだ 。 こ の た め , 彼ら の 多く が 使用 する 
最小 二乗 法 に よる デー タ 解 析 や GP-IB の 機 
番 刺 件, グラ フ 作 成 等 に 関す る プロ グラ ム 
で 市 販 さ る れ て いる も の は 数 を る ほど し か な 
v, し か し , 最近 は 表 集 計 ソ フト の 多く が 
統合 化 に より グラ フ 作 成 を サポー ト し て い 
る の で , うま 〈 利 用 する と デー タ 解 析 か ら 
グラ フ 作 成 ま で を 一 貫 し て 手早く 行う こと 
が で き る 。 今回 は , 表 集 計 ソ フト の 標準 的 
存在 と な りつ つ あ る DLotus1-2-3 を 取り 上 げ , 
科学 技術 計算 用 の グラ フ 作 成 を 考え て みる 。 

科学 技術 計算 用 の グラ フ 

測定 し た デー タ を 点 と し て プ ブロット し, 
を その 上 へ , 理論 か ら 了 予想 で きる 曲線 を 当て 
は め る と いう の が 科学 技術 の 分 野 で 通常 用 
いら れる グラ フ で ある 。 た だ たとえば, 電流 - 
電圧 特性 の 測定 で は , 素子 に 流れ る 電流 を 
いろ いろ 変え て , どれ だ け 電 圧 が か か る か 
を 測る 。 そう し て 得 た 電流 , 電圧 の 値 を そ 
れ ぞ れ X 軸 ,Y 軸 に プロ ッ ト す る 。 素 子 が 単 
純 な 抵抗 の 場合 、 デ ダー タ 点 は オー ム の 法則 
か ら 和 定め ら 和 れる 直線 の 近く に 並ぶ こと が 予 
АНА. 抵抗 の 値 R は で きる だ け 多 く の 
点 の 近く を 通る よう に 引い た 直線 の 傾き か 
ら 求め られ る 。 直線 の 傾き を 正確 に 決め る 
に は 最小 二乗 法 を 使 を ば よい 。 デ ー タ 点 の 
ば ら つ き は 測定 の 正確 る の 指標 に な る 。 電 
流 の 多い と ころ で 直線 か ら 外 れる 傾向 が あ 
れ ば , た と えば 発熱 な ど で 抵 抗 の 値 が 変化 
し て いる の で は な いか と 予想 され る 。 

いく つか の 素子 に つい て 同じ よう に 電流 
- 電 圧 特 性 を 測定 し , ひ と つの グラ フ に 書き 
込む こと も 多い 。 この 場合 , 素子 それ ぞ れ 
を 表す シン ボル を 変え て プロ ッ ト す る 。 測 
定 の 誤差 も 重要 で ある 。 電 圧計 の 表示 が 何 
Ит”, 最小 桁 の 表示 が ふら つい て いな いか ,, 
接続 リー ド 線 の 抵抗 や 接触 抵抗 は どの 程度 
D, な ど を 考 虐 し て 誤差 が 何 多 か を 見 積 も 
b, プ ブロット し た デー タ 点 の 上 下 に 誤差 の 
大 きる を 表す 棒 ( エ ラー バー) を 書く 。 

抵抗 の 電流 - 電 圧 特 性 や , バ ネ の 伸び と 重 
り の 重き の よう に , デー タ 点 が 直線 的 に 並 
ぶ 場 合 は 簡単 だ が , 理想 気体 の 体積 P EIE 
力 V の 関係 の よ 5 に 反比例 する とき は グラ 
フ は 曲線 に な り , 本 当 に 反比例 し て いる の 
か どう か わか り に くい 。 を そこ で Y 軸 に V を , 


X 軸 に は P の 逆数 を プロ ッ ト し て や る と , 
デー タ 点 は きれ い に 直 線上 に 並ぶ の で 反 比 
例 か ら の ずれ な ど を 詳し 調べ る こと が で 
きる 。 こ の よう に , 測定 デー タ を その まま 
プ ブロット する の で は な く , 関数 (この 場合 
は 逆数 と いう 関数 ) を と っ て プロ ッ ト す る 
Е, 


要求 され る 楽 件 


事務 用 グラ フ ソ フ ト を 科学 技術 計算 で 使 
う 場合 は どの よ うな 点 に 問題 が ある の か を , 
AA ド に チャック の し て よう 。 #9: アグ ララ 
形式 の 種類 で ある が , 棒グラフ , 円 グラ フ , 
帯 グ ラフ な ど は 使用 で き ない 。 

実 の と ころ , 実際 に 使用 で きる グラ フ の 
形式 は XY と いう 1 種類 し か な い 。 これ は 
X と Y の 値 を その まま 横 軸 と 縦 軸 に プロ ッ 
ト す る と いう 単純 な 方 式 で あり , 散布 図 と 
も 呼ば れ て いる 。 も と も と 2 つの 現象 の 間 
に 相関 関係 が ある か どう か を 調べ る た め の 
も の だ 。 た と えば 人 間 の 身長 を X, 体重 を 
Y と し て 適当 な 集団 に つい て ブロット し て 
みれ ば , 身長 と 体重 の 間 に 関 係 が ある か ど と 
うか を 調 さ で られ る 。 ここ で 我々 に 必要 な の 
は X 軸 の 値 も 指定 で きる と いう こと で ある 。 
これ 以外 の 形式 で は , X 軸 は 多く の 場合 自 
動 的 に 等 間隔 に と られ て し まう の て 使用 で 
き な い 。 

た と えば 電流 - 電 圧 特性 の 測定 の 場合 Ж 
流 の 値 が 完全 に 等 間隔 で ある 場合 の み , X 
Y 以 外 の グラ フ 形 式 も な ん と か 使用 で きる 。 
し か し 実際 の 測定 で は 完全 に 等 間隔 と いう 
こと は まず な い だ ろ うか ら , 実質 的 に XY 
以外 の グラ フ 形 式 は 使え な い 。 その 場合 X 
Y 形 式 を サポ ー ト し て いな い グ ラフ ソフ ト 
は 致命 的 ど 。 た と ぇ えば, チャー ト up な ど が 
それ て 。 い て ら 6 ユー ザー イン タフ ェ イ ス が 
素 晴 し く と も , 肝心 な 機能 が 不足 し て いる 
の で は な ん に も な ら な い 。 

デー タ の 値 そ の まま で は な く 〈, 関数 を と 
っ た 値 を ゲ プロット する 機能 が 必要 で ある と 
述べ た だ た が, その 関数 と し て は 逆数 , 二乗 , 
対数 , 指数 な ど は も ちろ ん の こと , ユー ザ 
ー が 定義 し た 関数 を 使用 びき る こと が 望ま 
し い 。 と いう より 不可 欠 て ある と いっ だ た は 
う が 正 し い だ ろ う 。 関数 を いろ いろ 変え て 
デー タ 点 が 直線 に 並ぶ 関数 を 探す 、 と いう 
作業 が , 未知 デー タ を 解析 する と き に まず 
ТЭ ЕСИЕТ. 

デー タ の 取り 込み か ら グ ラフ 作成 まで を 
手早く 行え を る こと も 必要 だ 。 測定 を 行い な 


2:50. READ 723 ои Д 7 
に 電導 2 な と いう こと が し ば し ば ある 。 を 
ん な と き , いち いち 別 の ソフ ト を 立ち 上 げ 
る が た いう こと は で きれ ば 読 け だい 。 こ 
の 点 で Multiplan 寺 MS-Chart の 組み 合わ せ 
は 残念 な こと に 使い に くい も の に な っ て し 
+ О: 


| LOtUg1-8-3 を チェ ッ ク す る 


使 を る グラ フ 形 式 は 上 で 述べ た よう に XX 
Y の み で ある が , マニ ュ ア ル や 解説 書 を 見 
て も 2 つの 現象 の 相関 を 調べ で る た め の も の 
だ と だ け 書 か れ て お ぉ おり , X 軸 の 値 を 等 間隔 
で な く 自 由 に 取れ る と いう 重要 な 点 に は 触 
れ ら れ て いな い 。 せ め て ひと 言 で も 書い て 
お いて は も むか っ た た 。 

デー タフ ァイル は テキ スト ファ イル で あ 
る 限り , どん な も の で も 読み 込め る と いっ 
で て よい だ ろう 。 デ ー タ の 区 切り も コン マ や 
スペ ー ス な ど 適 当 で よい 。 一 太郎 で 打ち 込 
ん だ デー タ で も ,。 アス キー セー ブ さ れ た В 
ASIC ブ ログ ラム の DATA 文 で も テキ スト 
ファ イル な ら な ん で も 読み 込ん で し まう 。 
その 他 , SYLK 形 式 は も ちろ ん の こと , d 
BASE-II/III の デー タフ ァイル や КЗ 形式 
な ども 付属 の 変換 ユー ティ リティ 経由 で 読 
み 込 むこ と が で きる 。 

最小 二乗 法 を 使っ て デー タ に 直線 を 当て 
は め る コマ ンド を 内 蔵 し て いる と ころ な ど 
d, さす が 表 集 計 ソ フト と 言え を る の で ある 
D, パラメータ の 誤差 の 計算 は 直線 の 傾き 
の み で あり , 切片 の 誤差 は 求め られ な い 。 
し か し な に し みろ 表 集計 ウフ ト で ある か ら 
目 分 で 式 を 打ち 込ん で 計算 きせ れ ば よい 。 
この あたり は グラ フ 作 成 専用 ツウ フト に は な 
い 強 み で あろ う 。 

関数 プロ ッ ト の や り 方 に つい て だ が , 適 
当 な 関数 を と っ て , デー タ 点 が 直線 上 に 並 
ぶよ うに プロ ッ ト す る と 見 や すく な る こと 
は 既に 述べ た 。 実例 を 示す た め , デー タ を 
X と Y の 組合 せ と し よう 。 ま ず , X と Y が 
反比例 の 場合 は 横 軸 に X, 縦 軸 に 1/Y を プ 
ロッ ト す れ ば よい 。 デ ー タ Y が B 行 に 1 列 
か ら 縦 に 入っ て いる と する と , C 行 1 列 に , 
1/B1 と 入力 し て それ を 下方 ヒコ ピー すれ ば 
ょ い 。Lotus が 自動 的 に 式 を 1/B2, 1/B3, 
1/B4…… と 変換 し て くれ る 。 

デー タ Y が X の 指数 関数 に な っ て いる 場 
合 は 対数 を と っ て プロ ッ ト す る 。 いま の 1/ 
B1 の 代わ り に @LOG(B1) と 入力 すれ ば よい 。 
ここ て 対数 関数 し LOG の 前 に @ を つけ た の は 。 


単に Lotus1-2-3 で の 規則 に 過ぎ な い 。 で は 
Y が XX の n 乗 に な が っ て い だ ら どう する か 。 こ 
の 場合 は X と Y の 両方 の 対数 を と っ て プロ 
ッ ト す る 。 も と も と の 関係 が Y= テ AX" で あ 
る か ら , 両辺 の 対数 を と れ ば , LOG(Y) = 
ГОС (А) +n・LOG(X) と な る 。 こ うす れ ば 
LOG (Y) + LOG (X) が 比例 関係 に ある の は 
明らか だ ろう 。 この 場合 n の 値 を 知ら な く 
L6, 対数 を と っ て プ ブロット する だ け で 直 
線 の 傾き か ら n が わか る 。 

も っ と 複雑 な 例 を 挙げ て みょう 。 ХОЛ 
乗 と 3 乗 の 組合 せ マ = ニ AX 十 BX? で は , 両辺 
を X で 割れ ば Y/X=A+BX* 々 と な る の て , 
Y/X と X* を プロ ッ ト す る 。 ロー レン ツ 曲 線 
と 呼ば れる Y=A/(X*+B*“) の 関係 で は , 
1/Y と XX で よい 。 БОВЕ ТУ А. 
ХҮ =EXP(—X2/A2) で は , 対数 を と っ て 
みれ ば す で わ か る よう に , LOG(Y) | X? 
で プロ ッ ト す れ ば よい 。 データ 点 が 直線 の 
近く に きれ い に 並 ぶ は ず で ある 。 こ こ て で 挙 
げた 例 は , いずれ も 関数 を と れ ば デー タ 点 
の 並び を 直線 に 変換 で きる と いう も の で あ 
る が , さら に 複雑 な も る の, た と えば Y=A 
(1—e *O) 7g な ど は A の 値 を 知ら な いと 変換 
で き な い た め , 最小 二乗 法 で 前 も っ て A を 
求め て お く 必 要 が ある 。 それ か ら LOG (А 
ーY) と X で プロ ッ ト す る の で ある 。 

最小 一 乗法 で 求め た 曲線 を 描く 方 法 を 説 
明 し よう 。 曲線 上 の いく つか の 点 の 座標 を 
入力 すれ ば よい の で ある が , も ちろ ん 実際 
に は 横 軸 の 値 を 適当 な 間隔 で 入力 し , 縦 軸 
の 値 は 式 を 入力 し て , 計算 は Lotus に 行わ 
せる 。 測定 デ ダー タ 点 が 多い と き は デー タ 点 
と 曲線 と で 横 軸 の 値 を 共通 に 選ん で 構わ な 
vox, デー タ 点 が 少な いと , 曲線 が 折れ 線 
に な っ て し まう 。 曲線 表示 用 の 点 を 十分 な 
量 だ け と っ て , 測定 データ 点 と ソー ト し て 
お け ば よい 。 


問題 点 


グラ フ の 下書き 用 に は ほ ば 満足 の いく L 
otus1-2-3 で ある が , 清書 用 に は まだ まだ と 
いう 感じ で あり , 相変わらず ロッ トリ ング 
と イン スタ ント レタ リン グ が 活躍 し て いる 。 
清書 用 に 使う 場合 の 問題 点 を いく つ ヵ 述べ 
て みる と , まず 目盛 り が 枠 の 外側 方 向 に 出 
て お り 内 側 に 向け られ な い , 目盛 り を 打つ 
間隔 が 等 間隔 の み で あり ユー ザー に よる 指 
定 が 行え を な い ,。 な どい くら で も ある 。 デ ー 
タ の 値 の 絶対 値 が 千 を 越 を る と, 必ず 「 単 
位 ・ 千 」 と いう キャ プシ ョ ン が つい て し ま 


Т1 of 1H in Polystyrene in 3He 889322 
20286/78.6МН2 sampleeclean 9.69 K echo 


ーー 


. D 
に トー を まま 生ま た まま デオ ーー だ で まま まま まう 


に 


repeat interval (вес) 
О Ti = 3.72 sec 


Ti of 1H In Polystyrene in 3He 889322 
2820678.6МН2 semple-cieaen 9.69K echo 


repeat interval (sec) 
О Ті = 3.72 sec 


ー 定 値 ln に 段々 近づい て いく 関数 |(t1) =l s (1 一 e (1T) 
に 従う デー タ を その まま プロ ッ ト し た グラ フ ( 上 ) と 。 t 
# [06 (6 — It 2 と で プロ ッ ト し , 最小 二乗 法 で 求め た |。, 
t T の 値 を 使っ て 直線 を 当て は め た グラ フ 


う の も は な は が 迷惑 な 話 ど 。 その 他 キ ャ プ 
ショ ン に 上 付き ・ 下 付き 文字 を 使用 で どき な 
v, デー タ 点 の 表示 に エラ ー バ ー を つけ ら 
れ な いな どの 弱点 が ある 。 

し か し , な に より も 清書 用 に 使え な い 原 
因 と いう の は , 縦 軸 の キャ プシ ョ ン が 縦 書 
き に な る こと だ 。 日 本 語 を 使う と き は まっ 
R? 問題 な い の で ある が , 英 数 文字 の 縦 書 
5, これ ば っ か り は いた だ だ け な い 。 も と も 
と の IBM-PC 版 で は きち ん と 90 度 回 転 し た 
文字 を 表示 し て いる の に 。AX マ シン の 登場 
に 伴い , IBM-PC/AT 用 ソフ ト の 日 本 語 対 
応化 が 続々 と な され て 行く こと を 考え る と 
不安 で な ら な い 。 


理工 系 ユー ザー 向け の ソフ ト 


ひと 蘭 前 は , 表 集 計 や デー タベース の ソフ 
ト な ど は プロ グラ ミン グ を 知ら な い 人 が 使 
う も の だ と いう 偏見 が あっ た 。 実際 , 市 販 
ソフ ト も その 程度 の も の が 多かっ た 。 し か 
し 実用 的 な ワー プロ ソフ ト が 数 多く 登場 し 
だ こと に より , そん な 時 代 は 過ぎ 去っ た と 
言え よう 。 エ ディタ アモ セン プラ か ら 始 まっ | 
だ ソフト ウェ ア の 統合 化 は ,、 ワー プロ と 図 
形 処理 , 表 集計 と グラ フ 作 成 を 結び つけ て 
きだ 。 メ モリ 限界 は OS の 進化 に よ り 突 破る 
れ よ うと し て いる 。C 言 語 を 内 蔵 し た ワー 


プロ の 登場 も 間近 い の で は な いか 。 
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特集 


xh 


第 1 部 入門 〇 言語 
関数 こじ 言語 "破門 
デー タ 構 造 か ら の “ 
Жов 実録 ビブ プロ 
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特別 講義 
X BAS to C の 正しい 使い 方 …………… 村田 敏幸 83 
で アセ ン ブ リ 言語 の 勉強 を -—— M 中 森 


Appendix 
言語 簡易 » ファ レ ンス HH 


上 Cokyn な ke 


Уа Ушу > РЕШЕ LTE 
も しい も の は 7 も る を た も きる 。 НАС. 
C じ 言語 は どの よう な 和 位 直 に ある だ ろう 。 Ç 
в 語 が パソ ユン 雑誌 な ど で 騒 が れる よう 
な っ て 5 年 以上 に な る が , 確か に 16 ピ ビッ ト 
以上 の 機種 で は, C が 主力 開発 言語 と し て 
確固 た る 地位 を 築い て いる よう で は ある 。 
し か が し 。 こ れ は ソフ プ ト ハ ウス や ヤー 部 の マラ 
アッ ク な ユー ザー の レベ ル の 話 で あっ て , 
一 般 の 98 ユ ー ザ ー な ど が C を 使っ て いる と 
いう こと で は も ちろ ん な い (そもそも 彼ら 
の 多 ( ほ デ ロ グ ラ ィ シグ な ど と し な いら)。 

BASIC は , その 名 の と お り 初 心 者 を 王 な 
対象 と し た 言語 び か ら , ブロ の 開発 者 が BA 
SIC か ら C に 移行 し た か らら とい つて, それ は 
開発 者 の レベ ル の 向上 で し か な い 。 少 なく 
と も パソ コン の 標準 言語 と し て , 今後 C が 
BASIC に と っ て 代わ る と いう こと で は な い 
は ず だ 。 

と ころ が , アモ ン ブ ラ と の 関係 で 見 た 場 
合 , この 先 C が アセ ンプ ブラ に 代わ る 役割 を 
性 っ て いて こと も と は か な り 予 息 て きる だ た みう 。 
X1 や MZ な どの 8 ビッ トマ シン で は どう し 
だ たっ て アセ ンプ ブラ の ほう が 最終 的 に 有利 で 
あっ だが, 十分 な メモ リ , 正しい 最適 化 と 
いっ た 条件 が 揃え ん ば, アセ モン ブラ に で き て 
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SAMONA 


多く の プロ グラ マ が 最も 魅力 を 感じ る プロ グラ ミン グ 言 語 , そ = 
語 で す 。 〇 言語 は , UNIX 記 述 用 言語 EE 
で 開発 され た も の で あり , その 生い立ち か ら UNIX と 切り 離し て 考え る 
こと は で きま せん 。 し か し , 言語 は UNIX の 世界 に 留まら ず , 汎用 コ 
ンピュータ の シス テム 記述 用 と し て , そし て パー ソナ ルコ ンピュータ の 
アプ リケーション 開発 に お いて も 高い 生産 性 を 発揮 し て いま す 。 最 近 で 
は パソ コン 雑誌 で 〇 言語 に 関す る 特集 が 組ま れる こと も 珍し く は な く , 
入門 書 も 数 多く 出揃っ て き て いま す 。 

そん な な か で Oh!X で は 初め て 芳 言 語 の 特集 を お 贈り する こと に な り ま 
し た 。 も ちろ ん , Oh!X で や る か ら に は 真っ 正面 か ら プ ログ ラミ ング 言 
語 と し て の 〇 を 捉え て みた いと 書 庄 て いま す 。 こ こ で 注意 し て ほし い の 
は , 私 た ち は 決し て 「 こ れ か ら は ほ 記 の 時 代 だ 」 と , 大 上 段 に 構え た り , 
「 皆 さん も で プロ グラ ム を 始め まし ょ う 」 と そそ の か す つ も り で は な い 

と いう こと で す 。 ピ 言語 は いか 加 毛 語 『 ロ グラ ミン グ 言 語 で す が , 
誰 に で も 手軽 に 入門 で きる 言語 ぶし | 

言語 に つい て 学ぶ こと は コン ピュ ー タ へ の 理解 を 深め る うえ で 意義 
いこ と で し ょ う 。 単 に 使用 法 や 書式 を 知る の で は な く , 言語 の 思想 を 正 
し く 理解 する こと か 大 切 で す 。 言葉 が 文化 を 創る よう に , コン ピュ ー タ 


言語 は シス テム 環境 を 創る か ら で す 。 


oe ө э ө э ө э э る е で で ө э の でる る で る る で ぐる る る る る る る で で る る る る る る ゃ る る る る る る る る る る る る る э ө ө о ө э е о 


に に て きだ な いこ と は ほとんど な いよ うに 思 
われ る か らち だ 。 


ei 


et. その よう な 状況 の な か て 。 аше 
ーー はじ に 対し て どの よう な 見 方 を し て いる 
0 の だ な ね うか 。 ちょ っ と OhIX の 大 手 え タダ タッフ 
に 声 あ を かけ て みた だ 。 
ーー じ を 使っ だ こと が あり ます か り 
> な いで す , で も 早く 使い た いな 一 な ど と 
Мото, 理由 で すか 7? そりゃ 高級 
言語 が アセ ンプ ブラ の 代わ り に な る な ら 楽 だ 
POTT а (T) 
> 5622: Ио СА WITOS iE 
だ し 。 Mio CU СӨИ CELA. (Н.К) 
> 使っ て ます よ 。 だ っ て UNIX 上 じゃ みん な 
C て すま 。 (А.К) 
少な く と も 私 の 周り に は C の で きる 人 は 
いま せん 。 私 が 知っ て いる の は , 美しい 構 
造 化 も で きる し , 汚い し スパゲティ も で きる 
bil t. (3) 

や は り O! X の スタ ッ フ で も , 関心 は あ 
る が 未だ に 使っ た こと が な いと いう 人 が 多 
い の が 現状 の よう だ 。 
ーーC は BASIC に 次 で 主流 言語 に な り 得 る 

と 思い ます か 7 
思い ませ ん 。 パ ソコ ン 買 っ て いき な り C 
な ん て 無理 で す よ 。 (C) 


16 ビ ッ ト 以 上 な ら と も か く 。 8 ビッ ト で 
は メモ リ や スピ ー ド の 関係 で 無理 が ある の 
で は 7? (S.K) 

流行 は 続く で し ょ う が , 当然 ROM に の っ 
か る こと は な いで し ょ う 。 それに C じ っ て 難 
し いん て し ょ ? 07 

ye なり 得 な いと 思う 。 一般 民間 人 が お ぉ 役所 
仕事 を 嫌う の を 見 て も わか る よう に , AI 
は あと に 利益 を 得る こと が で きる と わか っ 
て いて も , その 前 の 手続 き を 面倒 に 思う も 
の な の だ 。(〈) 

だ た だ たい てい の 人 が , これ は 無理 と いう 見 方 
を し て いる よう だ 。 まずは ひと 安心 と いう 
も さあ だ あう が か 。 


| | 言語 入門 適性 チェ ッ ク 


と いう わけ で , な に し ろ Oh! X 始ま っ 
以来 の C 言 語 特集 で ある 。 読者 諸君 で ~ 
に C を 使っ て いる 人 は きっ さき と 各 記 事 を 読 
ん て てい だ だ くも し て 、 ま だ し ゃ 使っ た こと 
の な い 人 は 手始め に , ここ で C 言 語 入門 適 
性 チェ ッ ク を 受け る こと を お 勧め し た い 。 

フロ ー チ ャ ー ト の 出題 と コメ ント は , 村 
田 敏幸 氏 に お 願い し た 。 な か な か 意地 悪 な 
検査 に な っ て いる が , まあ 気楽 に 読ん で 楽 
し ん で いた だ きた い ん,( 当 の 村 国 氏 に も か な 
b 思想 的 な 偏り が ある よう だ が ……,。 お お 


Tio). 


ダー クサ イド と いう 言 
葉 に は 惹か れる も の が 


スピ ル バ ー グ の 映画 
必ず 見 に 行く 
ある 


アル ゴリ ズム を 考え る 
の は 面白 い 


を 駆使 し て 打つ 


他人 が 書い た プロ グラ 
ム を 読ん で 勉強 する よ 
うに し て いる 


シス テム 環境 は 自分 で 
構築 する も の だ 


普段 は マシ ン 語 を 使っ 


кон く こ と が で きる 


この タイ ププ の て ~ 自分 の パン ソン コン 
は 自分 流 に 使う と い メコン ユー ザー と し て 
の 基本 的 な 資質 を 持っ で 思い \ る と いえ る で し ょ う 。 
は っ きり いっ て C だ ろう が , アセ ンプ ラ だ ろう が 
心愛 する こと は あり ませ A ん 。 と いう わけ て で て , -zZ 
ら で 一 発 C し で み ま ず か ? 

8 ビッ トマ シン の ユー ザー で し た ら CP/M 上 の 
安価 な も の , ラン ゲー ジ シ リー ズ の C (а C) か 
Smal-C あ た りか ら 始 め る の が 無難 で し ょ う 。 こ れ 
ら は あく まで サ プ セ ッ ト で あり 実用 に は な り ま せ 
AZ, 雰囲気 を つか む に は 十分 で す 。 C で 新しい 
プロ グラ ミン グ の スタ イル を 修得 し た ら ア セン プ 
ラ と の 両刀 貴 い で マシ ン の 限界 に 挑戦 する と いう 
の も よい で し ょ う 。 

X68000 ユ ー ザ ー で あれ ば , 迷わ ず XC を 買い まし 
ょ う (どう し て も CP/M68K が 欲し いと いう の な ら 
止め は し ませ ん が )。 

て そ て し て や ゃ や る か ら に は , どちら の 人 も バイ デル で 
ぁ る 『 プ ログ ラミ ング 言語 C』( 共 立 出 版 ) を 用 意 
し て くだ さい 。 不安 で あれ ば も う | ВАРА Е 
っ て も か まい ませ ん 。 あ と は その 入門 書 と バ パイプ 
ル と マニ ュ ア ル を 読み な が ら , 小さ く て も 「 完 結 
し た だ た) プログ ラム 人 を た くさ ん 作っ て いけ ば 。 段々 
と C の 作法 に も 慣れ て いく で し ょ う 。 地道 な 努力 
が あな た に は いち ば ん 効果 的 な 方 法 で し ょ う 。 


素質 は あり そう BOJ 5 C C (Iz BER 
する の も よい で し ょ , まとも に 取り 組む の 
に は ちょ っ と 力 不足 の よう で すね 。 

も し も 途中 で 挫折 し て し まっ た ら , と 不安 を 感 
じ る よう な ら 背 伸び し て は いけ ませ ん 。 あきらめ 
て 身 を 引い て くだ さい 。 BASIC さ ん と お 幸せ に ね . 
だ いう と ころ か 方 。 


“D 


キー ボー ド は 人 差し 指 


マニ ュ ア ル や 文法 書 に 
は きち ん と 目 を 通す 


デバ ッ グ に 生き 甲斐 を 


BASIC な ら 自分 の 思い ど 
お り の プロ グラ ム を 書 


キー ボー ド よ り も ジョ 
イス ティ ッ ク に 触れ て 


いる 時 間 の ほう が 長い る 


ダン プリ スト を 打ち 込 
む の が 得意 


指し て いる 


作っ て みた い プ ログ ラ 
ム の アイ デア が いっ ぱ 
いあ る 


プロ グラ ミン グ の 得意 


な 友人 が いる し て 失格 だ 


マシ ン 語 を 覚え よう と 
し て 挫折 し た だ まま だ 


る 


いや いや BASIC も いい も ん で す よ 。 エ ディ タ か ら 
和 何 から 揃っ て いる し , 実行 中 マズ イ ! と 思っ た 
らい つ で も Break で きる し , 何より いつ で も 手軽 に 
使え る し , その 気 に な れ ば か な り 複 雑 な こと だ っ 
て で きる し 。 こん な 素敵 な プロ グラ ミン グ 言 語 が 
使え る な ん て , あな た は 幸せ な 人 で す 。 い 一 な , 
い 一 な 。 うら や まし 一 な 。 
この 文章 を 読ん で , バカ に され て いる 
よう な 気 に な っ た 人 に は まだ チャ ンス は あり ます 。 
今回 の 特集 を 徹底 的 に 読み まく る な ど し て 実力 を 


磨き , C の 世界 へ 奇襲 攻撃 を か け ま し ょ う 。 
2722 な A ん に よい で し ょ 。 あ ぶな 

Curb. この タイ プ ょ に か と 勘違い に 見 舞 

われ や すい ん で す よ 。 感化 され や すい と いう か 


本 に 書い て ある こと を 和 鵜 飲み に し て , 自分 で も よ 
くわ か っ て いな い の に 「 一 は ちょ っ と ね ぇ 」 と か 話 
し ちゃ う タ イブ プ 。 金 田 正 一 が パ ・ リ ー グ の 試合 を 解 
説 し て いる か の よう な , 的 外れ な こと ば か り い う 。 
な ん だ っ て 7 自分 は そう じゃ な い 7? う 一 ん , 
重傷 だ 。 U 

も つと も 、 こ の タイ ジ の 人 の 中 に は と ん で も な 
い 天 才 が いる と いう ケー ス も あっ た りす る も ん だ 
か ら 。 ちょ っ と 困っ て し まう の だ が 。 

£d, た だ の 勘違い 男 だ ろう が , 本 当 の 天才 だ 
ろう が , ノリ の 軽 さ こそ が この タイ プ の 本 質 だ か 
Б, ご じゃ こじ ゃ 考え ず に C で も D で も や っ て み 
る の が いい か も し れ な い 。 勘違い と いう の は それ 
は て それで 幸せ な こと だ し , も し も 天才 で あっ た ら , 
本 当 に 一 発 当 て られ る か も し れ な いか ら 。 ね 。 


プロ グラ ム が ち , か つ 出 来 が よ け 
れ ば C で 書か れ て い ASIC で 書か れ て いよ う 
が お か まい な し 。 ВА СМЕ СОЊЕ, 


赤川 次 郎 を 愛読 し て い 


スタ ー プ ログ ラマ を 目 


BASIC は 遅い か ら 嫌 い だ 


ビジ ュ ア ル シ ェ ル の ) よ 
うな も の が な いと 0S と 


BASIC 上 で も プロ グラ ム 
を 暴走 させ た こと が あ 


V 


LO oua 
事 し か 読ま な い 


プロ グラ ム な ん か 組め 
な く て も か まわ な い 


や っ ぱり 時 代 の 最 先端 
を 歩き た い 


コン パイ ラ は イシ タプ 
リタ より も あら ゆる 点 
で 優れ て いる 


作り た い プ ログ ラム は 
な ん と いっ て も る ゲーム 


と いう の が この タイ プ 。 ブ プロ グラ ミン グ と は ほ 栖 妹 
の 生活 を 送っ て いる の で し ょ う 。 か と いっ て 本 当 
は 自分 で も プロ グラ ミン グ で きれ ば い 一 な 。 と 思 
っ て いる の で は あり ませ ん か 7? た だ , ЋЕ! 
が 踏み 出せ な い だ け な の で す よ ね 。 いろいろ な 本 
を 読む だ け 読 ん で わか っ た つも り に な り , いつ で 
も で きる と 思っ て 放っ た ら か し に し て し まう の か 
も し れ ま せん ね 。 それ と も 「 こ りゃ 自分 に は 無理 
だ 」 と 必 っ て 投げ 由 し て し まう の で し ょ うか 。 と 
ちら に し ろ 。 一 度 と こと ん まで て プロ グラ ミン ダ に 
浸かっ て みる べき 時 期 が 近づい て いる よう で す 。 
試し に BASIC で 1!00 行 程度 の プロ グラ ム を 書い て み 
る こと を 勧め ます 。 それ を 完成 させ る こと が で き 
れ ば よし , で き な く て も それ は それ で よし と し ま 
し よう 。 し か し 。 完成 で き な け れ ば , あな た に は 
プロ グラ ム を 作る の に 必要 な 何 か が 欠け て いる も 
の と 思っ て くだ さい 。 


ут こう 3 
意 さ れ た タイ プ で すか え 直 し て は どう で て し 
ょ う 。 とりあえず は , OhX を すみ ずみ ま て で 読ん で 
か らら もう一度 挑 戦 す れ ば , B, С, D の どれ か の タ 
イン に 行け る こと と 思い ます 

+ cs, 「 や っ ぱり 僕 は この タイ プ だ な あ 」 と 
BIA, 少な く と も これ か ら は 。 読む もの, 見 る 
も の , 聴く も の に 注意 し まし ょ う 。 赤川 次 郎 は い 
け ま せん 。 あ れ は 感性 を 擦り 減ら し ます 。 せ め て , 
村上 春樹 を 読み まし ょ う 。 マ ン ガ な ら 「 ぼ の ぼ の 」, 
アニ メ な ら ば 「Mr. 味 っ 子 」 あ た り が お 勧め で す 。 
くれ ぐれ も オタ ク と 誤解 され な いよ う 注 意 し まし 
ょ う 。 も ちろ ん 感性 を 磨く な ら , や は り Oh!X が 
いち ば ん だ と 思い ます が 。 

Ао? C へ の 適性 は どう な の か っ て T AN 
も ん どう こう いえ る 立場 で すか 。 ど うだ っ て いい 
て し ょ う 。 わ っ Botë? 宛 談 な が っ て ば 。 


の に する た め に 用 
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ad 人 じじ 言 語 の 人 巻 


コン ピュ ー タ の 初心 者 は , と も する と 言語 
を 学ぶ と いう こと を 文法 を 覚え る と いう こ 
と と 同義 に 考え が ち で す 。 しかし, 実際 に 
いろ いろ な 言語 を 触っ て みる と , も っ と も 
重要 な の は その 言語 の 思想 と いっ た 部 分 で 
ある こと に 気づき ます 。 た と えば 「LISP 
は リス ト 処 理 が 得意 で COBOL は ファ イル 
処理 が 得意 」 な の で は な く , これ ら で は プ 
ログ ラム 自体 が リス ト 処 理 で あり , 774 
ル 処 理 な の で す 。 そ の 言語 の 思想 に 従っ て , 
処理 を 組み 立て て いく こと が プロ グラ ミン 

グ で す 。 コー ディ ング (実際 の 命令 に 置き 
換え る こと ) 自体 は 本 筋 で は あり ませ ん 。 
そし て 思想 に は キー ワー ド と な る 概念 が あ 
り ま す 。C 言 語 の 場合 , その 特徴 と し て 関 


数 型 言語 で ある , デー タ 構 造 が 単純 か つ 和 柔 


軟 で ある と いっ た こと が 挙げ られ る で し ょ 
う 。 こ こ で は CC 言語 を まっ た く 〈 く 知ら な いと 
いう 人 を 対象 に 。 こう いっ た 基本 概念 を 集 
中 的 に 解説 し ます 。 し か し , これ だ け で C 
言語 の 思想 に 迫る こと は で きま せん 。 Жі 
的 に C を 始め よう と いう 方 は 『K&R」 を 一 
読 す る こと を 強く お すす めし ます 。 

C 言語 は BASIC の よう に 甘口 の 言語 で は 
あり ませ ん 。 だ か ら と いっ て, СЕВЕ 
語 の 中 で も 特に 難し いと いう わけ で は な い 
の で す 。 具体 的 に イメ ー ジ を つか み , そし 
て ひたすら 実践 。 こ れ は どん な 言語 で も 同 
じ で すね 。 実践 編 に 進む 前 に ここ で し っ か 
り 基 礎 を 固め て お きま し ょ う 。 


関数 と 言語 "破門 "講座 


関数 型 言語 と し て , シス テム 記述 用 言 


BECUT. そし て アセ ンプ ラ に 代 


わる 強力 な 能力 を 持つ コン パイ ラ と し て 注目 の 言語 C じ 。 果 た し て その 実 
態 は な ん で し ょ う 。 あの ゲー マー 清水 和 人 が FORHTHAN プロ グラ マ と 
し て の 意地 を か け て の 本 人 質 に 人 迫り ます 。 


Shimizu Kazuto 清水 ША 


eeeeeeeeeweoeeeeeeeeoeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeooooeoeoeoe 


まっ だ く 《 く C が は や っ て いる 。 ТАЈ ЈЕ 
に て ВАСО О АЕ А ИУ ИЕ, 
し か も 素人 っ ぽく な い 。 そう いう 外面 が よ 
いと ころ が 妙 に 受け て いる と いう 言語 で あ 
る 。 

か の ダイ クス トラ の 神様 が の た な まっ た よ 
うな 「 構 造 化 ゲロ グラ ミン グ 」 に 向い て い 
る の で 一 般 ユ ー ザ ー と は 無縁 に 近い 学者 か 
ら も 絶賛 され る よう に な っ て し まっ た だ の だ 。 
その 上 , アセ ンプ ブラ レベ ル の 細やか な 作業 
b 高級 言語 の 複雑 な 制御 構造 も 併せ 持っ て 
いる の で , まる に 地上 最強 の 暗 言 語 と し 
て パソ コン 界 に も ジワ ジワ と 根 を 伸ばし て 
いる の で ある 。 

LL, C は 本 来 関数 型 言 語 で あり , I 
ん な メジ ャ ー に な る よう な 明る い 言 語 で は 
な か っ だ は ず で ある 。 なにしろ みろ 一 般 の C 言 
語 の 入門 書 な ど に は 必ず と いっ て よい は ほど 
次 の 一 婦 が 入る 。 

C は ベル 研究 所 で UNIX 用 に 開発 され た 

言語 で ある 

бе も の だ 。 
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ベル 研究 所 と いう の は 。 アメ リカ で も 超 
が つく 一 - 流 研究 所 で ある が , こん な 説明 を 


見 て 喜ん で て で い ちゃあ 困 る 。 私 な ぞ ざ は これ を 
読ん だ だ け で 「 う わあ , 堅苦しい 」 と 思わ 
ず 2.9 歩 ビョン ピョン と 刀 き た く な る は ほど 
Ме し が し 2% ツ ダヨ ョ ンマ ニア の ん か に は 。 35 
に そう いう 墜 苦 し きる に ピョン ピョン 飛び つ 
いて いく 人 が 多い か ら な あ 。 

C, ソフト の くせ に こん な に 固い C 言 語 
は さる ら に , 

シス テム 記述 用 言語 で ある 
な ど と いう 暗 き も 持っ て いる 。 

OS の よう な も の を 記述 する の に 便利 だ 
よ と いう わけ だ が 。 じゃ あな ぜ 「C は 関数 
型 言 語 で ある 」 な の か ? 関数 の て も の は 
f(x) と か cos の と か そん な や つ だ よわ ね え 。 
ンス テム 記述 は 関数 で する の 7 な ど と つ 
ら つ ら 見 て いく と 。 と ん で も な い 1! . 私 の 
目 に 映っ た の は , と て も 関数 と は 似 て も 似 
つか な い C の 本 質 な の だ っ た だ た 。 い っ だ い ゼ ぜ 
ん だ いと おこ が 関 数 型 な ん だ よ お お っ 7? 
関数 っ て の は そもそも …… А 


Tem 


関数 と いえ ば , 洋 の 東西 を 問わ ず f(x) 
Мо これ は も う フ ー テ ン の 還 き ん が 混 美 清 
だ と いう 2 くらい の 和 常識 。 x は 変数 で , その 
値 の 男 囲 を 定義 域 と 呼び プログ ラム 用 語 
で は 引数 (ひき すう と 読 む ) な ど と いう 。 
f(x) は x に な ん ら か の 操作 を 施し た 値 を 返 
+, х) =2x と すれ ば , これ は 2 倍 す る 関 
m M 454 "BC 12 こ - бе fij 
Bits б, 

何 か 値 を 入れ た ら , 何 か 返 す 
と いう 不気味 な 箱 (Black box) な の だ 。 

et, そろ そろ ブロ グラ ム を 出 そ を う 。 

main( ) ( j 

これ が , 最も 短い C の テキ スト (ソー ス 
ログラム) だ 。 こ の 例 は C の 本 に は 本 当 
に よる て 出 て て る る ミー ィ ー な や ゃ っ て 業 い で な の 
だ の 。 つい つい 私 も 使っ て し まっ た tt いじ 3 
て いた らく で ある 。 

先ほど の f(x) =2x と の 対応 で いく と , 
f2! main, ( ) は ( ) だ が 。 x は この 場合 は 
な い 。 まだ, { }) の な か に = の 右側 の 2x な 
に を 書 て も と こち ろだ が 。 こ れ ま た な に に 。 を それ 
で も 「 ど うだ 関数 型 だ ろう 」 と いい た いら 


し に の て お る 。 ほら ね 。 オ ルツ アラシ イ で し ょ 
う 。 実 は これ 。 何 も し な い プ ログ ラム な の 
で ある 。 何 も 6 し な いと いう 割 に は , 引数 を 


入れ る ( ) や 定義 を 書く {し ) が 残っ て いる の 
だ か ら な ん か 間抜け な 感じ が する か も し れ 
な い 。 ちなみに この プログ ラム は ,。 Х 68000 
て RAM ディ スク な ど を 使用 し な いと , 実 
行 形式 の ファ イル に する の に (つま りり コシ 


パイ ル す る の に ) お よそ 1 分 ほど か か る 。 
次 の 例 を 出 を う 。 
main( ) 


( 
printf (Welcome to Сп"); 
) 
ду РАДОЈА ВО де 
れ も C の 入門 書 に は 必ず 出 て くる タイ プ な 
ん だ 。 例 に よっ て 引数 の な い ( ) つ き の main 
の あと に 定義 が 書か が れ て いる 。「 な に な に , 
maint iZprintfC--) d с E394, 
printf は C 言 語 本 体 の コマ ンド で は な く 
ォ オマ ケ で つい て くる 関数 だ 。 関 数 か ら 関 数 


を 呼ぶ と 。 で も っ て printf の 引数 は な ん と 
У] "Welcome to C." で ある 。 まあ , 
ここ まで は 和田 アキ 了 チ に 免じ て 笑っ て 許し 
て あげ よう 。 しかし, 仏 の 顔 も 3 度 ま で 。 
て は printf と いう 関数 は , 

な ん の 値 も 返し て いな い ! 
の で ある 。 ゲ ゲッ , BARD, ザー ん ぜん 
関数 と ちゃ う や ん , と いっ て も , 

いや , 何 も 返 さ な く て も 関数 な の ぢ ゃ 
と C は の だ まい な る る の ぢ お ゃ 。 ま る さき に , È 
の 頑固 む じ いち ゃ ん その も の , きす が は で 
м, と こう いう わけ で ある 。 

ルイ ヤ ジジ シイ と こみ は まだ ある 。 printf の 
() の な か を よく 見 て いる と , ほら ほら 用 
が 立っ て くる で し ょ う ? この printf は 画 
面 に 文字 列 を 表示 する わけ だ が , 引数 の 最 
後 の 「\n」 っ て の が あたし ゃ いや だ ね , 
と いう お ば あちゃ ん も 多い と 思う 。\n は 改 
行 の 意味 な の だ が , C を これ か ら や る 人 は , 
何 か の な まじ な いと 思っ て 必ず nm を つけ 
る よう に し て ほしい 。C の 本 質 を 見 極め る 
鋭い あな だ た な らい ずれ 理由 が わか る は ず だ 。 

まだ まだ ある 。printf の 行 の 最後 の : は 
何者 か が ? これ は 文 の 区 切り だ っ て こと だ 
o, これ も そん な も の か と 思っ て 納得 し 
て は し い 。 それ に し て も , こ の 1 ! の 位置 の 
いや ち も し きこ C て グロ ダグ ラム を 書く 人 は , 
こう いう 風 に |! を つけ る と 読み や すい と 
VIOE ЛК О НАЈТ > 
ッ コ 悪い ね え 。 

Sp, これ だ け ク ドク ド い えば そろ を ろ , 

C は な ん て イヤ な 言語 だ 

と いう 暗示 に か か っ て くれ だ た ろう 。 nC 
PO, も うち ょ っ と 現実 的 な プログ ラム に 
入ろう か 。 | 


||== eso 


きっ を すく だ が リス ズ スト 1 で わる 。 まず は 
関数 らし いと ころ を 紹介 し な けれ ば と いう 
ご と で 。 で っ と レベ ル を 上 げ て 足し 算 に い 
っ て みる 。 

見 て そ わか る と お り 。 1 は 2 は 3 で fi。1) 
の 値 を ij に 入れ て , i+j=ij Жл 2 O 
が main 関 数 で ある 。f (ii, jj), ii と jj を 
邊 し て 値 を 返す 関数 で ある 。 

情け な い ほ ど 簡 単 だ . と いう 人 に は リス 
ト 2 を お 見 手 い し よう 。 こ れ は な ん と , 

log (14 x) (Ix| € 1) 
を 求め る プロ グラ ム で ある 。 ヘ っ ヘー, 
再帰 を 使っ て いる 
ん だ よ お 。 再帰 っ て え の は 再び 帰る の 文字 
と どおり , 関数 が 自分 で 自分 を 使っ て いる と 
いう 機能 で C 言 語 の 特徴 の ひとつ, 5—A, 


7207 s 7] 
計算 モデ ル は , 


en х" 
beut Tego poen pee 


て 級数 展開 され て いる わけ だ 。 も っ と も こ 
ん な アル ゴリ ズム は 遅い か ら パ パソ コン の ル 
== BATORU E Ha 

main の x が 引数 で , ここ で は 0.5 に し て 
いる 。 求め る 値 は 1og(1.5) に な る わけ だ 。 
この プ ブログ ラム は f(x ) と g(x, ij) と いう 関 
数 を 定義 し て いる 。g(x, 1) の な か で は for 
(зена ) と いう 記述 が ある が , これ が BASIC 
で いう for-next に あ だ る や つ だ 。 ち な み 
に 1 十 士 と いう の は j=j 十 1 と いう 意味 で , 
ここ で は 詳し 〈 く 触れ な い が , C じ ならでは の 
お いし い 演 算 子 で ある 。 また, vabkext 
いう の は val=val*x の 意味 。 ほ か に も い 
あい ろ あ る か ら , Appendix の リフ ァ レ ン 
ス を あと で 見 て お いて ほし い 。 

g(x,1) は x の i 乗 を 計算 し て いる 。f(x) 
は それ を 使っ て xi を 計算 Т, 次 の i を 
用 いた 計算 の た め に , また f(x) を 呼び 出し 
С вы と まあ , な ん や よう わか らん けど ,f 
(x) の な か に また f(x) が 書け る と ころ が 
偉大 だ と いい だ いも わけ で す よ 。 

まだ , この 例 で も わか る よう に 関数 の 定 
義 の な か に for ル ー プ の よう な 制御 文 が 書 
けた りす る の も 特徴 び 。 ほ か に も i 一 else, 
while, switch 一 case な どの 構造 化 制御 文 
が いろいろ と 使え る と いう わけ で , СОМ 
数 は , 関数 と いう より , 

サブルーチン だ 
と いっ つて し まっ た だ ほう が 気 が 楽に が る の で 
あっ た 。 


|| それ で は サブ ルー チン と いう こと で 


な あん だ , C じ は サブ ルー チン 型 言語 か あ 。 
そう な りゃ , わか りや すい っ て も ん で す よ 
ね 。 要する に サブ ルー チン を 作っ て どん ど 
ん 使う 。 これ が C に よる プロ グラ ミン グ と 
いう わけ だ 。 実際 XX68000 の XC (C compi | 
ler PRO-68K E 3? 5) に は X68000 の 機能 
を フル に サポ ー ト し た サブ ルー チン (ライ 
プラ リ ) が ドカ ン と つい て くる ん だ よ 。 

で は ここ か ら は ちょ っ と , XCAR 
っ て 遊ん で みよ ょ よう 。 X68000 以 外 の ユー ザ 
ー の 方 に は 申し 訳 な い の だ が , これ か ら の 
C 言 語 の あり 方 を 考え る うえ ぇ で 参考 に は な 
る は ず だ 。 

まず は リス ト 3 で ある 。 い き な り グラ フ 
ィ ッ ク と いう わけ で , 内 容 を 見 る と , な あ 
ん だ X※-BASIC の サブ ルー チン を 呼ん で い 
る の か と 誰 で も 気づい て し まう わけ だ 。 を 


pP 

XC で は X-BASIC と 同等 の シス テム の サ 

ブ プ ブルー チン が 使え る 
の で あっ た 。 

つま り , X68000 に と っ て の C は , BAS 
IC サ ブル ー チ ン を 組み 合わ せ て 構造 化 ゲ ロ 
グラ ミン グ を 行う た め の ツ ー ル だ っ た り も 
する の で ある 。 ЖЕ, с АЕН ass 
いこ と で ある 。 X68000 の ソフ ト 体 系 は , 
BAS1C つ C ッ アデ セ ンプ ブラ の ライ シ で が っ あ 
り 回 ま っ だ よう な も の だ 。 た と えん ば, #7 
フィ ッ ク を 使っ て 新しい サブ プルー チン を 作 
っ て し まっ た だ た ら , 次 は を その サブ ルー チン を 
使っ て きら に すご い サ ブル ー チ ン を 作っ て 
て こと も て きる 。 

お 次 は リス ト 4。 乱数 ルー チン rand を 用 
いた 酔 歩 の プロ グラ ム で ある 。 酔 歩 と は , 
ヨッ パラ オイ の お じき ん が , 7279: и 
て いる と ころ か ら つ けた 名 だ 。 X68000 の 
画面 の 色 を 変え な が ら pset が 行く の で ある 。 
j 三 1 か ら 30000 ま で に し た が , 無限 ルー プ 
に すれ ば 簡単 な 環境 プロ グラ ム に も な る 。 
受験 勉強 に 疲れ た 頭 を 癒す に は , こん な プ 
ログ ラム を いく つも 作っ て お く と よい の で 
は な いか >。 

САС К У За ЖАН 
な いか ら , と りあ ぇ え ず BASTIC ル ー チ ン で 
遊べ と いう の が お 勧め だ が 。 そ うし て いる う 
ち に C の プロ グラ ミン グ を 覚え , また 発想 
も 清 い て こよ うと いう も の 。 入門 書 の 1 ペ 

main() 
int олет: 
j-3; 
ij=f(i,j); 
printf("%d+%d=%dyXn",i,j,ij); 


f(ii, jj) 
int 17,32; 
{ 


return (ii+jj); 


main() 


float x=0.5,f(); 
int i-30; 
printf("log(Xf)-XfXn",l*x,f(x,i)); 


float f(x,i) 
float x; 
int i; 
( 
float val,g(); 
oe 
if (1==0) return( 9 の ) 
val-(2.0*(iX2)-1.0)*g(x,i)/i; 
return(fí(x,i)*val); 
) 
float g(x,i) 
float x; 
int i; 
( 
float уа1=1.0; 
int j; 
for(jz0;j4i;j**) valt*-x; 
return(1*va] ) : 
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ー ジ 目 か ら 着 実に 進ん で 行く て と いう の は 考 
えん だ いま ほう が 上 い 。 


|| Cmkcte っ cy ょ っ か 


それ で は , X68000 の FM 音源 を 使っ た ブ 


ログ ラム を 考え て いこ うじ ゃ な いか 。 ル ー 
チン は 共 -BASIC の ルー チン を を その まま 使 
つちや ゃ え 。 と いう わけ で リス ト 5 で ある 。 
これ が 基本 形 だ 。 

まず ,m_init で FM 音源 を 初期 化し , m 
_alloc で MML の トラ ッ ク バ ッ フ ァ を 確保 
する 。 それ を m _assign で チャ ン ネ ル に 設定 
L, m trkC F 
mxf&i-m play стиже 05 b U77, MM 
し に つい て は BASIC マ ニュ アル や 中 森 氏 の 
連載 を 参照 すれ ば よい 。 

リス ト 6 は 和音 を 鳴ら す プ ログ ラム が だ 。 
文字 列 で 音 の 名 を 入れ る と , それ を 同時 に 
鳴ら す 。 も ちろ ん 音 は 8 音 ま で 。 

と ころ て 、 き っ きか ら 気 に か っ て いる 人 
も いる だ ろう 。 リ スト の 頭 に ある . 

#include <stdio.h> 


#include <stdio.h>? 

#include <basic9.h> 

#include <graph.h> 

#include <music.h> 

main() 

( 
с18(); 
Sscreen(2,0,1,1); 
vpage(1); 
pset(110,110,3); 
circle(200,4100,100,1,0,360,200); 
box(250,250,300,300,8,32768); 
paint(200,400,6); 
fill(150,150,200,200,5); 


finclude <stdio.h> 

*include <basic.h> 

finclude «basicO0.h» 
finclude <graph.h> 

$include «music.h» 

main() 


int i,j,im,ix-384,iy-256,rand(); 
cls(); 

зсгееп(2,0,1,1); 

vpage(1); 

for(j-1;j«430000; j++) 

( 


рве (1х,1у,1+1); 
1т=1; 

ュ =rand ( ) %39: 

if (1==0) ix**; 
if (1==1) ix--; 
if (i--2) ivt: 
if (1223) iy--; 


if (123) 

( 
if (im==0) 1х++; 
1f (im==1) ix--; 
if (im--2) iy++; 
if (im--3) iy--; 
i-im; 

) 


if (1х<0) ix**; 
if (ix>768) ix--; 
if (1у<0) iy**; 
if (1у›512) iy--; 


48 омх 19887. 


ラッ ク に MML を 書き 込む 。 


と いう 部 分 で ある 。 こ れ は 。 XC に つい て 
いる ライ オプ ブラリ を 使う よ よ いう こま と だ 。 
の し に 。 じ の シス テム ディ スタ の TNCTU 
— i d) て て ん な タイ プラ 
V が 用 意 る れ て いる か 見 て お く と よい 。 

まあ FM 音源 関係 の ルー チン は 全部 musi 
ci と いう イシ タク ルード ファ イル で 呼び 出せ 
DD 5 。 

#include <music.h> 

で OK だ 。 ほ か に も , basic.h や basic0.h に 
便利 な ルー チン が いろ いろ 入っ て いる 。 た 
だ し , BASIC の ライ ブラ リ を 使う 場合 に は 
コン パイ ル 時 に オプ ショ ン 指 定 で cc /W と 
し な いと うま て ヨ ン バ パイル で きい の や で 気 
を つけ よう (自分 が ひっ か か っ た だ た だけ の 話 
ON 

話 が それ だ が 。 リ スト 6 に 戻 ろ う 。 ここ 
で は 和音 を 表す 文字 デー タ を ポイ ンタ を 使 
っ て 開 し て いる 。 ポ イン タ と いう の は 。 2 


の デー タ が 入っ つて いる メモ リン の 番地 の こと 
€t. *data 4159 1 542. ds 
の よう な も の が を その 番地 を 表し て à Ж 


や А Pardo pot. oum lo 
番地 で し か 渡せ な い の で ,」 受け る サブ ルー 


$include <stdio.h>? 

include «basicO0.h» 

finclude <игарћ.ћу 

$include «music.h» 

main() 

( 
m init(); 
m alloc(1,2000); 
m assign(1,1); 
m trk(1,"Q7 934 V9 O4 T66"); 
m trk(1,"L16 CCCDEG8GFFFAG8") ; 
m trk(1,"L16 »G«XDD4DE-E-DC2") ; 
m play(); 


finclude <stdio.h>? 
include <basic の .h> 
*include «graph.h» 
S$include «music.h» 
main() 
( 
int i; 
m init(); 
for(izl;i«9;i**) 
( 
m alloc(i,2000); 
m assign(i,;i); 
) 
маоп ( "СЕС LM ) ї 
m ртау(1,2,3,4,5,6,7,8): 
) 
маоп (даба) 
char *datai 
( 
int i; 
for (120;1<8;1++) 
( 
Switch(*(data+i ) ) { 


сазе 'C':m trk(i*1,"C");break; 
case 'D':m trk(i*1,"D");break; 
case 'E':m МАО 'E");break; 
case 'F':m trk(i*l,"F");break; 
case 'G':m trk(i*1,"G");break; 


case 'A':m trk(i*1,"A");break; 
case 'B':m trk(i*1,"B");break; 
case ' ':m trk(i*1,"R");break; 


チン 側 で も , ポイ ンタ で 受け て や ら な く て 
は いけ な い の だ 。 こ の ポイ ンタ と いう の が 
ある お か げ で , C で は アセ ンプ ブラ に 匹敵 す 
る 徐 軟 な こと が で きる の だ が , 逆 に 初心 者 
- は 理解 し に くい と いう こと に な っ て いる 
0 だ に 。 

ST, waon( 和 和音 ) と いう 関数 の 引数 に 
な っ て いる data と いう の が , この 場合 ポイ 
ンタ で , 文字 列 “CEG” の 先頭 に ある “C” の 
ゲス キー コー ド が 格納 きれ て いる 番地 を 指 
すこ と に な る 。 き さあ , この へ ん に 興味 を 圭 
nu N 
張っ て ベル 人 研 へ の 道 を 歩ん で くだ 

eo TEST 
いう 比較 的 正常 な 方 は この プロ グラ ム の 
main 関 数 を いろ いろ と 変え て 遊ん で みる 
CR 

次 の リス ト 7 は ちょ っ と 初心 に 帰っ て , 
目 動 メロ ディ 発生 だ 。 ル ー チ ン 名 も Bam 
(バッ ハ ) と し だ た 。 こ こ で も 乱数 が 活躍 し て 
いる 。 も ちろ ん 自動 作曲 と な る と 乱数 ば か 
り で は ダメ で , ある 程度 規則 性 を 持っ た な 
か で 音 を 選ぶ こと が 必要 に な る 。 音楽 好き 
の 人 は ぜひ チャ レン ジ し て も らい た い 。 


$include <stdio.h>» 
#include <basic の .h> 
finclude «graph.h» 
include «music.h» 
main() 
( 
int i; 
char *bach(),*otolen(); 
char mdata[2000]; 
m init(); 
Ғог(1=1;1<9;і++) 
{ 
m alloc(i,2000); 
m аззівп(і,і); 
) 
for(i-1;i«2000;i*-4) 
( 
strcat(mdata,  bach()); 
Sstrcat(mdata,otolen()); 
) 
printf("XsYn",mdata); 
m trk(1,mdata); 
m play(1); 


) 

char *bach() 

( 
int i; 
і=гапа()%13; 
switch(i) 


( 
case 0 :return " C" ;break; 
case 1 :return "Cé$";break; 
case 2 :return " D" ;break; 
case 3 :return "Dé£";break; 
case 4 :return " E" ;break; 
case 5 :return " F" ;break; 
case 6 :return "Е#";ргеак; 
case 7 :return " G" ;break; 
case 8 :return "G£";break; 
case 9 :return " A" ;break; 


case 10:return "А#";ђгеак; 
case ll:return " B" ;break; 
case 12:return " R";break; 


) 


char *otolen() 
( 

int i; 

і=гапа() х3; 

switch(i) 

( 

сазе の 9:return "  ";break; 

case l:return "8 ";break; 
case 2:return "2 ";break; 


パソ コン の こと は 


この よう に , X-BASIC の FM 音源 ルー チ 
(くど いよ うだ が 関数 の こと だ よ ) を 使 
う ょ よう な 例 で 見 る と 案外 初心 者 で も C は 人 役 
に 立つ 。 他 の パソ ュ ン で いま ひと つつ 一 般 ユ 
ー ザ ー に 普及 し な い の は , や は り ПУЖ 
イブ ラリ が 健 弱 び か ら 」 な の だ ろう 。 グラ 
TAUREN FEE b obo5l/O 
を 考 を ん な が ら サ ブル ー チ ン を 組む よう な 使 
い 方 で は , 難し く て せっ か 〈 の 素 晴 し い 成 
カカ を 持つ C も 使い こなせ な い 。 ФОО X 
68000 の 持つ 機能 を 生か す ラ イブ ラリ の 充 
実 が XC の 魅力 し な っ て いる の で ある 。 

LIAC, 関数 型 た いっ て も 実は サブ ル 

ー チ ン に 毛 の 生 を た よう な 形 を と る C 言 語 
が な ゼ ぜ ザ シ ステ ム 記 述 言語 と いわ れる の か 。 
も うお わか りか も し れ な い が , ハー ドウ ェ 
ア を 扱う ルー チン を 自在 に 組み 合わ せ て コ 
ン パ クト な マシ ン 語 に 落と し て くれ る か ら 
だ (比較 の 問題 だ ょ , 誰 だ い C で 書く と 大 
きく な る っ て いっ て る の は )。 高速 だ し , 
キー 入力 も 少な いし , 使い こなせ れ ば いい 
言語 な ん だ ろう な あ 。 

プロ グラ ム の 例 を 続け よ う 。 今度 は X68 
000 ご 自慢 の スプ ライ ト を 使っ て み だ い 。 
スプ ライ ト の ライ ブラ リ も XX-BASIC の ル 
ー チ ン と そっ くり な の が ある 。 これ に つい 
て は 中 森 氏 の 「X68000BASIC 入 門 」 の 第 
4 回 (1987 年 11 月 号 ) に 詳し く 載 っ て いる の 
て 参考 に し て ほし い 。 

ここ で は 簡単 な パタ ー ン を 定義 し て , € 
れ を さる き ほ どの 酔 歩 の よう に 動か し て みた 
(リス ト 8 )。 これ は 環境 ソフ ト に 発展 で き 
そう だ 。 こ う や っ て いる と な に か X68000 を 
制覇 し た よう な 気分 に な っ て くる 。 

か まわ ず 続 け て , 今度 は リス ト 9。 が, 
これ は この まま で は 動か な い 。 一 応 む し ゃ 
べり を する よう に し た い の だ が , ADPCM 
用 の 音声 デー タ を 入力 し な くち ゃ いけ な い 
の だ 。 膨 大 な 量 の サン プリ ング デー タ を 載 
せる わけ に も いか な い の で , ここ で は 形 だ 
け の 紹介 と し よう 。 

関数 型 言語 の よい と ころ は , 細か いこ と 
を 気 に せ ず に , まず 全体 の 機能 を 考え て か 
ら 次 第 に 細か く プ ログ ラム し て いく と いう 
トッ プ ダ ツウ ン 方 式 が と れる こと だ 。 ЖЕ 
か が ら ト ッ プ タダ ウン が 好き で て で 。 何 か パソ ユン 
に や ら せ だ いと 思う と メイ ン ル ー チ ン だ け 
作っ て みた りす る 。 

だ た と えん ば り リスト 10 に 拳 げ た 3 つ な ん か 
どう だ ろう 。 ひ と つ は 准 蔵 庫 の な か を 掃除 
する が グラム (パカ だ ね , LPL), びと 


つっ は 自動 作曲 プロ グラ ム , 最後 の ひと つ は 
カッ プ ラー メン 作成 プロ グラ ム で ある 。 Š 
P, 退屈 で ヒマ な と き が あっ たらこ ん な の 
を 書い て みる の も 一 興 ど ろう 。 不思議 な こ 
と に 書い た も の を 眺め て いる と ,。 な ん だ か 
本 当 に で きそう な 気 が し て くる も の だ 。 


| X-BASIC は イン タブ リタ C(?) 
X-BASIC の コマ ンド ば か り 使 っ て ブロ 


グラ ム を 組ん で いる と , まる で XX-BASIC 
が イン タプ リタ 型 の じ と な ん じゃ な いか と 鎖 


覚 を 起こ す 。 ま あ , 最初 がら を の つも り で 


作ら れ た BASIC だ か ら 当 た り 前 な の だ が , 
X-BASIC を や っ て お け ば C に も 入り や す 
いと いう こと も 見 逃 せ な い 。 だ いだい BAS 
ICE 同じ ライ ブラ リ は 「BASIC マ ニュ アル 」 
を 見 な が ら 作 成す る わけ だ か ら , ol: 
C だ か BASIC だ か わか ら な く な る 。 

き て , 今度 は BASIC 以 外 の ライ ブラ リ を 
使っ て みよ うか 。 ル ん ーー, 
D, ライ ブラ リ math.h か ら 数 値 演算 に 関す 
る 主 な 関数 を 取り 出し て 紹介 し よう 。 リス 
ト 11 が それ で ある 。 

よく 見 る と おおっ, や っ と 「 関 数 型 」 の 


#include <stdio.h> 
#include <basic の 9.h> 
$include <graph.h> 
£include «music.h» 
char data[255]- 
(09,0,0,0,0,0,0 


~ — 9 
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w w < w < w < ww << w w w < 9 ө 


w < w < < ~ 


- = ~ ~ 


оооооообооооо оо 


- = ~ 


— ec eo cc eee SS 


main( 
( 
int i,j,im,ix=128,iy=128; 
cls(); 
screen(0,3,1,1); 
sp clr(0,255); 
sp off(9,127); 
sp def(0,data); 
sp disp(1); 
for (jz21;3«430000; j**) 
( 
sp move(0,ix,iy,9); 
im-i; 
= rand X15; 
if (1==0) іх++; 
if (1221) ix--; 
if (1==2) іу++; 
if (1==3) iy--; 


if (153) 

( 
if (im==0@) ix**; 
if (1т==1) ix--; 
if (im--2) iy**; 
if (im==3) iy--; 
izim; 


if (ix<0) ix++; 
if (ix>256 ) ix--; 
if (iy<0) iy++; 
if (iy?256) iy--; 


) 
screen(2,0,1,1); 


ちょ っ と 問い 話 だ 


車 に あわ あず か れ た で は な いで て で すか 。 printf 


の な か で を の まま 関数 の 名 を 書い て や れ ば , 


FORTRAN や BASIC の よう に わざ わざ 変 
数 を 使っ て 値 を 返さ なく 《 て すむ (わか る か 
"1 

ご 覧 の よう に 逆 三 角 関 数 (arccos な と ) 
оо も 入っ て いる 。 X68 
000 で 数 値 演 算 や し た い 人 は , BASIC な ん 
か 使っ て いた だら どう し よう も な いよ 。 こ れれ 
は も う C で ブログ ラム を 組む っ きゃ ない 。 


static char data[50][3900]; 
main() 
( 
char да [100]; 
strcpy(dat[9]1," ..... "у 
pronou(dat) ; 
) 
pronou(dat) 
char dat[100]; 
( 
="7') а play(data[1],2,3); 
S. q) ) 


if (dat[1] 
] a play(data[2],2,3); 


[ 
if (dat[1 


リス ト 10 2 


/* 自動 作曲 プロ グラ ム */ 


main() 
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/* カ ッ プ ラー メン の 作成 */ 


main() 
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それでは, や っ と 関数 らし い 関 数 が 出 て 
きだ た ところで,。 ちょ っ ぴり 変わ っ た だ ブログ 
ラム を 紹介 し よう 。 リ スト 12 が それ で ある 。 
お お っ , 今度 は main の ( ) の な か に 引数 が 
жб» KITT НОО 
t, Human68k の コマ ンド ライ ン か ら 。 

А>ЅАМРІЕ 5 

の よう に 引数 を (この 場合 は 5) を 入力 で 
きる の て あっ だ た 。 よっ き に 思い つて 便 い 方 
と し て は 「 究 極 の プロ グラ ム 電 卓 」。 実験 デ 
ー タ を まとめ て レポ ー ト に する と き の や や 
こし い 計 算 も る C が あれ ば 大 未 夫 。 ち ょ ちょ 
いのち ょ いと いう わけ で プロ グラ ム 電 卓 を 
上 買う お 金 が あっ だ た ら ゲ ー ム ソフ ト に で も 回 
まし еј" 

この 例 を 見 る と , 引数 が 2 つ な の に コマ 
ンド て は ひと つの 引数 し か 入れ て いな い 。 
これ は 第 1 引数 に は , 引数 の 数 が 入る た め 
だ 。 プ ログ ラム の ほう の 事情 として, も し 
引数 の 数 が 違っ て いた ら 何 か の エラ ー 処 理 
が 必要 な の で ,。 こう いう 規則 に な っ て いる 
と いう わけ だ 。 一 見 間違い や すい か ら 注 意 
が 必要 だ ろう 。 で も 使い な れる と 文字 列 の 
形 で も 入る の で ファ イル 名 な どの 記述 に 非 
箇 に 便利 。 ま る に OS か ら 直 接 呼べ る 関数 
TON. 

ワー ん 。 を フフ が 。 や っ と わか っ て きた は 
うな 気 が す る ぞ 。OS か ら 引 数 が 渡せ る か 
ら シ ステ ム 記 述 に 向い て いる ん だ な 。C を 
使っ て いろ いろ な コマ ンド を 作っ て いく 〈 こ 
L but SC pon G, つよ さより 0, ます “a 
マン ド 名 .c と いう C の ソー ス を 書い て сс. 


#include <stdio.h> 
#include <basic の 9.h> 
*include <graph.h> 
#include «music.h» 
#іпс1чае <math.h> 
main( ) 


( 
printf("arccos(0.5)-XfYn" ,acos(0.5)); 
printf("arcsin(0.5)-XfYn" ,asin(0.5)); 
printf("arctan(0.5)-XfYXn" ,atan(0.5)); 
printf("cos(pai)-XfY*n" ,cos(pi)); 
printf("sin(pai)-XfY*n",sin(pi)); 
printf("tan(pai)-XfY*n" ,tan( pi ) ) : 
printf("cosh(0.5)-XfXn",cosh(0.5)); 
printf("sinh(0.5)-Xf*n",sinh(0.5)); 
printf("tanh(0.5)-XfYn",tanh(0.5)) 
printf("exp(0.5)zXf*n",exp(0.5)); 
printf("log(0.5)-zX*fYn",10g(9.5)); 
printf("logl10(0.5)-X*fYXn",10g10(0.5)); 
printf("2**10-Xf*n",pow(2.0,10.0)); 
printf("root(2)-*fYXn",sqrt(2.0)); 


$include <stdio.h>? 
main(i,J) 

int i; 

char *j[]; 

( 


if (1!22) printf("'"error!'Yn"); 


else 
printf("XsYn",j[1]); 


50 отх 19887. 


(コシ ジン パイル を リック グ ) に か けれ は ば. s 
> к ЈА barb sC ЬУ, 


|| じ に 明日 は ある の か 


E, C の きわ り の 部 分 を ちら ちら と 早 
め て きだ わけ だ が 。 じゃ あ C に と っ て 「 明 
НЕ Со bi O65, 上 と は いっ て も 。 
C に は 構造 体 , 共用 体 , 記憶 クラ ス な ど , 
ょ だ まだ 難し い 機 能 が いっ ぱい ある の て, 
これ だ け の こと か ら 何 か いえ る 筋 で も な い 
の だ が 。 あえ て 考え て みょう 。 

て は リス ト 13 を 見 て も らい た だ たい 。 こ れ は , 
test.:dat と いう ファ イル に キー ボー ド か ら 
入力 し だ デー タ を 書き 込ん で いく プロ グラ 
ム で ある 。 有 男 の 勝 負 は -- 見 し て どう 感じ た 
PTAS bs 
1) うわ あ , こん な の 絶対 わか らん 。 見 た 

だ け で めまい が する 。 
== こう に うう 人 は は は っ きり に es て CC に は 

近寄ら な に は うる が 
2) うっ そ 一 。 わか ん な い 。 で も 面白 そ 3 。 
> こん な 人 は , 祝 氏 が 始め る 連載 講座 に 

АЛ Се о 
3) ЖАМ. こん な の 簡単 じゃ ん 。 
ce あな だ ば と うし て こん か 丸 間 を 読ん で 

いる の か 。 さ る っ さき と, #2 部 に 進ん だ は 

うう が に に て すま 。 

これ が すべ て の 答え だ と 思う 。 リス ト 13 
の 例 の よう に , C は ファ イル を 扱う の に 便 
利 な 機能 を 備 と て いる 。 し か し , どう も と 
っ つき が 悪い 。 何 か が 人 を 寄せ つけ な い 雰 囲 
世 が リス ト か ら 漂 っ て くる で は な いか 。 を 
の 原因 は 困 た し て な ん だ ろう 。 

102, 括弧 の 多き で ある 。 引数 を 囲む 
У), 手続 き を 囲む 中 括弧 上 |, そし 


#include <stdio.h>? 
#include <fcntl.h> 
#include <fctype.h> 
#include <stat.h> 
#include <io.h> 
main() 

( 
| int fil,ilen; 
char dum[81]; 


if ((fil=open("test.dat",O_TRUNCIO_WRONLY ) ) <9 ) 
if ((filzcreat("testl6.dat",S ITWRITE ) ) < の ) 


exit(09); 
While(l) 
( 


printf("Xndata ?"); 
scanf("*s",dum); 
strcat(dum,"Yn"); 
ilenzstrlen(dum); 
if(dum[0]z-'/') break; 
if(write(fil,dum,ilen)«90) 
( 

printf("error!!'Yn"); 

break; 


) 


) 
close(fil); 


て 配列 の 添え 字 の 大 括弧 [| ] と, これ で 高 
以 が あれ ば 日 本 の 教育 制度 で ある 。 だ いい 
b, こん な リス ト , 声 に 出し て 読め ゆな いじ 
ゃ な い 7 таіп() {------ を 「 メ イン 小 カ ッ 
コカ ッ コ 中 カッ コ …… 』」 な ど と 読み 出し た 
5, Abd RAD ИКО Оо ú 
осе 」 と 歌っ て し まう で は な いか >。 

と っ つき に く 〈《 い 2 番目 の 理由 は , 省略 形 
が 多い こと キキ と か の インタ リリ メン ッ ント ke デ 
クリ メン ト 演 算 子 を 考え た の は モン ス が あ 
$2, と どう も リス ト 全 体 の 表現 が 簡潔 過ぎ 
て グロ グラ ぬ あ を わかり に て で て くし て いる 気 が 
する 。 

そし て 最後 は 私 の 嫌い な ポイ ンタ と いう 
概念 び 。 プ ログ ラム が 高度 に な れ ば 。 ポイ 
ンタ の ポイ ンタ の 配列 だ ど だ とか, も っ と 複雑 
な 使い 方 も パン ペン 出 て くる っ て A れん だ か 6 
お 手 上 げ で ある 。 リ スト に * ネ が ひと つ 抜 け 
て しい だ た だけ て いた だ ブログ ラマ も 多い の で 
は な いか >。 

だ だ 今回 いろ いろ と 試し て みた 結果 わか 
っ だ こと は , そん な 上 難しい 機能 は 使わ ず に , 
と りあ え ず ライ ブラ リ を 使っ て 遊ぶ 気持 ち 
で いれ ば , 一 変 し て な か な か に イイ 言語 に 
な っ て て れる よい に いう こも だ 。 EXCO? 
イプ ラリ の 充実 度 は 群 を 杖 い て いる 。 X68 
000 ユ ー ザ ー に は 「 こ の 果報 者 !」 と いっ て 
上 算 を 指 で つっ 突き た だ たい ほど だ 。 だ か ら C の 
本 な ど 読 む の は や め て , まず いじ くっ て み 
る こと 。 そこ か ら 道 が 開け よう と 悟っ た 私 
て あう が だ 。 


めで た し , めで た し 


いや あ , 素 晴 し い 。 ま き に 完璧 な 言語 で 

し だ 。 な ん と いっ て も 関数 型 の 特徴 を 実に 
よく 生か し て いて 。 ま き に シス 
ァ ム 記述 OS の ユー ティ リ テ 
ィ 作戦 に は も っ て こい で すね 。 
し か も ライ ブラ リ を 使え ば ハー 
ド の 機能 を 生か す の も 非常 に 簡 
BILL. ソー スコ ヨー ド の 打ち 込 
み も 省略 形 が 多い か ら 短 時 間 で 
すみ ます よね 。 

だ か ら 最 初 に 言っ た じゃ な い 。 
いい 言語 で 僕 も 大 好き だ っ て 。 
絶対 メジ ャ ー に な る っ て 。 え ぇ 7? 
САУ ん な こと な いま 。 
錯覚 錯覚 。 皆 き る ん も 絶対 に C の 
勉強 し まし ょ う ね 。 祝 る ん の 連 
載 も 始ま る し 。C を や れ ば BAS 
[ОДА に な る よ 。 ほん と た 。 
や っ て て 損 は な いよ お 。 t, Š 
う 書 いた ら 6 怒ら れる か し ら ?2 


デー タ 構 造 か ら の "Hello C World" 


初心 者 に と っ て 最 難 関 と な る の が デー タ 構 造 で し ょ う 。 抽象 的 に な り が 


ちな テー マ で す が , 


具体 的 に どう いっ た 処理 が 行 


われ て いる の か を 中 心 


に イメ ー ジ を 作り あげ る よう に 解説 し こみ まし た 。 デ ー タ 構造 を 理解 す 
る こと が 言語 入門 の 最大 の 課題 で す 。 


ゴー ポー 
Sohma Hidetorno 相馬 IRE 


と デー タ 構 造 の 重要 性 


C じ 言語 村上 と っ て も お いし い 言 語 て す 。 む お 
いし いと する に は それ な り の 理由 が いる わ 
け で す が , C は BASIC に 比べ れ ば 速い し 
(コン パイ ル す る か ら 当 た り 前 ), 小回り が 
š l L, OS と は 仲 が いい し , 複雑 が データ 
構造 が 扱え た りす る と ころ が お いし い の だ 
ろう と 思い ます 。 その 中 で も 特に 広い 意味 
で C の お いし る の 60~-70% で ぐら 5 い が ,。 デー 


タ 構 造 あ た り に ある の で は な いで し ょ うか 。 


£20, ここ で は デー タ 構 造 と いう 面 か ら 
に に つい て 考え ん て の みあ 上 し ょ よう 。 

し か し 。 デー タ 構 人造 に は BASIC に な い 
概念 も 多い の で , 入門 者 に と っ て 脱落 者 の 
も っ と も 多い と ころ で も ある の で す (特に 
ボイン タ 関 係 )。 入 門 者 が デー タ 構 造 で つま 


j C 理由 に つい て も 考え ん て みた い の で す が , 


ео 
言語 (特に BASIC) は 一 般 に デー タ 構 造 が 
貧 軸 て ある た め . と 思わ れ ま す 。 こ の た る め 。, 

BASIC し か 使っ た こと の な い ユ ー ザ ー 

デー タ 構 造 や これ を 主体 と し た 処理 の アル 
ゴリ ズム な ど に つい て は 知識 が 不足 気味 の 
ょ う で す 。 しかし, デー タ 構 造 を 有効 に 活 
ЈА ま U* ウ ウル グ ラテ クニ テッ ク は ば は まわ 
め て 重要 な も の な の で す 。 

PASCAL, C な どの ALGOL 系 の 言語 で 
は この こと を と て 6 も 重視 し て 設計 る れ て い 
ます 。 これ は , PASCAL な どの 言語 の 生み 
の 親 で ある N.Wirth 大 先生 が この こと を 
きわ め て 重要 視 し た た めで す 。 現在 パソ コ 
ン 関 係 の 人 な ら 6 誰 で も 知っ て いる デー タ ベ 
ー ス と いう も の は , この デー タ 構 造 の 考 ぇ 
方 を 大 きく 発展 きせ, 複雑 で 膨大 な デー タ 
を 使い や す 〈 し 実用 化 を は か っ だ も の と い 
єз,» 

入門 者 に と っ て , C な ど は 変数 の 宣言 す 
ら 面倒 に 見 を える と 思い ます 。 し か し , 変数 
の 宣言 ひと つと っ て も を の 意味 に は か な り 
補い も の が あり ます 。 ま た C で は 比較 的 自 
由 に デー タ 構 造 を 使え を る の で , これ を 使い 
こなせ ば 複雑 な 処理 を 比較 的 簡単 に 記述 で 


きる の て す 。 


弟 さ ん は 変数 を どん な イメ ー ジ で と ら え を 
て いま すか ? も っ と も 一 般 的 な と ら え 方 
は , 数 値 な ど を 入れ る 入れ 物 の よう な も の 
だ と 思い ます 。 し か し 実際 コン ピュ ー タ 内 
で は , この 入れ 物 に 直接 相当 する も の は あ 
り ま せん 。 で は どう や っ て 変数 を 実現 する 
аи タ 内 の 記憶 領域 

一 部 (レジ スタ を 含む ) を 変数 と 見 立て 
| 

と いっ て も シン 語 を 使っ た こと の な い 
方 に は 理解 し に くい で し ょ うか ら , コン ピ 
ュー タ の 記憶 構造 か ら 説 明 し まし ょ う 。 
は 大 きく 分 け て 2 つの 記 
憶 領域 が あり ます 。 ひ と つ は 主 記憶 と 呼ば 
れる も の で , 一 般 に 半導体 メモ リ (メモ リ 
ICHE) て 構成 きれ て いま す 。 そ し て も う 
и 
> 自体 的 に は ディ スク や 磁気 テー プ な ど 
MELLE њи на 
み 書 き に 必要 な 時 間 (アク モス タイ ム と い 
いま す ) t, どの くら い 多 く の デ ー タ を 格 
納 で きる か と いう 記憶 容量 に 表れ ます 。 2 
の 構成 部 品 の 特性 に よっ て , 主 記憶 は アク 
セス タイ ム が 短 〈 高 速 に デー タ の 読み 書き 
が 可能 で ある が , 価格 の 面 か ら 記憶 容量 を 
大 きく で きま せん 。 これ に 対し て , 補助 記 
憶 は 安価 に 大 容量 に で きる の で す が , アク 
で せ ス が 低速 に か っ て し まう の で す 。 

し だ が っ て , コン ピュ ー タ で は 頻繁 に 使 
2 デー タ を 主 記 借 に 置き 。 あま り 頻繁 に 使 
わな い デ ー タ を 補助 記憶 な ど に 置く こと ょ と で 
デー タ の アク セス タイ ム を 短く 抑え , 処理 
能力 を 向上 きせ て いま す (これ を 記憶 の 階 
層 化 と いい ます )。 

パソ コン な どの 小型 の ュ ン ピュ ー タ の 場 
^. 主 記憶 は メモ リ チ ッ プ の み で 構成 きれ 
る の で メモ リ 空 間 な ど と いう こと も あり ま 
す 。 し か し ここ で は , 私 の 独断 で 主 記憶 空 
彫 と いう いい 方 で 統 三 上 ヒ ま す (本 当 は , E 
っ ちがい い の だ ろう ? СЬ, 難し い 本 は 


コン ピ ビ ピュータ 


コン ピュ ー タ に 


主 記憶 空間 っ て いう の よわ ね )。 

さて 今 ま で の 話 か ら 想 像 が つく と 思い ま 

i 一 般 に は 頻繁 に 使わ れる デー タ を 格 
納 す る 変数 は プロ グラ ム の 高速 化 の た め に 
主 記憶 上 に 作ら れる の で し た 。 を そこ で 注意 
し な けれ ば な ら な いこ と は 。 現在 の ュ コン ゼ ピ 
ュー タ の 多く が スト アー ド プ ログ ラミ ング 
方 式 (ノイ マン 型 ) と いう や り 方 を と っ て 
いる と いう こと で す 。 この 方 式 は 主 記憶 空 
間 に デ ー タ で あろ う が プ ログ ラム で あろ う 
が 一 緒 に 置い て し まお うと いう も の で す 。 

厳密 に いう と OS な ど が 。 デー タ と プロ 
グラ ム を ある 程度 区 別して 扱っ て くれ た だ た り 
し ます (あく まで も ある 程度 ど だ よ )。 しかし, 
主 記憶 空間 に 置い て し まえ ば , どちら も 単 
な る 1 と 0 が 並ん だ だ け の も の (1 と 0 の 
ビッ ト 列 ) と な っ て し まい ます 。 も た が 5 
て OS が 馬鹿 な 場合 は 特に どれ を デー タ 
LL, どれ を プロ グラ ム と する か は 実際 に 
処理 する ユー ザー プロ グラ ム 次 第 と な っ て 
し まう の て すず す 。 

これ は 一 歩 間 違う と プロ グラ ム を 破壊 し 
た りす る 可能 性 を 秘め て いま す が , 狭い 主 
記憶 空間 し か な い 場 合 な ど は , プロ グラ ム 
目 身 で プ ログ ラム を 書き 換え る こと で プロ 
グラ ム を 有効 に 使え を る よう に する こと が 重 
要 な 意味 を 持つ こと が あり ます (16 ビ ッ ト 
機 以 上 で は 百害 あっ て 一 利 な し )。 と に か く 
大 事 な こ と は 主 記憶 空間 に デー タ も ブロ グ 
ラム も 存在 し て し まう 4 ん だ よ と いう こ ょ で 
す 。 

で は 次 に 主 記憶 が どの よう な 構造 を し て 
いる か を 見 て み ま し ょ う 。 主 記憶 空間 は 8 
ビッ ト (1 と 0 だ け の 2 進数 が 8 桁 、 ま と 
め て 1 バイ ト と も いい ます ) ご と の 小さ な 
番号 の つい た 箱 の 集まり と みな すこ と が で 
きま す 。 こ の 番号 を アド レス と いい , 0 か 
ら 順番 に 主 記憶 の 量 ど ご け の 値 を と り ま す 。 
だ と えば ある コン ピュ ー タ 内 の 主 記憶 容量 
が 64K バイ ト だ と , 一 般 に コン ピュ ー タ の 
世界 で は , 

К =1024 (=21°) 
な の で 

64K ^*4 F =65536 = 10000, 
つま り , 16 進 で 10000』 個 の 箱 が ある こと に 
な り ま す 。 その 箱 に は それ ぞ れ アド レス が 
ある の で す が ,。 アド レス は 0 か ら 始 まる の 
で 0000』 か ら 6 FFFF』 ま で の 番号 が ある こと 
に な り ま す 。 こ の 箱 を 人 の 住ん で いる 家 と 
見 な せ ば , この アド レス は 番地 の よう な も 
の です 。 そこ で で の アド レス Елу ЧЕ 
は 日 本 語 で は 番地 と 訳 さ きれ だ り し ます 。 

そこで 主 記 憶 空間 は 1 次 元 と な っ て いて , 
イメ ー ジ 的 に は 図 1 の よう に 連続 し た 帯 の 

特集 デー タ 構 造 か ら の "Hello С World” 5] 


図 1 メモ リ の イメ ー ジ 
主 記 憶 容量 64Kbyte の 場合 
00004 


0001u 
0002н 


FFFEu 
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表 1 基本 デー タ 型 (XC の 場合 ) 


char 
int 
short int 
long int 
unsigned char 
unsigned int 
unsigned short int 
unsigned long int 
float 
double 


に の 0 すら と が し すま す 。 Ст 2 
の 主 記憶 空間 の イメ ー ジ が 絶対 必要 で す の 
t, し っ か り 頭 に 叩き 送 ん で お いて 〈 く だき 
い 。 

る て 変数 の 話 に 戻り まし ょ う 。 主 記憶 空 
間 が 1 バイ ト ご と に 区 切ら れ て いる と いう 
の は 物理 的 な (機械 が どう で き て いる か と 
いう ) 話 で , 我々 は この 1 バイ ト に あま り 
と ら わ れず に 記憶 空間 を 使う こと が で きま 
Ta 

し か し 。 ユ シン ピュ ー タ 自作 が この 1] パイ 
ト を 基準 と し て 処理 を 行う よう に 設計 され 
て いま す の で , 具体 的 に は 1 一 数 バイ ト を 
まとめ て 変数 と し て 使用 し ます (C の 場合 , 
多少 の 例外 が あっ た り し ます )。 つ まり , 記 
憶 空 間 の 連続 し た 一 部 分 (数 バイ ト ) を 大 
き な 箱 に 見 立て て , 変数 し し て いま す 。 し 
だ が っ て , 変数 は 必ず 自分 が 記憶 空間 の あ 
る 位置 と し て の アド レス まだ た は を それ に 類 す 
る 値 を 持っ て いま す 。 こ れ を イメ ー ジ 的 な 
図 に し た も の が 図 2 で す 。 

多く の プロ グラ ミン グ 言 語 で は , この 変 
数 の アド レス を 具体 的 に 知る こと や 主 記憶 
か ら 直 接 デ ー タ を 読ん だ どり 書い た りす る こ 
と な ど は 上 難しく な っ て いま す 。 と いう の は , 
主 記憶 空間 に ある の は 変数 の み で は な く 〈, 
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図 2 変数 の イメ ー ジ 


変数 a が 4 バイ ト (32 ビ ピット) の と き 


アド レス — 
(&a) 
: 4 バイ ト 
| か 0 が 
で いる 


FFFFn 


表現 で きる 値 の 範囲 


— 1286—12] 
—2,147,483,648—2,147,483,647 
-82,168—32, 161 
—2,147,483,648 —2,147,483,647 
07—259 
0— 4,298, 967,295 
Ü-- 65,535 U 
0—4,298,967,295 
10737 ~ | 038 
約 | 0-307 ~ | 0398 


プロ グラ ム 自 身 や コン ピュ ー タ 内 部 の 重要 
な 情報 が た くさ ん 蓄積 し て ある た めで す 。 
万 ーー これら が 書き 換え られ る と コン ピュ ー 
タ が 異常 な 動作 を し か ね ませ ん 。 し か し C 
で は これ を ポイ ンタ と いう も の を 使っ て 簡 
単に 知る こと が で きま す 。 こ れ は 危険 な こ 
と で す が こ れ に よっ て マン シン 語 で 書か な い 
と で き な い よう な こと まで 可能 と な り , 5 
まく 使え ば か な り 面 白い こと が で きま す 。 
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次 に 変数 の 型 し いう も の に つい て 考え て 
み ま し ょ う 。 変数 に 格納 する 値 に は る ま ざ 
まな も の が あり , ЖИЙ, 文字 , 文字 例 (x 
字 が 集まっ た だ もの) な ど を 基本 と し て , 数 
学 的 な 論理 値 。 集合 な ど が 考え られ ます 。 
し が し 。 コ ンピュータ 内 部 て は すべ で て の 値 
が 2 進数 の 数 字 で (つま り 1 と 0 だ けが 並 
ん だ ビッ ト 列 で ) 表現 きれ て いる の で し た 。 
だ と えば , 文字 は キャ ラク タコ ー ド (また 
は シフ ト TIS コー ド ) と 呼ば れる 番号 が 各 
文字 に つけ られ て いて この 番号 で 表現 きれ 
TU X du 

そこ で て で 各 変数 を 使う と き に は , そこ に 格 
納 す る デー タ の 内 容 に つい て コン ピュ ー タ 


に 知ら せる 必要 が あり ます 。C な どの プロ 
グラ ミン グ 言 語 で は その 領域 に 格納 され た 
ビッ ト 多 を 数 値 と し て 解釈 する の か , 文字 
と し て 解釈 する の か , それ と も ほか の 値 と 
し て 解釈 する の か を 変数 を 宣言 する と き に 
コン ピュ ー タ に 知ら せま す 。 

まだ, 格納 する デー タ に よっ て 変数 を の 
b の が 記憶 空間 に 実現 きれ る 領域 も 変化 し 
ます 。 具体 的 に いう と C で は 型 に よっ て 変 
数 が 何 バ イト と な る か と いう サイ ズ が 異な 
っ て いま す (参考 まで に XC の 型 と 上 サイズ 
を 表 1 に 示し ます )。 つ ま り , 変数 を 宣言 す 
る と いう こと は 変数 を 型 に 合わ せ て 記憶 領 
域 に 生成 し , その 変数 に 名 前 を (C で は 変 
数 や 関数 な どの 名 前 を 総称 し て 識別 子 と い 
っ て いま す ) つけ る こと を 意味 し ます 。 5 
ol, C で は 記憶 クラ ス と いっ て 変数 を 具 
体 的 に どの よう に 生成 する か を 指定 する こ 
と が で きた だ たり, 変数 の 生成 を 言語 の 処理 系 
に まかせ ず , 我々 が 直接 変数 を 生成 で きる 
ょ うな (実際 は 記憶 領域 を 確保 す る 程度 ) 
関数 も 準備 され て いま す 。 こ れ ら を 使う に 
は それ な り の テク ニッ ク が 必要 な の で 最後 
に 述べ る こと と し て , まず は 標準 的 な C の 
ゲー タダ 別に つい て 見 て いき た いし 思い ます 。 


T 


C じ の デー タ 型 は 大 きく 分 け て 基本 デー タ 
МЕ, それ ら の 組み 合わ せ で 作ら 6 れる 構造 
Tem (これ に は 上 エ LA な 名 前 は な ら に よう 
で す ) と , あの 高 名 な (悪名 高き ?) ポイ 
ンタ が あり ます 。 を そこ で いき な り で す が , 
基本 デー タ 型 に つい て 見 て いき まし ょ う 。 

基本 デー タ 型 は その 名 前 の と お り , きわ 
め て 基本 的 な ゲー タ 型 で 複雑 な 構造 な ど と 
いっ た も の を 持ち ませ ん 。 一 般 的 に C に は 
整数 型 。 浮 動 小 数 点 型 の 2 つが あり , 最近 
の 傾向 し とし て は これ ら に 列挙 型 。void 型 (BH 
数 の 帰り 値 の 型 の み に 有 効 ) を 加え た も の 
が 標準 に な が なり つつ あ り ま す 。 しかし, Co 
サブ セッ ト な ど で は 列挙 型 や void 型 は も 
ちろ ん 浮動 小数 点 型 す ら サ ポー ト さ る れ て い 
な い 場 合 が あり ます の で 注意 し て くだ さい 。 

それ で は 整数 型 か ら 見 て いき まし ょ う 。 
整数 型 は 文字 と どおり 数 値 の うち , 整数 を 格 
納 す る 変数 で て です 。 ど うし て , 数 値 の うち 整 
数 だ け を 特別 扱い する の か と いう と , プロ 
グラ ム の 中 で この 整数 の 処理 が 群 を 抜い て 
多い と いう こと が 挙げ られ ます 。 そこ で こ 
の 整数 だ け を 扱う 変数 を 作る こと で 処理 の 
高速 化 な が ど は か ろ うと いう わけ で す 。 

先ほど コン ピュ ー タ 内 の すべ て の デー タ 
は 1 と 0 の ビッ ト 列 で し か 表現 され な いと い 


5 話し まし た 。 問題 は を の ビッ ト 列 の 取 
り 扱い 方 な の で す 。 実は 単純 に 数 値 ひ と つ 
を と っ て も , その 表現 の し か た だ は いく つも 
あり ます 。 そこ で 整数 型 は 一 般 に 2 の 補 数 
表示 と いう 表現 の し か た を 用 いて 値 を 格納 
し て いま す 。 こ の や り 方 は 整数 の 格納 に 向 
いて いま す が 大 き な 数 の 格納 に は 不向き で 
+, しかし, 整数 の 処理 が 単純 で 高速 化 が 
は か れる と いう 利点 が あり , 多く の 言語 の 
整数 型 が この 表現 方 法 を 採用 し て いま す 。 

一 般 に 整数 型 に は , int 型 と char 型 が あ 
b ます 。int 型 は 整数 を 格納 する た め の も 
の で 変数 の 型 と し て は も っ と も 頻繁 に 使わ 
れる も の で す 。 通常 。 1ong と short が あり , 
格納 で きる 値 (整数 ) の 最大 値 が 異な り ま 
す (これ に つい て XC の 場合 を 表 1 に 示し 
ます )。 

int 型 だ と 格納 する 変数 の 範囲 が 狂い と 
いう 人 が いる か も し れ ま せん が 。 C の 整数 
型 は 処理 速度 の 向上 を 狙っ て 設計 る れ て い 
る と いう 感じ が 強く 《 な っ て お り (一 般 に 16 
ビッ ト 以 上 の マイ クロ プロ セッ サ で は アキ 
ュ ム レー タ と 同じ 大 きる に な っ て いま す ), 
その だ た だめ あま り 範 囲 は 重視 きれ て いな いよ は 
r y ds 

と うし て も 大 き な 値 を 格納 し た いと き は , 
の ち に 述べ る 浮動 小数 点 型 を 使っ て くだ さる 
бо これ は , 格納 する 値 の 範囲 や 精度 を 重 
視 し た も の と な っ て いて , その 分 速度 が 犠 
牲 に され て お ぉ おり , 処理 が 遅く な る こと は い 
うま で も あり ませ ん 。 

ま だ , char 型 は 文字 型 と 呼ば れる も の で 
整数 型 と 区 別 き れる こと も あり ます 。 これ 
は 文字 (1 文字) を 格納 する た め の も の で 
す が , 実際 は キャ ラク タコ ユ コード つま り 整 数 
値 と し て 処理 し て いま す の で 整数 型 た いっ 
だ は う が 適 切 だ と 思い ます 。 こ こ で いう 1 
文字 と いう の は 半角 1 文字 の こと で , + 
る に キャ ラク タコ ー ド 表 に 載っ て いな い 文 
F (コー ド ) は 格納 で きま せん (全角 文字 
を 格納 する に は 2 バイ ト 必 要 で す )。 

от, C で は 文字 は ′ "で くく る こと で て 対 
応 す る コー ド の 値 と し て 示さ れ ます 。 例 と 
し て char 型 の 変数 c に 文字 A を 代入 し て み 
まし よう 。 

char с; 
с А, . 
кыы er МИЙ 
ょ は で きま せん 。 

る ら に 最近 は int 型 , char 型 unsigned 
が 指定 が で きる よう で す 。 こ の unsign 指 定 
を する と 変数 の 取り 得る 範囲 が 変わ り , ЈЕ 
の 値 し か 使用 びき な く な り ま す が , 正 の 値 
が 倍 の 範囲 だ け 使 える よう に な り ま す 。 つ 


まり 整数 型 は 通常 , 値 を 2 の 補 数 表示 と い 
う 数 値 の 表現 方 法 を 用 いて 値 を 格納 し て い 
ます が , unsign 指 定 を する と 絶対 値 表 示 と 
いう 表現 方 法 を 用 いる よう に な り ま す 。 

C で は ビッ ト 処 理 を 行う こと が ある の で 
す が , この と き に 2 の 補 数 表示 を 使っ て い 
る よ と まず いこ と が 起こ り ま す 。 そこ で 代わ ゎ 

に 絶対 値 表 示 を 使っ て し まお うと いう も 
の で す 。 こ の 指定 は , も と も と ビッ ト 処 理 
を 行う と き に パワ ー を 発揮 する も の で 通常 
は あま り 使 用 し ませ ん 。 

次 に 浮動 小数 点 型 で す が , これ に は 整数 

や 小数 な どの 数 一 般 の 値 を 格納 する も の で 
(無論 , 変数 内 部 で は 浮動 小数 点 表 現 を 用 い 
ます ), float と double の 2 つが あり ます 。 
float と double の 違い は 格納 され た 値 の 精 
度 が 異な る こと で す 。 い うま で も な く 〈, do 
uble を 用 いた ほう が 高い 精度 の 値 が 得 ら 
れ ま す 。 し か し C の 浮動 小数 点 型 は 演算 結 
果 に 得 ら れる 精度 を 重要 視 し て いて 処理 速 
度 は 遅く な っ て いま す 。 は っ きり いっ て , 
ォ オマ ケ み だ た だい な も の で す 。 長い 目 で 見 て や 
っ て て だ る きい 。 

© し て 最後 に 列挙 型 , void 型 で す が , I 
れ ら に つい て は サポ ー ト し て な い C が ある 
こと な どか ら 今 回 は 割愛 る きせ て い だ た だ きま 
す 。 それ で は , これ ら の 基本 デー タ 型 を 用 
いて 形成 され る 構造 ゲー タ 型 に つい て 話 を 
進め た いと 思い ます 。 


|| вав 


これ まで の 話 は デー タ 構 造 の 中 で も きわ 
め て 基本 的 な 話 で , これ 以降 の 話 が 本 当 に 
デー タ 構 造ら し い 話 し な り ま す 。 それに と 
も な い , 話 も 少し 難し てく な る か も し れ ま せ 
ん 。 

今 ま で 話し た 基本 デー タ 型 は 変数 を の も 
の に つい て の 話 で , 各 変 数 に は ひと つの 値 
し か 格納 で きま せん で し た だ た 。 ま た 格納 され 
た 値 同士 の 関係 し いっ た も の は 全然 表現 きる 
れ ま せん で し だ た 。 し か し , これ か ら 説 明 す 
る 構造 ゲー タ 型 は 基本 デー タ 型 の 変数 を 組 
み 合 わせ る こと て で 変数 に 構造 を 与 も ,. デー 
A DWI GTI, その デー タ 間 の 関係 
や 構造 まで も 表現 し て し まお うと いう も の 
Ty. 

実際 に 私 た ちの まわ り に 存在 する 情報 を 


_ 見 回 し て みる と , 情報 が ひと り 立ち し て い 


る わけ で は な く , 情報 同士 は も ちろ ん の こ 
と , いろ いろ な 要素 と 複雑 に か ら み あっ て 
いま す 。 そこ で その 情報 (デー タ ) を 格納 
する 変数 に 構造 を 与え そる こと で デー タ の 持 
っ て いる 特性 を 無理 な く 吸 収 し , 表現 し て 
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ここ まで 話せ ば デー タ 構 造 の 重要 性 と, 
それ が し っ か り し て いる プロ グラ ミン グ 言 
語 が いか に 優れ て いる か と いう こと が わか 
っ て も ら え る も の と 思い ます 。 

だ だ 注意 すべ き 点 は デー タ を 処理 する の 
は ヨン ピュ ー タ な の て 。 nya ЖЕ 
っ て 自然 で 無理 の な い デ ー タ の 表現 で 処理 
効率 の 向上 や 高速 化 を する こと が 重要 で す 
(無論 , 得 ら れ だ 結果 を 人 間 が 理解 し や すい 
аис 
ば , 私 た ち に と っ て 理解 し が た い デ ー タ 構 
造 ぎ 用 いる こと が あり ます 。 し か し 今 の と 
ころ 特殊 な 例 を 除く と , 極端 な まで に 複雑 
な デー タ 構 造 は あま り 効 率 が よく あり ませ 
ん 。 む し ろ , 単純 な が ゲー タ 構 造 を うま いこ 
と 組み 合わ せ た よ うな も の が よい 結果 を 生 
み 出 すこ と が 多い よう で す 。 し た が っ て 複 
雑 な デー タ 構 造 し いっ て も , 
ー タ 型 に 比べ て 複雑 と いう 程度 で す の で 安 
めし ん てく て だ さい 。 

さて C の 構造 ゲー タ 型 に は , 配列 , 構造 
(k, 共用 体 が 用 意 き され て いま す 。 それ で は 
それ ら に つい て ひと つ ず つ 見 て いき だ いと 
思い ます 。 


まず BASIC で も お 馴染 み の 配列 で す 。 
配列 と は ある 特定 の デー タ 型 の 変数 を 複 
数 集め て , ひと つの 変数 (デー タ 構 造 ) L 
する も の で す 。 同じ 型 で 表現 きれ た 値 を 複 
数 格納 で きま す の で , PP の の 
納 す る 位置 に 番号 を ふり ます 。 この 番号 
病 え 字 と いい ます 。 実際 に 配列 を 宣言 し 
ш о ыле. 


お 馴染 み の 配 列 


図 3 配列 の 実際 


int 型 の サイ ズ が 4 バイ ト の と き 
int a[2][3]; と 宣言 する と 


配列 a の __ 
ТЕ х 


(а) 
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それ は 基本 デ 


, 


9 に 直し ます 。 

これ を 見 れ ば わか る よう に 同じ 型 の 複数 
の 変数 を 連続 し た 領域 に 取っ だ よう に 見 ぇ 
ます 。 そこ で , 配列 の と る 記憶 容量 は 要素 
の 型 の サイ ズ の 要素 数 倍 し な っ て いて , H 
純 に 計算 する こと が で きる こと が わか り ま 
す 。C の 構造 ゲー タ 型 な どの 場合 , 実際 に 
使う 変数 (デー タ 構 造 ) が コン ピュ ー タ 内 
で と どの よう に 表現 きれ て いる か を 知っ て お 


(こと は 、。 さわ め て 重 突 て ある と 思い ます 。 


し か し マシ ン 語 が 使え る 程度 の 知識 まで は 
2 し ませ ん の て ,、 雪上 し て (だ きい (これ 
で も C は 一 応 、 高級 言語 で すか ら )。 

et, C て 配列 を 宣言 する と き に 注意 し 
て は し いこ と は , 使用 する 添え 字 が 必ず 0 
が ら 婚 まる も いう こと で す 。 し だ が っ て , 


以下 の よう に int 型 の 配列 a を 宜 言 する と, 


int a[5] ; 
配列 a の 要素 数 は 5 個 で , 添え を 字 は 0 から 
始ま る の で 0 か ら 4 まで の 5 つが 使え る こ 
と にがり ます 。 $ њу 多 次 元 の 配列 を 使う 

と き は , 各 次 元 ご と に 添え 字 を |' と | の 大 
括弧 で くく り ま す 。 た と ょ ぇ えば 2 次 元 の 配列 
b を 冨 言 し て , 値 を 代入 する と き は 

float b[5][5] : 

b [3][2] 71.5; 

と いう よう に 書き ます 。 こ れ ら の と ころ が 
ほか の 言語 と 異な り ま す の で 注意 し て (だ 
きい 。 


る も の は ある の で す が , 文字 列 型 と た いう も 
の は あり ま "гы 文字 列 と は , 複数 の 文字 
の 連なっ た デー の こと を い に き ます 。 bul 

うと 難し そう で す が , 我々 が 文字 の デー タ 
を 使う と き は 1 文字 だ け 使 う よ ょ より も いく つ 
か の 文字 を 組み 合わ せ て 使う こと が 多い は 
ず で す 。 そこ で C で は , この 文字 列 を char 
Mo 1 次 元 配 列 と し て 実現 し て いま す 。 具 
体 的 に は , 宣言 され た 配列 の 小さな 添え 字 
の も の か ら 1 文字 ずつ 格納 し て いっ て , 最 
後 の 文字 を 格納 し た あと に スル 文字 (CT 
は 宇 0 ' と 表現 きれ ます 。 な お この スル 文字 
は 1 文字 で す ) と 呼ば れる 文字 を 格納 し ま 
+, この メル 文字 は ここ で 文字 列 の デー タ 


が お し まい だ よ と いう こと を 示す も の で す 。 


こう する こと て 文字 列 を 格納 する と き , あ 
ら か じ め 配 列 を 格納 する 文字 列 よ り 大 きめ 
に 取っ て お きる さえ すれ ば 問題 な 〈 処 理 が 行 
えま す 。 
と は いえ , C は 文字 列 処理 は 得意 で は あ 
り ま せん 。 と いう の は 文字 列 の 処理 を 行 お 
うと する と , 演算 子 な ど で は 処理 が 不便 な 
の で 文字 列 処理 関数 を include し て 使用 す 
る こと に だ る か て す 。 だ と ん た は name 
と いう 配列 に "IT LOVE C." と いう 文字 列 を 
格納 し て み ま し ょ う 。 
char пате[20] ; 
strcpy (name, "I LOVE C.") ; 
上 に 出 て きた strcpy と いう 関数 は 文字 列 


ST, C に は char 型 (文字 型 ) と 呼ば れ 処理 用 の 関数 で , 1 番目 の 引数 に 文字 型 配 
プリ プロ セッ サ は 偉大 で ある 


一 般 に C 言語 の 処理 系 (この 場合 は コン パイ 
ラ ) に は , 純粋 に コン パイ ル す る 前 に ソー スプ 
ログ ラム に 手 を 加え て くれ る プリ プロ セッ サ と 
いう も の が あり ます 。 こ の プリ プロ セッ サ は プ 
ログ ラム に 細か な 細工 を 施し て くれ る 便利 な も 
の て す 。 

実際 に C の プロ グラ ム を 見 て みる と , 先頭 に 
の つい た 行 が いく つか 並ん で いる の が 見 られ 
る と 思い ます 。 こ れ が プリ プロ セッ サ へ の 命令 
て す 。 っ の よう に 邊 の 先頭 に すか が つく と 、 そ を れ 
以降 に 書い た こと は コン パイ ル 時 に プリ プロ セ 

サ が 読み 取っ て , その 内 容 に あわ せ て 処理 を 
行い 。 その ず ぎの つい た 行 を 削除 し ます 。 し た が 
っ て , パー サ (構文 解析 部 ) が プロ グラ ム を 読 
むと き に は , 通常 の 完全 な C の プロ グラ ム に な 
っ て いる の で す 。 

さて プリ プロ セッ サ へ の 命令 で す が , これ ら 
は マク ロ 定 義 。 ファ イル の 取り 込み , 条件 つき 
コン パイル と その 他 に 大 まく 分 けら れ ま す 。 こ 
の うち 頻繁 に 使う の が マク ロ 定 義 の define と フ 
ァイル 取り 込み の include で す 。 まず define で す 
が , これ は ソー ス フ ァ イル 内 の 文字 列 の 置き 換 
え を 行い ます 。 た と えば , 以下 の よう に 書く と 

# define MAX 999 
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その ソー ス フ ァ イル 内 の MAX と いう 文字 列 が 
すべ て 999 と 書き 換え られ ます 。 したがって, £ 
る で 定数 を 宣言 し た か の よう に 書く こと が で き 
る こと に な り ま す 。 ほ か に も 単純 な 関数 で あれ 
ば あたかも , それ を 定義 し た か の よう に 振る 舞 
わせ る こと も で きま す 。 

そし て , も う 一 方 の include は 指定 し た ファ イ 
ル の 取り 込み を 行い ます 。 

#include “stdio. h> 

よく プロ グラ ム を 見 る と 上 の 例 の よう に , В 
数 に つい て の 情報 が 書か れ て いる イン クル ー ド 
ファ イル を 取り 込ん で いま すね 。 上 の 例 は プロ 
グラ ム 中 で 標準 1/0 関数 群 を 使用 する 場合 の 宣 
者 で す 。 こ の よう に の プ ログ ラム で は 。 あら 
か じ め 用 意 し て お いた プロ グラ ム を ライ ブラリ 
と し て 使う こと が で まき ます 。 そ の お か げ で 半々 
は 複雑 な プロ グラ ム を いち いち 書か ず に すみ ま 
すし , ハー ド の 仕様 変更 に も ライ ブラ リ の 交換 
だ け て 対応 で きる の で す 。 

以上 の よう に グリ プロ セッ サ を 使う と プロ グ 
ラム が か な り 書 き や す く な り ま す 。 ま た , プリ 
プロ セッ サ に は これ ら の 例 の ほか に も いろ いろ 
な 命令 が あり , これ を 真面目 に 説明 し よう と す 
る と 本 が | 冊 書 ける ぐら い 奥 が 深い の で し た 。 


4 文字 列 の 格納 


name[0 | 
name|! ] 


name[2 | 


意味 の な い 
デー タ 


name ri 


пате [19] 


列 を と り , これ に 2 番目 の 引数 の 文字 列 を 
属 納 する と いう も の で す 。 こ の 処理 の 終了 
し だ と き の 配 列 name の 状態 を 凶 4 に 示し 
ます 。 こ れ を 見 る と 宣言 時 に 20 個 の 要素 が 
と られ , 格納 し た 文字 列 の 最後 に スル 文字 
(\ ぎ 0) が あり , 配 列 内 の これ 以降 の デー タ 
は 意味 の な いこ と を 示し て いま す 。 

この よう に 基本 的 に 1 バイ ト ご と (char 
型 変数 1 個 ご さと) に 1 文字 СЕТ) を 格納 し 
ます 。 し か し 日 本 語 の 使え る 処理 系 で は , 
漢字 な と どの 全角 文字 も 格納 する こと に な り 
ます 。 こ の 場合 , 全角 文字 は 2 バイ ト で 表 
現さ る れる の で て 文字 型 の 配列 要素 2 個 に 1 X 
字 格 納 さ れる こと に な り ま す 。 

さて 先ほど の 例 で は 文字 列 の 値 を 配列 に 
格納 する の に , strcpy 関数 を 使い まし た 。 
そこ て 文 字 列 型 が 配列 で 実現 きれ る こと か 
ら わ か る と 思い ます が ,。 以下 の よう に 書く 
こと は て きま せん 。 

name =“ LOVE C."; 
FILT 91: сЕзсРЕЗ ИКО 
よう に 書き ます 。 

char ж пате ; 

пате —"I LOVE C.” ; 

これ は あと て 説明 する ボイン タ 型 を 用 い 
だ も の で す 。 こ れ は 変数 に 特定 の 文字 列 ( 文 
字 列 定数 ) し か 与 を な いと き に は よい の で 
す が , 通常 の 文字 列 処理 用 の 関数 が 使え な 
〈 く な る 場合 が あり ます 。 

また 配列 を 宣言 する と き に , 有 要素 数 が 最 
低 で も 格納 する 文字 数 士 1 に な る よう に 注 
意 し て くだ るい 。 1 文字 多い の は , エン ド 
コー ド と し て ヌル 文字 を 格納 する た めで す 。 


5 構造 体 の 例 


datum の アド レス 


(&datum) : 
m a | 1 
の アド レス _______- 
(&datum. пате) ү O O O O 
е и 
datum. name | 
(20 バ イト ) |. 


datum. year 


の アド レス 
(&datum. year) 


( 4 バイ ト ) 
— __ 


きる て, 先 の 例 で 文字 列 を “” で くく っ て い 
あき と だ 気づい た で し よう か 。 を う : CT 
は 文字 列 は “” で くく っ て 示さ る きれ ます 。*“”" 
で くく る と , くく られ た 文字 列 の 最後 に ヌ 
ル 文 字 を 加え を た だ も の を 表し ます 。 し だ た が っ 
T, ‘аі “a” で は 意味 が 異な り ま す (а は 
1 文字, “a” は ヌル 文字 が 加わ っ だ 2 文字 
Ego Xd) C で は 文字 と 文字 列 の 区 別 は 
重要 な の で , 注意 し て くだ さい 。 


上 usssWms 


次 に 構造 体 で す 。 配 列 が ある 特定 の 型 の 


変数 を 集め て ひと つの 変数 に し た の に 対し , 


構造 体 は 複数 の 型 の 変数 を 集め て ひと つの 
変数 と する も の で す 。 を その 際 , 構造 体 の 各 
要素 の こと を メン バ と いい ます 。 そし て 本 
列 で は 各 要 素 を 添え 字 で 指定 し て いま し た 
が , 構造 体 で は 構造 体 官 言 時 に 各 メ ン バ に 
メン バ 名 と いう 名 前 を つけ て あげ て 区 別 し 
ます 。 以下 に 年 齢 格納 用 の メン バ year と 名 
前 格納 用 の メン バ name を 持つ 構造 体 , dat 
un を 官 言 し て み ま し ょ う 。 
struct person ( 
char name[20] ; 
int year ; 
) datum ; 

上 の 例 で は person と いっ た 文字 が 見 えま 
すご エ れ は タグ と 呼ば 入る КОСЕ ЕТ 
言 し た name と year の メン バ を 持つ 構造 体 の 
総称 名 で す 。 こ れ に 対し て , datum は pers 
on と いう 構造 体 の 型 を 持っ た 変数 の 名 前 で 
す 。 こ の タグ 名 を 設定 する こと で , ある 1 


datum. пате [0] 
datum. пате | ] 


datum. пате [19] 


int 型 は 4 バイ ト と 
p て いま T. 


種 の 構造 体 の メン バ に つい て 
の 情報 を 何 度 も 書く 必要 が な 
と な り ま す 。 охид 
数 名 は 両方 と も 必ず 指定 し な 
けれ ば な ら な いと いう 規則 は 
あり ませ ん 。 そこ て 先 の 例 は 
以下 の よう に も 書け ます 。 
struct person 1 
char name[20); 
int year ; 
H 
struct person datum ; 

て は この ょ うに 官 言 され た 
構造 体 は と の よう に 主 記 憶 上 
に 実現 8 れる の で し ょ うか 。 
上 の 例 で 宣言 され た 構造 体 da 
tum の 場合 も を 図 5 に 示し ます 。 
配列 の 場合 と 同様 に , 構造 体 
内 の メン バ が 連続 し た 領域 に 
複数 の 変数 を 配置 し た よう に 
な っ て いま す 。 当然 , 構造 体 
の 記憶 容量 (サイ ズ ) は 各 メ ン バ の サイ ズ 
の 合計 と な っ て いま す 。 し た が っ て , 各 メ 
ン バ の サイ ズ が わか れ ば 簡単 に 構造 体 の 大 
きる が 得 ら れ ま す 。 各 メン バ に は を の 型 に 
合わ せ て ふつ う の 変 数 の よう に 値 が 格納 る 
$T. 

る て 各 メ ン バ に 値 を 代入 し た りす る と き 
は , 構造 体 名 の 後 ク の に メン ババ 演算 子 “ . "を 
つけ て メン バ 名 を 指定 し て 使い ます 。 先 は 
UE = LR datum の 各 メ ン バ に 値 を 代入 
LEAS LEJT 

datum. year =70 ; 
strcpy (datum. name, “Richard Feyn 
man”) ; 

il, 各 メ ン バ の 値 を 参照 する と きも 同 ] 
様 に 行え を ます 。 実際 き ま ざ ま の デー タ を 処 
理 し よう と する と , この 構造 体 の 
よう な 複数 の デー タ 型 が 集まっ た 図 6 
よう な 複雑 な デー タ が 多く あり ま 
4. しかし, 構造 体 だ び け で は あま 
りお いし て あり ませ ん 。 と ころ が 
あと で 説明 する ポイ ンタ 型 と これ 
を 組み 合わ せる と きわ め て 強力 で 
ず 。 和 な と は これ が て きる と いら 9 う 
だ け で C や PASCAL を 使っ て いる 
ょ うな も の で す (PASCAL で は re 
cord 型 と いっ て いま す )。 

構造 体 に は メン バ の 特別 な 型 と 


TEL. no の アド レス 
(&TEL. no) 


TEL. messo»: 
アド レス 
(&TEL. mess) 


し て ビッ ト フ ィ ー ル ド と いう も の 


が あり ます 。 こ れ は 各 メ ン バ が 整 
数 型 で unsigned 指 定 さ れ た 場合 に 
表現 で き , その 表現 する 値 の 範囲 
が 小さ い 場 合 に 有効 し な る も の で 


す 。 こ の よう な とき に 各 変 数 の 記憶 領域 に 
お ける 大 きる を 必要 最小 限 と する こと に よ 
0, 従来 ひと つの 変数 の 領域 と し て と る 場 
所 に 複数 の 変数 を 詰め 込ん で し まお むう とい 
う も の で す 。 こ れ は C に よっ て は サポ ー ト 
きれ て いな い 可 能 性 が あり ます の で , 詳し 
い 説 明 は 省略 きせ て いた だ きま す 。 


Ош 


を し て , 最後 に 共用 体 で す 。 こ れ は ひと 
つの 変数 に , 複数 の 型 を 持た せ て し まう 
と いう も の で す 。 つ まり 共用 体 は 同一 の 記 
憶 領 域 に 複数 の 変数 が ある よう な も の で す 。 
し た が っ て 構造 体 で は 各 メ ン バ に それ ぞ れ 
値 を 格納 する こと が で きた の で す が , 共用 
体 で は 常に メンバ の うち の ひと つ だ けが 有 
効 と な り ま す 。 そこ で 重要 な こと は この 共 
用 体 を 使う と き , どの 型 で 共用 体 変数 に 値 
を 格納 し た か (どの メン バ が 有効 か ) を ユー 
ザー が 覚え て お くさく 必要 が ある と いう こと て 
す 。 最初 に 述べ まし た よう に 変数 の 型 の 宣 
言 と は , その 変数 の 領域 に 格納 きれ た ビッ 
ト 列 を どの よう に 解釈 する か と いう こと の 
指定 な の で す 。 し た が っ て , 共用 体 変数 に 
格納 し た 型 と 異な る 型 で 値 を 取り 出 を うと 
すれ ば , 意味 の な い 値 を 得る こと に な り ま 
す 。 

共用 体 の 官 言 の 方 法 は 構造 価 し まっ た 
同様 し な っ て いま す 。 以下 に 共用 体 の 記述 
例 を 示し ます 。 

union TEL { 
int по; 
char mess[15] ; 
| Richard ; 
する と 構造 体 と 同様 に , 
Richard . по = 1102956382 ; 


共用 体 の イメ ー ジ 


TEL の アド レス 
(&TEL) 


TEL. mess[0] | 
TEL. mess[!] 
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607 ポイ ンタ に よる アク セス 


と か 
strcpy (Richard mess, “He has no T 
FL. 。 
な ど と 書け る よう に な り ま す (両方 一 度 に 
書く と , あと に 書い だ た も の だ けが 有効 と な 
り ま す )。 つ まり , メ ン バ 名 を 指定 する こと 
に より 型 を 指定 し て いま す 。 

上 の 例 と し て 宣言 し た 共用 体 TEL ЊЕ 
の よう に 主 記 憶 空間 に 実現 きれ る か を 示し 
だ も の が 図 6 で す 。 こ れ を 見 れ ば わか る よ 
う に 共用 体 の 場合 , メンバ の 中 で も っ と も 
サイ ズ が 大 きい 型 だ け の サイ ズ が 共用 体 自 
身 の 記憶 容量 (サナ サイズ) と な り ま す 。 ま た 
各 メ ン バ の アド レス は 共用 体 自身 り ア ドレ 
ス と な っ て いま す 。 し だ が っ て ,。 複数 の メ 
ンク の うち 重 に ひび もつ し が 使え だ いこ た に 
な り ま す 。 

くど い ょ よう で す が , 値 を 取り 出す と き , 
悪 に 十分 に 注意 し て 使っ て (だ きい 。 


оао VIWE! 


ポイ ンタ 型 は 。 きわ め て 便利 な 変数 の ひ 
と つ で デー タ 構 造 の 話 れ する と き に は 不可 
欠 な も の で す 。 また, 複雑 な デー タ 構 造 を 
記述 する と き の 縁 の 下 の 力持ち 的 な 存在 と 
も いえ ます (私 は 接着 剤 的 な 存在 だ と 思い 
ます )。 し か し , 使い 方 を 詩 る と プロ グラ ム 
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IT, ポイ ンタ 型 と は 簡単 に いう と アド 
レス を 値 と し て 格納 する た め の 変 数 で す 。 
アド レス の 話 は 変数 の 正体 に つい て の 話 で 
述べ まし た ね 。 ア ドレ ス を 値 と し て 格納 で 
きる と どの よう な 利点 が ある の で し ょ うか 。 
まず 記憶 領域 の 任意 の アド レス の 値 が 参照 
で きる よう に な り ま す 。 で も 実際 は を その よさ 
う な 使い 方 は あま り せ ず , 変数 や 構造 体 , 
共用 体 な ど を 連結 し た り , 配列 を 使い や す 
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ој 045 2 [24 (ЕБА3%, 
先ほど いい に いま し だ まみ 通常 の 変数 は 
その 変数 が 記憶 領域 の 一 部 を 占領 し て いる 
DT, その 位置 すなわち アド レス を 持っ て 
いま す 。 変数 の 実際 に ある 位置 の 先頭 アド 
レス を 取り 出す 演算 子 が , 603. PD を ポ 
イン タダ 変数 と し て 官 言 す る Е, 

р=&а; 
と する ゐる こ ょ て , 
格納 され ます 。 
C 言 語 を や 使っ た な こと の ある 皆さん は お を 
б< scanf と いう 関数 を ご 存じ で し ょ う 。 
この 関数 を 使う と き に , БОНИ 6 eo 


PDP に は 変数 a の アド レス が 


け て 関数 を 呼び ます ね 。 こ れ に は 変数 の ア 


ドレ ス を 値 と し て 濾 そ うと いう 意味 が あり 
ます 。 о. бео ој, C の コン 
パイ ラ は その 変数 に 格納 され た 値 を 関数 に 
HEL, その 値 の アド レス に 戻り 値 を 返し ま 
す 。 し か し 実際 に は , その 変数 に 値 を 代入 
し て 関数 を 終了 し て ほし い の で すか ら , こ 
こ に 値 を 代入 する ん だ よ と いう た だめ に 変数 
の アド レス を 記し て ゆい る の て すす 。 だ よん える 
な ら 「Oh ! X に 返信 用 封筒 つき で 手紙 を 書 
OX o Kia MH ED STUDIO X に 掲載 き 
も て し まる だ 』」 さ うち も の て す 。 

C で は 関数 は ひと つの 値 し か 返し ませ ん 
(も と も と 関数 し は を そう いう も の で す が )。 
し か し , 複数 の 値 を 返し だ た いと き が あり ま 
す 。 こ の 場合 は 関数 を 呼ぶ と き に 変数 の ア 
ドレ ス を 渡し て や り , 関数 内 で これ を ポイ 
ンタ 型 で 受け て や れ ば よい わけ で す 。 22 
する と 呼び 出し 側 の 変数 と , 呼び 出さ れ た 
関数 内 の 変数 が ひと つ に 結び つけ られ だ よ 
うに 見 えま す 。 

この よう な 変数 の 渡し 方 を アド レス 渡し 
(call by address) と いい , 一 般 的 な , Ж 
数 の 値 を や コ ピー し て 関数 内 の 変数 に 渡し て 
あげ る や り 方 を 値 渡 し (call by value) と 
いい ます 。 ここ て で 重要 な の は アド レス 渡し 
の 場合 , 関数 内 で 変数 の 値 を 変更 する と 呼 
び 出 し 側 の 変数 の 値 も 変わ っ て し まい ます 
(し た が っ て , 関数 か ら 複 数 の 値 が 返せ る )。 
し か し , 値 渡 し の 場合 は 呼び 出し 側 の 変数 
と 関数 内 で の 変数 は 関係 な い の で , 関数 内 
で 変数 の 値 を 変更 し て も 呼び 出し 側 に 影響 
は あり ませ ん 。 

語 が それ て し まい まし だ が ,。 ポイ オイ ンタ に 
は 直接 任意 の アド レス の 値 を 代入 する こと 
b て きす ます 。 だ と ん し 

p 三 100 ; 

と いっ た で あい で す 。 こ の 場合 この 100 と い 
う 値 は アド レス を 示す も の と 解釈 され ます 。 
逆 に ポイ ンタ 変数 の アド レス を 取り 出す こ 
し も て きま す 。 つ ます 放り も すれ ば よい に も 


け で す (で も ポイ ンタ 変数 の 実現 きれ て い 
る アド レス が わか っ て も , あん まり 意味 が 
あり ませ ん )。 

る て 次 に 登場 する 演算 子 は , 間接 演算 子 
"で す 。 こ の 演算 子 は ポイ ンタ 型 の 変数 に 
の み 有 効 で , その 変数 に 格納 され て いる ア 
ドレ ス の 値 を 取り 出し ます 。 こ この と ころ 
が ちょ っ と や や こし い の で ,。 図 7 を 見 て 
だ さい 。&D は ポイ ンタ 変数 D の あり か ( ア 
ドレ ス ) で す 。 こ こ に ある 値 が 格納 され て い 
る と し ます 。 その 値 は D で 参照 きれ ます 。 
を そこ で *※D は , この D の 値 を アド レス と す 
る 記憶 領域 の 値 を 示し ます 。 そこ で 問題 と 
な る の が *※D の 値 は . どん な 型 な の か と い 
うこ と で す 。 そこ で C で は ポイ ンタ 変数 を 
宣言 する と き に , *D の 値 を 取り 出し た 場 
合 に を れ を どん な 型 と 解釈 する か を 指定 し 
ます 。 以下 に ポイ ンタ 変数 の 宣言 の 例 を 示 
し ます 。 

int * p; 
変数 名 の 前 に "*' が つく と それ が ポイ ンタ 
変数 で ある こと を 示し , 上 の 例 は , * po 
値 を int 型 と する こと を 意味 し ます 。 そこ 
Ts 次 の よう に 書い た と 上 ます 。 

int a, *Р; 

p=&a ; 

жр=5; 
する と D は 変数 8 き の アド レス を 示す た め , 
а の 値 が 5 に な りこ れ は 次 の 1 文 と 等 価 で す 。 

= | 
これ は ば は, あく 《 ま お あお りく と い 例 て 。、 こ の よ 
うな が こと ほ あ の まり し きせ ん 。 し か し ポイ マッ 
タ 変 数 の イメ ー ジ は わか っ て も ら 6 え ぇ ただ と 思 
いま す 。 

そもそも ポイ ンタ と は 日 本 語 で いう 矢印 
の こと で す 。 つ まり ボイン タ 変 数 は アド ン レ 
ス を 値 と し て 格納 する こと に より , 主 記憶 
杏 域 の 一 部 分 を 指し 示し て いる わけ で す 。 

この ポイ ンタ 型 を 使う と き に 注意 し て は ほ 
し いこ と が あり ます 。 それ は ポイ ンタ 型 の 
変数 を 使う と き は 必ず 初期 化 を し て 使う と 
いう こと て す 。 だ と えば 。 以下 の 例 を 見 て 
くだ さい 。 

int жр, 
жр=0; 

この よう か が デ ロ グ ラム は 非常 に 危険 て す 。 
と いう の は , ポイ ンタ 変数 D の 値 (アド レ 
x) が わあ わからない よい うこ ょ と で す 。 し た が 
っ て 記憶 領域 の た まだ た ま D で 示さ る れ だ た アド 
レス に 値 を 書き 込ん で いる わけ で , そこ が 
な に か 別 の プロ グラ ム に 使わ れ て い だ り , 
まし て や 自分 自身 り プ ログ ラム だ っ た りす 
る と 禁 走 や 異常 動作 の 原因 に な り ま す 。 

それ か ら 。C に お いて は すべ て の 文字 人 列 


明 ポ イン タ 型 で ある と いう こと で す 。 文字 
の 配列 の と ころ で 一 度 説明 し まし だ が , R 
だ えば ブロ グラ ム 内 に "1T LOVE СЛЕМ 
う 文字 列 が あっ だ た と し ます 。 す る と , コン 
パイ ル さ れ た 結果 得 ら れる オブ ジェ クト プ 
ログ ラム 内 に は , この 文字 列 が を その まま 格 
納 き され て いま す 。 したがって, この 文字 列 
の アド レス を 使え ば 文字 列 処理 用 の 関数 の 
手 を 借り な く て も すみ , 以下 の よう に 書け 
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char ** mess ; 

mess = “Message.” ; 

printf (^25 s€ n" , mess) ; 

これ は , 決ま っ た 文字 列 (文字 列 定 数 ) 
の と き し か 使え ませ ん が , 同じ 文字 列 を 何 
回 も 書か め ず に すみ ます 。 


| ポイ ンタ 型 と 構造 デー タ 型 
の 不思議 な 関係 


今 ま で の 説明 で ポイ ンタ 型 が な ん と な く 
も わか つう て い だ だ けた で し よう が 。 し か し ボ 
イン タ 型 の お いし る は , 配列 や 構造 体 な ど 
と 組み 合わ せ て 使う と き に 生き て きま す 。 
そこで, ポイ ンタ 型 と 配列 の 関係 に つい て 
見 て み ま し ょ う 。 | 

配列 の 各 要 素 を 参照 する と き は , А 
を 用 いる の が 一 般 的 で す が , ポイ ンタ 型 を 
用 いて も て きま ず すず 。 ま すず 。 以下 の よう に 本 
列 と ポイ ンタ 変数 を 準備 し た と し ます 。 

те а[20], 

р= «а ; 
する と 配列 a の 要素 を 参照 する に は alil 
LÆ HEL, *(D 十 i) と 書く 方 法 が あり , 
これ ら の 書き 方 は は まっ だ く 同 じ こ と を 意味 
し ます 。 つ まり ポイ ンタ 変数 に 1 を 加え る 
と いう こと は その 有 要素 の 型 分 ど だ け ア ドド レス 
を 増やす こと に な り , し た が っ て 配列 の 次 
の 要素 を 示す よう に な り ま す 。 これ は 1 を 
加え を る と きだ け で な 〈《, ほか の 値 を 加え る 
と きも 差し 引く 〈 と きも 同様 に 行 を ます 。 ふ 
つう は この 配列 a の 20 個 の 要素 を 値 の 合 
計 を 得る た め に は , 以下 の よう に 書き ます 。 

int total 

total—0 ; 

for (1—051«20;1— 4) 

total —total- ali] ; 

し か し これ は ボイン タ 変 数 を 用 いて , j 
下 の よ うに も 書け ます 。 

int total,n ; 

total=0 ; 

п=20; 

while (— -n>0)total キ =ж(р+ +) ; 
実は , 配列 の [ ] の 括弧 も 演算 子 で , 計算 


ж p, 1; 


機内 部 で も 同じ よう な こと を し て 処理 を し 


てい ます 。 

さて 大 事 な こ と は ,C で は 変数 (基本 デー 
タ 型 ) は 常に 2 つの 値 を 持っ て いる と いう 
こと で す 。 つ まり ひと つ は 変数 に 格納 され 
た 値 で , もう ひ と つ は 変数 の 実現 る れ て い 
る アド レス で す 。 ふ つう 変数 か ら 値 を 取り 
出 を うと 変数 の 名 前 を 書く と , 変数 に 格納 
きれ て いる 値 が 取り 出さ れ ま す 。 こ れ に 対 
し て 変数 に アド レス 演算 子 ' 交 ' を つけ る こ 
と で アド レス を 値 と し て 取り 出す こと が で 
ます 、。、 こ の こと に つい て は 舘 まで の 話 て 
わか っ て も ら え た と 思い ます 。 

を それで は 構造 ゲー タ 型 の も の は どう な っ 
て いる の で し ょ うか 。 少な く と も 配列 は ポ 
イン タ 型 で ある と 考 ん られ ます 。 つ まり 配 
列 の 名 前 は その 配列 の 格納 され て いる 先頭 
アド レス を 示し て いま す 。 その アド レス に 
それ に 対し て [ ] の 括弧 を 使っ た 演算 子 が 
つい て , 先頭 アド レス か ら の ずれ を 配列 要 
素 の サイ ズ と [ |] で くく られ た 数 か ら 算 出 
し , 求め る アド レス を 得 て , それ に 対し て 
処理 を 行っ て いる の で す 。 つまり, 以下 の 
2 つの 宣言 文 は 同じ こと を 意味 し ます 。 


この ょ うな 書き 方 は C で は 比較 的 よく 行 
われ ます (特に 文字 列 処理 の 場合 ) の で , 
で きる だ け 慣 れ て お く の が 好ま し いで し ょ 
う 。 逆 に いえ ば ,。 この よう な 書き 方 が 簡単 
に 読め ゆめ る よう に な る と C に つい て は 十分 
に 使 を る レベ ル に 達し た と いえ る の で は な 
いか と 思い ます 。 だ た だし, この よう な 書き 
方 を する と き 注 意 し な けれ ば な ら な いこ と 
が あり ます 。 それ は 演算 子 の 優先 順位 で す 。 
これ が 自分 の 組ん だ プロ グラ ム と か みあ っ 
て いな いと , 予想 外 の 結果 が 得 ら れる こと 
と な が り ま す 。 お か し いな と 思っ た らら この辺 
を 疑っ て くだ さい 。 な お ぉ , 優先 順位 を ( 強 
9| に) 変え る 方 は し (し) て くく て っ て や る こと 
ぐら いし か あり ませ ん 。 

それ で は , 構造 体 し ポイ ンタ 変数 の 関係 
へ と 話 を 進め まし ょ う 。 構造 体 の 場合 は 配 
列 の 場合 と 異な り , 配列 の よう に 表現 を 変 
える と いっ だ も の で は な く 〈, 構造 体 同士 ま 
た は 構造 体 と 変数 の 連結 を 行い デー タ 構 造 
を 形成 する た め の も の で す 。 具体 的 に は , 
ポイ ンタ メン バ 演 算 子 *->' を 使用 し ます 。 
以下 に , 構造 体 の と ころ で 宣言 し た 構造 体 
タグ person を 用 いた 例 を 挙げ まし ょ う 。 

struct person datum ; 


最近 の の 傾向 と 対策 


int *р; 
int pl ]; 
いきなり だ が 。C は 言語 だ っ た りす る の で て です 。 


し た が っ て 生き ま て いま す 。 そう トン ボボ だ っ て , 

ミミ ズ だ っ て , 乳酸 菌 だ っ て 生き て いる の で す 。 
で すか ら 生 き て いる 限り は 進化 する の が 人 情 と 
いう も の だ っ た りす る の て し た 。 そこ て, CE 
語 も 徐々 に で は ある が 進化 し て いる ん だ よ と い 
うわ け で す 。 し か し C 言 語 だ っ て 初め か ら こ の 
よう な 姿 で あっ た わけ で は な い の で す 。 有名 な 
話 で す が , も と も と BCPL と いう 言語 が あっ て , 
これ が 進化 し て B と な り 現 在 の C が 生ま れ た と 
いう ルー ツ が あり ます 。 

C は あの 有名 な K&R( カ ー ニ ハン と リッ チー の 
書い た 「 プ ログ ラミ ング 言語 C 」 と いう 本 ) CE 
義 さ れ て いて , これ に は ずれ る も の が C と 名 乗 
る こと は 難し い の で す 。 た だ し , C の 機能 を 少 
し 削っ て 実現 し た サブ セッ ト と いう の は あり ま 
す 。 805 C を 始め , 8 ビッ ト 用 の C の 多く は サ プ 
セッ ト で す (eC は BDS C の さら に サブ セット )。 

そし て K&R が 出 た あと , C は デー タ 型 を 増 
や し た り (void 型 や enum 型 が 有名 ), 関数 の 増強 
を は か っ た り し な が ら 変 化し て いき まし た 。 て 
し て 現在 , C は 変革 の 時 期 に あり ます 。 も と も 
と C の 移植 性 が よい と いう 伝説 は C が UNIX 
の 標準 言語 で あり (UNX に は ひと つの C し か 
な い ), マ シン が 違っ て も UNIX 上 で は わずか な 
変更 だ け で 同じ も の が 動作 する こと か らき て い 
まし た 。 と ころ が UNIX 以 外 の 処理 系 で も C が 
広く 使わ れる よう に な り , いわ ゆる 「UNIX の 
C 」 以 外 の C が 多く な っ た の で す 。 も と も と K 
&R で C の すべ て が 定義 きれ て いる わけ で は あ 


り ま せん 。 細 か な 部 分 や 曖昧 な 部 分 は , 実際 の 


処理 系 移植 者 の 判断 に 委ね られ て いる の で す 。 
そう し て K&R の 解釈 の 違い か ら , いろ いろ な 
C が 現れ 分 化し 始め まし た 。 

て そこ て で 「 標 準 的 な C を 決め よう 」 と いう こと 
で プロ グラ ミン グ 言 語 の 統一 化 を は か っ て いる 
ANSI (アメ リカ 規格 協会 ) が 乗り 出し まし た 。 
これ が , ANSI の 標準 化 案 (ANSI 仕様) で あり , 
関数 使用 の 際 に パラ メー タ の 型 を チェ ッ ク す 
る こと に し た り , 構造 体 同 士 の 代入 や 関数 が 構 
造 体 を 値 と し て 返す こと な ど を 可能 と する こと _ 
を 盛り 込ん で いま す 。 お 気づき の 方 も 多い と 思 
いま す が , XC (と いう より も MS C) は この A 
NSI の 標準 化 案 を 取り 入れ て いま す 。 現在 , + 
く の C が この 仕様 に 準拠 する た め の 拡 張 を は か 
っ て いる と ころ で す 。 

そし て , も う ひ と つの 傾向 が オプ ジェ クト 指 
向 と の 融合 で す 。 これが, C 二 二 と いう 言語 で 
4. C 自体 が 優れ た 言語 だ っ た だ け に , この 
C 二 士 は 次 世代 言語 と し て か な り 期 待 さ れ て い 
ます 。 言語 と は いっ て も , 実際 に は この C++ 
は 一 種 の プリ プロ セッ サ の よう な も の て 。 
C 十 士 で 書か れ た プロ グラ ム は C の プロ グラ ム 
に 変換 され , それ を C で コン パイ ル し 実行 し ま 
す 。 し た が っ て , C の 動く 環境 で は た い が い 
C 十 十 を 使う こと が で きる で し ょ う 。 こ の あ た 
り は C と 同様 に 実用 重視 の 設計 と な っ て いま す 
(も っ と も , 数 行 の プロ グラ ム を コン パイ ル し た 
ら 数 士 K バ イト の オブ ジェ クト を 出し た と か い 
う 話 も あり ます が )。 


特集 デー タ 構 造 か ら の “Hello С World” 947 


struct person ж data ; 

data = &datum ; 

data — > уеаг =70; 

strcpy (data — > name,"Richard") ; 
と 書く こと で , 従来 の よう に 処理 が で きま 
4. の まり 。 | 

datum. уеаг=70 ; 

strcpy (datum.name,"Richard") ; 
と 同じ こも を し て いじ いる こと に な か ます 。 実 
は , ポイ ンタ メン バ 演 算 子 を 用 い ず に 書く 
こと も で き , それ は 以下 の よう に な り ま す 。 

(ж data).year 三 70 ; 

strcpy((*data).name, *Richard") ; 
要する に , この 書き 方 は ポイ ンタ メン バ 演 
算 子 と 等 価 し いえ ます 。 

この ポイ ンタ メン ババ 演算 子 と ポイ ンタ を 
用 いる と, 構造 体 を 組み 合わ せ て 新しい デ 
ー タ 構造 が びき る こと を 意味 し ます 。 こ の 
こと は 非常 に 重要 で す 。 

し か し この ポイ ンタ メン 人 バ 演 算 子 を 用 い 
て も 構造 体 は 配列 の ょ うに , ポイ ンタ で も 
同様 に 処理 が で きる か と いう と そう で は あ 
り ま せん 。 先ほど 配列 は ポイ ンタ で ある こ 
と を 述べ まし だ た 。 し か し を その 特性 か らい ぃ いう 
t, 構造 価 は いぼ ちら か と いえ ば 配列 より も 
変数 に 近い よう で す 。 厳密 に いう と , 変数 
に 近づき つつ ある と いう の が 正しい で し ょ 
2.C が 生ま れ た 頃 は , 構造 体 の 使用 は 処理 
速度 の 低下 を 招く た め , 配列 の よう な 取り 
扱い を 行っ て いま し た (現在 で も 多く の パ 
ツラ ヨン の と は や っ て いら ます )。 し か し これ 
か ら の C は ANSI 標準 化 案 に 対応 し て い 
ç 過程 で 拡張 る れ , これ に と も な い 構 造 体 
は 変数 の よう な 特性 を 帯び て いく も の と 思 
われ ます 。 事実 XC は ANSI 標準 化 案 に 準 
拠 し て お り , この た め ほ か の C よ ょ より 構造 体 
が か なり 使い や す 《 な っ て いま す 。 


WRR 記憶 クラ ス 


今 ま で の 話 は 変数 や デー タ 型 の 特性 に つ 
いて の も の で ある の に 対し て , 記憶 クラ ス 
は C の 処理 系 に どの よう に 変数 を 生成 する 
の か と いう こと を 指定 する も の で す 。 この 
変数 の 生成 方 法 を 指定 する と いう こと は , 
変数 の 特性 の 大 部 分 を 指定 する こと と も い 
Aid. 実際 に は C に は 自動 変数 , 静 的 変 
数 , 外部 変数 、 レジ スタ 変数 が あり ます 。 
с, これ ら に つい て ひと つ ず つ 見 て いき 
Jes t ts p U し か し 、 こ この と ころ は が 
な り 上 難し い の で , 理解 で き な い 人 も 多い と 
思い ます 。 その よう な 人 は 以下 を 読み 飛ば 
し CC も が か が まい ませ た ん らら し か し 。 わ も がら な が な い 
か ら と いっ て C が 使え な いわ け で は あり ま 
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せん か が から, あせ ら 6 ず 
に 勉強 し て くだ さき さい 。 


自動 変数 は C で は 


図 8 構造 体 タ グ デ ー タ 


構造 体 タ グ デ ー タ 


2 構造 体 タ グ デ ー タ 


も 6 っ と も 一 般 的 な 変 | _ ーー 
数 で あっ て 変数 宣言 (抽象 モデ ル ) | | ー | ー 
時 (関数 宣言 内 ) に u ШЕ" t 


な に も 指定 し な いと , 
この 自動 変数 に な り 
ます 。 以下 に 宣言 の 
例 を 挙げ ます 。 

auto int a ; 

float b ; 

この 変数 は 宣言 き 
れ だ た とき に ス タッ ク 
に 生成 され , WS 
DF CROP に 対 
応 す る す の と ころ まで が 有効 範囲 で , Y 
の と ころ で を その 変数 は 消 減 し ます 。 ま た ., 
生成 され た と き に すでに 同名 の 変数 が 存在 
し た と き は , その 変数 より 優先 し ます 。 以 
下 に 例 を 示し ます 。 | 


main( ) 
( 
auto int a ; 
б 
float Ь; 
{ 
int a ; 
а=1; 
) 
) 
) 


いち ば ん 最後 に 宣言 され た 整数 変数 a は , 
を の 前 後 の 括弧 () 内 で 有効 で , 1 は この 
変数 に 代入 る られ ま す 。 こ の ょ うに 自動 変数 
は , 自分 の 寿命 が 最小 に な る よう に 生成 る 
N, 消 減 し ます 。 こ れ は , モジ ュー ル 化 な 
ど を や りや す 《 L, プログ ラム の 安全 性 を 
高め ゆる た めで す 。 

次 に 静 的 変数 で す が , この 変数 は プロ ググ 
ラム が 実行 る れる 際 に 生成 され プロ グラ ム 
が 終了 する と き に 消滅 し ます 。 し か し , > 
ログ ラム の 最初 に 宣言 し た と き (外部 的 静 
的 変数 ) と , 関数 内 で 宣言 し た と き (内 部 
的 静 的 変数 ) で 働き が 異な り ま す 。 こ の 外 
部 的 静 的 変数 は , 宣言 を 行っ た ソー スプ ロ 
グラ ム フ ァ イル 内 の すべ て の 領域 か ら 参 照 
代入 が で きま す 。 こ れ に 対し 内 部 的 静 的 変 
数 は , その 宣言 を し た 関数 内 で し か 参照 代 
入 が で きま せん 。 以 下 に 変数 の 宣言 の 例 を 
示し ます 。 

static int a ; 

ST, この 静 的 変数 は 生成 時 に 初期 化 が 

一 度 だ け 行 われ , 初期 化 の 値 を 指定 し な い 
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int 型 の サイ ズ が 4 バイト の と き | 


と き は 0 て 初期 化 さ きれ ます 。 ま た プロ グラ 
ム の 最初 の と ころ で 記憶 クタ ラス を 指定 せ ず 
に 変数 を 官 言 す る と 静 的 変数 に な り ま す ( 自 
動 変数 と し て も 変数 の 有効 範囲 が プロ グラ 
LET, 1 回 し か 初期 化 る され な い の で 静 
的 変数 と ほぼ 同一 と な り ま す )。 

また C で は 関数 は 別々 に コン パイ ル が 可 
能 で あり , ソー ス フ ァ イル が 複数 に な る こ 
と が あお あおり ます 。 こ の よう な と き に 変数 を ソ 
ー ス ファ イル の 最初 の と ころ (厳密 に は 関 
数 外 な ら よ い ) T, 静 的 変数 宣言 を する と 
ほか の ソー ス フ ァ イル か 5 を の 変数 の 参照 
は で きま せん 。 こ の こと は 変数 だ と あま り 
意味 が あり ませ ん が , 関数 を 静 的 に 宣言 す 
る こと で ほか の ソー ス フ ァ イル 内 か ら 6 の 呼 
び の 出し を 禁じ あこ と が で о ジョ グラ ム の 
安全 性 を 向上 きる きせ る こと が で きま す 。 

静 的 変数 は 同一 ソー ス フ ァ イル 内 の 複数 
の 関数 間 で 同一 変数 の 参照 を 可能 に し た も 
の で し た 。 し か し 外部 変数 は 複数 の ソー ス 
ファ イル 間 の 同一 変数 の 参照 を 可能 と し ま 
+, 具体 的 に は いち ば ん 最初 に この 変数 が 
宣言 され た と き に 変数 の 生成 を 行い (これ 
は 静 的 変数 と な り ま す ), それ 以降 に 宣言 き 
れ だ と き (extern 宣言 を 行う ) は 同一 の 変 
数 と な る よう に し ます 。 以 下 に 例 を 示し ま 
+. 

int com ; 
main ( ) 


sub( ) 


この 中 の 変数 com は 2 つの 関数 で バラ 


バラ に 作成 きれ て いま す が (同時 に コン パ 
イル る れ て いな けれ ば な ら な い ), 実 際 に は 
同一 変数 と し なり ます 。 

最後 に レジ スタ 変数 で す が , これ は 変数 
を レジ スタ に と る こと で , 処理 の 高速 化 を 
行なう と いう も の で す 。 し か し , CPU の 持 
ちあ わせ る レジ スタ の 個数 は 有限 な の で , 
や だ ら と レジ スタ 変数 に し た か ら 6 プロ グラ 
ム が 速く な る か と いう と そう で は あり ませ 
ん 。 優 れ た C の 処理 系 (コン パイ ラ ) に な 
5t, レジ スタ 変数 で 宣言 し な く て も プロ 
グラ ム の 高速 化 を は か る た め に 頻繁 に 使う 
変数 は 自動 的 に レジ スタ 変数 に する も の も 
あり ます 。 こ の よう な 処理 系 の 場合 , レジ 
スタ 変数 の 宣言 を し て も レジ スタ に 変数 を 
生成 し て くれ な いも の も あり ます 。 以下 に 
レジ スタ 変数 の 宣言 例 を 示し ます 。 

register int a ; 

この よう に 記憶 クラ ス を 使う と 変数 の 特 
性 を 変え た り , 複数 の 人 数 で の プロ グラ ム 
の 開発 を や りや すく し た りす る こと が で き 
ます 。 しかし, 変数 な ど が と どの よう に 実現 
きれ て で てい る か と いう こと を よく 知っ て いな 


tx k; で これ を 使い こ な ず こと は で て きま せん た ん 。 


この こと は 結構 レベ ル の 高い テク ニッ ク で 
TOT, 最初 の うち は あま り 必 要 で な いで 
し よう 。 し か し 。 天 き な アロ グラ ん ム る 作成 
じ よ うと よ 才 る と きだ が と ど に は 大 い に 備 に ひつ 
も の と 思い ます 。 


縁起 も の の サン プル ブ プログラム 


この 手 の 話 に は サン プル プログ ラム が 縁起 
も の な の で , 構造 価 し ポイ ンタ を 組み 合わ 
せ た だ データ 構 造 を 用 いた プロ グラ ム を リス 
ト 1 に 示し ます 。 こ の プロ グラ ム は か の 有 
名 な C の バイ プル と も いう べき K&R (77° 
ログ ラミ ング 言語 Cj」) と いう 本 の 中 の プロ 
グラ ム を 手 本 に 書い た も の で . す (な ん で 書 
き 直 し だ か と いう と , ここ の テー マ が デー 
タ 構 造 な の で それ 以外 の プロ グラ ミン グ 要 
素 を 省く た だ ため です )。 そ れ で この プロ グラ ム 


は 入力 され た 文字 列 を 内 部 に 花 え て お いて , 


文字 列 ご と の 出現 回 数 を 表示 し ます 。 は っ 
きり いっ て あん まり 意味 の な い プ ログ ラム 
©з» 

る て この デ ロ グ ラム で て 使わ れ て いる デー 
タタ 構造 は , 二 進 木 (binary tree) と 呼ば れ 
る 有名 な も の で す 。 リ スト 1 の 構造 体 タ グ 
data を 宣言 し て いる と ころ を 見 て くだ さい 。 
これ が 二 進 木 の 構成 要素 で す 。 これ の イメ 
ー ジ を 図 8-1 に 示し ます (この 図 は 今 ま で の 
メモ リ イ メ ー ジ の も の と は 異な り ま す )。 ま 


| TIE ここ で 終わ っ て も よかっ だ た の で す が , 


だ , メ モリ イメ ー ン ジ で 書く 〈 と 図 8-2 の よう に 


な り ま す 。 い うま で も な 〈《 矢 印 は ポイ ンタ 
を 示し て お り , 二 進 木 の 特 徴 は 要素 の ポイ 


ンタ が 右 と 左 の 2 方 向 を 同時 に 指し て いる 
を は うと と に あり ます 。 と こと これから は いちい 
ち メ モリ イメ ー ジ で 書 〈 と 面倒 な の で , М 
8-1 の よう な 抽象 的 な モデ ル で 考え ます 。 実 
は ここ が デー タ 構 造 の し っ か り し だ 言語 の 
お いも いと を ころ の ひび と つて で て,。 に つも メ ネ モリ 
イメ ー ジ で 考え て いた の で は , 面倒 臭く て 


リス 


頭 が こん が ら か っ て し まい ます 。 し か し こ 
の よう な 抽象 的 な モデ ル で デー タ 構 造 を 表 
現 で きれ ば る は ほど 難し く あ り ま せん 。 こ の 
ょ うに 抽象 的 に デー タ を と ら え られ だ こと 
は , あの オブ ジェ クト 指向 な ど で か な り 重 
視 さ きれ て いま す (を の 点 か らい うと C の デ 
ー タ 構造 は 。 あま りお いし く な いよ うな 気 
が し ます 。C の デー タ 構 造 が な いし いと い 
う の は あく まで も BASIC な どの 言語 に 比 
ペ て だ っ だ りす る の て し た )。 


ブル 


1: ЈЕ 二 進 木 に よる サン プル プロ グラ ム 
ё: 
3: #include <stdio.h> 
4: #include <stdlib.h>? 
5: #include <string.h> 
6: #define STRLEN 50 
7: #define TRUE 1 
8: 
9: struct data ( 
10: struct data *right; 
11: char string[STRLEN] : 
12: int count; 
13: struct даба *left; 
14: ); z 
15: 
16: static struct data *root; 
1t: . 
18: main() 
19: { 
20: char input[STRLEN] ; 
21: struct data *insert(); 
22: 
B /* 初期 設定 */ 
25: гооћ = NULL: 
26: printf("\*n こ れ は 、 二 進 木 に よる サン プル プロ グラ ム で す 。\n'): 
ss. printf(" 数 えた いも の の 名 前 を いれ て くだ さい 。\n'): 
а. /* メイ ン 処 理 */ 
31: while (ТЕЏЕ) 
32: printf(" 名 前 を 入力 し て くだ さい 。 `); 
33: scanf("Xs",input); 
34: root = insert (root, input); 
35: search(root); 
36: ) 
37: ) 
38: : 
39: / 木 の デ ー タ を 探 豆 し 、 す で に あれ ば カウ ント を 増やし 、 無 けれ ば 付け 加え る 。 */ 
40: - 


41: struct data $ 
42: insert(p,input) 
43: struct data гр; 
44: char $*input; 

: { 


45: 

46: int flag; 

41: if (p != NULL) ( | 

48: if ((flag = strompi(p->string,input)) == 0 ) ++p->COunt 

49: else if (flag > 0) p->right = inaert(p->right,1nput ) : 

50: else if (rne « 0) p-^left z — r. ;input); 

51: j 

52: else ( —< 
53: if ((p = (struct data szr)malloc(sizeof(struot datan) == NULL) 4 
54: fprintf(stderr," メ モリ が 不足 し まし た 。*n'): — u 
55: exit(); u 

56: ) 

57: strepy(p->string,input); 

58: p-^count = 1; 

59: p-^right = p-^left = NULL; 

60: ) 

61: returní(p); 

62: ) 

63: 


64: /* KOF- タ を 小さ い 順 に 表示 する 。 


66: зеагсћ(р) 
67: struot data їр; 


68: ( 

69: if (p != NULL) Í 

70: search(p->left); 
Ti: printf("Xs : 

12: search(p->right); 
73: ) 

74: ) 


%d yn ,p->string,p->count); 
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図 9 二 進 森 図 10 


^ 18 (root) 
/ 


~ 


~ d uet Pri 
ーーー 葉 ニー = 
(leaf) 


二 進 木 の 要 素 の イメ ー ジ が わか っ た だ た とこ 
DT, 二 進 木 を の も の に つい て 考え て み ま 
し ょ う 。 実は 二 進 木 は 先ほど の 要素 を 組み 
合わ せ て 構成 され ます 。 まずは, 図 9 を 見 
て くだ さい 。 各 要素 の ポイ ンタ が は ほか の 妥 
素 を 指し 示す こと に よっ て , 各 要 素 が 連結 
L, ひと つの 構造 を 形作っ て いま す 。 こ の 
ょ うな デー タ 構 造 を 総称 し て 木 (tree) と 
いい ます 。 こ の 木 の い ちば ん 初め の 頭 と な 
る も の (厳密 に いう と ほか の いか な る 妥 素 
か ら も 指し 示さ る れ な い 妥 素 ) を 根 (root) 
と いい ます 。 また, 逆 に いち ば ん 下 の 最 後 
に つい て いる 要素 (や っ ぱり 厳密 に いう と 
ほか の いか な る 要素 も 指し 示さ き ない 要素 ) 
を 葉 (leaf) と いい ます 。 

ここ で 気づい て ほし いこ と は, 複雑 そう 
な デー タ 構 造 も 実は それ ほど と 複雑 で な いと 
いう こと で す 。 こ の 木 が きわ め て 単純 な 構 
造 を し て いる こと は は 一目瞭然 だ と 思い ます 。 
一 般 に デー タ 構 造 の 多く は , この 木 の ょ う 
な 単純 な モデ ル の 組み 合わ せ と な っ て いま 
+, それ は シン グル な 構造 で デー タ を 扱う 
ほう が 効率 が よい と いう 現実 の 結果 が ある 
た めで す (し か し シン ブル すぎ る の も 6 も いけ 
な いし , 複雑 すぎ る の も いけ な い )。 し た が 
っ て デー タ 構 造 し いう も の は , そん な に 難 
し いも の で は あり ませ ん 。 

5c 語 を 三信 林 に 戻し まし よう 。 て は, 
ара A ићи る の で し ょ 
うか 。 それ は 一 般 に デー タ の 構造 が 、 デー 
タ 同 士 の 関係 を 表現 する だ た めで す 。 こ の 一 
КАО ОПАО РА ИЕ 


зэс РОТ, 0400A% 
素 か 6 見 て , 左側 の 要素 に 格納 され た 値 は 


すべ て 自分 の 値 よ り 小 さく , 右側 の 要素 は 
すべ て 自分 より 大 き な 値 の 要素 で す 。 し だ 
が っ て ある 値 が 木 の 中 に ある か と どう か 知り 
た いと き は , まず 根 の 値 を 取り 出し 値 の 比 
較 を し ます 。 す る と , その 結果 に よっ て 調 
べた だ た い 値 が 右 に ある の か 左 に ある の か が わ 
か り ま す 。 そこ で 探し た い 値 が ある と 思わ 


60 onx 19887. 


二 進 木 の デ ー タ 関係 図 11 


Data2 く Data1< く Data3 


7 が ある か どう か を 調べ る 


れる 方 向 の 要素 の 値 を 取り 出し ます 。 こ の 
動作 を 繰り 返し て いけ ば , 調べ た い 値 を 簡 
単に 見 つけ る こと が で きま す 。 こ の 様子 を 
図 11 に 示し まし た 。 詳し く は , リス ト 1 の 
insert 関 数 を 見 て くだ さい 。 

この よう な 探索 を 単純 に 配列 で や る Е, 
I G E M А ж 4 


られ た デー タ の 半分 で らい の 数 の 比較 回 数 
が 必要 で すし , 最初 に 宣言 し た だ け の デー 


タ し か 格納 で きま せん 。 しかし, この 二 進 
木 で は 配列 より は 比較 回 数 は 少な いし , あ 
と で 述べ る 動 的 な ゲー タ 構 造 を 使っ て いる 
の で 配列 の と きよ り は 使い や すく な っ て い 
ます っ 

insert 関数 の 中 に malloc と いう 関数 が 
使わ れ て いま す 。 こ の 関数 は 指定 し た バイ 
F 数 だ け の メモ リ を 主 記憶 上 の 未 使用 領域 
に 確保 し (し た が っ て ほか の プロ グラ ム へ 

の 影響 は ほとん ど ない), その アド レス を 返 
し ます 。 こ れ を ポイ ンタ 変数 に 指し 示し て 
お く こ と で , ユー ザー は 自由 に 変数 を 生成 
る る こと が て きま ます 

この ょ うに プロ グラ ム の 実行 中 に 変数 を 
生成 きせ たり, 消 減る きせ た りす る こと の で 
きる デー タ 構 造 を 動 的 な デー タ 構 造 と いい 
ます 。 実 はじ の お な おい しさ は , この 動 的 な デ 
ー タ 構造 に ある と いえ ます 。 実際 C で は 構 
造 体 は デー タ を 格納 する た め の 器 で あり , 
m4 УНА СЕ っ つけ る 棚 で あり 関 
数 malloc は 箱 を 切り 取っ て くる ' は きみ ! 
の よう な も の で す 。 

(еф et. これ れれ ら を と う ラ まく 全う か 
と いう の が 大 事 な の で す 。 も っ と いえ ば 
C で は 構造 体 し ポイ ンタ と malloc 関 数 の 三 
位 一 体 の 攻撃 ( う 一 ん , 懐か し い 言 葉 だ 。 
読者 に この 言葉 か ら バ レー ボー ル を 連想 で 
きる 人 が と どれ だ けい る だ ろう か ) こそ が , お 
いし か っ た だ た りす る の で す 。 こ の お いし る は 
と て も ひと 口 で は 語り つく せな い , まる で 
香 の 上 で と な みな ける よう な 。 それ で いて コク 
が あっ て …… £5, な ん と か 雄山 が 腰 を 抜 


二 進 木 に よる 検索 か し , 


ミス ター 味 っ 子 が 
立ち 直 れ な く な る よう な , 
うま る だ つろ だ りす る の で 
し だ 。 で の も と た が 6 考え 
る と 構造 体 や ポイ ンタ な 
ЕІ, それ 単体 だ どけ で は 
ちっ と を を な を お に し て な いし, 
共用 体 や 記憶 クラ ス な ど 
は この 三位一体 の 攻撃 と 
比べ れ ば …… で す 。 い つ 
の 間 に か 力説 し て し まい 
т лой. この こ Ба 
わ め て 重要 で す 。 し た が 
っ て , これ ら の デー タ 構 造 は ユー ザー の 使 
い 方 次 第 で は 恐ろし いま で の 力 を 発揮 し ま 
す 。 大事 なこ と は これ ら を どの よう に 組み 
合わ せ て , いか に 効率 の よい エレ ガン ト な 
デー タ 構 造 を 作り あげ て いく 《 か と いう こと 
で あろ うと 私 は 思い ます 。 
最後 に サン プル プロ グラ ム 内 で 使わ れ て 
いる 関数 が 再帰 的 に な っ て いる 点 に も 注意 
к Su Уо бын o 
進 木 な ど は 自己 再帰 型 と 呼ば れる デー タ 構 
造 で す 。 こ れ は 二 進 木 の 格 好 を 見 れ ば わか 
る と 思い ます が , これ は デー タ 構 造 が 自分 
自身 を 組み 合わ せ て 構成 され る 一 種 の フラ 
クタ ル 的 構造 し な っ て いる だ めで す 。 こ の 
ょ うな デー タ 構 造 に つい て 処理 も する 場合 
E дааа 
に 対し 配列 な ど で 処 理 あ を す る 場合 に は , 
аена бни に な り ま す 。 て , 
や っ ぱり 再帰 的 な 処理 が で きる と いう こと 
も 重要 な の で し た 。 私 に いわ せれ ば 再帰 が 
で き な い C 言 語 な ん て , 大 リー グ ポ ボー ル の 
投げ られ な い 星 飛 雄 馬 の よう な も の で す 。 
を の 心 は , 速い (だ ご け で と りえ が な い 。 お あ 
が の もし に まう て (ツー ん 。 XU EO 
だ な )。 


C は 低 水準 な 処理 が で きる 言語 で ある に 
も か か わら ず , きわ め て 複雑 な デー タ 構 造 
を ポー ト し た 言語 て です 。 し だ が っ る て そ で の 
プログ ラム の 和 柔軟 性 は , ほか の 言語 に は 類 
を 見 な いも の で す 。 逆 に いえ ば , デー タ 構 
造 を 十分 に 利用 し た プロ グラ ム を 書け る こ 
と は , C を 使い こなせ る と いう こと の 条件 
で ある と 思い ます 。 ま だ C の 善し悪し に か 
か わら ず , デー タ 構 造 は ゲロ グラ ミン グ テ 
クニ ッ ク の ひと つの 要素 で す 。 こ れ を 修得 
する こと は, きわ め て 重要 な こと で ある と 
思い ます 。 それ だ け に , あせ ら ず 地道 に 勉 
LC いき まし もし よう ラ 。 


語 を 学ぶ 際 に 重要 な こと は , 文法 や 書式 
に と ら わ れる こと な く 〈, その 言語 の 本 質 を 
つか むこ と で す 。C 言 語 の 場合 , も っ と も 
大 事 な も の は デー タ 構 造 の 理解 で し ょ う 。 
複雑 だ か ら と 構造 体 や ポイ ンタ を 店 け て 通 
る こと は で きま せん 。BASIC が 初心 者 の た 
め に 作ら れ た 言語 な ら C 言 語 は プロ の た め 
に 作ら れ た 言語 で す 。 表面 だ け を な で る の 
で は な く , 一 歩 先 ま で 踏み 込ま な いと 奥 の 
深 さ を 知る こと は で き な い の で す 。 

以下 に 挙げ られ た サン プル プロ グラ ム は 初 
心 者 用 と し て は 少し 難し いも の か も し れ ま 
せん 。 し か し , どん な 言語 で も 実践 を 抜き 
に し て 会 得する こと は で きま せん し , CE 
語 を マス ター し よう と する な ら , こう いっ 
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た レベ ル の プロ グラ ム が 読め る よう に な ら 
な いと 話 に な ら な いと も いえ ます 。 
すでに 特集 の 第 1 部 で 基本 的 な 概念 に つい 
て の 理解 が 得 ら れ て いる と 思い ます 。 そ の 
知識 を も と に し て , これ か ら は ソー スプ ロ 
クラ ム が すなわち 解説 だ と 思っ て くだ さい 。 
プロ グラ ム に は で きる だ け 多 く 〈 の 注釈 を 加 
A, 機種 に 依存 する よう な も の は 一 切 排除 
し , さら に 標準 的 な も の な ら ば , も っ と も 
低 機 能 な C 言 語 に も 対応 する よう に 配慮 さ 
れ て いま す 。 

C 言 語 を お 持ち の 方 な ら , 入力 , そし て 改 
造 な どの 順 を 追っ て いく の も よい で し ょ う 。 
で きれ ば C 言 語 を お 持ち で な い 方 も この 機 
会 に C の 考え 方 に 触れ て みて くだ さい 。 


言語 の 実践 編 の 一 番手 に は じ ビ ギ ナ ー の 代表 と し て 丹 氏 の 登場 で す 。 
、 正しい 迷路 の あり 方 と 言語 に よる 記述 に 挑ん で も らい まし た 。X 〇 で 
記述 され て いま すか, 基本 的 に どの で も 動作 する は ず で す 。 
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正しい 迷宮 建築 と は 


人 間 は 昔 か ら 6 迷路 と いう 
力 が ある 上 思っ て いた よう で て です 。 キ ギリ シャ 
神話 で は , 怪物 ミク タウ ロス が 棲む 迷宮 あ 
た り が 有名 だ し , 世界 の あちこち に 迷路 や 
それ に 似 た も の が 残さ れ て いま す 。 

現在 も 迷路 と 呼ば れる も の は 世の中 に た 


う も の に 不思議 な 


くる さん あり ます 。 迷路 の 本 は いう に 及ば ず , 


誌 な どの ちょ っ と し た クイ ズ 欄 で も ちょ 


くち ょ く (見かけ ま す 。 最近 で は 実際 に 人 が 


入れ る で っ か い 迷 路 も いく つ ヵ 登場 し て き 
T1089. こう いう る も の が 者 て きた だ た と と と , 
パソ コン 界 の 「 迷 宮 」 一 一 RPG の 必須 アイ 
テム と いっ て も に いて し ょ うか ーー の プー 
で む に な ちか が の つなが りり が ある こと は 否 
定 て きま せん 。 現代 人 の 迷路 好き と 昨今 の 
RPG ブ プー ム の 間 に は な に か 関係 で も ある の 
кај Өз 9 

話 を 戻し ます が , 現在 (少し 前 まで , と 
いっ だ は ほう が 正確 で し ょ う が ) の パソ コン 
界 は 「 迷 宮 」 で あふ れ か えっ て いま す 。 し 
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か し その 大 部 分 は , と て も 正しい 迷路 と は 
いる ませ た 。 と に うう の も 。 儀 の に いう 正しい 
迷路 と は , 基本 的 に , 

lb. ЗОРЕ ОЛ ДУВА Ca DU 5. 

2) 「 右 手法 」 で 脱出 が 可能 。 

3 壁 が ラン ダム に 配置 8 され て いる 。 

と いう も の だ か ら 5 で す 。「 看 手法 」 と は 。, 

読ん で 字 の ご と く , 出発 点 か ら ず っ と 右手 
(別に 左手 で も 足 で も 構わ な いひ の で す が ) で 
БРЕ ЈЕ ЕСА ПАО tU а この 方 
ECR いつ か は 必ず 出 旨 に だ どり の け ま 
す が , か な り 無 駄 な 回 り 道 を する こと も あ 
り ま す 。 

Xt. MANUS も いっ た の は 。 だ 
と えば 解く 者 の ウラ を か きた だ たい ( 図 1 を 見 
て くだ きい ), と か 面白 い 形 の 迷路 を 作り 
た だ たい と か いっ た 場合 に は この 原則 を 多少 崩 
し て も いと 思う が 6 て す 。 る で うう わり 
て で て です から, コン ビュー タ RPG の 迷宮 は 「 迷 
時 と も て は ょ JE し 《 く な いと いい まし た が ) 
決し て ダメ だ と いっ て いる わけ で は あり ま 
せん 。 もし, そう し た 「 正 し い 」 迷 路 が 何 
階 $ も あっ て , その 中 に 怪物 が ウヨ ョ ウヨ いる 


状態 を 想像 し て みて くだ きい 。 こ ん な 迷宮 
に 誰が 大 0 た に CEAT y ps СЕ 
も る 俺 は 入り ただ たい! 」 っ て いう 人 が どこ か に 
いそ うか な 気 が し ます わ ) 


壁 を 作る 間 


50, この 「 正 し い 」 迷 路 は , 意外 に も 
コン ピュ ー タ を 使え ば 簡単 に 実現 し ます 。 
単純 な 規則 に 従っ て 単調 な 手順 を 繰り 返せ 
ば よい か ら で す 。RPG の 迷宮 な ど は , その 
構造 に 決ま っ た 規則 が な いせ いで , コン ピ 
ュー タ が 自動 的 に 作成 する こと は で きず , 
人 間 が 適当 な ツー ル を 使っ て 手 作 業 で 作る 
こと に な り ま す (そこ に は 作る 人 の 個性 が 
ある 程度 現れ ます 。 だ か ら , で きる 迷宮 が 
面白 く な る (こと も ある ), と いえ る の で す 
D 

C, 正しい 迷路 の 作り 方 の 規則 を 紹介 し 
dd и. mesas s 
b こ で 1 匹 の 竜 に ご 登場 を 願う 
し まし し まう 。 с < EE 
CF 
1) 1 歩 進む と 向き を 変え よう と する 。 
2) し か し 決し て 自分 の 体 に は か みつ か な 

oL, 自分 の 体 を 乗り 越 を も し な い 。 
3) 胴体 は 歩く に つれ て 伸び て いく (4 

うい う ゲ ー ム が あり まし だ た ねえ) 
4). . 坪 に ぷよ つか る と , 有 と 化し て し よう (の 
まり 壁 の 一 部 と な る )。 

変 な だ た と え で 申し わけ あり ませ ん が , R 
則 4) あたり , か な り RPG が か っ て いる し 
(迷宮 を 作る た め だ け に 作り 出さ れ た ドラ 
図 1 右手 法 の 盲点 


ゴー ル 
狐 立 し た 壁 が ある と 出 られ な い 。 
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ゴン は , 用 済み に な る と 石 に きれ て し まう 
の で し た !), 少し は 親しみ を 持っ て いた だ 
だ けた だ の で は な いかが と 思い ます 。 

と ころ で 。 ここ で 疑問 を 感じ た 方 が いる 
か も し れ ま せん 。 図 2 の よう に な っ た ら , 
この 竜 は ぼう する の で し ょ うか 。 規則 2) 2 
ある た だめ に , も は や 行き 場 は あり ませ ん 。 
か が 上 と に っ て; 
さき なじ の で て です 

ここ で この 帝 に 新しい 力 を 与え て や る こ 
しじま し よう ん 
5) 行き 場 が な く な れ ば , 自分 の 胴体 の 好 

き な 場 所 か ら 頭 を 新しく 出し て 歩き 続け 

られ る 。 

図 3 を 見 て くだ きい 。 ちょ っ と 気持 ち 悪 
い の で す が , これ で 壁 に ぶつ か る まで 心 お 
き な く 頻 く こと が で きる わけ り です 。 

これ で 僕 が 竜 を 引き 合い に 出し て 説明 し 
た 理由 が お わか り で し ょ う 。 これが だ と え 
ば 蛇 だ と , 頭 が だ こ か ら で も 出せ る な ん て 
芸当 は で き や し ませ ん (72272 97 š 2 
と いう わけ で も な いで し よう け と ) 

実際 に 迷路 を 作る と き に 
その 中 に 竜 の 歩幅 と 同じ 間隔 で 竜 の 卵 を 置 
きま す 。 を の 卵 か ら 順 番 に 竜 が か えっ て 歩 
き 回 り , 璧 を 作っ て いく こと に な る の で す 
3, 歩い て いる うち に ほか の 卵 は 竜 の 胴体 
の 下 軟 き に ぷっ て とも し まい ます 。、 こ うな っ た 
卵 は , 石 の 中 に いる (!) ОТ, か える こ 
と が で き な い の で す ( 図 4)。 も し は, w 
図 2 いき づま り 


3 解決 法 


62 onx 19887. 


詩 に ぶつ か っ て 死ぬ こと も で 


は , 枠 を 作っ て , 


は 卵 を 食べ な が ら 歩 き 回 る と 考え れ ば CE 


の 通っ た あと に は 初め か ら 卵 が な いわ け で 


すか ら ), それ で も いい の で す が 。 ど ちら に 
し て も, 壁 の 中 か ら 竜 が 歩き 始め る こと は 
あり ませ ん 。 

これ だ け 知 っ て いれ ば , 紙 と 鉛筆 どけ て 
どん な 大 き な か 迷路 だ っ て 作れ ます 。 
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$C, 迷路 を 作る に は , も う ひ と つの 方 
法 が あり ます 。 ま た 別 の 竜 に 登場 し て も ら 
いま し ょ う 。 今度 は , 石 が つま っ た 建物 を 
用 意 し て , その 中 に 竜 を 放つ の で す 。 つま 
0, この 竜 は , 石 の 中 で な いと 生き て いけ 
ол 石 の 中 を で た ら め に 掘り 進む 

ご けが 商売 な の で す 。 そし て 空気 に 触れ た 
о о dtp 
す 。 あ と の 行動 パタ ー ン は 同じ で す 。 た だ だ 
L, 枠 か ら 外 に 出る こと は で きま せん 。 要 
する に , 前 の 竜 は 壁 を 作り まし た が , 今度 
の 竜 は 道 を 作る の で す 。 

卵 を 置く 場所 は 少し 違い ます ( 図 5) < 
れ に , 入り 日 を 1 カ所 ちゃ ん と 開け て お か 
な いと , この 竜 は 空気 に 触れ な い 限 り 死 ね 
LOOT, 歩き 回 る うち に 迷路 いっ ぱい に 
な っ て し まい , 動け な く な り ま す ( 図 6)。 
TORET, 道 は すでに で き あ が っ て いる 
の で す が , 竜 が 死に きれ な いた め に , 迷路 
が 完成 し な い の で す 。 

と ころ で , この 方 法 を 使え ば も う 少 し 面 
白い こと が で きる の で す 。 今 まで の 竜 は 前 
進 と 左折 また は 右折 し か で きま せん で し た 
i, る ら に 上 まだ は 下 に 動け る よう に し て 
や る の で て す 。 サ る と どう ん る て し ょ う 。 М. 
ШЖ, つま り 2 階 建て , 3 階 建 て の 迷路 
が で き あ が る の で す 。 と いっ て も , RPGC 
出 て くる よう な 何 階 建て と いう 迷宮 より も 
は る か に 上 難し いも の で す 。 上 や 下 に 行 《 階 
段 が いた る と ころ に ある よう な も の で す 
か ら 。 た だ だ し RPG の 迷宮 に は , 魔法 が か か 
っ て いる だ め に 解け な いと いう も の が 多い 
図 4 石 の 中 に いる 


Q の 卵 は か えら な い 。 


図 5 卵 を 置く 場所 
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DT, いく ら 立 体 迷路 が 難し いと いっ て も , 
た だ 複雑 だ か ら 難 し いと いう だ け で す 。 

な お , 立体 迷路 は 道 を 掘り 抜く て 竜 に し か 
作れ ませ ん 。 壁 を 作る 竜 が 同じ こと を や っ 
Cb, お そら 〈 く 迷路 の 形 に な ら な いと 思い 
xd 


anega 


作っ た 迷路 は 解 か れ ね ば な り ま せん 。 € 
こ で 解き 方 を 。 平面 の 迷路 びっ た ら 右 手法 
が 早い で し ょ う 。 き れい な 答え (余分 な 回 
り 道 の な いも の ) が ほし けれ ば , 右手 法 と 
左手 法 で 別々 に 解い て , 両方 の 道 が 重なっ 
た と ころ を 取り 出せ ば 1 本道 の 答え が 得 ら 
れ ま す 。 し か し , 立体 迷路 に は 右手 法 は 通 
СЗ ИЕТ ОРОТ 
作っ た 迷路 に も 使え る や り 方 を 紹介 し て お 
а し ょ う 。 第 3 の 竜 が 登場 し ます 。 こ の 
は 少 じ 次 な っ て な いま すず (含ま で の だ っ て 
ie ELED) 
1) 行き 止ま り に 置か れ た 卵 か ら 生 まれ る 。 
2) 1 本 道 し か 通れ な い 。 例 に よっ て 体 を 
伸ばし な が ら 歩 〈。 
3) 分 か れ 道 に くる と 死ん で し ま 2 JR 
は その 場 に 残る 。 
4) これ を 繰り 返す と , 最後 に は 
だ け 残 る 。 こ れ が 答え 。 
図 7 に 考え 方 を 示し て お きま す 。 


道 が 1 本 


| 実践 編 さあ プロ グラ ミン グ 
少し 話 が 長く な っ て し まい まし た だ が, c 
衝 ら を CGC て ログ ラム し て み ま し ふう 。 ЈЕ 
の C で も 基本 は 同じ こと で す が ,。 ここ で は 
XC を 使っ て いま す 。 
リス ト 1 は 壁 を の ば す 竜 の プロ グラ ム m 
azel.cC 4, 特に 変わ っ だ た こと は し て いま 
せん 。 ヘッ ダ (要する に main( ) の 前 ) が 
ム ヤ ミ と 長い の で 。 BASIC あ が り の プロ 
グラ マ に は 多少 うっ と うし くく 感じ られ る か 
も も ませ ん が お まじ ながい だ た 思っ 穫 
打ち 込ん で くだ きい 。 
ジリ クロ ギ ッ サ は 。 う まく (使え ば は 「 も ょ 
つと ここ を 突 ん だ いな 」 な が な ど と と いう と き は 
極楽 で す 。 た と えば 17 行 目 の , 
# define wall  'u' 

と いう と ころ で す 。 これ は 壁 の キャ ラク タ 
て す が , ほか の キャ ラク タダ に し だ た だい なら と こ 
こ を 変え る だ け で すみ ます 。 リ スト の 中 を 
探し 回 る 必要 は あり ませ ん 。 

あと , BASIC あ が り の 人 が 陥り や すい ミ 
ス は , 演算 子 ど と か , カッ コ (制御 構造 の 
し いし} や , 配列 の 添字 の [ ] な ど ) の 数 の 間 違 
い だ と か いっ だ も の で す が 。 これ ら は すべ 
て コン パイ ラ の ほう で エラ ー を 出し て くれ 
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ラ に ひっ か か ら な い エ ラー (こう いう の は 
2 クリ と 5 う の で し よう が が か に は 『 エ 
グー と て コン ペラ た 検出 も て は ほしい 
も の も あり ます ) で , ここ で BASIC あ が 
b は 挫折 し, BASIC の 面倒 見 の ょ る , その 
あり が た み を 知る こと に な る の で す 。 4%, 
笠 か し . て いな いで 先 に 進み まし ょ う 。 


構造 休 を 使う 


リス ト 2 は 道 を 掘る 竜 の プロ グラ ム maz 
e2.c で す が , mazel.c と 少し 違い ます 。C 
は 変数 の 型 の 定義 が で きま す の で , vector 
(ベク トル ) と いう 型 を , 構造 体 を 使っ て 
定義 し て いま す (23 行 )。 

XC の リラ アテ アレ ンス マニ テニ ゥ アル に よる と 。 
構造 体 は ,「“ 型 の 異な る ” 複数 の 変数 の 
集合 も ひと つの デー タ 単 位 と し て 扱う も の 」 
と な っ て いま す 。 こ の vector と いう 型 は , 
座標 を ひと まとめ に し て 扱う た め に 作っ た 
も 65 ので, メン バ も “同じ 型 の " 整数 3 つ だ 
け で す 。 事実 , この 程度 な ら 配列 と ポイ ン 
タタ を うま 使え ば 構造 体 な ど 要 ら な いと も 
いえ る の で す が , ベク トル と いう も の の 性 
КЕ, これ を る ら に 配列 に し た り , 代入 し 
だ り と いっ だ こと が 簡単 に どき な いと 非常 


に 困る の で す 。 こ の よう な 目的 に は 構造 体 
は うっ て つけ で す ( 仏 た よう な 例 に 複素 数 
が あり ます 。C の ライ ブラ リ で は , 複素 数 
を 構造 体 を 使っ て 定義 し て いま す が , メン 
バ は 同じ 実数 型 変数 2 つ だ け で す )。 

の し ジラ っ と うり しい 語 に な っ て し まい まし 
だ た が, わざ わざ こう 定義 し た メリ ッ ト が ど 
うい うと ころ に 現れ て いる か 見 て み ま し ょ 
5. まず, プログ ラム の 主要 部 分 か ら x と 
か y と か いっ た 座標 変数 が 消 を て いま す 。 
ベク トル は , 座標 あ を ひと まとめ に し て 数 
同じ よう に 扱え る よう に する だ ため の も の で 
すか ら , x や y を 別々 に 処理 する こと な いく 
プ ブログ ラム が 書け る の で す 。 も っ と も , < 
クト ル 自 体 の 演算 な どの 低 レ ベル な 処理 で 
は 座標 変数 も 心 要 で す が 。 

どこ の で っ も プル で の な か な ど と し いう も の が 
の る の て し よう か 。 守 は ,。 ざこ に ペク トル 
を 採用 し た 最大 の メリ ッ ト が ある の で す 。 
いっ だ ん ベク トル に する と , 2 次 元 だ ろう 
が 3 次元 だ みう が (4 次 元 だ つう て で きま す 
2, そう な る と も は や 人 間 に は 解け ませ ん 。 
仮に 作っ た だ として, 2 ОКОВЕ ЈЕ, つま 
り 時 間 な の で し ょ うか 。 刻々 と 形 を 変え る 
迷 踏 な ん て あっ た ら 面 白い で し ょ う が , f 
は そん な 迷路 に は 入り た く あ り ま せん ) Z 
の た びに わざ わざ プロ グラ ム を 変え る 必要 
は 2 な つて ト ま う の で す 。 つ まり 。 こう 
する と 平面 だけ で な く 〈 く 立体 の 迷路 も 作れ る 
の で す 。 具体 的 に は どう すれ ば いい で し ょ 
2. 変更 点 は た っ た の 2 カ所 。 プ リプ ロ セ 
ッ サ に 指定 する と ころ で , 

dimension を 2 から 3 に 

size 2z を 3 か ら も っ と 大 き な 奇 数 に 
する だ け で よい の で す (迷路 の サイ ズ は , 
道 と 壁 の 幅 が 同じ に な る よう に プロ グラ ム 
し て ある 関係 上 , 必ず 奇数 に し な く て は な 
り ま せん )。 も し, х,у,» を 別々 に 処理 し て 
いる と , ブロ グラ ム に か な り の 変更 を 加え 
る 必要 が あっ た で し ょ 5 


第 一 の 障害 


まあ , と に か く リ スト 1 の 座標 変数 を べ 
クト ル で 書き 換え て , さら に 道 を 掘り 抜く 
ょ うに 変更 し た プロ グラ ム を 作っ て み ま し 
Ko 直ちに コン パイ ル ,。 そし て 実行 。 

いき な り , グチ ャ グチ ャ に 壊れ た 迷路 が 
て C き まし だ 。 な が な の で し まう か 。 も し 
か し たら, ベク トル な ど と いう 型 を 勝手 に 
作っ た の で 神 の 怒り が 下っ た の で し ょ うか 。 
この 原因 は , BASIC で 同じ よう な プロ グラ 
ム を 作っ て みる と わか り ま す (も ちろ ん で 
クト ル は 使え ませ ん が )。 BASIC イ ンタ プリ 


タ は 次 の よう な メッ セー ジ を 出し て くれ る 
は ず で す 。 

添字 の 値 が 異常 で す 

結論 か らい いま す と , この と き 竜 は 迷路 
の 建物 か ら は み 出 し て し まっ た の で す 。 壁 
を 作る 竜 の 場合 は 端っこ の 壁 の と ころ で 士 
め ら れ だ た の で エラ ー は 出 な か っ だ の で す が , 
道 を 掘る 竜 で は そう は いか ず LLH 
t, 枠 と は 区 別 き され て いな い の で す ), 迷路 
の 外 (つま り 5 配列 の 定義 きれ て いな い 部 分 ) 
まで めく ら め っ ぱ ぽう に 食い 荒 ら を そう と し た 
だ た だめ に , 妙 な 迷路 が で き あ が っ て し まっ た 
の で す 。C の オブ ジェ クト コー ド に は 。 配 
列 の 添字 の チェ ッ ク な ど し と いっ た , ETE 
度 を 落と た と す よう な も の は いっ さき い 入 っ て い 
な い の で , ここ か ら 致 命 的 な エラ ー を 起こ 
すこ と が し ば し ば あり ます 。 この 場合 は , 
ヘタ を する と 竜 が ブログ ラム 本 体 を 壊し て 
し まう 可能 性 $ も あっ た わけ で す 。 あ あ 恐 ろ 
らい s 

と いう わけ て 。 ここ の デバ ッ グ を し た 結 
示 が outcheck( ) し と いう ルー チン で す (129 
AT), 竜 が 迷路 か ら は み 出 そう と する と , 5 
制 的 に 動き を 止め る せま す 。 要するに, こ 
れ は アル ゴリ ズム の ミス で ,。 ベク トル を 使 
っ だ の と は な ん の 関係 も な い バ グ で し た 。 

これ で まとも に 動く よう に な っ た の で す 
i, 障害 は これ だ け に は と ど ま よら な か っ た 
の で す 。 


E 


先ほど 構造 体 の メリ ッ ト に つい て 長 々 と 
話し し まし た が , 実は 構造 体 に は 少し 厄介 
な 制限 が ある の で す 。 構造 体 で 型 官 言 し た 
変数 は , ふつ う の 変 数 し まっ た く 〈 同 じ に 使 
こと は て C AUOT Te も う 少 し いう か な 
ら , 構造 体 を 引数 に 取る 関数 や , 結果 を 構 
造 体 で 返す 関数 は 作れ な い の で す 。 も っ と 
も これ は , 今 の 標準 的 な C だ け の 話 で 。 X 
じ C な ら こ れ は 自由 で す (た だ し これ を 使う 
t, コン パイ ラ が 警告 メッ モ セージ を 出す こ 
と は あり ます 。 ま , 警告 は 警告 ), エラ ー で 
図 7 迷路 の 解き 方 
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は な い の て 無視 し て 実行 きせ る と , ちゃ ん 
と 動き ます けど )。 将来 は こん な 制限 も な 
(2020 の 6 し 920 だ 2 
実は , 僕 は XC で 作っ て いて , この 制限 
を 知ら ず に プ ブログ ラム を 組み 上 げ て し まっ 
て い だ の を , 「 を それ は いけ な いよ 」 し と 指 拉 
QquUC, あの あと か りら 條 更 す る ハメ に な っ だ の 
し た だ た 。! 例 部 ポイ ンタ 名 便 え 終 い ゆい じゃ 
な が いか が か 」 eem £5, 文字 列 の よう に , ポイ 
ンタ を 利用 し て し まえ を ば いい の で す 。 
まず 僕 が や っ た 変更 は , 小さき な サブ ルー 
チン の 中 で 構造 体 の メン バ を 参照 し て いる 
と ころ で し た 。 ふ つう の 構造 体 の メン バ 参 
ЛАЗА Tug (ピリオド) て す が 、 ポイ ンク 
か ら 参 照 す る 場合 は 「ー>」 で すか ら , Z 
れ だ け を 機械 的 に 変え て いき まし た 。 ЖЕ, 
関数 は ポイ ンタ で 呼び 出す ん だ か ら と , 5| 
数 に な っ て いる ベク トル 変数 の 名 前 の 頭 に 
間接 演算 子 (*) を くっ つけ て 回 り ま し た 。 
ま の こん が も W だ の うけ と 思 ら て きつ で くう 
ジン パイ オイ ルポ し て みる は 

間接 演算 子 (*) が ポイ ンタ 以外 に 使 
用 され て いる 
Ио us も 

う も 僕 は 間接 演算 子 の 意味 を 取り 違え 

zl: c 
クト ル は ,。 ベク トル と いう 値 で あっ て , Ж 
イン タ で は あり ませ ん 。 関数 を 呼び 出す 側 
СМ Paeg C ВАС V P e mu (S) 
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納 ア ドレ ス 」 を 与え ,「*」 は ポイ ンタ が 指 
す 「 ア ドレ ス の 内 容 」 を 参照 する の で すか 
ら 。 


ラフ が や る し 
ボイン タ の 迷路 を 抜け て 


す 側 で は 


と いう わけ で すか ら , 呼び 出 


Г& u, 受け 取る 関数 の 側 で は 「*」, と いう 
ふう に すれ ば いい の で し ょ う 。 今 度 は 無事 
コン パイ ル が 終了 し まし た だから, 意気 揚々 
と 実行 きせ だ た の で す 。 

バズ エラ = が 発生 し まし も た な 

お っ と っ と 。 い き な り この 攻撃 に は 参り 
к соор э, 


2 ペル の ラー を 出し て スト ッ シ 
する と は ! 幸い X68000 で 作業 し て いま 
し だ が か が ら エ ラー て 中断 て きま し だが, <= tb 
が Z80 だ っ た だら 6 る 茜 走 し て いま す 。 い っ た だい 
の も だ と いう の 6 し いう が 。 こん ば, 
ンク 2 イル キラー が 吊 て いな い だ り に な が か が 
か の 難問 で す 。 

関数 mazemake( ) 'PO HEAD (83 行 ) は 
引数 の ベク トル で は あり ます が , メイ ン ル 
ー チ ン か ら 「 六 」 つ き で 渡る れ て きだ ボ ポイ 
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ンタ な の で す 。 僕 は 。 この HEAD に も う 5 一 
度 「 交 」 を つけ て は ほか の 関数 を 呼び 出す の 
に 合っ る て し まろ て いま し だ 。、 する と 。 その 
関数 に は ポイ ンタ が 格納 きれ て いる アド レ 
ス が 渡り , 呼び 出さ れ た 関数 は それ を ポイ 
ンタ と 思い 込ん で 受け 取り , そこ で 構造 体 
の メン バ , つま り ベ クト ル の 座標 値 を 参照 
する つも りり が, ポイ ンタ の 値 自体 を 読み 出 
し て し まい , 座標 値 を 使っ て 迷路 の 要素 を 
読み 出す つも り が , 変 な アド レス (お そら 
САР J ТА «ай КЕ је ЛР 
る と メモ リ が 実装 る れ て いな い 領 域 か も ) 
PORANNE ELTU e "a 
の が 真相 な の で し ょ う 。 

が ん だ か も けが わが から が く て な る っ て し きい 
まし だ (ポイ オン シタ を きち ん と 理解 し て いる 
人 な らら な ん が ね が る に じゃ な らい で て も し しょう 
か ) が , 要する に , HEADORBjO T&, 2? 
mE ела хамиа И ほう すれ ほほ いい の で 
し ょ うか 。 了 困っ て , 関数 mazemake( ) の 
頭 の 引数 定義 の 部 分 を 見 る L, 

vector * HEAD: 
と ある で は あり ませ ん か 。「 あ あ を そう か ,, 
この 関数 の 中 で は HEAD は 『*』」 つ き で や 
っ と ーー 人 前 な ん だ な 」 と 思っ だ 僕 ば は 。 いそ 
いそ と HEAD の 前 の 「 六 」 わ も 「※」 へ と 変 
リス ト 


ma とら emake( HEAD ) 
*HEAD ; 


vector NEWHEAD, HEADMOVE; 
int 1, г, 1; 
unsigned char с; 


length-0; 
mazeput( *HEAD, body ); 
while ( mazeget( ЖНЕАР )'-air ) { 
v cpy( &DRAGON1[length], 
Тог ( 120; 
r=random(dimension*2) 


ЖНЕАР ); /* 
iX«z(dimension*2-1); 


ЖКга Рави XC S E Ju. 
関数 呼び 出し で の 引数 の 型 が 正しく な 


構造 体 / 共 用 体 が 関数 へ の 引数 と し て 
指定 され て いる 
だ ど と コン パイ ラ は 基 告 メッ セー ジ を 出し 
まし だ が 。 オン ジュ クト ド ト は ちゃ ん し とし 出 て る 
に の て リラ ー じ や な い ト 。 まあ いい や 。 
構造 体 に 警告 は つき も の な ん だ ろう 」 と ば 
が りか が に 実行 きせ な だ なの で す , 
アド レス エラ ー が 発生 し まし た 
びな に ろだ いせ た だ いで どう いう ここ とみ 
の で し ょ う 。 も うお 手 上 げ だ あ ! 


解決 編 


… な ど と 悩ん び ど ふ り を する の は や め て , 
さっ さき と 種明かし を し て し まい まし ょ う 。 
な ん の こと は あり ませ ん 。 実は HEAD に は 
な に も つけ な く て いい の で す 。 mazemake 
( ) を も う 一 度 よ く 《 見 まし ょ う 。 Ена 
部 の 引数 リス ト , つま り カ ッ コ 内 に 
vector mazemake (HEAD) 
と , HEAD が 「*」 な し で 書い て あり ます 。 
これ こそ を が ポイ ンタ で す 。「 ネ * ネ 」 を つけ る 
を その アド レス の 内 容 , すなわち ベク ト 
修正 前 


/*vector 0) fü € 
/* 引数 に し て は * 
いけ ませ ん *#/ 
*HEAD が 間違い */ 


*/ 
t 


1++ ) Í /* 
+1; 


v_mul( &HEADMOVE, &DIRECTION[r], 2 ); 


v add( &NEWHEAD, 


*HEAD, &HEADMOVE ); 


if ( outcheck( &NEWHEAD ) ) Í 
v cpy( &NEWHEAD, 
rz0; 


*HEAD ); 


mazemake( HEAD ) 
*HEAD; 


vector NEWHEAD, HEADMOVE; 
int i, г, ; 
unsigned char c; 


length=0; 
mazeput( &HEAD, body ); 
while ( mazeget( &HEAD )!=air ) ( 


у_сру( &DRAGON1[length], &HEAD ); 
i<=(dimension*2-1); i++ ) ( 


for ( 120; 
r=random(dimension*2)+1; 


v mul( &HEADMOVE, &DIRECTION[r], 2 ); 
v add( &NEWHEAD, &HEAD, &HEADMOVE ); 
if ( outcheck( &NEWHEAD ) ) ( 


v cpy( &NEWHEAD, 


г=0; 


&HEAD ); 


ル の 値 を 指す の で す 。 引 数 の 型 官 言 を し て 
いる と ころ の 「ector *HEAD」 は ,「 こ の 

関数 は ベク トル へ の ポイ ンタ を 引数 と し て 
` と る ん だ けど , vector と いう 型 の 宣言 どか 


ら (ポイ ンタ じゃ な いか ら )『※* ネ 』」 を つけ て , 


値 の か た ち て で 定義 し て る ん だ よ 」 と いう こ 
FAXO C L 92 

この 関数 の 中 か ら る さら に ほか の 関数 を 呼 
び 出 を うと する な ら ,。 この プロ グラ ム 中 の 
関数 の 引数 は ポイ ンタ で な く て は な り ま せ 
ADT, な に も つけ な い HEAD で 呼び 出す 
の で す 。 ちなみに, Гер 01) 504, 
一 応 ポ イン タ で すか ら 文 法 的 に は 間違っ て 


CECOT, エラ ー も 警告 も 出 ず に コン パパ 


イル は 終了 し ます が 。 この ポイ ンタ は で ベク 
トル 変数 へ の ポイ ンタ で は な くく 《, ベク トル 
変数 べ へ の ボイン タ へ の ポイ ンタ で すか ら 
(b—ifsto), と ん で も な い ア ドレ ス を 
指し ます 。 こ の 場合 , ポ イン タ へ の ポイ ン 


な た ん て まっ た て の ナン セン スズ よい を る で 


し ょ う (こう いう 特殊 な 使い 方 が で き な い 
と は いい きれ ませ ん が )。 

な よっ つと 整理 し まし ょ う 、 要 する に 次 の 
ょ うに 書い て て れれ ば いい の で す 。 

void main( ) 


( 


Vector УМ: E 
func 1(&V); ・ ポ イン タ 


) 
void func1(V 1) 
vector ЖУ 1; 


( 


・ ボ ポイ ンタ 
・ 内 容 ( 値 ) 


Int а; 
vector V2; ・ 値 


a-func2(V1,&V2); : ポイ ンタ 
(と ちら も ) 
) 

int func2(Va, V b) 


*Vb; 


QR X 
vector ЖУа, ・ 内 容 ( 値 ) 


( 
8 立体 迷路 の 出力 例 


Int x 


return(x) ; 

) 

あま りう まく 書け ませ ん で し た が , 
くら い は つか め る で し ょ う 。 

と も かく これ て ゆめ だ く 動 くさ うに か 
り ま し た 。 で も , リス ト を 見 る と , 関数 の 
引数 に 交 が つい だ た りつ か な か っ た り し て い 
る し, 関数 の 呼び 出し を 見 た だ け で は , 引 
数 が ポイ ンタ な の か 値 な の か , 全然 わか ら 
な いこ と も ある の で す 。 こ れ は は っ きり い 
っ て 見 苦し いと 思い ます 。 早く すべ て の C 
が , 構造 体 を 制限 な し で 扱え る よう に な っ 
て ほし いと 願う 次 第 で し た 。 

この よう に で C と いう 言語 は , 変数 の チ 
ェ ッ ク が 非常 に 甘い (を の 代わ り に 強力 で 
ある と も いえ る の で す が ) ОТ, X GE 
を 起こ し ます 。 バ スエ ラー や アド レス エラ 
ー は , ラン タイ ムル ー チ ン が 常に 監視 し て 
いて 変数 を チェ ッ ク し た 結果 が お か し か っ 
だ が か がら と いう の て は な て で て 。 あ (まで て オブ シン 
ェクト プロ グラ ム が シス テム に 対し て 重 事 
を 働 こ うと し た だめ に 起き た エラ ー で す 。 
いく ら 実行 が 止ま っ だ か ら と いっ て 。 両者 
を 混同 し て は いけ ませ ん 。 これ は シス テム 
が スト ッ プ を か けた に すぎ ず , MC68000 の 
力 に よる も の な の で すか ら 。C は それ ほど 
親切 で は あり ませ ん よ 。 

最後 は 迷路 を 解く プロ グラ ム solve.c で す 。 
この うち の いく つか の 関数 は maze2.c | + 
退 の 6 の で て です 。 こ の フロ グラ ム で は 27 
イル の 扱い が 少々 面倒 で し た が , CHOT 
i, と いう エラ ー も 出 な が っ た か の で 、 デポ 
ッ グ の お ぢ お 話 は 省略 し ます 。C は コマ ンド ラ 
イン か ら の パラ メー タ を 簡単 に 受け 取れ ま 
すず の で ファ イル 処理 に は うっ て つけ だ し とい 
る て し よう 。 

フロ グラ ム の 使い 方 は どれ も 同じ で す 。 
DRANG A 
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solve «filename»? 

690 £ 5. mazel t maze2lX filename? 
で 指定 され た ファ イル に 迷路 を 出力 し ます 。 
スク リー ン エ ディ タ に で も か け て 遊ん で 〈 
だ さい 。 ブ プリ ンタ に 打ち 出す の も いい で し 


ょ う 。 ちなみに maze2 に 前 に いっ た 2 カ所 
の 変更 を し て 3 次 元 仕 様 に 直し て や る と , 

UE Да ЕРЕ ИТО bus pea 
な る よう な 出力 を し ます 。 それ か ら solve と 
いう の は , <filename> で 与え られ た 迷路 
の 不要 な 道 を 塗り つぶ し て 正解 を 教え て く 
NIT, 


本 当 は 3 次 元 迷 路 と 称し て , 作っ た 迷路 
の 中 に 入り た か っ た の で す が , それ は RPG 
で やり 館 き て る だ ろう し ,。 そもそも プログ 
ラム が 大 きく な りす ぎる か ら や め に し ます 。 
Bd, メモリ の 続く 限り 大 きい 迷路 を 
作っ て みて は いか が で し ょ うか 。 そ の と き 
は プリ プロ セッ サ の size_x, size y, size Z 
(それ ぞ れ 迷路 の サイ ズ 。 す で に いっ た よ 
う に 必ず 奇数 に する こと ), тахјепоћ (1 
匹 の 竜 の 体長 。 い くら 6 大 きく し て も , 配列 
е, ブロ グラ ム の 実行 

に 影響 は あり ませ ん ) の 値 を 大 きく し て < 
だ る に じ 。 だ だ じ し 。 こ の たき ぎ は 、 воме о" 
リプ ロ セ ッ サ の 値 も 大 きく し な いと , 解け 
な い 迷 中 が で き て し まい ます 。 

つい で に いい ます が , 乱数 は いつ も 同じ 
OC, 迷路 が ワン パタ ー ン に な っ て し ま 
いま す 。 変え た た いと き は , randomize の 値 
CRAT RE Os 

TMEK УХА И C 18 b 5272 
の で す が , きす が に そう いう わけ に も いか 
だ が つう だ た よう で す 。 ラロ グラ マ に た ろう 
は 使え な く て 
は いけ な い の で し しょうが, こい つ は な ん と 
54 で ラジ シ い とせ 手 / ノ で し だ 。 РА Б 
し て か が つの て で だ きい 。 シス テム を る 3 
回 破壊 する くら い の 覚 悟 は 必要 で す (特に 
Z800 A), 

ДЕ, XXC で の 開発 を 例 に と っ て , いろ 
いろ と C プ ログ ラマ の ひっ か か る ワナ に は 
まっ て みせ まし だ た が (わざ と ひっ か か っ だ た 
も の も ある し , 本 当 に ひっ か か っ て 悩ま さき 
れ だ も の も あり ます が ), この プロ グラ ム 
は Z80 の C で も 動く は ず で す 。 くれ で ぐれ も 
茜 走 に は 気 を つけ まし ょ う 。 も っ と も 駿 走 
させ た 経験 か ら は いろ いろ な こと が 学べ ま 
すか ら , 悪い じ こ と ば か り で も あり ませ ん 
(そん な か こと な いか )、。 ЕС Вата үш: 
よう な ら 。 
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| > 5 b O Х6вооо о BGM は 流れ る わ , 30 秒 間隔 で 画面 の 色 が 変わ る わ で も う 大 変 ! 
66 Oh! X 1988.7. この ご ろ は パー サ と 格闘 し て いる 毎日 で す 。 木村 к (16) 山形 県 


y「 理 工 系 の BASIC 入 門 」 と は な ん と いう 本 だ ! 著者 が 全員 青山 学院 大 学 の 先生 では な 
いか 。 こ れ で は まる で 青山 の 教科 書 の た め に 書か れ た みた いじ ゃ な いか 。 し か も 著者 の ひ 特集 迷宮 入り の 迷路 作り 67 
と り 5 は 私 の 先生 で は な いか 。 Ж 昭彦 (18) 神奈 川 県 


23: typedef struct ( int a[3]; | vector; /* vector の sg 義 */ 


25: unsigned char maze[size x][size y][size 2); /* 迷 路 本 体 */ 
26: veotor DRAGON1 [max1ength] , /* 意 の 山体 の 座標 */ 
27: DRAGON2[maxlength], 

28: DIRRCTION[7]={ ` u /* ü の 


36: int length; 


39: void mazemake( vector * ); /*vector 8 Ø 
40: int outcheck( vector * ); /* すべ て ポイ 
41: void 1ost( ) /* に な っ て 
42: void mazefill(); 

43: void makedoor(); 

44: void printout(); 

45: void output( char * ); 

46: int random( int ); 

47: void v сру( vector *, vector * ); 

48: void v add( vector *, vector Х, vector * ); 

49: void v mul( vector *, vector *, int ); 

50: unsigned char mazeget( vector * ); 

51: void mazeput( vector *, unsigned char ); 


55: void main( argc, argv ) 
56: int argc; 
57: char *argv[]; 


59: int x0, уд, 20; 
60: vector EGG; 


62: mazefill(); /* Ж gà uo (bd る */ 
63: makedoor(); 

64: srand(randomize); 

65: for ( z0-1; z0<=size 2-2; z0*-2 ) ( 

66: for ( уд=1; уд<с=8512е y-2; уд+=2 ) { 

67: for ( хд=1; хд<=812е х-2; хд+=2 ) { /* HH Z WE 
68: if ( maze[x0][y0][z0]--wall ) ( /* そこ 
69: EGG.a[9]=x の 9: /* W 
70: EGG.a[ 1]=yO ひ : х г 
71: EGG.a[2]-zz0; 

12: mazemake( &EGG ); 


15: ) 

76: } 

17: printout( ) : 

78・ if ( argo>1 ) output( argv[1] ); 


82: void mazemake( HEAD ) / ХНЕАР に 
83: vector ЖНЕАР; /* >» 


85: vector NEWHEAD, HEADMOVE; 

86: int i, г, L; /* こ の 関 

87: unsigned char с; /*  &NEWHEA 
い 


£ aue 


は 、HEAD と */ 
, &HEADMOVE と い う */ 
差 に 注意 する */ 


c 


89: lengthz0; 

90: mazeput( HEAD, body ); /* H 
91: while ( mazeget( HEAD )!=air ) | /* ўй 
92: v cpy( &DRAGON1 [length], HEAD ); /* BË 
93: for ( 120; і<=(дітепѕіопж2-1); i++ ) Í /* 動 
94・ r=random(dimenSion*2)+1: /* 
95: v mul( &HEADMOVE, &DIRECTION[r], 2 ); /* 
96: v add( &NEWHEAD, HEAD, &HEADMOVE ); /* 
97.: if ( outcheck( &NEWHEAD ) ) { /* fT 
98: v cpy( &NEWHEAD, HEAD ); /* な 
99: rz0; /* 
100: } /* 
101: czmazeget( &NEWHEAD ); /* 
102: if ( с!=роду ) break; / ж 
103: ) 

104: switch ( c ) ( /* fj 
105: case wall: /* в 
106: v add( &DRAGON2[length], HEAD, &DIREC 
107: mazeput( &DRAGON2[length], body ); 
108: mazeput( &NEWHEAD, body ); 

109: v cpy( HEAD, &NEWHEAD ); 

110: lengtht*t; 

111: break; 

112: case air: /* 空 間 な ら 消 え 去 る */ 
113・ v add( &DRAGON2[length], HEAD, &DIRECTION[r] ); 

114: mazeput( &DRAGON2[length], body ); 

115: v cpy( HEAD, &NEWHEAD ); 

116: 1ost( ) : 

117: break; 

118: case body: /* 胴 体 な ら 頭 を 別に 出す */ 
119・ v cpy( &DRAGON2[length], HEAD ); 

120: lzrandom(length); 

121: v _opy( HEAD, &DRAGON1 [1] ); 

122: length**; 

123: break; 
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最近 残業 で 帰る と , 妻 が 源平 討魔 伝 を や っ て いま す 。 や る ヒマ の な い 私 に 妻 は 「 私 が 先 

68 Oh! X 1988.7. に クリ ア す る 」 と 燃え てい ます 。 上海 で も か な わな か っ だ た し, マン ハッ タン レク イエ ム も 
解 か しれ て し まっ た ば か り 。 こ の まま で は X68000 は どう な る の だ ろう と 心配 の 毎日 で す 。 

高橋 智行 (26) 埼玉 県 


PESA, もう 知 っ て いる と 思い ます が 源平 討魔 伝 の 源平 mainxx な どの ファ イル を ダン フ " 
- し て みる と 面白 い メ ッ モ キー ジ が 読め ます よ 。SHELL = 源平 討魔 伝 X も 笑え ます 。 特集 迷宮 入り の 迷路 作り 69 
; 荒井 和彦 (28) 群馬 県 


6 月 号 の 77 ペ ー ジ で 「 ナ イン た いう 線 も あり ます が 」 と いっ て いる 編集 の 人 . あな た は 
70 отх 19887. 立派 な おたく" だ と 思い ます 。 ジャ ン ボ ー グ A な ん て , も う 誰 覚え て いま せん よ 。 編 
集 後記 か らし て U き ん で すか ……。 斉藤 典 昭 (21) 神奈 川上 


マン レク ト と 魔神 宮 を 交互 に や っ て いる と 「 天 国 と 地獄 」 が 実感 で きる 。 と くに 移植 も の 
に 多い が , 操作 性 の 悪 す ぎる ゲー ム が 横行 し て いる 。 老 い 先 短い ゲー マー に と っ て , トロ 特集 迷宮 入り の 迷路 作り 71 
い ゲ ー ム は 劇薬 (触れ る と いっ ぺん で 死ん で し まう ) で ある 。 木村 信 (35) 神奈 川上 


72 onx 19887. 


void 
vector 


( 


void 
vector 
int 


( 


case 'g': 
таге[х] [у] [2] =“ма11; break; 
) 
if ( sx«3 && у==0 ) break; 
sy++; 
} 
if ( sy>2 ) size y-sy; 
if ( feof( mazefile ) ) break; 
sz++; 
) * 
size 2282; 
fclose( mazefile ); 


if ( aize_z== の ) Í /*maze1l.c で 作っ た 迷路 だ け を */ 
dimension=2: /* 。 2 次 元 と し て 扱う */ 
size 2=3; /* 処理 し や すい よう に ずら す */ 
mazecopy(1,9); 
) 
output( filename ) /*maze2.C と ほぼ 同じ */ 
kfilename; 
int Xy у, 2, 
FILE *mazefile; 
mazefile-zfopen( filename, "w" ); 
for | 2506; 2<8122 2; 2%+ ) | 
for ( у=0; усваге y; у++ ) ( 
for ( x0; xisize x; x++ ) Í 
switch ( таге[х][у][2] ) Í 
case air: 
fprintf( mazefile, " " ); break; 
case body: 
fprintf( mazefile, "#" ); break; 
case wall: 
fprintf( mazefile, "u" ); break; 
) 
) 
fprintf( mazefile, "Xn" ); 
) 
fprintf( mazefile, "Xn" ); 
} 
fclose( mazefile ); 
mazecopy( zl, z2 ) /*mazel.c の 迷路 を ずら す */ 
21, 22; 
int X, у, 


for ( у=0; y<size y; у++ ) Í 
for ( х=0; x<size x; x** ) { 
таге[х](у] [21] =таге | х] [у] [22]; 
) 


v addi Vi, V2, УЗ ) /* こ こ か ら 先 は */ 
їу1, #72, V3: /* maze2.cC と 同じ */ 
int 1; 


Тог ( 120; 1<3; i++ ) 
Vi-»a[i]zV2-»a[i]*V3-»a[i]; 


v mul( VI, V2, t ) 


xV1, жуг; 
t; 
int ii 


for ( 120; i43; i++ ) 
Vi-»a[i]zV2-»a[il*t; 


unsigned char mazeget( V ) 


vector 


( 


void 


vector 


жу; 

int X, у, 2, 
xzV-»a[9]; 
yz:V-»a[1]l; 
zzV-»a[2]; 


return( maze[x][y][z] ); 


mazeput( V, c ) 
ху; 


unSigned сћаг с; 


( 


int х, у, 2; 


メニ V->a[ の ]: 
у=У-›а[1]; 
=V->a[21: 
паге х][у][2]=2; 


く て も 十分 に 全体 を 読み 切る こと が で きる 
Co p 
t, 10 枚 程度 で 伺 を 作り まし ょ う 。 と て と 


の くら い の 枚 数 で も 表 計 算 ,。 パー ソナ ル デ 


プチ ・ イ ンタ プリ タ を 作ろ う 


ご に よる サン ブル プロ グラ ム と し て , 簡単 な イン タプ リタ 言語 を 作っ て ー タ ベー ス な ど , いろ いろ と 作れ を そう で す 
みる と いう の は いか が で し ょ うか 。 抹 野 氏 の プロ グラ ム は 関数 ご と に 豊 D, 改造 の 楽し みや ほか へ の 応用 の 広 さ と 


冨 な 注釈 が つけ られ て いま す 。 ま ず は これ を 頼り に 1 週間 ほど ご か け て プ いう さと が か が ら 、 ち ゆう と し だ オシ ン メ フク リク 
ログ ラム を じっくり と 読ん で みて くだ さい 。 を 作っ て みる こと に し まし た 。 
言語 仕様 は BASIC の サブ プ セ ッ ト で す が あ 
Kuwano Masahiko TERY JZ ? + で b EJ が 主体 Ё T 5 - р か 


ee 


BASIC の 次 は C の 時 代 だ ! と ば か り に 
あっ ち で も こっ ち で も 大 流行 の C。 私 の C 
と の つき あい は , MS-DOS 上 で 動く C ュ ン 
234 2 (ちな み に 名 前 を あげ て お 〈 く と Opit 
mizing C86) が 誰 に も 使っ て も ら え ず ラ ッ 
ク の 肥やし に な っ て いる の を 見 つけ て 以来 
C115. 9, ま 全 らち ゆら る だ と この ろ て しょ 
う か 。 ホ コリ まみ れ の 英文 マニ ュ ア ル と 悪 
戦 苦闘 し な が がら 5ROM 化 する ユー ティ リティ 
まで こし ら え て 機器 組み 込み 用 の プロ グダグダ ラ 
ム を 作っ た も の で す 。 

を その C も , ちょ っ と 前 まで は 「 あ の UNIX 
の ソー スコ ユー ド の 大 部 分 が C じ で 書い て ある 」 
だ っ だ の が , 聞き 慣れ た だ た ソフト 名 を あげ て 
「 〇 〇 は C で 開発 し た 」 と な っ て きだ と ころ 
を 見 て も , 単なる お 祭り 騒ぎ で は な く 〈(, し 
っ かがり と 根 を お ろ し て て き て いる こと が うか 
が えま す 。 特に 4 万 円 以下 と いう 低 価 格 の 
C ュ コンパ イラ が 流通 する よう に な っ て か ら 


4, ソフ ト ハ ウス の よう な ブロ の 開発 者 だ 


け で な く , アマ チュ ア に も 随分 と 普及 し て 
きる よう CC まん がく 言う 私 し を 四 っ 
ROEIT) 

TORIY E У 4r, 
理解 に 苦し む よ う な 会 話 で は し ゃ いで いる 
よう な こと は ほとん と な が (て なり 。 義成 する 
ュー ド の 質 や ライ ブラ リ の 整備 状況 な ど に 
話 が いき や すく な っ た と ころ を みて も , + 


図 1 PI の サン プル プロ グラ ム 
文字 で 波 を 描く 


18 LET SOURCE=12345679 
ей LET MULTI=9 
2 LET FREG=19 

LET E ` i 


5 GOSUB 11 

ӨЙ LET FREQ-FREG-1 

70 IF FREQ THEN 50 

88 LET МИ ТЕМИ Т1+9 
98 IF MULTI<82 THEN 38 
100 END 


118 LET CHILD-URVE/ 188888088 
120 LET LOOP-4 
138 LET WAVE=WAVE/10 
140 pc NE 
150 LET LOOF=LOOP-1 
168 IF LDOP Ma 13M 
178 LET LOOP=4 
188 LET WAVE=WAVE*10 
: 198 LET WAVE=WAVE+CHILD 
¿BB PRINT WAVE 
СТЕ LET LOOPSLOOP-1 
298 IF LOOP THEN 150 


ーー 250 RETURN 


- も , 本 気 (マジ ) 

Ра к ои. 
さて, われ ら が Oh ! X で も 改名 以来 初め 
て (⑪⑰ 言 語 と し て の C を 大 真面目 に 取り あ 

げ る こと に な り ま よし た だ が, 形式 ば か り の 例 


に 使わ れ て 


題 に よる お 勉強 で は うん ざり する と いう の 


i, 周り に 人 が いて , 前 方 で こち ら に 向 か 
っ て 話 を し て いる 人 間 が いる と 条件 反射 的 
に 則っ て し まう 私 だ け で は な いで し ょ う 。 
な に より 断片 的 な 知識 で は C の あり が た み 
が わが かり ませ ん 。 も っ 上 と 実践 の ドキ ュ メ スシ 
ト を と いう Oh!X 編 集 室 の 意向 も あり , š 
と まだ プロ グラ ム の を で こしらえ ん て みる こと 
ur а eS; 


プチ イン タブ リタ 


お ささ て ちや や 大 さき な サシ プル と に ぱっ た 
МАО t O C T> o p š b KRRI t O # 
作っ て も し か た が あり ませ ん 。 と は いえる, 
ある 程度 それ な り の 行 数 は 必要 に な る ブロ 
グラ ム で な いと 面目 あり ませ ん (C の 良さ る 
が 生か る れ な い )。 そ の あたり を 踏ま ほえ て ソ 
ー ス は 500 一 600 行 ,。 リス ト 用 紙 で 10 枚 前 後 
を 目標 に し て み ま し た 。 も ちろ ん 作り 方 に 
も より ます が , この くら いあ れ ば ある 程度 
まとまっ た 機能 を 果たす も の が 作れ そう で 
すし , 10 枚 程度 な ら そ れ ほ と 時 間 を か け な 


パス カル の 3 角形 


18 LET N-8 
cA LET K=D 
j ЈЕ で の 109 
Ба GOSUB 1888 


1 
19 IF ма1 ТНЕМ 20 


1800 LET BUFF=N-R 
1818 LET F=1 

1020 IF N= "s THEN 1188 
1858 LET R=R+1 

1848 LET F- M 

1050 GOTO 1828 


LET F=F/BUFF 


これ 以上 削る と 。 も は や 「 言 語 」 と 呼べ る の 
が 性 し く な る よう な 「 所 サブセット 」 レ ペ 
ル の も の で , と て も 「BASIC」 と は 呼べ を 
うに あり ませ ん 。 を そこ で BASIC の 名 は 使わ 
ず ッ ンチ (ちっ ぱ け だ )・ イ シン タブ リタ 」 と と 
て お きま し ょ う 。 最初 は 「Petty Interprete 
と も よう と と て に だ OQ で て です が СФР 
etty」 は フランス語 か な に か て 「Petit( プ チ )」 
と な る と いう 話 を 聞き つけ , 耳 ざ わり の よ 
きる を 買っ て こう し まし ただ 。 頭 文字 を 取っ て 
「PI (パイ) 」。 ち ょ っ と 可愛 っ ぽく 呼ん で や 
っ て て くだ きる ke 

この PI を 1 週間 の 作業 で 読ん で み ま し ょ 

これ が 今回 の 「 例 題 」 で す 。 


月 曜日 : 詩 語 仕様 の 決定 


まず 最初 に 言語 と し て の 仕様 を 決め て し 
まい まし ょ う 。 先ほど も 述べ だ た と E お り 。 PI 
は 勉強 用 ほし た いう こと で , 命令 体系 は BASIC 
の 超 サ プ ブ セ モット と な っ て いま す 。 プログラ 
ム 中 に 使え る 命令 た: その フォ ー マ ッ ト は 次 
の と お り で す 。 

LET 変数 
GOTO А 

GOSUB д 
RETURN 

IF x1 THEN 式 2 
PRINT X 

END 

命令 の 意味 に つい て は いま る 6 3E ( ic 
も な いで し ょ う 。 も ちろ ん 実行 は RUN で す 。 
さら に , イン タプ リタ を 簡単 に する だ た め に , 
次 の よう な 制約 を 加え ます 。 

@ 扱 える 数 値 は 10 進 数 の 整数 だ け で す 。 

@ 変 数 は アル ファ ベッ ト の 並び で , 頭 の 1 文 
字 だ け で 区 別 し ま す 。 だ た と えば SKYPAR 
K も SCARLET も 同じ 変数 と し て 扱わ れ 
E. 

@ 式 の 中 の 演算 子 に 優先 順位 は あり ませ ん 。 
し た が っ て 1 十 1*2 の 値 は 4 に な り ま す 。 

@ LET (代入 命令 ) は 省略 で きま せん 。 

@ マルチ ス テ ー ト メン ト は 使え ませ ん 。 

@IF 文 は 式 1 が 0 以外 な 65THEN 以 下 に ある 


特集 プチ ・ イ ンタ プリ タ を 作ろ う #73 


式 2 の 値 の 行 に 分 岐 す る だ け で す 。THEN 
以下 に 命令 を 書く こと は で きま せん 。 

€ PRINT 文 は 式 の 値 を 10 進 数 で 表示 する だ 
け の 機能 し か あり ませ ん 。 

e 関数 な ど は 装備 され て いま せん 。 

特に 4 番目 の 「 省 略 不 可能 な LET」 と いう 
の は か な り 凶 回 な 感じ が する か も し れ ま せ 
ん が , この 制約 は , 1 行 の フォ ー マ ッ ト を 必 
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行 番号 命令 < 式 な ど ( 命 令 は ダメ )> と 
な る よう に し て , 少し で も イン タプ リタ を 
作り や すく 《 す る た めで す 。 と は いい な が ら , 
IF 文 は 少し この 形 か ら は ずれ て いま す 。 本 
当 は THEN を 省略 し た ほう が 簡単 に な る の 
で す が , あま り に も 体裁 が 悪く な る の で , 
例外 的 に 1 行 の な か で 命令 を 2 回 チェ ッ ク に 
いく て よう に な っ て いま す 。 


火曜 日 -ー キ スト フォ ー マ ッ ト の 決定 


これ か ら , いよ いよ イン タプ リタ の 制作 
に が が る の て す が 。 な に より ひも 光 に グロ グ 
ラム を 格納 し て お 〈 形 式 を 考え を て お か な く 
て は , 実行 ず する に し て も 、 ど うし て よい の 
か わか らら なくなり ます 。 

PI で は,1 行 の 構造 は 先頭 の 2 バイ ト を 行 
番号 と し , それ に 続い て その 行 の 文字 列 を 
格納 する 領域 を 固定 長 で 42 文 字 分 と っ て あ 
り ま す 。 こ こ に ヌル コ ユ コード, すなわち “xw 
0 て 終わ る 文字 列 を 格納 し て お くわ け で す 。 
この 構造 は ゲロ グラ ム 中 は , TEXT と いう 
構造 体 で 定義 し て いま す 。 行 番号 を 2 バイ 
ト に 圧縮 し た の は , エディ タ や GOTO な ど 
の 処理 で 行 を 見 つけ る の が 楽に な る よう に 
する だ めで す 。 

1 行 が 固定 長 で す の で , 余っ た と ころ が 無 
駄 に は な り ま す が そ の 代わ り , C の 構造 体 
が 綺麗 に 使 を る よう に な り ま す 。 

あと は, ブロ グラ ム の 終わ り を 検出 する 
手段 が 必要 で す 。PI で は 行 番号 で 判別 する 
こと に し まし た 。 入力 で きる 行 番号 を 0x7f 
ff 未満 に 制限 し , 0x7ff 以 上 の 数 値 が 行 番号 
と し て 現れ だ ら テ キス ト の 終了 と 見 な す よ 
うに し ます 。 ま た , NEW コマ ンド を 実行 す 
る 関数 clear_buffer( リ スト 1 の 114: 一 ) で は , 
単純 に すべ て の 行 の 行 番号 を MAX_-INTVA 
L( ブ ログ ラム 先頭 の defne に より MAX_I 
NTVAL 一 Ox7fff と 置き 換え 定義 が な され て 
いる ) に する こと で , すべ て を 最終 行 の 次 の 
行 番号 すなわち テキ スト エン ド に し て し ま 
いま す 。 この 方 法 で NEW を 実行 する と い 
うわ け て す 。 

この プロ グラ ム テ キス ト を 表示 する の が 
LIST コマ ンド の 処理 部 で ある list_print out 


74 онх 19887. 


関数 で す ( リ スト 1 の 220:~) 。 for 文 一 発 で , 
簡単 に 済ま せ て いま す が , 要 は 行 番号 が M 
AX_INTVAL 未 満 だ っ た ら , その 値 を 10 進 
AT, さら に を その 行 の 文字 列 は を の まま ヌ 
ルコ ー ド が (る まで 表示 る せる だ け の こと 
TTo 


水曜 日 : エ ディ タ の 作成 


昨日 , テキ スト フォ ー マ ッ ト を 決め まし 
だ た の で 信昌 人 は エディタ 作っ て し まう こと に 
し まし ょ う 。 2 本 ある リス ト の うち リス ト 
1 の PI MAIN C が エディ タ 部 分 で す 。 エ ディ 
タ で は 行 の 入力 の ほか ,, 
LIST : テ キス ト の 表示 
КОМ : 実行 
NEW : テキ スト の クリ ア 
EXIT : PI を 終了 する 
の 各 コ マン ド を 扱い ます 。 
ma 関数 (リス ト 1 の 46 : ~) に 飛び 込む 


t, 初め に ブログ ラム を クリ ア し て "*Read 


y の メッ セー ジ を 出し て か ら 1 行 を 入力 する 
readlme 関 数 (130 : ~) を 呼び 出し ます 。re 
adlmne で は 1 行 を 入力 し た ら , 小文字 は すべ 
て 大 文字 に 変換 する な どの 加工 し て いま 
す 。 入 力 さ れ た 行 ( テ キス ト ) は line-buffer (42 
: て 宣言 され た だ char 型 の 配列 ) に 格納 され 
Cis T. 
次 に get_command 関 数 (80: 一 ) が 呼び 出 
る れ ま す 。 ここ て 入力 行 が 先頭 の 文字 か ら 
チェ ッ ク さ れ , 数 字 な ら 行 番号 が , LIST な 
と の コマ ンド な ら , その コマ ンド 番号 が 帰 
っ て きま す 。 行 番号 は MAX_INTVAL (0x7ff 
f) 未満 の 正 の 数 , コマ ンド の 番号 は 負 の 数 
СТС: 返っ て きた 値 だ け て な た ん で あお っ 
だ か の 区 別 が つけ られ ます 。 
bL, 数 字 だ っ た な ら プ ログ ラム の 入力 
で すか ら , put_text 関 数 (148: —) を 呼び 出 
し て 1 行 の 入力 を 行い ます 。 
put_text で は , ま ず プ ログ ラム を 格納 し て 
いる text_buffer(41 : で TEXT と いう 型 の 構 
造 体 と し て 宣言 され て いる ) を 見 て EZ 
に 挿入 すれ ば よい の か を チェ ッ ク し ます 。 
行 番号 は 先頭 行か ら だ ん だ ん 大 きく な っ て 
いき ます か ら ,text-buffer の 各行 の 行 番号 を 
見 て 入力 され だ ブログ ラム の 行 番号 以上 に 
な が っ だ た だ ら 。 そ こ に 入れ る こと に な る わけ で 
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行 番号 が それ まで 入力 され た どの 行 よ り 
大 きい 場合 に は テキ スト の 最後 は 行 番号 が 
MAX_INTVAL (0x7fff) C, 行 番号 と し て 許 
され る 値 の 最大 値 よ り 大 きい の で , 自動 的 
に その 場所 , すなわち 最終 行 に 追加 され る 
こも 邊 が ます 。 


また だ た, も し 入力 きれ た 行 と 同じ 行 番号 が 
あれ ば , その 行 を 削除 し て か ら 挿 入 を 実行 
し ます 。 入力 され た 行 が 行 番号 どけ で , X 
字 列 が な い 場 合 に は 挿入 は 行い ませ ん の で て, 
これ だ け で , 挿入, 書き換え , 削除 の 3 つの す 
べ で て に 対応 する こと に な り ま す 。 


木曜 日 : 式 の 評価 (その 1 ) 


言語 仕様 を 眺め て いて GO の 文字 が 多 
い の が 目 に つき ます 。RETURN 以 外 の すべ で 
て の 命令 に 式 が か らん で いま す 。 和 案外 気 に 
し て 上 兄 な い と 気づか が な いこ と な の で す が , 
この 類 い の 言語 で は 式 の 扱い が 大 き な ウ エイ 
ト を 占め て いる の で す 。 ま ず は 式 の 処理 を 
攻略 する こと に し ます 。 今 日 は 括弧 の 処理 
は と りあ え ぇ ず 後 回 し に し て , 通常 の 式 を 調 
べ で て み ま し ょ う 。 まず, 典型 的 な 式 を 書い 
て み ま し ょ よう 。 

2*3 十 4 一 B 

括弧 の 処理 を 除く と , 式 は 一 般 的 に < 数 
WE (また は 変数 )>< 演 算 子 > 数値 ( ま た は 変 
数 )> の 並び を 延々 と 繰り 返し て いる こと が 
わか り ま す 。 こ こ で , この 処理 を どう 考え 
れ ば よい か 検討 し て み ま し ょ う 。 

PI で 扱う 演算 子 は すべ て 二 項 演算 子 , す 
な わ ち 2 つの 値 を 入力 と し て , ひと つの 結果 
を 出力 する も の で す 。 し か も 演算 に 優先 順 
位 が あり ませ ん か ら , 処理 は 左 か ら 右 へ の 
一 方 通行 で 進め られ ます 。 く < 値 > く 演算 子 >< 値 > 
の 形 を 処理 し , 計算 結果 を も っ て , 今度 は 
く 計 算 結 果 > く 演算 子 >< 値 > を 計算 し , その 
結果 あ も もっ て …… と いう こと を 延々 と 繰り 
返す こと に な り ま す 。 

た だ し 式 の 頭 だ け は 特殊 で ,。 ここ で は 演 
算 子 な し に いき な り 出 て きた 数 値 を 演算 結 
ЖЕ СТО, その 次 の 演算 子 の 処理 に 入 
る 必要 が あり ます 。 最 初 の うち , 式 の 頭 は 
必ず 数 値 か 変数 で ある と 仮定 し て 処理 を 進 
め よ うと し て い だ の で す が ,。 式 の 頭 に いき 
な り 括 弧 が 出 て くる 場合 が ある な ど , 案外 
いや らし いこ と が わか り ま し た 。 こ の 対策 
と し て 今回 は 式 の 頭 に は いつ も “0 圭 ” が 隠 
れ て いる (ダミ ー の “0 十 ") と し て 考え て 処 
理 を 行う こと に し まし だ 。 そ こま で の 演算 
結 示 が 0 て 演算 子 と し て “+” が あっ た だ よ 
うな ふり を し て 演算 を 開始 する の で す 。 

だ と る は 。 先ほど の 式 が な ち 。 

0+2ж3+4— В 
と な っ て いる と 考え る の で す 。 先頭 の 値 を 
取り 込ん で 演算 し た 結果 が , 取り 込ん だ 値 
を の も の に な れ ば よい の で ,1 と 掛け 算 を 行 
っ て も 構い ませ ん が , この 手 の グ ログ ラム 
で 掛け 算 を 使う の は あま り 好 き で な か っ た 


の で 0 と の 足し 算 に し まし た 。 

こう し て お く 〈 と , 足し 算 1 回 分 だ け 時 間 が 
無駄 に な り ま す が , 処理 し し て は 統一 され 
た 形 に な り , すっ きり と し た 処理 に な り ま 
ず 。 

プロ グラ ム て , 式 の 処理 を 行っ て いる の 
は shiki( ) と いう 関数 (リス ト 2 の 251:) で 
+, ここ で は , を そこ まで の 演算 結果 を 変数 
acca に , 演算 子 は op, 次 の 値 は accb と いう 
変数 に 入力 る され る こと に し て いま す 。for v 
ー プ に 入る と ころ て で て, асса=0, op=OP_P 
LUS と や っ て いる の が , 先ほど の 「 ダ ミー 
の 0 十 」 て す 。 

IT, ここ で 先ほど の 式 の 例 ,2*3 十 4 一 
B を 処理 させ た と し て 考え て いき まし ょ う 。 
いま , 式 を 計算 し て いっ て 2*3 ま で 計算 が 
終わ っ だ と し ます 。 こ の 段階 ご は プロ グラ 
ム で は switch 文 (258: 一 ) の 直後 に いる こと 
に な り ま す 。 こ こ で acca に は 6 が 演算 結果 と 
も て 入ら で いま すけ 。 

次 に 演算 子 を 取り 込む の で す が , この と 
き 取 り 込 ん だ 文字 が 演算 子 で な けれ ば 演算 
を 終了 し ます 。 なお, 演算 子 の 取り 込み は 
get_-operater 関 数 (325 : ~) で 行っ て いま す 。 
演算 子 を 取り 込ん だ ら , 今度 は for ルー の 
先頭 に 戻り ます 。 演算 子 が あっ た な ら , 次 
は 数 値 や 変数 が くる は ず で す 。 そこ で get_v 
alue (286 : ~) を 呼び 出し て 値 を 取り 込み , 
その 値 を accb に 代入 し ます 。 

値 と 演算 子 が 決ま っ た の で , 続い て switc 
h 文 で 演算 子 に よる 分 岐 を し て , 演算 を 行い 
ま すい 


金曜 日 : 式 の 評価 (その ど ) 


今日 は 括弧 の 処理 を 考え て みる こと に し 
$ 5 5. PEIDA A tisti МИЉЕ 
な 左 か ら 6 右 へ と いう 流れ で は な く な る た め , 
少し 気 を つけ る 必要 が あり ます 。 

括弧 が 付い た 式 と いう の は , 

2* (3 十 4) / (6—5) 
の よう な も の で す 。 人 間 が や る な ら , まず 
括弧 の 中 を すべ て 計算 し て , 

2* 7/1 
と 変形 し て か ら 計 算 す る と いう 技 も 使え ま 
FTH, それ を プ ブログ ラム に する の は 少々 面 
倒 で す 。 

括弧 付き の 式 を 処理 する も う ひ と ょ つの 方 
法 は , まず (3+4) を 計算 し て ,2 と 掛け て , 
を それから (6—5) を 計算 し て , So SE 
る と いう や や り 放 です 。 この 場合 に は 2*" 
ま て 進ん だ と ころ で , 括弧 が あっ た だら 6, 一 
Ној бо то 72" と “x” は 横 に 置 
いて , 3 十 4 の 計算 を 進め 、 それ が 終わ っ た 


時 点 で , そこ で 得 ら れ た 値 と 先ほど の "2 
と “*" を 使っ て 計算 する こと に な り ま す 。 
言葉 で 処理 を 言う と 少々 面倒 な よう で す 
が , つま り 昨 日 まで の 式 の 一 般 形 の < 数 値 
(また は 変数 )> の と ころ に ,「 括 弧 で くく ら 6 
れ た だ た 式 」 が 追加 され る こと に な る の で す 。 
この , く 数値 (また は 変数 )> を 取り 込む の は , 
get-value 関 数 で す 。 で すか ら , この 処理 に 括 
弧 を 見 つけ た ら 式 の 計算 を 呼び 出し , その 
計算 値 を 値 し し て 返せ ば よい こと に な り ま 
+. 

ここ て で て, get_-value (286 : ~) を 見 て み ま 
し ょ う 。3 つ 目 の 婦 が 括弧 の 処理 で す 。 括 
22:95 と, 現在 の 注目 点 を 示す textp (7 
キス ト ボ イン タ ) を ひと つつ 進め, shiki 関 数 を 
呼び 出し て 括弧 の 中 の 値 を 計算 し ます 。 計 
算 が 終わ っ た ら , 閉じ 括弧 が ある は ず で す 
の て 、 と りあ えす ナチ サナ ェ ッ ク し て で リタ ー ン し 
ます 。 こ れ で めで だ 【 く 括弧 の 処理 も で きる 
よう に な りす ER 

と ころ で , get-value は shiki か ら 呼 び 出 る 
れ て いた は ず で す 。 その get-value が 今度 は 
shiki を 使っ て 値 を 得 て い る の で す 。 つ まり , 
get-valune と いう クッ ショ ン が 入っ て は いま 
す が , shiki が shiki を 呼び 出し て 処理 を する 
わけ で す 。 どこ か て この よう な 話 を 開き ま 
せん で し た か ? その と お り 「 再 帰 」 で す 。 
数 学 の 時 間 以 外 は パズル を 解く と きく らい 
L Ооо БЕС 3 2, こう し て み 
$t, ちょ っ と は 使え た うな 感じ が し ませ 
ん ルツ 


土曜 日 : 実 行文 の 処理 (その 1) 


いよ いよ 週末 。 テ キス ト の 入力 も , XO 
処理 も 終わ っ た の で あと は いよ いよ イン タ 
ブリ タ 本 体 で す 。 本 体 は execute 関 数 で す ( リ 
スト 2 の 64 : 一 )。 最 初 の while で , 最終 行 に 
の まま 6 ソウ ウー グ する 上 (6 し も いま すず 。 次 
に , 行 の 先頭 に ある 命令 を 取り 込み (106 : 
ー の get_-statement 関 数 ), その 番号 に 従っ て 
次 の switch で 分 岐 し ます 。 
END 

特に 説明 する まで も な いで し ょ 5 END 
AT… の メッ セー ジ を 出し て , ス テー タス を 
TERMINATE に する こと に より while ループ 
を 脱出 し , 実行 を 終了 し ます 。 
LET | 

exec-let 関 数 (129 : ~) で 処理 し ます 。 
LET は , 

く < 変 数 > = <) 

と な っ て いま すか ら , まず 変数 を 識別 し ま 
す 。 次 は 必ず 等 号 が き て いる は ず で す , る を 


し て その 次 は ぉ 得意 の < 式 >。 式 の 計算 を し 
C, 得 た 値 を 変数 に 代入 し て いる の が 最後 
の return の 直前 の , 
variable [чаг] —val 

С 
РЕМТ 

exec_print 関 数 (200: 一 ) で 処理 し て いま す 。 
式 の 値 を 計算 し て printf で 表示 し , も し も 式 
の 最後 が ":: で あっ た な ら そ の まま , 違う な 
ら 改 行 し て リタ ー ン する だ け て す 。 
GOTO | 

exec_goto 関 数 (155 : ~) で 実行 し て いま 
す 。 ま ず 行 番号 を 見 つけ , を の 位置 を progra 
m.pointer (55: C TEXT 型 の 構造 体 へ の ポイ 
ンタ と し て 宣言 ) に セッ ト し ます 。 行 番号 . 
は search-line 関数 (リス ト 1,163: 一 ) に よっ _ 
て 探し て きま す 。 ブ ログ ラム の 実行 は progr 
am_pointer に 従い 行っ て いま す の で て で, これ を 
書き 換え て し まえ ば GOTO に な る わけ で す 。 
IF 

予想 され る と お り , exec.- 下 関数 (リス ト 2 
0166: ~) で 処理 し て いま す 。 IFX の 書 
式 は , 

IF < 式 1> THEN < 式 2> 

で すか ら , まず shiki を 呼び 出し て 式 1 を 計算 
し ます 。 そ の 結果 が 真 で あれ ば (1 (value) ) , 
次 に THEN が ある こと を 確認 し て か ら 式 2 
の 処理 で す が , これ は GOTO と な ん ら 変 わ 
る と ころ が な い の で GOTO の 処理 を を その ま 
ま 拝 僅 し て いま す 。 
GOSUB 

基本 的 に は exec-gosub 関 数 (219 : ~) で 
処理 する こと に な っ て いま す が , GOSUB 
は ちょ っ と 厄介 で す 。 と いう の は RETURN 
に よっ て , GOSUB の 直後 に 戻っ て こ な く て 
は な ら な いか ら で す 。 こ の 処理 の だ め に , 
GOSUB 専 用 スタ ッ ク , exec-stack を 設け まし 
た 。GOSUB 命 令 の あっ た 行 の 次 の 行 の 位 
18: を exec_stack に 積み , RETURN C は この 
スタ ッ ク を 掘り 返し て , そこ に ジャ ンプ す 
る の で す 。 帰り 先 を スタ ッ ク に 積む は か は 
GOTO と 同じ で すか ら , 
を 拝借 し て いま す 。 
RETURN 

帰り 先 を スタ ッ ク か ら ひ っ ぱり 出し て き 
T, program_-pointer に セ モット し て いる だ け 
г 


ここ で も exec-goto 


日 曜日 : あ な た な ら ど つう する 


Oh! X で は 安息 日 は 定め られ て いな い の 
で 日 曜日 は デバ ッ グ (! ) と な る の で し ょ 2 う 
Du プロ グラ ム は が る ペペ く て や や こし くだ 5 
+, それ で いて ある 程度 は じらし い 小 技 も 


特集 プチ ・ イ ンタ プリ タ を 作ろ う 75 


太る て いる よう と いう こと CC やろ みい る と いま す 。 き る ら に ,。 ラン ゲー ジ シ リー ズ で は OC, ファ イル 2 本 を まとめ て 1 本 に し て 
Di OO 一 気 に デ ッ チ あげ まし だ た 。 や き 構造 体 の 配列 が 使 を な か っ た の で , ば ら ば か らい ラ ンク 9 フル し て くだ きい 。 


が り イ ンタ ブリ て すか ら ,。 し じ を 覧 えた て ら の 配列 に 変更 し て いま す (struct CMD_T * * * 
の 方 に は 少々 難し か っ た か も し れ ま せん が , ABLE の と ころ )。 こ れ に 伴っ て この 構造 体 最後 に , PL 自身 は 本 当 に 骨 の よう な 部 分 
ни と プロ グラ ム を 作っ て いく < へ の アク セス を 行っ て いる 部 分 を 変更 し ま だ けし か な く 、 命令 の 追加 も や りや すく な 
ょ うに な れ ば , それ ほど と 苦労 し な く て も 読 Ta これら に つい て は , リス ト の 中 で ユメ っ て いま す の て で て, この まま 拡張 し て いっ て 
み 切 れる と 思い ます 。 ント で 入れ て ある の で ,。 よく 見 な が ら 変 更 目 分 専用 の イン タプ リタ に する の も よい で 
入力 に 当たっ て は ,XC や MS-DOS 上 で 動 LG га し ょ う 。 
ои ラ な ど を 使う 場合 Qd. ジン の ーー ンク ツン リーズ ス では) の し i, 処理 速度 に つい て も 中 間 コ ー ド を 
は ほる その まま て よい の て すす が 。 マツ ャ キー クン の だ わけ か 変数 の extern 定 言 が うま く 使 えま せ око, 関数 へ の ポイ ンタ を 使っ て 一 気 
и リー ズ (aC) を 使う 場合 に は ん で し た (私 が 悪い の か も し れ な い が )。 こ — RU, まだ 改 良 の 余地 が あり ま 
少々 手直し が 必要 で す 。 れ で て は, エディ イタ と 実行 部 分 で プロ グラ ム 。 慣れ て きた ら , そちら に 手 を 加え た だ たり 
まず , コメ ント や メッ セー ジ の 中 に ある の パッ ファ が 共有 で き な い の で 。 ファ イル о а 
漢字 は コン パイ ラ が 誤解 する の で , 取り 払 の 分 割 が うま く で きま せん 。 し か だ が な い を それで は ご 健闘 を 。 


I(pimain.c) 


1: / ネ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
2: ~ PI T: ター プリ ター - 
3: ー луук - 
4: А —--------------------------------------- */ 
5: #define EOS d i 
6: #define ERROR -1 
7: #define READY 0 
8: #define MAX INTVAL OxT7fff /* 正 の 整数 ( 行 番号 ) の 最大 値 */ 
9: #define CMD NEW -10 /* NEW コ マン ド の コー ド ж/ 
10: #define CMD LIST -11 /* LIST "H x/ 
11: #define CMD EXIT -12 I EXIT ん */ 
12: #define CMD_RUN -13 /* RUN ん ж / 
13: #define LINE LENGTH 40 /* テキ スト の 一 行 の 長 さ ж/ 
14: #define MAX LINE 25 /* テキ スト ・ バ ッ プ ファ の 人 行 数 */ 
15: 
16: struct CMD TABLE ( /* コマ ンド テー ブル の 構造 は ж/ 
iT: char *cmd string; /* 文字 列 へ の ポイ ンタ と 、 */ 
18: int cmd number; /* mç > FoOodza-— КОЖ */ 
19: ) command table[] = ( /* で ある */ 
20: "NEW" ,CMD NEM, 
21: "LIST",CMD LIST, 
29: "EXIT",CMD EXIT, 
23: "RUN" ,CMD RUN, 
24: U "" ERROR 
25: |; 
26: /% 
23. х ラン ゲー ジ ・ シ リー ズ で は 上 の struotCMD_TABLE を これ と 差し 換え て ね 
. š 
29: * char *comd string[5]; 
30: + int сова number[5]; 
31: */ 
32: — 
33: struct TEXT ( /* テキ スト の 構造 は */ 
34: short line. number; /* 2 バイト の 行 番号 と */ 
35: /* 
36: з ラン ゲー ジ ・ シ リー ズ 
37: 4 int line number; 
38:  */ 
39: char line text[LINE LENGTH*2]; /* それ に 続く < 文字 列 の 並び */ 
40: }; /* (固定 長 と し て いる ) で ある * / 
41: struct TEXT text buffer[MAX LINE*1]; /* 実際 に プロ グラ ム が 格納 され る */ 
42: char line buffer[LINE LENGTH]; /* キー ボー ド か ら の 1 行人 分 の バッ ファ */ 
43: char *line pointer; /* 入力 行 の 処理 に 利用 する ж/ 
44: int text lines; /* 現在 まで 入力 され た 行 数 */ 
45: 
46: main() 
47: ( 
48: int command number; 
49: /* 
50: з ラン ゲー ジ ・ シ リー ズ 用 の 追加 
51: % init table(); 
52: */ 
53: clear buffer(); /* ゴミ が 入っ て いる と 好き く な い の で クリ ア s 
54: Тог (;;) í 
55: printf("*Ready*n"); 
56: if (!readline(line buffer,LINE LENGTH)) ( 
57: printf( "Input Error!Xn"); 
58: return (ERROR) : 
59: } 
60: line_pointer = line_buffer; 
61: command number = get oommand( ): コマ ンド 番号 が 9x7fff 以 下 の 正 数 な ら 行 番号 */ 
62・ if ( (command : number >= の ) && (command number < МАХ xŠ INTVAL)) 
63: put text(command number ,line pointer); 
64: else ( 
65: switch(command number) ( 
66: case CMD NEW: clear, buffer(); 
61: break; 


76 отх 19887. 


68: саве CMD LIST: list printout( ) ; 
69: break; 
70: сазе CMD EXIT: printf("Bye...YXn"); 
11: return (READY) : 
72: case CMD_RUN: execute (); 
13: break; 
14: default: printf("??Command¥n" ) ; 
75: } 
76: } 
77: ) 
78: ) 
79: 
80: /* ネネ ネネ ネ * ま コマ ンド の チェ ú 2 %#%%%% 
81: + 1ine_pointer の 指す 先 か ら の 文字 列 の チェ ッ ク を 行う 。 
82: t 数 字 な ら ば 、 行 番号 と 見 な し 、 違 うな ら コ マン ド テ ー ズ ブル 
83: t (command table)» p -& Y 560t*hfviwvs. 
84: t そん な コマ ンド 無い わい ! と いう と き は エラ ー コ ー ド を 返す 。 
85: t Wu iv. 
86: #/ 
87: get oommand( ) 
88: ( 
89: int i, data; 
90: char *c,*d; 
91: d - skipspace(line pointer); 
92: if ((*d >= '0') && (*d <= '9')) Í 
93: for (data= の : (*d >= '0') && (ха <= '9'); d++) 
94・ data = data * 10 + ха - '0'; 
95: if ((data <= 0) || (data > MAX INTVAL)) 
96・ return(ERROR ) ; 
97: line pointer = а; 
98: return(data); 
99: } 
100: for (120; *(c = command table[i].cmd string) != EOS;i**) Il 
101: /* ラン ゲー ジ ・ シ リー ズ 用 for (120; #(с = сова string[il) != EOS; i++) ( #/ 
102: while((*c != EOS) && (жс == *d)) ( 
103: с++; 
104 d++; 
105 ) 
106: if (Жс == EOS) ( 
107: line pointer = d; 
108: return(command table[i].cmd number); /* ラン ゲー ジ ・: 
109: ) 
110 ) 
111 return(ERROR); 
112: ) u 
113 
114: /% ЖЕ テキ スト バッ プク ファ の クリ アー ネネ ネネ ネ 
115: t と 、 聞 く と た いそ うな 事 を し て いる よう に 思え ます が 、 
116 * 要 は 、 行 番号 を 全て MAX INTVAL に し て いる だ け で す 。 
117: t* 行 番号 の 最大 値 は MAX_INTVAL-1 に 制限 し て いる の で 
118: t それ 以上 の 値 が 行 番号 と し て 見 つか っ た ら 、 テ キス ト ・ 
120 i エン ド と 見 な すこ と が で きま す 。 め で た し めで た し 。 
121: 
122: clear buffer( ) 
123: ( 
124 int i: 
125 for (iz0; i«zMAX LINE; i++). 
126: text buffer[i].line number - MAX INTVAL; 
121: text lines = 0; 
128: } 
129: 
130: /* ХК 標準 入力 か ら の 一 行 読み 込 み ***** 
131: : 後 の 処 理 が 簡単 に な る よう に 、 小 文字 は 全て 大 文字 に 変換 し 、 
132: * さら に 、 行 の 最後 の 改行 コー ド は 取り 払い 、EOS コ ー ド を 
133: 1 れる よう に し て いま す 。 
134 */ 
135: readline(buffer, size) 
136: char *buffer; 
137 int size; 
138: ( 
139 int status; 
140: char с; 
141 status = gets(buffer, size); 
142: Тог (; *buffer > Oxf; buffer**) 
143: *buffer - toupper(*buffer); 
144: *buffer = EOS; 
145 return(status); 
146: } 
147 
148: /* * ネ ネネ ネ 。 テキ スト の 挿入 *xxxx 
149: t 入力 し よう と する 行 の 行 番号 を テキ スト バッ ファ か らち 接し 、 
тре: し 一 致す る も の が あれ ば それ を いっ た ん 削除 し て か ら 挿 入 し ます 。 
152: put text(lnumber,input text) 
153 int lnumber; 
154: char *input text; 
155: { 
156: int line counter; 
157: line counter - search line(lnumber); 
158 if (text buffer[line counter].line number == lnumber) 
159 delete line(line counter); 
160: insert line(line counter,lnumber,input text); 
161: ) 
162 
163: /t *** ネ ネ 行 の 検索 **** ネ * 
164: * テキ スト バッ ファ を 最初 か ら 眺 め 、 与 えら れ た 行 番号 (n ) 以上 の 


特集 


シリ ー ズ 用 return(comd_number[i]): */ 
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203: 
204: 
205: 
206: 
207: 
208: 
209: 
210: 
211: 
212: 
213: 
214: 
215: 
216: 
2117: 
218: 
219: 
220: 
221: 
222: 
223: 
224: 
225: 
226: 
227: 
228: 
229: 
230: 
231: 
232: 
233: 
234: 
235: 
236: 
237: 
238: 
239: 
240: 
241: 
242: 
243: 
244: 
245: 
246: 
247: 
248: 
249: 
250: 
251: 
252: 
253: 
254: 
255: 
256: 
257: 
258: 
259: 
260: 
261: 
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* 行 を 捜し 、 そ の 行 が テキ スト バッ ファ の 何 行 目 で て ある か を 返し ます 。 
* テキ スト の 最後 は 行 番 号 が MAX INTVAL に な っ て いる た め 、 一 番 最 後 の 
* 行 よ り も 大 きい 数 が き て も うま くい く よ う に な り ま す 。 
*/ 
search line(n) 
int n; 
[ 
struct TEXT ktext; 
int i; 
for (i = O,text = text buffer; text-»line number < n; itt, text** ) 
ーー 
} 
***** 行 の 削除 ** 
* テキ スト バッ ファ 上 の 行 数 (1 (line counter) を も Би. SOR € Hh U 27. 
* 要 は 、 そ の 行 以降 の 行 を 一 つづ つ 引 き 上 げ 、 今 まで 最後 だ っ た 行 に つい て は 、 
* 行 番号 を MAX_ INTVAL に する だ け で す が ・・・。 
*/ 


: delete line(line counter) 


int line counter; 

i 

line counter < MAX LINE-1; line counter**) ( 

text  buffer[line. oounterl. line. “number = text  buffer[line counter*1].line, number; 


sprintf(text buffer[line. counter]. line text,text buffer[line counter*l].line text); 


for 6: 


text lines--; 


text buffer[line counter].line number = MAX INTVAL; 


/* ** ネ *** FOMA ХХ 

x テキ スト バッ ファ 上 の 行 数 (line counter) を も らい 、 そ こ に 一 
* ( 行 番号 は 1number、 中 身 は text) を 搬入 し ます 。 行 を ずら し て 、 
ー sprintf で は め 込 むだ け の こと で す 。 


insert line(line counter,lnumber,text) 


int line counter,lnumber; 
char *text; 

( 
int tail; 


if (text lines < MAX LINE) ( 
if (strlen(text)) { 

for (tail = MAX LINE; tail > line counter; tail--) ( 
text  buffer[tail]. line number = text buffer[tail-1].line number; 
sprintf (бехе buffer[tail].line text, text buffer[tail-1].line text); 

} 

text lines++; 

text —buffer[line _ counter].line number = lnumber; 

sprintf(text buffer[line_ counter].line text, text); 


else printf("Sorry.. I can't eat so much text'Yn"); 
) 
/* *t*** プロ グラ ムリ スト の 表示 まま ** 
リス ト を 表示 し ます 。 例 に よっ て 行 番号 が MAX INTVAL に な っ た ら 、 テ キス ト 
し の 最後 と 見 な し て 終了 し ます 。 
* 
list printout( ) 
( 
struct TEXT Хр; 
сћаг *с; 
int number; 
for (p = text_buffer; (number = p->1ine_number) < MAX INTVAL; p++ ) 
printf("%d%syXn",number,p->line text); 
) 
/* ххк スペ ー ス の スキ ッ プ *tkx 
s スペ ー ス や タプ を 読み 飛ば し ます 。 
* 
skipspace(p) 
char Хр; 
( 
while ((*p == ' ') || (Хр == '*t')) 
ptt; 
геїчгп(р); 
} 
/% 
* ラン ゲー ジ シ リー ズ 用 の 追加 
* 
* init table() 
* ( 
* comd string[0] = "NEW"; 
* comd string[1] = "LIST"; 
* comd string[2] = "EXIT"; 
* comd string[3] - "RUN"; 
* comd string[4] = "#0"; 
* comd number[0] - CMD NEW; 
* comd number[1] = CMD LIST; 
* comd number[2] = CMD EXIT; 
* comd number[3] = CMD RUN; 
* comd number[4] = ERROR; 
* init exec( ): їп 'PIEXEC.C' 
* } 
*/ 


p 妻帯 者 の 皆様 は X68000 の 購入 に 苦労 な きっ て いる よう で す が , うち の 嫁 き ん は 私 と 一 緒 
NE ]。 サ ービス に サー ビス を つけ さき させ て , つい で に 
ー ナ ス の 半分 を 支払 っ て くれ る こと に な り ま し だ た 。 ば ぽか ぁ 一 幸せ も ん だ 
佐藤 啓 市 ( (зз) 北海 道 
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思っ て い る 読者 諸氏 へ 。 


/* 


いま は ロッ ク て で 売っ て いる けど , 


前 は ミス セブ ンティー ン か ら ス クー ル メ イツ に 入っ て いた こと を 隠し て いる の は 。 どう も 
私 に は いた だ だ け ませ ん 。 


佐藤 


正貴 (18) 


千葉 県 


エラ ー の あっ 


た 行 を 表示 し て 終了 
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_ 1: / ま ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
Z? ~ РІ. プチ ・ イ ンタ ー プ リタ ー s 
aa £f 
4: © --------------------------------------- ネ / 
5: #define EOS 'xo* 
6: #define TAB '"Xt' 
7: #define FALSE 0 
8: #define TRUE 1 
9: #define READY д 
10: #define ERROR -1 
11: #define TERMINATE 1 
12: #define LINE LENGTH 40 
13: #define MAX LINE 25 
14: #define MAX INTVAL Ox7fff 
15: #define OP PLUS 1 ЈЕ ' +' オペ レー タ の コー ド */ 
16: #define OP MINUS 2 84 | — ‚ * / 
17: #define OP MUL 3 INT ж ” */ 
18: #define OP DIV 4 y^" o „ ん */ 
19: #define OP_EQUAL 5 /* -' А */ 
20: #define OP HI 6 / э „ */ 
21: #define OP_LO 7 s g „ */ 
22: #define STATE LET 1 7 LET 命令 の コー ド */ 
23: #define STATE IF 2 /* IF ん */ 
24: #define STATE THEN 3 /* THEN и (THEN が 命令 と いう の は ちょ いと 苦し い 気 が する ) ж/ 
25: #define STATE GOTO 4 /* GOTO " */ 
26: #define STATE GOSUB 5 /* GOSUB А */ 
27: #define STATE RETURN 6 / RETURN =» */ 
28: #define STATE PRINT 1 /* PRINT А */ 
29: #define STATE END 8 /* END ん */ 
30: #define STACK SIZE 10 /* GOSUB 用 スタ ッ ク の サイ ズ */ 
31; 
32: /* Y * Z F £ @ ФУ РАИ #/ 
33: struct TEXT { /* CMD.C の と ころ で で 頑張 っ て 書い た か ら そ ちら を 見 て ね */ 
34: short line number; 
35: char line text[LINE LENGTH+2]; 
36: |; 
37: 
38: struct CMD TABLE ( /* ラン ゲー ジ ・ シ リー ズ */ 
39: char *cmd string; /* char *state string[9]; */ 
40: int cmd number; /* int state number[9]; */ 
41: ) statements[] = ( /* * / 
42: "LET",STATE LET, / ネ */ 
43: "IF",STATE ТЕ, /* */ 
44: "THEN",STATE THEN, /X* */ 
45: "GOTO",STATE GOTO, /* &/ 
46: "GOSUB",STATE GOSUB, /* x / 
47: "RETURN",STATE RETURN, /X* */ 
48: "PRINT",STATE PRINT, /* */ 
49: "END" ,STATE END, /* */ 
50: "" , ERROR /* */ 
51: }; 
52: 
H. extern struct TEXT text buffer[]; /* ラン ゲー ジ ・ シ リー ズ の 時 は これ を 削除 し ます */ 
ーー struct TEXT *program pointer; /* 現在 、 ど の 行 を 実行 し て いる の か を 指し 示す ポイ ンタ */ 
57: int exec stack[STACK SIZE]; /* GOSUB 。 hi 理 の た め の ス タッ ク */ 
58: int stack pointer; /* スタ ッ ク ポ イン タ * / 
59: int terminate; /* ZoNNTIS— が 起こ っ た と き に 立て る フラ ゲ グ */ 
60: int variable[26]; /* XX WI. AlXvarisble[0], В は variable[1]・・・ */ 
Bs oe *textp; /* 上 在処 理 し て いる 文字 の 位置 を 示す ポイ ンタ #/ 
63: 
64: /tttttttttttttttttttttt 実行 ルー チン : ШОЮ ЧИЕ ЗОНЕ РРРРРРРРРРРРРРРРИ 
65: exeoute( ) 
66: 
67: int status,i; 
68: terminate = FALSE; /* あれ や これ や の 初期 化 */ 
69: stack pointer = STACK SIZE; 
70: program pointer - text buffer; 
11: status - READY; 
12: while ((program pointer-»line number < MAX INTVAL) && (status == READY)) (/* テキ スト の 終わ り (MAX_ TINTVAL 以 上 の 
73: 行 番号 ) に 来 た ら お し まい )*/ — 
74: і = get statement(program pointer->1ine text); 
15: switch (i) Í 
76: case STATE LET: if ((status - exec let()) -- READY) 
11: program роіпїег++; 
18: break; 
19: case STATE IF: status - exec if(); 
80: break; 
81: case STATE GOTO: status = exec goto(); 
82: break; 
83: сазе STATE GOSUB: status = exec gosub(); 
84: break; 
85: case STATE RETURN: status = exec return(); 
86: break; 
87: case STATE PRINT: if ((status = exec print()) == READY) 
88: program ројпбег++; 
89: break; 
90: сазе STATE END: printf(" *END at [*d]*n",program pointer- ?^line number); 
91: status - TERMINATE; 
92: break; 
93: default: printf("??StatementsYn"); 
94: status - ERROR; 
95: ) 
96: ) 
: if (status == ERROR) 


79 


inen Is EOS; ien) 
— cud 0 0; ut d 3 1g i]) 
Бов) | аа ( x == E ; ett, すし r 


hr pspace(d); T 


ДРЕ 


___ s ーー return (ERROR) ; x 
162: | program pointer = text _buffertni /* 
163: | return(READY)) — | € 


T nc m 


ял м. 


if (value) __ 
—< — te > 


tat tz STATE. _THEN) с 
printf( "THEN が ~ у ま せ “ ); ; 
 return(ERROR); C 


return (exec. шо) 


y 田村 さん , 実は 僕 も モデ ル 10 ユ ー ザ ー だ っ た の で す 。 苦 し い 生 活 の な か で や っ と ディ ス 
80 ohix 19887. ク を 買う だ け の お 人 金 が た まっ た と き は た と 気がつい た の で す 。…… こ , これ は , Xlturbo 

II が 買え る の で は な いか , と 。 現 在 、 僕 は X1turboZ の ユー ザー で す 。 な に か うし ろ め た い 

も の を 感じ な が ら も , 楽し い 生活 を 送っ て いま す 。 AR 秀治 (17) 福岡 県 


199: #/ 

200: exec print() 

201: t 

202: textp - skipspace(textp); 
203: printf("X5d",shiki()); 
204: / 
205: 
206: 
207: 
208: 
209: 
210: 
211: 
212: if (terminate) 

213: return(ERROR ); 
214: まま (*textp (= ';') 
215: printf("YXn"); 
216: return(READY); 

217: | 

218: 

219: /* ネネ ネネ ネ 
220: % GOS 
221: > 

222: х 帰り 先 
223: £ сот 
224: */ 

225: exec gosub( ) 
226: | 

221: if (stack pointer <= 0) ( 

228: printf(" ネ ステ ィング が 深 す ぎ きま す \*n"): 
229: return( ERROR ) : 

230: 

231: exec stack[--stack pointer] = **program pointer; / 
232: return(exec goto()); / 
233: | 

234: 

235: /* X***x 
236: * RET 
237: t 

238: % 帰り 先 
239: % に 代入 
240: x/ 

241: exec return() 
242: [( 

243: if (stack pointer >= STACK SIZE) ( 

244: printf(" 戻 り 先 が あ り ま せん き \ き n"): 

245: return(ERROR ) : 

246・ } 

247: program pointer = exec stack[stack pointer++] : /* 
248: return(READY); /* 
249: } 

250: 

251: / ネ ホネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネ 式 の 計算 だ よ XXXX*X**xxxxxxxx*xtkxx/ 
#52: 

253: shiki() 

254: ( 

255: int acca,accb,op,stat; 

256: for (асса = д,ор = OP PLUS,stat = READY; (stat == READY) && 'terminate; ) ( 
257: accb = get value( ) : 

258: switch(op) ( 

259: case OP PLUS: acca *- accb; 

260: break; 

261: case OP MINUS: асса -= accb; 

262: ргеак; 

263: саве OP MUL: асса *- accb; 

264: break; 

265: case OP DIV: acca /- accb; 

266: | break; 

267: case OP EQUAL: асса = (асса == accb); 

268: break; 

269: сазе OP HI: acca = (acca > accb); 

270: break; 

211: case OP LO: асса = (acca < accb); 

272: break; 

273: default: terminate = TRUE; 

274: printf( "Operater errorXn"); 

275: } 

216: ор = get operater(&stat ) : 

277・ } 

218: if (stat != TERMINATE) í 

219: terminate - TRUE; 

280: printf("??ERRORYn"); 

281: return(-1); 

282: } 

283: return(aooa ) ゝ 


while(!terminate && ((*textp == ',') || (*textp == ' ')) ) Í 
if (titextp == ' ') 
printf("Xn"); 
textp = skipspace(*tttextp); 
printf("*5d",shiki()); 
) 


зе эе эе 36 »** зе зе 


/* 念 の た め に チェ ッ ク 


ら ひっ 
めで た し 


っ た と き に は 、 ち ょ っ と 注意 。 
ある か ら shiki を 呼び 出し て 


=, 
な な 


290: #/ 
292: ( 


296: | *textp; 
231: if ((c >= '0') && (с <= '9')) ( /* 数 値 */ 
298: for (;;c = *++textp) ( 


6 月 号 の 質問 箱 に あっ た 中 谷 さ ん に ひと 言 。BASCOM で 漢字 を 使う に は コン ソー ル 関 
係 を すべ て 自作 の マシ ン 語 ルー チン に し て CALL 命 令 で 呼び 出せ ば よい と 思い ます 。 実際 , 
私 は そう や っ て いま すか ら 。 私 の 持っ て いる BASCOM で は ライ ブラ リ に ある コン ソー ル モ 
ジュ ー ル を か な り 書 き 換 えな いと マス ク が は ずれ な いよ う で す 。 沼 野 F (23) 東京 都 


*/ 


*/ 


ば ぱり 出し て program pointer に セッ ト 
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*/ 
*/ 
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82 


301: 


302: 


303: 


304: 
305: 


307: 
308: 
309: 

3190: 

311: 
312: 

| 913: 
314: 

.815: 

316: 


317: 
и 


319: 
320: 
_ 321: 
322: 


3232: 


324: 
325: 
326: 
327: 
328: 
329: 
330: 
331: 
332: 
333: 
334: 
335: 
336: 
337: 
338: 
339: 
340: 
341: 
342: 
343: 
344: 
345: 
346: 
347: 
348: 
349: 
350: 
381: 
352: 
353: 
354: 
355: 
356: 
357: 
358: 
359: 
360: 
361: 
362: 
363: 
364: 
365: 
366: 
367: 
368: 
369: 
370: 
371: 
372: 
373: 
374: 
375: 
376: 
377: 
378: 
379: 
380: 
381: 
382: 
383: 
384: 
385: 
386: 
387: 
388: 
389: 
390: 
391: 
392: 
393: 
394: 
395: 
396: 
397: 
398: 
399: 


Oh! Х 


306: | 


} 
if ((c >z 'A') kk (c <= '2')) Í x /* 変数 */ 
textp = skipalpha(textp); 
return(variable[c - 'A']); 
j] Um x | 
if io =>" ` ` | /* EM */ 
textp++; | — |. 
value = shiki(): /* 式 を 計算 し て ・・ */ 
if (*textp != ')') Í /* 勿論 、 括 弧 は 閉じ て いな けれ ば いけ な い 
x terminate = TRUE; 
printf(" 括 弧 の 数 が 合わ な いと 思う の で す が ・・・\p'): 
return(ERROR ) : 
| 
textp++; 
| return(value ) 
terminate = TRUE; ` /* それ 以外 な ら エ ラー */ 
printf(" 数 値 の 符 な ん で す が ・・・\n"): x u 
return(ERROR); 
) o 
/* ネネ ネネ 演算 子 の 取り 込み ネネ ネネ ネ 
で 終了 させ る の は 、PRINT 命 令 で 使う た め ( 式 の 最後 が : な ら 改 行 し な い ) 
. I で も 7 で 数 値 の 連続 表示 が で きる パッ チ に 対応 させ て お くく ため 
get operater(status ) 
їпї *status; 
( 
int operater; 
*status = READY; 
switch(*textp) ( 
case +: operater = OP_PLUS; 
break; 
case ".: орегађег = OP MINUS; 
break; 
case tat: operater - OP MUL; 
break; 
case "í: operater = OP DIV; 
3 break; 
case 2": орегађег = OP EQUAL; 
break; 
case 12: орегађег = OP HI; 
break; 
case "<; operater = OP_LO; 
break; 
case rit: 
case t. 
case "o'i 
case TAB: 
case EOS: *status = TERMINATE; 
break; i Ñ 
default: printf(" 演 算 子 が お か し いよ うに 思う の で す が ・・・\n"): 
*Status = ERROR; 
return(ERROR); 
} 
if (*status == READY) 
textp*t; 
return(operater); 
) 
/* x жжке アル ファ ベッ ト 文 字 ( 大 文字 ) の スキ ッ プ ***x* 
: 変数 名 に 冗長 を 許し た りす る た め に 作っ て お いた 
skipalpba(D) 
сћаг xp; 
( 
while ((*p >= 'A') && (Хр <= '2')) 
ptti 
re も turn(D): 
} 
/* x 
* ラン ゲー ジ ・ シ リー ズ 用 の 追加 
* 
*init exec() 
*( : 
* state string[0] = "LET"; 
* state string[1] = "IF"; 
* state string[2] = "THEN"; 
x state string[3] - "GOTO"; 
* state string[4] = "GOSUB"; 
* state string[5] = "RETURN"; 
* state string[6] = "PRINT"; 
* state string[7] - "END"; 
* state string[8] = '# 0"; 
* state number[0] - STATE LET; 
з state number[1] = STATE IF; 
* state number[2] = STATE THEN; 
* state number[3] = STATE GOTO; 
X state number[4] = STATE GOSUB; 
* state number[5] - STATE RETURN; 
* state number[6] = STATE PRINT; 
* state number[7] = STATE END; 
* state number[8] = ERROR; 
* } 
*/ 
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— value = valuet10+c-'0'; 
else break; 


return(value); 


” 
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XC に は .XBAS to C と いう 秘密 兵器 が 隠さ れ て いま す 。X-BASIC の プロ グラ ム を C の ソー 
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みん な も 知っ て いる よう に X-BASIC は C 
言語 に 近い 制御 構造 を 持つ と いう 意味 で C 
と は か な り 微 妙 な 関係 に ある 。 こ の 微妙 な 
関係 に 拍車 を か ける の が C compiler PRO- 
68K (通称 XC) を 買う と くっ つい て くる XB 
AS to C コ ュ コンバー タ (BC) の 存在 だ 。 

BASIC で 書い た プロ グラ ム も BC を 通せ ば 
C の プロ グラ ム に 早変わり だ 。C に 変換 し 
て し まえ ば こっ ちの も ん で , 最初 か ら C で 
書い た プロ グラ ム と 同じ よう に コン バ パイル 
すれ ば 実行 ファ イル (х) が で き あ が る 。 
w ニ マシ ン 語 の ブロ グラ ム と いう こと だ か 
6, BASIC イ ンタ プ ブリタ が な く て も 実行 で 
きる し , な に より 速い 。BASIC イ ンタ プリ 
タ 上 で は 遅く て 使い も の に な ら な か っ た だ たよ 
うな ブフ ログ ラム も コツ パイ ル す ずれ ば ビュ ン 
ビョン 寺 . る 。 今 ま て は まとも な ブロ グラ ム 
を 開発 する に は マシ ン 語 な り C な り を 覚え 
な けれ ば な ら な か っ だ た けれど, BC( を 含む 
ХС. 以下 同様 ) を 使え ば 僕ら の いち ば ん 身 
近 に ある 言語 , BASIC て 「 開 発 」 が 行え て し 
40077 

手順 $ 至っ て 簡単 で 、 た と えば test.bas と 
いう ブロ グラ ム か ら test.x を 作る に は ユマ ン 
рее, 

cc test.bas 
と 打ち 込む だ け で いい 。 

この CC と いう の は ユン パイ ルド ライ バ と 
呼ば れる ブロ グラ ム で , CC の あと に 続け て 
BASIC の ファ イル 名 を 書け ば C へ の 変換 , 
ПИ ДИ ПИР МЕ Ue bye» 
順 を 自動 的 に 行っ て くれ る 。 念 の た め だ け 
Ë, CC 自体 が コン パイ ル し だ り ア ャ ンプ 
ル し だ り と いっ た 機能 を 持っ て いる わけ じ 
ゃ な く , CC は じ コ ン パ イラ や アセ ンプ ブラ な 
ん か を 呼び 出す だ け の 仕事 し か し て いな い 。 
だ か りら ドライバ パ 」 と いう ん だ け と 。 これ 
は 生 た で で れ な て で も いい 。 と に が く 。 X 
C は あま り C を 知ら な い 人 に も BASIC ュ ン 
パイ ラ 感 覚 で 使う こと が で きる 便利 な ツー 
ル だ っ て こと は わか っ て も ら え た と 思う 。 

ここ まで 人 居 。 な が ん だ か と っ て も お いし る て 
5 な 話 で ,「C は ちょ っ と …… 」 と 尻 ご み し 
て い だ 人 人 も XC が ほし く な っ だ た ん じゃ な い だ 
ろう か 。 実際 , XC を 買っ た 人 の 何 割か は В 
ASIC プ ログ ラム を CC 変換 する 機能 が 目 当 


て な ん だ ろう ね 。 けれど も ,。 うま い 話 に は 
落と し 穴 が ある の は 世 の 常 だ 。 BASIC ュ ン 
パイ ラ を 買っ て きた つも 0 で XC を 使う と 確 
実に ハマ る 。 

や っ て み だ た 人 に は わか る と 思う けれ ど 。, 
「 イ ンタ プリ タ で 動作 が 確認 8 きれ て いて , 
C に も すん な り 変 換 で き て , コン パイ ル , 
セン フル 。、 リ ンク も エラー な し で 通っ た 
に も か か わら ず , 最終 的 に 得 ら れ だ た.x ファ 
イル は 正しく 動作 し な い 」 と いう こと も あ 
Do- さこ うな が ろう て し ま よう と 。、 6 に つい で 詳し 
く 《 く ない 人 に は も うど うす る こと も で き な い 
わけ だ よね 。 

や っ ぱり C を 覚え を な けれ ば いけ な いん だ 
ろう か , と , 不安 に な っ た 人 も いる と 思う 。 
な に も 考え ん な いよ り は ちょ っ と で ぐら い 謙 虚 
な は ほう が 僕 は 好き だ けど , は っ きり いっ て 
BC を 使う だ け な ら C を 覚え る 必要 は 全然 な 
い 。 い くつ か の こと を 「 体 で 覚え て 」 そ れ 
を 守れ ば , C を 知ら な く て も BC を 使う こと 
は で きる ん だ 。 こ の 際 。 理屈 は あと 回 し で 
な いい に と に に し まう 所 に が る 人 は 邊 表し 
も oo よう OU 

マク ラ が 長く な っ だ けど , そん な わけ で 
以下 , X-BASIC+BC で プロ グラ ム を 作る 
2 えて の 注意 点 を な か は ば 対症 療法 的 に 書い 
て みる 。 


あく まで も コン バイ ラ 


最初 に 少々 お せっ か い だ け れ ど , 心構え 
(重い 言葉 だ ね ) の 話 か ら 始 め よ ょ よう 。 上 で も 
チラ チラ 書い だ よう に 「BC は BASIC а мг: 
イラ の よう に も 使え る けど , 決し て BASIC 
コン パイ ラ で は な いん だ 」 と いう こと を 頭 
に 入れ て お いて は ほしい 。 一度 C に 変換 きれ 
て か が から コン パパ イル る れる の だ と いう こと を 
忘れ て し まう と 思わ ぬ バ グ を 生む 結果 と な 
る か ら ね 。 

そもそも ,X-BASIC が どん な に C に 似 て 
いる よう に 見 えて も , 結局 は BASIC な ん だ 。 
さらに, BASIC と C の 違い に 加え て , イン 
タプ リタ と コン パイ ラ と いう 実行 方 法 の 違 
い が 加 わる か ら 話 は 複雑 に な る 。 

BASIC イ ンタ プリ タ は か な り ル ー ズ な 言 
語 処理 系 だ 。 よ くい われ る の は デー タ の 型 


ス に 変換 し て コン バ パイル で きる わけ で す が , 正しく 使っ て BASIC コ ン パ イラ と し て 活用 す 
る に は , まず C と BASIC と の 性 格 の 違い を 理解 する こと が 大 切 の よう で す 。 


の 区 別 が (あま り ) な いと いう 点 で , X-B 
ASIC の 場合 は 結構 デー タ 型 に は うる る い は 
うな ん だ が , それ で も ルー ズ な こと に は 変 
わり な い 。 た と え ぇ ば, 実数 の 引数 を 取る 関 
数 に 整数 を 渡す こと が で き て し まう 。 こ の 
場合 イン タプ リタ は 「 あ れ ? 引数 は 実数 
の は ず な ん だ けど な ぁ 。 し か だ た が な い 。 私 が 
骨 を 折り まし ょ 」 と , 実数 に 変換 し て か ら 
関数 に 渡す の で て で, ちゃ ん と 望む と お り の 結 
果 が 返っ て くる 。 ユ ー ザ ー は ちょ っ と で ら 
い ル ー ズ で も 構わ な い 。 

対し て C じ コン パイ ラ は また 別 の 意味 で ル 
ー ズ だ 。 やはり, 実数 を 引数 に 取る 関数 に 
整数 を 渡す こと が で きる 。 が, 型 の 変換 な 
ん か は し な いで 。 その まん ま 関 数 に 渡し て 
し まう 。 引 数 を 受け 取る 関数 側 で は 渡る れ 
た の は 実数 だ と 思っ て 処理 を する か ら , E 
ん な 結果 が 出る か は 見 当 ち も つか な い 。 コン 
イラ が ルー ズ な わけ だ 。 

だ っ た これ だ け を 見 て も , BASIC イ ンタ 
プリ タ と CC コ ン パ イラ と の 間 に は 暗く て 深 
い 河 が ある の が わか る と いう も の 。 その へ 
ん を 踏ま ほえ て 以下 を 読ん で ほし い 。 


見 た 目 は すん な り 通る けど … 


от, も っ と も 多く の 人 が 沙 っ こち て も 
が いて いる と 思わ れる 沙 と し 容 が , Ва 
そう , 前 項 で 例 に あげ た 関数 の 引数 の 問題 
だ 。 こ の 間 題 の や っ か いな と ころ は , コン 
パイ ル (とじ へ の コン バー ト を 含む 。 以 下 同 
様 ) は 見 た と ころ 正常 に 行わ れる と いう 点 
に わる 。 

例 を あげ よう 。X-BASIC 上 で 2 つの 数 の 
大 きい ほう を 返す 関数 max を 作っ た と する 。 

く < 例 1> 

1000 func float max (a;float, b;float) 
1010 if (a> =b) then return (a) 
1020 return (b) 

1030 endfunc 

引数 も 返り 値 も 実数 型 に な っ て いる の が 
ポイ ント で , この 関数 を イン タプ リタ 上 で 
使う 分 に は , 引数 に 整数 型 の 値 を 与え て も , 
b ちろ ん 実数 型 の 値 を 与え を て も 正しい 答 ぇ 
DRST る 。 た と と は, 

100 int 1=5,)=6,К 
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110 К=тах (i,j) | 
と すれ ば , k に は ちゃ ん と 6 が 代入 きる れる 。 
„Жек ШЕ HL Wb Tus 
突拍子 も ない 答え が 返っ て き て 驚く こと に 
な る 。 す で に 述べ た よう に X-BASIC イ ンタ 
プリ タ で は 関数 側 で 官 言 る され た 仮 引数 の 型 
に 実 引 数 の 型 を 合わ せ て くれ る が , CTR 
関数 呼び 出し の 際 に 型 の 変換 を 行わ な いか 
ら こ うい うこ と が 起こ る わけ だ 。 
この 例 で は 仮 引数 を 実数 型 で 官 言 し て お 
さき ながら , 整数 型 の 変数 を 渡す と いう 単純 
な ミス だ っ た だ た 。 ちょ っ と 注意 すれ ば 未然 に 
防げ る パグ と いえ る 。 Cu. これ は どう だ 
D» 
100 float f,g 
110 g-—max (f, 3) 
= 見 牙 し い プ ログ ラム に 見 える 。 が 。、 ん 
が の し 。 この アロ グラ の を ヨン パイ ル し て み 
る と や っ ぱり 変 な 答え が 返っ て く 〈 く る 。 なぜ 
か と いう と 。 ポコ ン と 書い た 3 と いう 数 が 整 
数 と みな る され て し まう か ら な ん だ 。 


思い 出し て ほし い 。X-BASIC で は 数 値 は 


特に 指定 され て いな けれ ば 整数 と し て 扱わ 
約 る の だ っ ろだ 。 さ ご され ば 6 で も 同じ だ 。 イン 
タプ リタ 上 で は 例 に よっ て 型 変換 を し て 
れる が か が から この こと は 家 に は 出 て こない 。 T 
b BC で C へ 変換 する と や っ ぱり 整数 な わけ 
だ 2 の 6 ょ 0 も 一 ん し て し まう 。 

この 場合 , 

110g —max(f, 3#) 

と ょ 書い て お け ば , BC に も 実数 だ と いう こと 
が 伝わる か ら , 実数 と し て 扱わ れる よう に 
doge СЬ у Кун 

この 応用 と いう か , 裏 技 みた いな も の だ 
i, 実数 を 受け 取る 関数 に 整数 型 の 変数 値 
を 渡す と き に は , 


キャ スト 演算 


異な る 型 の 変数 を 混在 し て 扱い た い 場 合 , C 
で は キャ スト と いう 手法 を 使う こと で , 型 を 強 
制 的 に 変更 する こと が で きる 。< 例 > の 場合 だ と , 

к="тах( (double)i, ( double)j); 

と すれ ば , 関数 に は 実数 に 変換 され た 値 が 渡さ 
れる 。 また, 最新 の ANSI 仕 様 で は 関数 の ブロ ト 
タイ プ 宣 言 と いう の が 導入 され て いて , double 
max (double, double) : と いう 宣言 を あら か じ め 
(この 関数 を 使う 前 に ) 書 いて お け ば , max の 引数 
が double 型 ( 倍 精 度 実数 型 =X-BASIC の float 型 ) 
か どう か を コン パイ ラ が チェ ッ ク し て くれ る よ 
うに な か る 。 

XC は 「ANSI 仕 様 も 取り 入れ た 最新 バー ジョ ン 
(シャ ー プ の 広告 に よる と )」 で ,。 2B F # í Z? 
宣言 も サポ ー ト され て いる 。 に も か か わら ず , 
BC は プロ ト タ イ プ 宣 言 は お ろか , キャ スト さえ 
し て くれ な いん た だ から 悲し い 。 な ん と か バー ジ 

ョ ン ア レノ プ し て も らい た いも の だ 。 
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110 К=тах 1+08,1+0%) 

の よう に 書い て お け ば , ユン パイ ル の 際 に 
を 実数 に 変換 し て て くれ る よう に な る 。 こ 
れ は 型 の 違う 値 同士 の 演算 の と き に は 高い 
ほう の 型 に 変換 きれ る と いう C の 規則 を 利 
用 し た も の だ 。 もっとも, みっ と も な いか 
ら あ ん まり 多用 は 勧め ゆな いけ ど ね 。 逆 に 整 
数 を 受け 取る 関数 に 実数 を 渡す と き に は 素 
直 に nt 関数 を 使え を ば よい 。 

な お , ここ に 書い た こと は ユー ザー 定義 
関数 だ け で は な く , シス テム が も と も と 持 
っ て いる 関数 に も 当て は まる 。 特に 危な い 
と 思わ れる の が , sgn と abs て で て, どちら の 関 
数 と も 引数 , 返り 値 と も に 実数 型 だ 。 僕 も 
有 前 に 整数 の 符号 を 調べ よう と し て 引っ 掛か 
っ だ こと が ある 。 

と ころ て ,「 型 の 違う 変数 間 の 代入 は どう 
な ん だ 」 と 不安 に 思っ た 心配 性 の 人 も いる 
か も し れ な い の で 補足 し て お くけ ど , いか 
に C が 不 親 切 と は いえ , 代入 の と き は 自動 
的 に 型 変 換 を 行っ て くれ る 。 

だ か ら 。 

100 int 1=5 

110 float f 

120 f=i+0# 
な ん で て こも ば は ば らら な いて 。 X 

120 #=1 
と 書け ば 。 ユン パイ ル し て も t に は 実数 の 
5 が 代入 る れる 。 念 の た め 。 


文字 列 を 扱う つと き の お まお 


C は BASIC と 比べ る と デー タ 型 の 種類 が 
ずっ と 多い 。 ところが, 面白 いこ と に BASI 
C に は ある の が 当たり 前 な の に C に は な い 
デー タ 型 も ある 。 文字 列 型 が を うだ 。C に 
は 文字 変数 と いう も の が 存在 し な い 。 た だ だ 
文字 列 が 扱え を な が いか と いう と , そう じゃ な 
6C, 文字 列 は char 型 の 配列 と いう 形 で 表 
すこ と に な っ て いる 。 配列 だ から 代入 を し 
た けれ ば 配列 の 各 要 素 を を それぞれ 代入 し な 
けれ ば な ら な い 。 これ で は あま り に 面倒 な 
の で , 実際 に は 文字 列 を コピ ビー する 関数 が 
用 意 き れ て いる 。 BC は この へ ん の こと を 踏 
АТС, 文字 列 の 代入 が 出 て きた だ た ら 文 字 列 
を を コピー する 関数 を 呼び 出す よう な CC プロ 
グラ ム に 変換 する わけ だ 。 文 字 列 の 連結 や 
部 分 抽出 も 同じ よう に 処理 され る 。 

と いう わけ で , 文字 列 の 扱い に つい て は 
C ヘ へ コンバート する か ら と いっ て 特に 気 を 
つか う 必 要 は な い 。 も ちろ ん , これ は イン 
タプ リタ 上 で 動作 を 確認 し て あれ ば の 話 。 
ろく に デバ ッ グ も し て いな いと , な に か の 
от, 


100 int 1 
110 str s 


1000 1—s 
な ん て 部 分 が あっ た りす る か も し れ な い 。 
これ を いき な り C に コン バー ト し た と する 
t, char 型 の 配列 を 整数 型 の 変数 に 代入 す 
る と いう わけ の わか ら な い プ ログ ラム に な 
の て し まう 。 も て は こん な こと を し て も は 
くっ て (少な が く て と も し ちゃ いけ な いこ と は 
な い ), 今 の 例 で は char 型 の 配列 s の 先頭 ア 
ドレ ス が i に 代入 きる れる 。 チ ョ ン ボ と 紙 一 
車 な の だ が ,。 こう いう こと を する こと も あ 
る の だ 。 され ぐれ も る も 。 イン タプ リタ て で デポ 
ッ ク グル し て な い ジ アロ グラ ム を ヨン クジ パル する 
の は や め よ う ね 。 
йу, 忘れ る と ころ だ っ た 。 X=BASIC て は 
許 き され て C で は 使え な い 文 字 列 が ら み の 話 
Pool wk ate て も たれ は さよ に チチ は 
必ず 読ん で いる 「C ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル 」 
に 書い て ある こと だ か ら 6,。 説明 し な く て も 
OX の が の Aon tinci 
まず , 次 の 例 の よう に switch や case の 後ろ 
に 文字 変数 や 文字 列 を 書い て は いけ な い 。 
«92» 
100 str 5= АВС" 
110 switch s 
120 сазе “АВС”: ~ 
130 сазе “abc” : ~ 
140 default : ~ 
150 endswitch 
この 書式 は イン タプ リタ で は 許さ れ , Ж 
構 便利 な ん だ ば けど, さっ きも いっ た よう に 
C に 変換 され だ ときには s は char 型 の 配列 
に な る ん だ か ら , 意味 不明 の プロ グラ ム と 
の CC US S m 
100 dim char s(32) 
110 switch s 
な ん て 書く 人 は いな いで し ょ ? 
も う ひ と つ , や っ ちゃ いけ な い 文 字 列 操 
作 ほ し て マニ ュ ア ル に 書い て ある の が , 
strlwr 
StruDr 
Strrev 
の 引数 に 文字 列 を 直接 記述 し て は いけ な い 
らい いう, 
1000 strrev (“ABCDEFG”) 
と いう よう な 書き 方 は ペケ だ と いう わけ な 
ん だ けど ,X-BASIC イ ンタ プ ブリタ で は そ も 
そ も これら 3 関数 の 引数 は 「 文 字 変 数 」 で な 
けれ ば な ら な いこ と に な っ て いる か ら 問 題 
な いで だ みう ただ, この よう な 書き 方 が C 
で は 許 き され て し まう か ら 気 を つけ な さい , 
と いう 程度 に 解釈 し て むけ ば いい 。 


これ が 式 に まつ わる 落とし穴 だ 


次 に 式 ま わり に 触れ て お 〈。X-BASIC と 
C て 致命 的 に 違う の が 論理 式 の 値 だ 。X-BA 
SIC で は 真 の と き ー1, 偽 の と き 0 を 値 と す 
る が , C で は 偽 は 同じ く 0 な ん だ けど , НО 
と き は 1 に な っ て し まう ん だ 。 試し に , 

10 print (1—1) 
と やう] 有 グ ログラム を コンパ イル し て , 
XX-BASIC 上 で 動か し た と き と 比 べ て みて は 
し Me 

この 違い は どん な と き に 間 題 に な る か と 
`5 k, BASIC 慣れ し た 人 が 好 ん で 使う 次 
の よう な パタ ー ン が その 代表 だ ろう 。 

1000 а=а + (а>10) ж10 
この プロ グラ ム は a が 10 よ り 大 きれ れ ば a 
か ら 10 を 引く と いう こと て 
1000 if a ジ 10 then а=а—10 
と 同じ 意味 に な る 。 
(a>10) 
の 値 が -ー1 に な り , それ を 10 倍 し た も の を a 
に 足す の だ か ら a は 10 小 さく な る 。 と ころ が 
これ を コン パイ ル す る と,a が 10 よ り 大 きけ 
れ ば , 
(a>10) 
は 1 と な り ,105 引 くつ も り が 10 を 足す こと に 
だ が つて 上 まう の だ 
別 の パタ ー ン と し て は 
《 例 3> 
100 int a, c, fp 
110 гр =еореп (“test”, “г 
120 c 三 fgetc (fp) 


図 1 BC の 使用 例 


リス ト 1 : X-BASIC 上 で は 正しく 動く の に 
コン パイ ル す る と 動か な い プ ログ ラム 
10 /* コン パイ ル す る と 動か な い 例 */ 


str s 
test(" m = 
test(" cvs ーー сы, 
test(" m 


func test(mesi str, no,mul;float) 
print no;" 
print mes; 
pint pi(mul) 

:'endfunc 


リス ト 3 : コン パイ ル し て も 正しく 動く プロ グラ ム 


/* こう すれ ば 動く < */ 
str s 
test(" л = 
test("x/2 =" 
test(" 2x = 


,2,0.5%) 


print no;" 

print mes; 

print pi(mul) 
endfunc 


a が 10 よ り 大 きけ れ ば , 


こん な の も ある 。 


",1,1#) /* こ こ 


"33, 24) /* こ . こ 


func test (nes; j8tr,no; int,mul;float) /* с 


130 a 三 islower (c) 
140 if а= —1 еп ~ 
この プロ グラ ム は test と いう ファ イル か ら 
1 文字 読み 込ん で , それ が 英 小 文字 だ っ た ら 
140 行 の then 以 下 の 処 理 を する と いう も の だ 
が , コン パイ フレ する と 思っ た よう な 動作 を 
し な い 。 読み 込ん だ 文字 が 小文字 の と き に 
islower の 返す 値 が 1 に な っ て し ま ょ うだ め ,140 
行 の 条件 式 が 常に 偽 と な る か ら then 以 下 が 
決 も で 6 実 竹 き され な く な がら て し まう の だ 。 
この よう な こと を 放 け る た め に は 140 行 を 
140 if a く >0 then 一 
と し な けれ ば いけ な い 。「 も し 真 ど だ っ た ら 」 
と いう 条件 を 「 も し 偽 じ や ゃ な か っ た ら 」 に 
変え る わけ 。 意味 は 同じ だ よね 。 
ここ ご で ちょ よっ と 示 計 な 話 を し て お こう 。 
X-BASIC の 関数 の な か に は エラ ー の と き 
に 一 1 を 返す も の が ある 。 こ れ は あく まで 「 エ 
ラー の と き は 一 1」 で あっ て 「 真 を 表す 1」 
と は 全然 違う 話 だ 。 だ か から wow 
て も 一 1 が 1 に な る よう な こと は な い の で 注 
M bI LES 
さて , 式 に 関し て X-BASIC と C て 違う 点 
の 2 番目 は 演算 子 の 優先 順位 だ 。 と いっ て も 
さす が に C で も * よ り 十 の ほう が 優先 され 
る な ん て こと は な いい 。 マ ズ い の は シフ ト 演 
算 , 比較 演算 な ん か を 使っ た と き で ,。 これ 
ら の 場合 , 演算 の 順序 が 違っ て し まう こと 
が ある (と マニ ュ ア ル に 書い て ある )。 ピ 明 ら 
か に 違う の は not の 優先 順位 で , X-BASIC 
1185 
1000 if not a—2 then 一 


と いう 1 大 は 。 
リス ト 2 : リス ト 1 を BC に か けた も の 
#inolude "basicd. 
static unsigned char = 
int test(); 
/* ネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネ program start ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ / 
void 
main(b argc,b argv) 
int b argc; 
char *b argv[]; 


( 
unsigned char strtmp の [2561: 


b 10:66); 
/* コン パイ ル す る と 動か な い 例 #%%/ 
testi” x -",1,1); 
teat(" я /2 =",2,0.5); 
teat(" 2ж = ,3,2) 
b sprint( ---------- hit key---------- “1: 


b strnopy(sizeof(s),s,b. inkeyS (at rinpt) 
b sprint(STRCRLF) ; 
b exit(9); 
/**/ 
} 


/*XX*k***XkX*Xt*tkkkxxxtx*xtttxt/ 


int test(mes,no,mul) 
unsigned char mes(32*41]; 
unsigned char по[32+1]; 


double mul; 

( 
b sprint(no);b sprint(")"); 
b sprint(mes); 


b fprint(b pi(mul));b sprint(STRCRLF); 


) 


/X*XXX*k*X4*kXkXXkXxx*k*kkkxtxtx*xtx/ 


): 


1000 if not(a—2) then 一 
の 意味 だ ば けど, C へ コンバート さる され る と き 
に lz, 

1000 if (not a) =2 then 一 
と 見 な され て し まう 。BC を 通す と き に は 過 
剰 な で らい カッ コ を つけ だ は ほう が 安心 と い 
FEEN 


マニ ュ ア ル , ち ゃ ん と 読ん で る 


「C ユ ュー ザー ズ マ ニュ アル 」 の 92 ペ ー ジ に 
「 名 前 の つけ か た 」 と いう 項 が ある 。 こ こ で 
は C 言 語 に 変換 する 場合 TBE YAT 
使っ て は いけ な い 名 前 と し て , 
* main 
始ま り 6 桁 まで の 半角 数 字 が 続い て い 
る 名 前 
・ 虐 で 始ま り 6 桁 ま で の 半角 数 字 が 続い て い 
る 名 前 
b- で 始ま る 名 前 
D, また, 注意 の 必要 な 名 前 と し て , 
・$ で 終わ っ て いる 名 前 
が あげ られ て いる 。 マ ニュ アル か ら 沙 ち て 
いる よう な の て 、 も うつ ひと つ 使 わな が ない は う 
が いい 名 前 と し て , 
° strtmp0 strtmp9 
を この 場 で つけ 加え て お 〈。 
使っ ちゃ いけ な いと 書い て ある ん だ か ら 
使わ な けれ ば いい わけ な ん で , これ は 大 き 
な 問題 に は な ら な い だ ろ う 。 も し 間違っ て 
使っ て も コン パイ ル 時 か アデ アセンブル 時 に エ 
ラー が 出る か ら , それ か ら 直 せ ば すむ 。 庄 
人 は る О АТ о つい で だ か が りら 
好奇 心 狂 盛 な 人 の た め に , どう し て 使っ ち 
や ゃ や いけ な いか と いう 話し て お くく と し 
d 3 
まず , mam と いう 名 前 は C じ で は 特別 
な 関数 名 と し て 扱わ れ て いて , ブロ グ 
ラム の どこ か に 必ず maim と いう 関数 が 
E м 63, どこ で 宣言 る され て い 
うと プロ グラ ム の 実行 は ma か ら 始 
и る こと に な っ て いる 。XX-BASIC の 場 
合 、。 メ イン ルー チン は 関数 の 形 を し て 
いな が い 計 だ 。 し じじ ペ コンパ バ パート され る と 
き に main が どこ に も な いと 了 困る の で , 
メイ ン ル ー チ ン を main と いう 名 前 の 関 
に し て し ミワ わり 7 だ 。 ユー ザー が ma 
m と いう 名 前 を 別に 使っ て し まう と , 
ダダ プ っ て し まう わけ だ か ら 当 然 エ ラー 
に な る 。 例 に よっ て 念 の た め 補 足し て 
is € と ,maim と いう 名 前 の 「 局 所 変数 」 
は 使っ て も 構わ な い 。 わ か る よね 。 
大 文字 の S と し か ら 始 まっ て 残り は 数 
字 だ だけ で で き て いる 名 前 は gosub や goto 
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の 分 岐 先 を 表す た め に 使わ れる 。X-BASIC 
で は gosub や goto の 飛び 先 に は 行 番号 を 使 
う けれど, C で は 行 番号 の 代わ り に 名 前 ( ラ 
ベル 名 9 を 使う 。 を そこ で BC は 適当 な 名 前 を 
で っ ちあ げ る と いう わけ だ 。 こ の 説明 を 読ん 
で の と お 0, gosub や goto を 使わ な けれ ば S 
や L か ら 始 まる 名 前 を 使っ て も 構わ な い 。 

b- で 始ま る 名 前 が 使 ん を な い の に は 次 の ょ よ 
うな わけ が ある 。X-BASIC と C で は 同じ 名 
前 で 同じ よう な 機能 の 関数 が いく つも あっ 
C, 名 前 も 機能 お 8 まっ た だく 同じ な ら 問 題 は 
な いん だ けど , 返り 値 な ん か が 少し ずつ 人 違 
っ て いる 場合 が ある 。 たとえば, fopen とい 
5 関数 は X-BASIC で も C で も ファ イル を オ 
ー プ ン す る と いう 働き は 同じ な の に , 返す 
値 が X-BASIC で は ファ イル 番号 で , C で は 
FILE 構 造 体 へ の ポイ ンタ と いう も の に な る 。 
だ か ら C の fopen を その まま 使う こと が で き 
な いん だ 。 

を そこで BC で は b_fopen と いう 別 の 関数 を 用 
ALT, fopen が 出 て きたら すか る ず b_- を く 
の つけ て 。 
これ で 安心 し て fopen が 使 を る よう に な ん る 代 
わり に b_fopen と いう 名 前 を 別 の 目的 て 使う 
こと が で き な く が る わけ だ 。 

$ で 終わ る 名 前 を 使う と き の 注意 点 と いう 
の は b- の 場合 に 少し 似 て いる 。 C で は $ の 文 
字 は 名 前 に 使う こと が で き な い の で , BC 
は $ を 大 文字 の S に 置き 換え る 。 ユー ザー ズ 
マニ ュ ア ル に 載っ て いる 例 を を その まま 使う 
と ,bun$ は bunS に コン バー ト さ れる 。 だ か ら , 
bun$ を 使っ て いる と き に bunS と いう 名 前 が 
МИРА Ре t i> t ке аи 

strtmp0 と いっ た 名 前 も BC が 勝手 に 使う 


名 前 で , 文字 列 操 作 を 行う と き に 使わ れる 。 


C て は 文字 変数 が な く , char 型 の 配列 を 文字 
列 と みな し て 使う の だ っ た 。 を そのため 文字 
列 操作 は 手間 が 掛か る , と いう と ころ まで 
(а LI 5 

100 str s-"ABCDEFG" 

110 S—right$ (5,1) 十 left$ (5,1) 
と いう プロ グラ ム を C に コン シン バート し た と 
さ の こと を を 考え よう 。 
BC に よっ て s は char 型 の 配列 に 変換 きれ 
て いる 。 すると, 上 の プロ グラ ム は , 配列 
の 最後 の 要素 と 最初 の 要素 だ け を 取り 出し 
T, 元 の 配列 に 収め 直す も の と な る 。 これ 
を 頭 か ら 順に 処理 し よう と する と 最後 の 妥 
素 を 最初 に 持っ て き て , それ か ら 最 初 の 妥 
素 を 2 番目 に 持っ て くる と いう 形 に な る だ ろ 
う 。 よ ょ よーく 考え て みる と , これ で は 困る ん 
だ 。 “GA” と な る は ず が “GG" に な っ て し ま 
う 。 な ぜ っ て , 最後 の 要素 を 先頭 に 持っ て 
きだ 時 点 で , 今 ま で 最後 に あっ た 妥 素 が 先 
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この 関数 の 呼び 出し に 変更 する 。 


頭 の 要素 に な っ て し まう か ら が だ 。 

これ を 避け る 手 っ 取り 早い 方 法 は , 65 
ひと つ 別 の 配列 を 用 意 し て , それ 上 で 作業 
を 行い , 終わ っ て か ら 一 括 し て s に 戻す こ 
と だ 。 この 「 別 の 配列 」、 に あたる の が strtm 
p と いう わけ 。 ま どろ っ こし い 説 明 だ けど , 
は が っ て も らち た た だ だ みう な が? 


石 の 都合 と いう こと も ある 


ぞ で の ほか に も マニ ュ ア ル に は 『「 し て は ふい 
け な い こと 」 が いく つか 載っ て いる が , 2 
の ほとん ど が 
・endfunc の あと に main 部 の プロ グラ ム を 続 

け て 書い て は いけ な い 
・func で 宣言 し た 関数 の な か か ら 関 数 の 外 

に goto 文 で 飛び 出し て は いけ な い 
と いっ だ あっ だ たり まえ の こし と なの で 説明 す 
る の は や め て お ね お (て 。 お っ と 、 ひ とろ だり 車 
央 が さと が の ある の て 、 こいつ に つい て 放し 
Сао аг d 
・fumc 内 で 大 き な 配 列 を 確保 し て は いけ ま 

せん 。 大き な 配列 は メイ ン ル ー チ ン で 確 

保 し て 《 だ さい 。 

と ある 。 

この 理由 を 説明 する に は MC68000 の 話 を 
し な けれ ば な ら な い 。 が, そん な 話 を 聞い 
て も あま り 吾 ぶ 人 もい かい だろ うか ら 。 € 
〈 簡単 に (は し ょ っ て ) 説 明 す る 。 

C 言 語 で は ( 動 的 な ) 局所 変数 は ある 場 
所 (スタ ッ ク 上 ) に 作ら れる 。68000 と いう 
MPU に は この 「 場 所 を 確保 する 命令 」 が あ 
っ て ,XC は その 命令 を 使っ て 局所 変数 を 置 
いて お てく 〈 場 所 を 作る 。 と ころ が , この 命令 
で 確保 きれ る 領域 は 一 定 の 大 きる (32768 バ 
イト ) まで に 制限 る きれ て いる の だ 。 う まく 
や れ ば これ 以上 の 大 きる を 確保 する 手段 も 
ある けれ ど , XC は そこ まで は や っ て くれ な 
Oo ÈR, スタ ッ ク 領 域 の 大 きる に も 限り 
が あっ て , むやみ に 使う わけ に も いか な い 
の だ よ 。 

こう いっ た 理由 で 局所 的 な 配列 は 「 あ ま 
り 」 大 きく 取る こと が で き な い わけ 。 メイ 
ン ル ー チ ン で 宣言 する 配列 の 大 きる に は こ 
の ょ うな 制限 は な いし , 万 一 , 宣言 し だ 本 
列 が 大 きす ぎ て メモ リ が 足り な けれ ば プロ 
グラ ム の 起動 時 に エラ ー が 出る は ず だ か ら 
安全 な ん だ 2。 


これ , よろし く お 願 いね 


x 

さて , 大 詰め だ 。 最 後に BC の 大 バグ を 公 
表し ょ う 。 次 の よう に プロ グラ ム を 書い た 
と する 。 


く 例 4> 
100 test (“ABCDEFG”, 10) 
110 end 
1000 func test (s;str,n) 
1010 while n>0 
1020 
1030 
1040 endwhile 
1050 endfunc 
ここ で 1000 行 以下 の 関数 は for を 使っ て い 
な い の が ちょ っ と わざ と らし い が ,n の 値 を 
だ ん だ ん 減ら し て いっ て 0 に な る まで て 文字 
列 s を 表示 す る , 結局 s を n 回 表示 する 関数 と 
いそ と を た が な る 。 この ググ ラム を 
ン パ イル し て 実行 し て みる と , YAL! 
パス エラ ー を 超 こ し て 止ま っ て し まう ん が だ 。 
きる あ 困っ た 。 い っ だ い ど うな っ て いる ん だ I 
悪い じい こと は し て いな い は ず な の に ! 
この 症状 は X-BASIC と BC の 仕様 の 違い 
と いう か , は っ きり いっ て BC の バグ ょ いっ 
て よい だ ろう 。X-BASIC で は 関数 の 仮 引数 
の 型 が 省略 され た と き は nt とみ なす が ,BC 
は 「 直 前 の 引数 と 同じ 型 」 と し て 処理 し て 
し ま ょ う の だ 。 上 の 例 だ En が str 型 に な っ て 
し まっ だ わり け 。 
最初 に 書い た よう に , 仮 引数 と 実 引数 の 
型 が 違っ て も C コ ン パ イラ は 文句 を いわ な 
v. その た だめ , 平気 な 顔 で char 型 の 配列 と 
数 字 の 0 を 比較 し よう と し て (101017) 死 
ЕЕ б КыЛ кє, may ЖУ a 9 
に する た だめ に は 面倒 で も, 
1000 func test(s;str,n;int) 
の ょ うに int 型 の 仮 引 数 も ちゃ ん と 宣言 する 
よう に し な けれ ば な ら な い 。 くれ で れ も , 
ジ シャー ジ ちん に は BC の バー ジョ ン ア ッ ジ 
を お ぢ お願い し だ い (オブ プティ イマ イザ も よろ し 
6 ね )。 
X-BASIC 填 BC で プロ グラ ム を 作る う を 
で の 注意 点 は だ いた いこ ん な も の だ 。 こう 
や っ て 書き 並べ て みる と 結構 な 量 に な っ て 
びる て くり し で いな 。 UTUE, AS ALAA 
に 従い 0,BC の マニ ュ ア ル を 読ん で いれ ば , 
ここ に 書い た よう な こと は そう そう 起こ る 
を な の て は な に と 思う 。 
そうそう, マニ ュ ア ル と いえ ば ,XC の 「 あ 
の 」 ぶ 厚い マニ ュ ア ル の うち BC に 関係 ある 
と ころ は ほん の 数 ペー ジ し か な い 。「 だ が から , 
説明 不足 な ん じゃ な いか ! 」 と 怒っ て いる 
人 も いる か も し れ な いけ ど ,。 逆 に いえ ば , 
だ っ た それ っ ぱ ぽ ぱっ ちな ん だ も の , ちゃ ん と 
読ん で ぢ いて ほし いな 。 
と , 教訓 めい た 終わ り 方 を する の は 気 が 
ひけ る けど , や っ ぱり これ で お し まい に し 
ょ う 。 ち ゃ ん ちゃ ん 。 


print s 


п=п—] 


特別 講義 己 し で アセ ン 


いか に C が 魅力 的 で あっ て も , 


Nakarnori Akira 


PR =ë 


言語 と アセ ン ブ リ 言語 


C 言 語 は ア ャ ンプ ブリ 言語 の 代用 品 と し て 
ょ さく 利用 きれ ます が , し ょ せん は コン パイ 
ラ 言 語 で すか ら 。 アセ ンプ グリ 言語 に 比べ て 
効率 の 悪い コー ド (た いて い は ア ャ ンプ ブリ 
言語 の プロ グラ ム ) や 出力 し て し まい ます 。 
確か に これ は 本 当 の こと で , アセ ンプ リ 言 
語 一 本 槍 の ゲロ グラ マ の 論理 の より 所 と な 
2 て いま び 。 

し か し 上 。 過 は 必ず し も そう よ と は 言え な い 
場合 も あり ます 。 最 近 で は C コ ン パ イラ の 
最適 化 の 技術 が 進み 。 いか に すご い 最 適 化 
が 行わ れ て いる か が C コ ン パ イラ の 「 売 り 」 
OK た 2 の に な が る て そい きす 。 で し で で, ラロ グ 
ラム の ある 局面 の 記述 に つい て は , Сау 
イラ は ペ ベテラン の プロ グラ マ が ア ャ ンプ 
U 言語 て 記述 し だ た コー ド と まっ だ く 〈 く 同じ か , 
時 に は それ より も 効率 の よい コー ド を 出力 
し ます 。 で すか ら , アセ ンプ ブリ 言 語 を 覚え 
だ ば か り の 人 が C コ ン バ パイ ラ の 出力 より も 
効率 の よい コー ド を 書く こと は ほとん ど 不 
可能 で す 。 

Efl. テラ ン の グロ グラ マ に と っ て も 。 

C 言 語 の 出力 する コー ド を あと か ら 手 で さき 
ら に 最適 化す る こと に よっ て , 自分 の 能 
以上 の コー ド を 作る こと も 可能 に な り ま す 。 
し か し , 多く の 場合 は じ コ ン パ イラ の 出力 
する コー ド て で 満足 (187) する プロ グラ 
マ が 多い よう で す 。 も っ と も , Сао 
述 が どの よう な コー ド に 変換 きれ る か を 知 
っ て お け ば , ある 程度 自分 の 思い どおり の 
(効率 よい ) コ ー ド を C コ ン パ イラ に 出力 き 
せる こと が で さま すか ちち 。 あえ て 出力 コー 
ド に 手 を 入れ る 必要 は あり ませ ん が 。 

まだ , 思い どおり の 出力 コー ド を 得る と 
v5, 大 それ だ こと を 考え な い 場 合 で も , 
じ C コ ン パ イラ の 出力 する コー ド に は 学ぶ べ で 
さと ころ が 多く あり ます 。 特に, アセ ンプ 
у 言語 を や これから 勉強 し よう と いう 人 に と 
う て は 。 じ ュ コンパ バ イラ の 出力 コー ド は よい 
ТРА оС CA パラ の 
cé Р Е 現れ な いよ うな 命令 
は 、 チ ギ シ ブ プリ 言語 だ け で プロ グラ ミン グ 
を 行う 場合 も , с о 


ン パ イラ の 出力 コー ド に 使わ れ て いる 命令 
を 完全 に 理解 する こと が で きた だ たら, あな た 
は も う ア セン ブリ 言語 上 級 者 な の で す 。 

と いう わけ で ,。 いく つか の CC 言語 の 記述 
に 対し て ,。 それ ら 6 が CC ユン パイ ラ に よっ て 
どの よう な コー ド に 変換 きれ る の か と いう 
— e РЕ мат е 
う 。 コ ン パ イラ は , Z80 代 表 と し て @C,8086 
代表 と し て Turbo С, 68000 代 表し と し て XC 
を 用 いま す が , これ ら 以 外 に 特徴 的 な コー 
ド を 出力 する コン パイ ラ が あれ ば を その 都度 
紹介 し だ た いと 思い ます 。 

な お , C 言 語 の 文法 は 特に 説明 は し ませ 
ん が , 第 1 部 の 入門 編 や Appendix の リフ ァ 
レン ス を 参照 し て くだ きい ね 。 また, アル 
ゴリ ズム の 記述 に は Algol( も は や 知っ て い 
る 人 は いな いか な あ ) に 近い オリ ジ ナ ル ( 適 
当 な ) 言 語 を 使用 し て いま す が , BASIC が 
わか る 人 に は わか る と 思い ます 。 


ルー プ 構 造 
最初 は ルー プ 構 造 を 見 て に きま し ょ う 。 


Саат, 


{ог 


do — while 


while 
アル ゴリ ズム 1 ルー プ 

| 4 — 8 
L00P: 


if i Z 100 then goto EXIT 


EXIT: 


アル ゴリ ズム 2 
i- а 
goto SKIP 

L00P: ə—O 
" 文 " の 実行 
i + irl 

SKIP: 
if i < 100 then goto LOOP 


ルー プ 


アル ゴリ ズム 3 ルー プ 
i < 8 
L00P: 
* 文 "の 実行 
i — 1+1 
if i < 100 then goto LOOP 


ブリ 言語 の 勉強 を 


パソ コン , 特に 8 ビッ トマ シン で は その 力 を 発揮 で き な い 
と 考え る 方 も 多い で し ょ う 。 そして, や っ ぱり マシ ン 語 に いち ば ん 興味 が ある と いう 人 , 
この ユニ ー ク な 中 森 氏 の 講義 を ぜひ と も 読ん で みて くだ さい 。 


2 3 種類 の ルー プ 和 構造 を 使用 する こと 

が で きま す (goto 文 を 用 いた ルー プ は 考え ぇ 
て いな い )。 こ れ ら は , 終了 条件 を 判断 する 
位置 が 微妙 に 異な っ て いて , それ ぞ れ 時 と 
場合 に 応じ て 使い 分 け ま す 。 こ の よう な ん ル 
= ジジ を アジ ンズ イリ 言語 て 記述 ずる こと は 難 
し そう で す が , 実は 案外 単純 に 実現 で き て , 
C コ ン パ イラ て 出力 され る コー ド も か な り 
付 て いる の で す 。 

これ ら の ルー プ 構 造 の 記述 に 対し て , Ж 
際 の CC コンパ イラ が どの よう な コー ド を 出 
力 す る か を リス ト 1 に 示し ます 。 以 下 に ル 
ー プ 構造 に 対す る アル ゴリ ズム を 説明 し ま 
すか ら そ れれ と 照ら し 合わ せな が ら 読 ん で み 
て くだ さい 。 
1) for —7 

for ル ー プ は , 通常 。 有 限 回 の 繰り 返し を 
記述 し ます 。 だ と は 。 

(ог (1= 0;1<100;1++) X; 

と いう ルー プ を 考え まし ょ う 。 意味 か らい 
zd. ヨン パイ オイラ の ユー ド と し て は д 
ル ゴ リ ズム 1 の よう に な る べ でき で す が 。 = 
ー ド を 出力 する 都合 か ら ア ル ゴ リ ズム 2 の 
まう に な っ て いる ヨン パイ ラ が 多い よう で 
+, 

ゲル コリ スム 1 に し て も 。: ア ルコ ヨリ スム 
人 人選 し て も 。、 り 回 ルー ププ” (レル レーン し な い ) 


アル ゴリ ズム 4 
Her 
|07TX"OSXü 
i + i-l u | 
маж then soto 100 


ルー プ 


アル ゴリ ズム 5 ルー プ 
L00P: —< 
v d» € jd ーー — 
~ if i = 8 then goto EXIT x 
"kunst | 
|. goto LOOP 
EXIT: u 


アル ゴリ ズム 6 ルー プ 
| goto SKIP 


-* 文 "の 実行 


it i-l u | 
If i * 8 then goto LOOP 


特集 C で アセ ン ブ リ 言語 の 勉強 を 87 


の 場合 が ある こと を 考 虎 し て ルー プ の 最初 
で 終了 条件 を チェ ッ ク し ます (7 
な 2 て は, ポープ の 最後 で 行 カ チュ ッ ダ に 
УЉЕ ЕС j ИЕ ау LTA 
の で す が )。 し か し 今 の 場合 , i の 初期 値 が 
0 で 終了 値 が 100 (正確 に は 99) で すか ら , 
必ず 1 回 は ルー プ す る こと が わか っ て いま 
"4.01 5e アル ロリ ルズ スム し 人 や 2 で は 1 
回 と は いえ 確実 に 余分 な 終了 条件 の チェ ッ 
を 行こ る こと だ な りす まず すず の 大 が て < 
れ を 最適 化し た アル ゴリ ズム 3 の よう な っ 
ー ド を 出力 する コン パイ ラ も か な りあ り ま 
す 。 

た だ し , 初期 値 が 変数 で 与え られ て いる 


n ルー プ (C 言 語 ) 
main() 


register int 1; 
register int j; 


Ғог(1=0;1<100;і++) ј=1+10; 
до ј=1+10; while(--j); 

do ј=1+10; while(j--); 
while(--i) ј=і+ј; 


while(i--) jzi*Jj; 


で の リス ト は な cC の オプ ジェ クト を 
# > t > 7 V U Ç PE 8k U > t O Ç + 
SDLI EQU 190H i ロー カル 変数 の 取り 出し 
BLAS EQU 1F9H HL E DE Ó X v I @ 
main 
PUSH BC 
LD HL,6FFFCH 
ADD HL,SP 
SP,HL 
LD B,H 
LD C,L 
* 
LD H,B 
LD L,C 
XOR А 
LD (HL), A 129 
INC HL 
LD (HL), A 
1009: 
+ 
CALL SDLI ; HL <- i (BC*0) 
DB e 
LD DE, 100 
CALL BLAS 
JP ^  NC,L001 ; 12>=199 な ら L991( お わり ) 
CALL SDLI ; HL <- i (BC40) 
DB e 
LD рЕ, 10 
ADD HL,DE ; HL <- i+10 
EX DE,HL ; DE €- i+10 
LD HL,2 
ADD HL,BC ; НЕ (- 207 F L ZX BC+2 
LD (HL),E 
INC HL 
LD (HL),D ; j «- DE 
LD H,B 
LD L,C ; HL <- 1 の アド レス BC 
LD E, (HL) 
INC HL 
LD D, (HL) S DE <— i. 
ANC DE ; DE <- i+1 
LD (HL),D 
DEC HL 
LD (HL),E ; i «- DE 
JP 1099 ` 
1081: 
* 
CALL SDLI ; HL <- i (BC40) 
DB ð 
LD DE, 19 
ADD HL,DE ; HL <- i410 
DE,HL ; DE <- 1+10 
も D HL,2 
ADD HL,BC ; HL <- JO Y F V A ВС+2 
LD (HL),E 
INC HL 
LD (HL),D ; 3 <- DE 
= LD HL, 2 
.. ADD HL,BC ; HL <<= すう の アド レス BC+2 
LD ` E, (HL) 
INC HL 
LD D, (HL) ; DE <- j 
DEC DE . ; DE <- j-1 
LD (HL),D 
DEC. HL 
LD (НЕ) ЈЕ оозу (- DE 
LD A,D 
OR E 
(0 JP NZ, LOGI ; DE(j) OOt ら L991 
5092: 
: : 
CALL SDLI ; HL <- i (BC*0) 
bB 9 2 
LD рЕ,1@ : i 
ADD. HL,DE ; HL <- i10 
EX DE,HL ; DE «- i410 
ED HL,2 
ADD HL, BC ; HL <- よ の アド レス BC+2 
(1D —— (HL),.E : 
INC н. ; Sx 
10  (HL),D ; j $- HL 
LD O нв: 


88 On x 19887. 


дел) Ж 


場合 は アル ゴリ ズム 1 か 2 の よう に な ら ぎ 
る を 得 ま せん 。 まだ, アル ゴリ スム 8 を 便 
う 2 コンパ イラ で は , 最初 か ら ル ー プ し な い 
こと が わか っ て いる 場合 は 。 ルー に 対す 
る コー ド を まっ た だ たく 《 出 力 し な いも の も あり 
ます 。 リ スト 1 を 見 て も ら え ば わか り ま す 
D, CC は アル ゴリ ズム 1, Turbo C は アル 
ゴリ ズム 2,XC は アル ゴリ ズム 3 を 採用 し 
の 
2) do 一 while ルー プ 

do 一 while ルー プ は ルー ジ 回 数 が 不定 の と 
き に 用 いら れ ま す 。 ル ー プ の 最後 で 終了 条 
件 の 判定 を 行い ます か ら , 必ず 1 回 は ルー 
グ や を 条 い まず す 。 だ と ん は , 


> 
5 
ec 
= 
t 
ш 
а 


HL <- J の アド レス BC+2 


LD E, (HL) 
INC HL 
LD D, (HL) ; DE <- j 
DEC DE ; DE <- j-i 
LD {HL}, D 
DEC HL 
LD (HL),E > j <- DE 
INC DE ; DE «- DE+1 Ok 2WN 5j 
LD A,D 
OR Е 
JP NZ, L002 ; DE<>0 な 51002 
1223: 
LD H,B 
LD L.C ; HL <<= iO?» F UL X BC 
LD E,(HL) š 
INC HL 
LD D, (HL) ; DE <— i 
DEC DE ; DE < 1-1 
LD (HL),D 
DEC HL 
LD (HL),E ; ài «- DE 
LD A,D 
OR E 
JP 2,1004 ; DE(1)== の 9 の なら L994( お わり ) 
* 
CALL SDLI ; Hb <- i (BC*0) 
DB e 
PUSH HL 
CALL SDLI ; Hb «- j (BC+2) 
DB 2 
POP DE ; DE <- і 
ADD HL,DE ; Hb <- ifj 
EX DE,HL ; DE <- 1+) 
LD HL,2 
ADD HL,BC ; HL <- は の アド レス BC+2 
LD (HL),E 
INC HL 
LD (HL),D ; j «- DE 
JP 1003 
1094: 
LD H,B 
LD L,C ; HL <- 1 の アド レス BC 
LD E, (HL) 
INC HL 
LD D, (HL) ; DE <- i 
DEC DE ; DE <- 1-1 
LD (HL),D 
DEC HL 
LD (HL),E ; i <= DE 
INC DE 
LD A,D 
OR Е 
ЈР 2,1005 ; DE(1)== の な らち L905( お わり ) 
CALL SDLI ; HL <- i (BC40) 
DB д 
PUSH HL 
CALL SDLI ; HL «- j (BC+2) 
DB 2 
РОР DE ; DE <- i 
ADD HL,DE ; HL <- 1+Ј 
EX DE,HL ; DE <- i*j 
LD HL,2 
ADD HL,BC ; HL <- 3 の アド レス BC+2 
LD (НІ) ,Е 
INC HL 
LD (HL),D ; j <- DE 
JP реда 
1005: 
ЕХ DE,HL 
LD HL,4 
ADD HL,SP 
LD SP,HL 
EX DE,HL 
POP BC 
RET 


3. ルー プ (Turbo C) 


この サス ト は Tu C の 出力 リサ スト 
に コメ ント を 付け 加 え Y も の で す 


пате ent 
TEXT segment byte public 'CODE' 
DGROUP group .DATA, BSS 
assume св: TEXT,ds:DGROUP,s8:DGROUP 


_ TEXT ends 
„БАТА segment word public 'DATA' 
_де label byte 
_ DATA ends 
_BSS segment word public 'B88' 
.be label byte 
- BSS епав 
_ TEXT segment byte public 'CODE' 
; Line 
main proc near 
push si 
push di 
Line 3 
Line 4 
Line 5 
Line 6 
xor Bi,s5i |: si т і 
jmp Short 25 ; di = j 
«4: 
mov di,si 
add 41,18 ; j <= 1+10 
inc si ; i++ 
е5: 
стр si,100 
j1 га ; 14100 な ら ル ー プ 
; Line 7 
; Line 8 
@8: 
mov di,si : 
add 91,16 ; j <- 1+10 


て while ルー プ に 関し て は ほか の ア 


do X : while( — j) 
と い ラ ルー フ を 考え まし ょ う 。 こ の ルー グ 
に 対す る 出力 コー ド の アル ゴリ ズム は , м 
ー プ の 最後 で 条件 判定 や を する た め ,for ル ー 
プ の アル ゴリ ズム 3 と 同様 で す 。 具体 的 に 
は アル ゴリ ズム 4 の よう に な り ま す が , do 
ルル ギリ ズ 
2 は か かい よう て すず 。 

し か し 。 終了 条件 が , 

1 > 2 
と いう よう に 常に 成立 し な い 場 合 は , 終了 
条件 の チェ ッ ク を 行う コー ド を 出力 せ ず に , 
次 に 進む と いう こと は ある か も し れ ま せん 
23, 


dec di рој 
тоу ax,di 
or ах,ах 
jne ea : は すく 9 な ら ル ー プ 
; Line 9 
; Line 10 
@11: 
mov di,si 
add 91,190 ; j <= 1+10 
mov ax,di 
dec di 3 је“ 
or ах,ах 
jne @11 ; (j+1)<2>0 な ら ル ー プ 
; Line 11 
; Line 12. 
$12: 
dec si ; --і 
mov ах,81 
от ах,ах 
је 914 100 な ら お わけ り 
тоу ax,si 
add ax,di 
mov di,ax ; j バー itj 
jmp - Short 212 ルー プ 
; Line 13 
; Line 14 
@14: 
тоу ax,si 
дес “si ў d-- 
or ах,ах 
је ёі ; (1+1)==0 な ら お わり 
тоу ax,si 
add ax,di 
mov di,ax ;ј て - itj 
jmp short #14 ; f — d 
; Line 15 
@1: 
рор di 
pop si 
ret 
main endp 
TEXT ends 
DATA segment word public 'DATA' 
se label byte 


DATA ends 

TEXT segment byte public 'CODE' 
public main 

.TEXT ends 

end 


4. ルー プ (XC) 


; この リス XC の 出力 リス トモ に 
コメ ン ト н け 加 えた も の で す 
* 

include fefunc.h 

.XREF _ main 

:XDEF _main 

TEXT 
main: 
77 main 

BRA L1 ; D7 = і D6 = j 
L20001: 

MOVE.L D7,D6 

ADD. L #10,D6 ; j バー i+10 
L6: 

ADDQ.L #1,D7 ; ++ 
L4: 

MOVE.L D7,DQO 

CMP.L $100,D0 

BLT L20001 ; 14198 25» — 7 
19: 

MOVE.L 97,96 

ADD.L #10,D6 í` j <- 1+10 
17: 

SUBQ.L #1,D6 ; --À 

BNE L9 ; 400 25 »љ— 7 
L8: 
L12: 

MOVE.L D7,D6 

ADD. L #10,D6 ; j <= 1+10 
L10: 

MOVE.L D6,DQ 

SUBQ.L #1,D6 まこ 

TST.L DO 

BNE L12 ; (јод な ら ル ー プ 
Lll: 

BRA L13 
L20003: 

MOVE.L D7,D0 

ADD.L  D6,DO . 

MOVE.L  D0,D6 ; 3 バー itj 
ЗЕТУ: 

SUBQ.L #1,D7 ; ==i 

BNE +20903 iot 2+565љ—7 

ВКА 115 
120005: 

MOVE.L  D7,D0 

ADD.L D6 , DØ 

MOVE.L 90,06 ; j < itj 
115: 

MOVE.L 07,08 

SUBQ.L #1,D7 ; d-- 

TST.L pe 

BNE L29995 141+1) 00 # 5 y — Z 
L3: 

MOVEM.L (SP)+,D6/D7 

UNLK Аб 

RTS 
L1: 

LINK A6 

MOVEM.L 06/07, -(SP) 

CLR.L D7 

BRA L4 

„РАТА 

„ЕМЕН 


.END 


3) while ルー プ 

while ルー も ルー プ 回 数 が 不定 の と き に 
用 いら れ ま す 。 繰り 返し 動作 の 最初 で 終了 
条件 の 判定 を 行い ます か ら , ルー プ を 行わ 
な い 場 合 も あり ます 。 た だ たとえば, 

while(— —j) X ; 

と いう 文 に 対す る コー ド は , 意味 どおり に 
は アル ゴリ ズム 5 に よっ て 作ら 5 れ ま す 。 し 
か し , コン パイ ラ の 都合 で アル ゴリ ズム 6 
の よう に な る 場合 も あり ます 。 こ れ は for ル 
ー フ の アル ゴリ ズム 1 と 2 の 関係 に 似 て い 
ます ね 。 例 に よっ て , 必ず 成立 し な い ル ー 
グ 条 件 が 指定 され た 場合 は , while ループ に 
対す る コー ド を まっ た だ た く 出 る な い コ ン メ バイ 
ラ が ある か も し れ ま せん 。 なお, リス ト 1 
か ら , CC は アル ゴリ ズム 1, Turbo C t 7 
ル ゴ リ ズム 1 ,XC は アル ゴリ ズム 2 を 採用 
し て いる こと が わが かり ます 。 


switch X 


switch 文 は 変数 の 値 に 対応 し て , 実行 す 
る 動作 を 選択 する 場合 に 用 いま す 。 ま ず は 
switch 文 に 対し て コン パイ ラ の 出力 する コ 
= ド を 大 トト 2 に 示し じじ ま し ょ まう 。 それ で は 
£4, 

switch(i) | 

case 100: X 1 : break ; 

case 200 : X2 ; break ; 

case 300 : X3 : break : 

case 400 : %4 ; break ; 

default : X5 ; 

| 
と いう switch 女 を 考え まし ょ う 。 こ の 文 は , 
いう まで も な く 変 数 i の 値 が 100 で ある 場合 
は “ 文 1" を 実行 し ,200 で ある 場合 は “ 文 2" を 
実行 し , 300 で ある 場合 は “ 文 3" を 実行 し , 
400 で ある 場合 は “ 文 4" を 実行 し , それ 以外 
の 場合 は °“Җ5” を 実行 する こと を 指示 し ま 
す 。 

「 な ん だ , 近 文 を 並べ れ ば 同じ こと が で きる 
じゃ な がい か が 」 と いう 人 が いる 2 と 思い ます が 
実は まっ だ て その と も りな か の で すず 。 それ で 
は , 議 文 と どこ が 違う の か と いえ ば , switch 
娘 の ほう が プロ グラ ム を 見 や すく 記述 で き 
る と いう 程度 の こと で し か あり ませ ん 。 

実際 C コ ン パ イラ も , 基本 的 に は , if % 2 
立て 続け に 並べ た の と 同 ビ コー ド を 出力 し 
ます > の まり 。 グル コリ ズム 7 で て で す 。 CC 
や で じ は この アル ゴリ ズム で コー ド を 作っ て 
dor. dL. デル ゴリ スム 7 は き コード 
サイ スズ が 大 きく な る 傾向 に ある の で , アル 
ゴリ ズム 8 の よう に コー ドサ イズ を 小 き く 
する も の も 考え られ て いま す 。 こ れ は 文 


を 並べ て 書く 代わ り に , СЕОФОНХЖС 
ASE の 個数 回 び だ け ル ー フ "きせ よう と いう 方 
針 で す 。 こ の と き , 比較 する 値 は メモ リ 内 
に 置か れ , これ ら の 値 は 配列 要素 アク セ 
ス す る 要領 で アク セス され, 変数 と 値 が 一 
致し た と き に 下 文 の ルー プ を 抜け 出し ます 。 
アル ゴリ ズム 8 は な か な か 技巧 的 で , 3 
人 人 ダブ な らち せる も の が あり ます 。 し か し 
メモ リア クセ ス を 何 度 も する 点 , 条件 分 岐 
を 使用 する 点 を 考慮 する と , ЗЛАТЕ fX 
を 立て 続け に 並べ る より も か な り 遅 く な り 
そう で す 。Turbo C が この アル ゴリ ズム で 
ョ < テト を 出力 し ます が 。 コン シンパ オラ と し て 
i. у, Кый аер 
SE 0 まで 示し ル よう だ 、 らき シン パ 

イラ は CASE の 値 が 飛び 飛び の 場合 は 斑 
を 使っ て switch 文 を 実現 し ます が , CASE 
の 値 が 1 ずつ 変化 し て いる 場合 は 別 の アル 
ゴリ ズム が 用 いら れる こと が 多い よう で す 。 
а cords 

switch(i) | 

case 1: X1 ; break ; 

case 2: %2 ; break ; 

case 3: X3 ; break : 

case 4: %4 ; break ; 

default : X5 : 


1. switch(C 言 語 ) 
int 128: 
main() 

switch(i)( 


case 100: 
case 200: 


iz100; break; 
1=200; break; 
12300; break; 
12400; break; 
1-500; 


case 300: 
case 400: 
default: 
} 


Switch(i){ 


саве 1: 12101; break; 


саве 2: 12201; break; 
сазе 3: i-301; break; 
case 4: i-401; break; 
default: 1=501; 
} 
switch(i)í 
case 1: 12102; break; 
case 3: 12302; break; 
case 7: 1=702; break; 
case 9: 12902; break; 
default: 12802; 
} 

} 

2. switch(CC) 

この リス ト は gwC の オプ ジェ クト を 

遂 ア セン プル し て 作成 し た も の で す 


“i EQU 1000H 


main 

PUSH BC 

LD HL,( i) 

LD 4,190 

CP L 下位 8 ビッ ト の 比較 

ЈР NZ,,L000 ーー 致し な けれ ば 次 へ 

LD 4,9 

CP : 土 位 8 の 

ЈР Z,C999 тесу г ыы 
1000: 

D 4,209 š 

СР i 下位 8 ビッ ト の 比較 

JP N2,,L001 ) 一 致し な けれ ば 次 へ 

LD А, 

СР вику К 

JP 2,Cee1 18 | оке 
1061: 

LD A, 44 

СР L 


| 
と いう switch 文 に 対し て は アル ゴリ ズム 9 
が 用 いら れ ま す 。 

これ は , 変数 i を 直接 アド レス に 対応 させ, 
を の アド レス で 示さ る れる メモ リ 内 に ジャ ン 
プ 先 の アド レス を 格納 し て お く と いう , か 
な り 技 巧 的 な アル ゴリ ズム で す 。 この アル 
ゴリ ズム の 素 晴 し いと ころ は , メモ リ を 1 
回 アク モス する だ け で ジャ ンプ 先 を 得る ( メ 
モリ 間接 ジャ ンプ で す よ ) こと が て きる 高 
に あり ます 。 ア ル ゴ リ ズム 8 の 後半 で も 同 
じ こ と を し て いま すか ら , 比べ て みる と 面 
白い で し ょ う ( ア ル ゴ リ ズム 8 の 欠点 は 王 文 
を ルー ププ さ せる 点 の み で あり , 後半 の メモ 
V 間接 ジャ ンプ は 見 事 な も の で す )。 
この アル ゴリ ズム 9 は CASE の 値 が 1 ず 

つっ 増加 し て いる と き に し か 使用 で きま せん 
が , ある 程度 な ら 値 が 飛び 飛び に な っ て い 
て も 使用 する こと が で きま す 。 それ は , А 
モリ 内 に 格納 する ジャ ング 先 に DEFAULT 
処理 を 行う 場合 の アド レス を 挿入 する こと 
まる て 付い ます 。 ТЕР ЖИ, 

switch(i) | 

case 1 : %1 : break : 

case 3 : X2 ; break : 

case 6 : %3 ; break ; 


JP №2, ,1002 | -&LSPD hu KA 
LD ,256 
СР 上位 8 き ビット の 比較 
ЈР 2,С002 
* 
1092: 
A,144 
CP L ЕВЕ FOREX 
JP N2,,L003 一 致し な けれ ば 次 へ 
А,256 
СР н. 土 位 き 8 ビッ キト の 比較 
JP 7,С003 
1003: 
JP C004 
, 
севе 
LD HL,100 
LD (i), HL ; i <- 100 
JP L004 
сее1 
LD , 200 
LD (_i), HL i <- 200 
JP 4 
свог 
LD HL,300 
LD (i), HL i <- 300 
JP 1004 
сеоз 
LD HL, 400 
LD (L1), HL i«- 400 
JP. 1004 
C004 
LD HL,500 
LD ( 4},HL i <- 500 
1094 : 
LD. HL,(_i) 
LD А,1 
СР L ; 下位 8 ビッ ト の 比較 
JP NZ, ,L005 ; 一 致し な けれ ば 区 へ 
LD 
cP + 土 位 8 ビ ッ ト の 比較 ` 
ӘР 2,6005 
1005 
3 ou 下位 8 ビッ ト の 比較 
С UL ; Ç | 
" о" i 一 致し な けれ ば 次 へ 
CE H k 8 E 5 РОКИ 
ЈР 2,С006 
; : 
Leee 
LD А,3 
СР も ; 下位 き ビ ピッ ト の 比較 
ЈР N2,,L007 г 一 致し な けれ ば 次 へ 
LD A,0 
СР H kü@ 8 o F Ok @ 
JP 2,с007 
LOOT: 
A,4 
СР L 1 下位 8 ビッ ト の 比較 
JP Pi и ; -kL Longa 
LD > 
СР киву коње 
JP 2,с008 
1008: 
ЈР сед9 
C005: Ç : 
LD ‚101 
LD (i), HL ; í <= 101 
JP 99 
C996 
LD ‚29 
LD (i), HL i <- 201 
JP 09 
сөө? 
LD HL,301 
(i) HL i <- 301 
JP L009 
C ひ 08 : 


特集 C で アセ ンプ ブリ 言語 の 勉強 を 89 


default : の 4 4; р HL,491 воу ax,word ptr DGROUP: i 
D (Li),HL ; 1 <- 401 dec ax T 


| | ЈР 1229 emp ` х,8 
C009: w ee ја о ; (は -1)>8 な ら default 
= - „ ~ = mI R - ; i < 591 У Г 
UD Ia CASE の 値 の 増加 が 1 к ар ај DN | " дар | vord ptr овге (Би) オイ セル ルル 
^ ~ x LD HL, {_i) , а s u 
い 場合 * て も, アル ゴリ ズム 9 の LABEL J ke Ant debo ORN ан eis г default 
уз Ме Үү B aU. PORUGURHXA . dv өз ーー 
ト に 格納 し て ある ジャ ンプ フ E7 F レス T. CP H" ; 上 位 8 ピ ビット の 比較 оч Pe š г е 
JP 7 ,се16 ды @17 скане 1 
LABEL А ћете: T з ; default 
` € А.З ; Line 22 у MNA D 
А СР L ; 下位 8 ビッ ト の 比較 : 
DW CASE 10) が F レス JP NZ,,L011 ; ТЕРЛЕК v mov word ptr DGROUP: i,102 ; case 1 
LD À, 0 jmp short @1 
— | ЈЕ ics | maus ere eunt 5 
DW DEFAULT の 7 ト | A etis j Ñ гин nard ptr DGROUP: i,302 ; case 3 
; mp short @1 
DW CASE3 の アド レス CP P ; 下位 8 ビット の 比較 act 
Ју ма. 018 : 一 致し な けれ ば 次 へ "°v word ptr DGROUP: i,702 ; case 7 
DW | DEFAULTO7 Fv A T Бон EIL ee 88 
ИН iu pl : woro Pr DGROUP: 1,902 ; case 9 
DW DEFAULT 0)7 ト レス LD A,9 ue M A 
S S° NZ 1013 LM ツー ue mov ord ptr DGROUP: i,802 defaul 
LU tbe ます 3. Tt word ptr Бора ; default 
DW CASE6 の アト Ë o xe ; ЕШВЕУ коњи ; Line 28 
と す る — と С B HT š る の て а in ,main dr 
| ЈР C014 ТЕХТ ends | 
も ちろ る ん, 最初 に 示し た よう な CASE の Б | т шош om 
», _ .DATA ends : ‚ 
値 が ラッ Y7 233 の Ji4 へ ђ LD (210,8, ; í <- 102 | TEXT eorr brte punito 'CODE 
m LD HL, 302 aree са 
LABEL : р (Mk ; í <= 302 4 it h(XC) 
— 1“ ce12: 162 ; SWITC 
DW CASE100 の 7 ドレ ス t» си. HL ; i <- тег 
| JP L914 | この リス ト は XC の 出力 リス ト に 
DW DEFAULT の ア ドレ ス C913: . ib m : コメ ント を 付け 加え た も の で す 
LD ( 1), HL ; à <- 902 include fefunc.h 
"ecce cue p 1914 .GLOBL _i 
LD HL,892 ij; MM 
DW DEFAULT の アド レス с 6 _ o ж 
7 м QUT -XREF ..main 
: .XDEF main 
. POP BC EXT 
DW CASE200 の アド レス ーー bin: 
BRA も 1 
DW DEFAULT DT F レス 3. switch(Turbo С) e MOVE.L #100, i ; case 100 DUR 
BRA L4 
; 1 
人 HP つま まま AO : この リス ト は Turbo C の 出力 リス ト MOVE.L #200, i ; case 200 DWR 
; に コメ ント を 付け 加え た ia: BRA も 4 
DW DEFAULT の уд ド v ^ .TEXT Пи. byte public 'CODE' BRA í. t ин 
~ DGROUP group .B88 L9: Ñ 
D W CASE300 の ) 7” ド L ス ni etri св: TEXT,ds:DGROUP, ss : DOROUP pede mom ; case 400 の 処理 
-DATA еее verd public 'DATA' L13: 1777 жоя 。 。 。 
" — ` ° abe yte А ++ ; case ; 
i Z 
DW DEFAUL Г 0) 7 É ^ "A жин word public 'BSS' L14 "m te 
_ђе label byte MOVE.L $201, i ; case 2 (第 2 X) の 処理 
cc6606609600900006090900000080000000e«00000c99292 888 ends BRA L11 
„DATA segment word public 'РАТА' L15: Ñ U 
ПА БАРАЊИ s deb cce ш m 
` . N E ~ А. > ~ 55 i: 
と し 2 ラマ 11 パー и や "4 c - ) Mf. | DATA "o ° ы Moe l "0 ; case 4 ($2 X) の 処理 
¿+ s - — > ` Уве TEXT segment byte public 'CODE' A 
ў z 2 コリ ズム Ë ; TE 
wusste. リズ ム 9 eu EY н ー нова. ма arar ут оки 
用 で а i + 2:, № この 場合 + の コー ド Ua 4 A は ко, „о ptr ИР I HMM oea ш: { ease 1 (第 2 X) 
Ра - on Т ここ し =” xm fo E 
膨大 な も の と な っ て し まい ます 。 - O: s, : onp os: tox) ах ртуриивим u 、DC.L — L16 : { case 4 (第 2 Ў) 
; y ; 
= | ~ - 3&4 p ine bx ; ポイ ンタ 更新 : wax 
J ルコ J スム 9 は CASE の 値 の 差 が あ 2 FE iec re U _ |. en ~ 
н, је F “m mer : 等 し いも の が な か っ た МЕ а 
度 小さ く な い と 有効 で は あう ませ ん 。 し か јер word ptr cs:[bx+8]  : それ ぞ れ の ケー ス の 処理 へ Hed du __ 5 6 default (NS 3 X) 
Eg - 5 = LH. ハ е | Ç : 。 
E ; 現実 11252: あ る &p p に 収 i 5 場合 が 多 5» уз in | сва iM и i 25 ли ; пе Уа を AQ に 
НО НОЕ РЕГ s ПШ БЕ сеи て し 
Т у Aw 16 t` > ; н ; ome 。 120: i U 
し T 2? て 。 ノノ リ 9 ( 6 7 | Jd. + は | oase 200 ТАЕ MOVE. L 0102, : ; case 1 (83 X) の 処理 
СРООСЛУ ЗАР СІРА Ë W ас du св | базе 400 O É W 7 F V 2 uns x u u 
rn ; bine 6 Mov (202, 4 ; case 3 (83 X) の 処理 
3: | | А L18 
Ir ses Ls 2 d 2 y dis m 8 vdd voro mir DGROUP: i, 100 ; саве 100 MM MOVE.L #702, i ; case 7 (83 X) の 処理 
、 Line 7 BRA LH o | 3 
x 123: à 
リ A ト 2 を 見 て わか る 19 -3 CASE 0) ш ren word ner DGROUP: i,200 ; case 200 г nee ; ease 9 (第 3 文 ) OMM 
mp shor 
e и не m А “о Е LPI MOVE.L #802, 1 ; default (第 3 X) = 
値 が あ る 程度 近い Ја Fi d, nd C b XC 5 1 у урга pir DGROUP: 1,300 ; case 300 10064: ВВА L8 ` "m SES om 
В ~ mp shor : 
- こ の アル ゴリ デム に か っ て いま すね b 5 ; Line 9 eb 129 io i (3 x) 
T 2 К | : T mov word ptr DGROUP: i,400 ; case 400 inei ui і саве 3 ЕН 
あん 。 て この アル コリ スム 9 は 8 ビッ ト CPU | ои : pcr L24 : defeuit (R3 X) 
Ж ーー x Ei ЊЕ IH 
で b 可能 な は ず で す i, CC だ け で な E ; Mine INT word ptr DGROUP: 1,500 ; default pe 24 ; default LE Hi 
EAM ; Line 12 L18 
É > F 最高 速 E いわ れ て い る 1,51-С に お いい : sine S ax,word ptr DGROUP: i C 
" он ВН Sn s= дес ах ; プロ グラ ム の お わり 
ка も な か なぜ か 使用 る れ て い + XA. と 2? L d Ja i «i ; (1-1)>3 な ら default . E A6 
mov х,ах 
^ » hl b + Li: 
な АС L. а Jo «23 ep чота ptr cs:@23[bx) ; イー ルナ ジン LINK А6,#@ 
~ n A А dw @9 ; сазе 1 i 第 1 x 
ょ ころ で て 。 アル ゴリ ズム 9 は メモ リ 内 に a~ ти ; сазе 2 。 ма и 
С ые A (= m Ic —ua cora e as omit 
ジャ ジマ フル 0 の 7 ト レス を 置い た わけ て 3 25 . CMPI.L #200,00 | шш 
se" нога ptr DGROUP: 1,101 ; сазе 1 pe L HR pe ; 1==200 な ら case 200 
> -TT A " ЕН — | ~ mp вћог * , P 
zx rim) ZZ 方 法 と し て は , 7 ドレ ス て ; bine 15 Ma Мом ; i==300 な ら case 300 
4 7 & rd ptr DGROUP: 1,201 ; BEQ L9 | ; iz2400 # D case 400 
は な く , メモ リ 間 接 ジ ャ ンプ が ある アド レー |. o し o ua nec o em EN 
«411: ; = 
a ç не =ч E dim = $ š і 第 
ス か ら の オフ セッ ト 値 を 置く 方 法 も あり ま oas соу ао и To wm e 
+ ин", mei P 
о s vora et DGROUP: 1,481 ; саве 4 m 117 : (1-1)›3 な ら default (82 X) 
=> | ° ИЛ TN ле МА ーーー m A 7 Соя レス を AP に 
あ る / ト v А か b © 0) yr Ç 0) / ト и А ま M. mov word ptr DGROUP: 1,501 ; default MOVE.L (AP PN HS NS : オフ セッ ト を 加算 
JMP (A0) ; メモ リ 間 接 ジ ャ ンプ 


; Line 19 
«DATA 


で の オフ セッ ト 値 (アド レ ス の 値 の 差 ) は , У име ze -EVEN 
通常 。 ア ドレ ス を 表す ビッ ト 数 (た だ た と を は 
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92 ピッド)、 よ り も 少な が ない ビッ トド ト 数 (だ と え 
ВЕКУ ky て 表す こと が て きま す 。 この 
だ め , オフ セッ ト 値 を メモ リ か ら 取 り 出 す 
場合 は 。 ア ドレ ス を 取り 出す 場合 より も 少 


な い 回 数 の バス サイ クル で 行う こと が で き 。, 


命令 の 実行 が 高速 に な り ま す 。 | 
これ は Sun-3 の UNIX 上 の C コ ン パ イラ 
で 行わ れ て いる アル ゴリ ズム で す が 。 本当 
に 最適 化 を する た め に は バス サイ クル の 回 
数 な ど と いう こと も 考慮 し な けれ ば な ら な 
い の で すね 。 具体 的 な アル ゴリ ズム は , ア 
ル ゴ リ ズム 9 の ちょ っ と し た 変形 で すか ら 
和 谷 目 考え て み ま し ょ う 。Z80 や 8086 の 命令 
で は 実現 (この 場合 は 8 ビッ ト の オフ セッ 
ト を 使う こと に な る ) が 難し いか も し れ ま 
せん が , 68000 な ら 簡 単 だ と 思い ます 。 


C 言 語 で は 式 の 計算 に 掛け 算 や 割り 算 を 


ез. кейж ыа ЖШ, b 
た いて い の 8 ビ ッ ト CPU は 掛け 算命 令 や 割 

b 算命 令 を 持っ て いま せん 。 ま た , 掛け 算 
命令 や 割り算 命令 が ある CPU で も , それ ら 
の 命令 は 実行 速度 が 遅い た め , 特殊 な 場合 
は な ん ら か の 工夫 を 行っ て いま す 。 
は , 定数 値 と の 掛け 算 に 対し て C じ コン バイ 
ラ が どの よう な コー ド を 出力 する の か を 見 


アル ゴリ ズム 7 


if i 
if i 


switch 
108 then goto CASEI88 
208 then goto CASE288 
if i 388 then goto CASE386 
if i 408 then goto CASE400 
u goto NEXT 
CASE100: 
文 1 "の 実行 
goto NEXT 
CASE200: 
"x 2 "の 実行 
goto NEXT 
CASE388: 
"*X3"05£tf8 
goto NEXT 
СА5Е408: u 
"x 4 "の 実行 


u H n H 


NEXT: 


アル ゴリ ズム 8 


cnt + CASEF の 個数 
imp — LABEL の 7 ルス 


Switch 


LOOP: 
if i = tiap then goto NEXT 
imp — tmp + ? F 9427 
. ent — cnt - 1 
_ if cnt Æ Ө then goto LOOP 
__ goto DEFAULT 
O LABEL: ーー 
ーー n 


> > ~ 
SET 


QOX L9». 

まず , 掛け 算 の プロ グラ ム と C コ ン メ バイ 
ラ の 出力 を も リ スト 3 に 示し ます 。 掛け 算 を 
行う 場合 に 通常 行わ れる の は 掛け 算 用 の サ 
プルー チン を 呼ぶ こと で す 。 しかし, ある 
特定 の 場合 は , サブ ルー チン を 呼ぶ まで も 
な 〈 く 結末 が わか っ て し まう の で す 。 以 下 に 
いく つか の 特定 な 場合 に つい て 考え て み ま 
d.a 
1) 1745 

これ は 変数 の 値 を その まま 転送 する だ け 
て す 。 これ を アル コリ スム 10 と しま しょ よう 
ACE) LL, コン パイ ラ に よっ て は 
素直 に 1 倍 す る タコ も ある よう で す 。 
2) 275 

これ に は , その まま 掛け 算 し て し まう タ 
コ を 除い て , 2 通り の アル ゴリ ズム が あり 
ます 。 それ は , シフ ト を 利用 する 方 法 ( ア 
ル ゴ リ ズム 11) と 足し 算 を 利用 する 方 法 ( ア 
ル ゴ リ ズム 12) で す 。 実行 速度 の 点 か ら 見 
れ ば , 足し 算 の ほう が 速い こと は 明らか な 
の で す が ,。 多く の コン パイ ラ は シフ ト に 
る 計算 を 行っ て いる よう て す 。 と ころ で , 
整数 値 を 1 ビッ ト 左 シフ ト す る と , 値 が 2 
憶 選 な る ご と は 知ら て ます よね ん え 。 
3). 245 

2 倍 と 1 倍 (自分 自身 ) の 加算 に よっ て 


行わ れ ま す 。 これ が アル コリ ズム 19 て す 。 
DE 288 
DW 388 
DE 46е 


DW CASEI002) ^ VA 
DE CASE266 の アト “ルレ メ 
Du CASE3880 УК VÀ 
DW CASE4880 ? F VA 
СА5ЅЕ106: 
" 文 1 "の 実行 
goto EXIT 
CASE288: 
" 文 2" の 実行 
goto EXIT 
CASE388: 
" 文 3* の 実行 
goto EXIT 
ん ASF409: 
"ХРОН 
oto EXIT 
NEXT: 
disp — CASE の 個数 x "-F 942" 
 £oto *(imp + disp) 
DEFAULT: 
" 文 5" の 実行 
EXIT: 


HR) *tmp は tmp の 中 に 入っ て いる アド レス で 
示さ れる メモ リ の 内 容 ( 今 は , 100, 200, 300, 400 
の どれ か ) を 示す 。 また , ж (tmp + disp) は tmp + 
disp で 計算 され る アド レス で 示さ れる メモ リ の 
sw CASEI00 の アド レス , CASE 200 の 

アド レス , CASE 300 の アド レス , CASE400 の ア 
ーー њег. 


2 倍 に つい て は アル ゴリ 1 E12 の EE 
Пан コン パオ ラビ だ よっ 
て は 。 2 倍 の と 上 き に アル ゴリ ズム 11 (シフ 
ss uci. СЕКС 
に は アル ゴリ ズム 12 を 用 いて いる 変わ り 者 
も あり ます 。 
4) Aff 

圧倒 的 に 自分 自身 ち も 2 ビッ ト 左 シフ ト す 
る (デル コリ ズム 14) コン パイ ラ が 多い よ 
う で す 。 しかし, 自分 自身 を 2 度 加算 し て 
も 4 倍 を 求め る こと が で きま す (アル ゴリ 
ズム 15) 。 8086 の C コ ュ コンパイラ は 1 ビッ トシ 
フト を 2 度 繰り 返し て 2 ビッ トシ フト を 実 
Hi (アル ゴリ ズム 14) し て いま す が , 2H 
演算 を 行う な ら ば , 加算 を 2 度 行っ た は ほう 
(アル ゴリ ズム 15) が 高速 の は ず で す 。 不 思 
議 で すね 。 XE, Z80 の ユン パイ ラ で は ア 
ル ゴ リ ズム 15 の ほう が よく < 使わ れ て いる よ 
ОС 

と ころ で , 218, 4 倍 の アル ゴリ ズム を 
見 れ ば わか る よう に , 248 (215, 415, 
8 倍 , 16 倍 。…… ) を 求め る と き に は , п 
ビッ ト の 左 シ フト か , n 回 の 加算 が 用 いら 
れる こと が わか り ま すね 。 
5) 578 

きす が に 5 倍 に な る と 挫折 (? ) し て , X 
い 掛 け 算命 令 を 使用 し た り , 遅い 掛け 算 用 
サブ ルー チン を 呼ぶ コンパ イラ が 多い よう 
アル ゴリ ズム 9 switch 


imp — i 
if tmp > CASE の 最大 値 
then goto DEFAULT 
imp — tap - CASE の 最小 値 
imp2 *— LABELØ? VA 
goto を (tmp2 + {вр X "-F 942 7) 
DW CASE10 YF" VA 
DE CASE2 の アト ~ レ ルス 
DW CASE3 の 了 ト ルス 
DW CASE40 ? F” VA 


" 文 1 “の 実行 


"x 3 "の 実行 
goto NEXT 
CASE4: 

"Xx 4 "の 実行 

goto NEXT 
DEFAULT: 

“ 文 5 * の 実行 
NEXT: 


HE) ж(їтр2+їтр ベ < ワー ドサ イズ ) は tmp2 十 ` 
tmp x ワー ドサ イズ て 計算 され る アド レス て 示さ | 
れる メモ リ の 内 容 ( 今 は 。 CASEIOY FUA, | 
CASE2 の アド レス , CASE3 の アド レス ., CASE. 
4 の アド レス の どれ か ) を 示す 。 ` ーー 


特集 C で アセ ンプ ブリ 言語 の 勉強 を QI 


で す 。 しかし, まだ 諦め な が い コ ン パ イラ も 
いま す 。 確か に , 4 倍 が 計算 で きる コン パ 
イラ な ら , それ に 自分 自身 も 加え れ ば 5 倍 
に な る (アル ゴリ ズム 16) Ot, も う 少 し 
圭 抱 し て 5 倍 く らい は 計算 し て も らい だ い 
も の で す 。 例 と し て 用 いて いる CC, Turbo 
C XC の 各 コ ン パ イラ は すべ で て 挫折 し て い 
ます が , LSI-C, MS-C, Sun- 3 OUNIX 
上 の C ュ コンパ イラ は アル ゴリ ズム 16 で 頑張 
っ て いま す 。 以 後に 6 倍 , 7 倍 の 場合 を 示 
し て あり ます が ,。 そこ で 用 いら れ て いる ア 
ル ゴ リ ズム も これ ら の コン パイ ラ で 使用 る 
れ て いる も の て す 。 
6) 6 倍 

5 倍 が 計算 で きる コン パイ ラ は 6 倍 も 諦 
め ま せ ん 。 計算 の 仕方 し し て は 2 つ に 大 別 
で きま す 。 すなわち, 2 倍 と 4 倍 を 加え る 
も の (アル ゴリ ズム I7) E 8 合 を 求め て 
2 倍 す る も の (アル ゴリ ズム 18) C3, 


1. 乗算 (C 言 語 ) 


int i 13 ; 

main() 

{ 
32191; 
1521; 
j > 3 1; 
j = á * 1| 
j = 5 t i; 
j = 8 + i; 
j= T£ i; 
j = 9 ж i; 
j = Il * i; 
j * 13 * i; 
д = 15 * i; 
3z IT # i: 


変数 の ペー ス ア ドレ ス を 1000 日 と し か た 場合 


Cd EQU 1000H 
cj EQU 1002H 
SMUL EQU 023FH ; 符号 付き 乗算 
ваја 
PUSH BC 
LD HL,(.i) 
LD (j) HL ; lici 
も お HL, (i) 
ADD HL,HL 1 2*%ísi+í 
LD ( j, HL 
LD HL, (i) 
LD DE; 3 
CALL SMUL : Jti 
LD (.3),HL 
LD HL,( i) 
ADD HL,HL ; 225 
ADD HL,HL ; Ati 
LD ( He HL е 
LD Hb,(. 1) 
LD DE,5 
CALL SMUL 51i 
LD (3), BL 
LD HL, (i) 
LD DE, 6 
CALL SMUL 6ti 
LD (j) HL 
10 HL, ti} 
10. 0Е,7 
CALL SMUL ; tki 
LD ия 
LD HL, ( i) 
CALL SMUL ; 95i 
LD (3) Hb 
; : 
LD HL,( i) 
LD DE,11 
CALL SMU! у 1194 
р (L3), Rb 
^ ЊВ HL,( i) 
р DE,13 . 
CALL MUL + 13% 
LD (3), HL 
LD BL,( i) 
LD ,15 uus 
CALL SMUL  — i Ба ue 
| Бр (д), — po E 
LD | DE,17 ; С 
CALL SMUL us iio 
LD {HL ` : 
POP BC 
RET 
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D: 745. 

7 倍 に も 2 通り の 方 法 が あり ます 。 815 
を し て 自分 自身 を 減算 する も の (アル ゴリ 
ズム 19), 6 倍 を し て 自分 自身 を 加算 する も 
の "(アル 光 ゴ リズ ム 20) CT, 

8) その 他 


スト 3 の ジロ グラ ム に は この ほか が に も 。 


gis. 111, 13465, 15, 17 倍 に つい て の 
例 を 示し て あり ます が , 残念 な が ら こ の 倍 
率 で は , ここ で 使用 し て いる c C *° Turbo 
C ゃ XC は 参考 に な り ま せん 。 近 くに , MS- 
C t 2:LSI-C, あるいは Sun-3 の UNIX 上 


の C コ ン パ イラ を 利用 で きる 環境 が あれ ば , 


出力 され る コー ド を 覗い て みて くだ さい 。 
加減 算 と シフ ト を ほとん と ど パ ズル を 解く よ 
うに 組み 合わ せ て 掛け 算 を 行っ て いる の が 
ОРА し よう 。 

を こま て 頑張 っ て いな く て も , それ は ほど と 
大 き な 倍 率 で な い 掛 け 算 (1 倍 , 2 倍 , 3 


3. 乗算 (Turbo C) 


この リス ト は Turbo C の 出力 サス ト 
に コメ ント を 付け 加え た も の で す 


пате mul 
_ TEXT segment Бу public 'CODE' 
DGROUP group 


assume Ge: TEXT, ds :DGROUP as : DGROUP 


TEXT ends 
DATA segment word public 'DATA' 
de label byte 


DATA ends 


S SSS ppp pl 


BSS segment word public 'BSS' 
be label byte 
BSS ends: 
TEXT segment byte public 'CODE' 
Line 3 
main proc near 
; Line 4 
mov ax,word ptr DGROUP: i ; 1жі 
тоу word ptr DGROUP: j, ax 
; Line 5 
mov ах, vora ptr DGROUP: i 
shl ax, у 223 
mov а ptr DGROUP: j,ax 
Line 6 
mov Bx,word ptr DGROUP: i 
mov dx,3 
mul dx i 341 
mov word ptr DGROUP: j,8x 
Line 7? 
mov ax,word ptr DGROUP: i 
shi ax, l ; 2*i 
shl ах, 1 4*i 
mov word ptr DGROUP: j,ax 
Line 8 
mov ax, word ptr DGROUP: i 
тоу dx,5 
mul dx 5*i 
mov word ptr DGROUP: ј,ах 
Line 9 
mov &x,word ptr DGROUP: і 
mov dx,6 
mul dx ; 6*i 
mov word ptr DGROUP: ј,ах 
; Line 10 
mov ax,word ptr DGROUP: i. 
mov dx,7 T*i 
mul dx 
mov word ptr DGROUP: j,ax 
; Line 11 
mov ax,Wword ptr DGROUP: i 
mov dx,9 : 94i 
mul dx 
mov word ptr DGROUP: ј,ах 
; Line 12 
mov ax,word ptr DGROUP: i 
mov dx,11 
mul dx ; 11*i 
mov word ptr DGROUP: j,ax 
; Line 13 
mov ax word ptr DGROUP: í 
mov dx,13 + 
mul dx í 131 
mov word ptr DGROUP: j,ax 
; Line 14 
mov ax,word ptr DGROUP: i 
mov dx,15 
mul dx ; 16#%1 
ov word ptr DGROUP: j, ax 
Line 15 
mov ax,word ptr DGROUP: i 
mov dx,17 ; 1723 
© mul ах 
тоу word ptr DGROUP: j,ax 
Line 16 
«теё 
_вајп endp 
ТЕХТ enda 
_BSS segment word public 'BSS' 
public і 
24 label мога 
db 2 dup (?) 
public Jj 
d label мога 
b 2 dup (?) 
,BSS ends 
_ DATA segment word public 'DATA' 
_ве label byte 
.DATA ends 
.TEXT segment byte public УСОРЕ 
үре „таїп 
_ TEXT 
た 


t, 4 倍 程 度 ) の 場合 は , これ まで 見 て き 
だ よう に ,。 多く の コン パイ ラ で 実際 の 掛け 
算 (命令 や サブ プル ー チ ン に よる ) を 人 避け る 
だ め に 。 な ん ら か の 工夫 が され て いま す 。 
— 『 令 を 備え て いる CPU の コン パイ ラ 

ш кен р k ЭЗ hk p t b Set sr us 
о その よう な コン バイ ラテ は 
努力 不足 を 非難 る れ て も 仕方 が な いで し ょ 
ym 

し か し , 掛け 算 も や みく も に 加減 算 や シ 
フト に 置き 換え を る の が 必ず し も いい 結果 を 
生み 出す も の で は な いと いう こと も 認識 し 
で お か な けれ ば な り ま せん 。 だ と えた ば 。 10 
00 倍 を する 場合 。 自分 自身 も を 10 ビッ ト 左 シ 
フト (10246) し た も の か ら , 4 ビッ ト 左 
シメ ヲ ウド あし だ も の 00) と 3 ビッ トシ 
フト (8 倍 ) を し た も の の 和 (24 倍 ) を 引 
ん で 代え ん を 得る ご と か が か て きま す 。 

も っ と も , これ ら の 命令 の 実行 時 間 の 合 


4. 乗算 (XC) 


この リサ スト は XC の 出力 サス ト に 
コメ ント を 付け 加え た も の で す 
include fefunc.h 
О 
COMM 1354 
XREF . ¿main 
XDEF main 
TEXT 
main: 
77 main: 
BRA LI 
L2: 
MOVE.L  .i, Jj 121 
MOVE.L _1,р@ 
ASL.L *1,D0 2*i 
MOVE.L Ре, j 
MOVE.L í, DO 
MOVE.L #3,рІ 
MOVEM. L D@/D1,-(SP) 
FPACK _ СЫМО 3*i 
MOVEM.L (SP)+,D0/D1 
MOVE.L DO, j 
MOVE.L i; DØ 
ASL. L #2,D0 ‚ 4%1 
MOVE.L D0, j 
MOVE.L _i,D@ 
MOVE.L #5,D1 
MOVEM. L рө/р1, -(SP) 
FPACK LMUL ; b*i 
MOVEM. L ПР рё/рі 
МОУЕ.Ь ре, ` 
MOVE.L _ì, DO 
MOVE.L #6,D1 
MOVEM. L D9/D1,-(SP) 
FPACK CLMUL 6*i 
MOVEM.L (SP)+,D9/D1 
MOVE.L BDO, j 
MOVE.L _1,р0 
MOVE.L #7,р1 
MOVEM. L D@/D1,-(8P) 
FPACK смо tti 
MOVEM. L (SP)+,D0/D1 
MOVE.L De, j 
MOVE.L int 
MOVE.L #9 
MOVEM. L 00701, үз! 
FPACK CLMU ; 9*i 
MOVEM.L (SP)*, бело 
MOVE.L D0, j 
MOVE.L _1, ро, 
MOVE.L #11 
MOVEM. L но. -(SP) 
FPACK CLMUL ; 1194 
MOVEM.L (SP)*,D0/D1 
MOVE.L Ре, 3 
MOVE.L i ре, 
MOVE.L 
MOVEM.L dive - (5P) 
FPACK .,CUMUL 11321 
MOVEM.L rie, D@/D# 
MOVE.L DO, 5 
MOVE.L _ 
E. [5,D1 
MOVEM.L D0/D1,-(SP) : 
X РАСЕ СЫМО ; 15%1 
MOVEM.L (SP)+,D0/D1 
MOVE.L DO, . 
MOVE.L __ 1,50 
MOVE.L 17.D1 
MOVEM. L D@/D1,-(8P) 
FPACK Сом. ; 1735 
MOVEM.L (SP)+,D0/D1 
MOVE.L D0, j 
L3: 
UNLK A6 
š RTS 
L1: 
LINK A6,40 
BRA L2 
.DATA 
EVEN 
END 


計 が 掛け 算命 令 で 1000 倍 を する 場合 よ 2 
《 く な る か どう か は わか り ま せん 。 特 に 

リ の ウエ イト 数 が 多い と き は , 命令 の フェ 
ッ チ が 遅く な る 分 , 命令 数 が 多い ин. 
シフ ト の 組み 合わ せ は 不利 に な り ま す 。 こ 
の だ た だめ, どこ ら 辺 で 見 切り を つけ て 実際 に 
掛け 算 (命令 や サブ ルー チン ) を 行っ た ら 
ょ いか は か な り 難 し い 間 題 な の で す 。 ち な 
み に Sun-3 の UNIX 上 の C コ ン パ イラ は , 

定数 値 を 掛け る 場合 は 絶対 に 加減 算 と シフ 
ト の 組み 合わ せ を 用 いて 計算 し て いま す ( 少 
だ なく と も 1000 人 悟 ま で は そう で し た )。 


p 絢 要素 へ の アク セス 


iu Ned Noida A タ 構 造 
は 頻繁 に 用 いら れ ま す 。 当然 , アモ ンプ ブリ 
言語 で プロ グラ ミン グ を 行う 場合 も 配列 の 
使用 頻度 は 高い と 思わ れ ま す 。 ア セン ブリ 
言語 で 配列 を 実現 する 場合 , 1 次 元 配 列 な 
ら 何 と か な り そ う で す が , 2 次元 配列 。 3 
次 元 配列 , 4 次 元 配列 。…… , は どう すれ 
ば よい の で し ょ うか 。 と いっ て も , 現実 の 
使用 は 2 次 元 ま で の 配列 で こと 足り る こと 
が 多い (@C は 2 次 元 配列 まで し か サポ ー 
ト し て いま せん ) КЊ, ここ で は 1 次 元 配 
列 と 2 次元 配列 の 要素 ヘア クセ ス す る た め 
の コー ド を 見 る こと に し まし ょ う 。 

リス ト 4 が @C, Turbo С, XC の 各 コ ン 
パイ ラ が 1 次 元 配列 。 2 次 元 配列 の 要素 を 
アク セス する 場合 の コー ド で す が , これら 
は まっ た だ く 人 同一 の ュー ド (アル デリ ズム ) 
みた いで す 。 コンパ イラ の コー ド の 出し 方 
が ひと つ し か な いと いう こと は 。 その 方 法 
が 配列 要素 を アク セス する た め の 常 識 と い 
うこ と な の で し ょ う 。 


アル ゴリ ズム 10 үзө ` 


pega 
アル ゴリ ズム I 2 


_ ー iè lk” к y7} 


アル ゴリ ズム 18 jsa 
u "P — i 9 2 — u 
ーー mend LM eem 


— ー : | а – I * | 


1 次 元 配列 の 要素 に アク セス する た め の 
方 法 を アル ゴリ ズム 21 に , 2 次 元 配 列 の 要 
素 に アク セス する だめ の 方 法 を アル ゴリ ズ 
22 に 示し ます 。 о, アル コリ スム 2 や 
22 は や だ た だら 複雑 そう で す が , 添字 の 値 が 定 
数 で 与え られ た 場合 は , コン パイ ル を する 
時 点 で 要素 の サイ ズ と の 掛け 算 が で きる の 
C, も っ と 少な い 手 順に な り ま す 。 たとえ 
ば , int 型 の 配列 を 読む , 

v 三 al 2 | 
と いう 式 に 対す る コー ド を , 

move.] #2 , dO 

asl. 1 #2, dO 

add. 1 # a, 40 

тоуе.! 40, a0 

move.] (a0), 
ыр йз ра жеу 
パイ ラ は まず な い は ず で , 通常 は , 
.at8, v 
こい フラ ラー ド を 出す で し ょ う 。 この 場合 の , 

a +8 
D8 と いう 値 は , 

2 (WS £ Of.) x 4 (int 型 の サイ ズ ) 
ао еа е ЕУ Ше FU SOLO 
Ка 

アル ゴリ ズム 21 と 22 に つい て も っ と 解説 
し まし ょ う 。C 言 語 に お いて 。 1 次 元 配列 
は メモ リ 内 に 添字 が 小さ い 順 に 割り 当て 6 
れ ま す 。 メ モリ の アド レス 空間 は 1 次 元 で 
すか ら , これ は 自然 な 割り 当て と いえ ます 。 
し た が っ て , ある 添字 を 与え た と き の 配 列 
要素 は , 配列 の 先頭 アド レス か ら , 

Ur x АЖО Ж (バイ ト ) 
離れ た アド レス で アク セス で きる の で す 。 
これ が アル ゴリ ズム 21 の 意味 で す (説明 す 
る は ば と の こと て も な いか ) 


ば か 正直 に , 


move. ] 


アル ゴリ ズム 17 j-6*i | 
imp — | + i 
imp2 — imp + tap 
j — imp + tmp2 


ーー レナ テリ タレ リー — 
tap — 1*3 v 
00 0M 3M 13) 
j — inp + 2 
(783° 9A* T た は 12) 


アル ゴリ ズム 19 jeT*io 

u tap *ー аё ЗЕ мана) | 
4 – tap - ! — 
アル ゴリ ズム 20 je 


tmp 166 s u 
OM 94" ic な は 19) | 


一 方 , 2 次 元 配 列 を メモ リ に 割り 当て る 
場合 は , 2 次 元 の デー タ 構 造 を 1 次 元 の メ 

モリ に 適合 する よう に 並べ 換え な く て は な 
り ま せん 。C 言 語 で は 2 次 元 配列 を メモ リ 
に 割り 当て る 場合 は , 行 の 番号 の 小さ いも 
の が 先 ( 低 じ アド レス ) に , 同じ 行 番号 で 
は 列 の 番号 の 小さ いも の が 先 に な る よう に 
し て いま す ( ち な み に FORTRAN の 2 次 元 
配列 は , 列 の 番号 の 小さ いも の が 先 に , 同 
じ 列 番号 で は 行 の 番号 の 小さ いも の が 先 に 


な っ て いる )。 だ と えば , int 型 の 2 x 3 の 

2 次 見 配列 , 
int А[2][3] 

で は , それ ぞ れ の 要素 は . メモ リ 上 に , 
А[0][0] #0147 第 0 列 
А[0]1] 第 0 行 #19 
A[0][2] #0147 第 2 列 
А[1][0] 第 1 行 Som 
A[1][1] #1147 第 1 列 
A[1][2] #117 第 2 列 
A[2][0] #217 第 0 列 
A[2][1] #2417 B17 
A[2][2] $21rT #27 


と いう 順序 で 割り 当て られ ます 。 

この 順序 を 見 れ ば , 行 の 番号 が i, 列 の 
番号 が j」 で ある よう な 2 次 元 配 列 の 要素 を 
アク セス する だ た め に は , まず 最初 は 行 の 番 
な に 注目 し て Ali][0] の 位置 (アド レス ) 
を 求め , そこ か ら は 1 次元 配列 で j 番目 の 
要素 を アク モス する の と 同様 に すれ ば よい 
こも が お わかり ま す 。 で これ が デル コリ ペン 22 
の 意味 で す 。 あ る 行 番号 I: E x Ei に 対 
する 第 0 列 の アド レス は , を の 直前 まで の 
要素 の 個数 を 計算 すれ ば 求 ま り ます 。 ま た 
アル ゴリ ズム 21 と 22 は 配列 要素 を 読む 場合 
を 示し て いま す が , 配列 に 書き 込む 場合 も 
同様 で す 。 

と ころ で , 配列 を アク セス する アル ゴリ 
ズム 自身 は 1 種類 し か あり ませ ん が , それ 
を 実際 に 行う と しき の コ ユー ド の 出し 方 (FE 5 
いう 命令 や アド レッ シン グ を 用 いる か ) に 
は いろ いろ かな 方 法 が あり ます 。 こ の 配列 へ 
の アク セス の 方 法 が どの よう な 命 令 列 で 実 
現さ る され て いる の か を 見 れ ば , ユン パイ ラ 設 
計 者 の セ モンス が 判っ て し まう くら い の バ リ 
エー ショ ン が あり ます 。 もちろん, 780; 
どの アド レッ シン グモ ー ド の 種類 が 少な い 
CPU の コン パイ ラ に お いて は , 誰が 考え て 
も 同じ よう な 命令 列 に な っ て し まい ます が , 
68000 な どの 豊富 な アド レッ シン グモ ー ド を 
持つ CPU の コン パイ ラ で は 読む 人 を うな ら 
せる よう な コー ド を 出し て ほし いも の で す 
ね 。 

リス ト 4 で , XC は , 


特集 C で アセ ンプ ブリ 言語 の 勉強 を 93 


v=b[3][j] 
と いう 記述 に 対し て , 


move.] j, 40 


asl. 1 ШО, 

аад. 1 #120+ b, 40 
томе. ! 40, a0 

move.l] (a0) , v 


と いう 無難 な コー ド を 出し て いま す が 。 5 
un-3 の UNIX 上 の CC コン パイ ラ (680103 
ー ド を 出力 きせ だ とき ) で は , 


move.! j, dO 


asl. 1 #2., 
lea _b 十 120 , a0 
тоуе. 1 0(a0, dO.]) , v 


と の う 当 ンド を 出力 上 て. ルン デック スグ 
ド セ レッ シ ジ シグ の は この よう に 使う の だ と いう 
例 を 見 せ て くれ る の で す ( も ちろ ん 68000 で 
b 実行 可能 な コー ド で す よ ょ よ ) 


最後 に 


ここ まで , いく つか の C 言 語 の 記述 に 
らい て コン パル ジラ が と の よう な コー ドイ 
出力 する か を 見 て きま し た 。 今回 は ペー ジ 
数 の 都合 な どか ら , ルー アプ , 選択 , 掛り 算 , 
配列 に 関す る C 言 語 の 記述 に 対す る コー ド 
し か 紹介 する こと が で きま せん で し た が , 
を その な か に も な る ほど と うな ら せ る よう な 
ュー ド が あっ た と 思い ます 。 こ れ 以 外 の 例 
ども し て は 。 

構造 体 の アク セス 

共用 体 の アク セス 
ビッ ト フ ィ ー ル ド 

の 記述 に 対す る コー ド も 面 日 そう な の で す 
3, これ ら に つい て は 短い サン グル を 作っ 
с, 自分 で コン パイ ル し て みる こと を 勧め 
К 


アル ゴリ ズム 21 v-Ali] 


imp — i u 
imp — tap * 0) 342 
tmp2 — агејгејоућ уд 
v + *(imp2 + imp) 


注 ) *(tmp2 二 tmp) は tmp2 十 tmp で 計算 され る 
アド レス で 示さ れる メモ リ の 内 容 を 示す 


アル ゴリ ズム 22 v=BÍi][j] 


tap て i 

{вр < tap * BEAUV 

imp — tap * 宮 言 し た 行 の 数 
(У OR X VD 

tmp2 — j | 

tmp2 — tmp2 * 要素 の 312" 

tmp3 — bL[9][6] の 7 アト "ルス メ 

v + +*(tmp3 + tmp2 + tmp) 


jÈ) *(tmp3 十 tmp2 二 tmp) は tmp3 十 tmp2 十 tm 
p で 計算 され る アド レス で 示さ れる メモ リ の 内 容 
を 示す 。 
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Oh! X 1988.7. 


ДАДЕ ИВ Би IS qe 
出力 を 生成 する オプ ショ ン が 備え ら 
れ て いま す (残念 な が ら CC に 


== =н 
F3 HH 


432) P5, 


う 類 わ し い 


CL T, 


実は 今回 , 


を 比べ て みた 
紹介 で きま せん が ) の で す が , 
出力 が 少し ずつ っ 違っ て いて , 同じ こと を す 


それ を 使え ば , 出 て き 


は が い の で 
JW 
ジ シェ クト ブロ グラ ム を デパ バック で 作 う と い 
操作 を し な が なく て すむ で し ょ う 。 
ユン シ パオ ララ の 出力 ポ が る コー ド 
を 見 る 場合 は びき る だ け 多 く の コ ン パ イラ 
の ユ コード を 比較 する の が いい と 思い ます 。 
9 種類 の C コ ン パ イラ の コー ド 
(も ろ も ろ の 事情 で すべ で て を 
それ ぞ れ の 


る の 


stu m 


参考 に な り ま し た 。 


また だ た, 賢 そ う 


に も や り 方 が ある の か と 大 変 


に 見 える (最適 化 を 売り 物 


に し て る ) コン パイ ラ で も , ある 場合 


どう し よう も な に ュー ド を 出し て いた うり, 
また その 逆 も あっ だ た だり て , 


時 を 過ごせ た の で す (うー ん 


な ) 


e C, 来 月 号 で は 今回 得 た 知識 を ベー ス 
C 詩 語 ほ アセ ネン グリ 言 語る も リサ シク し 
て 活用 する 特別 講義 を . も う 一 度 開講 する 
ЕС СА 今 且 の と ころ は この て ら 
いて お し まい に 
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1. 配列 (C 言 語 ) 


int 
int 
main( 


( 


) 


POP 
RET 


a[10],b[10][10]; 
1,ј,У; 


< < < < < < 
H NH H H H H 
c 
em 
© 
d 
==“ 


та ти 


BC 


HL,( a*6) у 5(3] 
(У) НЕ 


HL,( 1) 
HL,HL NE 2: 


HL,DE ; atii 


HL,( .b*68) 
(уз, RL 


; 6823%10»%2+4»%2 513114) 


; 20%1-10%1%2 
HL,DE : ; b[ill4] 


; 22) : 
; 602381082 bf3119} 


HL,DE ; bl311j1 
HL 
H, (HL) 
HL, i} 
e 


USMUL ; 2083 — 
+ 5 не 


HL,HL ; 2*j 
i bliltjl 


` の リス КЕ f u o б £" ガリ スト 
пахукжн "n A の も の で す 
пате nd 
.TEXT segment byte public 'CODE' 
DGROUP group _В 
assume св: TEXT,ds;DGROUP, ss: DGROUP 
TEXT ends 
.DATA segment о public DATA? 
de abel yt 
„ЮАТА епав 
,BSS segment word public 'BSS' 
be label byte 
.BSS ends 
TEXT segment byte public 'CODE' 
; bine 4 
,main proc near 
; Line 5 


,main 
TEXT 
,BSS 


4. 
; 
; 


L3: 


L1: 


ends 
segment 
label 
ends 
segment 
public 
ends 
end 


まし よう うら 


配列 (XC) | 


な か な か 楽し い 
少し 異常 か 


ах,чога ptr DGROUP: а+6 ; 813] 
word ptr DGROUP: v,ax 
bx,word ptr DGROUP: 1 
bx,l ; 2*4 
ах, word ptr DGROUP: .a(bx] ; alil 
word ptr DGROUP: у,ах = 
ax,word ptr DGROUP: b+68 ; b[3]I41] 
word ptr DGROUP: v,ax 
ах нога NT DGROUP: i 
dx,20 2 
dx m $ 2 ひま は 
bx,ax ` ` š 
ax, word ptr DGROUP : _bibx+8] ; bfill4] 
word ptr DGROUP: v ax o : 
bx,word ptr DGROUP: j : 
bx,1 i 23 
ax,word ptr DGROUP: _btbx691 で も も きま 3} 
мога ptr DGROUP: via | 
ax,word тү DGROUP: í ` 
dx, 29 С 
ах i 20ti 
bx,ax : ges 
Ax, Mord mr DGROUP: j po 
ax,1 5 y зај ` 
: bx,ax | |; x 
ax,word ptr DGROUP: _bibx] ‚ efilt3jl 
word ptr DGROUP: v, ax pm 
1 sore public Bes 
Zord 
2 dup er 
s 
мога + 
200 dup R 
2 x trt 
: Бога : 
20 aup | 
word 
2 dup (n 
word рине "ВАТА 
byte 
byte um 'CODE 
main ; 
ト X 出 カ ガリ スト に 
を 付け 加え た も の で す 
fefunc.h 
8,40 
;b,400 
1.4 
24314 
_ V 4 
main 
main 
Lt ; вїлез4. 
12+а, У ; 2131 12z3*size 
11,00 
$2,D0 ; i*size 
$ 2,00 
DO, AO ; ali] の アド レス 
(АӨ), v 
1364 b, v ; bf3]t4] 136-z34sizeti0*dtsize 
n 55 S 
DUM s 
CLMUL ; 40*i 40-10tsize 
{Sp)+。D9/D1 ; | 
#16+ b,DO ГЫНА OY F L X 
DO, AG ; 1654%зв1ше 
(А0), У : 
Ј,ре 
2 pe у jtsize 
nie b, DO ; bE31E3] の アド レス 
0@,А ; 120:3%8122%18 
Ин zw 
us б. 5 
#10,р 
uo S inii 
СМ ; 1051 
(SP)*,D0/D1 : 
„0,20 у 19%1%) š 
#2,D0 ; вїше%(10%1+)) 
* b,DO ; {11101 の アド レス 
D0,A0 š 
(40), v 
A6 
Ab,40 
も 2 


e 特 集 実践 言語 か ら の 誘惑 


Appendix Cz = = E 


易 リ ファ レン ス 


C 言 語 に は 覚え な けれ ば いけ な い 書 式 や 文法 に 関す る 約束 ご と は それ ほど 多く 
は あり ませ ん 。 逆 に いえ ば 文法 より も , プロ グラ ム の 動作 に 関す る 本 質 的 な 理 
解 が 重要 と いう こと で す 。 プ ログ ラミ ング 時 や , 掲載 され た プロ グラ ム テ キス 
ト を 読む 場合 , 必要 に 応じ て この リフ ァ レ ンス を 参照 する と よい で し ょ う 。 


この リフ ァ レ ンス は XC の 書式 に 基づい て 作成 きれ た も の で 。 ラン ゲー ジ シ リー 
х (aC) や Small C と いっ だ サブセット 版 の C じ コン パイ ラ で は サポ ー ト され て 
いな い 機 能 ち も ある の で ご 注意 くだ きい 。 


プロ グラ ム は 関数 の 集合 と し て 表現 され ます 。 各 関数 の 
処理 は | と | で くく られ た 内 容 を 実行 し た あと 呼び 出さ 
れ た と ころ に 復帰 し ます 。 また, すべ て の 関数 は 個別 に 
コン パイ ル す る こと が で きま す が , プロ グラ ム に は 最初 
に 実行 され る main 関 数 が どこ か に ある こと か が 必要 で す 。 


関数 の 宣言 (フォ ワー ド 宣 言 ) 
関数 の 型 関数 名 (引数 の 型 ) : 
(引数 の 型 定 言 は 省略 可 。 宣言 し た も の を , 特に プロ ト タ イ プ 宣 言 と 
いう こと も ある ) 
関数 の 定義 
関数 の 型 関数 名 (引数 リス ト ) 
引数 宣言 
| 
変数 の 宣言 
関数 の 本 体 
| 
関数 main 
プロ グラ ム は 必ず この main( ) か ら 実 行き れる 。 
void main(argc, argv, envp) 
int argc ; 
char * argv[ ]; 
char * envp[ ]; 
引数 の 意味 は 
argc コマ ンド ライ ン パ ラメ ー タ の 個数 
агу 各 コ マン ドラ イン パラ メー タ を 指す ポイ ンタ の 配列 
enVD…… オ ペレ ー テ ィング シス テム の 環境 変数 や 指す ポイ ンタ の 配列 


変数 の 宣言 や 関数 呼び 出し , 代入 文 な どの 式 に は 必ず : 
を 付け る 必要 が あり ます 。 ま た , C に は 行 の 概念 は な く , 
; に よっ て 複数 の 文 を 列記 する こと も 可能 で す 。 


Ру : 
Hx =; 
複 文 x x x 


制御 構造 


C に は プロ グラ ム の 流れ を 管理 する も の と し て , 次 の よ 
うな 制御 文 が 用 意 さ れ て いま す 。 同時 に いく つも の 文 を 
制御 し た い 場 合 に は 複 文 を 用 いる こと が で き , 空 ル ー プ 
な ど を 作り た い 場 合 に は 空 文 を 使用 し ます 。 


while( 式 ) sx 
式 の 値 が 真 で ある 間 , 文 を 繰り 返し 実行 する 。 
do 3r while (3) ; 


文 を 実行 し , 式 の 値 が 真 で あれ ば 繰り 返す 。 

for (初期 化 式 : 条件 式 : ルー プ 文 ) x 
初期 化 式 を 実行 し その あと 条件 式 。 文 . ルー プ 文 の 順に , 条件 式 の 
値 が 真 で ある 間 繰 り 返 し 評価 ・ 実 行 す る 。 


break : 
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ルー プ を 強制 的 に 終わ ら せ る 。 
continue : 

次 の 繰り 返し の 最初 に 実行 を 移す 。 
ff( 式 ) 文 1 else Xx 2 

式 の 値 が 真 な ら 文 1 を , 偽 な ら 文 2 を 実行 する 。 
switch (5X) 

case 定数 式 : X 

case 定数 式 : X 


default : x 


式 の 値 が 定数 式 と 一 致す る case 以 降 (と の 定数 式 と も -- 致 し な けれ ば , 

default 以 降 ) の 文 を すべ て 実行 する 。 ふ つう は 文 の 最後 に break 文 を 

ANT, 実行 が 終わ る と プ ブロッ ク の 外 に 脱出 で きる よう に する 。 
return (5%) ; 


геїигп ; 
関数 の 戻り 値 を 式 の 値 と し て 関数 を 終了 さる せる 。 2 番 日 の 書式 は void 
型 関数 の も の 。 

goto ラベ ル 


無 条件 に ラベ ル の 場所 へ ジャ ンプ する 。 ラ ベル は 同じ 関数 の 中 に な く 
て は な ら な い 。 


C で は 豊富 な デー タ 型 を サポ ー ト し て いま す が , 最も よ 
く 使わ れる の は char 型 と int 型 で , これ に double 型 く ら い 
を 覚え て お け ば よい て でしょ 3 う 。 


デー タ 型 


整数 型 

рећи 
char (文字 型 ) 8 ビッ ト 
int 32(16) ビッ ト 
short int (short) 16 ビ ッ ト 
long int (long) 32 ビ ッ ト 

す ヶ な し URZO) 
unsigned char (文字 型 ) 8 ビット 
unsigned int (unsigned) 32 ビ ッ ト 


unsigned short int (unsigned short) 16 ビ ッ ト 


unsigned long int (unsigned long) 32 ビ ッ ト 
浮動 小数 点 型 

float 32b > F 

double 64 ビ ッ ト 
その 他 | 


enum (列挙 型 ) 

void (戻り 値 が な い 関 数 の 型 ) 
ib) 上 記 の ビッ ト 長 は XC に 準拠 し た も の で す 。 な お , 8 ビッ ト 機 また は 
8086 用 の C の 場合 。 int 型 は 16 ビ ッ ト と な り ま す 。 


定数 表現 それ ぞ れ に 特 


C で 扱う 定数 に は 次 の よう な も の が あり , 
有 の 表記 方 法 が と られ て いま す 。 


整数 定数 (int 型 に な る が , 定数 の 終わ り に し か | を 加え る と long 型 に な る ) 
10 進 数 nnn (0 で 始ま っ て は いけ な い ) n は 数 字 。 
8 進数 0nnn 
16 進 数 0xnnn 
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浮動 小数 点 定数 (double 型 に な る ) 
小数 点 表 現 nn. nnn 
指数 表現 nn.nnE キ nn 
文字 定数 (char 型 に な る ) 
"(9 バイ ト の 文字 ′ 文字 に は エス ケー プシ ー ケ ンス も 含ま れる 。 
文字 列 定数 (char 型 の 配列 に な る ) 
“文字 列 " エス ケー プシ ー ケ ンス を 合 ん で よい 。 
エス ケー プシ ー ケ ンス …… 特殊 な 文字 の 表現 に 使う 。 1 バイ ト 。 


Yn 復帰 改行 
\t 水平 タプ 
. Ми 垂直 タブ 
wb バッ クス ペー ス 
\r 復帰 
yf 改 ペ ー ジ 
\a Wu WV 
м’ シン グル クォーテーション (0) 
ү” Д S кау.) 
үү 円 記号 (У) 
\nnn 8 進数 で 表 き れ た ASCII 文字 
\xnnn( \Xnnn) 16 進 数 で 表 き る れ た ASCII 文 字 


per 
変数 は 使用 する 前 に 前 記 の デー タ 型 を 宣言 し な けれ ば 
な り ま せん 。 た だ し 先頭 の 記憶 クラ ス は , 多く の 場合 
省略 する こと が で きま す 。 


enum 型 以外 
記憶 クラ ス 型 名 変数 名 初期 化 定数 , 変数 名 , …, 変数 名 : 
enum 型 
enum タグ 名 | 識別 子 リ スト | 変数 名 : 
変数 名 を 省略 する と, 型 宣言 に な る 。 


記憶 クラ ス  C で は 変数 の 記憶 方 法 に よっ て , 関数 が 呼び 出さ れ た 
と き に だ け メ モリ 上 の スタ ッ ク 領 域 に 変数 が 発生 する 
動 的 な 変数 と , メモ リ に 常駐 する 静 的 な 変数 , そし て 
レジ スタ に 直接 記憶 する レジ スタ 変数 が あり ます 。 ま 
た , 変数 が 通用 する 範囲 も 大 域 的 な も の と 局所 的 な も 
の と に 分 か れ ま す 。 これら の 概念 を まとめ た も の か が 次 
の 4 つの 記憶 クラ ス で す 。 

auto 内 部 レベ ル メモ リ 上 , 動 的 宣言 ブロ ッ ク 内 の み 

register 内 部 レベ ル レジ スタ 内 宣言 ブロ ッ ク 内 の み 

static 任意 の ウレ ベル RÆVE, 静 的 宣言 ブロ ッ ク 内 の み 

extern 任意 の レベ ル хе) E, 静 的 フ プログ ラム の すべ て の 

範囲 | 
typedef 型 名 の 定義 


同じ デー タ 型 の 要素 の 集合 で す 。 配 列 の 添え 字 に は [| | 
が 利用 され ます 。BASIC と 違っ て A[IO] と 宣言 する と 
0 一 9 の IO 個 が 確保 され ます 。 


配列 の 宣言 
配列 の 型 配列 名 [要素 数 ] [要素 数 ]-…[ 要 素数 ] ニ | 初期 化 要素 | : 
要素 数 と 初期 化 要 素 は 定数 式 で な く て は な ら な い 。 な お , 初期 化 要 素 


は 省略 可 。 
構造 体 型 の 異な る 複数 の 変数 や 配列 を 組み 合わ せ た 集 合 を , 
ひと つの 新しい デー タ 単 位 と し て 扱う と いう も の で す 。 
構造 体 の 宣言 


struct JFB | メン バ 名 :…: メ ン バ 名 :| 変数 名 = | 初期 化 要 素 | : 
タグ 名 は 構造 体 の 型 名 。 
タグ 名 , 変数 名 , 初期 化 要 素 は 省略 可 。 
ビッ ト フ ィ ー ル ド で メン バ を 宣言 で き る 。 書式 は 次 の と お り 。 
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unsigned メン バ 名 : 定数 式 : 
構造 体 の 参照 
構造 体 変 数 名 . メ ン バ 名 
構造 体 へ の ポイ ンタ 変数 名 一 > メンバ 名 


共用 体 同じ 領域 に 格納 され た 値 を , 複数 の 異な る 変数 名 で 共 
用 で きる よう に する も の で す 。 それぞれ の 変数 は 違う 


型 で あっ て も か まい ませ ん 。 


共用 体 の 宣言 
union タグ 名 | メン ババ 宣言 リス ト | 変数 名 = | 初期 化 要 素 ! : 


タグ 名 は 構造 体 の 型 名 。 
タグ 名 , 変数 名 , 初期 化 要素 は 省略 可 。 
ビッ ト フ ィ ー ル ド の 指定 は 不可 。 
共用 体 の 参照 
共用 体 変 数 名 . メ ン バ 名 
共用 体 へ の ポイ ンタ 変数 名 > メン バ 名 


C に は 非常 に 多く の 演算 子 が 用 意 さ れ て いま す 。 これ 
ら の すべ て を 覚え て お く 必 要 は あり ませ ん が , いずれ 
も プロ グラ ミン グ の 実情 に 合わ せ て 作ら れ た も の で す 。 
特に イン クリ メン ト ・ デ クリ メン ト 演 算 子 は , ブロ グ 
ラマ に と っ て 利用 効果 の 高い も の で し ょ う 。 


算術 演算 子 (演算 の 結果 を 式 の 値 と する ) 


a+b 加算 (a 足 す b) を 行う 。 

a—b 減算 (a 引く b) を 行う 。 

ー а 負 符 号 を つけ る (マイ ナス a )。 
ажр 乗算 (a 掛 ける b) を 行う 。 

a/b 除算 (a 割 る b) を 行う 。 

a 26b 剰余 (a を b で 割っ た 余り ) を と る 。 


関係 演算 子 ( 式 の 値 は , 真 の と き 1 で , 偽 の と き 0) 


a==b a も bb は 等 し で 。 

а != а БИС 
а< 6 a は b よ り 小 さい 。 
a <=b a は b 以 下 で ある 。 
a»b a は b ょ より 大 きい 。 
a>=b a は b 以 上 で ある 。 


論理 演算 子 ( 式 の 値 は 関係 演算 子 と 同じ 。 0 以外 は 真 上 と みなす ) 


a&&b 論理 積 (AND : a が 真 か つ b も 真 ) を と る 。 
allb 論理 和 (ОК: a が 真 ま た は b が 真 ) を と る 。 
la 論理 否定 (NOT : a が 偽 ) を と る 。 
イン クリ メン ト ・ デ クリ メン ト 演 算 子 
а++ a を 式 の 値 と し , a 填 1 の 値 を a に 代入 する 。 
tta a 寺 1 の 値 を a に 代入 し , それ を 式 の 値 と する 。 
а 一 一 a を 式 の 値 し とし, aー1 の 値 を a に 代入 する 。 
ーーa a 一 1 の 値 を a に 代入 し , それ を 式 の 値 と する 。 
ビッ ト 演 算 子 (結果 を 式 の 値 と する ) 
a&b ビッ ト ご と の 論理 積 (AND) を と る 。 
alb ビッ ト ご と の 論理 和 (OR) を と る 。 
a^b ビッ ト ご と の 排他 的 論理 和 (XOR) を と る 。 
= А ビッ ト ご と に 反転 する (NOT) 
シフ トト 演算 子 
a>>b a の 値 を b ビ ッ ト 右 に シフ ト し, 式 の 値 と する 。 
a <<b a の 値 を b ビ ッ ト 左 に シフ ト し, 式 の 値 と する 。 


代入 演算 子 (C で は 代入 も 式 と し て 扱う 。 代 入 し た 値 ( 右 辺 値 ) を 式 の 値 と する ) 
а=р b の 値 を a に 代入 する 。 
a+=b a+b の 値 を a に 代入 する 。 
а—= a—bOflü* a に 代入 する 。 


аж=р a*b の 値 を a に 代入 する 。 
а Z=b a/b の 値 を a に 代入 する 。 
a%=b a%b の 値 を a に 代入 する 。 
a&=b a&b の 値 を a に 代入 する 。 


а | =b а | b の 値 を a に 代入 する 。 
a^-b a^b の 値 を a に 代入 する 。 
а>>=>р a>>b の 値 を a に 代入 する 。 
a くく =b a くく b の 値 を a に 代入 する 。 
条件 演算 子 
a?b:c а を 評価 し , 真 な ら b, 偽 な ら c を 式 の 値 と する 。 
カン マ 演 算 子 (逐次 評価 ) 
a。b,…,c 式 を 左 か ら 順 に 評価 し , 最後 に 評価 し た 値 を 式 の 値 と する 。 
アド レス 演算 子 と 間接 演算 子 
&a a の アド レス を 式 の 値 と する 。 
жа ポイ ンタ 変数 a が 指す アド レス の 内 容 を 式 の 値 と する 。 
メン バ 参 照 演算 子 (参照 し た 値 を 式 の 値 と する ) 
a.b 構造 体 ・ 共 用 体 a。 の メン バ b を 参照 する 。 
a—> b 構造 体 ・ 共 用 体 a。 て の ポイ ンタ か ら メ ン バ b を 参照 する 。 
sizeof 演算 子 
sizeof a а に 割り 当て られ て いる 記憶 領域 の バイ ト 数 を 値 と する 。 
型 キ ャ スト 演算 子 
( 型 名 ) a a の 値 を ( 型 名 ) の 型 に 変換 し , 式 の 値 と する 。 
プリ プロ セッ サザ サ |  C で は コン パイ ル に 先立っ て , さま ざま な マク 
ロロ 定義 を 展開 し た り , 外部 ファ イル を 取り 込ん 
だ りす る 前 処理 が 行わ れ ま す 。 こ の プリ プロ セ 
ッ サ 機能 を 生か すこ と に より , ソー スリ スト を 
簡潔 な 読み や すい も の に で きる わけ で す 。 
マク ロ 定 義 


# define 識別 子 文字 列 
#define 識別 子 (引数 リス ト ) 文字 列 
ソー スプ ブロ グラ ム 中 の 識別 子 を 文字 列 で 置き 換え る 。 
文字 列 は 省略 可 だ が, その 場合 識別 子 は 削除 きれ る 。 
#undef 識別 子 
寺 define に よる マク ロ 定 義 を 取り 消す 。 
# деНпе ~ £undefC, マク ロ 定 義 の 範囲 を 指定 で きる 。 
ファ イル 取り 込み 
#include “ファ イル 名 " 
#include < ファ イル 名 > 
ファ イル 名 で 指定 され た だ インク ルード ファ イル を 取り 込む 。 


条件 付き コン パイル 

#if コン バイ ル 抑 止 条件 式 
; ブロ ッ ク : 

# elif コン パイ ル 抑 止 条 件 式 
: ブロ ッ ク : 

# elif コン バイ ル 抑 止 条件 式 
: ブロ ッ ク : 

# endif 


ュ ン パイ ル 抑 止 条件 式 は 定数 式 。 
この 値 が 真 (0 以外 ) で ある プロ ッ ク を コン パイ ル す る 。 
defined 識別 子 
ュ ン パイ ル 抑 止 条件 式 し し て 使う 。 
識別 子 が すでに define で 定義 きれ て いれ ば 真 に な る 。 
#ifdef 識別 子 
#ifndef 識別 子 
# иде Х #if defined と 同じ 。 半 ifndef は その 逆 。 
行 制御 
# line 定数 “ファ イル 名 " 
コン パイ ラ 内 部 に 記憶 きれ て いる 行 番号 と ファ イル 名 を 変更 する 。 


よく 使用 され る 基本 的 な 入出 力 関数 に つ 
いて まとめ て お きま し ょ う 。 入 出力 対象 
は 特に 指定 し な けれ ば コン ソー ル に な り 
ます 。 つ まり , キー ボー ド が 標準 入力 で 
スク リー ン が 標準 出力 に な る わけ で す 。 

た だ し , 入出 力 リ ダイ レク ショ ン に より , 


代表 的 な 入出 力 関数 


а ua А 


1 文字 入出 力 
プリ プロ も セッ す サ て で “aono h” を イオ インクルード し て お さく 。 
putch(c) ; 
引数 : int 


戻り 値 : void (な し ) 
機能 : コン ソー ル に 文字 c を 出力 する 。 


getch( ); 

getche( ); 
引数 : な し 
戻り 値 :int 


機能 : コン ソ ツール か ら 1 文字 読み 込み , その 値 を 返す 。 
getche に は 入力 エコ ー バ ッ ク あ り 。 
文字 列 入出 力 
プリ プロ セッ サ で "шо" を イン グル ー ド し て お むく 〈。 
printf(format string[, arg, …]) ; 
引数 : (format string) 書式 文字 列 へ て の ポイ ンタ 
(ふつ う は 文字 列 を 直接 書く ) 
(arg) 任意 の 型 
戻り 値 :int (出力 し た 文字 数 を 返す ) 
機能 : 連続 し た 文字 を 標準 出力 stdout に 出力 する 。 
引数 arg が あれ ば , format_string に 指定 し た 書式 で 出力 する 。 
表示 文字 列 と , arg の 書式 文字 列 を 混在 る せる こと が で きる 。 
書式 は る さま ざま に 指定 でき る が , 主 な 例 を 以下 に 示す 。 
printf(“ 変 数 の 値 は それ ぞ れ 2%d, %d4 C+”, decl, dec2); 
符号 付き 10 進 整数 を 出力 する 。 
printf("%.5u 個 の フ ァイル が 存在 し ます ", дес); 
符号 な し 10 進 整数 を 5 桁 の 欄 に 出力 する 。 
printf(“" ア ドレ ス : 26.4X", hex) ; 
符号 な し 16 進 整数 を 4 桁 の 欄 に 出力 する 。 
printf( “% +. 10Р" "C$", аы); 
double 値 を 小数 点 以 下 10 桁 まで 出力 する 。 
printf(“" あ な た の 体重 は 22e グ ラム で す "。 dbl) ; 
double 値 を 指数 表現 で 出力 する 。 
printf 押 され た キー は 2%c で す "。 chr) ; 
1 文字 出力 す る 。 
printf(“ 氏 名 : %.85", str) ; 
文字 列 を 最大 8 文字 出力 する 。 
この str は ポイ ンタ に な っ て いる 。 
scanf(format string [, pointer, …]) : 
引数 : (format string) 書式 文字 列 へ の ポイ ンタ (ふつ う は 文字 列 を 
直接 書く ) 
(pointer) 読み 込み だい 変数 へ の ポイ ンタ 
戻り 値 :int (割り 付け た 領域 の 数 を 返す ) 
機能 : 標準 入力 stdin か ら デ ー タ を 読み 込み , format string で 指定 き 
れ た 書式 に し た が っ て 変換 し , pointer の 示す 領域 に 格納 する 
(つま り 変 数 の 値 と し て 読み 込む ) 
書式 指定 の 例 を 列挙 する 。 
scanf(” "); 
空白 文字 を 読み 飛ば す 。 
空白 文字 は , FA’? -AT YE. БИТ Жп, 
scanf(“%d 96x", &dec, &hex); 
10 進 、16 進 整数 を 読み 込む 。 
scanf(“% e”, &flo) ; 
float 値 を 読み 込む 。 
scanf(“%E”"”, &dbl) : 
double 値 を 読み 込む 。 
scanf("96c", &chr); 
1 文字 を 読み 込む 。 
scanf(“%8s”, str); 
文字 列 を 最大 8 文字 読み 込む 。 
str は ポイ ンタ だ か ら , 交 を つけ て は いけ な い 。 
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この 「C 調 言語 講座 PRO-66K」 で は , rO の 文法 な ん ぞ 知ら な く て も , ます は C 
を 使う こと 。 そ うす りや ゃ な ん と が な る も の さ 」 な る いつ も の 名 調子 で , 祝 一 平 氏 


Iwai Ippei 


満開 製作 所 祝 一 平 


今月 か ら C compiler PRO-68K (以下 XC) を 対象 と し た C 言 語 
の 講座 を 開く こと に な っ た わけ で ある 。 

AX, 最初 に 断っ て お く が 私 は C の 文法 に 関し て は それ ほど 詳 
し てく は な い 。 最近 も 。 C の 文法 に 関し て いろ いろ 聞か れ だ こと が 
あっ た の だ が , いざ 答え よう と し て , 自分 の 無知 き に あき れ か え 
っ て し まっ た 。 それ も そう な の で ある 。 実 の と ころ , 私 が まとも 
に 読ん だ 6 の 本 と いた ん ば ぱ ば 、! リ ブロ グラ ミン グ 計 語 じ 」 (B.W. = = 
у, D.M. リ ッ チ ー 著 , 共立 出版 , 2,500 円 )、 通称 「K&R の 教科 
書 」 だ け な の で ある (を そうい えば, 最初 この 本 を 読ん だ と き は 感 
- 動 し た っ け )。 ちな み に , この 本 の 日 本 語 版 は 100 刷 を 越え る とい 
5, と ん で も な いで スト セラ ー に な っ て いる 。 私 の 持っ て いる も 
の は 第 8 吊 で ある 。 こ れ は も し か する と , 自慢 に な る の だ ろ 一 か 。 

し か し , 言わ せ て も ら え ぇ えれ ば , 文法 な ん ぞ は , 基本 的 に は うろ 
覚え を で も いい の で ある 。 KELOR, どう いう プ ブログ ラム を 作る 
か な の で ある 。 英語 の 試験 で 満点 も 取っ た と し て も , その 英語 
使っ て 何 ち し な けれ ば た だ だ の 徒労 な の で ある 。 文法 な ん ぞ は いく 
ら 知 っ て いた と し て も だ め な の だ 。 何 が 必要 か を 知り , 設計 し , 
アル ゴリ ズム を を 考え, コーディング, デバ ッ グ する 。 これが 問題 
な の で ある 。 

これ か ら 連 載 を 始め る に し て は , いき な り い 一 が げん で ある が ', 
これ ぞ C 調 言語 術 の 奥義 な の だ 。 文 法 の 勉強 な ど と いう シ ケ た こ 
Lih さき さっき と 要領 よく 片づけ て し まい , 肝心 の 「『 こ の プロ グラ 
A, 面白 いで し ょ 」 を 追及 すべ き な の だ 。 

何 が 面白 いか と いう こと に 関し て は きる ま ざま な 異論 が ある だ ろ 
533, やっぱり, せっかく X68000 な ん だ か ら , や っ ぱり X68000 
な の で ある 。 よ っ て , 本 連載 中 に は と きど き X68000 で し か 動か な 
い ブ ログ ラム も 出没 する 予定 で ある 。 あ る 人 は , 「C の 連載 だ な ん 
て 言っ て , 本 当 は “試験 に 出る X68000" に する つも りな ん じゃ な 
いで すか 」 と 言っ て いた が , 半分 当 だ っ て いる 。 た だ し , 私 の 考 
えと し て は , 1/4 当 だ っ て る で ぐら いで と ど め て お きだ いと 思っ 
Oo 


最近 は 本 屋 に も C の 本 が か な り 積 まれ て いる の を 見 か ける よう 
に な っ た 。 極論 すれ ば ,。 並ん で いる 本 は C の 入門 書か , さも な く 
ば (98 の ) MS-DOS の 入門 書 だ と 言っ て も い 一 で らい で ある 。 

そる そうい えば, 何 年 か 前 の こと で ある が , 「BASIC の 次 は Pascal 
_ CR S saine じ ら れ 


て いた 時 代 が あっ た 。 今 か ら 思 を ば , どう も パソ コン 雑誌 が ,' な 
ー る ほど , Pascal ね ぇ 。 2. を いじ ゃ 来 月 号 の 特集 は “Pa 
ѕса の 時 代 が や っ て 来 た ”" な ん て の , と どう? 」 の ノリ に よっ て , 
読者 を むい て け ぼ り に し た まま 大 ボケ を 演じ て し まっ た の で は な 


98 Ooh! x 19887. 


が 取り 足取り 4 の 字 固 め , スト ロン グ ス ダ イル で じ C 言 語 術 を 毎日 伝授 し て くれ 
る そう で す 。 さ て さて , いつ だ い ど ん ね お 必殺 技 ガ 飛び 出す の で し よう ガ 。 


か っ た か と 和 思う 。 

C, 現在 の C ブ ー ム で ある が , どう や ら BASIC に 取っ て 代わ る 
と いう 感じ は 全然 な い 。 その 要因 と し て は , も は や BASIC は な く 
な ら な い だ ろ う ,。 と いう 認識 が ある 。 つ まり ,。 C は 上 級 者 用 の 言 
БЕ, もしくは アセ ンプ ブラ の 代替 品 と いう 考え の よう で ある 。C は 


BASIC の 上 位 と し て , 別 の 地位 を 確保 し つつ ある の で は な いか 。 


の 特徴 


C は BASIC や Pascal よ り 使 い 方 が 難し い 言 語 で ある 。 そ し て 実 
行 速度 は Pascal よ ょ り 明 ら か に 速く 。 また 和 柔軟 性 に 富ん で いる 。 

C が どれ で ぐら い 和 柔軟 か と いう 例 が 。 リ スト 0 で ある 。 こ れ は ど 
ー ゆ ーブログ ラム か と いう と, 竣 走 する プロ グラ ム な の で ある 。 
た だ し , X68000 で は メモ リ に スー パー バイ ザ 領 域 つ ー も ん が ある 
DT, この プ ブログ ラム を 走ら せる と , 画面 の 中 央 に すでに 皆さん 
に は 顔 馴染 み の こ と と 思わ れる , 

アド レス エラ ー が 発生 し まし た 
と いう 心温まる メッ セー ジ が 現れ て 止ま っ て くれ る 。 し か し は ほか 
の パソ ュ コン で は , 普通 は を こま で 面倒 は 見 て て くれ な い の で , や が て 
は メモ リ が 0 で 埋め 尽く る され, めで た だ たく 〈 禁 走 ト と いう こと に な る 

ー す る に C と いう 言語 は こん な に 簡単 な プロ グラ ム で 閑 走 し て 
し まう くら い 和 柔軟 な の で ある 。 

を の ほか に も C の 特徴 し し て は ,「 実 行 時 の エラ ー チ ェ ッ ク を し 
な い 」 と いう こと が ある 。 先ほど の リス ト 0 も そう な の だ が , с 
こ で は も っ と 身近 な 例 で ある 配列 の 添え を 字 の 範 陸 の チェ ッ ク を 考 
ぇ えて みる 。 た と えば BASIC で な b, 

10 DIM A (10) 

20 PRINT A (20) 
を 実行 し た な ら ば , た ち ま ち エ ラー が 発生 し プロ グラ ム の 実行 が 
終わ る で あろ う 。 これ は Fortran や Pascal な どの コン パイ ル 言 語 
で も 基本 的 に は 同じ で ある 。 コン パイ ル 時 に は 間 題 が な く て も , 
いざ 実行 する と ラン タイ ム エ ラ ー と いう エラ ー が 発生 する の で あ 
る (例外 も ある が ) 

し か し C で は , 基本 的 に は エラ ー チ ェ ッ ク は る されない 。 で ある 

が らら も て 
char с[10] 
с[100] = А 
な ど と し て も エラ ー は 発生 せ 
ず 。 か た だ 単に メモ リ の と どこ か 


に AA の アス キー コー トド の 41n char *p: 

が 書き 込ま れる だ け で ある 。 TL T 
た また まそ る そこ が プログ ゲ グラム の | 

一 部 だ ど と する と , も し も あな ーー 


た が 幸運 だ っ ただ なら , 27 07 А ДЖЕЗ 250555, XU, も 
し も あな た だ た の LUCK POINT が 低けれ ば , 何 度 ソー スプ ログ ラム 


を 見 て も 発見 で き な い バグ に 悩ま さき れる こと に な る 可能 性 が 高い 。 


実は , C が 上 級 者 用 の 言語 びと いう の も , ここ ら へ ん に 根拠 が あ 
る 。 た だ だし, 最近 で は パソ コン 上 で も C の デバ ッ グ 環境 が 整い つ 
〇 の ある の て 、 エ ラー が 発見 で きる よう に し て コン シン パイル し 、 53 
ん と 動く こと が 確認 8 れ だ ら エ ラー チェ ッ ク な し で コン パイ ル す 
る と いう こと も 可能 に な っ て いる よー で ある 。 

iJ, 本 当 の 清く 正しい C で は 。 プ ログ ラム 中 で ちゃ ん し と アセ ャ 
ンジ クラ が 使え ある よう に か る で いあ みあ の で て (XC も そう な っ て いる 。 た 
だ し > 1 の ラン グー ジジ シリ ー ズ の G gC は そう な か ろう て いな い の 
C, 滴り 悪し き C と 言わ ざる を 得 な い 。 も っ と も それ に よっ て , 


使い や すく な っ て いる と いう 面 も ある の だ が ), 和 柔軟 性 と いう 点 で 


は は ほか の 高級 言語 の 比 で は な い の で ある 。 

イン トロ ダク ショ ン の 最後 に , 基本 方 針 を 述べ て お こう 。 
参考 書 は まず は 前 述 の 「K&&R の 教科 書 」 で あ る 。「K&R の 75 ペ ー 
ジ 」 な どの よう に し て 参照 する で あろ う 。 は っ きり 言っ て , い や し 
くも C を 使わ ん と 欲す る 者 は , K&R を 持ち も. ひと と お り は 目 を 通 
し て お くべ き て あろ う 。 そ を それと, 当然 の よう に XC に 付属 の マニ 
ュ ア ル 群 も 参考 書 と な る 。 ま た だ, サンプ ルプ ログ ラム な ど は 特に 
違う と 明記 し て いな い 限 り PDS で ある 。 


今月 は じ に に お ける 基本 中 の 基本 で ある と ころ の , printf を や る 


の で ある 。 で , その だ た め に , な ん と XX-BASIC の 外部 関数 を 作っ 
て し まっ て , BASIC か ら printf を 使 を を よう に し て し まう の で あ 
る (だ だ し ちょ っ と 制限 が ある が , それ は あと て で 述べる)。 C で ある 


表 1 XC の 書式 指定 


— 1 フッ ーッ ント RAE EE. 
フォ ー マ ッ ト GEBER) の うち 。 ROE 


か ら に は , いか に 簡単 な プロ グラ ム で あっ て も , エディ イタ で きち 
ん と ツー ス を 作っ て コン パイ ラ に か け な け れ ば な ら 5 ない 。 そ こ へ 
も っ て き て 初心 者 の 場合 に は 山 ほ ど 動か な い プ ログ ラム を 書い て 
し ま ょ うわ け で ある か ら , これ は と て つも な くく 効率 が 悪い の で ある 。 
そん な わけ で て, 手軽 に 使 を る BASIC 上 で C の 基本 で ある printf を 
練習 で きれ ば 極楽 で あろ う 。 ま た X68000 ユ ー ザ ー で あれ ば XC を 
持っ て いな 〈 く て も 同等 の 練習 が で きる と いう 特典 も ある の で よろ 
2 

$C, printf "f" は 「 フ ォ ー マ ッ ト 指 定 付 き 」 と いう こと で 
ある 。 こ れ は BASIC で いう と ころ の print using の よう な も ん だ 。 

K&R て 最初 に 出 て くる プロ グラ ム が 

main ( ) 

| 

printf ("hello, world€n"); 

| 
で ある こと か ら も わか る よう に , この printf は C で は 基本 中 の 基 
本 な の で ある 。 これ の 詳し い 説 明 は K&&R の 158 ペ ー ジ か ら と な っ 
て いる 。 で , printf の 一 番 簡単 な 形式 が , 先刻 の , 

printf (文字 列 ) ; 
と ゆみ 形 て ある 。 も っ と も 。 ご こ 和 本 だ け だ ろだ が か がら ポ 、 か わん な る 次 
字 列 表示 関数 に すぎ な い 。 を そこで, printf で は , この 第 1 引数 の 
文字 列 の 中 に 

「 あ と に 並ん で いる 文字 列 と か 数 値 も 表示 し て ね 」 

と いう 指定 を 入れ て お てく こと が で きる よう に な っ て いる 。 す な 

b b, printf の 一 般 的 な 形式 は 。 | 

printf (書式 指定 文字 列 。 表示 され る も の , …… ја: 

と な っ て いる の だ 。 で , その 指定 は 「 多 で 始ま る 文字 列 」 と いう 
こと に な っ て いる 。XC の 場合 , 具体 的 に は 表 1 で ある (ほか の C で 
は 違う こと も ある 。C で は , printf は 必須 ミネ ラル で ある に も か 
か わら ず , 立場 的 に は ライ ブラ リ の ひと つ に すぎ な い の で , 厳密 
な 規定 は な い の で ある 。K&R に 書か れ て いる 書式 指定 は 。 XC に 
ある も の より も ずっ と 少な い 。K&R は 最低 限 の 要求 に すぎ な い の 
n 

この 中 で 一 番 大 事 な の は 「%d」 で ある 。 これ 以外 で は , 覚え て 
お くべ き な の は , Госу 1251 1%. 0 3 つ で ある 。 これ 以外 に 
は 100012, かろ うじ て 使う こと が ある か な いか で あろ う 。 

だ いて い は ここ まで 知っ て いれ ば 不 自由 する こと は な いで あろ 
2。 し か し printff で は , も っ と 細か な 書式 指定 が で きる よう に な 
っ て いる 。 を その 一 般 形 式 を 表 2 に 示し て お こう 。 し か し , は っ き 
b =ë 3 2:, 

表 2 に 示し て ある こと は , 別に 覚え る 必要 は な い 


C 調 言語 講座 PRO-68K 99 


表 2-1 


一 般 的 な フォーマ ッ ト 
% [flag] [length][. digit][ Í | jm 


"065^ と type 以外 は 省略 可能 。 
フォ ー マ ッ ト 指 定 の 各 フ ィ ー ル ド の 内 容 は 次 の と お り 。. 


書式 指定 の 始ま り を 示す 
省略 で き な い 


記号 , 空白 , 小数 点 , 8 進 , I6 進 な どの 出力 と 表示 を 指 
定 す る 


| юш | 出力 文字 の 最小 桁 数 を 指示 する 


最小 文字 数 また は 小数 点 以 下 の 桁 数 を 指定 する 


| | 引数 が long 型 で ある こと を 示す (XC で は あっ て も な く て 
も 同じ ) 


変換 の タイ プ を 指定 する 


"05" の うし ろ に format_string と し て 無 意 味 な 文字 が ある と , その まま 出力 
され る 。 _ 


表 2-3 


[length] 

出力 する 最小 文字 数 を 10 進 整数 で 指定 する 。 

出力 する 文字 数 が length より も 少な い 場 合 は , flag に 従い 右 詰め , も し く 
は 左 詰め で 出力 する 。 

出力 する 文字 数 が length より も 多い 場合 , また は length が 指定 され て いな 
い 場 合 は , すべ て の 文字 を 出力 する 。 

length の 先頭 に “0” が つい て いる 場合 , "0" で 空き を 埋め る 

length を 引数 で 指定 する 場合 に は , アス タリ スク (*) を 使用 する 。length 
の 引数 は , フォ ー マ ッ ト 出 力 する 値 の 前 に な けれ ば な ら な い 。 


の で ある (覚え なく て も いい こと を 覚え ず に すま し て し まう と い 
うこ と も 大 事 な こ と な の で ある )。 知っ て いて 損し な い の が 「 桁 数 
の 指定 」 と 「 空 白 の 代わ り に “0” を 使う 指定 」 で ある が , これ 
ら と て 知ら な く て も 別に 困る こと も な い だ ろ う 。 

を いで も っ て , これ は すべ で て に 通ずる こと な の で ある が , や は り 
習う より 慣れ ろ で ある 。 そこ で きっ さき と 今月 の プロ グラ ム に 突入 
する の で あっ た 。 

リス ト 5 は X-BASIC 用 に printf( ) を 組み 込ん で し まう も の で あ 
2, しかし, 170 行 を 見 る と わか る よう に , 正確 に は printf (標準 
出力 へ プリ ント する ) で は な く , cprintf (画面 バブ プリ ント する ) 
な の で ある 。BASIC に は 標準 出力 と いう 考え 方 が な い の で (むっ ) 
printf を 呼び 出す と バス エラ ー な ど が 起き る で あろ う 。 

当然 この プログ ラム の ミソ は 170 行 に ある 「JSR cprintf」 な 
の で ある 。BASIC の 外部 関数 の 中 か ら ,C の ライ ブラ リ を 呼ん で も 
大 夫 夫 な の か と いう 疑問 が 出る か も し れ な い が , 実際 に 大 丈夫 な 
の で ある か ら , きっ と 大 夫 夫 な の に 違い な い 。 この 手 を 使え ば , 
も っ と 変 で オイ シイ こと も で きる か も し れ な いか ら , 工夫 し て い 
た だ きた い 。 ダ ンプ リス ト が リス ト 6 で ある か ら , C を 持っ て い 
な い 人 は シュ シュ コ と 打ち 込ん で いた だ きだ た い の だ が , は っ きり 言 
27, XC は 「 買 い 」 で ある 。 最適 化 が 甘い な どの 問題 が ある が 
BASIC ュ ン パ イラ も 付い て 39,800 円 。 100 g 当たり 880 円 と いう の 
là, か な り の ハイ コス トバ パフ ォ ー マ ンス で あろ う 。 

て な と ょ と こ で , ブロ グラ ム の 使い 方 に 入る の で ある 。 

1) ソー ス を , printf.s の ファ イル 名 で 入力 する 。 
2) cc /Zprintf. fnc printf. s 


100 отх 1988.7. 


表 2-2 


[flag] 


flag の 値 


length の 桁 数 内 で 左 詰め で 出力 する 
省略 する と 右 詰め で 出力 する 


出力 数 値 が 正 の 数 の と き は “+” を , 負 の 数 の と 
き は “一” を つけ て 出力 する 

省略 する と , 負 の 数 の と きのみ “—” を つけ , ЈЕ 
の 数 の と き は 符号 を つけ な い 


出力 数 値 が 正 の 数 の と き は | 文字 分 の 空白 を , А 
の 数 の と き は — を つけ な い 

省略 する と , 負 の 数 の と きのみ 一 を つけ , E 
の 数 の と き は 空白 を つけ な い 

flag に “+” が 指定 され て いる と き は , この 指定 
は 無効 に な る 


{уре の 値 が o, x X の と き , 出力 数 値 の 先頭 に 0, 
Ох, 0X を つけ る 
省略 する と 何 も つ け な い 


type DIED f, e, E の と き , digit で 指定 し た 桁 
数 の 小数 点 以 下 の 数 を 表示 する 
小数 点 以 下 に 数 字 が な いと き は 0 を 表示 する 
省略 する と , 小数 点 以 下 に 数 字 が ある と きのみ 小 
数 点 以下 を 表示 する 


type の 値 が g, G の と き , digit で 指定 し た 桁 数 の 
小数 点 以下 の 数 を 表示 し , 切り 捨て や 余分 な 0 の 
削除 は 行わ な い — 

省略 する と , 小数 点 以下 に 数 字 が ある と きのみ 小 
数 点 以下 を 表示 し , 余分 な 0 は 削除 する 


tpe сиђе с, d, и, s の と き は 無視 され る 


表 2-4 


[digit ] 

digit は 出力 する 最大 文字 数 また は 小数 点 以 下 の 桁 数 を 正 の 10 進 数 の 整数 
で 指定 する x — 

digit を 引数 で 指定 する 場合 に は 。 アス タリ スク (*) を 使用 する 。digit の 
引数 は , フォ ー マ ッ ト 出 力 する 値 の 前 に な けれ ば な ら な い 。 
digit の 指定 方 法 。 お よ び 省 略し た 場合 の デフ ォ ル ト 値 は 次 の と お り 。 


出力 する 最小 桁 を 指定 する 

引数 arg OWRD digt より 少な い 場 合 は 0 を 付加 
する _ 

HEUS digit を 超え て も 値 の 切り 捨て は 行わ れず 
その まま 出力 する D 

省略 し た と き , 0 を 指定 し た と き . また は ピリ オ 
ОНИМ РЕН | "ecd 


mE 

出力 する 最後 の 桁 は 四捨五入 され る _ 

省略 し た と き は 6 桁 に な る 

0 を 指定 し た と き , また は ピ リオ ド の み が 記 述 さ 
れ た と き は , 小数 点 の み を 出力 し , 小数 点 以 下 の 
数 字 を 切り 捨て る 


осна снего 
省略 し た と き は 有効 値 の すべ て を 出力 する 


出力 する 最大 文字 数 を 指定 する — 
|^ 省略 し た と き は , Бы. мы 
о る まで 出力 する | 


サン プル 2 X3 XC の エス ケー ズ プ 文 字 列 


。 — ү 復帰 改行 (Oan) 
- 0=csrl in-l:print:print:print yt 水平 タフ (09н) 


с ам : . бзи 
s(0)="hello, worl г... ° _ 
30 printf(":X10s:Xn",s) b ー ^^ ^ (08н) 
7 u 40 printf(":X-10s:Xn",s) ж | @#(0ан) 

float #(0) 50 printf(":X20s:Yn",s) u T | We 1 (бен) 

/* 60 printf(":X-20s:Y*n",s) | Ма E 生 ベル > ? 

3(9)=108 70 printf(":X20.10s:Yn",s) x. | Eu. (270) 
100 с(0)='@° ` —< x 80 pridühf(":X-20.10s:Xn",s) u | シン ォ ー テ ーション (47 — 
110 s(0)z" ME BE W eR" 90 prińbf(":%.10s:¥n",s) \ ダ プ ルク ォ ー テ ー zone u 
120 #(0)=3.14159265# u 100 locate pos,csrlin+10 | Xy | 円 記号 (5cu) 、 


130 printf("Xd Xc Xs Xf ",i,c,s,f) 
u 140 locate x0,y0 


Ynnn _8 進数 で 表 さ HASIE 


_\xnn ま た は \Xnn 


16 進 数 で 表 さ れ た ASCII 文 字 


10 int x0 ,yQ 
20 x0=pos:y0=csrlin-l:print:print:print ` 


* 
40 int 1(0),d(0) 
50 float f(0) 


* 
79 1(0)=20:d(0)=10 
80 #(0)=3.14159265% 


90 printf("%*.*f ",l,d,f) 
100 locate хд,уд 


で コン パイ ル す る 。 as で は な いこ と に 注意 。 で き あ が っ た pr 
intf.fnc は BASIC.X と 同じ ディ レク トリ に お いて お く こ と 。 
3) BASIC. СМЕ に , 
FUNC= テ PRINTF 
の 1 行 を 付け 加え る 。 
これ で BASIC を 起動 すれ ば , printf が 使え る わけ だ 。XC を 持っ 
て な い 人 は ダン プリ スト を 打ち 込み printf. fn の ファ イル 名 で セ 
ー ブ し 同様 な こと を すべ で し 。 
printf の 使い 方 で ある が , 形式 は 
printf (str[, ary1][, ary1][, ary1][, ary1][, ary1][, ary1] 
[, агу1][, ary1][, ary1]) 
で ある 。 表示 る れる 引数 は 9 個 ま で で ある 。 こ の と き 。, 
printf (s, i,, k) 
の よう な , パラ メー タ の 飛び は 許さ る されない 。 

で 。, い よい よさ 具体 的 な サン プル が リス トト 1 一 4 で ある 。 こ の よう 
に , いち いち 配列 を 宣言 し 。 それ に 代入 し て か ら printf に 渡さ な 
けれ ば いけ な いと いう の は , か な り め ん どく さい の で ある が , H 
っ だ こと に XX-BASIC で は , int, char, str, float, 型 に か か わ 


受講 生 の 皆さん に お 知ら せ 
今月 か ら 新しく スタ ー ト し た 「C 調 言 
語 講座 PRO-68K」 TTH, ちょ っ と タイ 
トル の 祝 一 平 氏 の 名 前 の と ころ を 見 て く 
だ さい 。「 満 開 製作 所 」 と あり ます ね 。 そ 
う です, 察し の いい 方 な ら お 気づき で て し 
ょ う が , この 連載 は 祝 氏 が 発行 し て いる 
ディ スク マガ ジン 「 電 脳 倶楽部 」 に 同時 
| 連載 され る こと と 相成っ た の で す 。 
|. T, 本 文中 に も ある よう に , この 講 
_ 座 で は 「K&R」 を サブ プ テ キ スト と し て 平然 
。 と 引用 する こ と と な っ て いま す 。 な に し 
= ろ す べ て の C プ ログ ラマ が 愛読 する と い 
| ブル で す 。 間 違い な く お 勧 め 


し て ご 紹介 し て お きま し ょ 
ー (ж) 


20 x0-pos:yO-csrlin-1:print:print:print 
* 


40 int i(0),j(0),k(0) 
/* 

60 i(0)-&H4126 

70 j(0)-&HFEF | 

80 k(0)-&H88 


90 printf("X04xXnX04xXnX04AxYXn",i,J,k) 
100 locate хд,уд 


ら ず 外部 関数 に 渡す に は , この 方 法 し か な いら し い の で ある 。 

つね づ ね 前 か ら 思 っ て いた の だ が , どう も X-BASIC と いう の 
dh, チラ ニー で ある 。「 さ こん ん が こと いい な かな: て きだ らい が 」 が ドラ え 
も ん の 4 次 元 ポ ボケ ッ ト だ と すれ ば , X-BASIC の ほ う は , URKI 
は ら が け 」 で は な いか と 思っ だ た だり も する 。 

る て, リス ト 1 が 基本 型 リス ト 2 が KR の 159 ペ ー ジ に 載っ 
て いる , 文字 列表 示 に 桁 数 指定 も し た 例 で ある 。 注意 点 は ,100 行 
の locate 文 で ある 。BASIC の カー ソル 移動 は 独自 な の で , 外部 関 
数 で 文字 を 表示 する と, 両者 は ガッ チャ ンコ し て 表示 が 乱れ て し 
まう の で ある 。100 行 を 削っ て 走ら せ て みる と よく わか る で あろ 
の 

リス ト 3 は , 桁 指定 に 「*」 を 使っ て みた 例 で ある 。 

リス ト 4 は, 4 桁 の 16 進 数 で 左側 を 0 で 埋 ゆ る よう に し た も の 
で ある 。BASIC で は, 

PRINT RIGHT$("000" + HEX$(D, 4) 
と し て や っ て い だ も の が 。 CTR nNTITATL? Э, ЖЕСТ 
は , 数 字 の 左側 に Ox が つく 〈 と 16 進 数 で . 0 だ けが つく と 8 進数 と 
いう こと に な っ て いる が (03 бох=бн,072 072 L 6072) Z 
の 例 に な ける 「04」 は , 8 進数 で は な く 〈, 「 幅 4 桁 で スペ ー ス の 代 
わり に 07 を 詰め る 」 と いう 指定 な の で ある 。 

これ 以上 は , 説明 する より も , 実際 に や っ て みて も ら っ た だ は 5 
が よい で あろ う 。 な お , 引数 の 数 や 順序 を 間違え た り , 実数 を の 
d の 指定 で 表示 る させ よう など と する と , た ち ま ち 奇 怪 な 現象 に 出 
くわ す は ず で ある 。 バ スエ ラー な ど が 起き た と し て も , BASIC 
壊れ て は いな い は ず な の で , そん な に 心配 せ すず に エラ ー し て いた 
а је 

最後 に エス ケー ズ 文 字 列 と いう や つ を 説明 し て お く 。 こ れ は コ 
ント ロー ルコ ユ コード な ど を , 目 で 見 える よう に する た め の 方 便 で あ 
る 。 BASIC で な ら , A$ 十 CHR$ (&H0D) # な ど と いう 表現 方 法 が 
ある が , C で は 文字 列 の 足し 算 な ど は な い の で , こう な っ て いる 
の で あろ う 。 実際 BASIC に も 欲し いで ぐ らい の 機能 で ある 。 で , X 
C では, 表 3 が サポ ー ト され て いる 。 カッコ の 中 は 文字 ユー ド で 
ある 。 こ の 中 で , 16 進 数 で アス キー ユー ド を 指定 で きる の に , 10 
進数 で は で き な い と いう の は 実に 奇怪 びあ る 。 壮 dnnn な ん て の は 
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お し いで は な いか が 。 

今月 の プロ グラ ム の 書式 指定 文字 列 の 中 で は , これ ら す べ で て は 
サポ ボー ト し て いな い が , KRETO Гүпү, ГЕ, X^, 
Г”, lY, 「 半 nnnm」 は サポ ー ト し て ある 。 ぎ nnn が ある ん だ 
か ら , 基本 的 に は 困る こと は な いで あろ う 。 な お , 書式 指定 で な な か 庁 性 な こと で ある 。 ヒマ な 人 は 調べ て いた だ きだ た いも の で あ 
い 文 字 列 中 で は , これ ら の エス ケー プ 文 字 は サポ ー ト され て いな る 。 

い 。 す な わ ち , жп は モロ に yn の まま で ある 。 今月 は は あま あの い ー か げん る で あっ た だ た 。 で は また 来 月 。 


printf.s 


最後 の 最後 に 言っ て お くく が, どー ゆー わけ だ か , C で は 復帰 改 
行 が 650a な の で ある 。 し か し , printf に $0a を 与え て も 改行 は し て 
くれ る が 復帰 もやし て くれ な い 。 を それで, ブロ グラ ム で は を $0a 
で は な 〈$0d0a に 変換 し て いる (リス ト 5 の 164 行 一 )) これ は な か 


| 98: EXT.L DO 
1: ネネ ネネ 本 ネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ルネ ネネ ネネ 99: t : 
2: * X-BASIC EXT FUNCTION t 100: MOVE.L DQ,-(SP) *PUSH VAL 
3: * printf() * 101: LEA -19(A1 ) ,A1 *A1-=10 
4: * x* 102: DBRA D7,LOOP2 
5: t Programmed by Ippei Iwai * 103: ВЕА DO IT 
6: ネ * 104: DO INT 
1: + — Oh'x 88' 7 月 号 掲載 t 105: MOVE.L 6(А1),42 
8: t 電脳 倶楽部 88 7 月 号 掲載 * 106: MOVE.L 10(А2),-(5Р) *PUSH VAL 
9: * * 107: LEA -10(A1) ,A1 *A1-=10 
10: * << PDS >> * 108: DBRA D7,LOOP2 
11: t * 109: BRA DO_IT 
12: ホネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネ 110: DO FLOW 
13: x 111: MOVE.L 6(А1),А2 
14: СЕ EQU 500 112: MOVEM.L 19(A2),D0/D1 XGET VAL 
15: LF EQU $0A 113: MOVEM.L DO/D1 ,-(SP) *PUSH VAL 
16: # : 114: LEA -10(A1),A1 ЖА1-=10 
17: . TEXT 115: DBRA D7,LOOP2 
18: DC.L X INZ 116: * 
19: DC.L X RUN . 117: DO IT — i 
20: DC.L X END 118: MOVE.L 6(А1),А1 *A1 POINTS FORMAT 
21: DC.L X SYSTEM 119: LEA . FSTR,A2 *ARRANGE FORMAT 
22: DC.L X BRK 120: MOVEQ.L £$'€*',D6 i 
23: DC.L X CTRL D 121: FCONVL U x 
24: DC.L X RETADRS 122: MOVE.B (А1)+,00 
$5: DC.L X RETADRS | 123: CMP.B 26,00 хрд=='#' 2 
26: рс. РТЕ_ТОКЕМ 124: BEQ SLASH *THEN BRANCH 
21: DC.L PTR PARAM 125: MOVE.B D9,(A2)* *GET NEXT CHAR 
‚28: DC.L PTR_EXEC 126: BNE FCONVL *NOT NULL THEN LOOP 
29: DC.L 0,0,0,0,2 127: ВЕА GO PRINTF *DO CPRINTF 
30: 128: x 
31: #........... FUNCTION NAME TABLE 。 . . oa 129: SLASH MOVE.B (A1)+,DO *GET NEXT CHAR 
32: PTR TOKEN 130: CMP.B  #'n’,DO £'Yn' 7 
33: DC.B 'printf',6 *&printf(str,aryl,aryl,...,aryl) 131: BEQ DO N 
34: DC.B д 132: MOVEQ.L £$$09,D1 *'vt' ? 
35: 133: CMP.B #'6',00 
36: . EVEN 134: BEQ SEND 
37: #........ FUNCTION PARAMETERS TABLE ....... 135: CMP.B #'7',00 *'Xddd' ? 
38: PTR PARAM ; 136: BGT SENDQ 
39: DC L COM PARAM U 137: СМР.В #'0' , DO 
40: 138: BLT SENDO 
41: str val equ $0008 139: *OCTAL NUMBER 
42: any aryl omt equ $99bf  # 省 略 可 能 な 1 次 元 配列 へ の ポイ ンタ 140: MOVEQ.L #0,D1 
43: int ret equ $8001 141: MOVEQ.L #3-1,р2 *COUNTER (MAX 3 KETA) 
44: 142: * 
45: COM PARAM 143: OCTLOOP 
46: DC.W str val *FORMAT 144: SUB.B $'0',DO 
47: Í DC.W any aryl omt,any aryl omt 145: ASL.B #3,D1 
48: DC. W any aryl omt,any aryl omt 146: ADD.B р@,р1 
49: DC 、W апу_агу! omt,any_aryl omt 147: MOVE.B (Al)+,DQ 
50: DC.W any aryl omt,any aryl оті 148: CMP.B £'7',D0 
51: DC.W any aryl omt 149: BGT OCTEND *NOT OCTAL THEN END 
52: DC.W int ret 150: CMP.B #'0',D0 
53: 151: BLT OCTEND *NOT OCTAL THEN END 
54: *........ FUNCTION ADDRESS TABLE ......... 152: DBRA D2 ,OCTLOOP *CHECK KETA 
55: PTR EXEC 153: OCTEND 
56: DC.L b_cprintf 154: MOVE.B Di,(A2)+ 
57: 155: SUBQ.L #1,А1 *Al=Al-1 
58: X_INZ: 156: BRA FCONVL 
59: X_RUN: 157: 
60: X END: 158: SENDO MOVE.B D0,(A2)* 
61: X_SYSTEM: 159: BRA FCONVL 
62: X_BRK: 160: 
63: X_CTRL_D: 161: SEND MOVE.B D1,(A2)+ 
64: X_RETADRS 162: BRA FCONVL 
65: RTS 163: 
66: * 164: DO N MOVE.B Ф#СЕ,(А2)+ 
67: . TEXT 165: MOVE.B #1Е, (А2) + 
68: b cprintf 166: BRA FCONVL 
69: t 167: 
10: MOVE.L SP,OLD SP ЗАМЕ STACK 168: GO PRINTF 
11: MOVEQ.L £$10-1-1,D7 169: PEA FSTR 
12: LEA 96(SP),A1 *AI-TYPE OF LAST PARAM 170: JSR  eprintf 
13: * 171: MOVE.L 01р SP,SP *BACK SP 
74: LOOP1  TST.W (А1) *CHECK TYPE 172: MOVE.L  D0,INT DATA *RETURN VALUE 
15: BPL LOOP2 *$FFFF -- OMIT PARAMETER ? 173: LEA RET DATA,A0 
16: LEA -10(A1),A1 *A1=A1-10 174: CLR.L ре *NO ERROR 
77: DBRA D7 , LOOP1 175: RTS 
78: * 176: * 
19: LOOP2 MOVE.W (А1),08 *GET TYPE 177: ERROR 
80: EXT.L DO *SIGN EXTEND 178: MOVE.L OLD SP,SP *BACK SP 
81: BMI ERROR *IF D6--$FFFF THEN ERROR 179: MOVEQ.L #1,00 
82: BEQ DO FLOW *IF D6--0 THEN FLOAT 180: LEA МЕЗ0,А1 
83: SUBQ.L #2,р0 181: RTS 
84: BMI DO INT 182: * 
85: BEQ DO CHR 183: OLD SP DS.L 1 
B6: DO STR 184: * 
87: MOVE.L 6(А1),42 185: RET DATA 
88: PEA 10(А2) *PUSH POINTER 186: DS.W 1 
89: LEA -10(A1),A1 *A1--10 187: DS.L 1 
90: DBRA D7,LOOP2 188: INT DATA 
91: BRA po IT 189 DS.L 1 
92: t 190: : 
93: DO_CHR 191: MESO: DC.B "パラ メー タ の 並び に 抜け て いる 部 分 が あり ます ',9 
94: MOVE.L 6(A1),A2 192: t i > 
95: MOVE.B 10(A2),DO *GET VAL 193: FSTR DS.B 256 : 
96: t 194: * 
91: EXT.W DO *SIGN EXTEND 195: .END 
102 отх 19887. 
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додо 48 55 00 QQ QQ QQ QQ QQ : 9D 0278 00 00 00 00 QQ QQ QQ QQ : QQ дара 00 06 34 03 48 43 61 00 : 29 
07 05 00 00 00 00 00 OD ЗА : А ーー こてこて ここ aaan 04EO0 01 12 61 00 01 54 41 EB : F5 
0010 00 00 QQ QQ QQ QQ QQ QQ : 00 SUM: 00 00 00 00 QQ QQ 00 00 0000 94E8 00 01 OC 10 QQ 2D 67 QQ : Bl 
0018 00 QQ QQ 46 QQ QQ QQ 46 : 8C JAFO 02 20 08 04 00 1E 66 10 : C2 
0020 ое 00 00 QQ QQ QQ QQ QQ : QQ 0280 00 00 00 00 00 QQ QQ QQ : 00 9 の 4F8 08 04 QQ 16 67 00 02 12 : 9D 
0028 00 00 QQ QQ QQ QQ QQ QQ : 00 0288 QQ QQ 00 00 00 00 00 00 : 00 ___6___________.__-_-_------ --- о ин = 
дозо оо QQ QQ QQ QQ QQ QQ QQ : QQ 0290 00 99 QQ QQ QQ QQ QQ QQ : QQ SUM: QF 02 БЕ D3 FE A7 E4 79 8157 
0038 QQ оо 00 оо од до QQ QQ : QQ 9298 өе 00 00 00 90 00 69 OQ : 00 
0040 00 00 00 66 00 00 QQ 66 : CC 02A0 00 00 00 00 00 00 00 QQ : OO . Ø5ØØ 11 3C 00 20 60 QQ 02 QA : D9 
0048 00 00 00 66 00 99 00 66 : CC 0248 00 00 QQ QQ QQ QQ QQ QQ : 00 0508 11 зс 00 2B 60 00 02 02 : DC 
0050 00 QQ QQ 66 00 QQ QQ 66 : CC дгво оо QQ QQ QQ QQ QQ 08 QQ : 00 0510 B6 7C FF ЕЕ 66 04 36 3C : 0С 
0058 QQ QQ QQ 66 00 00 00 66 * DC 02B8 део 00 00 QQ 00 00 00 00 ・ 00 0518 00 01 48 43 B6 7C FF FF : BC 
добо во QQ QQ 40 QQ QQ 00 48 88 の 2CO оо QQ QQ QQ QQ QQ QQ QQ 00 0520 66 04 36 3C 99 06 34 03 19 
0068 00 00 QQ 62 QQ QQ 00 00 62 02C8 00 QQ QQ QQ QQ 00 00 00 00 0528 48 43 51 8F 20 ДЕ 43 EF өс 
0070 00 QQ QQ QQ QQ QQ QQ 00 00 02D0 00 QQ QQ QQ QQ QQ QQ QQ : 00 0530 00 04 2F 09 2F 08 2F 02 А4 
0078 00 QQ QQ QQ QQ QQ QQ 00 90 02D8 00 00 QQ QQ QQ QQ 00 00 00 0538 48 E7 CQ QQ 4E B9 QQ QQ F6 
_______________---------------=- = Q2EQ 00 QQ QQ QQ QQ 00 QQ QQ 00 0540 OB ФЕ ДЕ EF 00 14 4C DF 96 
SUM да 55 99 80 00 00 OD CO 367F 92E8 00 QQ QQ QQ QQ 00 00 00 00 0548 00 06 20 40 61 00 01 30 F8 

92F9 QQ QQ QQ 00 00 QQ 00 00 00 0550 60 94 B6 7C FF FF 66 Q4 8E 
довд 70 72 69 6E 74 66 QQ 99 93 Q2F8 48 6F QQ 08 2F 2F QQ 08 25 0558 36 3C 00 01 48 43 B6 7С 30 
0088 00 QQ QQ 4C QQ 08 QQ BF J3 `>" 0560 FF FF 66 04 36 3C 00 OE ЕВ 
0090 00 BF QQ BF QQ BF QQ BF FC SUM 48 6F QQ 08 2F 2F QQ 08 7188 0568 34 03 48 43 48 E7 EQ QQ D1 
0098 00 BF 00 BF 00 BF 00 BF FC 9570 51 8F 20 4F 43 EF 00 04 85 
00A0 80 01 QQ 00 QQ 68 ДЕ 75 AC 0300 42 A7 48 79 00 00 02 D4 80 0578 2F 09 2F 08 2F 02 48 E7 CF 
0048 23 СЕ QQ QQ 01 ТЕ ТЕ 08 Е7 0308 АЕ ВО 00 00 02 Е? AF PF : 29  _________________-_-- tmn t иинин ли ни но пили enm tn 
довд 43 EF 00 60 4A 51 6A 08 9F 0310 00 10 4E 75 20 2F 00 04 26 SUM: 22 A5 DF AB 11 00 70 СЗ FB0D 
Q0B8 43 E9 FF F6 51 CF FF F6 36 0318 ЗЕ 00 FF 02 42 80 30 ЈЕ 51 
десо 30 11 48 CO 6B 00 00 ЕЗ 9C 0320 АЕ 75 48 E7 1F 1E 4F EF 6D 0580 со QQ 4E B9 QQ QQ OB OE EQ 
00C8 67 42 55 80 6B 2C 67 12 8E 0328 FD 94 2С 6F 02 94 2А 6F 5B 0588 4F EF 00 14 4C DF QQ 06 83 
одрд 24 69 00 06 48 бА 00 QA ДЕ 0330 02 AO 28 6F 02 9C 2C 2F 32 0590 20 40 53 81 B2 7С FF FC 5D 
0008 43 E9 FF Еб 51 CF FF E2 22 0338 02 98 42 87 42 84 42 85 Ед 0598 6D 08 20 03 48 40 B2 40 12 
ддед 60 40 24 69 00 96 10 2A 6D 0340 26 4F 61 12 08 04 00 19 өр 0540 6F 10 4C DF QQ 07 61 4A 5С 
ддев 00 QA 48 80 48 CQ 2F QQ 09 0348 67 F2 4F EF 02 6C 20 07 2C 05A8 61 18 61 00 00 8C 60 00 C6 
Q0FÜ0 43 E9 FF F6 51 CF FF CA : ФА 0350 4C DF 78 F8 4E 75 10 1C 8A 0580 ЕЕ 36 52 81 4F EF 00 0С 52 
99F8 60 28 24 69 00 06 2F 2A 74 0358 66 06 08 C4 00 19 60 10 C1 0588 61 00 00 C4 61 04 60 00 EA 
ーー ニー ニー 0360 24 4С 0С QQ QQ 25 66 04 : ов 05с8 ЕЕ 26 08 04 00 17 66 28 : рб 
0368 61 08 60 04 61 00 06 06 3A 05C8 42 11 41 EB 00 01 10 18 A8 
SUM: 9А 98 93 12 18 F2 08 BC 3496 サー イレ ーー の パン 2 евсв 42 11 41 EB ба Ai 10 15 АВ 
0100 QQ QA 43 E9 FF F6 51 CF 4B 0378 00 19 4E 75 9C 00 00 2D : 15 0508 10 21 BQ 3C QQ 30 67 F8 AC 
0108 ЕЕ B8 60 16 24 69 00 06 a uo tí s x Q5EQ BO 3C QQ 2E 66 06 08 04 92 
0110 4C EA QQ 03 QQ QA 48 ЕТ 72 SUM: 30 B9 6D 8E F4 8C 6C ЗЕ F501 95E8 QQ 17 67 02 52 89 42 11 AE 
0118 со 00 43 E9 FF F6 51 CF 01 05FO0 4E 75 52 42 51 ВЕ 20 ДЕ A6 
0120 FF АФ 22 69 00 06 45 F9 : 6E 9380 66 06 08 C4 00 iF 50 БА : Al ОБЕВ 43 EF 00 04 2F 09 2F 08 : A5 
0128 QQ 00 01 B7 7C 5C 10 19 B9 0388 0С 00 00 2B 66 06 08 са БРЕ ME  — w^ |^ ^ " нне 
0130 BO 06 67 06 14 CO 66 Еб 53 0390 00 1E 60 DE OC 00 00 20 88 SUM: C5 C2 22 52 2E BE B9 40 1861 
0138 60 52 10 19 BO 3C 00 6E 35 0398 66 06 08 C4 QQ 16 60 D2 : 80 
0140 67 40 72 09 ва 3C 99 74 82 03A0 0С 00 00 23 66 06 08 са 61 0600 2F 02 48 ЕТ CO QQ 4E B9 21 
0148 67 34 ВО 3C 00 37 6E 2A 56 03A8 00 17 60 C6 76 FF 0С 00 BE 0608 99 QQ 09 B8 4C DF QQ 06 : F2 
0150 BO зс QQ 30 6D 24 72 QQ 1F 03B0 00 30 66 06 08 C4 00 1A 82 0610 4F EF 00 9C 82 82 4C DF 19 
0158 74 02 90 3C 00 30 E7 01 : 5A 9388 кы iZ OC 09 99 ФА мы 90 15 0618 00 06 66 02 72 01 20 40 : 41 
0160 D2 00 10 19 BO 3C QQ 37 1E 93CO 22 1D 36 01 10 1C 67 QQ : 09 0620 43 EB 00 01 4A 82 67 04 66 
0168 6E QA BO 3C QQ 30 6D 04 : 05 0908 05 AG 60 18 BO 3C 00 30 : >F 0628 12 FC 00 2D 61 00 QQ 06 : 72 
0170 51 СА FF E8 14 C1 53 89 B3 03D0 65 12 BO 3C 00 39 62 0С : ФА 0630 12 CO 61 00 00 Аб 4E 75 9C 
0178 60 B4 14 CO 60 BQ 14 C1 CD 0308 61 00 05 ва 6B 00 05 90 1А 0638 10 3C 00 65 08 04 00 1B : D8 
________________------ の 3EO 36 00 48 40 QC QQ QQ 2E : F8 0640 67 04 10 3C 00 45 12 CQ : СЕ 
SUM: FD DE 0528 66 3C OB C4 00 iD 10 1C : 87 0648 10 3C 00 2B 53 81 4A 81 : 16 
SUM: Ер DE 05 D8 АЗ 61 40 25 8225 s 1 оо `, боча 19 ac aeza iadi dA i 
0180 60 AC 14 ЕС 00 OD 14 FC 39 03F8 66 10 22 1р 48 43 36 01 : 77 0658 12 CQ 82 ЕС QQ 64 D2 3С C2 
0188 00 VA 60 A2 48 79 00 00 CD  " ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 0660 00 30 12 C1 42 41 48 41 ДЕ 
0190 01 B7 4E B9 00 00 02 B8 19 SUM ЗА A4 04 26 El ЈЕ 56 CB А5р1 0668 82 ЕС QQ QA D2 3С QQ 30 C6 
9198 ZE 79 00 90 01 ТЕ бз CO : 09 0670 12 C1 48 41 D2 3C 00 30 : 9A 
91AO 00 00 01 88 41 F9 00 00 C3 0400 48 43 10 1С 67 99 05 68 : ВВ 0678 12 C1 42 11 4E 75 43 EB 17 
0148 01 82 42 80 4E 75 2E 79 АЕ олда 60 IC BO 3C 60 30 65 16 : 13 __6_____________________ 
91BO 00 00 01 7E 70 01 43 F9 2C 0410 BO 3C QQ 39 62 10 61 QQ F8 SUM: 8E 8E 56 FC ЗА 13 6C D2 149Е 
0188 00 00 01 8C 4E 75 00 QQ 50 0418 05 76 6B 99 05 52 48 43 C8 
921CO оо оо до OO оо OO оо OQ 00 0420 36 00 48 43 48 40 OC 00 : 55 0680 00 01 4A 82 67 04 12 FC 46 
01C8 00 00 00 00 83 70 83 89 FF 0428 00 6C 67 06 OC 00 99 4C 31 0688 QQ 2D 4A 81 6B 12 67 10 ЕС 
0100 83 81 81 5B 83 5E 82 CC OF 0430 66 QA 98'C4 00 1C 10 1C : 84 0690 53 81 61 70 12 CQ 51 C9 91 
01D8 95 се 82 pl 82 C9 94 B2 39 0438 67 00 05 34 ӨС 00 QQ 41 ED 0698 ЕЕ FA 61 3E 42 11 4E 75 AE 
O1E0 82 AF 82 C4 82 А2 82 E9 06 0440 65 00 05 2C 0С 00 QQ 5A FC 06A0 44 81 20 03 48 40 12 FC ТЕ 
дТЕ8 95 94 95 АА 82 AA 82 AQ B6 0448 62 0A 08 C4 00 1B DQ 3C : 5F 0648 00 30 08 04 QQ 17 66 04 BD 
01F0 82 E8 82 DC 82 вт 00 QO 01 0450 00 20 60 10 OC QQ QQ 61 FD 0680 ДА 40 67 22 12 FC QQ 2E AF 
91F8 QQ 00 до QO QO OO 00 OO 00 0458 65 00 05 14 QC QQ QQ 7A : 04 0688 4A 40 67 1A 53 41 6B 9C : 16 
ーー 0460. 62 00 05 0C 0с 00 00 62 El 96C9 12 FC 00 30 53 40 67 QE 46 
SUM 41 DÀ АЈ DF A4 82 37 76 2611 0468 65 00 05 04 OC 00 QQ 63 : DD 06C8 51 C9 FF F6 22 QQ 61 34 C6 
0470 65 00 03 80 OC 00 00 64 : 58 96D9 12 CQ 53 41 66 F8 42 11 17 

0200 00 00 QQ QQ QQ QQ QQ QQ : QQ 0478 65 00 02 Аб QC 00 QQ 65 : ТЕ 0608 4E 75 20 03 48 40 08 04 : 7A 
0208 00 00 00 00 00 00 00 00 : 00 |  ----------------------------------- дбед 00 17 66 04 ДА 40 6F 1А 94 
0210 00 00 00 QQ QQ QQ QQ QQ : QQ SUM: 1D B1 68 1C 82 09 FF 69 74C3 06Е8 12 FC 00 2E 53 40 6B 12 4C 
0218 00 00 00 QQ оо до QQ QQ 00 0680 48 ЕТ 40 QQ 22 00 61 OC : FE 
0220 оо 00 QQ QQ QQ QQ QQ QQ 00 0480 65 00 03 02 QC QQ QQ 68 : DE 06F8 12 C0 51 C9 FF FA 4C DF 10 
0228 QQ QQ QQ QQ 00 QQ QQ QQ : QQ 0488 65 24 ФС QQ 00 6F 67 QQ BB  _...... к, o ro 
0230 оо 00 00 оо QQ OO OO QQ од 0490 03 бА OC 00 QQ 73 67 QQ 53 SUM: 59 8E B5 59 ВА 6D 94 F2 А18С 
0238 оо оо QQ QQ 00 QQ QQ QQ : QQ 0498 02 AC OC 00 00 75 67 QQ 96 
0240 оо QQ QQ QQ QQ QQ QQ QO од 0440 02 E4 OC QQ QQ 78 67 QQ р1 0100 00 02 4E 75 10 18 66 06 59 
0248 QQ 00 QQ QQ QQ QQ QQ QQ : QQ 04A8 03 5A 60 00 04 C2 42 82 47 0708 10 3C до 30 53 88 4E 75 1A 
0250 00 00 QQ QQ QQ QQ QQ QQ : QQ даве 14 QQ 20 1D 22 1р OC 02 9E 0710 22 48 4A 19 66 FC 2A 09 62 
0258 ов 00 QQ QQ QQ QQ оо QQ 00 04B8 00 67 67 00 00 96 9C 02 12 0718 9A 88 53 85 60 00 01 9E F9 
0260 00 00 00 00 QQ QQ QQ QQ 00 94CO 00 66 67 4C B6 7С FF FF 49 0720 B6 7C FF FF 66 04 36 3C 9C 
0268 оо 00 QQ 00 QQ QQ QQ QQ : QQ 94C8 66 04 36 3C QQ 91 48 43 68 0728 00 Q1 48 43 B6 7C FF FF BC 
0270 99 00 QQ 00 QQ QQ QQ QQ дө 0400 B6 7С FF FF 66 04 36 3C ос 0730 66 04 36 3C QQ 01 48 43 68 
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0738 41 ED 00 03 ДА 9D ТА 01 : 6. ЈА : 
0740 60 00 01 ТА 20 1D 6B QA : 8р довод 48 40 30 01 42 81 ДЕ 75 3F : QQ 
0748 66 QE 20 3C 00 00 09 A8 : 81 09B8 3B 9А CA QQ 05 F5 El 00 : ТА — 
0750 60 06 20 3C 00 00 09 АЕ : ТА д9сд 00 98 96 80 00 OF 42 40 : ЗЕ : 00 
0758 20 40 22 48 4A 19 66 FC : 8F 99C8 00 01 86 AQ QQ QQ 27 10 : 5E 00 
0760 2А 09 9A 88 53 85 B6 7C : 5F 0900 00 QQ 03 ЕВ 00 00 QQ 64 : ДЕ : 00 
0768 FF FF 66 02 42 43 48 43 : 76 0908 00 QQ QQ QA QQ QQ 00 O1 : OB. : 00 
0770 B6 7C FF FF 66 02 36 05 : 23 99E9 QQ оо OQ 00 20 30 OD QQ : 5р до 
0778 ВА 43 65 02 ЗА 03 48 43 : 2С ОЗЕВ 28 ДЕ 55 4C 4C 29 00 28 : B4 : 00 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 99F9 45 52 52 4F 52 29 00 00 : ВЗ : 00 
SUM: 0897 2F 89 2E BD 35 05 BEB9 09F8 4С EF 06 07 00 04 20 7C : E8 : 00 
| : сс mom m — m — — 5 — — БР = ~ “~ ` aeo _ 
0780 60 00 01 ЗА 2F ӨВ ДЕ EF : 13 SUM: C6 93 08 42 EC E9 CD 9B FB4F x : 00 
0788 ЕЕ DE 20 4F 22 1р 42 85 : 52 | [V VV C BM —” e. c ollI I L ин = == 
0790 9C 00 QQ 75 67 24 4A 81 : DT 0A00 00 QQ 09 D8 42 10 B4 BC : АЗ SUM: 00 оо оо QQ QQ оо QQ OO 0000 
0798 6B 18 08 04 00 1E 66 OC : IF 0A08 00 00 01 35 64 06 FE 24 : C2 —< 
07A0 08 04 00 16 67 14 16 FC : AF 0A10 22 80 24 81 20 08 4E 75 : 32 0C80 ов ов ов QQ QQ QQ QQ OO : 00 
07A8 00 20 60 OC 16 FC 00 2B : C9 0A18 00 00 00 QQ QQ од QQ OO : 00 освв 00 оо 99 QQ QQ QQ QQ OO : 00 
07B0 60 06 16 FC 00 2D 44 81 : бА 0A20 оо 00 QQ QQ QQ QQ QQ QQ : 00 ecoe 00 оо 00 до QQ QQ оо 00 до 
97B8 52 85 4A 81 67 2E 43 F9 : 73 0A28 00 00 00 QQ QQ QQ QQ OO : QQ OC98 оо оо оо оо 00 QQ QQ QQ : 00 
の 7C の 00 00 09 78 20 19 B2 80 : EC 0A30 QQ 00 00 OO OO да QQ 00 : QQ досад 00 00 QQ QQ QQ QQ QQ QQ : 00 
@7C8 65 FA 74 2F 52 02 92 80 : 68 QA38 00 00 99 00 QQ QQ QQ QQ : 00 дсав 00 00 од 00 QQ QQ QQ QQ : 00 
дтрд 64 РА D2 80 10 C2 20 19 : BB 0A40 оо 00 00 00 00 QQ QQ QQ : 00 осво оо оо 00 QQ QQ QQ QQ QQ : 00 
07D8 66 FO 42 10 20 ДЕ 72 FF : 88 0A48 00 00 QQ QQ QQ QQ QQ OO : 00 9CB8 оо 00 QQ QQ QQ QQ QQ 00 од 
07E0 52 41 ДА 18 66 FA 20 4F : C4 0A50 00 00 00 00 QQ QQ QQ QQ : 00 оссо 99 оо оо оо QQ оо QQ 00 од 
97E8 60 00 QQ 96 10 ЕС QQ 38 : 32 0A58 00 00 00 QQ QQ QQ QQ OO : QQ дсса оса оо QQ QQ QQ QQ QQ QQ : оо 
Q7FO 60 ЕЗ 22 3C 00 01 00 01 : АВ 0A60 00 00 00 00 00 00 QQ QQ : 00 осрд оо 00 оо QQ QQ QQ QQ QQ : QQ 
97F8 60 OE 22 3C 00 03 00 07 : D6 9A68 00 00 00 OO QQ QQ QQ QQ : QQ дсрв 00 00 00 QQ QQ QQ QQ QQ : 00 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 0A70 00 00 00 QQ QQ QQ QQ QQ : 00 OCEO 00 00 00 00 00 00 QQ QQ од 
SUM: 31 CO 08 FE B4 FB D4 41 А284 0A78 00 QQ 00 QQ QQ QQ OO QQ : QQ OCES 00 00 00 00 00 QQ 99 QQ 99 
| ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー OCFO 00 оо 00 QQ 00 QQ QQ OO : до 
0800 60 06 22 3C QQ 04 00 QF : D7 SUM: 22 80 2E 8E C6 1E 00 55 BD6E OCF8 00 00 QQ QQ QQ QQ QQ OO : QQ 
0808 48 ЕТ 00 10 42 85 08 84 : 92 | í í — í — í í í ———------------------------------- 
0810 00 17 67 2A 16 FC 00 30 : EA 0A80 оо 00 00 QQ QQ QQ QQ QQ : QQ SUM: 00 00 QQ QQ QQ 00 QQ 99 0000 
0818 52 45 0C 41 00 01 66 06 : 51 QA88 00 00 00 00 QQ QQ 99 QQ : 00 ー u 
0820 16 FC 00 62 60 QA 0C 41 : 2B 0A90 ` 00 00 до 00 00 QQ 00 QQ од ороо оо 00 00 QQ QQ QQ до QQ : 00 
0828 00 OF 66 12 16 FC 00 78 : 11 0A98 00 00 00 00 QQ QQ QQ QQ : 00 оров оо оо оо QQ оо QQ QQ QQ : QQ 
0830 52 45 08 04 00 1B 67 06 : 2B QAAQ 00 00 00 QQ QQ QQ QQ QQ : 99 ор1д оо 00 оо QQ оо оо оо QQ од 
0838 04 2B 00 20 FF FF 20 4F : BC QAA8 00 00 00 QQ QQ QQ QQ OO : 00 9D18 00 оо QQ 00 00 QQ 00 00 од 
0840 ДЕ EF FF DE 20 1D 42 20 : BA даво 00 00 до QQ QQ QQ QQ QQ : 00 дрго 00 оо оо QQ оо QQ QQ QQ од 
0848 24 00 48 E7 04 00 42 85 : 1E дава 00 00 QQ 00 QQ QQ QQ QQ : QQ 9D28 00 00 00 QQ QQ QQ QQ QQ : 00 
0850 52 85 C4 01 ӨС 02 00 09 B3 дасе 00 00 00 QQ QQ QQ QQ QQ : 00 дрзо оо 00 оо оо QQ QQ QQ 00 од 
0858 6E 06 D4 3C 00 30 60 OE : 22 9AC8 00 00 00 00 00 00 OO OO : 00 9D38 оо оо QQ 00 QQ QQ QQ QQ : QQ 
0860 D4 3C 00 37 08 04 99 18 : 6E даро 00 00 00 QQ QQ QQ QQ QQ : QQ 0D40 00 ов оо 00 до QQ QQ QQ : 00 
9868 66 04 D4 3C 00 20 11 02 : AD дара 00 00 00 QQ 00 QQ OO QQ : 00 драв 00 00 00 00 00 00 00 00 90 
0870 48 41 E2 A8 48 41 24 QQ : CO の AE の 00 00 00 QQ QQ QQ QQ QQ : 00 орѕо 00 оо оо QQ QQ QQ QQ QQ : 00 
0878 66 D6 22 05 4C DF 00 20 : AE дАЕВ 00 00 00 QQ од QQ 00 QQ : 00 9D58 00 QQ 00 QQ од QQ QQ QQ : QQ 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー の AF の QQ 00 00 00 QQ QQ QQ QQ : 00 орбо оо 00 00 оо QQ QQ QQ QQ : QQ 
SUM: 81 95 BA 71 99 39 1A DQ 8561 QAF8 00 00 00 QQ QQ QQ QQ QQ : 00 дрба оо QQ оо оо QQ QQ QQ QQ : 00 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー орто оо оо оо QQ QQ QQ оо QQ од 
0880 B6 7C FF FF 66 04 36 ЗС ec SUM: 00 00 00 00 00 QQ QQ оо 0000 0D78 00 00 00 QQ QQ QQ 00 QQ  : 00 
0888 00 01 48 43 B6 7C FF КЕ : BC ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
0890 66 04 36 3C 00 01 30 03 : 10 овоо оо 00 оо QQ QQ QQ QQ QQ од SUM: 00 00 00 QQ QQ QQ QQ QQ 0000 
0898 48 43 90 41 6F 0С 53 40 : бА овов оо. оо 00 оо QQ QQ QQ QQ : 00 
08A0 16 FC 00 30 52 85 51 C8 : 32 9 の B19 оо 00 00 QQ QQ QQ QQ 00 од дрва оо 00 00 QQ QQ QQ QQ QQ 90 
98A8 FF F8 52 85 16 08 66 FA : 1C ов18 00 00 00 00 00 QQ 00 00 од дрва оо оо оо оо QQ QQ QQ QQ : QQ 
оввд 53 85 ДЕ EF 00 22 4C DF 63 0B20 оо оо 00 QQ оо QQ QQ QQ : QQ др9дд оо 00 00 QQ QQ оо QQ QQ : 99 
Q8B8 08 00 20 48 BA 43 65 02 D7 овгв оо 00 00 QQ QQ оо QQ QQ : QQ 9D98 оо оо оо оо 00 оо 00 00 од 
д8с0 36 05 08 04 00 1F 66 64 30 0B30 00 00 00 QO QQ QQ OO QQ : QQ ODAO 00 QQ QQ 00 QQ QQ QQ QQ : QQ 
98C8 08 04 00 1A 67 ДА 43 F9 13 9B38 оо 00 ов QQ да QQ QQ QQ од драв өө 00 оо QQ QQ QQ QQ QQ : 00 
0800 00 00 09 А5 10 10 BO 3C BA овад оо оо 00 QQ QQ QQ QQ OO : QQ ODBO оо оо оо QQ QQ 00 QQ 00 де 
0808 00 30 67 1А BQ 3C QQ 20 : Вр оваз 00 00 QQ QQ QQ QQ 4C EF 3B орва 00 00 99 до QQ 00 00 00 од 
98EO 67 0C QC QQ 00 2B 67 06 17 0B50 06 07 QQ 04 41 F9 00 QQ : 4B の DC の оо 00 QQ QQ QQ QQ QQ OO : QQ 
98E8 0С 00 00 2D 66 30 61 5C 8C 0B58 ов 2E 42 10 B4 BC 00 00 FB の DC8 өө 00 QQ QQ 00 QQ QQ 00 да 
08F0 4А 18 53 45 60 28 10 28 : BA 9B69 01 35 64 06 FE 25 22 80 : 65 ODDO 00 00 QQ 00 QQ QQ QQ QQ : QQ 
98F8 00 01 80 3C QQ 20 BO 3C : C9 овбв 24 81 20 08 4E 75 00 QQ : 90 の DD8 оо до од QQ QQ 04 QQ 04 : ов 
ーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニニ ニー ニニ ーー ニー ニー ニニ ーー ニーーーーーー овто QQ 00 QQ QQ QQ QQ 0000: QQ ODEO 00 04 00 04 QQ 04 QQ 04 10 
SUM: СЕ 9B 25 39 9A A7 01 AQ 3486 овтв оо 00 QQ QO QQ QQ 99 QQ од ODES 00 04 QQ 04 00 04 00 04 10 
п orc oem ---- одред 00 20 00 1A 00 08 QQ ТЕ сд 
0900 00 62 67 06 во 3C QQ 78 : 33 SUM: 36 ЕВ C6 22 41 ДЕ 6E 6F 6234 9DF8 00 66 QQ 06 QQ 06 99 06 78 
0908 66 14 61 40 4А 18 53 45 15 _Ж__________7 d M | . LLlLLlZLZGl tele.  Cleëë. n 
0910 61 3A 4А 18 53 45 60 06 ЕВ овво оо оо 00 оо QQ QQ QQ OO : QQ SUM: 00 8E QQ 28 00 1A 00 90 3F92 
0918 43 F9 QQ QQ 09 A4 BA 43 : E6 оваа оо 00 ов QQ QQ QQ QQ 00 од 
0920 64 ФА СЗ 48 61 26 ВА 43 Ер の B99 оо оо оо QQ оо QQ QQ QQ од дедо 00 06 QQ QA 00 08 01 4C : 65 
0928 65 FA СЗ 48 ДА 45 67 0С : 6C 9B98 оо 00 QQ QQ QQ QQ QQ 00 од деов 00 06 02 34 QQ 46 QQ 84 06 
0930 61 1A 4A 18 4A 43 6F 12 : EB OBAO QQ 00 QQ QQ QQ QQ QQ QQ 00 OE10 01 44 00 08 00 6C 01 10 CA 
0938 53 45 66 Ед 4A 43 6F 0A F4 двав оо QQ QQ QQ QQ QQ QQ QQ од дЕ18 00 4А QQ 28 QQ BE 01 56 : 87 
0940 41 F9 00 00 09 A4 61 04 : 4C OBBO оо 00 до да QQ оо QQ QQ 00 дего 02 01 QQ QQ 02 B8 5F 63 ТЕ 
0948 66 ЕС 4E 75 48 Е7 Тр FE : СЕ の BB8 оо QQ оо 00 QQ QQ QQ 00 од 0Е28 70 72 69 6E 74 66 00 QQ : 93 
0950 10 10 02 80 00 QQ QQ FF : Al OBCO оо QQ 00 QQ QQ QQ QQ QQ од дЕЗО 02 01 00 00 02 D4 БЕ 70 : АВ 
0958 48 E7 82 00 4E 96 4C DF Ce овсв өө 00 QQ QQ QQ QQ оо QQ : QQ QE38 7574 63 68 QQ 99 02 91 B7 
0960 99 41 4С DF ТЕ BE 70 01 1A OBDO оо QQ QQ QQ QQ QQ QQ QQ : 00 OE40 00 00 02 E2 БЕ БЕ 66 6D : 75 
0968 DE 80 96 40 4E 75 42 84 : BD 9BD8 00 QQ 00 QQ QQ 00 QQ QQ од 9E48 74 6F 75 74 00 QQ 02 01 : СЕ 
0970 28 4A 10 1С 41 EC FF FF C9 OBEO 00 00 QQ да QQ QQ QQ QQ до 0Е50 00 00 09 B8 5F 65 63 76 `: 5E 
0978 10 1С 67 06 0С 00 00 25 : СА OBES 00 00 00 QQ QQ QQ QQ QQ од дЕ58 74 00 02 01 QQ QQ OB OE : 90 
нннеее OBFO QQ 00 00 QQ QQ оо 00 QQ од 0Е60 БЕ 66 63 76 74 00 00 00 12 
SUM: 9С 1F 73 2C 4E 6E 47 FA 1550 овев оо QQ QQ QQ QQ QQ QQ 00 Q0 OE68 00 00 00 да QQ OO QQ 00 од 
ーーーーー ニ ーーー ニーーーーー ニ ーー ニーーーーーーーーーーーーーー дето 002 00 QQ QQ QQ QQ QQ QQ од 
0980 66 Е6 4А 24 2А 0С 9А 88 22 SUM: 00 QQ QQ QQ QQ QQ од 00 0000 QE78 00 00 00 QQ 00 QQ QQ QQ : 00 
0988 36 05 60 00 FF 30 42 81 CS и — M 3 33? A . L — 
0990 0С 00 до 30 65 1A 0С 00 : C7 осоо оо оо QQ оо QQ QQ QQ QQ : 00 SUM: 31 57 B3 C9 AA 2E 99 FC EA3D 
0998 00 39 62 14 02 40 00 OF : 00 OCOS оо 00 00 до QQ QQ QQ QQ : 00 
09A0 D2 41 D9 41 Е5 49 D2 40 : 64 9C19 оо 00 00 QQ QQ QQ QQ 00 ад 
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ADOUUU 
BASICAS 


中 森 


先月 に 引き 続い て 今月 も FM 音源 を 扱っ 
て みたい と 思い ます 。 先月 は MML の 解説 
を メイ ン と し た だ た いわ ば 基礎 編 で し た 。 で す 
か ら 。 な に か マニ ュ ア ル を 読ん で いる みた 
いて , 思わ ず 有 眠気 に 襲 われ た 人 も いる の で 
は な いで し ょ うか 。 今 月 は 眠気 を 吹き 飛ば 
まだ ああ に デ ロ グ ラム や どん と ん 作っ て , 7 
テオ イス に に や りな に いよ 思い ます 。 しかし, 

TO RN ды 
し れ さ ませ ん 。 し か し それ は こま で 育っ 
て きた この 私 の 音楽 ivxOXBNIB 

c, l* Че Los meNNELZ 
Hb, ブロ グラ ム の 構造 を 追う こと を 優先 
LELO Аг S, 


音色 を 変え る 
パパ ツ ソコ ン 雑 誌 に 掲載 きれ て いる いろ いろ 


な 音楽 ブロ グラ ム を 見 る と , 音色 と し て プ 
リセ ッ ト 音 を を の まま 使わ ず , 新た に 設定 


し 直し て いる 例 が か な りあ り ま す 。 やはり , 


音楽 に 区 っ て いる 人 は 音色 に も 凝る も の な 
の で し ょ う 。 そ うい を えば, 清水 和 人 さん も 
「 音 色 を 語ら 5 ず し て 音楽 に 未来 は な い 」 な ん 
て いっ て まし た っ け (3 月 号 参照 )。 と い ぃ 25 
わけ で , まず は 音色 を 変え て 音楽 演奏 を し 
て みき し ょ う 。 
1) 音色 を 変更 する 関数 
X-BASIC で 音色 を 変更 する (と いう か ヵ 追 
加 す る ) 関数 は m_vset で す 。 この 関数 は 引 
数 と し て ,OPM に セッ ト す べき 音色 の 情報 
を 持ち ます 。 先月 で 解説 し た と お り ,OPM 
は 4 つの オペ レー タ (サイ ン 波 発生 器 ) を 
組み 合わ せ て いろ いろ な 波形 を 作り , それ 
に エン ベロ ー プ の 情報 や LFO ( 低 周 波 発振 
w) の 情報 が 合わ きっ て , ひと つの 音色 を 
作り ます 。 m_vset 関 数 で は これ ら の 情報 を 
ひと つの 5 X11 の 2 次 元 配 列 に 入れ て , を 
の 配列 の 名 前 を 引数 と し ます 。 配列 の 内 容 
ТО 5 Со то. 

また だ た, 図 1 OPM に 対す る 機能 と いう 
観点 か が ら 見 た も の が 図 2, 図 1 を OPM の 
資源 と いう 観点 あら 見 た も の が 図 3 C+ 


音楽 は 苦手 じゃ 


無限 作曲 MML 伝記 に ュー ジッ 5 用 肪 ) 


Nakamori Akira 
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先月 お 届け し た ミュ ー ジ ッ ク 基 礎 攻 略 編 に 続い て , 今回 は その 応用 
編 と し て サン ブル プロ グラ ム を バシ バシ 用 意 し , そこ か ら さ ら に そ 
れ ら の 集大成 と し て 自動 作曲 ブロ グラ ム へ と 侵攻 し て いき ます 。 こ 
こま て 制覇 すれ ば ぱ ば. も う あ な た は きっ と 立派 な 作曲 家 (?) で す 。 


それ ぞ れ の 妥 素 の 詳し い 説 明 は 先月 し て あ 


り ま ょ ます の で ここ で は 省略 し ます 。 そ れ よ 0, 


OPM の 内 部 レジ スタ の 表 が 手元 に あれ ば 
(た と えば 単行 本 『 試 験 に 出る X1』」 など), Z 
れ を 見 て み ま し ょ う 。m_vset 関 数 の 引数 に 
与え る 配列 の 内 容 が ,OPM の ほとん どす で べ 
て の 内 部 レジ スタ に 対応 し て いる こと が わ 
がかり ます 。 あ と に 残っ て いる レジ スタ は / 
イズ 関係 の レジ スタ (あま り 使 われ な い ) 
E, 音階 (ドレミ …… ) を 指定 する レジ ス 


X (これ は MML の 音符 の 記述 に よっ て 設 


ESNA) で らい で すか ら 6, 音色 の 設定 に 
TDD の の as af Rd a 


と いっ て も 過言 で は あり ませ ん 。 音 に こ 
わる 人 が 自分 で 音色 を 設定 し な けれ ば 気 が 


済ま な いと いう 気持 ち も る うなずけ ます ね 。 


ë C, m _vset 関 数 で は 音色 の 情報 が 入っ 

た 配列 の 名 前 の ほか に , それ を 何 番 目 の 音 
色 に する か と いう 値 を 引数 と し ます 。 
の 番号 は 1 か ら 68 ま で は プリ セッ ト 音 d 
て あら か じ め 設 定 さ きれ て いま すか ら , 通常 
は 69 一 200 を 指定 し ます (も ちろ ん , 1—68 
の 音色 を 設定 し 直し て も 構い ませ ん )。 それ 
て は 。 m_vset 関 数 の フ 3-9 у РАДЕ 
示し ます 。 


m vset (уо, va) 


X-BASICOSEIESUR (MEET) 


X-BASIC で は , 変数 を 使用 する 前 に 変数 の 型 . 


宣言 を し な けれ ば な り ま せん 。 宣言 で きる デー 
タ 型 は int (4 バイ ト 整 数 ), char ( | バイ ト 整 
23), str (文字 列 ), float( 実 数 ) の 4 種類 で す 。 
X-BASIC の プロ グラ ム の 実行 は その 大 部 分 が 
関数 の 呼び 出し に よっ て 行わ れ ま す 。 そ れ 以 外 
は 制御 構造 で す 。 型 宣言 と 制御 構造 と 関数 , こ 
れ が X-BASIC の 3 大 要素 で す 。 x 

X-BASIC に は 画面 上 の キャ ラク タ を スム ー ズ 
に 移動 させ る た め の ス プラ イト 機能 が 備わっ て 
いま す 。 こ れ に より 最大 128 個 の キャ ラク タ を 
同時 に 移動 させ る こと が で きま す 。 こ の 移動 の 
と き , パタ ー ン の 反転 , 色 の 変更 な ども 可能 で 
す 。 ま た , バッ ク グ ラウ ンド と 呼ば れる 画面 が 
2 面 あ り し , ここ で は 最大 64 x64 個 並べ た キャ ラ 
クタ を 背景 と し て 利用 で きま す 。 バ ッ ク グ ラウ 
>" ERLECH, 画面 上 の すべ て の キャ ラク タ が 
同時 に 移動 し ます 。 


また , X-BASIC で は 65536 色 同時 発色 を 特徴 と 


する X68000 の グラ フィ ッ ク 機 能 を 扱う こと が で 
きま す 。 色 数 が 65536 色 で ある の は グラ フィ ッ 
ク 画 面 ( 実 画面 ) が 512X512 ド ッ ト の 場合 で す 
が , 色 数 を 256 18, 16 色 と 減ら すこ と に よっ て , 
実 画面 を 2 画面 , 4 画面 と 増やす こと が で きま 
す 。 さらに , 色 数 を 16 色 , 実 画 面 数 を | 画面 に 
限れ ば 1024x1024 ド ッ ト と いう 大 画面 を 扱う こ 
と も で きま す 。 ま た , 複数 個 の 実 画面 は 高速 に 
切り 換え る こ — s _ それ ぞ で れ を スク 
ロー ル さ せる こと も で きま す 。 こ の 機能 を うま 
く 使 えば , アニ メー ショ ン も 簡単 で す 。 u 


また , グラ フィ ッ ク 画 面 の 特徴 と し て 半 透 明 


機能 が あり ます 。 こ れ は , グラ フィ ッ ク の 実 画 
面 同士 ある い は グラ フィ ッ ク 画 面 と テキ スト 画 
面 (スプ ライ ト 画 面 ) を 重ね 合わ せ て 表示 する 


機能 で す 。 この 重ね 合わ せ は , 最も 優先 順位 の 
高い グラ フィ ッ ク 画 面 が 半 透 明 に な る こと で 実 
現さ れ ま す 。 し か し , 残念 な が ら 半 透明 機能 は 
X-BASIC か ら 直 接 扱う こと が で きま せん 。 メ モ 

リ 上 に マッ ピン グ さ れ て いる X68000 の ビデ オ コ 
ント ロー ラ の 内 部 レジ スタ を 直接 書き 換え る こ 
と で 扱う こと が で きま す 。 

X68000 で は グラ フィ ッ ク 画 面 の みな ら ず , テ 
キス ト 画 面 も ビッ トマ ッ プ 方 式 を 採用 し て いま 
$, さらに, テキ スト 画面 は 16 色 の パレ ッ ト や 
スク ロー ル 機 能 も 備わっ て いま す 。 こ の た め , 
テキ スト 画面 も グラ フィ ッ ク 画 面 と 対等 に 扱う 
こと が で きま す 。 た と えば グラフィック 下面 
の 退避 領域 と し て テキ スト 画面 を 使用 する こと 
が で きま す 。 u 

また , X68000 に は マウ ス が 標準 で 付い て きま 
+, そして, X-BASIC で は この マウ ス を 扱う た 
め の 関 数 が 用 意 さ れ て いま す 。 マ ウス を 入力 装 
置 と する こと で 操作 性 の よい プロ グラ ム を 書く 
こと が で きま す 。 

X68000 の ハー ドウ ェ ア で て スプライト, グラフ 
ィ ッ ク と 並ぶ 3 大 特徴 の ひと つが FM 音源 用 で す 。 
X68000 は , FM 音源 用 の LSI と し て OPM (УМ2! 
51) を 内 蔵 し , 8 オク ター ブ プ , 8 重 和 音 の ステ 
レオ 演奏 を 行う こと が で きま す 。 そ し て , X-BA 
SIC に は OPM に 音楽 を 演奏 させ る た め の イ ンタ フ 
ェ イ ス と し て MML (ミュ ー ジ ッ ク ・ マ クロ ・ ラ 
ン ゲ ー ジ ) と 呼ば れる 言語 が 用 意 さ れ て いま す 。 
この MML は 演奏 の 繰り 返し 指定 を 簡単 に 記述 で 
きる と いう 特長 が あり ます 。 ま た , 音楽 の 演奏 
は 割り 込み に よっ て ほか の プロ グラ ム の 実行 と 
同時 に 行わ れる た め , この FM 音源 を ゲー ム プ ロ 
グラ ム な どの BGM と し て 利用 する こと も 可能 で 
し ょ う 。 
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引数 vo 音色 番号 (1 一 200) 図 ] 音色 情報 その 1 
va 2 次 元 配 列 の 名 前 _ | 
dim char уа (4,10) 
で 宣言 され る も の 
2) 音色 の 取り 出し 
音色 が 設定 びき る か ら に は , すでに 設定 
され て いる 音色 の 情報 を 取り 出す た め の 関 
数 が な けれ ば 片手 洛 ち で す 。X-BASIC で 
は 音色 情報 を 取り 出す た め の m vget 関数 
が 用 意 き る きれ て いま す 。 この m vget 関 数 は , 
m vset 関 数 と 同形 式 の char 型 2 次 元 配列 
(の 名 前 ) を 引数 と し し, も う ひ と つの 引数 で 
ある 音色 番号 で 指定 され る 音色 の 情報 を 取 
り 出 し て , 配列 に 格納 し ます 。 こ の 関数 は 
プリ セッ ト 音 な ど を 取り 出し て , 少し だ け 
変更 する 場合 に 便利 で す 。 m _vget 関 数 の フ 
ォ ー マ ッ ト を 以下 に 示し ます 。 
m уре (vo, va) 
引数 vo 音色 番号 (1 一 200) 
va 2 次 元 配列 の 名 前 
dim char уа (4,10) 
で 宣言 され る も の 
それでは, ここ で m_vget 関 数 を 使っ た ブ 
ログ ラム を 作っ て み ま し ょ う 。 音 色 の 情報 
は m vget 関数 に よっ て 配列 の な か に 簡単 
に 取り 込む こと が で きま す が , それ を 変更 
する と な る と 配列 の 内 容 を 調べ る 手間 が 必 
要 で す 。 こ の と き , 配列 の 内 容 (音色 の 情 
報 ) が 
10000 dim char va(4,10) = | 
10010 Vie а ы а сло 


10050 bii, а а а ENS | 
と いっ た ブロ グラ ム の 形 (つま り , 行 番号 
の あと に 音色 情報 の 記述 が くる 形 ) で 出力 
され る と, 配列 の 内 容 は 一 目 瞭 然 で 音色 の 
変更 も 楽に な り ま す 。 これ な ら , 必要 な 要 
素 を 変更 し た あと , カー ソル を 出力 の 最初 
の 行 に 持っ て いき , リタ ー ン キー を バシ バ 
シ と 押し て いく こと で その 設定 を ブロ グラ 
ム 内 に 取り 込む こと が で きま す 。 こ の プロ 
グラ ム が リス ト 1 で す 。 リ スト 1 の ブロ グ 
ラム を 実行 する と 音色 の 番号 を 聞い て きま 
すか ら , 好き な 番号 を 入力 する と その 番号 


と 名 が プロ グラ ム の 形 デ ィ ス プレ dee л вас. 
の 音色 が プロ グラ ム の 形 て ディ 4. E 10010 dim char va(4,10)-( 


44 リス ト 1 の 実行 結果 


に プリ ント され ます ( 図 4 )。 | 10020 /* F/A MSK МЕ SYC SPD PMD AMD PMS AMS PAN. 
7" 400306 /%- ы 
3) 音色 を 変更 する 演奏 例 16040 58, 15, 2, о, а, в‚ 3 6. а. з, в, 
о 10058 /* Е R RR J DT s 
кеки SM7) Ls т шик —— DIL’ ть KS MUL рт DT2 AMS | 。 
444 - À Ú. је и 3» б |- T 10070 — 98, 4, @ S5 1 55 2, i, т, 9 ë oP 1 
& 2 ALAS dul s а › ませ ん 。 ーー deese 22, 9, 1, 2 1 47, 2, 12, 9, 0, 0, 1 OP 2 
FM 音源 は 万 能 で は な く 〈, ПЕВАО ー x 10090 13$ 4, 3, É, 1,37, 1, 3, 35, & e. моз 


190100 15, T, 9, 5, 10, о, 2, 1, 9, ° 1) 15 ОР 4 
器 の 音色 を 電気 の 力 で 真似 て いる も の で す ーー х pos | 


か ら , 本 物 と まっ た だ た く 同 じ 音 色 を 作り 出す 
106 онх 1988.7. 


の は 不可 能 で す 。 СТС, いろ いろ な 人 が 
「 あ ー で も な いぶ 』「 こ 一 で も な い 」 と いっ て 
音色 作り に 精 を 出す わけ で す 。 し か し ハッ 
キリ いっ て , 音色 を 作る こと は 昨日 今日 の 
勉強 で で きる も の で は あり ませ ん 。 音色 に 
対し て あま り 慣 れ て いな い 人 の 場合 は , ほ 
か の 人 た だ たち が 作っ た 音色 を 聞き 比べ て みて , 
を の な か か ら ピ ッ タ リ と くる も の を 探す し 
が か が がき で う て す れ ね 。 

ЖЮ, 「 ピ アノ (AA. ビ ピアノ )」 の 音色 ひと 
つ を と っ て みて も , パソ コン の 機種 別 , = 
楽 ソ フト 別に 多く の 種類 が ある よう で す ( 全 
部 が 異な る 音色 情報 を 持つ )。 < こ で は , 
Oh!X 3 月 号 の 67 ペ ー ジ で 紹介 きる れ た X1 用 
VIP の 「A. ピ アノ 」 の 3 種類 (も ある ) の 
音色 と , X-BASIC の プリ セッ ト 音 の 「A. 
ビ ピアノ 」 の 音色 (音色 番号 1) を 聞き 比べ 
の こと に し また もせ よう 。 РЕН Е, 
それ ぞ れ 違う 音色 で あっ て も , どれ も それ 
な り に 本 物 に 開 こ える も の で すね 。 こ の た 
め の プ ログ ラム が リス ト 2 で す 。 

リス ト 2 で は X-BASIC の プリ セッ ト 音 
(リス ト 1 の プログ ラム で 取り 出し た ) E 
色 番 号 70 と し て 再 設定 し, VIP に よる 音色 

音色 番号 71 一 73 で 設定 し て あり ます 。 を 
LC, 音色 番号 を 70 か ら 73 ま で 変化 させ な 
が ら 同 じ 曲 を 演奏 る させ て いま す 。 プログラ 
ム 自 身 は for 一 next ル ー プ の な か に MML を 
書き 並べ さて ある だ け で す の で 説明 は 不要 で 
し ょ う 。 なお, この 曲 は , 映画 「 機 動 戦 士 
ガン ダム 逆襲 の シャ ア 」 の 音楽 より 「 メ 
イン タイ トル ・ レ ガン ダム 」 と 呼ば れ て い 
る 曲 の 一 部 で す 。 こ れ で も , 同じ 「 ピ アノ 」 
の 音 な の か な と 思う くら い 感 じ が 違う の が 
わか り ま す 。 そこ で , 結論 。 音 色 は 演奏 の 
感じ を 決定 する 大 事 な 要 素 で ある と いう こ 
[T$ 


音楽 の 3 要素 を 体験 する 


ST, 音色 に こだわ る こと も 大 切な の で 
す が , 音 を 鳴ら す だ け で は 音楽 に な り ま せ 
ん 。 せっかく, MML を 扱う か ら に は も っ 

音楽 を や っ だ と いう 気分 に な れ な く て は 
面目 (あり ませ ん ね 。 こ れ か らし ば らく 〈 く は , 
MML を 使っ て 音楽 の 気分 に 浸っ て み ま し 
ょ う 。 音楽 の 3 要素 ほし いえ ば, リズム, A 
ロディ 。 グー モー て すず す 。 ПЕРСЕ, この 
音楽 の 3 要素 の それ ぞ れ を MML て 実践 し 
まう 。 

1) リズ ム 

リズ ム と は , 本 来 は 「 メ ロディ の 秩序 だ 
っ た 動き 」,「 ハ ー モ ニー の 秩序 だ っ た 動き 」 
РЕЗ БЕЛОЕ СТ. し か し 。 ここ 


リス ト 1 音色 の 表示 


10 /* 
20 /* 音色 の 表示 
30 /% 
40 int i,j,lin-10000 : char v 
50 dim char уа(4,10) 
60 input "音色 の 番号 "; у : clis 
70 /* 
80 m vget(v,va) /* 音色 デー タ を 取り 出す 
90 /% 
100 ipr() : print '/* 8B @ v; у” 
110 lpr() : print "dim char уа(4,10)={" 
120 /% 
130 for 120 to 4 
140 if 120 then ( 
"150 lpr() : print "/* F/A MSK WF SYC SPD PMD AMD PMS AMS PAN" 
160 lpr() : print "/k-------------------------------------------- T 
170 } else if i-1 then ( 
180 lpr() : print /* AR DIR D2R RR DIL TL KS MUL DTI DT2 AMS" 
190 lpr() : print "/ ネ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
200 ) 
210 ipr() : print | s 
220 Тог j=0@ to 10 
230 print using "###"; va(i,j); 
240 if (i<>4)or(j<>10@0) then print ","; else print "}"; 
250 next 
260 if 1<›0 then print " /* OP";i else print 
270 next 
280 end 
290 /% 
300 /* 行 番号 の プリ ント 
310 /* 
320 func lpr() 
330 print using "##### "; lin; : lin-lin*10 
340 endfunc 
ЈАКе ビア ノ の 音色 の 聞き 比べ 
10 /% 
20 /% 本 の ジン シ ャ アパ より トイ シソ タイ トル tv» Gundam ) | 
30 / ネ 
40 /% 
50 /% A. Ë > 4 プリ セッ ト 
60 /% 
то dim char уад(4,10)=([ 
80 /* 
90 /* F/A MSk WF SYC SPD PMD AMD PMS AMS PAN 
100 / ネ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
110 58, 15, 2, 0,220, б, 0, 0, b, 35, д, 
120 /% 
130 /* AR DIR D2R RR DIL TL kS MUL DTI DT? AMS 
140 / ネ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
150 28, 4, 0, 5, 1, 4i, 2, 1, 7, о, о, /« OP I 
160 22. 9, li А, 1. 37, 2, 14, 0, 0, 0, /% OP 2 
170 29, 4, 3. 6, |, Ji, 1, d 3, 0, U, 7Е ОР 3 
180 РӘ n о, 5, 10, 0, 2, 1, 0, 0, 11 /* OP 4 
190 /% 
200 m vset(70,va0) 
210 /% 
220 /% 
230 /% A. セア 了 アノ V IP 
240 /% 
250 dim char уа1(4,10)=| 
260 /% 
2710 /* F/A NSK WF SYC SPD PMD AMD PMS AMS PAN 
280 At- ененнен 
290 58, I5, 2, 1,220, 9, d, |. 1, 3, 8, 
300 /% 
310 /* AR DIR D2R RR DIL TL KS MUL DTI DT2 AMS 
320 / ネ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
330 4l, 5, 7, 4. 9, 37, ‚ 1. 6, 0, > /t ОР ! 
340 ве, 0, 4, 5, 4, 62. |, 5, 2. о, 9. /* OP 2 
350 29, ©, 4, 5, 4, 77, 1, 1, 4, 0, 9. /* OP 3 
360 di, 6. 6, 5, 4, 0O, 2. l, 1, 0, |) 4 
370 /* 
380 m vset(71,val) 
390 /% 
400 dim char уа2(4,10) = { 
410 /* 
420 /* F/A MSK WF SYC SPD PMD AMD PMS AMS PAN 
430 / ネ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
440 28, 19, =, 9,180, 0, 1, @ 1, 3, hà, 
450 /* 
460 /* AR DIR D2R RR DIL TL KS MUL DT1 DT2 AMS 
470 /X-—-—-—----—--—-----------------------------2------ 
480 Slit, 240, 8, 10, 0, 24. ©, T, 3, @ 9, / ОР | 
490 31, 10, ; 10, 0, 0, 0, 1. 4, 0, 1, /* OP 2 
500 31, 260, B, 10, 0, 45, B, 3 4, 9, 9, 1 OP 3 
510 25, 10, 5, 10, 0, 9, 3, 1, 3, 0, 1) /* OP 4 
520 /% 
530 m vset(72,va2) 
540 /* 
550 dim char уа3(4,10)= { 
560 /* 
570 /* F/A MSK WF SYC SPD PMD AMD PMS AMS PAN 
580 /* ネ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
599 58, 15, 2, 0,265, 0, 9, 9. 06, 3, о, 
600 /% 
610 /* AR DIR D2R RR DIL TL KS MUL DFT1 DT2 AMS 
620 /X-—-—-----------------------------------2------- 
630 19, 2, 1, 4, 3, 33, 3, 5, 7, O0, O0, Zt OP | 
640 13, zZ, 1, 4, 3, 25, / ま OPD 2 
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で は 単純 に 音楽 を 演奏 する うえ ぇ で の 拍子 の 
Vp 、 659 ig, 2, 1, 4, 3,50 2. L, 4, 6 0b, ñ ОР 3 
I E , , , , , , , , , , , 
取り 方 と 思っ て くだ る い 。 要する に 「 タ ン ・ 660 19, 2, |, 4, 3, o, 3. 1, 7, e, 1) / OP 4 
670 /* 
A - e Я 1, 「 タ ン ° A ° ダン j, Гм у а A 680 m vset(73,va3) 
` > + о ` 690 ⁄ 
СА PI. EPOS 一 年 の パタ ー シ そ 700 for 1=70 to 73 : print "この 演奏 は 音色 "i" です" 
| 、 aM GN 710 /* 
つのだ ピー トド の こと て す 。! ワ ルツ 」 だ ょ か 720 m init() : for ј=1 to 5 : m alloc(j,2000) : next 
os MP ри 730 /* 
「 タ ンプ 」。 Трет ЕЕ ЕУ 740 m tempo( 169) 
_ р | А : 750 /* 
こと が ある で し ょ う 。 それ ら は 皆 , ある 特 760 m trk(1, "V15 L8") : m trk(1,"e"*str$(i)) 
| | 770 m trk(2,"V8 L8") : m trk(2,"G"*str$(i)) 
sI о ` у РА D - 3 х БА. , 
定 の パタ ー ン を 持っ だ リズ ム の こと な の て 780 m trk(3,"V8 18") : m trk(3,"@"+str$(1i) ) 
" mm Š т | _. 790 m trk(4,"V8 18") : m «гк(4,"е"+а г5(1)) 
す 。 図 5 に 代表 的 な リズ ム パ ター ン を 示し 800 m trk(5,"V8 L8") : m trk(5,"@"+str$(1) ) 
: ME 、 810 m trk(1,"O4 A4 |: O5 D2.{ERF}4 E2&>A8R8A4 <D2C4>{GR<C}4 >A2. R4 ") 
id, それ で て では, 図 5 に 示さ きれ だ た だ リズ ムペ パ 820 m trk(2," R4 |: O4 DDDDDDDD EEEEEEEE DDDDEEEE FFFFFFFF") 
М 830 m trk(3," R4 |: O3 AAAAAAAA <CCCCCCCC ›В+В+В+В+<СССС CCCCCCCC" ) 
~ ‚эр > — 
ター ン を MML て 演奏 る せ て み ま し ょ う 。 840 m trk(4," R4 |: O3 FFFFFFFF AAAAAAAA  FFFFGGGG AAAAAAAA") 
= А . _ 850 m trk(5," R4 |: ОЗ RRRRRRRR GGGGGGGG  RRRRRRRR RRRRRRRR" ) 
と を と のだめ の デジログ ラム が り リスト 9 て す 。 Š 860 m trk(1,"11 O4 G2A4{ERG}4 F2&FA<DE F4F4G4.F E2.>A4 |") 
i са mo "m va 870 m trk(2,"|l O4 EEEEEEEE DDDDDDDD DDDDDDDD DDDDC+C+C+C+ :|") 
の プロ グラ ム も $ も 単純 で すか ら 説 明 は 不要 て '880 m trk(3,"|1 O4 C+C+C+C+C+C+C+C+ >AAAAAAAA BBBBBBBB AAAAAAAA :|") 
I 890 m trk(4,"|1 O3 AAAAAAAA FFFFFFFF G+G+G+G+G+G+G+G+GGGGGGGG : |") 
L а 900 m trk(5,"|1 O3 GGGGGGGG RRRRRRRR FFFFFFFF RRRRRRRR р") 
. _ үа 、 、 910 m trk(1,"12 O4 G2A4R8<E8 F2&F>A<DE F4F4G4.F E2.E4 ") 
gis, この プ ブログ ラム で は , 演奏 する 音 920 m trk(2,"|2 O4 EEEEEEEE DDDDDDDD DDDDDDDD DDDDC+C+C+C+ "n 
А а. 、 930 m trk(3,"|2 O4 C+C+C+C+C+C+C+C+ >AAAAAAAA BBBBBBBB AAAAAAAA ") 
人 符 の 列 が まっ だ た 〈《 同 じ た め , 4 ビート (4 940 m trk(4,"|2 O3 AAAAAAAA FFFFFFFF G+G+G+G+G+G+G+G+GGGGGGGG ") 
_ "m : i 950 m trk(5,"|2 O3 GGGGGGGG  RRRRRRRR FFFFFFFF RRRRRRRR om 
拍子 ) の リズ ム は 2 ビート (2 拍子) O7 960 m trk(1,"O5 F2EDC>B- A2.A4 G4AB-A4G4 F2&FFAF <D4>{FFF}4A<D4E FRG2F4") 
| MR 、 970 m trk(2,"O4 DDDDEEEE EEEEEEEE FFFFEEEE FFFFFFFF FFFFFFFF FFFFFFFF ") 
ズム と 同 じ も の 。 6 ゼー ト (63B7T) Су 980 m trk(3,"03 B-B-B-B-<CCCCCCCCCCCCDDDDC+C+C+C+>AAAAAAAABBBBBBBBBBBBBBBB" ) 
P : У i uc 990 m trk(4,"03 GGGGGGGGAAAAAAAAB-B-B-B-AAAAFFFFFEFFAAAAAAAAG+G+G+G+G+G+G+G+" ) 
ズム は 3 ビート (387) の リズ ム と 同じ 1000 m trk(5,"O3 RRRRB-B-B-B-FFFFFFFFGGGGGGGG RRRRRRRR FFFFFFFF FFFFFFFF") 
us ( 1010 m trk(1,"O5 E2.>A4 <F2E4F&E 02.04 B-2A&GF&G A2C2") 
も の と し て 省略 し て あり ます 。 しかし, 本 1020 m trk(2,"04  R4E.D16C+2 R〉>A<D>ARA く <D>A RFB-FRFBF RDFDREB-E RCECRCEC") 
ー 1030 m trk(3,"O3 GA&A2. D2C2 »B-2A2 G2«C2 »F2F2 ") 
` 1 - i , 
M dH L 29948 E 2» о БРИЖ U Z O 1040 m trk(4,"O3 RI R1 R1 R1 RI ") 
HA _ : i 1050 m trk(5,"03 R1 R1 R1 R1 Rl") 
れ ば な た ら な いと ころ て すず 。 だ と えん ば し, 1060 m trk(1,"O5 G2F&ED&E F2.F4 E4.EE&DC+&D Е2.>А4") 
_ 1070 m trk(2,"02 RB-<D>B-R<EGE RAB<C+DEF4 >RDFARDEG+ REDEA2") 
2189: つ ~g 1080 m trk(3,"O2 E2A2 <D1 B2B2 A1 ") 
| i 1090 m trk(4,"O3 RI R1 R1 R1 ") 
3 拓 子 >  5$8&—59— 539 1100 m trk(5,"03 R1 RI RI а " 
_ | ч 1110 m trk(1,"05 D2.(EEF]4 E2.>A4 <D2C4> (GG<C14 >A2.A4 G2.{AR<E}4 F2G2 A2.R4") 
4 拓 子 > gie 1120 m trk(2,"O4 DDDDDDDD EEEEEEEE DDDDEEEE EEEEEEEE DDDDC+C+C+C+ DDDDDDDD D2.R 


4") 
1130 m trk(3,"03 


6 拍子 э  558—599—99— rp 3 — 99 — 99 


AAAAAAAA<CCCCCCCC>B-B-B-B- く CCCCCCCCCCCCB-B-B-B-C+C+C+C+AAAAB-B 


な ど と いっ た 強弱 を つけ る 必要 が あり ます ee ме di FFFFFFFF AAAAAAAA FFFFGGGG AAAAAAAA GGGGGGGG FFFFGGGG G2.R4") 
(こん た の 小学 校 で 習っ た 記憶 が ある な あ )。 1150 mn_trk(5, "03 R1 GGGGGGGG R1 FFFFFFFF EEEEEEEE ВІ Е2.В4") 
具体 的 に は 音量 (V コ マン ド ) を 変え て 強 ет) 

弱 を つけ れ ば よい の で , 暇 な 人 は リス ト 3 NN о 

を 書き 換え て みて くだ さい 。 日 本 音楽 著作 権 協 会 許 詳 第 8870414-801 号 
ы стим 図 5 リズ ム バ ター 


ハー モニ ー と は ,。 A ロディ を 包み 込ん で 


| 2Beat (D 
曲 に 調和 感 を 与え を る コー ド (和音 ) の つ な 
が り の こと で す 。 要するに, いく つか の 音 
(基本 的 に は 3 つ ) を 同時 に 鳴ら すこ と で す 。 


楽 護 の な か に C と か Am と か Ват と か 書 


か れ て いる の を よく 見 か け ま す が , それ が 
ュー ド の 指定 で す 。C と か A と か B と いう 
名 前 は コー ド を 形成 する いち ば ん 低い 音 の 
УС, m と か dim と いう の は 3 つの 音 の 
音程 の 関係 を 示し ます 。m と か dim の 意味 
は 次 の と お り で す 。 735, ГА, FR 

全音 , 半音 の 関係 を 表し て いま 


ーー 
2 3133 3433343334333 11 3 33 43 333 4| 
| К кана ан ME MS ONE DENEN. 


それ ぞ れ , 48, 

To 

"な に も な し (メジ ャ ー) 
јј-2+%-–))-2+%–)Ј 

sm 4 マオ チー リ 
ДЕВ 

„йип (ディ オミ ニテ ニッシュ) 


リー 人 キー リー 人 タキ キー 
・aug (オー ギュ メン ト ) 
је“ рана је EM 
コー ド に こう いっ た 区 別 が ある の は , = 
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ー ド が 音階 (キー) を 元 に し て 作ら 65 れ て い (コー ド の 命名 は 意外 と 安直 な の で す よ )。 で 実感 で きる 人 が うら 5 や まし いな あ ) その 
る か ら で す ます 。 ず すなわち, コー ド と は 音階 の な お , 図 6 て 示す 短 音階 に は G の 音 に 北 プロ グラ ム が リス ト 4 (長音 階 ) と リス ト 
な か で 3 つの 音 を ひと つ お き (3 度 の 音程 ) が 付い て いま す 。 こ れ は 短 音 階 の うち , SI 5 ( 短 音 階 ) で す 。 8 重 和 音 を 特長 ほす る O 
に 拾っ だ た も の に ほか な り ま せん 。 図 6 に 長 声 的 短 音 階 た 呼ば れる 音階 で す (ほか に 自 PM で は , た か が 3 音 の 和音 な ん て た や す 
音階 ( ハ 長 調 ) と 短 音階 ( イ 短 調 ) の 例 を 然 的 短 音 階 , 旋律 的 短 音 階 が あり ます が , МИЕ ла а" 


示し ます 。 これら の 音階 の 上 に ュー ド を 作 ここ で は 省略 ね )。 紙 に 書か が れ た コー ド だ け ë T, 音楽 の 演奏 で は メロ ディ が 移り 変 
5 (ひと つ お き に 3 つの 音 を 拾う ) と 図 7 を 見 て いて も 実感 が わき ませ ん か ら , MM わる の に 従っ て , コー ド $ も 移り 変わ っ て い 
に 示す よう な 名 前 の コ ユ ー ド が で きる の で す L て 演奏 し て み ま し ょ 2 う (楽譜 を 見 た だ け きま す 。 こ の コー ド 進 行 に は , クラ シッ ク 


リス ト 3 リズ ム パ ター ン 演 奏 ブ ログ ラム 


20) c ___ 
'V8e59"): m с, вила"). 
.free(1)»100) nd (m. free (2) > 100) 
T zn зо 


о Beat 2 (Jazz) еа. Y» x 
) rhy1(7)="O3 AA x 598 ови : p ーー 
acus M 600 while stat() :  endwhile 


д гћуд(8): Веа u ー — 610 next 
| _ iones ЕВЕВЕВЕВЕВЕВЕВЕВЕВ " 
sis китови 階 図 8 古典 的 コー ド 進 行 
С _ 長調 ) 


Dcum 


яо роне 
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音楽 な どの 時 代 か ら 伝わる 一 般 的 な 規則 が 
あっ て , 現代 の 音楽 に ちか な り の 影響 を 与 
えて いる よう で す 。 図 8 が 長調 と ト短調 
に お ける 古典 的 な コー ド 進 行 で す が , この 
ュー ド 進 行 を MML で 演奏 し て み ま す 。 

で わか る よう に , ある コー ド に 対し て 次 の 

ニー ド は 一 意 に は 定まり ませ ん 。 #27, 

乱数 を 用 いて コー ド を 決定 する こと に し ま 

す 。 
簡単 に する た だ た め , ここ で は 第 1 級 と 第 2 

級 の コー ド の み を 使っ た 進行 を 行い まし ょ 

う 6 ちろ ん , 上 第 1 級 の ユー ド が 選ば れる 

確率 は 第 2 級 の コー ド よ り も 高い も の と し , 

同じ 級 の コー ド は 同じ 確率 で 選ば れる も の 

と し ます 。 この よう な が 方針 て 作っ だ ジグ ログ 

あみ が リス トド 60 て す 。 グ ログ ラム の デル マ 

リズ ム は 次 の よう に な っ て いま す 。 

・ チ ャ ン ネ ル 1 一 3 を 使用 し て コー ド を 演 
奏する 。 チ ャ ン ネ ル 番 号 は トラ ッ ク の 番 
に 等 し くず る 。 

・ 最 初 の コー ド は , 長調 な ら ば C, 短調 な 
ら ば Am。 

· 95 — кожда— КІ, 長調 な ら ば 
nxt cod maj 関 数 に より , 短調 な ら ば nx 
t cod min 関数 に よっ て 求め る 。 求め 方 

8 の 表 に 従う も の と する 。 

: トラ ッ ク バ パッ ファ の 容量 が な く な る か 20 
小節 分 の コー ド を 設定 する まで , コー ド 
の 設定 を 繰り 返す 。 

・ ト ラッ ク バ ッ フ ァ へ の 設定 が 終わ っ た ら 
{н Жу 5 
この 程度 の 説明 で プロ グラ ム は わか る と 

思い ます 。 ま あ 。 あれ これ 考え た る より 。 Ж 

祭 に 入力 し て み ま し ょ う 。 実際 に 演奏 し て 

みる と , きす が 古く か ら 生 き 残 っ て きた だ た コ 

ー ド 進行 び け あっ て , 心地 よい 響き を 持っ 

て を と いま すね 。 

3) メロ ディ 
メロ デイ と は , 高 る や 長き る の 異な る 音 の 

連続 的 な 進行 で す 。 メ ロディ は 曲 そ の も の 
を 決定 づけ て し まい ます か ら , 代表 的 な メ 
ロディ と いう も の は あり ませ ん (あっ た ら 
盗作 だ )。 まあ , 音 の 流れ 方 (連続 する 数 個 

の 音 の 関係 , 始ま り と 終わ り の 音 ) に つい 

て の 法則 が ある くら いで し ょ うか 。 既存 の 

曲 の メロ ディ を その まま MML て 演奏 し て 

も 楽し く な い (до, そっ ちの ほう が いい 

21?) OC, ここ で は コー ド 進 行 の 例 と 

同様 に 乱数 を 用 いて メロ ディ を 作り 出し て 

み ま し ょ う 。 た が だ, 本 当 に 乱数 だ どけ を 用 い 

だ の で は , ほとん と 意味 不明 の メロ ディ が 

で き て し まい ます か ら , 音 の 生成 に ある 程 

度 の 規則 を つけ ます 。 つ まり , 次 の よう な 

規則 で す 。 


| 
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ЈАМА 


長音 階 コ ー ド 演奏 プロ グラ ム 


・ 音 階 は 長音 階 の み 。 

・ 音 の 長 さ は 全音 符 。 2 分 音符 , 4 分 音符 , 
8 分 音符 の うち の どれ か で , 出現 する 確 
率 は , 

て 2 分 く て 8 分 く 4 分 
の 順 と する 。 

・ 最 初 の 音 は ド (C), 5 (Е), ソ (G) の う 

ちの と どれ か で , 使用 する 確率 は , 
зе, 
の 順 と する 。 

・ 連 続 す る 2 つの 音 の 関係 は 1 度 か ら 6 上 度 
の 間 と し , 出現 する 確率 は , 

5 度 く 6 度 く 1 度 く 4 度 く 2 度 く 3 度 

の 順 と する 。 
以上 の よう な 4 つの 規則 に 従っ て メロ デ 

I を 作る ブロ グラ ム が リサ リスト? で す 。 デ ョ 

グラ ム の 説明 を 簡単 に し まし ょ う 。 音 の 選 

び 方 と し て は 長調 (ORR) を 仮定 し て い 

ます か ら , | 

D D; E, F, G, A, B 

の み を 用 いま す 。 高き の 度数 の 計算 も これ 

ら の 音 の 間 で 計算 し ます 。 こ れ が 基本 で す 。 

実際 の 動作 は , まず , 最初 の 音 (名 ) を sa 

isho 関 数 で , 音 長 を nagasa 関 数 で 決定 し ま 

+, を その あと は takasa 関 数 に よっ て 音 名 を, 

nagasa 関 数 に よっ て 音 長 を 求め . それ を nn 

n 関 数 に よっ て MML に 変換 し な が ら ト ラッ 

2 ポ w ジ アア 1 に 人 私 て いき 。 これ を トラ タッ 

ク バ ッ フ ァ が 空 に な る まで (正確 に は , Ж 

b 容量 が 30 バ イト 以下 に な る まで ) 繰り 返 

し ます 。 を そして, 最後 に 演奏 を 始め ます 。 

要 は これ だ け の プロ グラ ム で 。 (СЕСЕ 

明 し て も し よう が な い の で す が , 音 名 (tak 

asa 関 数 に よる ) を 求め る 関数 は 多少 複雑 な 

の で も う 少 し 詳し 〈 説 明 し ます 。 先 に 述べ 

だ よう に , 音 名 は ひと つ 前 の 音 に 対し て , 

高き の 差 が , 

5 度 く 6 度 く 1 度 く 4 度 く 2 度 <3 度 

の 確率 で 現れ る よう に 求め ます 。 し か し , 

高 さ の 差 を 決め た だ け で は , それ が 前 の 音 

より 高い 音 な の か 低い 音 な の か が 決ま り ま 

PAs €“ ÚV, ここ て は オタ タダ タープ 4 に 商 

か う 方 向 に 変化 する よう に し ます 。 つ まり , 

ひと つ 前 の 音 の オク ター プ (oku と いう 変数 ) 

を 覚え を て な お いて, もし, それ が 4 より 高い 

ォ ク ター ブ で あれ ば , 次 の 音 は 前 の 音 よ り 

Крк L.A ет Ија САРО О) 

ォ ク ター ブ が 4 より 低けれ ば , 次 の 音 は 前 

の 音 よ り 高 い 音 に し ます 。 リ スト 7 で は , 

常に を うし て いる わけ で は な く , 確率 的 に 

そう いう 傾向 を 持た せ て いる の で 複雑 に な 

の て る もの で T 
47, オク ター ブ 0 と 8 に お いて は 使え 
音 が 限ら れる た だ ため, ここ で オク ター 0 


410 endfunc 
420 /+ С 
430 func C C(t) 
440 m trk(t,"cece") : m trk(t*l, eeee ) : m trk(t*2," gggg") 
450 endfunc 
460 /* Dm 
470 func C Dm(t) 
480 m trk(t, dddd ) : m trki(tel, 5661 ) : m trk(t*2, "аааа") 
490 endfunc 
500 /* Em 
510 func C Em(t) 
520 m trk(t,"eeee") : m trk(t*l,"gggg'") : m trk(t*2, bbbb") 
530 endfunc 
540 /* F 
550 func C F(t) 
560 m trk(t, ЕРГЕ") : m trk(ttl, аваа ) : m trk(t42, «cocco | 
570 endfunc 
580 /* G 
590 func C G(t) 
600 m trk(t,"gggg'") : m trk(ttl, bbbb") : m trk(t*2," «dddd» ") 
610 endfunc 
620 /* Am 
630 func C Am(t) 
640 m trk(t,"»aaaa«") : m trk(t+1, сбсе ) | m trk(t*2,"eeee") 
650 endfunc 
660 /* Bdim 
670 func C Bdim(t) 
680 m trk(t, »bbbbc") : m trk(tti, dddd') : m trk(te2, "ТЕГЕ ) 
690 endfunc 
700 /* E 
410 Func C E(t) 
720 m trk(t,"eeee") : m trk(t+1, "gtgtgtgt ) : m trk(t*2," bbbb") 
730 endfunc 
740 /% 
750 /* つぎ の コー ド (EEH) 
760 /% 
770 func str nxt cod maj(c;str) 
780 Е е= С” then | 
790 if ransu(2)=1 then return( either("F","G") ) 
800 return( either("Am","Em") ) 
810 ) else if с="рт' then ( 
820 if ransu(2)-1 then return( "G" ) 
830 return( "Am" ) 
840 | else if c-"Em" then í 
850 if ransu(2)=1 then return( "F" ) 
860 return( either("Am"," "G") ) 
870 ) else if с= Е' then í 
880 if ransu(2)-1 then returni either("C","G") ) 
890 return( either("Dm","Em") ) 
900 ) else if c-' G'" then Í 
910 if ransu(2)=1 then return( either("C","Am") ) 
920 return( "Em" ) 
930 ) else ( /* Am 
940 if ransu(2)=1 then return( either(" F","Dm") ) 
950 return( either("G"," Em") ) 
960 } 
970 endfunc 
980 /* 
990 /* つき の コー ド (短調 ) 
1000 /% 
1010 func str nxt cod min(cistr) 
1020 if c-"Am" then ( 
1030 if ransu(2)=1 then return( either("Dm","E") ) 
1040 return( either("F","Bdim") ) 
1050 ) else if c-"Bdim" then [Í 
1060 return( "E" ) 
1070 ) else if c-"Dm" then ( 
1080 if гапзи(2)=1 then return( either("Bdim","Am") ) 
1090 return( E ) 
1100 ) else if c="E" then ( 
1119 return( either('"Am","F") ) 
1120 ) else í /* F 
1130 if ransu(2)=1 then return( either("Dm","E") ) 
1140 return( either("Bdim","Am") ) 
1150 ) 
1160 endfunc 
1170 /* 
1180 /* どちら か の 文字 列 を 選択 
1190 /* 
1200 func str either(a;str,b;str) 
1210 if int(rnd()*2) then return(a) else return(b) 
1220 endfunc 
1230 /% 
1240 /* 乱数 の 初期 化 
1250 /% 
1260 func rnd init() 
1270 atr t : int h,m,s 
1280 t-time$ 
1290 h=val(left$(t,2)) : mzval(mid$(t,4,2)) : s-val(mid$(t,7,2)) 
1300 randomize((h*m*s)and &H7FFF) 
1310 endfunc i 
1320 /% 
1330 /* 残り トラ ッ ク 
1340 /% + 
1350 func int nokori(n) 
1360 int р=-1,1 
1370 for і=1 to n : p=p and (m free(i)>50) :next 
1380 return(íp) 
1390 endfunc 
1400 /* 
1410 /* 乱数 (9 に 近い 値 ほ ど 出 に くい ) 
1420 /% 
1430 func int гапѕи(п) 
1440 return( іп (заг(гпа() ) жп) ) 
1450 endfunc 
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を オク ター グ プ 1 に , オク ター ブ 8 を オク タ リス ト 7 メロ ディ 作成 プロ グラ ム 
Кечле НА О ҮЧ а TRS 


ー ブ 7 に 無理 矢 理 変更 する と いう 手抜き を 10 /* で た ら め 自 動作 曲 


` › == = 20 /* 
や っ て し ます 。 LD Ls T 2A 7 は 4 に 30 dim str ПОСТЕ С C, D Dt E Е , Е+', 0", GH А","А+","в") 
ја] > 7 25 2 БРЕ Дре JT2Z2—70 L 10 dim char опкаі(6)={0,2,4,5,7,9, 11} 
| Ы 50 int 1,п,оки=4,01а оки=4 
か オク ター ブ 8 に な る こと が 確率 的 に 小 き _ 「 x 
い の で 問題 は な いで し k У, それ だ な Г, 最 80 m init() : m ај1ос(1,1000) : m assign(1,1) : m tempo(120) 
? | 90 m trk(1,"V10@1" ) 
| 2 Ú 小 ※* ЈЕ ү» > で 5 100 /* 
UU っ J 細工 や する а われ る 2 て す カ ヵ I 110 1=cnagasa() : n=saisho() : m trk(1,nnn(l,n)) 
> > == = > 120 /* 
だ また だ たま オク ペタ А ИС а о 130 while m free(1)>39 
エラ ー で 止ま る の が いや だ っ だ が だ だけ て す 140 1=nagasa() : n=takasa(n) : m trk(1,nnn(1,n) ) 
ーー ° 150 endwhile ‚ 
di 1 e " 2m = 160 /% 
それ で は, リス ト 7 の プ ブログ ラム に よっ 170 ñ Dlay(1] 
て 作ら れ た メロ ディ の 冒頭 部 分 を 図 9 に 示 о 
~ 200 /% 
し まし ょ う 。 210 /* 乱数 の 初期 化 
220 /* 


230 func rnd init( ) 


自動 作 昌 ブロ グラ ム o str D int fume 


260 h-val(left$(t,2)) 
270 m-val(mid$(t,4,2)) 


" ^ У " = ¿ -y 280 s-val(mid$(t,7,2)) 

これ きま て 。, у АА, 77 е , メ zn 290 randomize((h*m*s) and &HT7FFF) 
4 と , 音楽 の 構成 要素 を 細切れ に 見 て きま Mn 
し た が , ここ で は , それ ら を 組み 合わ せる Lou M | / 
> > > = 340 func int гапзи(п) 
E > x よし 4 2o EI: P 作曲 を する 350 returul intisatirud lin) ) 
プロ グラ ム で す 。 確 か に , 音楽 を 作曲 する $0478 (00 
に は 才能 が 必要 で す 。 し か し , こち ら に は жәл ан и 

、 こ = | N : У - 400 func int ransu2(n) 
乱数 と いう 強い 味方 が つい て いま す 。 こ の 410 — return( intisqríaqrípnd())ysn) | 
乱数 に よっ て , いろ いろ な 曲 を 次 々 と 無限 ео; unn 
に 作り 出し , 売れ っ 子 作 曲 家 の 気分 を 味 わ а FERE | о 
っ て みる こと に し まし ょ う (Cb, この 場 i ыр ин 
‚5. Г + = - 480 r-nn(onkai(n))*str$(1) 
ダダ の 作曲 者 は 乱数 」 と 2 こと と に な る の 490 if oku ald оке then r-"O"*str$(oku)*r 
227g) 500 old oku=oku 
o 510 print ohr$(5):r ; ; 

1) アル ゴリ ズム ж шс c. 

この 作曲 プロ グラ ム の 原型 は リス ト 6 の ピー アー 
コー ド 進 行 プ ログ ラム で す 。 j 3, 乱数 に о к int saisho() 
よっ て コー ド の 進行 を 決め ます 。 こ の と き , pe tee: td i 
ュー ド の 演奏 は リス ト 6 と 同じ < мане s, 


620 endswitch 
630 endfunc 
640 /x 


650 /* E “< 4» 8»225 10 


と いう リス ズム て 演奏 し ます 。 少 し 単調 で す Ue о 5 
が , ib, 典型 的 な 4 分 の 4 拍子 で すね 。 A n, 
を そして, この コー ド 上 に メロ ディ を 載せ る Den жом пон 
の で す 。 メ ロディ は コー ド を 構成 する 3 つ OO 
の 音 を 基本 と し て 作り ます が , コー ド を 作 x 768 “* Kt у 3525 4515655 ØM 
る 音 し か 出現 し な い 曲 と いう の は まれ で す 1104 (ошо ins caksana laad] 
か ら , と きど き ュ コー ド 以 外 の 音 も 混ぜ て や И. 
る こと に し まし ょ う 。 BU саа е ы 
メロ ディ の 決め 方 は , 基本 的 に は , リス ала ca や て 
F 7 の メロ ディ 作成 プ ゲロ グラ ム と 同様 に . мө anat ул 
ひと つ 前 の 音 に 対す る 高き の 差 を 乱数 で 決 id el than | 
め て 次 の 音 を 求め る こと に し ます 。 こ の と Be uei udi 
з, 求め た 音 が コー ド を 作る 音 で な いと き We cu ош о 
は 。 確率 的 に コー ド を 作る いち ば ん 近い 音 ・ = ] if int(rnd()*2) then i= -i 
に 補正 し て や り ま す 。 確 率 的 し いう の は , 950 1f 140 then | 
ご くま れ に は コー ド を 作ら な い 音 で あっ て 076 elec if DE. tan 
b. 最初 に 求め た 音 を その まま 使う と いう 0 
LECT. 3T, 一 度 決 あ た コード は 1 小 ое е Е re 
節 に わた っ て 有効 と する こと に し まし ょ う 。 аза Бене о 


1040 /% 


この と き , その コー ド に 対す る 1 小節 分 
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の メロ ディ を 作ら な けれ ば な り ま せん 。 ひ 
と つの 音 の 長き は リス ト 7 と 同様 に 決め ま 
TO Еро ех от, 
1 小節 分 の メロ ディ が で きる まで 
・ ひ と つっ 前 の 音 か ら , 乱数 に よっ て 次 の 音 
を 作り 出す (大 部 分 は 指定 し た コード を 
構成 する 音 に な る よう に する )〉 
・ 乱 数 に よっ て 音 の 高 さ を 決め る (オク タ 
ー ブ の 処理 は リス ト 7 と 同じ ) 
と いう 操作 を 繰り 返す こと に し ます 。 17 
節分 の 長き を 計算 する た め に は , 得 ら れる 
音 の 長き を 
全音 符 
2 分 音符 
4 分 音符 
OA ET => 1 
と し て (これ 以外 の 長き は 出現 し な いよ う 
に し て ある ), 合計 が 8 に な る まで 先 の 操作 
を 繰り 返し ます (わか り ま すわ ね)。 し か し , 
この まま だ と , たとえば, 長き に 対応 する 
数 値 の 合計 が 7 の と ころ で , 次 の 音符 が 2 
分 音符 (数 値 4) だ っ た 場合 な ど , 合計 が 
7+4= 1708 (1 小節 分 ) を 越え て し ま 
いま す 。 こういう 場合 は 次 の 音 を 加え ず 休 
МТ 小節 の 長き に な る まで 埋め ゆる こと に 


乱数 に 関す る 基礎 知識 


X-BASIC で は 乱数 を 発生 する 関数 と し て , rnd 
関数 と rand 関 数 が 用 意 さ れ て いま す 。 こ の うち , 
rd 関数 は 0 以上 | 未満 の 乱数 を 発生 し , rand 関 
数 は 0 以上 2 未満 の 乱数 を 発生 し ます 。 明らか 
に 2 つの 乱数 関数 の 関係 は 

rand( ) «int (rnd( ) x2!5) 
と な っ て いま す 。 ま た 。 0 以上 n 未満 の 乱数 を 
発生 する 関数 は 

int(rnd( )X n) 
と いう 式 て 作り 出す こと が て で てき ます 。 

と ころ で , rnd 関 数 や rand 関 数 は 一 様 乱数 と 呼 
ば れる 乱数 , つま り , すべ て の 数 値 の 発生 確率 
が 同じ 乱数 を 発生 し ます 。 こ の た め , 今回 の よ 
うに , ある 数 値 と 別 の 数 値 の 発生 する 確率 が 異 
な る 乱数 を 発生 させ る 必要 が ある 場合 は , 少々 
細工 を し な けれ ば な り ま せん 。 そ の 一 例 と し て 
平方 根 が あり ます 。 

sqr (rnd( )) 
は rnd 関 数 と 同じ く , 0 以上 | 未満 の 乱数 を 発生 
し ます 。 こ の と き , た と えば , 0.5 未満 の 乱数 
を 発生 させ る た め に は , rnd 関 数 の 値 は 0.25 未 満 
で な く て は な り ま せん 。 つ まり , rnd 関 数 の 平方 
根 で で きる 関数 は , rnd 関 数 に 比べ て 0.5 未満 の 
乱数 を 発生 する 確立 が 小さ く な っ て いま す 。 同 
様 に 考え て いく と , これ は 0 に 近い 値 ほど 出 に 
くく な る 関数 で ある こと が わか り ま す 。 そこで , 
0 以上 n 未 満 の 乱数 を 発生 する 関数 で , 0 に 近 
い 値 ほ ど 出 に くく な る 関数 は 

int(sqr(rnd( )) xn) 
と いう 式 に 従っ て 作れ ば よい こと が わか り ま す 。 
さら し に, 

int(sqr(sqr(rnd( ))) xn) 
で は , 0 に 近い 値 が さら に 出 に くく な り ま す 。 


; + 4 


8 
4 
2 


219 


図 10 


乱数 に よる メロ ディ (冒頭 ) 


/ Ж 
/* 
/X* 
dim 
dim 
int 
dim 
dim 
int 
str 
inpu 
if с 
rnd 
m in 
for 
for 


リス ト 8 自動 作 昌 プログラム 


「 こ れ で 私 も 作曲 ま 」 ブ プロ グラ トム 


str пп ( Ii) С, C , D. (DEC , TES, 
char onkai(6)-:(0,2,41,5,7,9,11) 


ЈЕ. "К+" ‚ G, Ut. i МАУ ) "A ; "В" } 


оки=4,о1а oku=4,Sum пає, тр nag,1,old n,sz0,maxtr-zB8,owari 


int save п(8) 
int save oku(8)=14,4,4,4,4,4,4,4,4) 
chosi-0 /* 0 は 長調 1 は 短調 
chordz"C",tmp str 

t "0> & d] 1-> jf "; chosi 
hosi-1 then сћога="Ат" 

init() 
it() 

121 to 8 
1*1] to maxtr : 


・ next 
: next 


: m alloc(1,800) 
m assigníi,i) 


m tempo(120) 


m trk(1," V10 е1 


m tr 
m tr 
m tr 
/ Ж 


омагі=0@ : 


Ғог 

/ Ж 

whil 
if 


} 
с. 
Ғо 


пе 


P3 L4"): m trk(2, VIO el P3 
РЗ LA"): m trk(4,"VI& ei P3 


k(3,"V10 @1 _ 
РЗ LA"): m trk(6,"V15 @1 РЗ 


k(5,"V15 @1 
k(7, V15 e] РЗ L4"): m trk(8,"V15 Q1 P3 
sz 
124 to maxtr : save n(i)-saisho 20() 
e nokori(maxtr) 
s>10 then ( 
if (chosiz0)and(chord- C") then break 
if (chosi=1)and(chord="Am") then break 


set(1,chord ) 

г 124 to maxtr 

old n=save п(1) : oku=save oku(i ) 
print shosetu(i,chord);" "; 

save n(i)-old n : save oku(i)-oku 
xt 


L4") 
L4”) 
L4") 
L4") 


: next 


: old _ oku=oku 


if chosi= の then chord-nxt cod maj(chord) else chord-nxt cod min(chord) 


fo 

pr 

gz 
endw 
/ ネ 
colo 
for 


oku=save oku(i) 
m trk(i,tmp str) 


next 


m pl 


/X* 

func 
colo 
if c 


m trk(t," cccc") 


) el 


m trk(t,"dddd") 


) el 


m trk(t,"eeee") 


) el 


m trk(t, РЕГЕ") 


) el 


m trk(t,"gggg") 


) el 
m. 
) el 


m trk(t,"»bbbb«") 
`) el 


/* E 


m trk(t, eeee") 


) ッ 
endf 


г 124 to maxtr : 
int 
s+1 
hile 
r 2 : print chord, : color 3 : 
124 to maxtr 
: old oku=oku : 
: print tmp_str;" "; 


аву(1,2,3,4,5,6,1,8) 


/* コー ド を 設定 する 


C_set(t,c;str) 
r 2: print с, : color 3 
="C" then { 
: m_trk(t+1,"eeee") 
Se if c="Dm" then ( 

г m_trk(t+1,"ffff") 
then ( 

: m_trk(t+1,"gggg") 
then | 

: m trk(t*l,"aaaa") 
then { 
: m trk(t+1,"bbbb" ) 
se if с="Ат" then ( 
trk(t,">aaaa<") : m trk(t*1,"cccc") 
se if c-"Bdim" then ( 
:om trk(t*l,"dddd") 


se if c-"Em" 
se if cz"F" 


se if с= "а" 


se ( /* E 
: m _trk(t+1,"g+g+g+g+") 


unc 


save n(i)-takasa(save n(i) ,chord ) 


end C(1,chord) 


: next 


tmp str-nnn(l,saisho £go()) 


:om trk(t*2,"EREE") 
: m trk(t*2,"aaaa") 
: m trk(t42,"bbbb") 
г в trk(tt2, <ессе» ) 
: m trk(t42,"«dddd»") 
: т trk(t*2,"eeee") 


: m_trk(t+2,"ffff") 


: m trk(t*2," bbbb") 
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ん で す )。 
リス ト 8 の プロ グラ ム は ,。 基本 的 に は, 
リス ト 7 の 自動 作曲 プロ グラ ム と 同様 に 曲 
を 作り ます 。 しかし, 5 つの チャ ン ネ ル の 
演奏 デー タ を for-next ル ー プ で 順 々 に 作っ 
て いく てく だめ, チャ ン ネ ル ご と の ひと っ つ 前 の 
デー タ を save_n( 音 名 ), save_oku( オ クタ 
—7) kroka REULT Ot, Z 
れ が プロ グラ ム を 読み に くく し て いる 原因 
で は あり ます が , 気 を 入れ て 読ん で も ら え ぇ 
ば それ は ほど 難し い プ ログ ラム で な いこ と が 
料 が か が る と 思い ます 。 と いう こと て 。 プ ログ 
ラム の 解説 は これ 以上 し な く て も よい で し 

em 

な お , メロ ディ の 演奏 を ひと つの チャ ン 
ネル だ け で 行い た い 場 合 は , プログ ラム 中 
の maxtr と いう 変数 の 初期 値 を 4 (最大 4 
チャ ン ネ ル を 使う と いう 指定 ) に し て くだ 
る い 。 同 時 に 演奏 し て いる と き に は な か な 
か 聞き 取る こと の で き な か っ た , X68000 の 
作る メロ ディ を じっくり と 聞く こと が で き 
ます よ 。 リ スト 8 の プロ グラ ム に よっ て 作 
られ る 曲 の うち , 1 チャンネル に つい て の 
置 頭 部 分 を 図 10 に 示し て お きま す 。 ど う で 
す 。 な か な か それ らし い 出 来 に な っ て いる 
Tha 9。 


お わり に 


MML と いう と , 既存 の 曲 を 入力 し て た 
だ 聞く だ け と いう 楽し み 方 し か な いよ うに 
$ 思わ れ が ち で す 。 LL, 乱数 を 使っ て 
「 を それ らし い 」 曲 を 作り 出し て いく こと も 結 
構 面 晶 い 楽 し み 方 で は な いで し ょ うか >。 今 
回 は 単純 な コー ド 進 行 と , 連続 する 2 音 の 
関係 の み を 考 上 席 し て 曲 を 作っ て み ま し た が , 
も っ と 複雑 な コード 進 行 や タロ ディ の 生成 
法 を 使う と か , 特殊 な 音階 を 使う と か , o 
ろ い ろ な 工夫 も を する こと で , 本 当 に 感動 的 
な 曲 を 作る の も 夢 で は な いと 思い ます 。 和 皆 
さん も いろ いろ 試し て み ま せ ん か >。 

る て , 来 月 は AD PCM に 挑戦 し て みた い 

思い ます 。 な に が 出る か お 楽し み (実は , 
さだ な 一 ん に も 考え て いな い )。 それ で は 。 
索 月 まき て きよ うな も 。 
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if (chosi=1)and(onkai(n)=r) then в=°+" 
г=пп(опкаі (п) )+S+str$(1) 
if окис>оја_оКкц then r-"O"*str$(oku)*r 
old oku=oku 
return(í(r) 

endfunc 

/* 

/* ЕХ 4» Ho?2^1 OM 

/* 

func int nagasa() 


Switch ransu(4) 
case 1: return(2) 
case 2: return(8) 
default:return(41) 
endswitch 
endfunc 
/% 
y* E X S» 3>2>4»>0»6»>5 OJS 
/X* 
func int takasa(mae,c;str) 
int i 
switch гапзи(6) 
case 0: i-4 : break 
case 1: i-5 break 
case 2: i-0 : break 
case 3: i-3 break 
case 4: 1=1 :break 
default:i-2 : break 
endswitch 
if oku»4 then { 
if ransu2(2) then i- -i 
) else if oku<4 then ( 
if ransu2(2)-0 then iz -i 
) else { 
if int(rnd()*2) then i- -i 
} 
ї=1+тае 
if 1<0 then | 
оки=оки- 1 1=1+7 
Jelse if i>6 +їһеп 
OkKu=oku+ 1 1=1-7 
) 
if oku= の 9 then oku=1 
if oku=8 then oku=7 
return( in соа(і, с) ) 
endfunc 
/* 


/* コー ド の 中 の 音 
/* 


func int in cod(í(n,c;str) 


int i,j,k 
dim char cc(2) 
if са С then ( co(0)=0 : cc(1)-2 : cct2)s4 
Jelse if с="рт" then { cc(0)-1 : cc(1):3 : се(2)=5 
jelse if с="Ет" then ( CC( の 9)=2 : се(1)24 : co(2)=6 
Jelse if c="F" then ( cc(0)-3 : co(1)=5 : cc(2)-0 
Jelse if с="а" then ( сс(@)=4 : сс(1)=6 : coc(2)=1 
Jelse if с="Ат" then ( сс(0)=5 : cc(1)z0 : cc(2)=2 
Jelse if cz"Bdim" then ( сс(0)=6 : cc(1)=1 : сс(2)=3 
}else [ сс(0)=0 : сс(1)22 : oo(2)=4 | 
for 126 to 2 
if сс(і)=п then break 

next 
1f 1<3 then return(n) 
if ransu(2)=0 then return(n) 
i-abs(n-cc(0)) : ј=ађа(п-сс(1)) : k=abs(n-cc(2)) 
if 1>) then izj : ј=сс(1) else ј=сс(9) 
if 1 >К then return(cc(2)) else return(j) 

endfunc 

/* 

^ 乱数 の 初期 化 

func rnd init() 
str t : int h,m,s 
t-time$ 
hzval(left$(t,2)) : mzval(mid$(t,4,2)) : s-val(mid$(t,7,2)) 
randomize((h*mt*s)and &H7FFF) 

endfunc 

/Х 

/* 残り トラ ッ ク 

/ Ж 

func int покогі (п) 


int р=-1,1 
for 121: ton : 
return(íp) 
endfunc 
/* 
の 乱数 (9 に 近い 値 ほ ど 出 に くい ) 


func int ransu(ín) 


p=p and (m free(i)>59) :next 


return( int(sqr(rnd())*n) ) 
endfunc 
/* 
/* 乱数 (その 2) 
/Х 
func int ransu2(n) 


return( int(sqr(sqr(rnd()))*n) ) 
endfunc 
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X58UUU あ な た の 知ら な い 世 界 


今年 の ビジ ネス ショ ツウ で 発表 きれ た X68 
000 関 係 の 新 製 品 を 紹介 し て み ま し ょ う 。 
まず は , LISP ベー ス の エキ スパ ー ト シス 
テム 開発 ツー ル て す 。 こ の ブロ グラ ム は 5 
TAFF LISP と いう スタ ンダ ー ド LISP 系 
列 の 高 機能 LISP で 書か が れ て いま す 。 最 近 


は 「 一 系 の LISP」 と いう の は は や り ま せ 
AD, ほとん ど 専 用 LISP マシ ン と 同等 か 


それ 以上 の 性 能 を 示す と いう 高 性 能 ぶ り が 
昧 力 で す 。 日 本 で は PC-9801 の 68000 ボ ー 
ド 用 に CP/M-68K バ ー ジ ョ ン が 発売 きれ て 
いま す が , 198,000 円 と ちょ っ と 個人 で は 
手 の 出 な い 価格 で し た 。 X68000 版 で は 安 
価 に 発売 され る こと を 祈り まし ょ う 。 

エキ スッ パート シス テッ 構築 ツー ル に よる 
リッ プル と し て ビジ シネ ホス ショ クウ の デモ で は 
マイ クロ マウ ス が 画面 上 の 迷路 を 解い て み 
せ た り , 画面 に 表示 る され た ハノイ の 塔 を 解 
い だ り と いっ た 簡単 な デ そ を 実演 し て いま 

L. 

数 式 処 理 シ ステ ム REDUCE は メモ リ ミ る える 
積ん で や れ ば 大 型 機 以上 の 性 能 を 発揮 する 
こと で し ょ う (広告 に よる と MC68000 と 
2M バ イト RAM で 大 型 機 普 みな だ そう な )。 

こう いっ た 記号 処理 言語 な どど て は シス テ 
ム の 主 記憶 容量 が その まま 性 能 に 反映 され 
て きよ ます 。 その 点 で は MC68000 プ ロ セ ッ 
サ は 向い て いる と いえ ます 。 特に X68000 
は 主 記 憶 最大 12M バ イト ま て 拡張 で きま す 
eat を の 気 に な ЈИ ЈЕ еи Е 


~ 


ma 
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НЕС T, ひと 頃 は 「PC-9801 で REDUCE が 
と りあ え ず 走る = 凄い 」 と いわ れ て いた の 
で すか ら , 時 代 も 変わ っ た も の で すね 。 


昨年 夏 あ た りか ら 「 秋 葉 原 の 某所 では X 
68000 で OS-9 が 走っ て いる 」 と いう 噂 が 
ひそ を か に さる や か れ て いま し だ が, それ が 
つい に シャ ー プ ブラ ンド で OS-9 / X68000 
と し て 発売 る され る こと に な り ま し た (開発 
は マイ クロ ウェ ア ・ ジ ャ パン ) 。 ビ ジネス 
ショ ウ の シャ ー プ ブー ス で は 参考 出品 な が 
5, 4 吾 の マシ ン で OS- 9 が デモ を 行っ て 
いま し だ 。 うち 2 耕 は アー ク ネ ッ ト と いう 
独自 の イン タフ ェ イ ス で ネッ トワ ー ク サー 
バ に 接続 きれ て お り , X68000 に も よう や 
く 〈 く ワー クス テー ショ ン と いっ た 風情 が 出 て 
2 T 

画面 に は PERSONAL WINDOW と 呼ば 
れる マル チ ウ ィ ン ド ウツ が 展開 きれ , その 上 
で 日 本 語 UNIEFY (も と は UNIX 用 の デー 
タベース ) や DYNACALC と いっ だ ビジ ネ 
ス ツ サメ フ ト が 並行 動作 し て に まし た 。 な か な 
か の 迫力 で す 。 


OS-9 と Human 


0S-9 と いう も の に あまり 知識 の な い 方 
が 多い と 思い ます の で 簡単 に 解説 し て み ま 
し ょ う 。 OS-9 は マイ クロ ウェ ア 社 が 開発 
し た だ 68 系 の 0S で す 。 も と は MC6809 用 の О 
S だ っ だ の で す が , 現在 で は 16 ビ ッ ト 版 の 
OS- 9/68000, 32 ビ ッ ト 版 の 0S- 9 /68020 
な ど が 作ら れ て いま す 。 

Human と は 違う 0S だ か ら と いっ て 操作 
法 や 概念 な ど が まっ た だ たく 〈 異 な る わけ で も あ 
り ま せん 。UNIX 以 降 の OS は すべ て UNIX 
の 影響 を 受け て いる と いわ れる と お むり, 
OS- 9 も Human の 元 と な っ た MS-DOS も U 
NIX を 意識 し て 開発 さき れ た も の な の で す 。 
機能 的 に 見 て も 階層 化 ゲ ディレク トリ , 
ファ イド 1/0, リダイレクト , パイ プラ イ 
ン 処 理 な ど , UNIX か ら 受け 継い だ も の に 


eL I 


つい て は MS-DOS (Human68k) と ほぼ 同 
эк Р 

まず , Human t O 7 7 4 УН ЕТ 3 2°, 
ディ スク フォ ー マ ッ ト が 違い ます の で その 
まま の か た だ たち で は 互換 性 は あり ませ ん 。 し 


か が し 。 US- 9 に は は MS-DOS, PC-DOS(I 
BM PC の フォ ー マ ッ ト ) の ディ スク を 読み 
書き する た め の デ バイ ス ド ラ イ バ が 標準 装 
備 さ れる た め , OS- 9 上 で は 特に 問題 は な 
いて しょう 。 だ だ し 。 Human € V a7 v 
シェ ル な ど で OS- 9 用 の ディ スク を 使う と 
ンジ システム が の フォー マッ ト き れ て いか な い デ ィ ォ 
スク と 判断 し て , フォ ー マ ッ ト し ょ うと し 
ます の で 注意 が 必要 で し ょ う 。 これ に は HH 
uman 用 の デバ イス ドラ イ バ を 変更 する な ど , 
メー カー 側 で な ん ら か の 対処 が 望ま れる と 
У а 

マル チタ スク の 威力 


いち ば ん の 違い は マル チュ ユー ザー, 
チタ ヌ グ に 対応 し て いる か どう か と いう こ 
と で す 。 たとえば, マル チュ ユー ザー に 対応 
し て いる だ の 。 05-9 て は ヨコ マン ド 用 の パパ 
B ー タ 用 の パス が 設定 きれ て お り , 各 

ー は 目 分 に 割り 当て られ た だ た ノ パス の 中 

s осо 

シス テム の 負担 を 最低 限 に し て マル チタ 
スク を 実現 する た め , 05-9 上 の プロ グラ 
ム の ほとん ど が リロ ケー タブ ル , リエ ント 
ラン ト に 作ら れ て いま す 。 リロ ケー タプ ズル 
と いう の は 「 メ モリ 上 の どこ に 置い て も 動 
Ра と いう こも て で て す が , 059 ИШЕ 
行 時 に 新しい プロ グラ ム を 組み 込む (ダイ 
ナミ ッ ク リ ンク ) 際 の アド レス 変換 の オォ ー 
バー ヘッ ド を な くす た だ た め , 最初 か ら リ ロケ 
ー タ ブル な プロ グラ ム の み を 扱う よう に な っ 
て いる わけ で す 。 MC68000 で は リロ ケー 
タプ ブル な プア プログ ラム を 書く こと は そう 難し 
いこ と で は あり ませ ん が , 実行 速度 な ど で 
は や や 不利 と な り ま す 。 

リエ ント ラン ト と は いわ ば 「 複 数 の プロ 
グラ ム か ら 使 用 びき る 」 と いう 意味 で す 。 
だ と え ぇ えば, BASIC を マル チタ スク で 実行 


マフ ノレ 


写真 ど マル チタ スク の 例 
する 場合 , ふつ う は BASIC が 実行 され る 
だ びに ディ イス ク か ら プ ログ ラム が ロー ド き さき 
れる わけ で す が , 0S- 9 で は メモ リ 上 に す 
で に その プロ グラ ム が ある 場合 は 読み 込み 
を キャ ン セ モル し て メモ リ 上 の プロ グラ ム を 
その まま 使っ て や ろう と いう の で す 。 その 
だ め に は , プロ グラ ム が 使用 する レジ スタ 
や ワー クエ リア は プロ グラ ム 本 体 と は 完全 
に 分 離し て , 呼び 出し た ブログ ラム 側 で ス 
タッ ク な と を 使っ て 管理 し な けれ ば な り ま 
せん 。 ア セン ブラ で 開発 する 場合 は 少々 注 
意 が 必要 です が , C や BASIC, Pascal な 
どの 高級 言語 を 使用 する と き は コン パイ ラ 
が 上 自動 的 に その よう な コー ド を 生成 し て 〈 
れる の で ,. ユー ザー は 特に リエ ント ラン ト 
を 気 に す る 必要 は あり ませ ん 。 

で し て эо ЧЕ. に 人 る た グ 
ログ ラム 和 群 が OS- 9 を 構成 し て いく の で す 。 
も と も と OS- 9 の カー ネル は 非常 に 小さ な 
BOUT, これ に 。 デパ イス ドラ イ パ 。 シ 
ェ ル (command. x に あたる も の ), 
群 な どの モジ ュー ル が リン ク さ きれ て 一 人 前 
の シス テム の で き あ が り 。OS- 9 の 世界 で 
は モジ ュー ル 化 と いう こと は 本 質 的 な 意味 
を 持ち ます 。MS OS/2 が 涙ぐましい 努力 
を 重ね て マル チタ スク を 実現 し て いる の に 
対し , OS- 9 で は 最初 か ら マ ル チ タ スク 0 
S と し て 設計 る れ て いる だめ, 非常 に スッ 
キリ し だ た シス テム 構成 を 保っ て いま す 。 

マル チタ スク に よる 恩恵 は いろ いろ と 考 
た られ る て し ょ う 。 デ リン ト テ ウト 中 に ョ 
ン パ イラ や エディ タ が 動け ば それ な り に 快 
適 で し ょ う 。 ワ ー プ ブロ や デー タベース で タ 
スク 間 の デー タ 通 信 が で きれ ば あっ と いう 
間 に 統 合 化 ツ フ ト で すし , ゲー ム な ど で も 
威力 を 発揮 し を う で すね 。 

まだ た , ロー カル エリ アネット ワー ク に も 
対応 し た シス テム が 用 意 さ れる 予定 で す 。 
これ は ビジ ネス ショ ウ に も 出展 きれ て いた 
アー ク ネ ッ ト に よる も の で す が , 転送 レー 
ト は 2.5 Mbps と いう 速度 で す の で , ネッ 
トワ ー ク を 構築 し た 場合 の 違和感 も ちほ と ん 
£ ない で し ょ う 。 UNIX の ネッ トワ ー ク の 
場合 , ひ と つの 大 型 機 を 中 心 に 各 UNIX 端 


= быс ЈЕ 


示 か が ら リ モー トロ グイ ン し て 大 型 機 を いじ 
DA (7) と いう 使い 方 が 一 般 的 で す が, 
この 0S- 9 ネッ ト の 場合 は これ と は 逆 に 各 
マシ ン を 1/0 と し て 扱い ます 。 リ モー トロ グ 
イン の よう な こと は で きま せん が , 各 端 末 
に 接続 きれ た 周辺 機器 を 自由 に 扱え , も ち 
みろ ん 端末 問 の デー タ 通 信 ち も で きま す 。 


PERSONAL WINDOW 


X68000 ユ ー ザ ー に は 待望 の ウィンドウ 
環境 が 提示 る され ま し た 。 X68000 に は これ 
まで に , WINDEX, Kamikaze, VS.X な ど 
独自 の ウツ ウィン ドウ シス テム を 使っ た ソフ 
トウ ェ ア は 登場 し て いま し だ た が, そう いっ 
た ウィ ンド ツウ 環境 が ユー ザー に 対し て 開か 
れ だ こと は あり ませ ん で し だ た 。 メー カー か 
ら も こう いっ た 環境 に つい て な ん の 指導 も 
g 4, ある 者 は ウィ ンド ウド ライ バ 制 作 を 
71725, ifc, ある 者 は Macintosh を う 
ら や むと いっ ん た 状況 だ っ だ の で す 。 

PERSONAL WINDOW は UNIX 上 で 広 
ç 使わ れ て いる X-WINDOW の コン セプト 
を を ペース に し た 専用 の ウツ ウィ ンド ウシ ステ ム 
CY, これ で は , 1024X1024 の 仮想 画面 を 
フル に 使い 。 マウ スカ ー ソ ル で 自由 に 表示 
エリ ア を 指定 する こと が で きま す 。 こ の ウ 
ィ ン ド ツウ は 基本 的 に テキ スト ベー ス の も の 
で す の で , グラ フィ ッ ク に は 対応 し て いま 
せん 。 LL, X68000 の テキ スト VRAM 
は ふつ う の 16 ビ ッ ト 機 の グラ フィ ッ ク に 相 
当 す る 能力 を 持っ た ビッ トマ ッ プ 方 式 で す 
の で , これ だ け で も 相当 の 表現 力 を 発揮 で 
МО し よう 。 

ウィ ンド ツウ 操作 に は パソ コン で は 初め て , 
マウ スカ ー ソ ル の ある 領域 が アク ティ ブウ ィ 
ンド ウ に な る と いう 「 ア クシ ョ ン リ ー ジ ョ 
vj 方 式 が 採用 きれ て いま す 。 WINDEX や 
VS.X な どの Macintosh 式 ウィ ンド ウ で は 
いち ば ん 上 に 表示 る され て いる ウィ ンド ウ が 
アク ティ ププ ウィ ンド ウツ (ユー ザー が アク セ 
ス す る ウィ ンド ツウ ) と し て 扱わ れ , 下敷 き 
に な っ て いる ウィ ンド ウ に は 和 飾り 程度 の 役 
割 し か な か っ た わけ で す が , マル チタ スク 
TH PERSONAL WINDOW で は アク 
ティ イブ ウィ ンド ウ 以 外 の ウィ ンド ウ で も プ 
ログ ラム の 実行 動作 を 表示 し 続け ます 。 3 
1, は か の ウィ ンド ウ が 半分 か ぶる きっ て いる 
ょ うな 状態 で も , マウ スカ ー ソ ル が を その 領 
域 に あれ ば , その まま キー 入力 が 可能 で す 。 

ちな み に , 写真 で 画面 上 に 開か れ て いる 
ウィ ンド ウ の 大 き さ る は 80X25 字 (640x400 
ドッ ト ) , ふつ う の 端 末 1 画面 分 の も の が 
余裕 も も っ て 並び ます 。 画面 写真 の ぉ の は 
プロ ト タ イ プ で す の で タイ トル バー まわ り 


に も スイ ッ チ 類 は 備 を られ て いま せん が 
製品 版 で は も っ と 充実 する と の こと 。 これ 
ら の 環境 は すべ て ユー ザー に 開放 され ます 。 

また , 変わ っ た 機能 と し て , X68000 の 
4 枚 の テキ スト プレ ー ン を 4 つの 表示 機器 
と みな し て 切り 換え で きる デバ イス ドラ イ 
バ な ども サポ ー ト され る よう で す 。 こ うな 
る と 使い 方 に 困っ て し まい そう で すね 。 


言語 ・: ア プリ ケー ショ ン 


085-9 の ひと つの 目玉 も いえ ば 、BASI 
C09 で し ょ う 。BASIC09 は 構造 化 を 強く 意 
識 し た BASIC で , コン パイ ラ 仕 様 し な っ て 
いま す 。OS-9 は も と も と BASIC09 を 動 
か す た だめ に 作ら れ だ OS だ と いわ れ ま す が , 
肝心 の BASIC09 は 残念 な が ら 付属 し て き 
ませ ん 。 従来 の OS- 9 /68000 用 の BASIC09 

(を の ほか の 言語 も ぁ ) は その まま 実行 可能 
TTH, さら に X68000 の 機能 を フル サポ 
ー ト し た 専用 版 が 現在 開発 きれ て いま す 。 

05-9 用 の C は UNIX の C に 準拠 し た も 
の に 専用 ライ ブラ リ を 加え た も の で UNIX 
用 の ソー ス な ら 90 多 以上 を その まま 動作 する 
らし い の で す が , これ も 別売 の 予定 と な っ 
て いま す 。 05-9 に は 標準 で MAKE が 装備 
され て いる ほか 。 C じ に は ソー スレ ベル デバ ッ 
ガ が つい て いま す の で 開発 環境 ほし て は , 
Human 以 上 と 上 いえ る か も しれ ませ ん 。MS- 
DOS の C じ か ら は XXC に 。 UNIX の C か ら は 
OS- 9 の C に と 使い 分 けれ ば X68000 の ソ 
フト ウェ ア 資 産 も 急増 し そう で すね 。 

また , 懸念 され た 日 本 語 処理 関係 は ほぼ 
Human と コン パチ の も の と な る 予定 。 標 準 


装備 され る フロ ント プロ セッ サ は ,ASK.68 


K を 0S- 9 用 に リロ ケー タブ ル / リ エン トラ 
ント に し だ も の で , 若干 高速 化 き れ て いる 
と の こと 。 XX68000 独 目 の ソ フト ウェ ア と 
し て は AV RIDER と いう , FM 音源 , AD 
PCM, グラ フィ ッ ク 機 能 を 統合 的 に 扱う シ 
ェ ル の よう な も の が 予定 され て いま す 。 
OS- 9 自体 の 発売 時 期 は まだ は っ きり 決 
まっ て いま せん が , 秋 頃 に は 登場 する はず 
で す (価格 に つい て は 未確認 情報 で す が 3 
方 円 を 切る の で は な いか と の 噂 も 。 ちなみ 


に OS/ 2 は R70 用 で 58.000 円 )。 


最後 に 

от, 写真 3 を 見 て く て だき さい 。 nive 
ジネス ショ ウ で も 展示 され , 意味 不明 と い 
われ だ OS- 9 の デモ で す 。 宇宙 を 飛ぶ 戦闘 
機 (?) の スク リー ン に 映っ た 映像 が 次 第 
に 拡大 きれ て いて という も の で ちよ っ は 
見 た 目 に は Human で も 簡単 に で きそう な デ 
モ な の で す が , これ に は ひと つの 主張 が 込 


あな た の 知ら な い 世 界 77Z 


め ら れ て いえ ます 。 と いう の 5。 これら は す 
べ で て 0S-9 の ファ ンク ショ ンコ ユー ル の み を 
使っ た デモ な の で す 。 

X 68000 用 に 現在 発表 きれ て いる ゲー ム 
な どの アプ リケーション の ほとんど は Hum 
an の ファ ンク ショ ンコ ユール や IOCS を 無視 
LC, 直接 VRAM な どの 1I/O を 操作 する な 
と どの 高速 化 が な きる れ て いま す 。 無論 。 リエ 
ント ラン ト に 書か れ だ も の な ど は 存在 し な 
いで し ょ う 。 これ で は 将来 X68000 の 32 ビ ッ 
ト 版 が 発売 され て も 「 ス ペー スハ リア ー が 
ウィ ンド ツウ て 動く 」 と いっ た こと は 到底 望 
めそ う も あり ませ ん 。 

一 般 に 0S- 9 の 世界 で は , この よ うに ア 
グリ ダー ジョ ン が デフ パオ ス ド トライ の パ や ファ 
ンク ショ ンコ ー ル を と お きる ず に I/O に 触れ 
る こと は 許さ る され て いま せん 。 あの 宇宙 船 の 
は ば は 08 9 の ララァ ンク ショ ツン コール だ 
T$, ご こ MMCGU の こと が て きる と いう デキ 
だ っ だ た だ は ず な の で す が …… о 

ふつ う の ユ ー ザ ー が コン ピュ ー タ を 使用 
する 際 に は 。 マル チタ スク より も シン グル 
タス ク で 使う こと の ほう が 多い の は 事実 で 
LIO. 実際 、 こ れき て の パ ツ ュ コン し シン 
グル タダ スグ ク グ で も 用 が 足り て いた こと を 思え 
ば , これ まで の Human で も た だ たい てい の こと 
て は 困る こと は あり ませ A ん 。 し か し 。 マル 
チタ スク が 導入 きる れる こと で また 新しい コ 
ン ピ ビ ピュー ティ ング の 世界 が 新 け て くる こと 
€ bd». 

だ だ 。 系 だ つけ て は ほしい の MO09-9 ょ HH 
uman を 比べ た 場合 , 単純 に マル チタ スク だ 
か ら 0S- 9 が 優れ て いる と いう わけ で は な 
と いう こと 下す 。 MS-DOSVI 2 に CE 
れ ば Human は 動作 の 安定 性 な ど , 非常 に 優 
れ た だ 面 も あり , そ も そ も シ ング ル ユ ー ザ ー/ 
シン グル タス ク を 目指 し た も の と , マ ル チ ュ ユ 
ー ザ ー/ マ ル チ タ スク を 目指 し た も の と で は 
設計 思想 が 根本 的 に 異な る の で す 。 

(294, これ で X68000 に Human68k, 
CP/M-68K, OS- 9/68000 と 3 種類 の OS 
が 揃い ま し た 。 ど れ を 選ぶ か は ユー ザー 次 
а な が な が 押し く な が っ て きま し だ ね (8 
p C, 次 は UNIX が だ )。 


写真 問題 の デモ 
118 отх 19887. 


SOUND PRO-68K, MUSIC PRO-68 


K に 続く ) シャ ー プ プラ ンド の 音楽 ツ フ ト 
が この Sampling PRO-68K で す 。 前 2 作 が 


音源 用 の ユー ティ リティ だ っ た の に 対 
し て , こ の ソフ ト は X68000 の AD РСМ を 
最大 限 に 活用 し よう と いう コン セプト で イ 開 
発 る きれ て に いす ます 。 
楽器 で サン プリ ング と いう と カシ オ の サ 
ンプ ブル トーン や フェ アラ イト CMI が 有名 で 
す が , X68000 に 使用 きれ て いる PCM 用 の 
チッ プ は こう いっ た 音楽 用 に 開発 きれ た も 
の で は な く , どちら か と いえ ば 留守 番 電話 


な と に 同 い だ 石 て す 。 ま すず 。 サ ンジ リン シン グ 


は 4 ビット の 固定 長 グ デル タ PCM で す の で を 
れ は ほど の 音質 は 望め ませ ん 。 加え て , 
ドウ ェ ア 目 体 に は 周波 数 変調 の 機能 が な い 
の で , 音楽 と し て 使う 場合 に は ソフ トウ ェ 
ア の 負担 が 非常 に 大 き な も の と な り ま す 。 

し か し 。 それ で て も な お サッ フリ ング 府 源 
は 従来 の FM 音源 や SSG で は 不可 能 だ どっ た 
表現 を 可能 に し ます 。 「 誰 も 聞い た こと の 
な い 音 を 作り た い 」 と いう の が シン セ サ イ 

の 原点 で ある な ら ば ,「 音 = 空気 の 振動 」 
を も っ と も 明確 に 提示 し て くれ る PCM 方 式 
が 秘め た 可能 性 を 見 逃す わけ に は いか な い 
て も し よう の 。 

2 Sampling PRO-68K C は, サン プル 
Ms 音 を 全 / 半 角 1 文 字 の ラベ ル 名 で 管理 し 

- 般 的 に は “Pp” か ら “ん "まで の 
„жыз жс L. Ú 3⁄2 
метрике と いっ た 用 途 が 多い で 
し ょ う 。 ひ と つの ファ イル は 最大 で 約 7 0 0 
K バ イト , 300 ラ ベル ( 約 200 秒 ) まで 登録 
で きま す 。 も ちろ ん , ひと つの ラベ ル に 長 
い デ ー タ 入れ て も が まい ませ ぜん 。 

と どう し て も 楽 益 と し て 使い た いと いう 方 
は 使用 する キー すべ て に ラベ ル を つけ る と 
いう 荒 技 も で きま す 。 シン セ で も マル チ サ 
ンプ ブリ ング は 常識 な む な の だ か ら , 手持 ちの 楽 
益 か ら 1 音 ずつ 音 を 録 る の も よい で し ょ Э. 
これ な ら , 実用 に な る 音 が 出 ま す 。 


基本 的 な 使い 方 


2 — 


で は 順 を 追っ て Sampling PRO-68K の 使 


方 を 見 て あま し ょ う 。 XY, デー ク の サ ず 
ン ヴ デリ ング を 行い ます 。 こ れ に ば BASIC 
な ど と 同様 を その まま の 音 を 取る モー ド と 音 
量 が ある レベ ル に 達し た ら 自 動 的 に 取り 込 
Eu MU S 

無論 , トリガー レベル は 簡単 に 設定 可能 

Jh. о 3 5g ти: Ў с 


音楽 デー タ と リン ク し た り , 


て さる すず す 。 X. 


AUTO IRISER Aa 
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写真 4 Ива 
られ る スタ ー ト オフ セッ ト 機 能 も 設定 で き 
ます 。 これ は トリ ガー モー ド で て 立ち上がり 
途中 の 音 が 頭 切れ に な っ て し まう の を 防ぐ 
た め , s aio a 
一 定 間隔 で 保存 する 機能 て 

ラベ ル 名 を 指定 ング を 行っ 
Kb, その 音 を 編集 し て み ま し ょ う 。 まず, 
プル ダウ ン メ ニュ ー で 全体 の 波形 を 表示 さる 
+, エディ ッ ド トド し だ いあ た りあ を クリ ッ ク し 
て み ま す 。 す る と エディ ッ ト 用 の ウォン ド 
ウ に その 部 分 が 詳し 〈 再 表示 され ます 。 こ 
こ で 波形 の イン サー ト / デ リー ト , 振幅 調 
ЖЕ, 波形 合成 , 手書き 修正 な どの 操作 が 可能 
で す 。 修 正 き れ た デー タ は 画面 上 の ミュ ー 
т ые ө. 
(コン ピュ ー タ の ) で 音程 を 変え て 演奏 し , 
耳 で 確認 する こと も で きま す (音程 に よ 

て は ノイ ズ っ ぱ ぽく な る )。 
囲 だ け を 演奏 す る , 
帝 奏 する と いっ た 操作 に よ 
を 選ん で や れ ば , чревата 


この 場合 , 一 定 
күш 
w а 7g [X 間 

ー タ で を 


の 音色 を 表現 で きる わけ で す (うま くい け 
ば )。 
その ほか の 機能 

この よう に し て 作ら れ た サウ ンド デー ズ タ 


は BASIC や MUSIC PRO-68K で 作ら 5 れ た 
目覚 まし 時 計 
タイ マー セッ ト で 起動 する こと が 
РА У ТА 6 250 
S や BASIC の エラ ー 番 号 に 応じ て エラ ー 内 
音声 出力 する た め の ツ ー ル や , キー 入 
カカ や リス ト 出 力 を 読み 上 げ て くれ る ツー ル 
が 付属 し ます 。 こ の ツー ル で 作っ た デー タ 
は 0S レ ベル で 使用 で きる わけ で す 。 
ディ スク は 2 枚 組 で 1 枚 は シス テム , 52 
1 枚 は デー タデ ィ ス ク と な っ て いま す 。 自 
分 の 声 を 再生 し て も ちょ っ は 不気味 だ と い 
う 人 は 付属 の 音声 デー タ を 使用 し まし ょ 2。 
若く て 美しい (そう 信じ よう ) 女性 の 声 が 
登録 きれ て いま す (モー ニン グ コ ー ル の デ 
ー タ も 入っ て いる ぞ )。 発 売 予定 は 7 月 初め 。 
君 の X68000 が 歌い 出す 日 も 近い ! 
(中 野 


9 の) よう に 


修一) 


実用 (や ) オ ブ ジェ クト 指向 の ゲー ム プ ログ ラミ ング ーー 第 7 回 


完結 の スネ ー ク オブ ジェ クト 


Object опетеа 


Hamaguchi Isamu 


浜口 5 


き て , 今月 で プロ グラ ム の は ほう は 一 応 動 
(よう に な っ た 。 こ れ て , まっ た さく 使い も 
な ちな に 上 よい うこ と も な いと いう St 
に な る (や れ や れ )。 

最終 的 に は 全体 的 に 変更 し な けれ ば な ら 
な い 部 分 が 出 て きた の で 全部 の リス ト を リ 
スト 1 に 掲載 し よう 。 プ ログ ラム 全体 の 構 
成 は 今 ま で 説明 し た の と 変わ っ て いな い の 
で そちら を 参照 し て も ら う こと に し て , 今 
回 は あま り 細 か いこ と を グチ グチ 書い て い 
っ て も 理解 で き な く な る 可能 性 が ある の で 
で きる だ け わ か りや すい 話題 を 中 心 に 取り 
ПЕР TRE | 

ST, ここ て 連載 初回 か ら の 疑問 を も 5 
一 度 ぶ り 返 すこ と に な る 。 

「 オ プ ブ ジ ェクト 指向 と し いう の は 何 な の か 。 
それ は 容易 に 実現 で きる の か 。 本当 に 役 に 
立つ の か 」 

この 3 つの 疑問 に 対す る 解答 と いう の は 
果たし て 発見 で きた の か ? 


最初 の テー マ 


まず オブ ジェ クト 指向 し いう の は 何 な の 
か ? と いう 疑問 で ど あ る が 答え は 「 デ ー 
近 あ グロ グラ ム を まとめ て て 扱う こと に よっ 
て シス テム を 抽象 化す る 試み 」 な ど と いう 
言葉 で お 余 を 濁し た ほう が 賢明 な よう だ 。 
な ぜ な ら , オブ ジェ クト 指向 に と っ て 絶対 
神 と も いえ ぇ えた Smalltalk が その 権威 を 失い つ 
つ あ る だ た だめ に その 定義 も 混 流 の 中 に 落ち 込 
みつ つ あ る か ら だ 。 

だ と えば クラ ス の 間 題 し いう の が あっ て , 
「 ク ラス と いう の は 特別 な が イン スタ ンス ( つ 
отук аку な の て イン スタ ン え る 
ぇ あれ ば クラ ス は 不要 で ある 」 と いう 意見 
が ある よう で ある 。 普通 の イン スタ ンス と 
クラ ス と いっ た 場合 分 けが ある の は シス テ 
ム を 複雑 化す る だ け だ か ら や め た ほう が い 
いと いう わけ だ 。 

で は 今回 の シス テム に な ザク ラス が ある 
の か と いう と , 実は ROM 化 と いっ た 問題 が 


大 胆 に も Z80 で オブ ジェ エク フト 指向 に よる リア ル タ イ ム ゲ ー ム の プロ 
グラ ミン グ を こと いう 試み で 始ま つ だ 連載 だ が , 苦闘 の り 未 よう や く ブ 
ログ ラム を 走ら せる と ころ まで こぎ つけ る こと が で きだ よう だ 。 Ә 
回 と 次 回 で 完成 し た プロ プラム を 発表 する こと に し た い 。 


残さ れ て いる か ら で あ る 。 た と えば ある プ 
ログ ラム を ROM 化 し よう と し た 場合 , その 
プロ グラ ム の 中 に は 当然 ROM の 上 に 乗っ て 
いる 部 分 と RAM の 上 に ある 部 分 が 出 て くる 
(111). ROM は 書き 換え が で き な い か ら R 
OM の 上 に ある デー タ と いう の は 変数 で は 
な く 定 数 ほし いう こと に な る わけ が だ 。 

き て 。 も し も オシ ンス え タ ジス だ けし か れ ない 
シス テム の 場合 ROME に ある 変数 と RAM 
の 上 に ある 変数 と いう 2 つの 状態 が 混在 し 
て お か がかり に てい 。 し か し クラ ス が ある か らし 
ば クラ ス の 変数 と いう の は すべ て ROM の 上 
に わっ て 書き 換え が て で てき な に と じじ うこ と に 
し て し まえ ば いい の で 簡単 で ある 。 この よさ 
うに ある 状況 で は クラ ス と いう の は 大 変 有 
用 な の だ 。 

で は な ぜ ク ラス は 必要 な いと いう 論議 が 
出る か と いう と 研究 者 は プロ グラ ム を ROM 
性 し ぐり ひし い た いう こと CO だ あう 。 る 
ょ まり それ ぞ れ の 分 野 に よっ て 必要 と され て 
いる オブ ジェ クト 指向 が 違う の で ある 。 


オブ ジェ ント 指向 の 可能 性 


炊 に 2 番目 の 答え は 簡単 で ある 。 実現 で 


きる 。 こ の 記事 の 後ろ に 実例 が 載っ て いる 。 


だ だ し プロ グラ ム 中 に よい 例 と は いえ な い 
部 分 が 多く 見 られ る の も 事実 だ 。 
shead や backg な どの プ ブログ ラム 中 に は 定 
数 の 使用 が 結構 見 られ る の だ けど , これ は 
て され ば ラズ 変数 だ た すべ さだ みろ みう 。 mu 
クラ スズ 変数 に な っ て に な に か と いじ うと も , Z 
80 と いう CPU の 特質 に より , クラ ス 変 数 に 
アク セス する の が と て も 面倒 な た め だ 。 sh 
ead や backg は 他 の クラ ス の スー パー クラ ス 
に は な っ て いな いた りり め に きる 回 は 特に を ラス 
変数 を 使う 必要 は な く , デバ ッ グ の 容易 る 
か ら ク ラス 変数 は あま り 使 わな か っ た 。 
本 当 に 人 役に立つ の か と いう 疑問 に 対し て 
は 。 「 少 な て と も ビデ ゲキ ネオ ネ ゲ ー ム アロ が ゲラ ミッ 
グ と いう ジャ ン ル に お いて は か な り の 意味 
を 持つ 可能 性 が ある 」 と 答え た い 。 高級 言 
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語 や 洗練 され た 命令 体系 を 持っ だ た CPU と は 
結構 相性 が よい よう で ある 。 

で は Z80 と は ? と 聞か れる と か な り 苦 
し いも の が ある 。 変数 を 操作 する の に 手間 
が か か b 過ぎ , プロ グラ ム が 直観 的 で な く 
な る だ た め バ グ が 発生 し や すく な る の で ある 。 
今回 の プロ グラ ム も 2K バ イト な い の に バグ 
の オォ オン パ レー ド で あっ た 。 じゃ Z80 は 使い 
も の に な ら 6 な いい の か 。 と いう と そん が こと 
は な い 。 高級 言語 を 使え を ば よい の だ 。 最近 
の 高級 言語 は 素 晴 し い コ ユー ド を 出し て くれ 
る の で か な り 開 発 は 容易 に な る 。 

僕 個 人 と し て は ,「 使 いも の に な ら な い !」 
と 力説 きれ て も 細か いと ころ で チョ コチ ョ 
コ と 使っ て いる の で ,「 で も 一 応 使っ て いる 
ん で すけ ど 」 と 反論 する し か な い 。 こ の 連 
載 も C な ん か を 対象 に する と か な り わ か り 
2 すん なつ だ か が かも し れい が 。 な に し あみ と 

ー ザ ー な ど 数 を る ほど し か いな いと いう 
こと で その 線 は あき ら め ざ る を えな か っ た 
に いう と こっ Rs 

57, 最後 に プロ グラ ム も 揃っ た と いう 
こよ て りす スト の アモ セン ズル の し か た や も 
て 説明 し て お こう 。 まず classm が ある な ら 
ば , それ を 使う , な けれ ば .def リ スト を 一 

生 懸 命 入 力 す る 。 今 回 の 記事 だ け な ら ば def 
ファ イル を 入力 し た ほう が 早い だ ろう 。 

次 に .mac フ ァイル 等 を 入力 する 。 こ の 場 
合 す べ て の ファ イル と M80 は M80 の バグ の 
た め に (イン クル ー ド に 関す る バグ) 同一 下 
ライ ブ 上 に 揃っ て いな けれ ば な ら な い 。 

そし て 最後 に runtime. 図 ] HOM 化 し た 場 
rel が 先頭 に くる よう に 合 の プロ グラ ム 構 成 
リン ク す れ ば よい 。 面 _ m 
ност L s У 
スト 2 に 載せ て お く 〈。 

次 号 は 少し 落ち 着く 
の で 最後 し として, ダン 
プリ スト の 掲載 と 含ま 
で の お きる らい , C へ の 
拡張 な ど や る つも りな 
の で よろしく 。 
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18: callclass 0 42: public @@0003 


19: ^. endm 43: @@0002 
; 43: equ free 
ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ  CLASS.DER ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニ 23. mm いい е 2 44: public @@0002 
1: selfclass macro arg 22: endm 45: dw @@0003 
2: ld hl,arg 23: joypotnew macro 46: dw 4090002 
Ж u ーー _са11## 24: callclass 0 | 
x А 25: епдт 
5: š А 
6: selfinstance macro arg 77. de не бре 2 ___ T 1 
7: ја hl,arg 2 enda ass Ms object.mac = ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニ 
8: call _св11## 28. clapsMethod: <  ineiude CLASS. DEF 
9: endm 5d: 96: 2: || include OBJECT.DEF 
10: e . | 3: object::dy metaclass 
11: са11с1авз macro arg am. instance var s чн instancemethod 
12: ја hl,arg x : 3 w ivarsize 
13: call _callš# саг Eine ан ° 5: 
14: endm 35: : Ü alloc: 19 hl, (ибор##) 
; ` : h 
ie: callinstance macro arg 35: Wbackgfreeob] macro 9: inc NB _ 
1. an ャ ーー x Tn д 10: ја d, (hl) 
18: call _call## 39: backefres — iu dec hl 
20: i の 2 n | ex de,hl 
; епдт 1 ret 
42: €ebackgnextobj macro 15: u 
43: callinstance 4 16: пен: ве1ға11ос 
44: епат 17: ex de,hl 
45: Gbackglink macro 18: ld (hl),c 
46: callinstance 6 19: inc hl 
1: 47: endm 20: ld (hl),b 
2: 48: Gbackgdemon macro 21: dec hl 
3: : 49: callinstance 8 22: ex de,hl 
4: work: ds 3211024 50: endm 1: ret 
B. cseg 51: Gbackgatcheck macro 24: 
6: main@:: 52: callinstance 10 25: Егее: 1а h,b 
7: di 53: endm 26: ld l,c 
8: ld d,99 54: Gscreenfreeobj macro 27: ја de, (wtop##) 
9: ја e,18 55: callinstance 9 s 28: ја (wtop##) ,hl 
10: ld hl,screentable 56: епаш 29: ја (hl),e 
11: scloop: 57: Gscreenfree macro 30: inc hl 
12: ld bc, 1800h 58: callinstance 2 91: 1а (hl),d 
13: out (c),d 59: endm 32: ret 
14: inc be 60: é(screenbox macro 33: 
15: ld a, (hl) 61: callinstance 4 34: freeobj:Gselffree 
16: out (c),a 62: endm 35: ret 
17: inc hl 63: @screenputc macro 36: end 
18: А 64: callinstance 6 
: їпс а 
19: дес е 65: endm 
20: jp nz,scloop 66: @joypotfreeobj macro 
21: Ñ 67: callinstance 9 
22: x 1d bc, 1a の 3h d е: жеш 
23: 14 а,даһ : @Joypotfree и | o 
24: out ic), n 70: callinstance 2 o. Ж ышы па て て の T TTT 
25: . 11: endm 2: metaclass: 7 
26: 1а de,work 72: € joypotinp macro 3: du taci ü 
21: ла (wtop) „де 73: callinstance 4 D 4: ды GlassMethod 
28: ld bc, 1024 15: и пон à 5: 
29: wloop: < : instanceMethod: 6: ・ 1 ; 
30 ld ћ1, 32 7: Mo ui 
31 ада hl,de 8: mcl defl 
32: ex de,hl 9: ае беа ーー x 
33: ја (hi),e 10: memsiz defl 4 
ーー о) — ү. cvarsize equ 6 
, 1 
36: дес bc ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ  start.mac ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ . 13: selfnew 
37: ја 8 a,b 1: include CLASS.DEF 14: m š selfclags — [^] 
38: or c 2: include START.DEF | 15: endm 
39: jp nz,wloop 3: start:: u 16: _selfalloc macro 
40: , 4: 1а bc, screen## 17: __ вејЖсјава 2 
41: Jb start## 5: _sereennew 18: endm 
42: 6: ја bc, JOYDO も ## 19: 
43: _са11:: 1: .Joypotnew 20: supernew macro 
44: push de · 8: ld bc, backg## 21: call @@0001## 
45: push hl | 9:  backgnew 22: endm 
46: ld h,b i だ кес bc,bwork## 23: _superalloc macro 
is: а iui 12: et. gdemon 24: call @@0000## 
: е, : 25: а 
49: inc hl 13: end ; 26: "acterhew " macro 
50: ld а,(ћ1) 14: 27: callclass д 
51: inc de 28: endm 
52: |; је де 29:  acteralloc macro 
53: ex de,h1 30: ` callclass 2 
: RC ; "aa 7777“ 32: classMethod: 
E __""____-_-- mu iU I v V JU OCCCCRCCCGOoOC MM  . .... A — — objeot.def ニニ ニニ ニニ エニ エニ エニ ニニ エニ ニニ 
7 ce wis. i: ; meta class d @@0011 equ — new 
" 2: metaclass: : public  @@9011 
24: add EM 3 dw metaclass 35: dw 20011 
60: 1 4: ди classMethod 3 dw @@0000## 
° 5: : 
61: ја а,(ћ1) 6: : class var 38: 4 instance var 
62: ex de,hl 7 t 39: 
5. рор de 8: mclass defl 9 40: class defl 0 
64: jp (ћ1) 9: imethoq defi 2 41: linkup defl 2 
a5: 10: memsiz defl 4 42: linkdw defl 4 
66: .radix 16 11: ovarsize equ 6 43: ivarsize equ 6 
67: screentable: 12: 44: 
68: db 37,28,24,34,17,02,19,12, 13: _selfnew macro 45: @selffreeobj macro 
00,00 15: endm 47: endm 
. 69: end 16: selfalloc macro 48: eselffree macro 
10: 17: selfclass 2 49: selfinstance 2 
18: endm 50: endm 
19: 51: Gselfnextobj macro 
20: classMethod: 52: selfinstance 4 
21: @@0001 equ new 53: endm 
22: public  ee0001 54: Gselflink macro 
23: 900000 equ alloc 55: selfinstance 6 
ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ  start.def ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ < 24: public @@0000 56: епдт 
1: € теба class | 5E: dw @@0001 57: @selfdemon тасго 
2: metaclass: 26: dw @@0000 58: selfinstance 8 
3: dw metaclass 27: 59: endm 
4 dw classMethod 28- ; instance var 60: 
5 29: : 61: @superfreeobj macro 
B: ; class var 30: class def1 д 62: са11 @@0003#4# 
7: 31: ivarsize equ 2 63: endm 
8: cvarsize equ д 32: 64: @superfree пасго 
9: 33: eselffreeobj macro 65: call @@0002## 
10: 34: selfinstance 0 66: endm | 
11: | backgnew macro 35: endm 67: G(acterfreeobj macro 
12: callclass 0 36: eselffree macro 68: callinstance 0 — 
13: endm 37: selfinstance 2 69: endm : 
14: _backgalloc macro 38: endm 70: @acterfree macro 
15 callclass 2 39: 71: callinstance 2 
16 endm 40: instanceMethod: 12: епдт 
17: зсгееппен тасго 41: @@0003 equ freeobj 73: (acternextobj macro 


よかっ た あ 。 高橋 君 も 浪人 し て た ん だ あ 。 6 月 号 を 見 て ホッ と し まし た 。 だ いた い 子 想 
120 onx 19887. は し て いた が 。 間違っ て も 予備 校 2 年 生 に な ら な いよ うお 互い に が ん ば り ま し ょ う 。 
山田 純二 (18) 神奈 川 県 


102: _ ghqrtfreeobJ 


А SHIFT BREAK を 読ん だ が , U 氏 の 問い に 2 つ し か 答え られ な い 自 分 が 悲し い 。 変身 妨 
者 嵐 の 愛馬 は ハヤ プ ブサ オ ー だ 。 バ トル ホー ク の 必殺 技 は , 戦 刃 旋風 斬り , 変幻 風 刃 投げ 秘 
投 三 方 妃 で あぁ る 4。 斎藤 IE (18) 埼玉 県 
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46: endm 
24:  superalloc macro 


47: Gselffree macro 
48: .selfinstance 2 25: call @@@000#+# 
49: enda 26: enda — 1і  Á4  — 3552523220225 -- 
50: @selfnextobj macro 27: _sheadnew macro MM БвокЕ.тас ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニ 
51: selfinstance 4 28: callclass д i inelude CLASS.DEF 
dr -— 29: Pin 2: _ include BACKG.DEF 
53: @selflink macro 30: _sheadalloc macro 1: BERT EQU | 91 
54: selfinstance 6 u 31: callclass 2 4: RIGHT EQU 39 
55: endm 32: endm 9: ТОР EQU 91 
56: eselfdemon macro 33:  sheadmakep macro : BOTOM EQU 24 
57: selfinstance 8 34: callclass 4 : dseg 
58: endm 35: endm 5 bwork:: ds ivarsize 
59: éselfatcheck macr 36: _всгееппен macro . cei 
60: selfinbianos 10 37: callclass " @ i4. веске. ан metaclass 
61: endm 38: endm 11: dw instancemethod 
62: 39: screenalloc macro Hl dw ivarsize 
93; @superfreeobj macro Me callclass 2 e db 1 
4: call ee0018 : endm : 
65: endm _ 42: classMethod: ーー alloc: 14 де ,bwork 
66: @auperfree macro 43: @@0031 equ пен n 、 
67: call @@00024# 44: public @@0031 : 
68: endm 45: @@0030 equ alloc 18: пен: .supernew 
69: (supernextobj macro 46: public 960030 "he push de 
79:7 call ee@0015## 47: dw 90031 эм, push bc 
15: endm 48: dw 60030 2 push be 
72: esuperlink macro 49: u $5 ld — bo,swork## 
13: — — call 60001444 856: ; — instance var 2 @screenbox x 
4: endm 51: °. pop bo ーー 
15: @superdemon macro 52: class defl 0 d ld hl,pnumb 
76: —< call #@@0017## 53: linkup defl 2 27: зада hl,bc 
17: enda x 54: linkdw defl 4 ーー QM а, (hl) 
18: (acheckfreeobj macro 55: ћојаћк defl 6 a newloop: 
19: callinstance @ 56: setp defl 8 30: push af 
„ве: endm x 57: xpoint defl 9 41: 1а _ (ип##),а 
81: éacheckfree macro 58: ypoint defl 10 32: ја bc , shead## 
и callinstance 2 59: ivarsize equ 11 : 、 Qeheadnakep 
83: ` endm 60: ми; 1а b,d 
84: Фасћескпехћођј macro 61: eselffreeobj васго 35: и с,е 
85: callinstance 4 62: selfinstance e : 1а de,bworktholdhk 
86: endm 63: endn 38: ésheadlink 
87: @асһеск1іпк macro 64: @aelffree macro са. рор af 
88: callinstance 6 65: selfinstance 2 u 39: ーー 
89: endm 66: x endm 46. Јр z,qrtnew 
90: @acheckdemon macro ` 67: @selfnextobj macro 41: дес а 
91: callinstance 8 68: selfinstance 4 2 x jp newloop 
92: endm 69: endm i qrtnew: | 
93: @acheckatoheck macro 70: @ae1f1ink macro 44: фы уза 
94: callinstance 10 71: selfinstance 6 рор де 
95: endm a endm ーー ret 
96: instanceMethod: : @selfdemon macro : 
97: @@0019 equ atoheok 14: selfinstance 8 11: demon: 14 һ1,20000 
98: public 090019 75: endm Mo P hi 
99: ди 99001844 76: @aelfatcheok macro 50: id а,1 
100: dw 00000244 17: selfinstance 10 ым eed h 
101: dw @@0015#4 78: endm u $2. JP nz,dloop 
102: dw 0001444 Mes 53: 
103: dw 0090901744 80: @auperfreeobj macro 54: азирегдетоп 
104: dw 600019 81: ' call ee0018## 3 а h1,ho1dhk 
82: endm 55: ада ћ „ђе 
83: @auperfree macro : 1а е, (hl) 
84: call Федод2++ N ine hl 
85: endm 5. 1d d, (h1) 
2325 86: @supernextobj macro 9: 14 a,e 
= ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニ  acheck.mao ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ 87: са11 @@0015## 61: jp Т 
1: include CLASS 、DEF 88: endm Me 7P ne demon 
ー 2001478 ACHECK.DEF 89: éesuperlink macro e ret 
: seg 90: : 
4: atobj:: ds 2 91: с, озн 64: atcheck: 
5: atflag::ds 1 92: @auperdemon шасго 65: la де, (atobj##) 
6: cseg 93: call @@00 17## 66: 1а hl,xpoint 
7: acheck::dw metaclass 94: enda 67: ада hl,de 
8: dw instancemethod 95: é(superatcheck macro св: ЈА (OB (81) 
9: dw ivarsize 96: call  @@0019## ーー ра se 
i ek 91: enda ve jp m,aton 
: atcheck: 98: @sheadf ; 
n a моа 3 enum 。 т: — 
б; add hl,bc 100: endm n jp p,aton 
" push bo 101: ésheadfree ; 
15: ld c, thi) 102: macro 75: 1а hl,ypoint 
= m B ш че в к s 
: 1а b, (hl) : : 1d а,(ћ1) 
18: tloop: , pe の More 18: ср ТОР 
ーー ie Ée 106 ; endm e ' de jp m,aton 
: ог b 107: ésheadlink 
ーー jp z,qrtatcheok 108: ба や — 6 "e cp BOTOM 
M 109: * Јр p,aton 
22: @aCheoknextobJ 110: @shosddsmon macro э @superatcheck 
: push de 111: ; ret 
25: Gacheckatcheck 112: ca асе 8 85: 
26: pop bc 113: евћеада сћеск тасго р aon id &,0ffh 
21: jp tloop 114: callinsta 1 81: 1а (atflag##),a 
· 28: qrtatcheck: 115: endm = ° ー ーー 
29: о bc : M 
29: рор n Tet macro 90: free: ret 
31: end 118: d cte 12 91: end 
32: 119: esheadshows macro 
ーー с, нне 14 
: еп 
di i で тасго 
; callinstanc 0 sse 
124: enda e ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ エニ ニニ ニニ  snakep.def ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ 
な は は さま ささ ミユキ や ニニ ニニ ニニ backg.def ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ 125: @aoreenfree тасго 1: meta class 
i: ; meta class 126: callinstance 2 2; metaclaas: 
2: metaclass: 127: endm 3: dw metaclass 
3: dw metaclass 128: @screenbox macro 4: ан classMethod 
4: dw classMethod 129: callinstance 4 : 
5: 130: enda 6: ; class var 
6: ; class var 131: азсгееприће macro : 
7: 132: callinstance 6 B: molhss defi M 
8: mclass defl 0 133: endm 9: imethod def1 2 
9: imethod defl 2 134: instanceMethod : 10: memsiz defl 4 
10: memsiz defl 4 135: @@0034 equ atcheck 11: cvarsize equ 6 
11: pnumb defl 6 136: public @@0034 l. 
12: cvarsize equ 7 137: @@0033 equ free 13: _веј тен macro 
13: 138: public @@0033 14: selfclass д 
14: _selfnew macro 139: @@0032 equ demon 15: endm 
15: selfclass 2 140: public @@0032 16: _selfalloc macro 
16: endm 141: ди @@0919## 17: selfclass 2 
17: _se1fa11oo macro 142: dw 00033 i endm 
18: selfclass 2 143: dw 90001544 19: selfmakep macro 
19: endm 144: dw @@0014## 29: selfclass 4 
20: 145: dw 600032 2b endn 
21: | supernew macro 5 146: dw @@0034 22: 
22: са11 @@0016## 23: supernew macro 
23: enda 24: call @@0016## 
25: епат 
122 отх 19887. 人 ムーン ハッ タン ・ レ クイ エム も ИВО КРИМ 解い た 。 ゼビウス も グラ ディ ウ 


へ もい パ ペー スハ リア も ウイ ジン EARR TNA Ce ETAR ORROA 
龍 が 倒せ な く て いき づま っ て いる 。 おーい , 助け て くれ よー。 荒井 TRI (20 石川 県 


26: _superalloc пасго 21: 


7: xpoint defl 9 
27: |^ call aee999## 22: atcheck: eh Peoia, dell 16 
28: endm 23: ld hl, (atobj##) 49: tcount defl 11 
29: _screennew macro 24: and a 50: ivarsize equ 13 
30: ` callclass 9 25: sbc hl,bc 51 
21: endm 26: Jp 2;qrtatcheck 52: éselffreeobj macro 
32:  screenalloc macro 21: 53: selfinstance Q 
3: callclass 2 28: 1а де, (atobj## ) 54: endm 
34: endm 29: 1d hl,xpoint 55: @selffree macro 
35: classMethod: 30: add hl,de 56: selfinstance 2 
36: @@0020 еди makep 31: ld 8,(hl) 57: endm 
37: public @@0020 32: 1а hl,xpoint 58: @selfnextobj macro 
38; dw @@0016## 33: ааа hl,bc 59: selfinstance 4 
40: dw €00020 35: | Jp nz,qrtatcheck 61: @selflink macro 
41: 36: 62: selfinstance 6 
42: ; instance var 37: 1d hl,ypoint 63: endm 
43: 38: add hl,de 64: éselfdemon macro 
44: class defl д 39: 1а а, (hl) 65: selfinstance 8 
45: linkup defl 2 40: 1а hl,ypoint 66: endm 
46: linkdw defl 4 41: add hl,bc 67: @selfatcheck macro 
47: holdhk defl 6 42: cp (hl) . 68: selfinstance 19 
48: setp defl 8 43: jp nz,qrtatcheck 69: endm 
49: xpoint defl 9 44: : fclears macro 
50: ypoint defl 10 45: 14 hl,setp с Дейч У аи 12 
51: ivarsize equ 11 46; ーー 72: | endm 
52: 47: а, : macro 
53: eselffreeobj macro ` 48: 1d (atflag##),a u о, っ 14 
54: selfinstance 9 49: qrtatcheck: 75: endm 
55: endm 50: @superatcheck 76: 
56: @selffree macro 51: ret ; : 
57: selfinstance 2 52: . ^ "-— 00002401 
58: endm 53: shows: 1d hl,xpoint 79: enda 
59: @selfnextob} macro 54: add hl,bc 80: ésuperfree macro 
60: selfinstance 4 55: ја а, (hl) 81: call @@0002## 
61: endm 56: ld (хр##),а 82: enda 
62: @selflink acre 57: ia hl,ypoint 83: (supernextobj macro 
63: selfinstance 6 58: add hil, be 84: call @@0015## 
64: endm 59: 1d а, (hl) 85: ends 
65: éselfdemon macro 60: 1а (ур##),а 86: @superlink macro 
66: selfinstance 8 61: 1d hl,setp 87: call @@0014## 
67: endm 62: add hl,bc 88: enda 
68: @selfatcheck macro 63: 14 а,(ћ1) 89: евирегдетоп macro 
69; selfinstance 10 64: 1а (pat##),a 90: call 90001744 
70: епат 65: push bc 91: endi 
71: @selfclears macro 66; 1а ` bo ,awork## 92: @superatoheck macro 
72: selfinstance 12 67: езсгееприћс 93: call 60002144 
13: endm 68: pop bc 94: endm 
74: éselfshows macro 69: ret 95: ésuperclears macro 
15: selfinstance 14 70: 96: cali @ё@0023## 
76: endm 71: clears: 14 кро 97: endm 
77: 72: add hl, : 
18: esuperfreeobj macro 73: ја а, (ћ1) ーー の $000:101 
19: call @@0018## 74: ја (xp##),a 100: endm 
80: endm 75: ld hl,ypoint : d 4 
81: ésuperfree macro 16: add hl,bc i 005630 а demon 
82: call @@0002## 11: 14 а, (hl) 103: public @@0026 
83: endm 78: ld (yp##),a 104: dw 000024454 
84: (supernextobj macro 19: ld a,’ ' 105: du 60000244 
85: call @@0015#+# 80: ld (pat##),a 106: dw @@0015## 
86: endm 81: push bc 107 : dw @@0014## 
87: @superlink macro 82: 1а bc,swork## 108: dw @@0026 
88: са11 909001444 : 83: @screenputc 109 : dw @ё@0021## 
89: endm 84: рор bo 110: йы @@0023## 
90: @superdemon macro 85: ret 111: dw @@0022## 
91: са11 @@0917## 86: { um 
92: endm 87: freeobj: 
93: ésuperatcheck macro 88: eselfclears 
94: call @@0019## 89: @superfreeobj 
95: _ endm 90: ret 
96: @screenfreeobj macro 91: end ; 
97: callinstance @ 92: ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ  sbody.mac ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ 
98: onas 1: include CLASS.DEF 
99: Gscreenfree macro · 2: include SBODY.DEF 
100: callinstance 2 5. а 
101: endm 4: ca:: ds 2 
102: éscreenbox macro 6: бос: ds 1 
103: callinstance 4 + 6: ове 
104: | endm ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ  sbody.def "ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ 1: sbody:: dw metaclass 
105: @acreenputo macro it | meta class 8: dw instancemethod 
106: callinstance 6 2: metaclass: 9: du ivarsize 
HS ta ath d 3: dw metaclass 10: 
959: instanceMethod: 4: м classMethod : : 
109: 600024 equ freeobj 5: q makep: ーー ーー 
111: @@0023 equ с1еагв 7: 14: 1а а, (boc) 
112: public @@0023 B: тсјавз defl д 15: ја hl,setp 
. 113: @@0022 equ shows 9: imethod defl 2 16: add hl,de 
114: public 900022 10: memsiz defl 4 17: 1d (ћ1),а 
115: ee9921 equ atcheck 11: chare defl 6 18: 18 b,d 
116: рчЫіс ee9921 12: cvarsize equ 7 19: ја с,е 
m: 9и соте 13: x 20: @selfshows 
| 118: dw @@0002#+ 14: selfnew macro 21: pop de 
119: dw @@0915## 15: ве1Ёс1авв 9 22: pop bc 
120: аня @0014## 16: endm 23: ld hl,tcount 
121: dw  @@0д17## u 17: _selfalloc macro 24: ада hl,de 
122: ди 900021 18: selfclass 2 25: push de 
124: dw @@0022 20: selfmakep тасго x 27: 1d _ (hi),e 
21: selfclass 4 i 28: inc hl 
22: endm 29: ld (hl),d 
23: 30: ` pop de 
24: _supernew macro 31: ret 
= SN : 25: call 909001644 32: | ; 
$ ===>: esses snakep. mac ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニー ニニ ニー 26 епат 33: demon: Ssuperdemon 
v |. include CLASS.DEF 27: | superalloc macro 36: ld hl,tcount 
2 | include SNAKEP.DEF 28: call 60000044 35: add hl,bo 
3: _ dseg Г| 29: endm | 36: ја e,(hl) 
4: ха:: p i 30: _supermakep macro 37: inc hl 
5: yat: | 3 31: call @@0020## 38: ` 1d d, (hl) 
6: og — — 32: endm : _ 39: dec de 
7: snakep::dw  metaclass 33: classMethod: 40: ld (h1),d 
8: dw — instancemethod 34: @@0925 equ makep 41: dec hl 
9: dw ivarsize 35: 3 public @@0025 u 44. — ld (hl),e 
| — ____________ 36: dw @@0016## | 43: 1d а,е 
Кер: _selfnew _ v 9 S 37: . dw ee000044 | 44: ог а 
19 hl,xpoint x 38: dw ее0025 u 45: x Jp nz,qrtdemon 
| add ма _ 39: 46: | шы 
"xad C 40: ; instance var — _ 47: u @selffreeobj 
ма  yJVUU X 41: x 48: qrtdemon: = 
_ hl,ypoint — 42: class defl 9 49: ret 
| Bild __6_њнк___ 43: linkup дет 2 50: ` end 
osim — _ 44: linkdw дет 4 x u 
Wha p IU I || ' 45: ћојаћк defl 6 
— Ç : x _ 46: setp defl 8 


AX1C を 買っ て か ら す で に ディ スク の 時 代 に 入っ て し まい , 不満 の 続く 日 々 で し た が , X 
68000 ACE-HD に 感動 し て この た び 購 入 を 決意 し まし た 。Oh!IMZ と も し ば らく 別れ て いま 
し だ が , また 毎月 読も うと 思い ます 。 おっと, も う 0hIX で し た っ け ね 。 こ れ か ら も よろ 
L <. 倉橋 TEX (19) 京都 府 
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123: са11 @@0023## 52: 


à inc hl 
БЕРЕВЕВЕВВВЕЕНЕЕЕЕ  shead.def ココ ニコ ニニ エニ ュ ニ ニコ ニニ ニニ ニニ ニ 124: endm 53: ја а, (hl) 
i: : meta class 125: @supershows насто 54: ех de hl 
3: dw metaclass 127: endm 56: ld (ха##),а 
4: du classMethod 128: @acheckfreeobj macro 57: ino hl Í 
5: 129: callinstance 9 58: 14 a. (hl) 
6: | class var 199: endm 59: 1d {уһ##),в 
7: 131: @acheokfree macro 60: inc MM Е 
8: mclass defi д 132: callinstance 2 61: ld a, (hl) 
9: imethod дет 2 133: endm 62: 1а (хш) a 
10: memsiz defl 4 134: @achecknextobJ macro 63: inc hi 
11: cvarsize equ 6 135: callinstance 4 64: 1а a, (hl) 
12: 136: endm 65: ld iym) ,a 
13: _веј пем тасго 137: @achecklink OOTY 66: inc hl 
14: selfclass 0 198: callinstance 5 67: ld. а, (hl) 
15: endm D enda 68: ld (uc), a 
16: _selfalloc macro , 140: @acheokdemon macro 69: inc hl 
17: selfclass 2 NI ュー оолло 8 70: ја а, (hl) 
18: епдт í 71: ја bkc 
19: selfmakep macro 143: eacheckatcheck macro 12: „= ш 8 
20: selfclass 4 ч callinstance 19 73: 1d а, (un) 
21: endm x о иони 74: 1d hl,unumb 
22: 146: Gjoypotfreeobj macro ' 45: add hl,de 
23:  supernew macro 147: callinstance M 16: ld (hl),a 
24: call ee0916## 118 __ enam 11: 14 а, (xm) 
25: endm 149: ejoypotfree | MACTO 78: ld hl,xmove 
26: _superalloc macro 150: callinstance 2 79: add hl,de 
27: call  @@0000## ij Á, „етан 80: 1d (h1),a 
28: endm 152: Gjoypotinp macro 81: ја а, (уп) 
29: _вирегтакер тасго 153: callinstance 4 82: ја hl,ymove 
30: call ee0920## 154: enda 83: add hl,de 
31: endm 155: esbodyfreeobj macro 84: ld (hl),a 
32: achecknew macro 156: callinstance 9 85: 1d а, (ме) 
33: са11с1авв 0 ivt snos 86: ld hl,setp 
34: endm 158: @sbodyfree macro 87: add hl,de 
35: _acheckalloc macro 159: callinstance 2 88: ld (hl),a 
36: callclass 2 180 ende 89: ld a, (bkc ) 
37・ endm 161: @sbodynextobj macro 90: la hl,blp 
38: _joypotnew macro 162: callinstance 4 91: add hl,de 
39: callclass 9 163: endm 92・ 1а (Һ1),а 
40: епаш 164: @sbodylink macro 93: ret 
41: _joypotalloc macro 165: callinstance 6 94: 
42: callclass 2 166: endm 95: demon: @superdemon 
43: anda 167: @sbodydemon u macro 96: ја hl,mcount 
44:  sbodynew macro 168: callinstance 8 91: add hl,bc 
45: callclass д 195: endm 98: ја е,(ћ1) 
46: enda 170: ésbodyatcheck macro 99: inc hl 
41:  sbodyalloc macro 171: callinstance 10 100: 1d d,(h1) 
48: callclass 2 172: endm 101: дес де 
49: endm 173: @sbodyclears macro 102: ld (hl),d 
50: _sbodymakep macro 174: callinstance 12 103: дес hl 
51: callclass 4 115: endm 104: ld (hl),e 
52: endm 176: @sbodyshows macro 105: 
53: classMethod: 177: callinstance 14 106: ld a,e 
54: @@9928 equ new 178: endm 107: or d 
55: public @@0028 178: instanceMethod: 108: jp nz,sctadd 
56: 990027 equ makep 180: @@0029 equ demon 109: 
57: public @@0027 181: public @@0029 110: U ја de,ADDTIME 
58: dw 990028 182: dw @@0024## 111: 1а (Һ1),е 
59: dw @@0000## 154; ea Au 112: inc h1 
ин ди 20027 185: dw 00001444 iu 1а (ћ1),а 
52: : instance var 186: dw 900029 š 115:. ја hl,gcount 
64: class defl 0 188: dw «090023 117: ld е, (hl) 
65: linkup defl 2 189: dw @@0022## 118: inc hl 
66: linkdw defl 4 119: ld d, (hl) 
67: holdhk defl 6 120: push hl 
68: setp def1 8 121・ 1d hl,ADDVAL 
69: xpoint defl 9 122: ада hl,de 
10: ypoint defl 10 3 " пеаалт 123: ех de ,h1 
11: unumb defl 11 124: pop hl 
12: mcount defl 12 ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ  shead.mac "ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ 125: 1а (hl),d 
73: gcount defl 14 1: include CLASS.DEF 126: dec hl 
74: xmove defl 16 2: include SHEAD.DEF 127: 1а (hl),e 
75: ymove  defl 17 3: COUNTD equ 30 128: 
76: blp defl 18 4: ADDTIME equ 60 129: sctadd: 1а hl,gcount 
771: ivarsize equ 19 5: ADDVAL equ 10 130: add hl,bc 
78: 6: dseg 131: ја e,(hl) 
19: @aelffreeobj macro 7: un:: ds 1 132: inc hl 
80: selfinstance 0 8: xm: ав 1 133: 1а d,(hl) 
81: endm 9: ym: ds 1 134: ld (са##),де 
82: @aelffree macro 10: uc: ds 1 135: 
83: selfinstance 2 11: bkc: ds 1 136: ја hl,xpoint 
84: endm 12: cseg 137: add hl,bc 
85: (selfnextobj macro 13: shead:: dw metaclass 138: ld а, (11) 
86: selfinstance 4 14: dw instancemethod 139: ld (ха##),а 
87: endm 15: dw ivarsize 140: ld hl,ypoint 
88: eselflink macro 16: 141: add hl,bc 
89: selfinstance 6 17: new:  supernew 142: ld а, (hl) 
90: endm 18: ld hl,gcount 143: ја (ya##),a 
91: @selfdemon macro 19: . add hl,de 144: ld hl,blp 
92: selfinstance 8 20: push de 145: add hl,bc 
93: endm 21: 1а de ,COUNTD 146: ја а, (ћ]) 
94: @selfatcheck macro 22: 1а (Һ1),е 147: 1а (bco##),a 
95: selfinstance 19 23: inc hl 148: push bc 
96: endm 24: 1а (һ1),а 149: 1а bo , sbody## 
97: @selfclears macro 25: pop de 150: _sbodymakep 
98: selfinstance 12 26: 151: ја b,d 
99: endm 21: ld hl,mcount 152: ld c e 
100: eselfshows macro 28: add hl,de 198: 1а de , bwork##+holdhk 
181: selfinstance 14 29: push de 154: esbodylink 
102: endm 30: ld de,ADDTIME 155: pop bc 
103: 31: ld (hl),e 156: 
104: ésuperfreeobj macro 32: inc hl 157: 1а hl,unumb 
105: call 90002444 33: ld (hl),d 158: add hl,bc 
106: endm 34: pop de 159: ld а, (ћ1) 
107: @auperfree macro 35: 169: push bc 
108: са11 @@0002## 36: xor a 161: ја bc, jwork## 
109: endm 37: ld hl,xmove 162: ejoypotinp 
110: ésupernextobj macro 38: add hl,de 163: pop bc 
111: call @@0015## 39: 1d (hl),a 164: or 11110000b 
112: endm 40: ld hl,ymove 165: inc a 
113: @super1ink macro 41: add hl,de 166: Jp z,notinp 
114: call @@0014## 42: ја (hl),a 167: 
115: endm 43: ret 168: dec a 
116: Gsuperdemon macro 44: 169: ld d,4 
117: call @@0017## 45: makep: 1d a, (un) 170: ја hl,joytable 
118: endm 46: ја C l,a 171: joylop: 
119: езмрегађсћеск macro 41: 1а ћ,д 172: rrca 
120: call 0909002144 48: add hl,hl 173: јр nc,readj 
121: endm 49: ld de,pltable 174: inc hi 
122: esuperclears macro 50: add hl,de 175: inc hl 
. 51: ја е,(ћ1) 


AOhIX の 読者 の な か に も 中 島 み ゆき ファ ン は いる (L, 6 月 号 133 ペ ー ジ の 榎木 きん に お 
124 отх 19887. 伝え くだ さい )。 武田 жй (19) 茨城 上 
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171: — Jp nz, joylop 57: publ ic ーー 
178: _ jp notinp 58: dw @@0003## 
| S . Qu JU MES | | 33oq9o àOà/ w^. w n 
179: readj: 59: dw @@00 エニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ  Screen.mac ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ 
180: . ld a, (hl) 60: dw wes 1: include CLASS.DEF 
181: ` push hl. 2: include SCREEN.DEF 
182: ld hl,xmove 3: dseg 
183: add hl,bc 4: swork:: ds ivarsize 
184: 1d (ћ1),а 5: кр:: ds 1 
185: рор hi 6: yp:: ds 1 
186: inc hl 7: pat:: ds 1 
187: ја ` в, (hl) ミミ ココ ミュ ミコ さよ ささ きま  joypot.mac よそ せよ きよ ミミ ミニ ニコ ミュ 8: cseg 
188: ја . hl,ymove 1: include CLASS.DEF 9: screen::dw metaclass 
189: add hl, bc ` 2: include JOYPOT.DEF 10: dw instancemethod 
190: ld (hl),a 3 dseg 11: ди ivarsize 
191: notinp: 4: jwork:: ds ivarsize 12: 
192: ld hl,xmove 5: cseg 13: alloc: 
193: | вада hl,bc 6: joypot::dw metaclass 14: ld de,swork 
194: ја = а,(һҺ1) 1 dw instancemethod 18: ret 
195: a 1d hl,xpoint 8 dw ivarsize 16: 
196: add hl,bc 9: 17: putc: 
197: : ада а, (hl) 10: alloc: 18: push bc 
198: ја (hl),a 11: ld de, jwork 19: ја а, (ур) 
199: 12: ret 20: 1а с,а 
200: 1а hl,ymove 13; 21: ld l,a 
201: add ћ] ђе 14: inp: push af 22: 14 5,00 
202: ја а, (11) 15: ја ђе, 1c00h 23: 1а ћ,00 
203: 1а hl,ypoint 16: ld а,07 24: ада hl,hl 
204: add hl,bc 17: out (c),a 25: add hl,hl 
205: add а, (hl) 18: ld bo , 1b99h 26: ада hl,bc 
206: ld (hl),a 19: xor a : 27: add hl,hl 
207: Gselfshows 20: out (с),а 28: ада hl,hl 
208: 21: pop af 29: add hl,hl 
209: xor в 22: ааа а,14 30: 1а а,(хр) 
210: 1а (аб ја ##),а 23: ја bo , 1c の 99h 31: ја с,а 
211: 1а (atobj##),bc 24: out (с),а 32: 1а b,00 
212: push bc 25: ја be, 1b99h 33: | ааа hl,bc 
213: : ја bo , bwork## 26・ їп а,(с) 34: ја be, 3099h 
214: еасћескађсћеск 21: геј 35: ада hl,bc 
215: : pop bc 28: 36: 1а с,1 
216: ја a,(atflag##) 29: free: ret 37: ја b,h 
217: ог а 30: епа 38: 1d а, (pat) 
218: ret Z 39: out (c),a 
219: 3 40: pop 
220: ` @selffreeobj 41: ret 
221: ret 42: 
222: 43: box: 
223: Jjoytable: попа и НЕ dOPpeh.def пао ње 44: ризћ ре 
224: db 90,-1,00,01,-1,00,1,00 it ; meta class 45: ld bc,2000h 
225: 2: metaclass: 46: ld hl,1000h 
226: pltable: 3: dw metaclass 47: 1а d,07h 
221: dw р10,р11,р12,р13 4: dw classMethod 48: call clear 
228: : 5: 49: ја bc,3000h 
229: р10: db 10,13,0,-1 6: : class var 50: ја hi ,1999hb 
230: ађ '2','0' 7: 91: 1а а, ' 
231: р11: db 30,12,0,1 8: melass defi д 52: са11 с1еаг 
232: db 01,71, 9: imethod defl 2 53: 1а а, '#' 
233: р12: db 20,6,-1,0 10: memsiz defl 4 | 54: 1а (pat),a 
234: db CC 2' 11: cvarsize equ 6 55: ld 28,00 
235: різ: db 20,19,1,0 12: 56: ld (ур),а 
236: db '%',',3' 13: selfnew тасго 57: call hline 
2371; end 14: selfclass 9 58: 1а а,24 
15: endm 59: 1а (ур),а 
16: selfalloo macro 60: call hline 
17: selfclass 2 61: ја a,00 
18: endm 62: 1d (хр),а 
19: 63: call vline 
: | 20: supernew macro 64: ld а,39 
ミミ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ミエ エニ joypot,def ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ 21: call @@0001## 65: ld (xp),a 
1: : meta class 22: endm 66: call vline 
2: metaclass: 23: _superalloc macro 67: pop bc 
3: dw metaclass 24: call ее0000»» 68: ret 
4: dw classMethod 25: endm 69: 
5: 26: classMethod: 10: clear: out (с),а 
6: ; class var 27: @@0004 еди а11ос 71: inc bc 
7: 28: public @@0004 12: дес hl 
8: molass defl д 29: ди @@0001## 73: 1d a,l r 
9: imethod def1 2 30: dw @@0004 74: ог ћ 
10: memsiz defl 4 31: 75: 3р nz,clear 
11: cvarsize equ 6 32: ; instance var 16: ret 
14: 33: 17: 
13: selfnew macro 34: class defl д 78: hline: 
14: selfclass D 35: ivarsize equ 2 79: ld а, 39 
15: endm 36: 80: ја (хр),а 
16: _selfalloc macro 37: @selffreeobj macro 81: hloop: 
17: selfclass 2 38: selfinstance 9 82: call putc 
18: | endm 39: endm 83: 1d а, (xp) 
19: 40: eselffree тасго 84: апа а 
20: | supernew macro 41: selfinstance 2 85: ret る 
21: са11 @@0001#+# 42: endm 86: 
22: endm 43: @selfbox macro 87: dec a 
23: _superalloc macro 44: selfinstance 4 88: ја (xp),a 
24: call @@0000## 45: епдт 89: јр hloop 
25: : endm 46: Gselfputc macro 90: 
26: classMethod: 47: selfinstance 6 91: vline: 
27: @@0008 equ alloc 48: endm 92: ld a,24 
28: public @@0008 49: 93: ld (yp),a 
29: dw @@0001## 50: @superfreeobj macro 94: vloop: 
30: dw ee0008 51: call @@0003## 95: call putc 
31: 52: endm 96: 1а а,(ур) 
327 3 instance var 53: esuperfree macro 91: and a 
33: 54: call 99000211 98: ret 2 
34: class defl е 55: endm 99: 
35: ivarsize equ 2 56: instanceMethod: 100: дес а 
36: 57: @@0007 equ box 101: 1d (ур),а 
37: @selffreeobj macro 58: public @@0007 102: jp vloop 
38: selfinstance е 59: @@0006 еди Ғгее 103: 
39: zs endm 60: public @@0006 104 
40: Gselffree macro 61: @@0005 equ putc 105: free: ret 
41: selfinstance 2 62: public @@0005 106: епа 
42: endm | 63: dw @@0003## 
43: @selfinp macro 64: dw @@0906 
44: selfinstance 4 65: dw @@0907 
45: endm 66: dw @@0005 
46: 
47: Gsuperfreeobj macro 
48: са11 e9000344 
49: endm 
50: @superfree macro 
51: cali @@0002## 
52: endm 
s. "--— uqu ーー 180 /d:800,runtime,start,object,acter,holder,acheck,backg,snakep,sbody,shead, joy 
pot,screen,s/n/y/e 


$8: — public 660010 


合 「 あ ぶな い 福 袋 」 は 虚実 入り 乱れ て いる よう で 本 当 に あぶ な い 。 も っ と あぶ な い の は 突 
如 現 れ た 満開 製作 所 の 広告 び 。「 あ ぶな い 福 袋 」 の 子 デ ィ レ クト リ の よう な 気 も し た が ,。 BD 
日 6,000 円 持っ て 郵便 局 へ 走っ た 私 で あっ た 。 高橋 良和 (34) 東京 都 
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Iwai Ippei 祝 
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し ば 6 ら (前, テレビ や 新聞 を に ぎわ し た 
ニュ ー ス に , 「 法 律 を 変え て , 土地 の 所 有 権 
を 地下 50 メ ヌー ト ル ま で に 制限 する 」 と いう 
の が あっ た 。 

これ は よー する に , 政府 の 無能 に よっ て 
土地 の 値段 が ガバ ガバ に な っ て し まっ だ た だ の 
C, 地下 鉄 の 建設 費 が 巨額 に な っ た こと へ 
の 対策 で ある らし い 。 現在 の 法律 で は 地下 
鉄 を 通す と き , 土地 代 の 数 割 を 支払 うこ と 
に な っ て いる の だ そう だ 。 

を いで も っ て , 私 は この ニュ ー ス を 聞い 
EET Na 

地下 帝国 を 建設 する 
と いう , マン ダム な 野望 を 思い つい た の で 
あっ た 。 土地 の 権利 が 地下 50 メ ー ト ル ま で 
に 制限 きれ る と いう こと は , よー する に を 
れ よ り 下 は 誰 の も の で も な いと いう こと で 
は な いか 。 つ まり は 早い 者 勝ち し いう こと 
じゃ な いか 。 で ある か らし て , と りあ ぇ ず 
は な ん と か し て 10 坪 で らい の 土地 を 買い , 
下 に 50 メ ー ト ル 掘 り 進 む 。 そ し て 法律 が 成 
立 す る の を コシ タン タン と 待ち , 一 目 散 に 
横 に ガン ガン と 掘り 進む 。 こ れ で 地下 帝国 
の いっ ちょ 上 が り で ある 。 こ うす れ ば , 日 
当たり は 悪い が , エレ ベー タ に 乗っ て 1 分 
で 都心 に 出 ら れる と いう 最高 の 場所 が し こ 
だ ま 手 に 入る の で ある 。 下 に 掘る 分 は OK 
な の だ か ら , 地 下 50 メ ー ト ル か ら 始 まる ' 低 
層 建 築 " て 巨大 な ビル を 建て れ ば , た ち ま 
ち 大 金持ち で ある 。 

て な こと を ホイ ホイ と 夢想 し て いた の だ 

b, 落ち 着い て 考え 直し て みる と , これ だ 
け オ イシ イ の で あれ ば , や っ ぱり 国有 と い 
うこ と に な っ て し まっ て , 利権 と か 使用 権 
と か は , ザー ん ぶ 政 治 家 の 手 の 中 と いう , 
いつ も の 結末 が 見 えて し まっ だ た だ 。 そう だ は 
な ー。 き も な いと , 東京 の 地下 が 穴 だ ら け 
の ボコ ボコ に な っ て , #25 2952 
し で し まう の で ある 。 

し か し 待て よ 。 だ た と えば 新宿 や 渋谷 や 丸 
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の 内 の 地下 50 メ ー ト ル に 駅 を 作れ る と な る 
L, これ は と ん で も な い 利 権 で は な いか 。 
いや いや 。 別に 地下 鉄 の 駅 と 決ま っ た わけ 
で は な い 。 原則 的 に 国有 地 に な る ん だ か ら 。, 
払い 下げ を 受け て 地下 街 を 作る と いう こと 
だ っ て あり 得る じゃ な いか 。 

この 方 式 に よる 地下 鉄建 設 に は , 営団 地 
下 鉄 な どの 公共 団体 だ け で は な く 〈, 西武 グ 
ルー プ な ん か も 意欲 を 示し て いる そ 一 で あ 
る 。 そうなると, 西武 鉄道 が ね っ と り し と 都 
心 に 乗り 込ん で くる わけ だ , そい で も っ て , 
地下 に 大 アポ ポート が て а о Я 

を う で ある 。 も し か し た ら , この 「 地 下 
50 メ ー ト ル 」 と いう 話 に は , 603 — Е 
険 な 事情 " が 秘め られ て いる の で は な い だ 
ろう か 。 だ っ て , 都心 の 一 等 地 ば か り で は 
кб, 日 本 全土 が どど ー ん と "国有 地 " に 
が る の で て ある 。 う ん と 安く 拡 じ 下げ る と し 
て も 数 兆 円 は 下らない で あろ う 。 これ は と 
ん で も な い 利 権 で は な いか 。 うう 一 ん , 私 
も 選挙 に 立候補 し だ たく な っ て きた 。 

し か し 待て よ 。 も し も 勝手 に 地下 を 国有 
地 に る され て し まっ だ た だら, 今 ま で は 当然 の 権 
利 で あっ た は ず の , 温泉 を 掘る た め の ボ ー 
リン グ 工 事 と か , 高い ビル を 作る た め の 基 
礎 工 事 ほ と か が で き な く な る で は な いか 。 こ 
れ は お か し い ぞ 。 よ し , も し も 私 の 土地 ( 持 
っ て な いけ ど ) の 下 に 勝手 に 地下 鉄 な ん ぞ 
を 作っ た ら , 線路 の 真ん中 に ボー リン グ 用 
の パイ プ を 打ち 込ん で ,「 温 泉 を 掘る ん だ あ 
== と いつ て ダダ や こね て や ろう 。 


へ TRON の よー で , 
TRON じ ゃ な い , ベン ベン 
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最近 あちこち で う ご め い て いる 「 国 定 パ 
ソコ ン 」 で ある が , 私 は この 教育 パソ コン 
に も 危険 な 事情 が 潜ん で いる の で は な いか 
と ニラ ん で いる 。 試作 機 は 8 社 か 6 出さ れ 
て いる が , 実は 全部 松下 と 富士通 の ОЕМ 
な の で , 本 当 は 2 種類 し か な いそ 一 で ある 。 
ほ ー ら は ほら , 危険 な に な い が し て きた で あ 
523 

T, この 教育 パソ ュ ン の キー ボー ド が ち 
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ん と 新 JIS 規格 な の で ある (現在 の キー ボ 
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ー ド は だ た だい てい が H 旧 JIS 規 格 )。 き っ と は ほ と 
ん どの 読者 は , 新 JIS の キー ボー ド を 見 た 
こと が な いで あろ う 。 実は 私 も 見 た こと が 
な い の で ある 。 そこで, 図 1 に 教育 パソ ンコ 
ン な る も の の キー 配置 を 示し て お くさく 。 

++. 注目 し て いた だ きた だ たい の が ,。 HO 
[ 上段] キー (SHIFT の こと だ な ) ©З CE 
WI, 普通 の パソ コン に は 必ず ある は ず の , 
[п] (と [ ]: アン ダー バー) が な いと い 
うこ と で ある 。 新 JIS で は その よう に 決め 
られ て し まっ て いる の で ある 。 それ か ら , 
か な の 配列 が 現在 の パソ ュ ン の キー ボー ド 
と は ぜん ぜん 違う と いう の も 大 胆 で ある 。 
特に 奇怪 な の が , 母音 な どの 大 文字 と 小 文 
字 の 配置 で ある 。 現在 の パソ コン で は , か 
な モー ド の 時 に [Z] Ç “2”, ISHIFT] + 
А で "っ な ど と な っ て いる の で ある が 
新 JIS で は 何 を 考え ん た の か ,「 あ いう え お や 
ゆ よ つ 」 と 「 あ いう え ち お やゆ よっ 」 の 位置 
関係 が バラ バラ な の で ある 。 英字 キー の 位 
直 で 示す と, 

大 文字 > BKJUjo-czgY 

小文字 qazxcbfTN 
|, な っ て いる 。 や っ と 国産 パソ コン の キ 
ー ボ ー ド の 配置 が 統一 きれ つつ ある と いう 
QU, な ん で 今さら こん な も の を 持ち 出し 
て きた の で あろ うか 。 JIS だ か ら と いっ て , 
こん な 横芝 が 許さ れ て いい の か ? 

それ か ら な ん と いっ て も る も, 右端 の テン キ 
ー 部 分 で キラ リ と 光っ て いる [と | (小学校 
で は 加算 記号 “+” を 習う 前 に 「 と 」 を 使 
5), [分 の ] と いう 2 つの キー は 見 逃 せな 
いで あろ う 。 パ ソコ ン の 常識 で 考え ん れ ば , 


こう いう も の は 無理 や り キ ー に し た り せ ず 
に , ファ ンク ショ ン キ ー に 割り 当て る べき 
じゃ な い の か 。 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー な ら , 5 
ベル を 変え る こと が 可能 どろ うし , キー 定 
義 を 変え る こと だ っ て 可能 だ 。 全 学年 で 必 
要 な も の な ら ま だ し も, 実際 こん な キー は 
小学 校 専 用 じゃ な いか 。 教育 パソ コン は 中 
学校 で も 使わ れる 予定 な ん だ ろ ? だ っ た 
6 中 学校 で は まっ た だ たく の 無駄 じゃ な いか 。 
いい や 無駄 だ け で は すま な い 。 む し ろ 邪 魔 
て は な い の か 。 どー し て ファ ング クション キネ キ 
ー に 割り 当て な か っ だ ん だ ? ファ ンク シ 
ョ ン キ ー と は , こう いう と き の だ た だめ に ある 
ん だ ぞ 。 何 考え を えて ん だ , あん た た だ たち 。 

ほか に も [制御] ([CTRL] だ な ) ofr 
置 が 狂っ て る と か , スペ ー ス が 異常 に 右 に 
寄っ て いる と か , も う 勝 手 に し て くれ と い 


いだく な る で らい 斬新 な キー ボー ド で ある 。 


これ じゃ 現在 の パソ ュ コン の キー ボー ド と 非 
ュ ン パチ で は な いか 。 それ も , な ん の 必然 
性 も な い 変 更 ば かり だ 。 も は や こう な っ た 
5 責任 者 出 て こい , で ある 。 

そし て 肝心 の ソフ ト で ある が , きす が に 
ワー ブロ や カル ク な ど を ひと 通り 揃え な け 
れ ば 大 ひん し ゅ くだ と いう こと に は 気 が つ 
いて いる よう で , 現在 各社 で 手分け し て 作 
っ て いる 最 中 らし い 。 そし て , 移植 を 促進 
する た だ め に 補助 金 も 5 出る を そう で ある 。 し か 
し と どう 考え て も , 結局 ソフ ト の 主流 は 98 か 
ら の 移植 し いう こと に な ら ざ る を 得 な い の 
で て で は な い だ ろ る うか? つま り , 98 用 だ つが だ 
ら す で に 存在 し て いる も の を , わざ わ ぎ 移 
相 す る こと に な る 。 そ で うな っ で て る と , ^^ 
ー ド ウェ ア の 性 能 は だ いだい 同じ な の だ か 
b, どう や っ て も , 98 の ソフ ト の 質 と 量 に 
追い つく の に , 相当 な 時 間 が か か る の で は 
な だ い だ ろう が か 。 

教育 パソ ュ ン を 98 以 外 の も の に し た いと 


いう 気持 ち は わ か ら な いわ け じ ゃ な い 。 だ 
GE, 使わ れ て いる の は 税金 な ん だ ぞ 。 で 


きだ パソ コン や ソフ ト を 小 中 学 校 が 買う に 
図 1 ск ボード ポ 
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し て も, その 人 金 は ザー ん ぶ 税 人 金 か ら 出 る ん 
だ ぞ 。 総 額 9 千 億 円 な ん だ ぞ 。 こ ん な 短期 間 
に わた わた と や っ て , ちゃ ん と 世間 様 に 顔 
向け で きる マシ ン と ソフ ト が 作れ る の か ? 
この 教育 パソ ュ ン に 関し て は , 松下 が 一 
番 乗 り 気 で ある らし い 。 う うむ, 実に キナ 〈 
きい 。 そ うい えば , 数 年 前 に 松下 が IBM- 
PC の コン パチ マシ ン を 米国 に 輸出 し た が , 
た だ たち まち IBM か ら ク レー ム が つき , あわ て 
て 引っ 込め た と いう 出来 事 が あっ た な 。 あ 
の 背景 は , 実は IBM-PC の ハー ドウ ェ ア を 
作っ て いた の は 松下 だ っ た と いう こと に は 
る も の らし い 。 その よう な 危険 な 事情 が あ 
る に も か か わら ず , コン パチ マシ ン に 手 を 
出し た の で ある か ら , 当然 と いえ ば 当然 の 
結果 どっ た の か も し れ な い 。 で , この 危険 
な 事情 が 今 も 尾 を 引い て いる の で , 松下 は 
「AX」 に 手 を 出せ な いで いる の で は な いか 。 
な ぜ な ら ば AX は PC/AT と コン パチ だ か ら 
で ある 。 こ こ に MSX が いま いち だ と いう 
事情 も 加わ り , 松下 は 教育 パソ コン に 活路 
を 求め て いる の で は な い だ ろ うか 。 

そもそも 教育 に 規格 を 持ち 込む と いう 発 
想 か らし て も の すご ざ ご い 。 

坂村 の ケン ちゃ ん に し て も , 一 世 一 代 で 
頑張 っ て いる BTRON の OS を , この よう な 
中 途 半端 な 機械 (失礼 ) に 流用 る れる の は 
不 本 意 な は ず で あろ う 。 し か し , 文句 を い 
う 気配 が な い 。 原著 作 権 を 持っ て る ん だ か 
ら ,「 こ ん な パソ コン の た だ た め に BTRON を 
や っ て る ん じゃ ね ぇ ! 」 と か いっ て 怒り を 
うな も の で ある が ,。 そう し な い 。 ふむ ふむ 。 
きっ と 坂村 氏 に は 坂村 氏 な り の 危険 な 事情 
Un nos 


総 費 用 300 億 円 と し いう 沖 ノ 鳥 島 の 保全 工 
事 が 始ま っ た 。 その ニュ ー ス を 見 て て 思い 
つい だ こと で ある が (最近 は ニュ ー ス を 見 
な が がら, いろ ん な こと を 思い つく (), もしも, 
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人 類 タ コ 科 図鑑 


こっ そり 船 で 沖 ノ 鳥 島 に 行っ て , 誰 も 見 て 
いな いう ち に 2 つの 岩 を 爆破 し ちまっ て い 


た ら ど ー な っ た で あろ うか 。 工事 に 来 た 人 
た だ たち は お ろか , 日 本 中 が 腰 を 抜か す 空前 絶 


後 の プ ラク ティ カル ジョ ー ク に な っ た の で 
は な い が と 思う の で ある が ,。 どー で あろ 2 う 。 
国際 法 で は 人 工 物 は 領土 と 認め られ な いそ を 
うだ か ら , あわ て て コン クリ ー ト か が かな が ん か 
で ペタ ペタ と くっ つけ 直し て も だ め な は ず 
で ある 。 と いう こと は , ダイ ナマ イト 数 本 
で 「 日 本 全土 上 ほぼ 同じ 広 き の 経済 水域 」 

"ub に な っ て し まう わり けり だ 。 うう やき 。 
や っ ぱり これ は , ちょ っ と 笑え な いか 。 
その ニュ ー ス 報道 に よれ ば , 戦前 に も 沖 
ノ 鳥島 で 工事 が あっ た そう で ある 。 その と 
き は , 気象 観測 の た め の 施 設 を 作る と いう 
こと だ っ た だ が, 実は それ は タテ マエ で て で, Ж 
Mx, 軍事 施設 を 作り た だ た か っ た ん だ そう で 
ある 。 

と いう こと は , 今回 の 「 経 済 水域 を 確保 
する 」 と いう 名 目 の 裏 に も , ひょっと し た 
ら 危 険 な 事情 が 隠 る きれ て いる の か も し れ な 
い 。 人 公 に は て きま ない 何 か が 。 で うだ そう だ 。 
現在 の 日 本 の 土木 技術 と 経済 力 が あれ ば , 
レー ダー 基地 で らい なら 簡単 に 作れ て し ま 
う で は な いか 。 を う 考 えて い 〈 と, 300 f& 
円 と いう 費用 が あれ だ け ス ン ナ リ と 決ま っ 
だ と いう の も 説明 で きる で は な いか 。 う 一 
ん 危険 危険 。 


新聞 に 載っ て た が , NHK の 世論 調査 で , 
税制 改革 に 反対 する 意見 が 急増 し , 全体 の 
48 の に 達し て いる と いう 結果 が 出 た を う で 
ある 。 し か し , NHK は それ を 放送 せ ず に 
内 部 の 関係 雑誌 に 載せ る に と ど め た そう だ 。 
NHK は その 理由 と し て , 調査 結果 が 出る 
直前 に 自民 党 の 税調 が 答申 を 発表 し た の で , 
それ に 対す る 反対 だ と 誤解 きれ る の を 避け 
る た め だ と いっ て いる そ 一 で ある 。 何 考え 
て で ん だ コノ ヤ ロ 。 ちゃ ん と も と, これ は いつ いら 
つの 調査 で あっ て , 先日 の 何々 と は 関係 あ 
り ま せん 」 と 断り を 付け れ ば な ん の 間 題 も 
な い だ ろ う 。 受信 料 は 非課税 に な る の か な 
ー? 衛星 放送 の 有料 化 は 許可 る れる の か 
な ー? うむ うむ 。 危険 な 事情 。 

あ di 

を 一 ゆー わけ て 突然 最終 回 な の で あっ た 。 
ど 一 し て 急 に 終わ る の か つ 一 と , や は り を 
こ に は 危険 な 事情 が あっ だ たり する の で ある 。 
で は C 調 言語 で 会 いじ ましょ う , て あっ た : 
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М2- 1500 用 


テク ノボ リス / 層 所 


X1/XIturDO 用 


アフ ター バー ナー sE 


М2-050028 


TRUTH 


Mori Hiroshi 


今月 は 入 び さ に MZ -1500 用 の 作品 も 登場 で 
d. 曲目 は ちよ つと 懐 け し の YMO の 作品 
か ら 2 曲 。X1 用 に は ゲー ムセン ター で お 是 
染み の アフ ター バー ナー, そし て MZ-2500 
用 に は SQUARE の TRUTH と , バラ エ テ 
ィ 豊 富 に お 届け し ます 。 そ ろ そ ろ , クラ シ 
ッ ツク も 欲し いこ ころ で す が ……。 


Kurata Yoshto 


BH 5A 


ム も 出 て いま すか が から それ は ほど 目 Y た なく な 


久 び さ の MZ - 1500 用 で す 
iii 


まず は MZ-1500 の PSG6 音 に よる YMO の 
TECHNOPOLIS と 性 造 を メド レー で 聞い 
て も らい まし ょ う 。MZ-1500 用 の 投稿 は あ 
まり 数 が 多く な い の で す が , 1 つ ひ と つの 
レベ ル は 結構 高い よう で すね 。 こ の ブログ 
ラム で は PSG で ノイ ズ を 出す た め に BAS 
IC を 一 部 書き 換え を てい ます 。 ド ラム パー ト 
な どの 処理 で 苦労 し た 方 に は 参考 に な る の 
で は な いで し ょ うか 。MZ-1500 の PSG は 
いじ り ま わせ ば も っ と も っ と 面 日 いこ と が 
で きる は ず で す 。 こ こ は ひ と つ ユ ー ザ ー の 
奮起 に 期待 し た いと ころ で す 。 

体感 ゲー ム ミ ュー ジッ ク 

ぉ 次 は X1 用 の AFTER BURNER で す 。 
この ゲー ム は も うお 馴染 み で すね 。 セガ の 
体感 ゲー ム の 中 で も ぐる ん ぐる ん と 上 下 左 
右 に 振り 回 きれ る と いう と ん で も な い ゲ ー 
ム で し た 。 画 面 の ほう も 超 高速 で ビュ ン ビ ュ 
ン 背 景 が 流れ る わ , ドッ グフ ァ イ ト する わ 
で と に か く 派 手 な ゲー ム で す 。 もっとも, 


03 LT. 

今回 掲載 する の は AFTER BURNER と 
いう ゲー ム の 「AFTER BURNER」 と いう 
曲 で す 。 こ の ゲー ム の メイ ン テ ー マ と で も い 
うべ でき 名 曲 な の で す が , も と が サン プリ ン 
グ 音 源 を 駆使 し た 音色 で す の で , は た し て 
FM 音源 で 再現 する こと が で きる か , と い 
う 難曲 で も あっ た わけ で す 。 一 部 MML の 
書き 換え を 行っ て いま す が ,。 プロ グラ ム 自 
体 は Oh!MZ1987 年 8 月 号 で 発表 きれ た MM 
LC, 単行 本 『 試 験 に 出る X1』 に 掲載 き 
れ だ た も の で も 共通 に 使用 で きる よう に な っ 
て まず す 。 ま だ 。 こ の グロ グラ ム で は オク 
ター プ ブ 0 を 使用 し た と ころ も あり ます の で , 
X-KEYBOARD 上 で 演奏 する と き は 若 十 画 
面 が 乱れ ます 。 

先月 に 引き 続き 金子 君 の 作品 で す が , {Ж 
は まだ 受験 生 , 自動 車 免許 5 ひい けれ ど , 
b う 浪 人 は し な いよ うに 


SQUARE を MZ で 


最後 は MZ-2500 用 TRUTH で す 。 SQUA 
RE の 曲 を 6 音 て 演奏 する の は キツ いか な し と 


最近 は ギャ ラク シー フォ ー ス と いう , 7v 思い まし た が ,。 な か な か 雰囲気 を 出し て い 
イ す る の も 恥ず か し いよ うな も の 凄い ゲー る よう で すね 。 こ の 曲 は 皆さん も どこ か で 
^ 10 LIMITSFDFF 


20 DATASFE, 
30 DATASOB, 


$02, $CA, $0A, SFE, ГЕ, $06, $C2 
$FE, $3C, $21, $F2, $37, $C3, $80 


40 DATAS3B 280 MUSIC 
50 FORI-9TOI6 290 MUSIC 
60 READ D u 300 MUSIC 
70 POKE@$FE00+41,D 310 MUSIC 
80 NEXT: POKE$3B71。 $С3,$0, $РЕ 320 MUSIC 
| 90 POKES$3C31, $0, $1A 339 MUSIC 
100 REM G0TO880 340 MUSIC 
110 TEMPOS:G05UB3930:GO0SUBI700 350 MUSIC 
120 MUSIC A19:B19:C19:D19; 215: F1$ 360 MUSIC 
130 MUSIC 4A2$;B3$9;:C2$; B2$ ; E2$; F2$ 370 MUSIC 
140 MUSIC A19:B1$:C29;D39;E19; F28 380 MUSIC 
150 MUSIC A2$;B4$:C2$;D4$; E2$; F2$ 390 MUSIC 
180 MUSIC 45$;B2$;C2$:D5$; E5$; F2$ 400 MUSIC 
176 MUSIC A5$:B29:C2$:D5$: E59; F2$ 418 MUSIC 
_ 180 MUSIC A5$;B2$:C2$; D7$; ES$;F2$ 420 MUSIC 
190 MUSIC AT$;BT$;C8$;D8$;F8$;F2$ 430 MUSIC 
200 MUSIC A9$:B9$;C9$;D9$:E99;F28.— 440 MUSIC 
210 MUSIC AA$;:B9$:C9$:DA$; E99; F2$ 450 MUSIC 
220 MUSIC A9$;:B9$;C9$;D9$;E9$; F2$ 460 MUSIC 
230 MUSIC AA$;B9$:CC$; DAS; E9$;F2$.— 470 MUSIC 
240 MUSIC ADS:RDS:C9$:DDS:EDSiFDS 480 MUSIC 
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聞い だ こ ょ が ある か も し れ ま せん 。 フ ジテ 
レビ の FE1 中 継 の テー マ 曲 と し て も 有名 で 
す が , 正確 に は アル バム 「TRUTH」 の A 
面 5 番目 の 曲 と いう こと で す 。 

な まじ ボー カル つき の 曲 な ど よ ょ より も , Z 
うい っ た イン スト ル メ ンタ ル の ほう が FM 
音源 に は 向い て いそ を そう で すね 。 ジェ ュー ドア 
ウト の 処理 な ども 自然 に 決ま っ て いま す 。 
この 曲 に 限っ た こと で は あり ませ ん が , ミ ュ 
ー ジ ッ ク プ ログ ラム は で きる だ け オ ー デ ィ 
オ な ど に 接続 し て か 6 聞く よう に し て 〈《 だ 
きい 。 

な お , この プロ グラ ム を 演奏 する に は 前 
も っ て MML を 拡張 し , FM77AV の 音色 デ 
ー タ を セッ ト し て お くく 必要 が あり ます (О 
hiMZ1987 年 9 月 号 参 照 ) も ちろ ん , Super 


KEYBOARD に も 対応 し ます 。 


日 本 音楽 著作 権 協会 許諾 第 8870414-801 号 


AE$;BE$;C9$%$;DE$;EE$;FD$ 
AD$;BD$;C9$;DD$;EF$; FD $ 
AG$;BG$%$;C9$%$;DG$;EG$;FD$ 
AH$;BH$;C9$%$;DH$;EH$;F2$ 
ÀIS;BIS:;C9$;:DIS; EIS; F2$ 
A9$;:B9$;C9$;D9$; E9$; F2$ 
AA$;:B9$:C9$;DAS; E9$; F2$ 
A9$;B9$;:C9$;D9$;E9$; F2$ 


-A4A$:B9$;CJ$; DAS: ОФ: F2$ 


ÀD$;BDS$;CO8$;DJS; EDS; FDS 
ЛЕ$; ВЕ: С95; Ке; EES;FD$ 
AD$;BD$;C9$;DJ$;EF$; FD $ 
KG$;BG$;C9$;DL$;EG$;FD$ 


C AH$;BH$;C9$;DM$;EH$;F2$ 


А1$;В1$;С9$;01$;Е1$;Ё2$ 


B2$:B1$:C2$:B2$S:E1$S:F2$ 
` B2$; B3$; C2$; B2$; E2$; F2$ 


À1$:B1$:C2$;B2$; E18; F28.— 


IC A2$:B3$;C25:B2$;E28; 2$ ———— 
tiunt ー 


; д58:828:С28:058 5 


A5S:B2S:C2S: iDsSiESSiF2e 


490 
500 


518 


520 
530 
540 
550 
560 
570 
580 
590 
600 
610 
620 
630 
640 
650 
660 
670 
680 
690 
700 
710 
720 
730 
740 
750 
760 
770 
780 
790 
800 
810 
820 
830 
840 
850 
886 
870 
880 
890 
900 
910 
920 
930 
940 
950 
960 
970 
980 
990 


MUSIC 


MUSIC: 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 


MUSIC 


MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSICW 
POKE$3 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 


АТЇ$;ВТ$;СК$;08$;Е8$;Е2% 
A9$:B9$jC9$jiD9$iF9$:F2$ 


AA$;B9$:C99: DAS; E9$; F2$ 


A9$;B9$;C9$;D9$; E9$; F2$ 
ÀÀ$;B9$;CL$;DAS; E9$; F2$ 
ÀIS;BD$;C9$;DJS; EDS; FD $ 
AES;BES:C9$:; DK$; EES;FDS$ 
ÀAJ$:BD$;C9$;DIS; EF$;FDS$ 
AKG$;BG$;C9$;DL$;EG$;FD$ 
AH$;BH$%; C9$;DM$;EH$;F2$ 
AIS:BIS:;C9$;DIS;EIS; F2$ 
À1$:B1$;:C2$;D3$;EJS$;F2$ 
A2$;B3$;C2$; DAS; EK$; F2$ 
ÀA1$:B19$:C2$:D3$; ЕЈ: F2$ 
A2$;B4$; СМЕ; DAS; ЕКЕ; РЕФ 
ÀK$;BD$;C9$:DJS$: EDS; Ер 
ALS;BES$:C9$;DKS$; ЕЕФ; FDS 
ÀK$:BD$;:C9$;DJS; EF$;FD$ 
AM$;BGS:C9S;:;DLS$; ЕС; FDS$ 
ÀA1$: B1$;C2$;D3$; EJI$ ; F 2$ 
A2$; B3$; C2$; DAS; EK$; F2$ 
À1$;:B1$:C2$:D3$; EJ$; F2$ 
A2$; BAS; CN$; DAS; EKS; FES 
ÀK$;BD$:C9$;DJS; EDS; FDS 
ALS;BES:COS;DKS$; EES$; Ер 
AK$;BD$;C9$;DIS; EFS;FDS 
ÀM$:;BGC$;:;C9$;DL$;EG$; FDS$ 
À1$;B1$; C2$; D3$; EJS$; F2$ 
À2$:B3$:C2$; DAS; EK$; F2$ 
A1$; B1$:C2$; D3$; EIS; F2$ 
A2$; B4$; CP$; DAS; ЕКЗ; ГЕЗ 
AK$;BD$;C9$;DJIS; EDS; Ер 
ALS$;BES:CQS$;DKS$;EES;FDS$ 
ÀK$;BD$;C9$;DJS; EF$; FDS$ 
ÀM$:BC$:C9$;DL$; ECGS; Рр 
AX$; BX$;C2$; DX$; EX$; 228 
ÀYS$:BYS:C2$;DYS; EYS; F2$ 
ÀA2$;:BZ$;:C2$;DZ$; EZ$; FZ$ 
AIT:GOSUB4010 
C31,$0,$1D:G03UB2670 
A1$;:A1$;A1$;A1$;A1$;A1$ 
D2$;:B2$;C1$;A2$; E2$; F1$ 
D1$:B1$:C1$;A1$; E1$;F1$ 
D1$;B1$;C3$;A19$; E3$; F35 
D1$;B1$:C3$:A1$; E4A$; F3$ 
D1$;B59;:C3$;A1$; E3$; F3$ 
D6$:B6$;C6$; 3$; EA$; F6$ 
D7$;B5$;C7$:A15$; E3$; F7$ 
D8$:B6$:C7$;A1$; EA$; F 7$ 
D7$;B5$;C7$;A1$; E3$; F?5$ 
D8$:B6$;C8$:A3$; 245: #85 


1000 MUSIC D?7$;B5$:C7$:A4$; E3$; 275 
1010 MUSIC D8$:B6$:C7$:A5$; EA$; 275 
1020 MUSIC D?$;B5$;C7$; 145; E3$; 275 
1030 MUSIC D9$;:B6$;:C9$:A6$; 295; 295 
1040 MUSIC DAS$;BAS:CAS;AAS;EAS;FAS$ 
1050 MUSIC DB$;BB$;CAS;ABS;EBS;FBS$ 
1060 MUSIC DA$;:BC$;CÁS;ACS; EAS; FAS 


1070 
1080 
1090 
1100 
1110 
1120 
1130 
1140 
1150 
1160 
1170 
1180 
1190 
1200 
1210 
1220 
1230 
1240 
1250 
1260 
1270 
1280 
1290 
1300 
1310 
1320 
1330 
1340 
1350 
1360 
1370 
1380 
1390 
1400 
1410 
1420 
1430 
1440 
1450 
1460 
1470 
1480 
1490 
1500 
1510 
1520 
1530 
1540 


MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 
MUSIC 


DB$;BD$;CA$; AB$;EB$;FB$ 
DC$;BE$;CA$;AD$;ECS$;FA$ 
DBS$;BF$;CAS$; AES; EBS;FBS$ 
DC$;BG$;CAS; АРЗ; ЕСФ; РАЗ 
009; ВН; СС: АС$; Ере; ЕСЖ 
01%; В59%; СА: А186; E3$; FAS 
069; В6%; Ср $; АЗ; 245: FDS 
07%; В5$; СА: А195; ЕЗ5; ГАЗ 
085; В69; САФ А15; EAS; FAS 
079; В5%; СА$; А15; E3$; FAS 
089; BES; САЗ; K3$;E4$;FA $ 
079; В5%; САЗ; А49; ЕЗ; FAS 
089%; BES; САФ; А59; Е4$; FAS 
079; В5%; СА; А46; E3$; FAS 
D9$;B6$;C9$;A6$; E9$; 195 
DAS$;BIS$:CAS$: AAS:EAS;FAS 
DBS$:;BB$:CAS$: АВФ; EBS;FBS$ 
DAS$;BJS$; AS; АСЗ; EAS; FAS 
DB$:;BK$;CA$; ABS; EBS;FBS$ 
DC$;BL$:CAS; ADS; ЕСЕ; РАЗ 
DBS$:;BF$;CAS; AES: EBS$; FBS 
DC$;BG$:CAS$:AFS; ЕСЕ; РАЗ 
Е$; ВН; СЕЗ; АСЗ; EES; РЕФ 
00+; QBS: 005; QAS; QES; QF$ 
0%: ВВ; КС; КАЗ; RES; RF $ 
0В5; ВВ; САЗ; ABS; ЕВЗ; 265 
ПА; BCS; САФ; АС; EAS; FAS 
DB$:BD$;CAS: ABS; ЕВ; FGS 
DCS: ВЕ$; САЗ; ADS; ЕСФ; FAS 
ЮВ; ВЕ; СА$; AES; ЕВЗ; 165 
DCS: BGS; СА: AFS; ЕСЕ; РАЗ 
DG$;BH$: СЕ$; AGS; ЕЕЕ; РЕЗ 
D?$;B5$;C7$;A4$; E3$; F7$ 
D8$;B6$:C7$;A5$; E4$; F7$ 
D7$:B5$;C7$:A4$; E3$; F7$ 
D8$;B6$:CL$:A5$; E4$; FL$ 
D7$:B5$;:C7$; А4; E3$; F7$ 
D8$;:B6$;C7$:A5$;: E4$; F7$ 
D?7$:B5$;C7$; AAS; E3$; F?$ 
DH$;B6$;CL$;:A5$; E4A$; FLS 
D7$:B5$:C7$:A4$; E3$; F7$ 
D8$;B6$:C7$;A5$; E4$; F7$ 
D7$:B5$;C?7$; А4$; E3$; F7$ 
DIS$;B6$;CL$;A5$; E4$; FLS 
DJ$;B5$;C7$;: А45; E3$; F7$ 
DK$:B6$:C7$;A5$; E4A$; F7$ 
DL$;BN$:C7$; 4$; E3$; F7$ 
DM$:B0$;:CM$:A5$; E4$; FMS 


1550 
1560 


1570 


1580 
1590 
1600 
1610 
1620 


MUSIC DLS:iBN$SiCHS:iA4$SiEGS:FHS 

MUSIC DM$;BOS;CIS;ASS;EHS;FIS 

MUSIC DL$;BN$;CJ$;KA$S;EI$; F I$ 

MUSIC DM$:BOS;CK$:A5$; EJS; FKS 

MUSIC DLS;BN$;"" :AWS:EWS 

POKES$3B7D,$21,$F2,$37 

MUSIC DM$;BOS;COS;AXS; EX$;COS 

MUSIC DLS:DMS«DN$;BN$- BOS-BNS;CP$* CQS-CPS;AYS* AZS- AYS; EYS-E 


Z2$-EYS;CP$*CQ$-CR$ 


1630 
1640 
1650 
1660 
1670 
1680 
1690 
1700 
1710 
BBBB 
1720 
1730 
1740 
1750 
1760 
1770 
1780 
1790 
1800 
1810 
1820 
1830 
1840 
1850 
1860 
1870 
1880 
1890 
1300 
1910 
1920 
1930 
1940 
1950 
1960 
1970 
1980 
1990 
2000 
2010 
2020 
2030 
2040 
2050 
2060 
2070 
2080 
2090 
2100 
2110 
2120 
2130 
2140 
2150 
2160 
2170 
2180 
2190 
2200 
2210 
2220 
2230 
2240 
2250 
2260 
2270 
2280 
2290 
2300 
2310 
2320 
2330 
2340 
2350 
2360 


FOR I=$1E TO 524 

FOR 0-1 TO $FF STEP 3 
POKES3C31,0,I 

NEXT 0 

NEXT I 

POKE$3C31,$45,$22 

CCOLOR ,,7:PRINT “END ':END 


REM に 
ÀA1$-^V1202S50M5SA TEASASAZATASASABBBBBBBBHASATASASASASASABBBB 


C1$-"V100650M1B3B1BB3B1BB3BIBB3B1BB3B1BB3B]BB3BIBB3BIB 
D1$-"V120450M20R9R 
E1$-"V110150M126G3- GRGG* GRGG* CGRGG* CRC 

F1$-"V1503$0M IGIRAGIRAGIRAGIRAGIRAGIRAGIRAGIRA 
A2S$-"FFFFFFFFSFSFESFHSFSESESESFFFFFFFFFHESHFHFRFRFRFRFAF 
B2$-'"R9R 
C2$-"M1VI0OB3B1BB3BIBB3B1BB3B1BB3B1BB3BIBB3BIBB3B1B 
E2$- D3*DRDD-DRDD-^«DRDD-«DRD 
F2$-"GIRAGIRAGIRAGIRAGIRAGIRAGIRAGIRA 
À3$-"V1202$6M 1tA7BSAB 
D3$-"V120450M26F60D036C6D3F6D36G6D3 
D4$-"C6-A3D6-A3C6-A3D7?* 
A5$=“03S6M7G3G1GG3G1GG3G1GG3G1GG3GIGG3G1GG3G16GG3616G 
D5$-"50M903G2R0F3C2R0SAZ2ROR?7SDS3ROF3RO 

E5$- G3+GDFR+FD+DC+CC+CR+DD+F 
D?7$-'G2ROF3G2RO0SA2ROR?7SD3RRF3R? 

À8$- V100250M128ASHCHA- SCR-CREHGRAEARAS 
ÀT$-'V140250M20 G5G5R3A5RG8R3 
B8$-'V10M1203D3CDFRERCRDD&8 

BT$="V1402S0M20 G3F54A7F6C8 

C8$- V10B3BI1BB3B1BB3B]BB3BIBB3BIBBS3BIRM2VISBBBRBBBR 
D8S$-"0250M12D3CDFRERCRDDS8 

E8$-"O1G3* GGEDRDRDRCCS8 
A9$=“V13S0M602R5G3A#A+C+D+#D+D1+#D+D8R3 
B9$-'V1050M902D9D 
C9$=“MIV1503G506M2B03M1GO6M2BO03M1GO6M2BO3M1GO6M2B 
)9$="V10S0M902G9F 
E9$="-A1RG3-A1RG3RG-AIRG3-A1RG3-A1RG3RG-A1RG3 
AA$="R5+C7D3V12DV13#DV12#DV13+1C#A5+1C 

DAS-"«4D9F 

CC$-"V15036G506B03G06B03CGO6BBIBBBBBBR 
AD$=“O3M8#A3AGF5DFG3G7A5 

BD$- “02M6V10G6FR3D5C3C7D5 

DD$-"SAGARSFSSD34D7F5 

ED$-" V11H20C6F7D5C3C5C3CD3D 

FD$-"G3GGGGRGGGGGGGRGG 

AÀES$- SAS3AGFS5D3F*D8R34C5 

BE$- GOFF5SD8F5 

DES$-'4A46AA5G8A5 

EES$- "GOFO6F5SD?4DS5F 

EFS-EDS 

AG$=“ #K3KGF5D3F+D7R3+#F7 

BG$=”G6FF5#D7D 

DG$="#A6AKA5G78#F 

EGS$-'GOFOFS5SDIRSD3SDIRSD3DSSF 
ÀH$-"V1350M2002R5G3AB03CD7-B3CD4DFC 
ÀIS$-"SAGAF3DGOSF?7RA3 
BH$-'V13$04M200267G3AB03CD7-B3CD*D 
BI$-"4D6-45A7R34D6D7?7R3 
DH$-"V13S0M2002B8G3AB+C+D7E3+C 

DIS$-"G6-D7?R3GOSF7?R3 
EH$-'M7G3* GC* GR- GG-GF-FF*FR*FF-«F 

EI$-"SD3*2 8DR-SA-SA-SAF-BEHDSDDDRD-354A—-A 
CJ$-'V15036G506B803G06B03CG306B1BBBBRBBBBRRBB 
DJ$-"V1202GIFGRGFGSÜ AGFGRAFDFGFGRGFGASAGFGRSAAFDF 
DK$-"GIFGRGFGSAGFGRAFDFGFGR*D&SÀ*D* СЎА + СЯЛАСАСЕ 
DL$= G1FGRGFG#AGFGRAFDFGFGR+D+#A+D+C#A+CA#A+C+D+E+#F 
DM$=”+G1+F+GRV13S0M2002R5G3AB+C+D7B3+C 
B1$="V15S9M601IR9R3#AAFRFGD 

B3$=“R9R3FDCRDORR4D0RRR 

B4$- R9R3FDCRDORRASFORRR 
CK$-'V15036506B803CG06803GOG6BB3BBB 
CL$-"V15036G506B03G06B03GOG6BBIBBBRRBB 

AJ$= 03M17 せ A3AGF5DFTG3G7A5 

CM$-" V10M1B3B1BB3B1BB8B1BB3B1BV1508G106M2RBBRRBBOSM1GO6M2BB 


BBBBR 


2370 
BB 

2380 
2390 
2400 
2410 
2420 


CN$-"V10M1B3B1BB3B1BB3B1BB3B1BB3B 1BB3B1BV15M2BBBBBOS3M 1G06M2 


AK$-'03M3045 ASAZ2ROG2ROFSDFGIRG7AS 
AL$-#A3A2R0G2R9F5D3FS8+1D7S6+D6+C5 

AM$- "AS3A2R0G2R0F5D3FS8+D5S01D6+#F7 
C0$=-"M1V1503G506M2BO03M1GO6M2BO3MIGO6M2BRO3M1GO6M2BIBBR 
CP$-"VIOMIB3BIBB3BIBB3BIBB3BIBB3BIBB3BIBVI503CROGM2BBOSMIGR 


06M2BB 


2430 
2440 
2450 
2469 
2470 
2480 
2490 
2500 


2510 
2520 


2530 
2540 
2550 


CAS- "MIV1503G506M2BO3MIGO6M2EO3MIGO6M2EB1BBRBBBR 

AX$- V1202S0M20#A7V11BV108AV9B 

AY$- V8FV7#FV6FV58F 

AZ$- VASRAV3BV2UAVIB 

BX$- V13S0MGOIRSR34SAAFRVI2FGD 

BY$- R9R3V7FDCRDORRADORRR 

BZ$-"ROSR3V3SAAFRV2FGCD 

C28$-* M1V9B3BIBBSV7BIBB3BIBBSVSBIBBSBIBBSVSBIBBSBIBBSVIBIB 
DX$-'V120450M26F6D3V11G6D3V10F6D3V9C6D3 
DYS-'V8C6-A3V7D6-A3V6C6-A3V5D7 
DZ$-V4F6D3V3G6D3V2F6D3V1G6D3 
EX$-"V1301S6M7G1RG3G1RG3V12RG3G1RG3V11G1RG3G1RG3V10RG3G1RG3 
EY$-"V9DIRD3DIRD3V8RD3DIRDS3V7DIRD3DIRDS3V6RD3DIRD3 


OhX LIVE in 88 729 


2560 EZ$-"V5GIRC3CIRG3V3RG3G1RG3V2G1RG3GIRG3VIRG3G1RG3D1RD3 
2570 225 "V15G1R4V13G1R4V11G1R4V9G1R4V7G1R4V5C1R4V3G1R4V1G1R4G1 
а FE$- "CIR4C1R4G1R4G1S5M1V12AA05CV13FCBV1404GGBEO5DVI5FO6CFB03 
9M1 

2590 EJ$-'V130150M7C63GC1RC3RCGIRGC3CGGIRG3RGGC 

2600 EK$ D3DD1RD3RDDIRD3DDDIRD3RDDD 

2610 TI$-“ 000000” 

2620 SOUND- (7,0) :SOUND- (6, 3) 

2630 SOUND- (15,5) :S0UND- (14, 7) 

2640 FORI-0T0300 

2650 SOUND- (4, I) :50UND- (12, I) 

2660 NEXT:RETURN 

2670 A1$-"V13S0M2503 

2680 B1$-"V14S6M16004 

2690 C1$-^V1550M103 

2700 D1$-'V1558M3002 

2710 Fl1$-"V15S6M201 | 

2720 F1$-"V15S0M103 

2730 A2$-'00L1A-A02A* A0 4A* AOGARRRRRRRRR 

2740 B2$-'OOLIRRRRRRA*-A02A*A04A* AOGARRR 

2750 D2$-^00LIRRRRA*A02A*AO04A*AOGARRRRR 

2760 E2$-"00L1RRRRRRRRRA+A02A+A04A+A06A 

2770 E3$-E1$4 "FICFFRSCIDGGRSD1-ADDRSEI-BEERS 

2780 C3$-'O3MILIGRRCRRRRCRRGRRRRGRRGRRRRGROGN 1BOBBRN 4B503N1 

2790 F3$-C35 

2800 EAS$-"FICFFRSGIDGGRSEI-BEERSAIEAA 

2810 B5$-B1$+ A7?7DFG 

2820 B6$- A7DG+C” 

2830 C6$-'O3MILIGCRRCRRRRGRRGRRRROGN2BBBOSM IGRRRROGM3BBBBBBBR 

2840 F6$-'LIGRRGRRRRGRRGRRRRGRRGOGM2BBBRM3BBBBBBBR 

2850 D6$-"R9RS8DIEDC^ 

2880 D7$-'-AIRCDD8D7DARIDEDC 

2870 D8$-'-AIRC-A-A8-A7-AA4RIDEDC ` 

tese C7$-“03MIG1RRCO6M3B503MIG1RRGO6M3B503MIGIRRGO6M3B503MIGIRRG 
6M3B5 

2890 F7$-"03MIGIRRGO6M2B503MIC1RRCO6M2B503MIGIRRGOBM2B303M1GG1RR 

CO6M2B5 

2900 C8$-"03MIC1RRCOBM3B503MIGIRRGO6M3B503M1G1RRGO6M3B503M1GIRRG 

06M2BV12BV15BV12BV15 

2910 F8$-"03M2G1RRGO6B503G1RRGO6B503G1RRGO6B308GG1RRGO6V12BV15BV 

12BV15B 

2920 A3$-"R9'«E2$ 

2930 À4$-A1$*" R5-ACAGGE3D7 

2940 A5$-"R5-ACEDES3CC? 

2950 A6$-"R5-ACEDC3-A-A5-B 

2980 C9$-'03MICIRRGOGM3B503M IG IRRGOGNSB503N IGIRRCOGM2GIGGRM3BRBR 

BBBR 

2970 F9$-"03H ICIRRGCOGN2B503M1GIRRGOGH2BS503M1GIRRGOGMIGCIGGRMSBRBR 

BBBR 

2980 D9$-"-A1RC-A-A8-A8V12-G5 

2990 E9$-'"FICFFRSCIDGGRSEI-BEERS-A1R-AR-B-B-BR 

3000 AA$-"C8R5R9 

3010 DA$-"02V11S8C9C 

3020 BAS$-'50H20V1202E8RS5 V14G5E3D6C5 

3030 EA$-'S0M102VI2EICEGGCEGEECGCGCEGGECECCGGEECCEGE 

3040 CAS$-'O3MICIRRCOGM3B503N 1C 1RA06M3B503M IGIRRGOGM3B503M IG 1RCRO 

6M3B5 

3050 FA$="03MIGIRRGO6M2B303MIGIRGR406M2B303M1G1RGRRGO6M2B303M1G1 

RGRGROGM2BS 

3060 EBS$-"AIFA*C*CFA*CAAF*CF*CFA. +С+ САРАЕ + С+ СААЕРА +СА 

3070 BB$-"S8-A7S6M5-A3EEM20ED9 

3080 ABS-'0350RORGASGSES 

3090 DB$-'02F9F 

3100 FBS-"03MICIRRGO6M2B303M1C1RGRRRO6M2B303M1G1RG1RRCO6M2B303M1 

GIRGRGRM4B3B 

3110 CC$-"“03M1GIRRGOGM3B504M2E1EERV12DDDRVISEEEEEEEEDRRROGM3BBBB 

3120 FC$-"03MICIRRGO6M2B303MIG1RO4M2V12E1FERV15DDDREEEEEEEEDRRRO 

6BBBB 

3130 DC$-"E9E 

3140 DDS-"F8G8R7 

3150 ECS-'CIECBBEGBGGEBEBEG BBGEGEEBBGGEEGBG 

3160 ED$-"AIFA+C+CFA+TCAAF+CG+DGB +D+DBGBGG+D+DRRRRRRR 

3170 ED$-"AIFA+C04S8E3-A5C3G802F3#DD#C 

3180 ACS-'COR 

3190 ADS-'D9R 

3200 AES-"R9RG6E5D3C5 

3210 AF$-"-G9R 

3220 BC$-'"R9C3RE2R0D8C5 

3230 BDS-'-ASERSE 

3240 BE$- D5E358G850G9E5 

3250 BF$-^D6-AESRSES 

3260 BG$-"D5E3A5A2G8R5E 

3270 BH$-'D5E3-A5C3D8R7 

3280 AG$-"S8R505E3-A5C3G8R7 

3290 CD$-"03MILIGRRGO6M3B503M1G1RRCO6M3B503M1CIRRGO6M3BO4M2EERV1 
2DDDRV1506M3BBBB 

3300 FD$-"03MILIGRRCO6M2B503MICIRRGOBM2B503M1GIRRGO6M2B5V15D1DDR 
V1506BBBB 

3310 BI$=”S0M20V1202E8R5 V14C4RIE3D6C5 


3320 BJ$-R9G5E3D6C5 
3330 BK$- -A8-A3E8R3E5 
3340 BL$- DSE3S86G6S0G9E2RO0E3 
3350 DF$-"F8S84A9R5 
3360 EES-"AIFA*COA4S8E3-A5C3C8R7 
3370 CES$- ` O3MICIRRCO6M3B503M1GIRRRO6M3B5O3M1GIRRGO4M2EEERV12DDDR 
06M3VISBBRB 
3380 FES- OS3MIGIRRCOSGM2B303MIGIRGRRROGM2B303M1GIRGRRGCV1206M3B04M 
2EERVISDDDROSMS3BBRB 
3390 AHS-"O4SSBISAVOSASGV7GESFVSFEVSSDDVISCRRSROVIS3 
3400 BM$-^S0M20V11031C1BV9#AAVZ#GGV5#FFV3E#DV1D#CR5V1402G5E3D6C5 
3410 QA$=LEFT$ (AH$, 34) :RAS-MIDS (AH$, 35) 
3420 QB$S-LEFTS(BM$, 41) : RB$-MIDS$ (ВМ, 42) 
3430 QCS-LEFT$ (CAS,29) : RC$-MIDS (CAS, 30) 
3440 QES-LEFT$ (EA$, 26) : RES-MIDS (EAS, 27) 
3450 QF$-LEFTS$ (FAS, 38) : RF$-MIDS$ (FA$, 39) 
3460 QD$- 02V11S81(C1BV9#AAV7#GGV5tFFV3E#DV1D#CR5V11 
3470 RD$-'02C9 
3480 EFS-"AIFA:C04S58^E3-A5C3CG8BR? 
de SU G 2 ннн ики ыру шу S S ВОО 
М В 
мен FT$-"03MIGIRRGO6M2B303M1GIRGR404M2V12D1DV15DREEEEEEEEERRRO6 
2BBBB 
3510 FG$=LEFT$ (FBS, LEN (ЕВЅ) -5) +"V1306M5A1AAAV15 
3520 DGS$-"F8G8R5V15$802DIEDC ` 
3530 DH$-"-AIRC-A-A7?-A3 G1#GA48G1A48G1A5 03D1EDC 
3540 DIS$-'02AIR*CAVIA4A7VI3A3GISGVI2A48GIVIIA48GIASVIOOGDIEDC 
3550 DJ$-"-AIRCDV9D8V8D7V?7DA4RIVGDEDC 
3560 DK$-'-AIRVS5C-AVA4-A6V3-A8V2-A7V1- A4 
3570 BN$-'V1450M2004A9F ` 
3580 DL$-'V8S0M2004«C7V14D96C7 
3590 B0$-"A9CG 
3600 DM$-'V8G7V14D9*C? 3 
3610 EG$- V14S0M201F1CFFR5G1DGGR5V13D1-ADDR5E1-BEER5 
3620 EH$-"V12F1CFFR5G1DGGRSVI1E1-BEERSAIEAAR5 
3630 EIS-"VIOFICFFRS5GIDGGRS5V9D1-ADDRSE1-BEERS 
3640 CH$-'03NIGIRRGOGN3BSVI40SMIGCIRRCOSN3BSVI30SMIGIRRGOGM3BSVI2 
03MIGIRRGO6M3B5 
3650 CI$-"V1103MIGIRRGO6M3B503MIGIRRGO6M3B5V1603MIGIRRGO6M3B503M 
161RRGO6M3B5 
3660 CJ$= 03M1GIRRGO6M3B5V903M1G1RRGO6MSB5V803M1GIRRGO6M3B503M1G 
1RRGO6M3B5 
3670 CK$-"03M1GIRRGO6M3B503M1GIRRGO6M3B504M2EIEERDDDRDDDRO6M3BBB 
В | 
3680 FH$- 03MIGIRRGO6N2B5V1403M IGIRRGOGM2B5V1303MIGIRRGOGM2B3V12 
03MIGGIRRGO6M2B5 
3690 FI$-"V1103M1G1RRGO6M2B503M1IG1RRGO6M2B5V1903MIG1RRGO6M2B303M 
IGGIRRGOGM2BS ' 
3700 FJ$-"OS3MIGIRRGOGM2B5V903MIGIRRGO6M2B5V803MIGIRRGOGM2B303M1CG 
GiRRGO6M2B5 
3710 FK$- 03MIGIRRGO6M2B503M1G1RRGO6M2B504M2EIEERDDDRDDDRO6M2BBB 
В 
3720 CL$-"03MIG1RRGO6M3B503MIG1RRGO6M3B503MIG1RRGO6M3B504M2EIEEV 
12E06M3V15BBBB 
3730 FL$=”03M1G1RRGO6M2B503M1GIRRGO6M2B5O3MIGIRRGO6M2B303M1G1R0O4 
M2EEV12EV15EO6M2BBBB 
3740 CM$-"O3MICIRRGOSM3B503M1GIRRGOGM3BSO4M2ETEERDDDRRSOSM3BIBBB 
3750 FM$-"03MIG1RRGO6M2B503M1GIRRGO6M2B504M2R5D1DDRDDDRO6M2BBBB 
3760 EI$-" V8F1CFFR5V7G1DGGR5V6E1- -BEERSVAATEAARS 
3770 BP$-'V12A9V10F 
3780 CP$-"E?-GCD 
3790 C0S-'0450M7E7-GCE 
3800 BQ$- V8A9V6CG 
3810 CQs-COS 
3820 CRS-CP$«^9 
3830 DN$=DL$+ V8G5 
3840 AW$=”V13S0M1203R5-A7A7R3E7R3 
3850 AX$-"'R5-AT7EES5A? 
3860 AY$=-"R5-A7A7R3E7R3 
3870 AZ$-"R5-A7ZEE5A7 
3880 EW$-'V1350M1203R5-AC?GD? 
3890 EX$- R5-AC?D6C?R3 
3900 EYS-"R5-AC?GD? 
3910 EZ$-"R5-AC?D6C?R3 
3920 TI$-'000000  : RETURN 
3930 INIT'CRT:G':CLS3:CCOLOR, , 4 
3940 CURSOR 8,10 
9950 PRINT[2] TECHNOPOLIS 
3960 CURSOR 7,13 
3970 PRINT'Y E L L 0 W MAGIC 
3980 CURSOR 10,16 
3990 PRINT 0 R C H E $ T RA 
4000 RETURN 
4010 CURSOR 8,10 
4020 PRINT 5РС (21) 
4030 CURSOR 12,10 
4040 PRINT[5] КА 1 - КОН 
4050 CCOLOR,,6 
4060 GOT03966 


? After Burner 

{ Sound data 
ad ' 

f 

1 


60 ' 


by SEGA 


by S.Kaneko 


in 27th Feb. 88' 


70 CLR :RESTORE 190 :GOSUB "Set tone" 


80 RUN "After Burner” 
3 


100 ' T 1 = コン コン I2-Bass T3=D-Guiter I4-B-Drum 
110 ' 15=5паге T6= チ ャ ラ チャ う IT7=Strings  I8-Hi-Hat 
120 ' I9-I-Guiter 
> э, 3 年 ほど 前 だ ろう か 。 PSGOL Y Nn -PROE от с ту | сој 


130 onx 19887. の は 


し て 3 年 後 の 現 在 , 


, マドンナ, 安全 地 常 な ど 多 く の 遇 も スコア 


と に ら め っ こし て 演奏 し て いた だ 。 2 
な ん て いい 第 を 出す ん だ 。 
大 石 信雄 (18) 東京 部 


な ん だ , この 進歩 の 速 る さき は ! dv, 


130 ' 
140 LABEL "Set tone" 
150 FOR I-0TO20 :READ A$ :FOR Ј=0Т015 :X-VAL("&h"*MID$(A$,1*3*J,2)) 
160 POKE #88190+Ј+1%16,Х :Z-Z*X :МЕХТ J NEXT I 
170 IF Z=18199 THEN RETURN ELSE PRINT"DATA ERROR" :STOP 
180 ' 

u 190 DATA FC 00 36 31 76 71 1D @8 20 06 1C 1C 1Е 1B 13 91 

200 DATA 12 11 00 00 05 05 F4 F7 F4 F7 QQ QQ 00 80 00 00 

Ç 210 DATA 80 QQ 00 QQ EQ QQ 46 45 40 41 1D 2F 1D 00 DF DF 

220 DATA 9A 9F 07 06 09 88 07 06 06 04 29 19 19 39 80 00 
230 DATA QQ QQ QQ QQ 80 QQ QQ 99 D5 20 41 41 41 41 00 00 
240 РАТА 00 00 1F 9F БЕ 9F 82 81 82 82 05 01 @1 01 07 35 
250 DATA 37 35 QQ 03 80 81 00 C8 B2 00 02 00 FO QQ 01 OF 
260 DATA 01 40 00 2B 07 00 1F 1E 1F 1F 1A 1C OD 8E 40 CO 
270 DATA 05 ФА FD FE C8 37 00 QQ QQ QQ DO да во 00 QQ QQ 
280 DATA FC QQ OC 01 00 91 00. 00 13 00 1F 5C 5E 9F QQ 91 
290 DATA 11 8F CO 00 80 00 01 ЕЗ D9 F8 QQ 00 00 00 F4 00 
300 DATA 80 00 QQ QQ D3 00 03 04 02 41 25 21 1B QQ 1E 52 
310 DATA 59 9C 14 14 QA OE QQ QQ 00 QQ ЕВ 75 F3 F7 04 06 
320 DATA 00 00 00 C8 80 00 02 00 EC 33 32 30 72 50 11 00 
330 DATA 10 00 5B 14 5A 14 08 02 05 00 01 01 01 01 F4 05 
340 DATA F5 07 QQ QQ QQ да QQ C8 9E QQ 02 01 FB 00 OE 06 
350 DATA 07 00 OF 1B 11 05 1A 1A 1A 16 04 08 16 92 40 40 
360 DATA 80 00 32 72 BA F8 00 00 00 00 00 св 80 00 02 00 
370 DATA E4 00 30 32 78 72 00 00 00 00 14 19 14 17 02 03 
380 DATA 01 04 05 01 01 00 F6 F7 Еб F7 04 01 02 01 00 00 
1390 DATA во QQ 02 QQ QQ QQ QQ OO OO QQ QQ 00 QQ да 00 00 


After Burner by SEGA 720 G$=":04 R1. A.A.G" 


10 ' 

20 ' Music anta 730 H$=":04 REEB EEEB EE EE E8.E8. E8" 

380 ' by S.Kaneko 740 "t" '9,10 

410 ° — 150 C$-":03 GGGG GGGG 6666 ceca" ` 

50 ' in 27th Feb. 88' 760 D$-":04 Q»G-G«G^EG- 4G» DE«G» D-DXGBAG- " 

60 ' 770 E$-":04 R4I9q8G4RG4FG@496 Re16»17q5F.F.G" 


:TEMPO 0 :TIME-0 x 180 F$-":04 R4I9q8D4RD4CD@496 Re16»1795C. с.р" 
&HAC49 :OFST-0 790 G$=":O4 R1. F.F.G" | 
MD=&HAC3F ELSE VWORK-&HAET7C OFST=3 800 "'” '11,12 

POKE TCMD,&H18 :POKE TCMD+1,&H1B x x 810 RETURN 


CTC=PEEK(&HA9D7+OFST)*256+PEEK (&HA9D64OFST) 820 LABEL "P-In4" — 
OUT CTC,7 :OUT CTC,4 830 C$-":03 GGGG GGGG caco 
, 


840 E$=":O4 R4I9q8G4RG4FG@496 R@16>I17q5G.G.A"” 
R5$-"Y33,188" :C5$="Y33,252" :L5$-"Y33,124" 850 Е$=":04 ーー 6 Re16>I7q5D.D.E" 
R6$="Y36,147" :C6$-"Y36,211" :L6$="Y36,83" 860 G$=":O4 R1. G.G.A" 
D1$="O4 A>GA<A>EG く A>DE く <A>CD く <A>C く BG" 876 "!” "13,14 
E$- -R6$4"CEGA"*L6$4 " CEGB" 4R6$* " ЕСА>С" 4L6$4 " <ЕАВУО"+Е6$+" CEGB 880 A$-"OO0 E-E-R4 E-E-R4 E- E-R4 E-.E-.E-" 
890 B$-":03 R4D4R4D4 R4D4"+R5$+"D."+L5$+"D."+R5$+"D"+C5$ | 
E1$-:E$4L6$4 "XGBP DF" *R6$*" CA» СЕС" *L6$4" CAP CEA" *C6$ < ッッ MAAA AAAA AAAA AAGA" 
$ D =": "4D 
"Вета": Pini": Рејно : Рета 920 E$-":04 R4T9q8A4RA4GA@496 R@16>I7q5G.G.A" 
"P-A" :"р-А2" :"P-A'" :"P-A3" :"P-A5" 930 F$-":04 R4T9q8E4RE4DE@496 R@16>17q5D.D.E" 
"P-A'":"p-A2"” :"P-A'" :"P-A3" :"P-A5" 940 G$-":04 R1. G.G.A" 
"P-B" :"P-In2":"P-In4":"P-In3" 950 "!" '7',8 
"Р-В2":"Р-В3" :"UP-B4" :"P-B3'" ; 960 RETURN 
"р-В5":"Р-А4" :"P-B7" :"P-B6" :"P-A4" 970 LABEL "P-In5" 
,"P-En" x 980 А%-"0д E-E-R4 E-E-R4 E-E-R4 Е-.Е-." 
x 990 B$=":O3 R4D4R4D4 R4D4D.D.” 
IF TIME>315 THEN 290 ELSE PAUSE 10 :GOTO 280 1000 C$-":03 GGGG GGGG GGGG GG" 
FOR I-1 TO 25 1010 D$-":04 G>G-G<G>EG- く G〉>DE く <G>D-D く <GB" u 
POKE VWORK+1 ,(PEEK(VWORK+1 )-4) 1020 E$=":O4 R4I9q8G4RG4FG@496 Re@16>I7q5G.G.R” 
POKE VWORK+9 ,(PEEK(VWORK+9 )-3) 1030 F$=":04 R4I9q8D4RD4CD@496 R@16>I7q5D.D.R' 
POKE VWORK+13,(PEEK(VWORK+13)-3) x 1040 G$-":04 R1. G.G.R" u 
PAUSE 1 :NEXT 1050 "'" '13,15. 
END. 1060 A$-"O0 E-ARE-4E-E-" 
x x 1070 B$-":03 R2D4R4.DR4.D" 
9 LABEL "рта" ' RESCUE LUCY FROM MATCH'S HANDS 1080 C$-":03 EEEE EEEE ERER EEEE" 
370 A$-"T82 V121 О@1418 R@8E-4" 1090 D$z":I7" 
во B$-":V127 031518 Re@8D4" 1100 E$-":05 ERe640EE" 
о C$-":V117 I2L8" ` : 1110 F$-":04 A-R8640A-A-" 
400 D$-":V115 I1L8" — 1120 G$=":O4 ER@G4OEE" — э l[ tltc Ll L Ll IICI IC I CLL C G 
410 Es=":I7L8" u 1130 H$=":O4 L8 E4EE ЕЛЕЕ БАБЕ ЕЛЕЕ" 


1140 7!" 16,17 — 

1150 A$="O0 E-4RE- -ARE-E- " 

1160 B$-":03 RDR2.RDRDRDDD u 
1170 C$-":03 EEEE EEEE EEEE EG4. 


; _4g-4g-4 E-4E-4E-4E-4" x x 1180 E$-":05 RER4ER@G40EER" _ 

I 3 92 ] D" 1190 F$-":04 RA-R4A-R0640ACA-R” 
480 C$=":O3 AAAA AAAA AAA 4e43A@42A943 AAAA AAAA" 1200 G$=":04 HERAIROGIORER 
490 D$=":"+D1$ s x x 1210 ”!” '18,19 — 
509 "!" 71,2. | 1220 РАИ 


510 B$-":04 R1 D+16D+16<D>E D16D16«DR рр" x 1230 ' MATCH се ТО THE NORTH! 
520 "I" '3,4 je ーー 1240 ーー 
530 B$-":03 ке1792 DD" —< x 1250 | 
(IM 75,2 x u 1260 4 
81 O4 R@1152 L16 DDR8DD RB32B32BB GGD8 L8" — u 1279 B$-":03 ! в404 
Е 10E У113Е V115E V119E V123E V127E V126E V125 EEE 1280 C$-":V111 ОЗ 
u o 1290 > 06 
|! MATCH IS APPROCHTNG x _ 1300 Е : 
> EQUIP ENOUGH MISSILE I — _ x 1310 . 
4 E-E-R4 E-.E-.E-" S 1320 G$-": 
DA" *R5$*"D." убу". "ense Déco x 1330 H$= : 
а ANAA AAGA" u -~ | 1340 ' 


ААА ABC<G" — jm _ 
$496 петб»ттабал.о у 
DEe496 МИТРЕ Е. D" ーー 


えー い , な ん な ん だ ? 2 浪 に は 人 権 は な い の か ? 2 次 募集 で 滑り こん だ 奴 と か , 5 
きら め て 専門 学校 に いっ た 奴 と か 友だち に いる けど , 俺 は 大 学 に 行き た いん で ぃ ! 来年 OhX LIVE in 88 231 
Z Да っ て 昨年 も 同じ こと いい な が ら こ れ 書 いて た よう な 気 も する けど 。 大学 入 っ た 
ら 免許 取っ て 、 ビ デオ 買っ て …… ° 田中 正志 (19) 千葉 県 


1450 
1460 
1470 
1480 
1490 
1500 
1510 
1520 
1530 
1540 
1550 
1560 
1570 
1580 
1590 
1600 
1610 
1620 
1630 
1640 
1650 
1660 
1670 
1680 
1690 
1700 
1710 
1720 
1730 
1740 
1750 
1760 
1770 
1780 
1790 
1800 
1810 
1820 
1830 
1840 
1850 
1860 
1870 
1880 
1890 
1900 
1910 
1920 
1930 
1940 
1950 
1960 
1970 
1980 
1990 
2000 
2010 
2020 
2030 
2040 
2050 
2060 
2070 
2080 
2090 
2100 
2110 
2120 
2130 
2140 
2150 
2160 
2170 
2180 
2190 
2200 
2210 
2220 
2230 
2240 
2250 
2260 
2270 
2280 
2290 
2300 
2310 
2320 
2330 
2340 
2350 
2360 
2370 
2380 
2390 
2400 
2410 
2420 
2430 
2440 
2450 
2460 
2470 
2480 
2490 


G$-":02 GGGG GGGG GGGG GGGG" 
пон 724,25 
RETURN 
LABEL "P-A2" 
C$-":03 FFFF FFFE EEFG >DC く <BG 
D$-":06 E2RDC<B@1152" 
E$-":03 FFR@640E R” 
Е$=":03 CCR@649<B R" 
G$-":02 FFFF FFFE4EFG >DC く <BG" 
"t" 28,27 
RETURN 
LABEL "P-A3" 
А$="00 E-E-R4E-E-RE- RE-RA4E-E-E-E-" 
B$-":03 R4D4R4D4 ER4D4D4DD" 
C$=":O3 FFFF FFPFE4EFG>DC く <BG" 


D$=":O6 E2RDC<B4B>CDEDC く A&+" 
E$-":03 FFR@640E Q8 R@896F&+" 
F$-":03 CCR@649<B Q8 R@896>C&+" 
0$=":02 FFFF FFFE4EFG >DC<B Q8 F&+" 
"I" 126,28 
А$="00 RE-R4E-E-RE- RE-RA4E-E-RE-" 
B$-":03 R4DR4.DR4.DR4.DR" 
C$-":03 FFFF FFFEAEEEEFGA&-* " 
D$-2":05 A@649GEB@811>C@171C@19D@160" 
Е$-":03 F2.REQG640RGRA&* " 
F$-":03 C2.R<B@649R>DRE&+" 
G$-":02 F2.RE@649RGRA&+" 
"т" 199 30 
C$=":03 AAAA AAAA АА>Е<В >C<BGF 
D$=":O6 C@649<B4E@896EG@8A@129&+" 
E$=":03 A1R>DRCR く <G4F&+" 
F$=":O3 E1RBRARD4C&+" 
G$-":02 A1R>DRCR<G4F&+" 
"ү" 31.532 


C$-":03 FFFF FFFE4EEE EFGA&+" 
D$=":O5 A@649GEB2.>CDC&+" 
E$-":03 F2.RE@640RGRA&+" 
F$=":O3 C2.R く <B@640R>DRE&+" 


G$-":02 F2.REQ640RGRA&*" 

"1и 133,34 
C$=":03 AAAA AAAA AAAA AAAA" 
D$=":06 C<B4A@1280>CEG@8A@120&+" 
E$=":03 Ад" 
F$=";O3 EQ” 
G$=":O2 AQ" 

"IU 35,36 


A$="00 RE-RE-RE-R4E-RE-E-E-E-4R" 
В$=":03 RADRDRADRBGDDRADI6DI16" 
C$=":03 AAAA AAAA AAAA А>С4." 
D$-":06 A@1792 V111 RCe8De120&*" 
E$=":V110 О41,1616"+Е1$ 
F$=":03 ARAARAARA. ARA2 C4. " 
G$-":02 AR4AR4AR4 .AR4>C4." 

"t" 737,38 
A$-"OO0 E-E-RE-E-4RE- E-E-RE-E-4RE-" 
B$=":O3 R4D4R4D4 R4D4R4D4" 
C$-":04 DDDD DDDD DDDD DED く <A&+" 
р$=":06 D<A>E く <A>F く <A>G く <A>A く <A>B く A>>CC@16D@2409C&+" 
E$=":V98 O413L8 D4RDD4RDRDRDDE4 く A" 
Е$=":03 A4RAA4RARARAAB4E" 
G$=":03 D4RDD4RDRDRDDE4 く A" 

"I" 739,40 
C$=":O3 AAAA AAGA AAAA А>Е<В>С" 
D$=":07 C@640<BAE1C@8D@120&+" 
E$-":03 R4.AA4 RARARAR2CA4." 
Е5=":03 R4.EE4 RERERERAA4." 
G$-2":02 AAAAA4 RARARAR2CA4." 

"(07 41,42 

LABEL "рада" 

C$-":04 DDDD DDDD DDDD DED<A&+" 


р$=":06 D<A>E<A>F く <A>G く <A>A く <A>B く <A>>CC@16D@240C&+" 
E$=":04 D4RDD4RDRDRDDE4 く A" 
Е$=":03 A4RAA4RARARAAB4E" 
G$=":O3 D4RDD4RDRDRDDE4 く <A" 
"1" 739,40 


С$=":03 AAAA AAGA AAGA >DC<BG" 
D$=":07 C@640<BGG@8A@760B>C く <B&+" 
Е$=":03 R4.AA4 RARARARG4." 
F$-":03 R4.EE4 RERERERDA." 
G$-":02 AAAAA4 RARARARGA4." 

"1" 43,44 
А$="О@ E-E-RE-E-4RE- RE-RE-E-E-RE-" 
C$=":O3 FFFF FFFG4GGG GGGE&*" 
D$z":06 B4.RAB>CC@8D@760C<B>D@8E@120&+" 
E$z":03 F2.RGG896RE&*" 
F$z":03 C2.RD@896R く <B&+" 
G$=":02 F2.RG@896RE&+" 

"t 45 y 46 
A$z"O0 RE-RE-E-4RE- RE-RE-E-E-RE-" 


В$=":03 R4D4R4D4 R4D4R2" 
С$=":03 EEEE GGFEAEEE EG4F&+" 
D$-":07 EQ1664DC«B&*" 

E$-":03 ERI.GRF&*" 

F$-":02 BR1.>DC&+" 

G$-'":02 EEEE GGFEQ640GGRF&* " 


"I" 147,48 
A$-"OO0 E-E-RE-E-A4RE- RE-RE-E-E-RE-" 
B$z":03 R4D4R4D4 R4D4R4D4" 
С$=":03 FFFF FFFG4GGG GEGA&+" 
D$z":06 B4.RAB>C<B@649RG4G@8A@120&+" 
E$=":O3 F2.RG2.R4A&+" 
F$-":03 C2.RD2.R4E&+" 
6G$-":02 F2.RG2.EGA&*" 

"4" 49,50 

RETURN 


132 onx 19887. 


2500 LABEL "Р-А5" 

2510 А$="00 RE-RE-E-4E-4 E-4R4E-4E-4" 

2520 B$-":03 R4D4R4D16D16D16D16 D4RAB32B32B16G32G32G16D4" 
2530 C$-":03 AAAA AAAA AR" 

2540 D$=":O6 AQG1152R" 

2550 E$=":O3 AIAR" 

2560 F$-":03 EIER" 

2570 G$-":02 А1АБ" 

2580 H$-":04 EEEB EEE16E16B16B16 EA4R2." 
2590 "1" '51,52 

2600 RETURN 

2610 LABEL "P-B" ' MATCH'S WEAPON IS BREAD AND OIL 
2620 A$="T82 OQ E-4E-4E-4E-4 Е-4Е-4Е-4Е-4" 
2630 В$=":" 

2640 C$-":V115 O3 AAAA AAAA AAAA AAAA" 
2650 D$-":V116 11"+р1$ 

2660 kac t . pz": Gs ttn НЕЕ : 

2670 "! 53,54 

2680 ft ! ft ° すす ' すす 

2690 B$-":R91280DARDDD" 

2700 H$-":04 R V110E V113E V115E V119E V123E V127E V126E V124 E4 
EAEAE4" 

2710 ! 55,56 

2720 A$-'T83 OQ E-4RE-E-4R4 E-E-RE-E-4R" 
2730 B$=":03 R2.D4 R@640GD4" 

2740 C$-":V107 O3 F4RFF4R4 F4RFF4F4"” 

2750 D$-":V110 0617 D2.C4 D4.E4.C4" 

2760 E$-":V95 O3R4CRFRGR R4CRFRGR" 

2770 Е$=":02 RACRFRGR RACRFRGR" 

2780 H$-":04 E4E4E4E4 E4E4E4E4" 

2190 "t!" '57,58 

2800 C$=":03 E4REE4R4 E4REE4G4" 

2810 D$-":06 D4.E@1152R く <GA>C" 

2820 Е$=":02 R4BR>ERF+R «RABROERF*R" 

2830 F$-":01 R4BR>ERF+R く <R4BR>ERF+R" 

2840 "!" 59,68 

2850 C$-":03 F4RFF4R4 FARFFAF4" 

2860 D$-":06 р2.С4р4.Е4.С4" 

2870 E$=":03 RACRFRGR RACRFRGR" 

2880 F$-":02 RACRFRGR RACRFRGR" 

2898 "1! 01,04 u 

2900 C$-":03 E4REE4R4 E4REE4G4" 

2910 D$=":06 D4.C4.<G2.RGA?C" 

2920 E$=":02 R4BR>ERF+R <R4BR>ERF+R" 

2930 F$=":01 R4BR>ERF+R <Е4ВЕ»ЕКЕ+Е" 

2940 "!" 163,64 

2950 C$=":03 F4RFF4R4 F4RFF4F4" 

2960 D$=":06 D2.C4 D4.E4. C4" 

2970 E$=":03 RACRFRGR RACRFRGR" 

2980 F$-":02 RACRFRGR RACRFRGR" 

2990  "!:" '57,58 

3000 C$-":03 E4REE4R4 EAREE4G4" 

3010 р$=":06 D4.E@1152RCDE" 

3020 E$-":02 R4BR>ERF+TR <R4BR>ERF+R" 

3030 F$=":O1 R4BR>ERF+R <R4BR>ERF+R" 

3040 "!" '59,65 

3050 C$-":03 F4RFF4R4 FARFFAF4" 

3060 D$-":06 F1G2A2" 

3070 Е$-=":03 RACRFRGR RACRFRGR" 

3080 F$-":02 RACRFRGR RACRFRGR" 

3090 à ^!" '66,67 
3100 A$-"T82 OQ E-4R4E-E-R4 E-4E-4E-4E-4 T81" 
3110 B$-":03 R4D4R4DD L16 RB32B32BBB32B32BBBG32G32GGGDDD8 L8" 
3120 C$-":03 EEEE EEEE EEEE EEEE" 

3130 D$-":06 G*G640EG4*BB2.R" 

3140 E$-":02 R4BR>ERF+R «RABROERF4R" 

3150 Е$=":01 R4BR>ERF+R <R4BR>ERF+R" 

3160 Н$=":04 EEEB EEEB L16 EEEB EEEB EEEB EE L8" 
3170 ' 08,69 

3180 RETURN 

3190 LABEL "P-B2" ' MATCH IS POOR AT MAMA LEMON 
3200 A$="OO E-E-R4 E-E-R4 E-E-R4 E-.E-." 


3210 B$=":O3 R4D4R4D4 R4D4"+R5$+"D."+L5$+"D."+C5$ 

3220 C$-":03 GGGG GGGG GGGG GG" 

3230 0%=":04 G»G-G4G^EG- 4G» DE«G^ D-D«GB" 

3240 E$-":04 R4T9q8G4RG4FG@496 ке16»17450.60.Е" 

3250 F$-":04 R4T9q8D4RD4CD@496 R@16>I7q5D.D.R" 

3260 05=":04 R1.q5 G.G.R" ` 

3270 H$-":04 EEEB EEEB EEEB E.E.R" 

3280 "!" '76,78 

3290 A$="00 E-A4RE-4E-E-" 

3300 B$-":03 R2D4R4.DR4.D" 

3310 C$=":03 EEEE EEEE EEEE EEEE" 

3320 D$=":" 

3330 E$=":05 ER@640EE" 

3340 F$=":04 A-R@640A-A-" 

3350 G$=":04 ERG640EE" 

3360 H$-":04 EEEB EEEB EEEB EEEB" 

3370 "'" '79,80 

3380 A$="00 E-4RE-4RE-E-" 

3390 B$-":03 RDR2.RDRDRDDD 

3400 C$-":03 EEEE EEEE EEEE ЕС4." 

3410 D$-":V110 R1 0517 Re896 A&*" 

3420 E$-":05 RER4ER@640EER" 

3430 F$=":O4 RA-R4A-R@640A-A-R" 

3440 G$z":04 RER4ER@640EER" 

3450 "'" 'B1,82 

3460 RETURN 

3470 LABEL "P-B3" ' HELP ME! HELP МЕ! LUCY CRYING 

3480 PLAY "::::13:13:13" 

3490 LABEL "P-B3'" 

3500 A$="OO RE-R4E-E-RE- RE-RAE-E-RE-" 

3510 B$-":03 R4D4R4D4R4D4R4D4" 

3520 С5=":03 FFFF FFFEAEEEEFGA&*" 

3530 D$-":05 A@649GEB@811>C@171Ce10D@160" 
いや ー キ ュー ティ ハニ ー に は 参り まし た 。 し っ か り テ ー プ に 録 っ て 友人 に 聞か せま わっ 


て いま す 。 


高橋 A (19) 茨城 県 


5050 
+ «B-«& 
5060 
。 + 
5070 
5080 
5090 
5100 
5110 
5120 


e KY. 
KY 2 G 28-"04L8EEEEEEEEEEFE&EC4。・ 
КУ 1 G 3$・ 04B-B-B-B-B-A4B-4B-A4B-4A2A2AB-AG" 


KY 2 F 4$- 04RCsC4C4CCRCsCCRCRERDsD4C4CDRDeD4C4CDRDAD4 


9 KY 1 F 5$- O4EAEFRFAFAEAEFRF&FA" 
9 KY 2 F_5$-"04C4CDRDxD4C4CDRDsD4 
9 KY 1 F 6$- O4EA4EFRF&FAEAEFRF&FAEAERRREA4, E&E?” 


kY 2 04C4CDRD&D4C4CDRCsC4C4CCRCC4.CsC2^ 
~04L8CDFFFFFF4FsFECDsD27 
.6.2$- 08L8CCCCCCCCCCDCaC«G4, " 


1 


KY 2 G 3$- 04DDDDDDA4DuDD4DaD2C2CDCC" 

KY.1.G 4$- 04F4.G&G2FFFFFF4F&FECDeD2 

KY 2 G 4$- 04C4. CuC2DDDDDDAD&DGCFaF2" 

KY.1.6 9$- 04V9B-B-B-B-B-A4V8B-&B-A4B-4A2V7A2AB- АС” 
Ку 2 G 9$- 0O4V9DDDDDDA4V8DA4DDAD&D2V7C2CDCC" u 

KY 1.G 10$= 04V5F4.G&G2V4FFFFFF4V3F&FECDeD2 

КҮ 2 G 10$- 04V5C4.C&C2V4DDDDDD4V3D&DGCF&F2" 

KY 1.6 11$- 0O5L8V2CCCCCCCCV1CCDCaC<G4. ^ 


.KY.2.6.11$- O4L8V2EEEEEEEEVIEEFEGAECA, ` 


' ELECTRIC BASE 


BA_INT_2$- 02L8B->C&C2.<B->CeC4<B->C&C4CD ` 
ВА INT 58$- R8 +STRING$(29, D^) 


BA INT 6$- <B->C&C2。<B->C&C4<B->C&C4^ 

ВА A. 1$- C«A&A2, R8»E»D«EPCSXEB-«A4»^* "рар" «STRINGS (14, D” ) 
B- *STRINGS$(13, B- ) * AG&G' *STRINGS (14, 6 )+ F&FFFFFFB-4^ 
BA A.2$- R»CRCRERDa&D' «STRINGS (14, ” D )+ «B-&B-^«STRINGS (13, 
Асаб *STRINGS(14, G^) + F&FFFFFAB-B>C4RC&C2" 

ВА B 1$- 02G2RGRG&G4. G&G?” 

BA B 2$- FA. F&FAGF&FA4GF&F2B-2RB-RB-zB-4,. »C&4C2FARERDRC&C2" 
BA B. 3$- R«B-2RC&C2RDRE&EECEA4&E4. G&G4, G&GRA,. АБА] 

ВА C 1$= 03 +STRINGS(13 D') «*'«AB-B ^ 

BA € 2$- »CCCCCCCCCCCCDC«B-A^ 

ВА C 83$-STRINGS$(16, 6') 


5130 ВА С 4$-STRINGS(8, F^) +" >р4, E&ECCA«" 


. 8140 
| $188 
- 8168 

5170 
5180 
5199 
5200 
5210 
5220 
5230 
5240 
5250 
5260 
5270 
5280 
5290 


5300 
5310 
5320 
5330 
5340 
5350 
5360 


BA_C_5$-STRINGS (8, F” + '>D4. E&E4" 

BA_D 1$- CDRIRI” 

BA_D 2$- 02RIR2R4B->C&C2.<B->C&C4<B->C&C4CD・ 
BA_D_3$-STRINGS (3, R4D4R4D4 ) 
BA_D_4$・"R4D4R4<B->C&C2.<B->C&C4<B->C&C4CD・ 

ВА Е 1$-" RAE- 4&E-FR«G&G^*STRINGS (15, ^ G^) 

ВА Е 25-'08 «STRINGS (13, E- ^) + «AB-B^ 

BA E.3$-703^ «STRINGS (15, C^) *^«A^ 

BA E 4$-STRINGS(13, "B-^) +" FRGaGGGG" 

BÀ E. 5$-STRINGS(10, G^) *^»DE &E-E-E-E-E-E-E-E-^ 
BA E. 6$-'E-E-E-E-E-«AB-B» «STRINGS (16, °С") 

BA.E 7$-"O2BBBBBBBB^ 

BA_F_1$= F4.FR>CRD&D «STRINGS (13, D^) +" cAB-&B-B-^ 
BÀ F.2$-STRINGS$ (12, B-^) + AGaGG" 

BA_F_3$-STRINGS (12, °С") 
BA_F_4$-"GF&FFFFFFFFR>CRCRERD&D «STRINGS (13, D") +" «AB-aB-B 


BA F 5$-STRINGS(12, 'B') *'AGGG" : 
BA_F_6$=STRING$ (13, °С") + F&FFFFFAB-B>C4RCC?2 

BA_G 1$-"03C' *STRINGS (14, D^) «^ «AB-B»^ 
BA.G.2$-STRINGS(12, C") *" DC«B-A^ 

BA G 3$-STRINGS(16, G”) +STRING$ (8, F”) 

BA G 4$- 03D4.E&ECC4 +STRING$ (13, D )+ «AB-B»^ 

BA 6 9$- VII" *STRINGS (8,G") + V10 -STRINGS(8, /G^) ^ V8^«STR 


1105 (8, Е”) 


5378 
5,707) 
5380 
5390 
6000 
6010 
6020 
6030 
6040 
6050 
6060 
6070 
6080 
6090 
6100 
6110 
6120 
А85 
6130 
6140 
6150 
6160 


ВА_С_10$-°03у604.Е&ЕСС4" * " V5" «STRINGS (8, D') + V4 -STRINGS( 
+ «AB-B»^ 
BA.G 11$- V3 «STRINGS (8, C) +" V2CCCCDC«B-A^ 


DRUMS 


E4$- @36EF4 ° 
E8$- e36E8' 

A4$-'038A4^ 

A8$-'638A8^ 

R4S- R4 

R8$-^R8^ 
РА_1$-А4$+Е4$+А4$+Е4$ 
РА_2$-А4$+Е4$+А8$+А8$+Е4$ 


DR_INT_1$=STRING$ (3, РА 1$)+А4$+Е4$+А4$ 
DR INT 2$-E8$+A8$+R4$+E4$+R4$+E8$+A8$+R4$+E8$+K8$+R4$+E8$+ 


DR. INT. 3$-RAS«EAS*AAS*EAS* STRINGS (2, РА 185) +A4$+E4$+A4$ 
DR INT.5$-R8$-A8$-*EA4S$*A4$S-EAS* STRINGS (2, РА 1$) AAS«EA4$4A4$ 
DR. INT 6$-E8$*A8$- RAS-EAS*RAS-E8$-ABS-RAS-ESS-ARS«RAS 
DR A. 1$-E8$*A8S$*PÀ 1$+ L80@36GDFDDCR” +A8$+R8$+A8$S+E4$+A4$+E 


4$+ 人 4$+E4$+A4$+E8$+A8$+R4$+E4$+A4$+E4$+A4$+K4$1A4$+E33+1A8S+TR4S+F 
4$+A4$+E4$+A4$+E4$+A4$+E8$+A8S+TR4S+1E4$+1A8$S+AS2S+EF4S 


6170 


ПЕ А 2 1$-R8$+A8$+E8$S+A8S+R8$+AS$+E8S+A8S+R8S+ASS+F4$1A4S+ 


ЕЁ4$+А4$+ЕЁ4$+А4$+Е8$+А8$+Е4$+Е4$+А4$+Е4$+А4$+Е4$+А4$+Е8$+А8$ 
6180 DR_A_2_2$-R4$+E4$+ 人 4S+E4$+A4$+K4$+A4S1E8S+ASStR4S+E4S1R8S+ 
 @036C16C16 +E8$+R8$+A4$+R8$+A8$S+R8$+A8S$S+E4$ 


6190 
6200 


DR_R_1$-A4$+E4$+R8S$+A8S+E8$+A8S+R4$+F8S+A8S+R4S+E4S 
DR_B 2$=-A4$+E8$+A8$+R4$+E8$+A8S+R4$+E8$+A8$+R4$+E4$+A4$+E4 


$+R8$+A8$+E8$+A8$+R4$+E8$+A8$+R8$+A8$+E4$+A4$+E8$+A8S+R8$S+A8$S+R8 
$+A8$+R8$+A8$+E4$ 


6210 


DR_B_3$-R8$+A8S+R8S+A8S+STRINGS (2, R8$+A8$+E4$+R8$+-A8$+R8$+ 


ABS) +R4AS+E8$+A8$+R4$+E8$+A8$+R8$+E8$+ Е1БЕВ. ESEIGEIGEIGEIGEÀR" 


6220 
_ 6230 
- 6240 
6250 
6260 
6270 
6280 
6290 
6300 
6310 
6320 


DR C_1$=PA_1$+PA 1$ 

DR C 2$-PA 1$*PAÀ 15 

DRC 3$-PÀ 1$*PA 1$ 

DR C 4$-A4$-EA4$*A8$- 85 EAS A4S-E8$-*ABS-R8$-A8S4EAS 
DR C 5$=A4$+E4$+A8$- 636 {CFD} 8C8CB8/ +A4$+E8$+A8$+R4$ 
DR_D 1$=A4$+E8$+A8$+R4$ 

DR S D 2$- 636L804RIRZRAEERZRAEERAEERAEEL4^ 

DR B р 25- езвеу1201404  * STRINGS (16, ^A") 

DR S D.3$-STRINGS (6, RC”) 

DR B D 3$-STRING$(12, ^A") 

DR.S.D 4$- RCRRL86e376V120GGFFDDCCGGFFL4 {GGE} 4 {Ерр} 4^ 


6330 
6340 
6350 
6360 
6370 
6380 
6390 
6400 
6410 
6420 


DR B D 4sS=STRINGS(12, 'A") 

DR S E 1$-"eV117 {ССС} 4e36RERRERERERE' 

DR B E.1$- @V117AARR8ASR8AI6AI6RARARASASR- 

DR E 2$-PA 1%+РА 1$ 

DR E 3$-PA 1%+РА 2$ 

DR E 4$-PAÀ 2$*A4$* EAS * R8STABS-EB8S*A8S«RBS-ABS-EAS 
DR E.55-A484E4S*PA 2$+PA 18 u | 
DR E 65-PA 2$-«PA I$-*PA 2$ 

DR E. 
DR Е. 
$«PÀ 2$+A4S 
6430 DR Е. 
6440 DR Е. 
6430 DR Е. 


-7$=PA 28 u 


1$-A8$+A85+ @36G8C8ES +A8$+R8S+A8S+R8$+A8S+E4S+A4S+E4 


2$-E4$+A4S+E4S+PA 2$+A4S 
3$=E4$1A4$%+E4$+A4S1E4S+A8S+A83 
4$-F4$+PA 2$+Е8$+А8$+Е8$+А8$+Е85+А8$+Е8$+А8%+К8$+А85+ 


E4$+A4$+E4$+PA 2$+A4$ 


6469 
6470 
6480 
6490 
6500 
6510 
6520 
6530 
_ 2$ 

6540 
6550 
10000 
10010 
10020 
10030 


PLAY 
PLAY 


DR_F_ 
DR _F_6$=E4$+A4$+E4$+PA_ 2$+PA 2$+A4$+E8$+A8$+R8$- 63668GA" 
DR.G 1$=A8$+E8$+PA 2$+PA 2$ 

DR 6 _2$-PA_2$+PA_2$ 

DR.G 39$-PA 2$«PA 2$«PA 2$ : 

DR.G 4$-A4$+E8$+A8$+R4$+E4$+PA 2$+PA 2$ 

DR_G_9$- 6V110 +PA 2$+ @V100 +PA 2$+ еу95 ФРА 25 

DR 6G. 


DR G. 


5$=Е4$+А4$+Е4$+РА_ 2$+A4$ 


10$= @V88 +A4$+E8$+A8$+R4$+E4$+ 0/82 «PA 2$+ eV72 +РА 
115-'еу48 „РА 2$«'0V30 +РА 2% 


MAIN 


INIT 
"e42L804c165eV105 , @171804t165@V1065 , L804T165@V117” 


> L804T165V12^, L804T165V10 , L804T165V10 


10040 PLAY 
10050 PLAY 


EG INT. I$, KY 1 INT.1$,DR INT. 1$ 
EG INT 2$, KY 1 INT 2$,DR INT 2$,BAÀ INT 2$,KY 2 INT 25 


KY.3 INT 2$ 


10060 PLAY 
10070 PLAY 


„КУ 3 INT 2$ 


10080 PLAY 


EG INT 3$,KY 1 INT. 1$, рК ІМТ 3$ 


EG INT 25, КҮ 1 INT 2$,DR INT 2$, ВА INT 2$,KY 2 INT 2$ 


EG INT. 5$, KY 1. INT. 1$, DR INT. 3$,BA INT 3$,KY 2 INT 58 — 


,KY.3 INT.5$ | | 
10090 PLAY EG_INT_6$,KY 1 INT 6$,DR INT 6$,BA INT 6%, КҮ 2 INT 6$ 
,KY.3 INT 6$ u 


10100 PLAY 
KY_2_A_1$ 

10110 PLAY 
>KY_2_A_2$ 
10120 PLAY 
10130 PLAY 
10140 PLAY 


EG_A_i$,@44@VI10 +LY А 1$, DR А 18, ВА А 18%, КҮ 1 А 18, 
ЕС A 2$, LY А 2%, DR А 2 1$*DR А 2 28$, ВА А 26, КҮ 1 А 2$ 


EG B. 1$, LY B 1$, DR B 1$, BA B IS, KY 1 В 1$, KY 2 B 15 
EG B 25,17 B 2$,DR B 2$,BAÀ B 25,КУ 1.B.2$,KY 2 B.2$ 
EG 1 B 3$+KY 3 B 3$-EG 3 B 3$,LY B 3$,DR B 3$, ВА B. 3$ 


,kKY.1.B 3$-EG 2 B 3$,KY 2 В 3$ 


10150 PLAY 
10160 PLAY 
10170 PLAY 
10180 PLAY 
10190 PLAY 
10200 PLAY 
10210 PLAY 
10220 PLAY 
10230 PLAY 
G2 D 1$ 
10240 PLAY 
2$ 

10250 PLAY 
10260 PLAY 
4$ 

10270 PLAY 
„КУ 2 E 15 
10280 PLAY 
KY 3 E 25 
10290 PLAY 
10300 PLAY 
10310 PLAY 
10320 PLAY 


10330 PLAY 


10340 PLAY 
KY 2 F I$ 
10350 PLAY 
10360 PLAY 
10370 PLAY 
10380 PLAY 
10390 PLAY 
10400 PLAY 
10410 PLAY 
10420 PLAY 


EG C 1$, LY C 1$, DR C 1$, BA C 1$,KY 1 С 1$,KY 2 C 1$ 
EG C 2$,LY C 2$,DR C 2$,BA C 2$,kY 1 C 2%, КҮ 2 C 28$ 
EG C 3$,LY C 3$,DR C 3$, ВА С 3$, KY 1 С 3$, KY 2 C 3$ 
EG C 45,57 C 4$,DR C 4$, ВА C 4$,KY 1 C 4$,KY 2 C 4% 
EG C 1$,LY C 1$, DR C 1$,BA C 1%, КҮ 1.C 1$, КҮ 2 C 1$ 
EG C 2$,LY C 2$,DR C 2$,BA C 2$,KY 1.C 2$,KY 2 С 28$ 
EG C 38,17 C 3$, DR С_35,ВА C 3$, KY 1 C 38, КҮ 2 С 3$ 
EG C 5$,LY C 5$,DR C 5$, ВА C 55,КУ 1 C 5$,KY 2 С 5$ 
EG D 1$,LY D 1$,DR D 1$,BA.D 1$, KY 1.D I$, КҮ 2 D IS«E 


EG D 2$,DR S D 2$,DR B D 25,ВА D 2$,KY 1 D 2$,KY 2 D. 


EG D 3$, DR 5 D. 3$,DR B D 3$,BAÀ D 3$,KY 1 р 3$ 
EG D 4$,DR $ D 4$,DR B D 4$,BA D 4$,KY 1 D 4$,KY 2 D. 


-@V119 +EG E. 1$, DR 5 E 1$, DR B E 4$,BA E 1$,KY 1 E 15 


EG E. 2$, @17V10 *KY 1 E 2$,DR E 2$,BA E 2$,KY 2 E 2$, 


EG.E 35, КҮ 1 E 3$, DR E 3$,BÀA E 3$,KY 2 E 3$,KY 3 Е 3$ 
EG E 4$, KY 1 E 4$,DR Е 4$, ВА E 4S, KY 2 E 4$,KY 3 E 4$ 
EG E.5S$,KY 1 E.3$, DR E 5$,BA E 5%, КҮ 2 E 5%, KY 3 E 55 
EG E.6$,KY 1 E 6$,DR E 6$,BAÀ E 6$,KY 2 E 6$,KY 3 E 6$ 
EG E 7$,KY 1 E ?$,DR E 78,ВА E 7$,KY 2 E 7$,KY 3 E 7$ 
EG F 1$, @44@V110 «LY Е 1$,DR F 1$, ВА F 1$,KY 1 Е 1$。 
EG F 25,57 F 29%, рК F 2$, ВА F 2$,KY 1 F.2$,KY 2 F 2$ 
EG F 3$,LY F 3$,DR F.3$,BA F 3$,KY 1] Е 3%, КҮ 2 Е 3$ 
ЕС F 4$, LY F 4$, DR F 4S, ВА Е 4$,KY 1 F 4$,KY 2 Е 45 
EG F 58,17 F 56,08 Р_55,ВА F 5$, KY 1 F 5$,KY 2 Р 55 
EG F.6$,LY F.6$, DR F 69$, ВА F 6$, KY 1 Е 68, КҮ 2 F 68$ 
EG В 18,17 B 1$, DR B 1$,BAÀ B I$,KY 1 B 1$,KY 2 B 15 
EG B. 25,17 B 2$,DR B 2$,BA В 2$,KY 1 B 2$,KY 2 B 2$ ` 
EG 1 B 3$*KY 3 B 3$-EG 3 B 3$,LY B 3$,DR B 3$,BA B 3$ 


,KY 1 B 3$*EG 2 B 3$,KY 2 B 35 


10430 PLAY 
10440 PLAY 
10450 PLAY 
10460 PLAY 
10470 PLAY 
10480 PLAY 
10490 PLAY 
10500 PLAY 
10510 PLAY 
10520 PLAY 
10530 PLAY 
10540 PLAY 
10550 PLAY 
10560 PLAY 
10570 PLAY 
10580 PLAY 
10590 PLAY 
10600 PLAY 
-10$ 

10610 PLAY 
.11$ 


みお い 6 月 号 の 21 ペ ー ジ に 載っ て いた (T) と か いう 奴 。 な に が 「 ま じゃ で ん ちゃ ー の う 


さ ぎ ざ ち ゃ ん は 私 の も の だ 」 だ 。 私 は ずーっと 以前 か ら 目 を つけ て た ん で い ぃ ! 
か に や る も ん か 。 僕 の も の だ い ! 
し て みる か い ? 


ふっ ふっ ふっ 。 


お まえ な ん 
悔し か っ た だ たら どっ ち が ロ リ コン と 呼ば れ て いる か 勝負 
一 戸 iR (17) 宮城 県 


EG C 15,57 C 1$,DR С 1%, ВА C 1$, KY 1 C 1$,KY 2 C 1$. 
EG С 2$,LY С 25,08 C 2$,BA_C 2$,KY 1 C 2$, КҮ 2 C 2$ 
EG C 3$,LY C 3$,DR C. 3$,BA C 3$,KY 1 С 3$,KY 2 C 2$ | 
EG C 4$,LY C 4$, DR C 4$,BA C 4$,KY 1 C 4$,KY 2 C 4$ 

EG C 1$,LY C 1$, DR C 1$, BA C 1$, KY 1.C 1$, КҮ? С 1$ ` 
EG C. 2$,LY C 2$,DR C 2$,BA C 2$,KY 1.C 2$, KY 2 C 25 

EG C 3$,LY C 3$,DR C 3$,BA C 3$,KY 1 C 3$,KY 2 C 35 

EG C 5$,LY C 35$, DR C 5%, ВА С 5$, КҮ 1 C 5$,KY 2 C 58$ 
EG G 1$, LY G 1$, DR G 1$, BA G 1$, КҮ 1.G 1$,EG 2 G 1$ 
EG G 25,17 G 2$,DR G 25,ВА G 2$,KY 1 G 28, КҮ 2 G 2$ 

EG G 3$,LY G 3$,DR G 3$,BA G 3$,KY 1 6 35, КҮ 2 G 3$ 
EG. G 4$,LY G 4$,DR_G 4$,BA G 4$,KY 1 G 4$,KY 2 G 4$ 

EG G 2$,LY G 5$,DR G 2$,BA G 2$,KY 1 G 2S,KY 2 G 2$ 
EG G 3$,LY G 6$, DR 6_36,ВА С 3$,KY 1 G 3$,KY 2 G 35 

EG G 4$,LY G 7%, ЮЕ G 4$,BA_G 4$,KY 1 G 4$,KY 2 G 4$ | 
EG G 29,LY.G 8S$,DR С 26, ВА G 2$,KY 1.G 2$,KY 2 G 2$ 

EG G 9$,LY G 9$,DR G 9$,BA С 9%, КҮ 1.G.9$,KY 2 G 9$ ` 
EG G 10$,LY С 10$,DR G 10$,BÀ G 10S, KY 1.G 19S。KY 2 G 


EG G 11$,LY G 11$,DR G 11$,BA G 11$, KY 1.G 11$, KY 2 G 


– — -— 


OhX LIVE in 88 735 


| 最近 は ショ ー ト プロ グラ ム の 投稿 も 増 
| «c, まこ と に 喜ば し い 限 り 。 今 月 は な ん 
と M-70U 用 の 高速 LINE ビ ルー チン こと X] 
| turbo Xl 用 の 漢字 HOM を 使用 し た ア 
プリ ケー ショ ン を 実行 する た め の BA8IC 
改造 ブロ グラ ム で す 。 


ит 3-9 0 г: OH SORTEM T (キャ ラク タタ 単位 な の で あま り 期 待 し な 

は 以前 載っ て いた )。MZ-700 に は こう いっ Пико и 

だ デル ラリ ズム の ほう が 。 は ほ は か の も の に 【 =) ファ ンク ショ ン キ ー を 

MZ-700 用 ; Mi dd у | と き did au n 
べ で て は る か に 有利 な の で す 。 だ ぶん X68000 ター ン キ ー を 押す と 右 か ら 左 に 線 を 引き 


uin 
* Я en : 
im )LINE/I-T7 も も で うう て し よう 。 す 。 た だ し , 速 す ず ぎ て ほとんど 識別 で き q 


非常 に 短い ソー スリ スト で す の で 特 せん が 。 パラメータ 15, 
ル ゴ リ ズム の 解説 は し ませ ん 。 由 と Ко ИМЕ (Х 1, У1) - (X2, У 2) 
такада Мазат! ある 人 は ぜひ と も 解析 し て みて くだ さい 。 の 場合 , | 
高田 正実 
[c | 入力 方 法 | Н (IX) =Y1 (IX 十 1) = X1 
Ld 4 (IX+2) =Y2 (ІХ+3) =X2 
LINE ル ー チ ン とい う と 以前 , 試験 に 出る モニ タ か ら C800 ロ ーC92Cm ま で を 入力 し ら ム な っ て いま す 。 
X1 7 WEI wm Js 紹介 А ЯЛ ы と が あり K l だ きい 。 Profile 
Tin これ は そう いっ た も の も や 雑誌 で よ + JC800 高田 さん は 群馬 県 に お 住ま い の 19 歳 , 現在 大 学 
ом E 2 年 生 で す 。 使 用 機種 は MZ-700 と MZ-2500V2。 
く 紹介 きれ て いる も の と は まっ た な る で 超 動 する と , て き と 一 に 線 を 引き 始め ま 5 月 の 投稿 数 19 本 と いう 記録 の 持ち 主 で す 。 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


SUM: B8 77 57 49 C2 0B 79 88 D56F SUM: ЗЕ F9 12 ЕЗ 13 94 1C 7E 0D4F SUM: EO A6 94 00 El FA 2C 9F ВЕЗЕ 


(CK00 1 ORG sC80e C85A EG 67 41 AND 7 

0800 2 COLOR 505 $CFFF C85C 81 4 2 ADD A,C 
Cq00 3 MAIN C85D 4F 43 LD С,А 

900 21 00 DO 4 LD HL,$D000 C85E ED 5F 4 4 LD A,R 

C803 11 01 DO 3 LD DE,*0001] C880 Еб 01 45 AND 1 

C805 01 Е8 03 8 LD BC, 1000 C862 81 46 ADD A,C 
C209 38 54 7 。 LD (HL), SLA C863 FD 23 47 INC IY 

CSOB ED RO 8 LDIR C865 C9 48 RET 

Ся00 21 oe pa 9 LD HL,$D800 C866 49 HANGON 

C810 11 01 D8 18 LD DE,$D801 C866 ED 5F 50 LB A,R 
C813 01 Е8 03 1 1 LD BC,1000 C868 FD 86 00 5 1 ADD А, (IY) 
C816 75 12 LD (HL),L C86B E6 OF 52 AND 15 

C°17 ED BO 13 LDIR C86D 4F 53 LD C,A 

C819 ЗЕ 09 14 LD 4,9 x C86E ED 5F 54 LD A,R 

C81B 32 00 EO 15 LD ($Е000),А C870 FD 86 09 55 ADD А, (IY+9) 
C81E ЗА 01 FO 16 LD A,($F061) C873 Еб 07 56 AND 7 

C821 3C 17 INC A C875 81 57 ADD A,C 
C822 C2 ТЕ CA 18 JP NZ,YOKO C876 4F 58 LD C,A 

C825 19 RND C877 ED 5F 59 LD A,R 

C825 DD 21 00 CF 20 LD IN,$CF99 C879 E6 01 60 AND 1 

C829 ED 5F 21 LD A,R C87B 81 61 ADD A,C 
C82B Еб 77 22 AND $77 O C87C FD 23 62 INC IY 

C82D 32 FF CF 23 LD (COLOR), А C87E C9 63 RET 

C830 CD 66 C8 24 CALL HANGON x C87F 64 YOKO 

C833 DD 77 ee 25 LD (IX),À сате DD 21 00 CF 65 LD IX,$CF00 
C836 CD 4D C8 26 CALL OUTRUN C883 DD 36 00 00 66 LD (1Х),0 
C839 DD 77 01 27 LD (1+1), А C887 DD 36 02 18 67 LD (1+2), 24 
C83C CD 66 C8 28 CALL HANGON ` C88B 68 YX 

C83F DD 77 02 2 9 LD (IX*2),À C88B 21 ЕЕ СЕ 69 LD HL,COLOR 
C842 CD 4D C8 30 CALL OUTRUN C88E 34 u 70 INC (HL) 
C845 DD 77 өз 31 LD (IX:3),A. C88F 11: 

C848 CD A2 C8 32 CALL LINE C88F 06 28 72 LD B, 49 
C84B 18 D8 33 JR RND . C891 73 YK 

C84D 34 OUTRUN C891 C5 74 PUSH BC 
C84D ED ОБЕ 35 LD A,R C892 78 75 LD A,B 

C84F FD 86 00 36 ADD A, (IY) C893 3D 76 x DEC А _ 
C852 Еб IF x 37 AND 31 C894 DD 77 01 77 LD (IX+1),A 
C854 4F 38 LD C,A C897 DD 77 03 i 78 | ID (IX+3),A 
C855 ED 5F 39 LD A,R C89A CD А2 C8 79 CALL LINE 
C857 FD 86 FF 40 ADD А, (IY- 1) C89D C1 80 POP BC 


136 onx 19887. 


 СВЕЗ 44 4D 
u — x C8F5 29 - 
ІХ, ФСЕ -  CaF6 29 
86 x m uen p | 6878 19 
67 иг, _ (С8Е9 01 00 D8 
3 88 C JP 7, STXI : CAFC 09 - 

C8AD ФЕ 23 89 LD C,$23 C8FD DI 
C8AF 02 ВА C8 90 " EUR СЕРЕ СІ 
C8B2 DD ТЕ 01 91 ‚ (IX+1 C8FF : 
C8B5 DD 96 03 92 SUB (1Х+3) C8FF ЗА FF CF LD А, (COLOR) 
C8B8 OF 2B 93 LD C,$2B C902 32 09 C9 LD (PS1+1), А 
C8BA | 94 STX1 C905 32 1D C9 LD (PS2+1) ,A 
C8BA 3С 95 INC А C908 
C8BB 57 96 LD D,A C908 
C8BC 47 u 97 LD B,A C908 
C8BD 79 x 98 LD A, C C908 36 00 LD (НІ), @ 
СЕВЕ 32 29 C9 99 LD (LP2),A сова 79 LD A,C ` 
Caci 21 00 00 100 LD HL, 0 С90В 83 ADD КЕ 
C8C4 4D 101 LD С, C90C 4F LD С,А 
C8C5 DD 7E 02 102 = LD A, (IX+2) сер 
C8C8 DD 96 00 103 SUB (IX) C90D 79 LD А,С 
C8CB CA DD C8 104 JP Z,STX2 C90E 92 SUB D 
C8CE 21 28 00 105 LD HL,460 C99F CA 21 C9 JP Z,LP1 
C8D1 22 DD C8 106 JP NC,STX2 C912 DA 29 C9 JP C,LP2 
C8D4 DD 7E ee 107 LD А, (1X) C915 4F LD C,A 
сарт DD 96 02 108 SUB (IX+2) C916 C5 ` PUSH BC 
C8DA 21 D8 FF 109 LD HL,-40 C917 01 eo oo 154 UYP1 LD ВС, ө 
C8DD 110 STX2 C91A 09 155 ADD HL,BC 
C8DD 3C 111 INC A C91B C1 156 POP BC 
C8DE 5F 112 LD Е,А C91C 157 PS2 
C8DF 22 18 C9 113 LD (UYP1*1),HL C91C 36 00 158 LD (HL),9 - 
СВЕ2 22 25 C9 114 LD (UYP2+1) ,HL C91E C3 0D C9 159 JP LPC 
СВЕ5 DD 6E ee 115 LD L, (IX) C921 160 ІРІ 
C8E8 116 C921 OE 00 161 LD С, 
C8E8 x 117 ; C923 C5 162 PUSH BC 
C8ES 118 TDXY C924 01 00 00 163 UYP2 LD BC,9 
C8E8 C5 119 PUSH BC C927 09 164 ADD HL, BC 
C8E9 D5 120 PUSH DE C928 C1 165 POP BC 
C8EA DD 5E 01 121 LD E, (1Х+1) C929 166 1Р2 
C8ED 16 ee 122 LD 0,0 C929 00 167 КОР u 
C8EF 62 x 123 LD H,D C92A 10 DC 168 DJNZ LP 
C8F0 29 124 ADD HL,HL C92C C9 189 RET 
CaF1 29 125 ADD HL.HL 


「 か 、 漢 字 が 四角 に 化け た ……」 
賢明 な 読者 な ら す で に お わか り で し ょ う 。 
そう , XX1 と X1turbo で は 漢字 ROM の アド 
レス が 違う の で す 。X1turbo で CZ-8FB01 
を 走ら せ た 場 合 , 
POSITION Х, У 


ん で くだ さる い 。 特に 16 進 数 の マシ ン 語 デー 
タ に は 十分 に 注意 し て くだ さい 。 打 ち 終 わ 
っ た 6 宮 れず に セー ブ し て お きま し ょ う 。 
実行 方 法 で す 。 まず , FORMAT & SYS 
GEN で 新しい ディ スク を CZ-8FB01 の シ 
ステ ム デ イス ク と し ます (NEW BASIC 可 )。 


XlIturbo/ZFi 


XIRISEROMNIBBASIC 


Toyota Kazuki 


SH 和紀 


私 は 以前 X1F を 愛用 し て いま し た 。 ディ 
スク ドラ イブ / 漢 字 ROM 内 蔵 で も れ な 〈N 
EW BASIC が つい て くる 。 当然 それ ら を 利 
用 し だ プロ グラ ム を だ くさ ん 作り まし た 。 
を そし て ある 日 , 私 は X1turbo を 手 に 入れ ま 
し た 。X1 の 上 正しき ユー ザー で ある 私 は 当然 
X1 時 代 に 開発 し た プロ グラ ム を 使 む うと 思 
いま す 。 ところが, その と き 悲 劇 は 訪れ た 
の で て です 。 


PATTERN 一 16, KANJI$ (CODE) 
と し て も 正しい 表示 は る れ ま せん 。 この 点 
が 唯一 XX1turbo の アッ パー コン パチ で な い 
620) d UE dt он 9. 
を そこ で 私 は ノー マル の X1turbo で も CZ- 
8FB01 で 正しく 漢字 が 表示 る れる よう に し 
て み ま し た 。 漢字 表示 ど だけ で は 芸 が な い の 


C, 高 解像度 対応 。 PCG 高速 アク セス モー 
ド 対 応 ち つけ て お きま し た 。 


АДЕ | 


プロ グラ ム は すべ で て BASIC で 書か れ て い 
ます の で , BASIC か ら そ の と お り に 打ち 込 


10 INIT:WIDTH 80:SCREEN:DEFINT A-Z:CLEAR &HEFFF:BF-&HF000 


40 LOCATE 0,2:PRINT "HIT SPACE KEY" 
50 A$-INKEY$: IF A$-" " ELSE 50 

60 RCz16:"READ":F$z-MEMS(BF*1,16) 

78 IF LEFT$ (F$, 13)="BASIC CZ8FB01" ELSE LOCATE 0,4:PRINT "л, Disk = ハ 'BASIC' か 


アリ マセ ヤン 。" 


: BEEP:END 


80 VRE=VAL(RIGHT$(F$,2) )/19:ON VR RESTORE "V10","V20" 


90, 


100 RC=&H20:"READ" 
110 READ М$:МЕМ$(ВЕ+1,2)=НЕХСНЕ$(М$): MEM$(BF+&H34, 2)=HEXCHR$("C@ 0A") 


129 "КЕТТЕ" 
130 


140 ' PCG ROUTINE & KANJI READ SUB 
1 


| 150 


|J... 160 RC-&H2A: "READ" 
| 170 MEM$(BF+&HAB, 5)-HEXCHR$("D5 D9 C5 D5 E5") 
. 180 MEM$(BF*&HBO,16)-HEXCHR$("CD DD QA D9 04 ED АЗ 0С 0С 15 C2 B4 QA 18 14 00" 


£ LT, 先ほど 打ち 込ん だ プロ グラ ム を 実 
行 し て くだ きい 。 あ と は 指示 に 従っ て BAS 
IC を 書き 換え る だ け で す 。“Complete” と 
О ПУНИ be coe. 書き 換え た 機 

能 が ちゃ ん と 動く こと を 確認 する まで は 大 
ディ スク は 入れ な いよ うに 注意 し て 〈 
だ さい 。 

な お , 当然 の こと な が ら こ の 書き 換え は 
Xlturbo/ZC O^ HC, X10 Alf 
わな いて CI SU. 

Profile 
O 豊田 さん は 新潟 県 に お 住ま い の 2| 歳 , 大 学 4 年 


生 で す 。 マ イコ ン 歴 は 約 5 Ж, 現在 は XIturbo 
Z の ユー ザー で す 。 


30 CLS:LOCATE 0,0:РЕТМТ "'BASIC CZ-8FB01' ノ ハイ ッ タ Disk 9 prive 1 2 +4F222° 44. · 


< ) 
. 190 MEM$(BF+&HC0,16)=HEXCHR$("C5 D5 рө C5 D5 E5 CD DD QA D9 ED A2 04 0С 0C 15") 
200 MEM$(BF+&HDO , 16 ) =HEXCHR$("C2 CA ФА FB D9 El D1 C1 рө D1 C1 C9 QQ D9 E5 01") 
210 MEM$(BF*&HEO,16)-HEXCHR$("DO 1F ЗЕ 20 ED 79 01 FF ЗЕ AF ED 79 06 37 ED 51"). 
220 MEMS(BF*&HFO, 16)-HEXCHR$("7B FE 14 26 00 28 02 26 20 06 27 ED 61 43 ӨЕ 00") 
230 "WRITE":RC-RC41:"READ" 


SHORT ACCESS 137 


[n 


(| 


240 MEM$ (BF ‚16)=НЕХСНЕ$(”16 08 El D9 ЕЗ C9 00 01 00 14 16 10 ED A2 04 0C") 
250 MEMS(BF*&H10,16)-HEXCHR$("15 20 F9 C9 00 00 00 00 00 00 00 00 00 CD 1B 00") 
260 MEMS$(BF*&H20, 6)-HEXCHR$("C5 06 1р ED 41 C9") 


270 "WRITE" 

280 ° 

290 ' KANJI READ ROUTINE 

300 ' : 

310 READ R$,A$:RC-VAL("&H"*R$) : "READ": OFZBF*VAL("&H'"*A$) 

320 MEM$(OF ,16)z:HEXCHR$("C6 20 5F 7D C6 20 57 25 01 09 00 11 14 OB 21 18") 


330 MEM$(OF+&H10,16 ) =НЕХСНЕ$( "00 ED BO 01 09 00 11 18 00 21 1D OB ED BO D1 01") 
340 MEMS(OF*&H20,16)-HEXCHR$("B6 2F DF 30 03 11 00 80 01 DO 1F ЗА ЕЗ ФА C6 40") 
. 350 MEM$(OF*&H30,16)-HEXCHR$("ED 79 01 FF 37 ED 59 06 27 AF ED 79 06 ЗЕ ТА E6") 

360 MEM$(OF+&H40, 16 ) -HEXCHRS("9F ED 79 01 09 00 11 18 00 21 14 OB ED BO El CD") 

370 MEM$(OF*&H50,12) -HEXCHR$("07 OB 01 FF ЗЕ СВ F7 ED 79 ср 07 OB") 


380 "WRITE" 

390 ' 

400 ' START UP ROUTINE (CRTC DATA). 
410 ' 


420 READ R$,A$:RCz:VAL("&H" *R$) : "READ" : OFZBF*VAL( "kH" *A$) 

430 READ М1$,М2$ 3 : | 

440 MEM$ (OF ,16)=HEXCHR$("31 00 00 01 FO 1F ED 78 Еб 01 20 10 21"+М1$+"11") 
450 MEM$(OF+&H10,16 ) =HEXCHR$( "DD 00 01 14 00 ED BQ 3E 23 32 ЕЗ QA 21"*M2$*"11") 
460 MEM$(OF+&H20, 16 ) =HEXCHR$(" の 1 00 01 02 00 ED BO C3 FA 00 35 28 2D 84 1B 00") 
470 MEM$(OF+&H30,14 ) =HEXCHR$("19 1A 00 OF 00 QQ 00 00 00 QQ 6B 50 59 88") 


480 "WRITE" 
490 ' | 

500 IF VR=1 THEN 630 

510 ' : 
520 ' NEW BASIC PCG PATCH 
530 ' 


540 RC-&H9C: "READ" 

550 MEMS(BF*&H1A, 6) =НЕХСНЕ$("1Е 15 CD 33 00 1C") 3 
_ 560 MEM$ (BF+&H20,16)=HEXCHR$("CD 33 00 1C CD 33 00 C9 00 00 00 оо 00 00 00 00") 
570 MEMS$(BF*&H30,16)-HEXCHR$("00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 1E 15 CD 2B") 

580 MEM$(BF+&H40, 16 ) =НЕХСНЕ$( "00 1C CD 2B 00 1С CD 2B 00 сэ 00 00 00 00 00 00") 

590 MEMS(BF*&H50,16)-HEXCHR$("00 00 00 00 00 00 00 QQ 00 00 оо 00 00 QQ оо од") 

600 MEM$(BF+&H60, 9)-HEXCHRS("00 00 00 00 00 00 00 00 00") 

610 WRITE" 

620 

630 LOCATE 0,4: PRINT "Completed !":CLEAR &HFEFF:END 

640 

650 LABEL "V10" 

660 DATA 80 A7,A6,94,C7,80,AA A7,A8 AT 

670 Ç 

680 LABEL "V20" 

690 DATA 00 BF,91,0D,DF,00,2A BF,28 BF 

700 ' 

110 LABEL "READ" 

120 | DEVI$ "1: ",RC,D1$,D2$ 

730 . MEM$(BF,128)-D1$:MEM$(BF*128, 128) zD2$ 

740 RE TURN 

750 

760 LABEL "WRITE" 

110 D1$=MEM$(BF,128) :D2$-MEM$(BF*128,128) 

780 DEVO$ "1:",RC,D1$,D2$ 

790 RETURN 


< 広告 の ひ 半 ペー ジ 》 や っ ぱり ウソ くさ いけ ど ご 本当 に 売っ て ます 。 
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る gtot( ), 画 面 の ハー ドコ ピー を 取る hcopy( ) 


縦横 比 1 メ 1 で 65 eB ライ バ 用 の ファ イル に な っ て し まう 
新 企画 : БЕВ О С) Бе Ў 『C 調 言語 講座 PRO- -68K ファ イル ・ . ュ コン バー ト ・ パ ッ ケ ー ジ FMUSIC.FNC p 
あり が ちな 企画 だ けど 『 軍 人 将棋 j』, ! チ ンチ ロリ ン PRO-68K』 о キー ボー ド が キー ボー ド に な る 。 こ れ で , あな た も 演奏 家 。 パ ン パ ン フ パン ! 
"n с по а = ロア 『 8 重 和 音 サ ポー ト ! kb_play( ) 
ッ \ ブ リッ ク ・ ド メイ ン ・ デ ー タ 計画 具体 的 発動 "PDD 7 スス メ 』 О 


天下 無敵 の カラ ー ス キャ ナ : CZ-8NS1 の た め の ド ライ バ 関 数 
@ 日 付け , ファ イル サイ ズ , 属性 な ん か を ウハウハ し て し まう 
ファ イル 情報 を 取り 出す fattr( ) 


PDS 
e ファ イル 複写 削除 ツー ル ASKCOPY.XEASKDEL.X 


а= => Ж. PDA ー ン ・ ダ イア ラー・ デ バイ ス TELDRV.SYS T 
ө 電話 番号 を ビ ボ パ す る トー ン ・ ダ イア ラー・ デ バイ КРЕ 


eTERM.X 

e "B[3 JJ ; | 

出る ぞ 」 

э : 2 1 J 現金 書留 で 
Ф (創刊 号 に さか の ぼっ て お 申し 込み の 場合 は , その 点 を 御 明記 くだ さい ) 


171 東京 都 豊島 区 要 町 1 一 は ー ビ * = те VOV e gugurmnmoeeunsgsrka 5-352847 満開 製作 所 」 で お 願い いた し ます 
TEL (03)554—9282а (いた ずら 電話 は し な いで ね ) (振替 を 御 利用 の 場合 は 発送 まで に 10 日 以上 か か り ます ) 


m 
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@SLANG 入 門 後 編 

今回 は SLANG の 配列 , 間接 変数 な ど を 取 
り 扱 いま す 。 ポ イン タ の 考え 方 な ど ,BASIC 
し か 扱っ た こと の な い 方 に は わか り に くい 
部 分 も ある か も し れ ま せん 。 し か し , こう 


いっ た 概念 
ログ ラム 言語 を 扱う う 
lods 

その ほか , SLANG の 基本 的 な 部 分 は C 言 
語 と 似 た よう な も の で す の で , 今月 の 特集 
記事 を 参考 に し て みて くだ さい 。 
@ ウ ィ ン ド ウパ バ パッケージ 

マル チ ウ ィ ン ド ウ は WALRUS で も 使わ れ て 
いま し た が , 今回 は 汎用 に 作ら れ た パッ ケ 
ー ジ で す 。 が , 完全 な マル チ ウ ィ ン ド ウ 処 
理 と いう わけ で は な く 。 いわ ば ポッ プア 
プ ウ ィ ン ド ウ と いっ た 感じ の も の で す 。 
定 キー を 指定 し て や れ ば キー 入力 時 に アル 
ゴ 機能 モドキ を 作る こと も 簡単 で し ょ う 。 
MZ-2500 の よう に メモ リ に 余裕 は あり ませ 


主機 種 共 通 シ ステ ム 掲 載 記事 


画 85 年 6 月 号 

序論 共通 化 の 試み 

第 | 部 S-OS'MACE" 

第 2 部 Lisp-85 イ ンタ プリ タ 

第 3 部 チェ ッ ク サ ム プ ログ ラム 
ЕТ HS 

第 4 部 マシ ン 語 プロ グラ ム 開 発 入門 
第 5 部 エディ タ ア セン ブラ ZEDA 
第 6 部 デバ ッ グ ツー ル ZAID 

一 85 年 8 月 号 

第 7 部 ゲー ム 開 発 パ ッ ケ ー ジ BEMS 
第 8 部 ソー スジ ェ ネ レー タ ZING 
一 85 年 9 月 号 

イン タラ プ ト  S-0S 番 外地 

第 9 部 マシ ン 語 入力 ツー ル MAOINTO-S 
第 10 部 Lisp-85 入 門 (」) 

Шз5 10 月 号 

第 | 部 仮想 マレ ン CAP- X85 

連載 Lisp-85 入 門 (2) 

圏 85 年 | 月 号 

連載 Lisp- 85 A.P3(3) 
園 85 年 12 月 号 

#1286 Prolog-85 発 表 

BsF | 月 号 

第 13 部 リロ ケー タブ ル の お 話 
第 4 部 FM 音源 サウ ンド エディ タ 
mss? В = 

#1586 S-0S "SWORD" 

第 I6 部 Prolog-85 入 門 (|) 

83567 3 月 号 

第 7 部 magiFORTH 発 表 

連載 Prolog - 85 入 門 (2) 

| ЕЖ 4 月 号 

第 18 部 思考 ゲー ム JEWEL 

第 19 部 LIFE САМЕ 

連載 基礎 か ら の magiFORTH 
連載 Prolog -85 入 門 (3) 

Ws: 5 В = 

第 20 部 スク リー ン エ ディ タ E-MATE 
連載 実戦 演習 magiFORTH 

一 86 年 6 В = 

#2185 Z80TRACER 

#2286 magiFORTH TRACER 

第 23 部 ディ スク ダン プ & エ ディ タ 
第 24 部 “SWORD” 2000 QD 

連載 対話 で 学ぶ magiFORTH 


え で も 参考 に な る で 


会 得する こと は , あら ゆる プ 


連載 構造 化 言 語 GLANO 入 門 ( ど ) 
第 5/ 部 マル チ ウ ィ ン ド ウド ライ バ MW- 1 


ん か ら , ブロ グラ ム を 常駐 させ る こと は 難 
し そう で す が , MEMAX を 書き 換え て メモ リ 
を 確保 し て お き メ ニュ ー に 応じ て デバ イス 
か ら 読 み 込む と いう の が 妥当 な と ころ で し 
ょ うか 。 こ の ほか に も この パッ ケー ジ を 使 
用 し た アプ リケーション が いろ いろ と 考え 
られ る で し じょう sg。 トド ラン ジェン ドコ コマンド 
の よう な 扱い も 面白 いか も し れ ま せん 。 
メモ リ の 関係 上 , 仮想 画面 上 の 情報 保護 
と いっ た こと は 現実 的 で は あり ませ ん か ら , 
こう いっ た 感じ の も の に な る の は や む を え 
な が 人 V で し よう 。 な か な か し っ か り 作 5 れ て 
いま す が , まだ 未開 拓 の 分 野 で す の で 改良 
すべ き 点 も ある か も し れ ま せん 。 皆 さん の 
意見 を お 待ち し ます 。 


特別 付録 PC-880I 版 S-0S SWORD" 
ЕТ HE 

第 25 部 FM 音源 ミュ ー ジ ッ ク シ ステ ム 
付録 FM 音源 ボー ド の 製作 

連載 計算 力 ア ッ プ の magiFORTH 
特別 付録 SMC-777 版 S-0S"SWORD" 
一 86 年 8 В = 

第 26 部 対局 五目 並べ 

第 27 部 MZ-2500 版 S -OS"SWORD" 
mss 9 月 号 

第 28 部 FuzzyBASIO 発 表 

連載 明日 に 向かっ て magiFORTH 
圏 86 年 10 月 号 

第 29 部 ちょ っ と 便利 な 拡張 プロ グラ ム 
第 30 部 ディ スク モニ タ DREAM 

第 3| 部 FuzzyBASIC 料 理 法 く <|> 

| LCESEBIE-: 

第 32 部 パズル ゲー ム HOTTAN 

#3388 MAZE in MAZE 

連載 FuzzyBASIC 料 理 法 <2> 
圏 86 年 12 月 号 

#3486 CASL & COMET 

連載 FuzzyBASIC 料 理 法 く 3> 

ТЕ | 月 号 

第 35 部 マシ ン 語 入力 ツー ル MACINTO-C 
連載 "FuzzyBASIC 料 理 法 く 4> 

圏 87 年 2 月 号 

第 36 部 アド ベン チャ ー ゲ ー ム MARMALADE 
第 37 部 テキ ア べ 作成 ツー ル CONTEX 
圏 87 年 3 月 号 

第 38 部 魔法 使い は アニ メ が お 好き 
#3986 アニ メー ショ ン ツ ー ル MAGE 
付録 "SWORD" 再 掲載 と MAGIC の 標準 化 
Шта 月 号 

#4086 INVADER GAME 

#4186 TANGERINE 

園 87 年 5 月 号 

#4286 S-0S"SWORD" 変 身 セ ッ ト 

第 43 部 MZ-700 用 “SWORD" を QD 対応 に 
EF 6 RZ 

イン タラ プ ト コン バイ ラ 物 語 

第 44 部 FuzzyyBASIC コ ン バ パイ ラ 

第 45 部 エディ タ ア セン ブラ ZEDA-3 
E847 НЕ 

#4686 STORY MASTER 


る @ な ぜ か 突然 アル ギー ス 


さて , 今月 の ゲー ムレ ビュ ー で も 取り あ 


げ ら れ て いる 「 ア ルギー ス の 翼 」 で す が , 

エン ディ ング に Oh!MZ の 文字 が ある の を 不 
思 議 に 思っ た 方 が いる か も し れ ま せん ( ま 
だ 解き 終わ っ て な いか も し れ ま せん が ) 。 

この ゲー ム の 移植 は な ん と 5-05 "SWORD" 
上 で ZEDA と E-MATE を 使っ て 行わ れ て いま 
す 。CP/M よ り も 使い や すか っ た と いう の が 
理由 の よう で す が , な ん と も 驚き で すね 。 
ボー ド 上 の CTC を 判別 し て CTC 搭 載 ボ ー ド が 
あれ ば ノー マル X | で も 動作 し た り , 背景 
が PCG 化 され 88 版 より も チラ ツキ の な い 画 
Ше C VAS U と, 
ぶれ て いる よう で ず 。 まず は ひと 安 ) 


な か な か よい 移植 が 
かな 。 


画 87 年 8 月 号 

第 47 部 パズル ゲー ム 鞭 石 拾い 

第 48 部 漢字 出力 パッ ケー ジ JACKWRITE 

特別 付録 FM-7/77 版 S-0S“SWORD" 

圏 87 年 9 月 号 | 

第 49 部 リロ ケー タブ ル 逆 アセ ンプ ブラ Inside-R 

特別 付録 PC-8001/880I 版 S-0S" SWORD" 

一 87 年 10 月 号 

第 50 部 tiny CORE WARS 

885188 FuzzyBASIC コ ン パ イラ の 拡張 

第 52 部 XIturbo 版 S-0S"SWORD" 

ЕЗ FB = 

序論 神話 の な か の マイ クロ コン ピュ ー 5 

付録  S-0S の 仲間 た ち 

第 53 部 も う ひ と つの FuzzyBASIC 入 門 

第 54 部 ファ イル アロ ケー タ & ロ ー ダ 

イン タラ プ ト S-0S こ ちら 集中 治療 室 

第 55 部 BACK GAMMON 

Шз7 128 = 

第 56 部 ター トル グラ フィ ッ ク バ パッ ケー ジ TURTLc 

第 57 部 XIturbo 版 "SWORD" ア フタ ー ケ ア 
ライ ンプ リン トル ー チ ン 

特別 付録 PASOPIA7 版 S-0S" SWORD" 

W84 | НЕ 

985888 Fuzzy BASIC a 7/4 5 · А 

付録 石上 版 コ ン パ イラ 拡張 部 の 修正 


園 88 年 2 В = 
第 59 部 シュ ー テ ィング ゲー ム ELFES 
B8: 3 月 号 
第 60 部 構造 型 コ ン バ イ ラ 言 語 SLANG 
較 88 年 4 НЕ 


第 6 部 デバ ッ ギ ング ツー ル TRADE 

第 62 部 シミ ュ レ ーション ウォ ー ゲ ー ム WALRUS 
W84 5 月 号 

第 63 部 シュ ー テ ィング ゲー ム ELFES II 

第 64 部 地底 最大 の 作戦 

圏 88 年 6 月 号 

第 65 部 構造 化 言語 SLANG 入 門 (」) 

第 66 部 Lisp-85 用 NAMPA シ ミュ レー ショ ン 


* 以 上 の アプ リケーション は , 基本 シス テム て あ 
る S-0S "MACE" また は S-0S"SWORD" が な いと 
動作 し ませ ん の で ご 注意 くだ さい 。 


THE SENTINEL 7.39 


構造 化 言 語 GLANG 人 入門 ( ど ) 


配列 と 間接 変数 を 使 


ХЕ 信昭 
= = Ohnuki Nobuaki 


は じ め に 


今回 は , 間接 変数 と 配列 の 扱い 方 に つい 
て 説明 し まし ょ よう 。 

前 回 説明 し まし だ た よう に , SLANG で は 
な に も か も 関数 と し て 記述 し ます 。 局所 的 
な 変数 や 配列 を 使え ば , 名 前 の 重複 を 気 に 
し な く て すみ ます し , ほか の 関数 に 影響 を 
与え を ず に 仕事 だ け を し て くれ る 関数 を 書く 
こと が で きま す 。 こ の よう な 関数 は 引数 に 
な に を 与え て や り , どん な 仕事 を し て くれ 
る か と いう 仕様 きも を わか っ て いれ ば , 関数 
の 中 身 に つい て 一 切 考 える 必要 が あり ませ 
ん 。 こ れ を 関数 の 「 プ ラッ クボ ックス 化 」 
と いい ます 。 関数 を 7「 プ ラッ クボ ックス 化 」 
する と 余計 な こと を 考え ず に すみ プロ グラ 
ミン グ の 人 負担 が 減り ます し , その 関数 は ラ 
イプ ブラ リ と し て ほか の プロ グラ ム に も を その 
まま 使え ます か ら , 便利 な こと この うえ あ 
り ま せん 。SLANG の プロ グラ ミン グ に 慣 
れ て きたら: 関数 の 「 プ ラッ クボ ックス 化 」 
を 心がけ て くだ きい 。 

& C, ある 関数 内 の 局所 的 な 変数 や 配列 


全 機 種 共 通ら -0OS"SWORD = 


は , ОН) 0 7 2 + Z+ $ ЬЭМ 
きま せん 。 と な る と 少し 困っ た こと が 出 ] 
きま す 。 だ たとえば, 引数 と し て 与え た 局 月 
的 な 配列 の 要素 を 参照 し た り 変 更 し た り 
る 関数 は 書け な いこ と に な っ て し まい ます 
SLANG で は , 文字 列 を 配列 と し て 扱い , 
BASIC の よう に 文字 列 を 操作 する 組み 込み 
関数 な ど あ り ま せん か ら , この よう な 関数 
が 書け な いと 事実 上 局所 的 な 配列 は 使え な 
v, 文字 列 も 扱え な いと いう こと に な り ま 
Fa 

を こ で 登場 する の が 間接 変数 で , これ を 
使え を ば この よう な 関数 も 簡単 に 書く こと が 
で きる の で す 。 間接 変数 は FuzzyBASIC の 
変数 の 扱い と ほぼ 同じ で , 変数 と し て も 配 
列 と し て も 扱え ます 。 たとえば, POINT を 
1 バイ ト 型 の 間接 変数 と し て 宣言 し , 

POINT =$D000 ; 

VARA = POINTI 0 |; 

VARB=POINT[ 1 |; 


の よう に する と , VARA, VARB に は それ 


ZN D000』。D001m の メモ リ の 内 容 が 代入 
され ます 。SLANG に は 専用 の 変数 や 配列 
が あり ます の で 


これ は いっ た いな に に 使 


BYTE ARY1[3]=( 
0,1,2,3 


2 

4 

5 

6 

7 

8 ), 

9 BYTE ARY2[2]-( 
10 4 (ж [0],[1],[2] 
11 |; 

12 
13 VAR 1; 

14 
15 BEGIN 

16 
17 
18 
19 
20 


PRINT("ARY1: "); 
PRINT(HEX4$(ARY1)) ; 


PRINT(/); 
// 
PRTARY(ARY1,3): 
21 ADDARY(ARY1,3,4): 
22 РЕТАКУ (АКУ 1,3); 
23 // 
24 PRINT("ARY2: ”); 
25 PRINT(HEX4$(ARY2)); 
26 PRINT(/); 
27 // i 
28 PRTARY(ARY2,2) ; 
29 ADDARY (ARY2,2,4) ; 


140 onx 19887. 


(ж (01, [1], [2], 13] *) 


х) 


30 PRTARY ( ARY2,2) ; 

31 END; 

32 // 

33 // 

34 PRTARY( BYTE ARY[], N ) 
35 VAR 1; 

36 

37 BEGIN 

38 FOR Iz0 TO N ( 

39 PRINT("(",I,"] : "у: 
40 PRINT(ARY[I]); 

41 PRINT(/); 

42 ) 

43 PRINT(/); 

44 END; 

45 // 

46 // 

47 ADDARY( BYTE ARY[], N, DATA ) 
48 VAR 1; 

49 

50 BEGIN 

51 FOR 1=0 TO N { 

52 ARY[I]-ARY[I]*DATA; 
53 ) 

54 END; 

55 // 

56 // END 

57 // 


列 と 間接 変数 


それ で は サン プル プロ グラ ム , リ スト 1 に 
沿っ て 間接 変数 と 配列 の 具体 的 な 使い 方 を 
説明 し て いき まし ょ う 。 リ スト 1 は 配列 の 
各 要 素 に 4 を 加え , 変更 前 と 変更 後 を 表示 
する プロ グラ ム で す 。 な お 入力 する 際 。 X 
カッ コ の | | が 使え な い 機 種 で は [ ] な ど 
で 代用 も て て で だ きい 。 

まず 初め に 1 バイ ト 型 の 配列 ARY1 と EA 
RY 2 を 宣言 し , 同時 に 配列 要素 の 初期 化 も 
行っ て いま す 。ARY 2 の 要素 は 3 個 あ り 
ます が , 初期 値 は 1 個 し か あり ませ ん 。 こ 

の 場合 , 残り の 2 個 は 0 に 初期 化 さ きれ ま す 。 

配列 名 は 配列 が 格納 され て いる アド レス 
を 値 と し て 持っ て いま す 。 も ちろ ん 変数 で 
は あり ませ ん か ら 6 代入 は で きま せん が , 2 
有 昭 す る こと は で きま す 。 17 行 の よう に 。 

PRINT (НЕХ 4$(ARY1) ) ; 
な ど と すれ ば , 配列 ARY 1 が 格 
納 さ れ て いる アド レス を 表示 す 
る と が て きる の て す 。 
PRTARY は 1 バイ ト 型 配列 を 
表示 する 関数 で す が , 引数 と し 
て 配列 の アド レス と 要素 の 数 を 
渡し て いま す 。SLANG で は 引 
数 と し て 16 ビ ッ ト の 値 し か 扱え 
ませ ん の で , 配列 を まる ご と 渡 
すこ と が で きま せん 。 で すか ら 
代わ り に 配列 が 格納 され て いる 
アド レス を 渡し て や る わけ で す 。 
アド レス さえ ぇ わか れ ば , 関数 側 
て アグ セス する こと が で さき ます 
が , PRTARY の 場合 要素 の 数 
も 必要 な の で 一 緒 に 渡し て いま 
p 
PRTARY の 関数 定義 を 見 て 
くだ さい 。 仮 引数 が , 


2 // 2 次 元 配列 .SL 
| // 3 


| MAIN() 
ARRAY 。 
WORD DATA[21[31={ 


3 
VAR I; ` 


BEGIN 
PRTARY2 (DATA, 2); 

// 

// 

PRTARY2(WORD ARY[][3],N) 
VAR I,J; 

21 BEGIN 

22 FOR I-0 TO N Í 

23 FOR J-0 TO 3 { 


3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 


24 PRINT("["”,1,"”]["”,J,"] + すす ` 


25 PRINT(ARY[I][J]) 
26 PRINT(/); 
) 


BYTE ARY[ ] 
と な っ て いま す が , これ が 実 引数 と し て 渡 
“され た 配列 の アド レス を 受け 取る 部 分 で . 
1 バイ ト 型 の 間接 変数 ARY に 配列 の アド 
レス が 代入 る きれ ま す 。 こ の ょ うに 仮 引数 に 
間接 変数 を 使え ば , 実 引数 と し て 渡さ きれ た 
配列 を 配列 の 形 で 直接 アク モス で きま す .。 
だ と えば 20 行 の よう に . 

PRTARY (ARY1, 3) ; 
と し て 関数 PRTARY を 呼び 出す と , 間接 
変数 ARY に は 配列 ARY 1 の アド レス が 代 
和信 され 40 行 の よう に 

PRINT (ARY[I]) ; 
な ど と すれ ば , ARY1 [I] の 内 容 を 表示 す 
る こと が て きる もち け で す 、 し か 6 ARYIII 
と いう の は ARY 1 [人 ] の ュ ユビ ピー で は な く 実 
ぷに ARY 1 [TI] を アク モス し て いま す の で . 
ARY[I] に 数 値 を 代入 すれ ば ARY 1 [I] O 
内 傘 も 変更 きれ ます 。 こ の こと を 利用 し た 
の が , 次 の ADDARY Lv 2 関数 で , 実 引 
数 と し て 渡る きれ た 配列 の 各 要 素 の 値 に 33 
目 の 引 数 と し て 与 ぇ られ た 値 を 加え て いま 
Ta 

間接 変数 を 宣言 する 場合 ( 仮 引数 局所 
HRHRO—RBECCT) 注意 し な けれ ば な ら な い 
の は , ふつ う の 変 数 の 場合 と 違っ て 変数 
の み を 書け ば よい の で は な く , 型 の 指定 
変数 名 の 後ろ に [ ] が 必要 だ と いう こ ょ で 
す (間接 変数 だ と コン パイ ラ に わか ら も せる 
だ めん 仮 引数 と し て 間接 変数 を 使用 する 場 
"Rak, 型 を 実 引数 の 配列 の 型 に 合わ せる 必 
変 が あり ます 。 実 引数 が 1 バイ ト 型 な о, fx 
引数 も 1 バイ ト 型 に し な けれ ば な り ま せん ム 。 

2 次 元 配列 も 考え 方 は ほぼ 同じ で す 。 リ 


%0, %1, X2, X3, // [0][0],[0][1],[0][2],[9][3] 
%8, %9,%10,%11 // [2][0],[2][1],[21[2],[2][3] 


スト 2 を 見 て て だ さい 。 リ スト 1 同様 最初 
に 配列 の 宣言 と 初期 化 を 行っ て いま す 。 
初期 化 の し か た は 1 次 元 配 列 と 同じ な の で 
す が , DATA と いう 配列 は 2 バイ ト 型 な の 
て 初期 値 の 前 に が つい て いま す 。 の を 取 
る と 1 バイ ト 型 の 値 し な っ て し まい ます の 
C, 2 バイ ト 型 の 配列 を 初期 化す る 場合 は 
気 を つけ て くだ さい (私 も し ょ っ ちゅ うぅ 名 
を つけ 忘れ る )。 
PRTARY2 は 2 次 元 配列 を 表示 す 4 関数 
で す が , 実 引数 と し て 2 次 元 配列 を 渡す 場 
合 は 仮 引数 も 2 次 元 の 間接 変数 を 使用 し ま 
3. 2 次 元 の 間接 変数 は , 

^ 間接 変数 名 [17] D] 
の 形 で 宣言 し ます が , 行 の 値 は 意味 を 持た 
LOOT, 4251950 E 5 に 行 を 省略 し. 

WORD ARY[ ] [ 3] 
の ょ うに 書き ます 。 い い 方 を 変え る と 「 列 
の 値 は 必ず 書か な く て は いけ な い 」 と いう 
Se Те この よう に すれ ば 25 行 の よ 5 に . 
実 引数 と し て 渡さ れ た 2 次 元 配列 を 2 次 元 
配列 の 形 で 直接 アク セス する こと が で きま 
Ta 

この 間接 変数 を 発展 きせ た も の が C 言 語 
の ポイ ンタ と いう 考 ぇ 方 な の で す が , SLA 
NG で は そこ ま て 徹底 し て いま せん 。 せ い 
ぜ い 「 ポ イン タ も どき 」 と いっ た と ころ で 
3. 間接 変数 は うま く 使 える ば プロ グラ ム が 
コン パク ト で わか りや すく な り ま す が , d 
いす ぎる と 作っ た 本 人 に さ ぇ 理解 で き な い . 
それ こそ を 神 の みぞ 知る と いっ た プロ グラ ム 
が て き あ が っ て し まい ます 。 今 回 の 例 の ょ 
2 な 使い 方 が 妥当 な と ころ で し ょ うぅ う .。 
$C, も うす で に SLANG で プロ グラ ム 


1 // 
2 // & F Z !!.SL 
3 // 
4 MAIN() 
5 VAR A,B; 
6 
7 ВЕСІМ 
8 IF А( ВЕЕР(); ) (* 正しい t) 
9 // IF AI BEEP(): ] (* 間違い *) 
10 // ТЕ A( BEEP(): ) (* 間違い *) 
1 1 
12 ТЕ А { ВЕЕР(); | (* 正しい f) 
13 IF А [ ВЕЕР(); ] (* 正しい Ж) 
14 IF А ( BEEP(): ) (ж 正しい ж) 
15 u 
16 AzB/* コメ ント #/+1; (* 正しい x) 
17 // А=В(* コメ ント #)+1: (* 間違い *) 
18 
19 A=B /X* コメ ント */*1; (я 正しい t) 
20 A=B (Ж コメ ント #)+1; (* 正しい *) 
; 21 END; 

22 // 
23 // END 

24 // 


を 組ん で いる 方 も 多い と 思い ま す が , IF 文 
な と て 間違っ て いな い は ず な の に Шера] 
name (名 前 の 誤 使 用 ) の エラ ー が 出 た こと 
は な いで し ょ うか 7 リス ト 3 を 見 て くだ 
さい 。 文 カ ッ コ に [を 使用 する 場合 は 問題 
な い の で す が , [ や (の 場合 直前 が 変数 
名 な ど で 間 に 空白 な どの 区 切り が な いと . 
コン パイ ラ は を その 変数 を 配列 や 関数 と 勘 違 
いし て し まい エラ ー に な っ て し まう の で す 。 
SLANG に は 配列 名 と [ , 関数 名 と (の 間 
に 空白 を 置い て は いけ な いと ょ いう 規則 が あ 
り ま す が , 逆 に いえ ば , 名 前 の 直後 に [ や 
( を 置け ば その 名 前 が た と え ぇ 変数 名 だ っ た 
と し て ああ コ ンク マガ ラフ は 配列 や 関数 と し て 扱 
ЕКОЕ а је 

この こと に は コン パイ ラ 制 作 中 に 気 が つ 
いて いた だ の で す が , 間接 変数 な ど と の 関係 
て 簡単 に 修正 で きず , また エラ ー も 出る の 
て あま り 実 害 は な い だ ろ うと 判断 し て , Z 
2 いう 仕様 の まま に し て ぉ きま し た 。 とこ 
ろ が 私 は 通常 。 文 カッ コ に | | を 使用 し ま 
すし , | の 前 に 空白 を 置く クモ が つい て い 
ます の で , その 仕様 自体 を いつ の 間 に か ヵ 記 
WC も tup も し た が ら て リラ ァ シ レシ ン メ っ ニ 
ュ テア ケアル か ら も 当然 の ご と く 抜 け て し まっ た 
の て し だ た 。 悩 まれ た 方 ゴメ ン ナ サイ 。 文 カ 
ッ コ に [| や (を 使用 する 場合 は 直前 に 空白 
€i C», 条件 式 を ( ) で くく っ て くだ きい .。 
同様 に こち ら の 場合 は あま りな い ょ 思い 
ます が , 変数 名 な どの 直後 に (* コ メン ト 
Ж) を 置く 場合 に も 直前 に 空白 が 必要 で す 。 
これ ら は ハッ キリ い えば バグ な の で す が . 
作っ た 本 人 が そう いう 仕様 ど と いい 切っ て 
し まえ ば , も は や バグ で は な い の だ 。 を pi 
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ЕИ ウー ム , な ん て 恐ろし い 世 界 
だ ろう 。SLANG の プロ グラ ム は 。 どう か 
五 月 ち ゃ ん や メイ ちゃ ん の よう に 伸び 伸び 
L, 空白 を 入れ て 見 通し よく 書い て くだ きる 
Uv が 見 て も わか り に < に よう な アゲ ョ グ 
ラム は ,。 コン パイ ラ に も わか が かり に て くい の で 
d 


SLANG の テク ニッ ク 


応用 編 と し て , 2 つば か り ち ょ っ と し た 
テク ニッ ク を 紹介 し まし ょ よう 。 マ シン 語 の 
知識 も 必要 で す の で , 初心 者 の 方 に は 難し 
いか も し れ ま せん 。 

リス ト 4 は 任意 個数 の 引数 を 持つ 関数 の 
書き 方 の 例 で す 。SLANG で は 引数 の 数 を 


/ 
// 任意 個数 の 引数 を 持つ 関数 
^ 任意 個数 引数 ・SL 
MACHINE SUB( ) : 


оболео S н 
~ 


МАТМ ( ) 

BEGIN 

10 PRINT("XnX*nSUB(1,2,3) ; *nXn") ; 
12 SUB(1,2,3); 


/ 
14 PRINT("XnX*nSUB(4,5,6,7,8) ; пп"); 


16 SUB(4,5,6,7,8); ' 
17 END; 

18 // 

19 // 

20 SUB() 

21 VAR N, WORD ARG[Í]; 
22 

23 VAR 1; 

24 

25 BEGIN 


26 VAR DUMMY; (х 動 的 局所 変数 *) 


チェ ッ ク し て いま す の で , 通常 の 方 法 で は 
言語 の printf O の よう な 引数 の 個数 が 決ま 
っ て いない 関数 を 書く こと が で きま せん 。 
を そこで MACHINE 宮 言 で 引数 の 数 を 省略 し 
だ マシン 語 関数 と し て 宣言 し ます 。 こ うす 
れ ば 引数 の 数 の チェ ッ ク は 行わ れ ま せん 。 
問題 は どう や っ て 引数 を アク セス する か 
で す が , 29 行 を 見 て くだ さい 。 こ の GETR 
EG と いう 関数 が ミソ で す 。GETREG は Z 
の 時 点 の レジ スタ の 値 を て A や ^HL な どの 
変数 に 代入 する 組み 込み 関数 で す 。 引 数 の 
数 を 省略 し て 宣言 し た マシ ン 語 関数 の 場合 
引数 を スタ ッ ク に 積ん で , 引数 の 数 は HL 
レジ スタ に 代入 きる れ ま すか ら , 変数 ^HL に 
は 引数 の 数 が 代入 る れる こと に な り ま す 。 
動 的 な 局所 変数 や 配列 を 使用 する 場合 は 


28 // 

29 GETREG( ) : 

30 ` Nz^HL; ` 

31 ARG=^SP+4+^HL*2: (х ある 場合 Ж) 
32 // ARG=^SP+2+^HL*2: (* な い 場 合 *) 
33 // 

34 // 引 数 の 数 

35 // 

36 PRINT(" ARG COUNT: ",N,"XnYn"); 
37 // 

38 IF N--0 RETURN; 

39 // 

40 // 引 数 の 値 

41 // 

42 FOR 121 ТО N ( 

43 | PRTNT ( 

44 " МО.",1, АВС: ”, 

45 ARG[-1], 

46 / 

47 j: 

48 } 

49 END; 

50 // 

51 // END 

52 // 


1 // 

2 // コマ ンド ライ ン か ら 有 引数 を 受け と る 
3 // 

4 // CMD.SL 

5 // 

6 // # CMD: 53-5 

7// 

8 CONST ABORTNO=3: (* 1 or 2 or 3 *) 

| 9 | | P 

10 #IF ABORTNO== 

11 

12 MACHINE ABORT(1); 

13. 

14 #ENDIF 

15 ` 

16 MAIN() . | 

17 VAR BYTE ARG[]: 

18 

19 VAR I; 
20 
21 BEGIN 

| 44 GETREG(); ARG= DE; 

23 


/ 
24 FOR(I-0; ARG[I]<>0; I++){ 
26 PRINT( CHR$( ARG[I] ) ): 


28 // | 。 

29 ТЕ 1==0 ABORT(14); 
// 

31 PRIENT(/): 

32 END; . 

38 77 ーー 


57/ ____ ________ 
36 Не кањон | 


142 отх 19887. 


38 АВОЕТ( 1 ) (* HL:ERRNO Х) 
39 BEGIN 

40 CODE( $7D): (* LD А, £) 
41 STOP(); 

42 END; 

43 

44 $ENDIF 

45 // 

46 // 

47 // 

48 #ТЕ ABORTNO--2 

49 

50 ABORT( ERRNO ) 

51 EGIN 

52 CODE( 

53 [ERRNO], (* HL:ERRNO *) 
54 $7D (* LD AL *) 
55 ); 

56  5ТОР(); 

57 END; 

58 

59 #ENDIF 

60 // 

61 // 

62 // 

63 #IF ABORTNO==3 

64 ` u 

65 ABORT( ERRNO ) 

66 BEGIN 

67 ^AzERRNO; CALL( &STOP() ); 
68 END; 

70 #ENDIF 

у; 

72 // END 


BuU 


x] スタ ッ ク の 様子 


引数 が 3 個 の 場合 HL=3 


関数 の 頭 で ITY レ ジス タ を 保存 する た め ス タ 
ッ ク に PUSH し ます か ら , スタ ッ ク の 様子 
は 図 ユ の よう に な っ て いま す 。 変数 SPE 
は スタ ッ ク ボ イン タ の 値 が 代入 きれ て いま 
すか ら , 31 行 の よう に , 

ARG=^SP 十 4 十 ^HL*2: 
と すれ ば , 間接 変数 ARG に は 図 1 の ① の ア 
ドレ ス が 代入 きれ ます 。 こ うす れ ば , n 番 
目 の 引 数 は , 

ARGI ^n] 
て フグ ドス する こと が で きま す 。 た だ た と る ん は 
2 番目 の 引数 の 値 を 表示 し た い の な ら , 

PRINT (ARG[ –2]) ; 
と すれ ば よい の で す 。 数値 に マイ ナス が つ 
l こと と , ARG を 必ず 2 バイ ト 型 の 間接 変 
数 と し て 宣言 する こと を 忘れ な いで くだ る 
ROS 

動 的 な 局所 変数 や 配列 を 使用 し な い 場 合 
は IY レ ジス タ の 退避 は 行わ れ ま せん か ら , 
32110 4 Э に, 

АКС = “*SP+2+ HL *2; 
と どなり ます 。 

変身 セッ ト 用 の トラ ンジ ェ ン トコ マン ド 
を SLANG で 書く こと が で きま す 。 リ スト 
5 は その 例 で ,。 コマ ンド ライ ン か ら 与 えら 
れ だ パラメータ を を その まま 表示 し ます 。 マ 
シン 語 プ ログ ラム を トラ ンジ ェ ン トコ マン 
ド と する に は ,。 コマ ンド ライ ン か が から フ パパ ラメ 
ー タ を 受け 取る こと と , エラ ー の 場合 A レ 
ジス タ に エラ ー 番 号 を モッ ト し , キャ リフ 
ラグ を 立て て 戻る こと の 2 つの 条件 を 満た 
きる なけれ ば な り ま せん 。 

コマ ンド ライ ン か ら パ ラメ ー タ を 受け 取 
る の は 非常 に 簡単 で す 。 ト ラン ジェ ント コ 
マン ド が 呼び 出さ れ だ とき,DE レ ジス タ は 
2 パラ メー タ の 先頭 の アド レス を 指し て いま 
Fo SLANG で は 実行 時 レジ スタ を まっ た 
くい じ ら ず に 関数 MAIN を 呼び 出し ます か 
5, MAIN の 先頭 で 22 行 の よう 2 に , 

GETREG(); АКС = DE ; 
と すれ ば , 1 バイ ト 型 の 間接 変数 ARG に 
マラ メー タ の アド レス が 代入 きれ ます 。 し 
た が っ て , ARG[0] が 1 ХҰН, АКС [1] 
が 2 文字 目 。 …… と な り ま す 。 値 が 0 な ら , 
コマ ンド ライ ン の 終わ り で す 。 


エフ ラー の と き , キャ リフ ラグ を 立て て 戻 
る の も 簡単 で , 単に STOP( ) で 終了 すれ ば 
ょ い の で す 。SLANG で は , STOP ) で 終 
了 し た 場合 の み キ ャ リフ ラグ が 立つ よう に 
な っ て いま す 。 

A レ ジス タ に エラ ー 番 号 を セ モット する 方 
dE, 何 通り か 考え られ ます 。 2278, 
A レ ジス タ に 値 を セッ ト し て STOP( ) で 終 
了 す る 関数 ABORT を 3 種類 ほど と 用意 し て 
み ま し た 。 好き な も の を 使っ て くだ さい 。 

1 番目 の ABORT は も っ と も 省 メ モリ タ 
イプ で す が , ブログ ラム の 最初 で MACHI 
NE 宣言 を し な く て は な り ま せん 。STOP( ) 
の よう に 引数 を 持た な い 関 数 の 呼び 出し は 
CALL 命令 どけ が 生成 され ます か ら , 直前 
で A レ ジス タ に 値 を 代入 し て や れ ば いい わ 
け で す 。 

2 番目 の ABORT は ほ ば 1 番目 の ABOR 
TT と & と 同じ で す が , こち ら 6 は MACHINE € 
言 の 必要 が あり ませ ん 。 

3 番目 の ABORT は も っ と も スマ ー ト な 
も ので, CALL 関数 を 使用 し て いま す 。CA 
LL 関 数 は レジ スタ に 値 を セッ ト し て マシ ン 
語 の ルー チン を 呼び 出す た め の 組み 込み 関 
数 で すか ら , 変数 AA に 値 を 代入 すれ ば A レ 
ジス タ に 値 が セッ ト す る こと に な り ま す 。 
わか り に くい と 思わ れる の は , 

& STOP( ) 

と いう と ころ で し ょ う 。 錠 は 演算 子 の ひと 
RE 

& 変数 名 
と すれ ば 変数 の 格納 され て いる アド レス を 
取り 出し ます が , SLANG で は 関数 名 や ララ 
ベル 名 に も 使用 する こと が で きま す 。 関数 
名 に 使用 する 場合 は 引数 を 持つ 持た な い に 
か か わら ず 

& 関 数 名 ( ) 

と いう 形 て 使用 し ます 。&STOP( ) は STO 


PU) と いう 関数 の アド レス を 指し ます か ら , 


CALL(&STOP( )) ; 
と すれ ば , STOP( 
も っ と も これ は , STOP が 引数 を 持た な い 


関数 だ か ら 可 能 な の で あっ て , 引数 を 持つ 
関数 の 場合 は この 方 法 は 使え ませ ん 。 
最後 に 。 ランタ イム ルー チン を 拡張 する 


方 法 を 説明 し まし ょ う 。 ラ ンタ イム ルー チ 
ン を 拡張 する の は マシ ン 語 の プログ ラム を 
組め る 方 で な いと 無理 で すし , その くら い 
の 力 が ある 方 な ら ば SLANG の ソー スリ ス 
ト を 見 れ ば , だ いだい の 見 当 が つく と 思い 
ます の で , 簡単 に 説明 し ます 。 

まず , 記号 定数 や 外部 の マシ ン 語 ルー チ 
У (ほか の パッ ケー ジ な ど ) を 関数 と し て 
登録 する 場合 で す 。 こ の 場合 は ラン タイ ム 


) を 呼び 出せ る わけ で す 。 


ルー チン を 追加 する 必要 が あり ませ ん の で 
非常 に 簡単 で す 。66EOm か ら 始ま る 組 込 征 
BL1 と いう テー ブル に 追加 すれ ば OK で す 。 
追加 する デー タ は 登録 ずみ の も の を 参考 に 
L C < だ obw 

次 は ラン タイ ムル ーー チン を 追加 する 場合 
この 場合 は 67AFnm か ら の 組 込 TBL2 

ー タ を 追加 し ます 。 マシ ン 語 ルー チン 
со A a 
終了 アド レス を 300An に 登録 し ます 。 リ ロ 

ケー ト の 際 に 書き 換え て ほし く な い デ ー タ 
や ワー クエ リア を 含む 場合 は 66Alm から 
D [DATA 8, DATA] に 最初 と 最後 の ア 
ドレ ス を 追加 登録 し て くだ さい 。 

る ら に マシ ン 語 ルー チン を 作る と き に 注 
意 し て ほし いこ と が あり ます 。 ラ ンタ イム 
ルー チン の リロ ケー タ は , ラン タイ ムル ー 
チン 内 の アド レス を 2 バイ ト の デー タ と し 

て 持つ 命令 の み 書 き 換 えま すか ら , 7 Ки 


ス を 1 バイ ト ず つ に 分 け て し まっ た 場合 は , 


書き 換え の 対象 に な り ま せん 。 ま た 未定 義 
命令 な ども サポ ー ト し て いま せん 。 

こう いみ っ た こと に 気 を けれ ば は BU 
SLANG を 拡張 で きま す 。 


最後 に 


SLANG を 駆け 足 で 説明 し て きま し た が , 
いか が で し た か 。 私 自身 ちあ まり ALGOL 系 

言語 に 慣れ て いま せん の で , 少々 わか り 
に 〈 く か っ だ か も し れ ま せん (大 き な 声 で は 
いえ な い が 。 私 は 一 度 も C や PASCAL を 
使っ た こと が な い )。 

SLANG は じ な ど を 指向 し て 作っ た 言語 
で す が , PRINT 関数 な と 意識 し て BASIC 
に 近づけ だ た 部 分 も ありま す 。 それ は と っ つ 
き に くさ る を 少し で も 減ら し て , な る べく 多 
l の 方 に 使っ て ほし か っ た か ら で す 。 を し 
て 整数 し か 使え な いな どの 欠点 は あり ます 
が , 実際 に 使っ て も ら え る だ け の コン パイ 
ラ に 仕上 げた つも り で す 。 ゲ ー ム や ユー テ 
ィ リ ティ を 作る の も よし ,。 C 言 語 の 入門 の 
つも り で も か まい ませ ん 。 使 われ て ナン ボ 
の コン パイ フラ, と どん どん 使っ て や っ て 〈 く だ 

い 。 個 人 的 に は , 思考 型 の が ゲーム な ど を 
SLANG で 組ん で くれ る と うれ し いな ーー。 
誰か , SLANG で オセ ロ を 作っ て くれ ませ 
fus 


ih 


セー ブ コ マン ド の 修正 


セー ー フ コマ ンド に バグ が あり まし た 。 リ スト 6 の よう に プロ グラ ム を 修正 し て くだ さい 。 


リス ト B セー ブル ー チ ン 


0000 1 
0000 2 
0000 3 
0000 4 
0000 3 ; 
0008 6 
0000 ‹ 
0000 8 
0000 9 
3148 10 
3148 11 
3148 12 
3148 13 
3148 14 
3148 15 
3148 16 
3148 17 
3148 18 
3148 ЗЕ 01 19 
314A CD АЗ IF 29 
314D 21 
3140 1А FE ЗА CO 22 
3151 13 23 
3152 CD B2 1F D8 24 
3156 22 70 1Е 25 
3159 22 6E ЈЕ 26 
315C 22 B8 31 27 
315F 28 
315F 1А FE ЗА CQ 29 
3163 13 30 
3164 CD B2 IF D8 31 
3168 32 
3168 ED 4B 70 1F 33 
316C ED 42 34 
316E 23 35 
316F 22 12 ЈЕ 36 
3172 37 
3172 1A FE 3A 20 15 38 
3177 13 39 
3178 CD B2 1F D8 40 
317C 22 6E IF 41 
317F 42 
317F 1A FE 3A 20 08 43 
3184 13 44 
3185 CD B2 IF D8 45 
3189 22 B8 3 46 
318C 41 
318C 48 
318C 49 


: SLANG SAVE.Asm 
: 15 filename: 先 頭 : 最 終 [: 実 行 [: 格 納 }] 


日 内 は 省略 可 
OFFSET $D000-$3148 
ORG $3148 
ЖНЕНЕХ EQU 51ЕВ2 
3 ЗЕТЕ EQU $1FA3 
#DTADR EQU 51Е70 
#SIZE EQU $1F72 
#EXADR EQU $1F6E 
OFDATA EQU 53188 
· LD А,1 
CALL #FILE 
; 先頭 x 
LD A,(DE) IF А<>":" RET 
INC DE 
ーー #HLHEX IF С БЕТ 
{(#DTADR ) , HL 
ー (ФЕХАРЕ) , HL 
: LD (OFDATA) ,HL 
; 最終 
LD A,(DE) IF А<>":" RET 
ま NC Ñ 
: CALL #HLHEX IF C RET 
; OR À : 
LD BC, (#DTADR) 
SBC HL,BC 
INC HL 
19 (08128), HL 
ЖН _ 
LD А, (DE) IF А<›":" ЈЕ LBL 
INC DE x 
CALL #HLHEX IF C RET 
LD  (#EXADR),HL bp 
II. _ | 
LD А, (08) IF AO ":" JRLBL |. 
ne M Í 
CALL #HLHEX IF C RET 
LD {OFDATA) , HL 
LBL 
; END 
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全 機種 共通 GB-0S"GWORD" 要 


マル チ ウ ィ ン ド ウゥ ドライバ MIW- 


森 


一 郎 
= Mori Kiichiro 


S-DG で ウィ ンド ウ を 


この デ ロ グ ラム は S-0S て 「 マ ル チ ソ イ 
ンド ウ モ ドキ 」 を 実現 する た め の も の で す 。 
マル チ ウ ィ インド ウ と いう と , すぐ で Macinto 
sh の 画面 や X68000 の ビジ ュ ア ル シ ェ ル の 
ょ うな も の を 思い 浮か でる 方 も 多い で し ょ 
5e し か し 。 ささ の パッ ケー ツジ て は その よう 
な が 完全 が マル チ ナツ ソ ツィ ォ ンド 必 は て きま せん 。 
も と も と , この パッ ケー ジ で は 以前 PASO 
PIA7 用 “SWORD” の モニ タ に 使わ れ て い 
た マル チ ウ ィ ン ド ウ 「 っ ぱい 」 環 境 を 提供 
する を だ た だめ の も の て で て す 。 完全 な マル チ ウ ィ ン 
БРЕС ЊЕ СУ ЕУ ОБ b U < T Ls 
た じゃ な に て も しさ よう すか が 。 


入力 と 使用 方 法 


各 機 種 の モニ タ ま た は MACINTO-C な 
どの マシ ン 語 入力 ツー ル か ら リ スト 1 を 打ち 
ААС КА SD. チミ マッ ンク ザム し RC し チュ 
ッ ク バ イト を 確認 の うえ , ディ スク や テー 
プ に セー ブ し て お きま す 。 を そし て 実行 前 に 
1 メモ リマ ッ プ 


SWORD 本 体 
п) еса 
(ТРА) 


0000н 


3000H 


B000u 
B800u 
#MEMAX 


(CC 6-05 SWRD ))))) 
$43 Clusters Free 

fsc BiMINDOMZ 

Bin BERINDOR2 

fsc ф=== (2-888 = 
Bin :8JAF88 

Bse : 


8988: 5571: 0888 


isc BISAMPLE2 : 
„РБ 4F08: 5106: 


:Bin BSANPLE2 : 
t „ОБЈАВЕ: AF45: 
ИГ. : 
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は 表 3 に 従っ て “SWORD” 内 部 を 
と で お きま す 。 リ スト 1 は 単なる ド 
で す の で , パラ メー タ を 与え を る こと な 
接 実行 する こと は 避け て くだ さい 。 使い 
を ょ よく 理解 し て お か な いと これ だ け て で て は 
に も で きま せん 。 | 

パッ ケー ジ の 使用 方 法 で す が , まず DE 
レジ スタ に ウィ ンド ウ の 各種 パラ メー タ を 
モッ ト し て B006』 を コー ル す る と ウィ ンド 
ウ が オー プン され ます 。 ウィンド ツウ 内 で は 
#BOOT, #МОМ, #WIDCH を 除く S-O 
S の すべ て の サブ ルー チン を 使用 する こと 
が で きま す 。 ウ ィ ン ド ウ は メモ リ の 許す 限 

b ゆく もら 開 いて も か まい ませ ん 。 

送 に B003 ロ コール す る と 新しい ウィ ン 
ドウ か ら 順 番 に 閉じ て いき ます 。 ま た だ , 1 
レジ スタ に XX 座標 , H レ ジス タ に Y 座 標 を 
入れ て B006dH も コー ル す る こと で その 座標 
を ウィ ンド ツウ の 右上 と する 位置 へ 現在 使用 
中 の ウィ ンド ツウ を 移動 する こと が で きま す 。 

メモ リ 不足 , 不正 パラ メー タ な ど で ツ ウイ 
ンド ウ が 正常 に オー グン で き な か っ た 場合 , 
キャ リフ ラグ を 立て て リタ ー ン し ます 。 ツ 
ィ ン ド ウ を 開い た まま リセ ッ ト し た 場合 な 


し ッ ケ ー ジ の 使い 方 を 
o AF004 2 2— v $ AY 
ィ ン ド ウ が ひと つ 開 か れ ま す 。 次 か ら は A 
F02a を コー ル す る た びに ウィ ンド ツウ の 表示 
位置 が 変わ っ て いき ます 。 ウィ ンド ワウ を 消 
し た いもち き は AF04 を コー て て だ さき さい; 


プログ ラム 解説 


リス ト 2 に パッ ケー ジ 本 体 の ソー スリ ス 
ト を 示し ます 。 ま ず 最 初 (ウィ ンド ツウ が ま 
っ だ た く 〈 く オープ ブン さ れ て いな い 状 態 ) に B000n 
を コー ル す る こと で S-OS の 表示 関係 の 17 
個 の ルー チン に パッ チ が あて られ ます (と 
ー と 一 ,。 こ こま で や っ て し まっ た ) 。 こ れ で 
5-05 の 表示 ルー チン は この ドラ イ バ に 乗 
る と られ だ か だ ちと な が なり 。 すべ で て の ワ ソ ォ ン 
ドウ を クロ ー ズ する まで ,。 ウィ ンド ツウ の 内 
部 で 表示 / 入 力 が 行わ れ ま す 。 

た だ し , 各 機 種 ご ほし に ワー クエ リア の ア 


0000 1 (ネネ ネネ ネネ ネネ ホネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ 
0000 2 WINDOW SAMPLE 
0000 3 PX EE XXXX*xxttxtkt 
0000 4 WNOPEN EQU  0B000H 
0000 5 WCLOSE EQU  0B003H 
0000 6 WNMOVE EQU 9B996H 
0000 1; 

AF00 8 ORG 9AF99H 
AF00 9; 

AF99 18 04 10 ЈЕ ОРЕМ 
AF02 18 09 11 ЈЕ MOVE 
AF94 18 23 12 ЈЕ CLOSE 
AF96 13 OPEN: 

AF96 11 2D AF 14 LD DE,DATA 
AF09 CD QQ BQ 15 CALL WNOPEN 
AF9C C9 16 RET 

AF0D 17 MOVE: u 
AFQD 2A 3B AF 18 LD HL,(ADR) 
AF19 5E 19 LD  E,(HL) 
AF11 23 20 INC HL 

AF12 56 21 LD  D,(HL) 
AF13 23 22 INC HL 

AF14 22 3B AF 23 LD (ADR),HL 
AF17 EB 24 EX DE,HL 
AF18 CD 06 BQ 25 CALL WNMOVE 
AF1B 21 3D AF 26 LD HL,COUNT 
AF1E 35 27 DEC (HL) 
AF1F CQ 28 RET NZ 

AF29 29 : 

AF20 36 04 30 LD (HL),4 
AF22 21 3E AF 31 LD HL,LDATA 
AF25 22 3B AF 32 LD (ADR),BHL 
AF28 C9 33 RET 

AF29 34 CLOSE: 


AF29 CD 03 BO 35 CALL WCLOSE 


AF2C C9 36 RET 
AF2D 31 ; 
AF2D 38 DATA: 


AF2D 20 43 5A 39 DEFM ' CZ-899C ' 
AF30 2D 38 30 
AF33 30 43 20 
AF36 00 40 DEFB 0 


AF37 05 05 14 41 DEFB 5,5,20,10 


АЕЗА ФА 

АЕЗВ 42 ; 

АЕЗВ ЗЕ АЕ 43 ADR: DEFW LDATA 
AF3D 04 :44 COUNT:  DEPB 4 
АЕЗЕ 14 0A 45 LDATA:  DEFB 20,10 
AF40 ФА 08 46 DEFB 10,8 
AFA2 18 00 47 DEFB 24,0 
AF44 05 05 48 "DEFB 5,5 


SUM: 2D 1F 94 59 AF A2 C2 9F 0918 


ドレ ス が 異 
この ルー チン は 一 律 に パッ チ を あて る こと 
は で きま せん の で “SWORD” 内 部 を 表 3 
の まな に 書き 換え て (だ きい 。 
この パッ ケー ジ は 本 当 の 意味 で の マル チ 
ウィ ンド ウ で は あり ませ ん 。 ウィン ドウ プ 
ログ ラム に 必須 と も いう べ でき 「 仮 想 画面 」 
を 採用 し て いな い の で す 。 これ は 画面 退 施 
用 に S-OS の 特殊 ワー クエ リア を 使用 し て 
いる だ め , 仮想 画面 を 採用 する と 特殊 ワー 
A 
piden ある と 思 あ た だ め て す 。 も た が 
操作 で きる の は いち ば ん 最近 開い た 
5 アク ティ ブウ イィ イン ドウ を 


切り 換え る と い っ た 高等 な 技 は 使え TU 


ウィ ンド ツウ 内 で は “SWORD” の コマ ン 
ド は も ちろ ん , 少々 手直し を 加え れ ば ( ウ 
ィ ン ド ツウ 内 に 収まる よう に ), いく つか の ア 


プリ ケー ショ ン も 走ら せる こと が で きま す 。 


た だ, この 場合 に は 特殊 ワー ク を 使用 する 
プア ルケ ーション ZEDAZ E) TRB 
082ga か ら の 2 バイ ト が この パッ ケー ジ が 使 
用 する 特殊 ワー ク の 先頭 アド レス と な っ て 
いま す の で 重複 し な いよ うに 書き 換え て く 


だ きい 。 RAM ディ スク な ど を 使用 する 場 
合 も 同様 で す 。 
な お 。. ツ ウィ ンド ツウ の 梓 の デザ イン が 気 に 


いら な い 方 は 以下 の キャ ラク タデ ー タ の 格 
綱 ア ドレ ス を 参考 に 書き 換え る と よい で し 
a m 


左右 上 隅 B198u 


な る #FPRNT だ け は 例外 で す 。 


RI ジャ ンプ テー ブル 一 覧 


В000н 
(WNOPEN) _ 


В003н 
(WCLOSE ) 


B006H 
(WNMOVE) 


ЖР ウィ ンド ウオ ー ブ ン 時 の パラメータ 


ウィ ンド ウゥ る 
0 

左端 X 座 標 (0SXIS79) 
上 端 Y 座 標 (0SYIS24) 


右端 X 座 標 (KISX2 ミ 79) 
下端 Y 座 標 (YISY2s24) 


EM B197u 
左右 枠 В1А0н 
左右 下 隅 В1АСн 
ТЖ В1АВн 
最後 に 


この パッ ケー ジ で は ポン ポン 画面 を 切り 
換え て いく マル チ ウ ィ ン ド ウ の 醍醐 味 は 味 
わ え ませ ん が , MZ-2500 の アル ゴ 機 能 の よ 

- に アプ リケーション の 実行 中 に ちょ っ と 
ほか の 処理 が し た いと いっ だ た だ とき に は 威力 
を 発揮 し ます 。 


アク ティ ブウ ィ ン ド ウ を 閉じ る 。 


L レ ジス タ に X 座 標 , H レ ジス 
タ に Y 座標 を セッ ト し て コー ル 
する と , その 位置 に アク ティ ブ 
ウィ ンド ウ が 移動 する 。 


X3 "SWORD" の 変更 点 
それ ぞ れ の アド レス か ら の 2 バイ ト を F 
Ан, IFn に 変更 し て くだ さい 。 


・X l/turbo 
IAC3u, |АСВн, !АО8н 
・MZ-80B/2000/2200/2500 
18494, 18511, 185En 
* MZ-80K/C/1200/700/1500 
195Ен, 19674, 1974н 
• PC-8801 (ROM) 
199Eu, |ЗАбн, 19B3i 
・SMC-777 
064Сн, 0654н, 0661н 
・MZ-2500 
ID8Du, 1095н, ІрА2н 
• PC-8001/8801 
1 766н, 176Ен, 177Вн 
• X I turbo | 
0685н, 068Du, 069Ан 
・PASOPIA7 
|ВОдн, IBI Iu, IBIEH 


S-OS 用 サイ ドキ ッ ク ソ フト な ん て の が 
揃う と な か な か 楽し て な り そ う で し ょ 2 う 。 
機種 に よっ て は 表示 が 重く な る の は し か た 
あり ませ ん が , できるだけ スク ロー ル な ど 
を る せな いよ うな 画面 設計 を 心がけ る な ど 
すれ ば , それ ほど の 間 題 は な いと 思わ れ ま 


す 。S-OS に も アル ゴキ ー の 代わ り が は ほし 
いと ころ で すね 。 
Profile 


や 森 さ ん は 大 阪 府 に お 住ま い の 22 歳 , 大 学 4 年 生 
で す 。 漢字 出力 パッ ケー ジ で も お 馴染 み で すね 。 
大 阪 工大 S-0S ユ ー ザ ー ズ グル ー プ の 一 員 で も 
あり ます 。 
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GRAM — — — — — HM MEM KW — HAS MM жш osa HMM Mm d We Uie oe a s. 


ーー 


0000 ] ;3Y112422333123393 3022035531 223580 0Atttt% B03B 
9000 2 ;* S-OS Multi-window system + ВОЗЕ 
деда 3 ;* (V1.1) 19,8/04/09 by K.MORI * B040 
9000 Д XXXXXXXEEXXXXXEXXEEEEEEESSEETEEK B949 
дода 53 B040 
0000 6 #PRNT EQU 1FF4H B040 
0000 1 #PRNTS EQU IFF1H B040 
0000 8 *LTNL EQU  1FEEH B043 
0000 9 #NL EQU 1FEBH B946 
9000 10 #MSG EQU 1FE8H B049 
0008 11 #MSX EQU 1FE5H B04C 
2000 12 #MPRNT EQU 1КЕ2Н BO4F 
0000 13 #ТАВ EQU ТЕРЕН B952 
0000 14 #GETL EQU  1FD3H в@55 
0000 15 #BRKEY EQU  IFCDH B058 
0000 16 £$BELL EQU  1FC4H BOSB 
0000 17 #PRTHX EQU  1FCIH ВОЂЕ 
0000 18 #PRTHL EQU  1FBEH в@61 
0000 19 #ASC EQU  1FBBH B064 
0009 20 #РОКЕ EQU  1F9AH peo? 
0000 21 #РЕЕК EQU  1F94H B06A 
0000 22 #MON EQU 1F8EH B96D 
9000 23 £CSR EQU 2018H B070 
0000 24 &SCRN EQU 2018Н B073 
0000 25 #LOC EQU 201EH お B@76 1 
0000 26 $FLGET EQU 2021H B079 
0090 27 #WIDCH EQU 2030H ветс 
0000 28 #воот EQU 2036H B07F 
0000 29 ; В@ТЕ 
0000 30 $WKSIZ EQU  1F68H BOTF 
90000 31 #ХУАРЕ EQU 1Е7ТВН BOTE 
0000 32 $WIDTH EQU 1Е5СН B080 
0000 33 #MXLIN EQU  1F5BH B@82 
09000 34 ; B084 
B900 35 ORG の 9B999H BORG 
ваде 36 ; B089 
вода 37 ; ENTRY ADDRESS B98C 
B000 38 ; BO8F 
お ひひ の 39 JENTRY: B092 
весео C3 DE BO 40 JP WNOPEN B095 
B003 СЗ 16 B2 41 JP WCLOSE B098 
BOOG C3 98 B2 42 JP ИММОУЕ BO9B 
B009 00 00 00 43 DEFS 12 ; RESERVED ВОЗЕ 
お 9 の 9C 00 00 00 B@A1 
BOOF 00 00 00 ` ВдА4 
ве12 00 00 00 BOA? 
B015 44 ; ВДАА 
B015 45 ; 5-08 АРЕ.ТАВЊЕ BOAD 
B015 46 ; BOBO 
B015 47 #TABLE: вовз 
B015 11 48 DEFB 17 ; KAZU " BOBO 
B916 F5 ЈЕ 49 DEFW #РЕМТ+1 BOB9 
B018 F2 ЈЕ 50 . DEFW #PRNTS+1 BQBC 
BOLA EF ЈЕ ` 51 DEFW #LTNL+1 BOBF 
BOIC ЕС IF 52 DEFW #NL+1 вос2 
BOLE E9 ЈЕ 53 DEFW #MSG+1 BOCS 
B020 Еб IF 54 DEFW #MSX+1 весв 
8022 ЕЗ 1F 55 DEFW #MPRNT+1 восв 
B024 Ед IF 56 DEFW #ТАВ+1 BOCE 
B026 D4 IF 57 DEFW #GETL+1 BODI 
B028 C2 IF 58 DEFW #PRTHX+1 B0D4 
B02A BF ЈЕ 59 DEFW £$PRTHL*1 BOD? 
B02C 19 20 60 DEFW #СбЕ+1 BOD? 
ВФ2Е 1С 20 61  DEFW #SCRN+1 ворд 
B030 1F 20 62 DEFW #LOC+1 BODA 
B032 31 20 63 DEFW #WIDCH+1 BODB 
B034 BF 1F 64 DEFW #MON+1 BODE 
8036 37 20 65 DEFW #BOOT+1 BODE 
Bo38 00 00 QQ 66 DEFS 8 ; RESERVED BODE 


146 отх 19887. 


жижа 99 .. $9 жижи 


ーー 


05 
> 
о 
© 
ts 
сл 
eo 
> 
c 
£o 
0 с 
E e. 
co 
a 
t9 
| 
од 
o 
pad 
e 


UM MA 1 1 а AMA GEM seme iese аво Sae sem PM sose жө, Чон PU» GM KM MA XA а rh d AME VW PH НӘ 


99 


B3 
B3 
B3 
B3 
B3 
B3 
B3 
B3 
B3 
B4 
B4 
B4 
B4 
B4 
B4 
B4 
B4 
00 
90 
09 
99 


ひひ 


; PATCH JUMP TABLE 


#PATCH 
XPRNT: JP  @PRNT 
XPRNTS: JP  @PRNTS 
XLTNL: JP етм. 
XNL: JP өм. 
XMSG JP  eMSG 
XMSX: JP  eMSX 
XMPRNT: JP  @MPRNT 
%ТАВ JP @ТАВ 
XGETL: JP  @GETL 
ФРЕТНХ: JP @РЕТНХ 
XPRTHL: JP  @PRTHL 
XCSR: JP @СЗЕ 
XSCRN: JP  @SCRN 
%LOC: JP  @LOC 
XWIDCH: JP @wIDCH 
XMON: JP емон 
XBOOT: JP  евоот 
DEFS 12 

; 
: WORK AREA 
+ 
WINFLG: DEFB 9 
PARPTR: DEFW WIB 
WKADR: DEFw 0 
WORDBF: DEFS 2 

5 STRBUF: DEFS 81 


y 

@WINXY: DEFS 2 
@WIDTH: ЕЕЗ 1 
@MXLIN: DEFS 1 
@LCFLG: DEFS 3 ` 


RESERVED 


number of windows 
top of parameter area 
top of work area 

etc. work 

line work 


wo» wow t 


(X1,Y1) of window 
width of window 
max line no. 

line connect flag 


ша ае заа 


; e 
QXXRXEXEEEXEXXERSAREEXESEAESMSS 
OPEN THE WINDOW 


ж 


* 


ハー ド の 進歩 に 伴っ て だ ん だ ん パソ コン の つく り が 複雑 に な っ て き て いる 。MZ-80 が 目 
分 の 手足 の よう に な っ て いた の に , いま で は 私 が XIturbo の 手足 で ある 。 これから 数 年 の 
t, パソ コン の ハー ド は 市 販 の マシ ン 語 ゲー ム の よう に な っ て し まう の だ ろう か 。 


矢 落 亮一 (I6) 香川 県 


105 БЕЖЕ B1B5 D5 238 PUSH DE 
106 ; | B1B6 : 
107 WNOPEN: B1B6 ТЕ eM ~ LD А, (HL) 
108 PUSH BC B1B? 23 241 INC HL 
109 PUSH DE B1B8 12 242 LD (DE),A 
118 PUSH HL B1B9 13 243 INC DE | 
111 PUSH IX BIBA 04 244 INC B ; В <== LEN. 
112 CALL РАТСН B1BB 87 245 OR A ‹ 
113 ; 9 - 
114 : SET WINDOW NAME e uM de EM ; - ое fele ee 
115 ; Ç 
; ーー BIBE Di 248 POP DE 
116 LD IX,(PARPTR) ; IX+0 = WNAME ー ン n ТЕ 14 249 LD  A,(IX*20) ; IX*20 = WIDTH 
DEC A 
117 : LD 8,15 B1C3 B8 2 
51 CP B ; WID : LEN 
118 SETLI: < 
119 LD  A,(DE) pe Nor ш 4 c 。 ; case W < L 
120 INC DE B1C6 47 254 ` LD  B,A | our 
121 OR А : 
< B1C7 85 255 DEC B i 
122 JR Z,SETL3 : : ` Iu ` 
123 _ LD (IX*0),A ーー dc T ји て inc ーー = | са. 
eM : つの н, BICC 2C 258 INC L 
cpu ssa dup 
127 LD А, (Е) B1D3 261 0814: 
128 1Nc DE B1D3 1А 262 ` LD A,(DE) 
is ЈЕ NZ, зит? pe e 40 BO 201 フー ィ 
132 SETL3: Bu — ie а one 
133 LD — (IX*0),0 B1DC 267 DSL5: ・ case W >= L 
* * $ yo 
134 INC IX で b - 2 ーー i 
125 DJNZ SETL3 BIDF CB ЗЕ 210 SRL A 
137 ; SET WINDOW POSITION Hed a 38 17: ーー っ 
138 ; U BIE4 DD 86 10 273 ADD А, (1Х+16) ; IX+16 = WINXY 
139 SETXY: Q BIE7 90 214 SUB B f 
140 LD IX, (PARPTR) BIE8 6F 275 LD L,A | Ь са X 
$ +$ 
из m ai BIE9 DD 66 11 276 | LD H,(IX+17) И ¿=s Y 
PM n 200 5 ж 
143 р. ーー B1F2 279 DSL6: 
B1F2 91 1D 00 280 LD BC,29 
145 LD (1Х+16),А ; TX+16 = WINXY : 
146 INC IX — ob 25 00 de iD ол. 
e ーー ニー рт Db LD (PARPTR),IX 
148 ; 
149 LD ІХ, (РАВРТЕ) ーー 284 А 
ie ; pirr 32 ТЕ ва 285 LD (WINFLG),A 
i ; SET WIDTH,MAXLIN B202 21 00 00 267 : LD HL, 9 
; ま 
153 CALL WIDLIN の で 57 "M з ~ へ 
154 ЈР C,OPERR B209 290 OPE: ЧЕ ^ 
155 LD  (IX*20),B ; TX+20 = WIDTH B209 DD El 291 Ç POP IX 
ーー LD (IX*21),C ; TX+21 = MXLIN B20B E! 292 POP HL 
; ー | өс Di 293 POP DE 
158 ; SCREEN ==> WORK 4 
PE Bu | | = 
160 LD B, (1Х+20) : IX*20 = WIDTH B20F : 
ч ーー 296 OPERR: 
B20F CD 33 B6 297 CALL PATCH 
162 INC B B212 AF 298 
n LD С,(1Х+21) ; IX+21 = MXLIN B213 37 299 ーー 7 
164 г с 5214 18 F3 399 JR ОРЕ 
166 LD . W ; == ме 
es で ーー ; ы: UMP. 1 302 PEXEREOEEREREEREEEEE EE мим ым 
168 LD (1х+28),Н B216 ーー し ペー パー ペー А 
169 CALL WKCHK ; DE <== next work ptr. B216 к, : ーー 
170 е 
"m. JP | C,OPERR ーー 、。。。、 ‚ 306 WCLOSE: 
172 LD (WKADR),DE ; store work ptr. B219 M 01 у чин хм о 
B21B 
173 ЕХ DE,HL ; DE <== work ptr. B21C T ee : . s 
174 LD  L,(IX*16) : D es X B21C C5. ` 311 ` PUS 
175 LD  H,(IX*17) ; H <== Y B21D D5 312 eed 
> CALL STSCRN B21E Е5 313 ーー к. 
ま 
si err mmmrm umm ш кеп 
179 ; í 
ーー LO и uy 825: pp 2A 89 316 LD  IX,(PARPTR) 
181 LD  A,(IX*16) ; TX+16 = WINXY 
182 LD  (HL),A ; HL = @WINXY 6216 po e di M e nM 
183 INC HL B22A ; ш cM 
184 LD  A,(IX*17) B22A 0: 
の 5 uw HA ne ; WORK ==> SCREEN 
186 INC HL : 
ーー un の 46 14 322 LD  B,(IX*20) ; IX+20 = WIDTH 
188 LD A, (IX+20) ; IX+20 = WIDTH B22E Q4 2 iun B 
189 LD (HL),A ; HL = eWIDTH B22F DD 4E 15 325 ! 
190 INC HL eulx LD C,(IX421) ; IX*21 = MXLIN 
191 LD . A, (IX*21) ; IX+21 = MXLIN B233 ӨС o He ne e 
192 LD (HL),A : HL = GMXLIN B234 DD 5E 1B 328 
m os ーー LD Е, (1Х+27) ; TX+27 = WKPTR 
194 PHA Db RO ON б плен) u 
Me To ; — vs | , (1X+16) ; IX+16 = WINXY 
196 LD (и), ped B240 CD 19 B8 332 CALL LDSCRN г. 
て ーー (IX*22),A ; TX+22 = LCBUF B243 M ; e NE 
HL : 
ーー B “< “n ー er n 334 LD  L,(IX«27) TX+27 = WKPTR 
200 LD HL,9 B249 22 82 B9 F ID (ANT 
201 — LD (1Х+23),А B24C DD 6E 19 ー D | 
ーー B oi в 33 LD  L,(IX425) : 1Х+25 = XYBUF 
203 LD  A,(HL) マー テー M て с Mlo 
204 LD (HL),@ B255 21 DB Ве. 34 ID s 
205 LD (IX+24),A B258 DD 7 で ペン の 
|. DD ТЕ 16 341 LD  A,(IX422) : TX+22 = LCBUF 
207 CALL %CSR Mee 2: 2 2 
208 LD  (IX*25),L ; IX+25 = XYB Be a 
а о ume BUF neen pp ТЕ 17 344 LD А,(1Х+23) 
210 ; B261 23 346 нс ора 
211; DISP. THE WINDOW 
212 | eun 7 x и + 
213 LD  B,(IX*20) ; IX+29 = W で IPEA 
1 fuc n ри nee рр 22 80 349 ` LD (PARPTR),IX 
ーー マー Сови ; TX+21 = MXLIN B26A 350 ; 
E , 
n INC C ュー 3 ТЕ ве з LD  A,(WINFLG) 
il. DEC A 
| 219 LD  L,(IX«16) : IX+16 = WINKXY B26E 32 ТЕ BO 353 LD (WINFLG),A 
220 x B rim) к! 28 1B m 1 JR  Z,CLE 
221 _ CALL XLOC ; CU 356 : 
im ーー : CURSOR L,H Ms ーー ; GET PARAMETER 
* А xx $ * 
223 LD  HL,'ec' B273 01 E3 FF 358 ' LD BC,-29 
К | CALL LINPRT B276 DD 09 3 у 
ーー Е ып 359 ADD IX,BC 
Mes | E. C ント ーー н 360 LD HL,@WINXY 
— pt — o E 1 361 LD  A,(IX*16) : TX+16 = WINXY 
228 CALL LINPRT B27F 23 $e: u с mt u — 
"У DEC С B280 DD 7E 11 364 | LD А, (1Х+17 
10 А,1 B283 77 то 
m с 0 сыт | 8 —— LD (HL),A x 
m ЈЕ NZ,DSL1 B285 DD 7E 367 ーー са «ин. 
и. синт u B289 23 . $69 Dc m o | 
235; ' _ | 89 23 ___ C HL x v 
| ne — 10 НЫ, (РАВРТЕ) : (PARPTR) = WN ramin m — LD A,(IX+21) |; IX+21 = MXLIN 
du 00 Mm) __ у (PARPTR) = WWANE B28D 77 | wn LD (HL),A { 
< B28E 372 CLE: 


> EREE CO53E:06 月 号 の 表紙 に は MZ-73| と し か 思え な い (多少 お か し な と 
ころ は あり ます が ) マシ ン の 絵 が 出 て いま す 。 や は り MZ-700 は 歴史 の 一 部 だ っ た ん で す 
13. 綾 塚 祐二 (I8) 東京 都 
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В28Е CD 33 86 373 CALL PATCH : B372 18 94 506 ЈЕ  @PRT6 


B291 DD Е1 374 POP IX | > B374 507 @PRT5: 
B293 El 375 POP HL : ; B374 FE 1E 508 CP 30 
B294 DI 316 POP DE : O B376 20 09 509 JR NZ,@PRT7? 
B295 C1 377 POP ВС B378 510 @PRT6: 
B296 В7 378 OR A o B378 25 511 DEC H 
B297 C9 379 RET B379 7C 512 LD  A,H 
B298 380 ; B37A FE FF 513 CP ӨРЕН 
B298 381 ;t2Y22tttt2ttttttttttttitttttttt B37C 20 12 514 JR NZ,GPRT8 
8298 382 :* MOVE WINDOW ( HL = YX ) を B37E 24 515 INC H 
B298 383 НЕКЕ АЕК АЕК ВЗТЕ 18 ДЕ 516 ЈЕ @PRT8 
B298 384 ; B381 517 @PRT7: 
B298 385 wNMOVE: B381 FE 1F 518 CP ìi 
B298 ЗА ТЕ BO 386 LD  A,.tWINFLG) 8383 20 ОЕ 519 JR NZ,@PRTE 
B29B FE 01 387 CP 1 В385 24 520 INC H 
B29D D8 388 ВЕТ С 8386 ЗА РА B9 521 LD  A,(@MNLIN) 
ВОЗЕ 389 ; B389 BC 522 CP H 
B29E CS 390 PUSH BC ВЗВА 20 04 523 JR NZ.@PRT8 
B29F DS 391 PUSH DE B38C 25 524 DEC Н 
B2A0 E5 392 PUSH HL B38D CD AF B5 525 CALL SCROLL 
B2A1 DD ES 393 PUSH IX : p390 ` 526 ePRT8: 
B2A3 394 ; — B390 CD ВЕ B4 521 CALL @LOC : HL ==> YX 
B2A3 DD 2А 80 395 LD IX, (PARPTR) B393 528 @PRTE: 
B2A6 BQ B393 El 529 POP HL 
B2A7 01 ЕЗ FF 396 LD  BC,-29 B394 Fl 530 POP AF 
B2AA DD 09 397 ADD IX,BC B395 C9 531 ВЕТ 
B2AC DD 5E 12 398 LD  E,(C(IX18) B396 532 ; 
B2AF DD 56 13 399 LD  D,(IX*19) B396 533 ePRNTS: 
B2B2 ED 53 84 400 LD (WORDBF),DE B396 F5 534 PUSH AF 
B2B5 BO ; B397 3E 20 535 LD А, ' 
B2B6 401 ; B399 CD 26 B3 536 CALL @PRNT 
B2B6 7D 402 LD А, B39C Fl 537 POP AF 
B2B7 DD 77 10 403 LD (IX+16),A ; 1Х+16 = WINNY B39D C9 538 RET 
B2BA DD 86 14 494 ADD A,(IX*20) ; IX*20 = WIDTH B39E 539 ; 
B2BD 3C 405 INC A B39E 540 @LTNL: 
B2BE DD 77 12 406 LD  (IX*18),A B39E F5 541 PUSH AF 
B2C1 7C 407 LD А,Н < B39F E5 542 PUSH HL 
B2C2 DD 77 11 408 LD (IX+17),A B3AQ CD 67 B4 543 CALL @CSR ; HL <== YX 
B2C5 DD 86 15 409 ADD А,(1Х+21) ・ IX+21 = MXLIN B3A3 24 544 INC H 
B2C8 3C 410 INC A : B3A4 ЗА DA ВӘ 545 LD A, (GMXLIN) 
B2C9 DD 77 13 411 LD (1Х+19),А ВЗАТ BC 546 CP H | 
B2CC 412 ; ' : ВЗАВ 20 04 541 JR NZ,@NLI ; not over bottom 
B2CC CD B2 B4 413 CALL WIDLIN ; BC <== WID,LIN ВЗАА CD AF B5 548 CALL SCROLL 
B2CF 38 3E 414 ЈЕ  C,MVERR : B3AD 25 549 DEC H 
B2D1 04 415 INC вз B3AE 550 @NL1: 
B2D2 04 416 INC B B3AE 2E QQ 551 LD 5,0 
B2D3 0С 417 INC С взвд CD ЗЕ B4 552 CALL @LOC ; HL ==> YX 
B2D4 9C 418 INC C B3B3 Fl 553 POP HL 
B2D5 2A82 BO 419 LD HL,(WKADR) B3B4 Fl 、. 554 POP AF 
B2D8 CD E4 ВА 420 CALL WKCHK B3B5 C9 555 ВЕТ 
B2DB 38 32 421 JR С,МУЕВЕ B3B6 556 ; 
вгрр 422 ; ; B3B6 551 €NL: 
B2DD EB 423 EX DE,HL ; DE <== (WKADR; B3B6 Е5 558 PUSH HL 
B2DE 2A D7 B9 424 LD HL,(@wINXY) B3B7 CD 67 B4 559 CALL @CSR 
B2E1 CD F5 ВА 425 CALL. STSCRN B3BA 2C 560 INC L 
B2E4 426 ; u B3BB 2D 561 DEC L 
B2E4 DD 5E 1B 427 LD  E,(IX421) 、 IX+27 = WKPTR U B3BC C4 9E B3 562 CALL NZ,@LTNL 
В2Е7 DD 56 1C 428 LD  D,(IX*28) B3BF El 563 POP HL 
B2EA CD 10 B5 429 CALL LDSCRN — B3C@ c9 564 RET 
B2ED 430 : B3C1 565 ; 
B2ED DD 6E 10 431 LD  L,(IX*16) B3CI 566 eMSG: 
B2F0 DD 66 11 432 LD  BH,(IX417) B3C1 F5 567 PUSH AF 
B2F3 CD F5 B4 433 CALL STSCRN B3C2 D5 568 PUSH DE 
B2F6 434 : B3C3 569 eMSGL: 
' B2F6 ED 5B 82 435 LD DE,(WKADR) B3C3 1А 570 LD  A,(DE) 
B2F9 BO ə< B3C4 13 571 INC DE 
B2FA CD 109 85 436 CALL LDSCRN B3C5 FE QD 572 CP 13 
B2FD EB 437 EX DE,HL B3C7 28 11 573 JR Z,@MSE 
В2ЕЕ CD 67 ВА 438 CALL @CSR B3C9 CD 26 B3 574 CALL @PRNT 
B301 ED 53 07 439 LD (@WINXY),DE ` B3CC 18 F5 575 JR  @MSGL 
B304 BO ВЗСЕ 576 ; 
B305 CD 8F ВА 449 CALL @LOC B3CE F5 571 eMSX: PUSH AF 
B308 B7  - 441 OR А B3CF D5 578 PUSH DE 
B309 442 MVE: B3pe 519 eMSXL: 
B399 DD E! 443 POP IX B3D9 14 580 LD А, (рЕ) 
B39B El 444 POP HL ` B3D1 13 581 INC DE 
B30C Dl 445 POP DE B3D2 B7 582 OR А 
B30D C1 446 POP ВС -B3D3 28 05 583 JR Z,@MSE 
B39E C9 447 ВЕТ B3D5 CD 26 ВЗ 584 CALL @РЕМТ 
B30F 448 MVERR: B3D8 18 F6 585 JR @MSXL 
B30F 2A 07 BO 449 LD НІ, (GeWINXY) B3DA 586 eMSE: 
B312 DD 75 10 450 LD  (IX*16),L > B3DA рі 587 POP DE 
8315 DD 74 11 451 LD (IX+17),H Ñ B3DB F1 588 POP AF 
8318 ED 5B 84 452 LD DE,(WORDBF) B3DC C9 589 КЕТ 
B31B ве : B3DD 590 ; 
B31C DD 73 12 453 LD  (IX*18),E B3DD 591 @MPRNT: 
B31F DD 72 13 454 LD  (IX*19),D B3DD E3 592 EX (SP),HL 
B322 AF 455 XOR A > B3DE 593 @MPRL: 
B323 37 456 SCF B3DE 7E 594 LD  A,(HL) 
B324 18 E3 457 JR MVE B3DF 23 595 INC HL 
8326 458 ; B3E0 ВТ 596 OR А 
B326 459 ;X*****5*5943553XEEEXESEEEEREEESESSSES B3E1 28 05 597 ЈЕ Z 、@MPRE 
B326 460 ;t* PATCH SUBROUTINES * | ВЗЕЗ CD 26 B3 598 CALL @PRNT 
8326 461 ;123233 3343354 4333 5554 3559950555 : |». B3E6 18 F6 599 JR eMPRL 
B326 462 ; : B3E8 600 @MPRE : 
B326 463 @PRNT : B3E8 ЕЗ 691 EX (SE),HL 
B326 F5 | 464 PUSH AF B3E9 C9 602 RET 
B327 E5 465 PUSH HL ` | ВЗЕА 683 ; 
B328 FE 20 466 cp _'' B3EA 604 @TAB: 
B32A 38 14 . 467 JR  C,ePRTI B3EA C5 605 PUSH BC 
B32C 468 : B3EB E5 606 PUSH HL 
B32C CD 49 вд 469 CALL XPRNT ; Acc print — B3EC CD 67 ВА 697 CALL @CSR 
B32F CD 67 B4 470 CALL ЕСЗЕ ; HL <== YX B3EF 78 608 LD  A,B 
B332 ЗА D9 BO 471 LD  A,(eWIDTH) B3FO 95 609 SUB L 
B335 BD 472 CP L B3F1 47 610 LD  B,A 
B336 20 5B 413 JR NZ,@PRTE B3F2 3E 20 611 ` LD  A,'' 
B338 CD 85 B5 474 CALL LNCNT B3F4 612 eTABL: 
B33B CD $E B3 475 CALL @LTNL B3F4 CD 26 B3 613 CALL @PRNT 
B33E 18 53 476 JR  ePRTE B3F7 10 FB 614 DJNZ @TABL 
B340 477 ePRTI: B3F9 El 615 POP HL 
B340 ЕЕ 0р 478 CP 13 B3FA C1 616 POP BC 
8342 20 05 479 JR NZ,@PRT2 ВЗЕВ C9 617 ВЕТ 
B344 CD 9E ВЗ 480 CALL eLTNL B3FC 618 ; 
B347 18 4A 481 ЈЕ @PRTE ВЗЕС 619 @GETL: 
B349 482 ePRT2: ВЗЕС D5 620 PUSH DE 
B349 FE 9C 483 CP 12 B3FD Е5 621 PUSH HL 
B34B 20 05 484 JR NZ,@PRT3 B3FE 622 @GETLL: 
B34D CD 47 B5 485 CALL CLS B3FE CD 21 28 623 CALL #FLGET 
3350 18 41 486 JR  @PRTE U B401 F5 624 PUSH AF 
B352 487 @PRT3: : B402 CD CD 1F 625 CALL #ВЕКЕҮ 
B352 CD 67 B4 488 CALL @CSR ; HL <== YX B405 28 ЗА 626 ЈЕ 7,ебЕТВ 
B355 FE 1C 489 СР 28 B407 Fi 627 POP AF 
B357 20 9A 490 JR NZ,@PRT4 B408 FE 0р ` 628 CP 13 
p359 2C 491 INC L B49A 28 05 629 JR Z,@GETL1 
B35A ЗА D9 ВӘ 492 LD A,(@WIDTH) в40С CD 26 B3 639 CALL @РЕМТ 
B35D BD 493 СР も ВАДЕ 18 ED 631 ЈЕ @GETLL 
B35E CC 9E ВЗ 494 CALL Z,@LTNL | B411 632 eGETLI: 
B361 18 2D 495 JR аРЕТВ š B411 CD 67 B4 633 CALL @CSR : HL <== YX 
p363 496 @PRT4: B414 634 eGETL2: 
B363 FE 1D ` 497 СР 29  — B414 AF 635 XOR A 
p365 20 0р 498 JR NZ,@PRT5 B415 BC 636 СР Н 
B367 2D 499 DEC も ` B416 28 07 637 JR 7,@ОЕТ4 
B368 7D 500 LD AL B418 25 638 DEC H у <== Y - 1 
8369 FE FF 501 CP QFFH B419 CD 8F 85 639 CALL ?LCNT : line connect? 
B36B 20 23 502 JR  NZ,€PRT8 ` | B41C 20 F6 640 JR NZ,@GETL2 
B36D ЗА D9 ве 503 LD  A,(«WIDTH) : 3 B41E 641 @GETL3: 
B370 3D 504 РЕС А — | B41E 24 642 INC H 
B371 6F 505 iD LA U Ñ B41F 643 @GETL4: 
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BAIF 2E 00 . 644 | LD 5,0 B4C9 | 182; : : 
B421 ` 645 @GETL5: B4C9 DD ТЕ 13 183 LD А,(1Х+19) 
B421 CD 7D B4 646 CALL @SCRN ; А <== (HL) > B4CC 21 58 1F 784 LD HL,#MXLIN : 97 
B424 12 647 LD (DE) ,A B4CF BE 785 ; СР (HL) 
В425 13 648 INC DE B4DO 30 OF ` 186 ЈЕ  NC,XYERR : line over? 
B426 20 649 JN L B4D2 DD 96 11. 787 SUB (IX+17) ; А <== 72 ~ YI 
8427 ЗА D9 во 650 LD A,(@WIDTH) x B4D5 38 ФА 188 _ ЈЕ С,ХҮЕВЕ лсе? 
 B42A BD 651 CP L : B4D7 28 08 789 JR  2,ХУЕКЕ : а ° 0 ° 
B42B 20 F4 652 JR NZ,@GETL5 : B4D9 3D 7906 p DEC А 
B42D CD 8F B5 653 CALL ?LCNT : = BADA 4F ° 1391 — LD С,А 
B430 20 EC 654 JR NZ,@GETL3 | ВАрВ FE 02 792 pp 2? 
B432 655 eGETL6: B4DD 38 02 ` >> ЈЕ  C,NXYERR АСИ 
B432 1B 656 РЕС ВЕ B4DF. z a: — : 
B433 1А 657 LD А,(ВЕ) | ВАрЕ El 1985 РОР HL 
B434 FE 20 658 СР rot BA4EO C9 1796 e RET ` 
8436 28 FA 659 JR Z,G GETL6 $ B4E 1 = 3 797 XYERR: 3 
B438 13 660 INC DE B4E1 37 s 798 : SCF 
8439 AF 661 XOR А B4E2 El t 199 POP HL 
B43A 12 652 LD (DE), A B4E3 C9 вод : RET 
B43B CD 9E B3 663 CALL @LTNL B4E4 2 801 ; 
ВАЗЕ El 664 POP HL : B4E4 _ BU.: CHECK WORK 
ВАЗЕ DI 665 POP DE B4E4 - a 803 ; HL = WORK ADR. 
B440 C9 666 RET BAE4 804 ; Breg. - WIDTH * 2 
B441 667 @GETB: B4E4 805 ; Creg. - MXLIN * 2 
B441 CD 9E B3 668 CALL @LTNL BAE4 806 ; DE <== NEXT ptr. 
B444 FI 669 POP AF B4E4 807 ; 
8445 El 670 POP HL B4E4 808 WKCHK: 
B446 DI 671 POP DE B4E4 E5 809 PUSH НЕ 
B447 3E IB 672 LD A, 1BH B4E5 59 810 LD Е,С 
8449 12 673 LD (DE),A B4E6 50 i 811 LD D,B \ 
B44A C9 674 КЕТ B4E7 CD 61 B6 812 CALL MULDE S DE <== D ЖЕ 
B44B 675 5 BAEA 19 | 813 ADD HL,DE 
B44B 676 @PRTHX: : お 4EB ED 5B 68 814 LD DE, (#WKSIZ) 
B44B F5 677 PUSH AF BAEE ЈЕ _ 
B44C 07 678 RLCAÀ B4EF EB - 815 ` ЕХ DE,HL 
B44D 07 679 RLCA B4F0 B7 816 OR А 
B44E 07 680 RLCA B4F1 ED 52 817 SBC HL,DE ; #WKSIZ ~ WKPTR 
B44F 07 681 RLCA B4F3 El : 818 POP HL 
B450 CD BB 1F 682 CALL #ASC : | B4F4 C9 819 КЕТ 
B453 CD 26 B3 683 CALL @РЕМТ B4F5 820 : 
B456 F1 684 POP AF BAF5 821 ; SCREEN ==> WORK 
B457 CD BB IF 685 CALL #А5С B4F5 Ў 822 ; ВС = (WIDTH+2,MXLIN+2) 
B45A CD 26 B3 686 CALL @PRNT B4F5 B23 ; DE - WORK ADR. 
B45D C9 687 RET B4F5 824 ; HL = (Yl,X1) 
B45E 688 ; BAF5 825 ; (BC,DE,HL) <== XXX 
B45E 689 @PRTHL: B4F5 826 ; 
B45E 7C 690 LD A,H B4F5 .827 STSCRN: 
ВАЗЕ CD 4B B4 691 CALL GPRTHX | B4F5 C5 : 828 PUSH BC 
B462 7D 692 LD A,L B4F6 рб 829 = PUSH DE 
B463 CD 4B B4 693 CALL @PRTHX B4F7 E5 830 : PUSH HL 
B466 C9 694 RET B4F8 831 STL1: 
B467 695 ; B4F8 Е5 832 PUSH HL 
B467 696 @CSR: B4F9 C5 833 PUSH BC 
B467 F5 697 PUSH AF B4FA : 834 STL2: 
B468 CD 61 BQ 698 CALL %CSR ; HE (ss VYA B4FA CD 64 BO 835 -CALL XSCRN 
B46B ЗА D7 BO 699 LD A, ( GWINXY) : B4FD EB 836 EX DE,HL 
ВАбЕ 3C 100 INC А BAFE CD 9A IF 837 CALL #РОКЕ 
В46Е 95 701 SUB L А = | B501 EB 838 EX DE,HL 
B470 2F 702 CPL B502 13 839 INC DE ` 
B471 3C 703 INC A ‚ L- A B503 2C 840 INC も 
B472 6F 704 LD L,A B504 10 F4 841 DJNZ STL2 
B473 ЗА D8 BO 105 LD A,(GWINXY*1) B506 C1 842 POP BC 
B476 3C 706 INC A B507 El 843 POP HL 
B477 94 701 SUB H ; А - Н B508 24 844 INC H 
B478 2F 708 CPL B509 0р 845 pEC C 
B479 3C 709 INC A ; H-A B50A 20 EC 846 JR NZ,STL1 
ВАТА 67 710 LD Н,А B50C 847 ; 
B47B Fi 711 POP AF 5 В50С Е1 848 5 POP HL 
B47C C9 T12 RET B50D DI 849 POP DE 
B47D | 143: B50E Cl 850 POP BC 
B47D 714 QSCRN: B50F C9 851 RET 
B47D Е5 715 PUSH HL B510 852 ; 
B47E ЗА D7 BO 716 LD A, (@WINXY) B510 853 ; WORK ==> SCREEN 
B481 3C 717 INC A B510 854 ; BC = (WIDTH+2,MXLIN+2) 
B482 85 718 ADD A,L B510 855 ; DE = WORK ADR. 
B483 6F 719 LD L,A B510 856 ; HL = (Y1,X1) 
B484 3A D8 BO 720 LD A, (@WINXY+1) B510 857 ; 
B487 3C 721 INC A B510 858 LDSCRN: 
· B488 84 722 ADD А,Н B510 C5 859 PUSH BC 
B489 67 723 LD H,A B511 D5 860 PUSH DE 
ВАВА CD 64 BO 724 CALL %SCRN ; А <== (HL) 8512 Е5 861 PUSH HL 
B48D El 725 POP HL B513 CD 61 ве 862 CALL %СЗЕ 
ВАВЕ C9 726 RET B516 22 84 ве 863 LD (WORDBF) , HL 
В48Е fets B519 EI _ 864 POP HL 
ВАВЕ 728 @LOC: ВОЈА E5 865 : PUSH HL 
ВАВЕ F5 729 PUSH AF B51B 866 LDL1: 
B490 E5 730 PUSH HL B51B E5 867 PUSH HL 
B491 #31: B51C CD 67 ве 868 CALL %LOC 
B491 ЗА 09 BO 132 LD A, (@WIDTH) B51F 21 86 BQ 869 LD HL,STRBUF ; top of line buf. 
B494 3D 733 DEC A i B522 C5 870 ; PUSH BC 
B495 BD 734 CP L ; X over? B523 871 LDL2: 
B496 38 16 735 JR C, @LOCE B523 EB 872 EX DE, HL 
B498 3A D7 ве 736 LD A, (@WINXY) ; XI : B524 CD 94 IF 813 CALL #РЕЕК 
B49B 3C 731 INC A : B527 EB 874 EX DE,HL 
B49C 85 138 ADD А,Ь B528 13 8175 INC DE 
B49D бЕ 739 LD L,A 8529 71 876 LD (HL),A 
ВАЗЕ 740 ; B52A 23 ` 877  . INC HL 
ВАЗЕ ЗА DA BO 741 LD A,(GMXLIN) B52B 10 F6 878 DJNZ LDL2 
В4А1 3р 142 DEC А B52D 36 00 879 LD (HL),0 
B4A2 BC 743 CP H ; Y over? B52F 21 86 ве 880 LD HL,STRBUF 
B4A3 38 09 144 ЈЕ C ,@LOCE š B532 EB 881 EX DE,HL 
B4A5 ЗА D8 ве 145 LD A,(GWINXY*1) ; YI B533 CD 4F ве 882 CALL XMSX 
.B4A8 3C 746 ІМС А 8536 ЕВ 883 ` ЕХ DE,HL 
B4A9 84 747 ADD А,Н B537 C1 |^ 884 5 POP ВС 
. B4AA 67 1748 LD  H,A B538 El 885 POP HL 
B4AB CD 67 BO 149 CALL XLOC B539 24 886 X INC H 
BAAE 750 @LOCE: B53A 0D 887 DEC C 
B4AE El 751 POP HL B53B 20 DE 888 JR NZ,LDLI 
ВАДЕ Fi 752 POP АЕ B53D : 889 ; | 
ваве C9 153 ВЕТ B53D 2А 84 ве 890 LD НЕ, ( WORDBF } 
B4B1 754 ; : B540 CD 67 вд 891 CALL ЖОС 
BABI 755 емтрсн: B543 El ` . 892 POP HL 
ВАВ! 156 емок: B544 Di 893 POP DE 
B4B1 757 @ВООТ: B545 CI 894 POP BC 
B4B! C9 158 RET B546 C9 895 RET 
759 ; B547 | 896 ; 
760 ネオ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネ ネネ ネ B547 897 ; CLEAR IN WINDOW 
T6061 ЈЕ SUBROUTINES * - B547 : B98 ; Acc <== XXX 
762 ・* キ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ホネ 林 林 林 ネネ キネ ネネ ネネ 8547 69 ; 
763 ; B547 < | 908 CLS: 
764 ; Breg. <== WIDTH B547 C5 : 901 ` PUSH BC 
765 ; Creg. <== MAXLIN B548 D5 902 — PUSH DE 
766 ; IX*16 - WINXY B549 E5 ` _ 903 PUSH HL 
767 ; АЕ <== ХХХ B54A i 904 ; ` 
768 ; B54A 11 86 BO 905 LD DE,STRBUF 
769 WIDLIN: . B54D ЗА D9 ВӘ 906 1р  A,(@ewIDTH) 
E5 110 PUSH HL ) LD  B,A 
DD ТЕ 12 111 LD A,(IX*18) ç 
21 5C IF 112 LD HL,#WIDTH ; аз LD  A,' ' 
BE 113 СР (HL) LD  (DE),A 
IBA 30 25 774 JR МС,ХҮЕВЕ ; Width over? INC DE ` 
4BC DD 96 10 115 SUB  (IX*16) ` À cos ха o XI - DJNZ CLS1 
' 38 20 776 JR  C,XYERR ; A < @ ? XOR А 
28 1E 777 JR 7,ХҮЕВЕ ; A = Q ? LD (DE),A 
C3 3D 778 DEC A 
| | B4C4 47 119 LD  B,A LD  HL,O0 
|» B4C5 FE 03 — 788 CP 3 LD  A,(eMXLIN) 
| B4C7 38 18 781 ЈЕ  C,XYERR ЈА < 3 ? LD В,А I 
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Л—У ТЛУ ЛАВЕ 


の 新しい 世界 


Yamamoto Makoto 


今回 シャ ー プ か ら 発売 きれ た 2 機種 の ポ 
ケ ュ コン PC-E200 (22,000 円 ) と PC-E500( 2 
8,800) iX, これ まで の シャ ー ブ の ポケ 
ュ ン (PC-1200/1300/1400 シリ ー ズ ) と は 
また ひと 味 違う 新た な る シリ ー ズ 展開 を 見 
せ て いま す 。 

まず 外見 で す が , 丸み を 帯び た ダー ク グ 
レイ の ボディ は な か な か 高級 感 を 持っ て い 
ます 。 デ ィ ス プレ イ や キー の 配列 は , 1300 
シリ ー ズ と 1400 シ リー ズ の 中 間 と いっ た と 
ころ で す 。 ど ちら も ポケ ッ ト に は 少々 大 き 
めで す が (重き は E200 が 280g, E500 が 250 
g), ポケ グ ケット ヨン ビ ピュー タ と 書い て ある と 
を 見 の と とう や ら コ ミー トド の ボク グット 
に で も 入れ る 気 で し ょ うか 。 

また, 中 身 の ほ う も 従来 の も の と 比べ て 
か な り 変 化し て お り , E200 と E500 と の 間 で 
ちか な ちり 違っ て いま す 。 こ の 2 つの マシ ン 
は , 外観 は 似 て いま す が ど う や ら 中 身 は ま 
ら だ て 別 の マン シン と いん た そう て す 。 


Z80 搭 載 ボ ケ コ ン PC-E200 


E200 の 特徴 は , まず な ん と いっ て も CPU 
に Z80 (CMOS 版 ) を 搭載 し て いる こと で 
Tac ORO, だ と えば は XX1 な が な よ て ボケ ラン 
の プロ グラ ム を 開発 し て , RS-232C で 転送 
し て 使う な ど と いっ た だ た こと が 人 簡単 に で きる 
ょ よう に な り ま す 。 ま た, BASIC に モニ タモ 
ー ド が ある の で , 簡単 な も の で す が マ シン 


-Е200/500 


語 モ ニタ を 使う こと も で て きま す 。 た だ だ メモ 
リマ ッ プ な ど が 公開 る れ て いな い の で , い 
まひ と つ 使 い 方 が は っ きり し な い の が 残念 
で す 。 早 (公開 し て くれ る こと を 期待 し ま 

し ます % 

E200 を 従来 の ポケ コン と 比べ て みる と , 
スピ ビード は Z80 の お かげ も あり PC-1475 に 
ДЕО 4 飛 は ほど と 速く だ っ て いま す 。 また だ, 
表示 能力 は 24 字 X 4170, か な り の 進歩 が 
み ら れ ます 。 | 

ソフ トウ ェ ア の 面 か ら 見 た 特徴 は , 電卓 
e= р ы ы е лса ЖЕ Js 最 巡 の シャ ー 
プ の ポケ コン に は 電卓 モー ド が 付い て いる 
も の が 多かっ だ の で す が , この マシ ン で は 
あえ ぇ て それ を 付け て いな いよ う で す 。 実際 , 
ポ ボケ コン を 使う と き は 和 電卓 モー ド で は な く 。 
計算 式 を 見 た あと か ら 訂 正 が で き る, RUN 
モー ド を 使う こと が 多い て し ょ う 。 ポ ボケ ュ コ 
ン に は RUN モー ド と PRO モー ド と が あり, 
RUN モー ド で は プロ グラ ム を 打ち 込め な 
OC, 数 字 を 直接 打ち 込ん で も 行 番号 と 
間違え られ る こと が あり ませ ん 。 

まだ 。 この と き ラ スト アン サザ サ 栓 能 や 。 С 
ONST 機能 を 使う こと が で きま す 。CONS 
機能 と し いう の は , ある 演算 (4 を 足す と 
か 3 を 掛け る な ど ) を 定義 すれ ば , それ を 
自動 的 に 実行 し て くれ る 機能 で , 同じ 計算 
を 繰り 返し 行う と き に 便利 で す 。 

この は ほか 86 種 類 の 関数 が 使え , 2 変数 統 
計 $ も で きる と いっ た 点 て 関数 電卓 と し て も 
な か な か の も の だ と に を る で し ょ う 。 た だ 
し , 統計 計算 で は デー タ を あと か ら 確 認 で 
き な い の で 少々 不便 で す が , それ ほど デー 
が 多く な けれ ば た いし て 困る こと は あり 
ませ ん 。 

BASIC は , 従来 か ら の シャ ー プ の ポケ コ 
У BASIC の 拡張 で す が , PC-88/98 の Nes- 
BASIC に 似 た 感じ で 拡張 が 行わ れ て いま す 。 
これ は 移植 性 を 考 應 し た も の で し ょ う 。 も 
ちろ ん 従来 機 (PC-1400 シ リー ズ ) の プロ 


グラ ム を テー プ か ら 読 むこ と も で きま す 。 
また , RAM を プロ グラ ム フ ァ イル と し て 
使用 で きる の で , 使わ な い プ ログ ラム を し 
まっ て お く こ と が 可能 で す 。 通常 は 外部 記 
憶 を 持っ て いな い ポ ケ コ ン に と っ て , この 
機能 は 必需 品 と し いえ る で し ょ 2 う 。 

#1, TEXT キー を 押す と テキ スト エ デ 
ネタ モード に 大 り ま すこ の モー ド て , RS- 
232C を 通じ , BASIC プ ログ ラム を パソ コン 
と の 間 で 受け 渡し する こと が で きま す 。 

る さらに CASL モ ー ド と いう も の も あり ま 
す 。 こ れ は , 情報 処理 技術 者 試験 で 出題 き 
れる 仮想 コン ピュ ー タ COMET の アセ ンプ 
ラ CASL の 学習 用 に 作ら れ た も の で す 。 先 
述 の テキ スト エディ タモ ー ド で 書い た ブロ 
グラ ム を ,。 CASL シ ミュ レー タ で 実行 する 
こと が で きま す 。 電 車 の な か や 学校 な ど , b 
ょ っ と し た 時 間 を 使っ て 情報 処理 技術 者 試 
験 の 勉強 を する に は 便利 で し ょ う 。 


ミニ ワー クス テー ショ ン PC-ESUU 


E5003, ポケ コ ン と いう より も ポケ ッ ト 
ワー クス テー ショ ン と で も いう で きも の で 
+, CPU は Z80 で は な いよ う で す が , E200 
より も る さら に 速く , PC-1475 の 7 倍速 と な 
っ て いま す 。 ま た , 表示 能力 も 廊 字 40 字 メ 
4 行 , グラ フィ ッ ク は 240X32 ド ッ ト と い 
う ス ペッ ク を 府 り まさ すず 。 | 

し か し , E500 の も っ と 凄い と ころ は その 
ソフ トウ ェ ア で す 。 メ ニュ ー キ ー を 押す と 
メニ ュー 画面 に な り , BASIC, CALC, MA 
TRIX; STAT。 エ ンジ ニア の 各 メ ニュ ー 
を ファ ンク ショ ン キ ー て で 選択 する よう に な 
みて いま すず 。 

ょ ず BASIC で す が , これ は E200 の BAS 
IC を きら に 強化 し た も OC 4, も ちろ ん 従 
来 機 の プロ グラ ム も 読め ます が , ngos 
力 な BASIC と な っ て いて , まる で パソ コン 
の よう で す (まる で 98 の よう だ と いう 話 も 


PC-E200/500 75] 


РС-Е500 


ある )。 

また , E500 の BASIC は OS と し て の 機能 
も 持っ て いま す 。 た と え ぇ ば, 本 体内 の RAM 
の 一 部 を RAM デ ィ ス ク (RAM フ ァイル と 
ゆう) РАСЕ рока IC S3 EAKAS 
イト まで の 増設 RAM カ ー ド も RAM フ ァ イ 
ル と し て 使え る の で , RAM カー ド を フロ 
ッ ピ ー デ ィ ス ク 感 覚 で 使う こと が で きま す 。 
る さらに, 外 付 け の 2.5 イ ンチ FDD (CE-140 
F) を 使う こと も 可能 で す 。 を そし て , BASIC 
に フォ ー マ ッ ト や ファ イル コピ ー な どの 命 
令 が ある の で , いち いち ユー テイ リティ を 
使っ た り し な いで いい と ころ な ど は ,。 パソ 
ュ ン を も 上 回 っ て いる と いっ て も いい で し 
LD 

ほか に も , 倍 精 度数 値 変数 (仮数 部 20 桁 
指数 部 2 桁 ) が 使用 で き , テキ スト エディ 
タモ ー ド も ある の で パソ コン 用 の プロ グラ 
ム を 書い て , RS-232C で 転送 する と いっ だ 
こと も で きま す 。 さら に , АЕК (数 式 登録 
機能 ) ほしい う も の も あり ます 。 よく 使う 公 
式 な の だ が BASIC で ブロ グラ ム を 組む ほ と 
で は な いと いっ た 場合 , 関数 を 作っ て 登録 
и БІЎ, さっ と 呼び 出し て 計算 する こ 
と が で きま す 。 こ の 関数 は BASIC ブロ グラ 
ム 内 か ら も 使う こと が で きま す 。 

次 に CAL モ ー ド で す が , こ の モー ド で は 
並 通 の 関数 電卓 と し て 使用 で きま す 。 ЖА 
ЈОВА Бо 《 れる の で 。 だ と えば エキ 
Des" は さて では な て 3 に な うり まず と メキ リッ 
b 並 通 の 電卓 の メス メモリ の ほか に A~Z (A$ 
ーZ$) まで の スモ リ が 使え ん , これ は BASIC 
と 共通 な の で CAL モ ー ド と と BASIC と も デ 
ー タ 交換 を する こと が で きま す 。 ま だ ただ, も 
ちろ ん E200 の よう に BASIC の RUN モ ー ド 
で 計算 する こと も で きま す 。 私 は 式 が 見 え 
て 便利 な の で RUN モー ド の ほう を よく (使っ 
Cid а 

行列 の 計算 も する MATRIX Е– КС, 
152 отх 1988.7. 


メモ リ が 許す 限り 任意 の 大 きる の 行列 を 使 
用 で き , 連立 1 次 方 程 式 を 解く こと も で き 

ます 。 ま た , BASIC の 配列 変数 を 使っ て の 
デー タ の や り と り 5 や, BASIC か ら 行 列 演算 
機能 を 呼び 出す こと も で きま す 。 

STAT モ ー ド は 統計 計算 の モー ド で す 。 
この モー ド で は 2 変数 統計 も 扱え を ます 。 デ 
ー タ も 保存 きれ る の て 修正 や 追加 も で き 。, 
だ た だい へ ん 便利 で す 。 ま だ た , デー タ や 結 洒 を 
BASIC と や り と りす る こと が で き , さ る さら に , 
BASiC か ら 統 計 計 算 機能 を 使う こと も で 
ST. 


便利 な エン ジニ アモ ー ド 


E500 に は エン ジニ アモ ー ド が 付い て いま 
す 。 こ の 機能 は いま まで 紹介 し て きた 各 モ 
ー ド と は 若干 異な り ,。 いわ ば 実用 プロ グラ 
ム 集 が ROM で 入っ て いる と いっ た も の で 
duo の グロ グラ ム は エン シン シン ニア リシン グッ 
フト ウェ ア と 呼ば れ , エン ジニ ア の メニ ュ 
ー を 選択 する と, 数 学 , 科学 , 工学 , 統計 
編集 の メニ ュー が 現れ ます 。 た と えば , 数 
学 な ら ニ ュー トン 法 に よる 方 程 式 を 解 〈 く プ 
ログ ラム が 使え , 科学 で は 原子 の 周期 表 や 
物理 定数 の 一 覧 が . また , 工学 で は 複素 数 
の 計算 な ど , 全部 で 35 個 の エン ジニ アリ ン 
グ ソ フト ウェ ア を メニ ュー で 選択 し て 使え 
る わけ で す 。 

この モー ド の きら に 凄い と ころ は , メニ 
ュー を ユー ザー が 変更 で きる こと と , ユー 
ザー が 作っ た BASIC プ ログ ラム を RAM フ 
ァイル に セー ブ し て メニ ュー に 登録 すれ ば , 
最初 か ら 持 っ つて いる ソフ ト と 同じ よう に メ 
ニュ ー か ら 呼 び 出す こと が で きる と いう 点 
で す 。 こ の 機能 を 使っ て 、 ポケ コン を 自分 
用 に カス タマ イズ すれ ば , まる に ポケ ッ ト 
ワー クス テー ショ ン と な る で し ょ 2 う 。 

と ころ て 。、 メ ラニ ュー を よく (見 る と "デモ " 
と いう 項目 も あり , 見 て みる と デモ プログ 
ラム が 入っ つて いま し ん た 。 

この ほか PE500 は 細か いと ころ が よく で き 
て いま す 。 キ ー ボ ー ド は ロー ルオ ー バ ー( 前 
の キー を 離す 前 に 次 の キー が 押せ る ) ux 
能 に な っ て いて ,。 ちゃ ん と キー バッ ファ アァ も 
伴い で まま 。 まだ た OTRL OT て キー タリ 
ッ ク が ON/OFF で きる と いっ た 点 も , + 
ケ コ ン の キー は 感触 が 頼り な い の で , あり 
が た いと ころ で す 。 こ の E500 は , まき に 使 


うた め に 作ら た マシ と シン ッ だ と に を る て で しま 


Му 


о 


も う 少 し 工夫 の ほし い マ ニュ アル 類 


両機 種 し も 同じ よう な マニ ュ ア ル が 付い 
て きま す が , 受け る 感じ は か な り 違 いま す 。 

E200 の ほう は , 初心 者 で も わか る よう に 
書か れ て いま す 。 これ は E200 が モー ド を 減 
らし た 分 , わか りや すい ポケ コン で ある と 
(efTc DIE QUT LT. 

—J, E5000 = <= 7 УЗ, 一 見 ま と ま 
っ て いる よう な 印象 を 受け ます が , 読ん で 
みる と , な ん で も か ん で も 詰め 込ま れ て い 
る よう な 感じ が し ます 。 これだけ の 機能 が 
ある の で すか ら 仕 方 が な いと も いえ ます が , 
られ まで 光 ラン や パッ ツ コ ヨン を (使う だ こと 
の ある 人 で な いと わか り に くい よう な とこ 
ろ が あり ます 。 

両方 と も BASIC の リフ ァ レ ンス マニ ュ ア 
ル は コマ ンド が アル ファ ベッ ト 順 に 並ん で 
いま す が , これ は 機能 別に 分 けた ほう が は 
の がら た だ で らし よう 。 まだ 。 ず 物語 の 一 覧 が タ 
いと いう の も 困っ た も の で す 。 し か し , x 
大 の 欠点 は 索引 が な いと いう こと で す 。 其 
な ら そ れ で も よかっ だ か も し れ ま せん が , 
これ だ け 機 能 が 増加 し て いる の で すか ら 早 
が ん と が し て も らい だ いと ころ て うす 。 


E シ リー ズ の 将来 に 期待 


今後 シャ ー プ の ポケ ュ コン の うち , PC-13 
00/1400 シ リー ズ は E シ リー ズ と し て 発展 し 
て に て で も る も の も 思わ れる ます hs PC-1200 
シリ ー ズ は ワイ シャ ツ の 胸 ポ ケッ ト に は い 
る と いう 小 き き を 生か し て , 入門 用 , また 
i, 業務 専用 ポケ コン と し て 発展 し て いく 
の RC WAC L よう 00。 ДЕ シキ デーン Е 
いえ ば 最近 電子 手帳 が 話題 に な っ て いま す 
3, これ が ポケ コン と 結び つい た ら 面 笑い 
wb вага ај ан Е500О Е 
用 者 カー ド に 書か が れ て いる 項目 な ど を 見 て 
b, シャ ー プ の この シリ ー ズ に 対す る 力 の 
入れ よう が わか り ま す 。 今後 の ポケ コン か 
ら は 目 が 離せ な いと いえ そう で す 。 


PC-E200 22,000 円 

PC-E500 28,800 円 

ポケ ッ ト デ ィ ス ク ド ラ イブ CE-1I40F( オ プシ ョ ン ) 
49,800 円 

シャ ー プ  。 容 06(621) 1221, 03(260) 1161 


> 愛読 者 プレ ゼン ト 


Ф 
プレ ゼン ト の 応募 方 法 


О とじ込み の アン ケー ト は が き の 該 当 項 目 を すべ て こ 記 
。 入 の うえ ., 希望 する プレ ゼン ト 番 号 を は が き 右 下 の ス 
"ペース に ひと つ 記 入 し て お 申し 込み くだ さい 。 締 め 切 
り は 1988 年 7 月 18 日 の 到着 分 まで と し ます 。 当選 者 の 
発表 は 1988 年 9 月 号 で 行い ます 。 


日 本 ファ ルコ ム 1%0425(27)6501 


ソー サリ アン 
X1tUurDO シ リー ズ 専 用 
(model10 は 要 CZ-8BGR2, 
CZ-8BF1) 


5PD 版 9,800 円 
名 


ファ ンタ ジー ファ ン 和 待望 の ソー サリ アン Xt1turbo 版 。 は や る 気持 ち を 
抑え られ な い 向 き に は ,「 と に か く 早 くく 始め た い 人 の た め の イ ンス タ 
ント パー ティ ー」 が 用 意 さ れ て いる 。 


| ゲー ム ア ー ツ 1%03(984)1136 


EUP--h 


XTturbo シ リー ズ 
ドラ イブ 専用 

(model10 で は 動作 し ませ ん ) 
5'D 版 7.500 円 名 


ファ ンタ ジー ロー ルプ レイ ング の 2 本 目 は ゼリア ー ド 。 姫君 と 王国 
を 窮地 か ら 救 うた め に 怪物 た ちと 闘う ヒー ロー。 ア ニ メ が な か な か 
芸 が 細か い 。 


工 画 堂 スタ ジオ 203(353)7724 


ココ . ア ルギー スズ ス の 糞 


XlturbozU-—-Z 

ドラ イブ 専用 

(た だ し X1 で も FM 音源 ボー ド 
が あれ ば 動作 可能 ) 

5'PD 版 7.800 円 3 名 
今月 の ファ ンタ ジー ゲー ム の 締め 
は アル ギー ス の 糞 。 中世 を 思わ せ 


る 惑星 を 舞台 に し た SF・RPG。 
戦闘 シー ン が 見 も の で す 。 


b. オ リ ジ ナ ル "= | 


工 画 堂 スタ ジオ の ロゴ マー ク 入 り デ 
ィ ス ク ケ ー ス を 10 名 に 。 色 は グレ ー。 


ハー ド 2:03(621)8447 


ハー ド 社 の 社長 が 社員 に 面白 いと 
認め させ た クイ ス 第 19. 
| | 君 も 成田 へ 行っ て 
npa sh" 勝手 に ジャ ン ケ ン 
— を し よう 


P^ | X1/X1turbo シ リー ズ 用 
ケツ M 5PD 版 6.50073 
10 名 
(za #68 略称 「 勝 手 に 成 ジ ャ ン 」 ゲ ー ム を 


10 名 の 読者 に 。 ク イズ | 問 を 正解 
する ご と に 女の子 の グラ フィ ッ ク 
ーー が 出 て くる ん だ っ て 。 ウキウキ 。 


5 月 号 プ レ ゼ ント 当選 者 


[l] 桃太郎 伝説 (東京 都 ) 安井 研二 (静岡 県 ) 砂子 満 2 ЖАЛЕ 
(大 阪 府 ) 松野 康 利 (ЈЕ) 兵頭 直樹 (3) 麻雀 狂 時 代 SPECIAL 
(群馬 県 ) 成川 浩一 (埼玉 県 ) 福 辺 徳明 [4] コン ピュ ー タ 言語 進 
化 論 (宮城 県 ) 案 片 陽一 (静岡 県 ) 後藤 智明 (三重 県 ) 西川 正 哉 
以上 の 方 々 が 当選 され まし た 。 お めで と う ご ざ いま す 。 品物 は 順 
次 発送 いた し ます が , 入荷 状況 な む ど に より 遅れ る こと が あり ます 。 
また , 公正 取引 委員 会 の 告示 に より , この プレ ゼン ト に 当選 され た 
方 は , この 号 の 他 の 懸賞 に は 当選 で き な い 場合 が あり ます の で ご 了 
_ 承 くだ さい 。 


X68000 の スプ ライ トコ ント ロ 
(О) ー ラ に は 構造 的 欠陥 が ある の で 

は な いで し ょ うか 。 画面 の 上 の 
ほう だ と や た ら チ ラ つ きま す 。 付属 の グラ 
ディ ウス で さえ そう で す 。 早急 に 調査 を お 
願い し ます 。 東京 都 鹿島 真一 


ハー ド の 制約 に より , 正しく な 
A 


い プ ログ ラム で は 鹿島 さん の ゎ 
っ し ゃ る 症状 は 起こ り ぇ ます 。 
が 。 グ ラディ ウス が 上 記 に 当 で ほ 夫 お とも 
Bid, Xm, チラ つき を 確認 する こと は 
СУНА ССЕГ Ст, ここ で は 鹿島 
きん の ハー ド の 問題 か も し れ な いと 解答 し 
た うえ ぇ で , 一 般 的 な 話 を し て お きま す 。 
АРА КА $D 87, СРО 
が 。 ス プア ライ トコ ユン トロ ー ラ の レジ スタ に 
表示 する 位置 や パタ ー ン 番号 を 書き 込み , 
この デー タ と スプ ライ ト パ タ ー ン を CRTC 
が 読み 出し て 画面 に 表示 する と いう 2 つの 
段階 が あり ます 。 こ こび で 注意 し な けれ ば な 
ó な い の は , CPU が デー タ を 書き 込む の と, 
CRTC が デー タ を 読み 出す の を 同時 に 行う 
わけ に は いか な いと いう こと で す 。 その た だ 
D, AIRANI k n— 2 Q 1 74А 
は 図 1 の よう に CPU と CRTC が 交互 に 行 
РАСТЕ а Cuy F, 
この 仕組 み は CRTC の よう に 断続 的 に デ 
ー タ を 読み 出す 側 に と っ て は 非常 に 都合 の 
ょ い 方 法 で す 。 と ころ が , 不定 期 的 に デー 
タ を 読み 書き する CPU に と っ て は 大 き な 制 
約 と な り ま す 。 CPU が アク セス し よう と し 
た と き が , 図 1 の (a) の 時 点 で あれ ば , С 
PU は すぐ に デー タ の 読み 書き を 行う こと 
が で きま す が 。 (b) の と き に アク セス し ょ 
うま する と 。 Ce ) ま で 待た され て し まう の 
CT (ウエ イト が 入る と いう この 待た さ 


図 | 


CRTC ア クセ ス 期 間 


UESTION апі 


スプ ライ トコ ント ロー ラ へ の 時 分 割 ア クセ ス 


れ て いる 間 , CPU は な に も する こと が で き 
ませ ん 。 ゲ ー ム の よう に 速度 が 要求 され る 
場面 で は , この 人 金縛り に あっ て いる 時 間 は 
無駄 以外 の な に も の で も な いわ け で す 。 

これ を 防ぐ で だめ に , 
ー ラ へ の アク セス 期間 を CPU が 独占 で きる 
ょ うな 方 法 が 用 意 き さき れ て いま す 。 邪魔 者 が 
いな く な り ま すか ら , CPU は 高速 に デー タ 
の 読み 書き が で きる こと に な り ま す 。 と こ 
ろ が この 状態 で は 今度 は CRTC が アク セス 
で )。 き な て な っ て し まい ま WE ЖЕТС 7 
クセ ス で き な い と いう こと は 画面 に な に も 
表示 きれ な いと 麻生 S と 。 つ まり , A72? 
イト の 表示 が すべ て カッ ト さ る され て し まう と 
РР の 2 つの こも し ス デ ライ 
トコ ント ロー ラ へ の アク セス 時 に は ウエ イ 
ト が 入る こと が ある 」, 「 ウ エイ ト が 入ら な 
いよ うに する と スプ ライ ト が 表示 る れ な く 
な っ て し まう 」 が , 最初 に 述べ た 制約 に 当 
Jb sasa 

СІ, どう し た ら よ いか で す が 。 その 前 
に 少し CRT デ ィ ス プレ イ の 原理 に つい て の 
Ре тези ВТ. CRT (ブラ 
ウン 管 ) の 基本 原理 は , 電子 が 常光 体 に 当 
た る と 光る と いう こと と , 電磁 界 に 応じ て 
曲がる と いう ご く 単 純 な もの で す 。 こ の 原 
理 と 残像 を 利用 し て ブラ ウン 管 で の 表示 が 
行わ れ ま す 。 具体 的 に は ブラ ウン 管 の 身 に 
ある 電子 銃 か ら 放 た れ た 1 本 の 電子 ビー ム 
を 適当 に 曲げ て (偏向 きせ て ), МС 
全体 に 当て る (走査 する ) と いう こと を 繰 
り 返 し て 表示 を 行っ て いま す 。 こ の 順序 は 
ров Ж СЕЊ OTAG E ERE 
か ら 始 め て 右上 まで 走査 し た ら 6 左 へ 戻り , 
芝 本 2 を 走査 し ます 。 fre 
の 走査 が 済ん だ どら , また 左上 に 戻っ て 走査 


ЖЕНКА лука 


CPU アク セス 期間 
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AN === 


| を 続け ます 。 あ る 瞬間 に 光っ て いる の は 電 


子 ビ ー ム が 当 だ っ て いる た だ だ 1 点 で す し, 
右 か ら 左 へ 戻る と き (水平 帰 線 志 間 ) と , 
下 か ら 上 へ 戻る と き (垂直 帰 線 期間 ) は デ 
ィ ス プレ イ に は な に も 表示 され て いま せん 
が , 残像 が 残り ます の で 我々 の 目 に は ちゃ 
ん と 1 画面 が 表示 され て いる よう に 見 える 
わけ で す 。 

En の あま で うま SO あい に え デ 
ライ ト を 表示 する に は どう すれ ば よい か が 
見 えて きま し た 。「 画 面 に な に も 表示 る れ 
て いな い 水 平 帰 線 期間 な いし は 垂直 帰 線 期 
間 に ス プラ イト の 表示 を カッ ト し て 一 気 に 
デー タ を 書き 換え る 」 の で す 。 実 際 に は 水 
平 帰 線 期間 に は デー タ を 書き 換え る だ け の 
十分 な 時 間 が あり ませ ん の で , 主 に 垂直 帰 
線 期 間 が 利用 きれ ます 。 こ の 方 法 は シャ ー 
プ も 推奨 し て いる も ので, 解析 し た わけ で 
は あり ませ ん が , グラ ディ ウス も この よう 
に し て スプ ブラ イト 表示 を 行っ て いる も の と 
思わ れ ま す 。 も うお わか り の よう に , 垂直 
帰 線 期 間 内 で び デ ー タ の 書き 換え を 終え を る こ 
と が で きず , MATE AZZA h OHK 
OST T PPOO +S. S E Z š 
な り ま す 。 多量 の スプ ライ ト を 扱う ゲー ム 
ブログ ふみ で は あり 9 うす あと も です 。 

な お , スプ ライ ト の 数 が あま り 多 く な く 
て も , 画面 の 上 が チラ つく こと が あり ます 。 
これ は 垂直 帰 線 期 間 の 検出 方 法 が まず いた 
めで す 。 正しい プロ グラ ム で は 垂直 表示 期 
間 か ら 垂 直 帰 線 期間 へ の 変わ り 目 を 検出 す 
る べき で , これ な ら 垂 直 帰 線 期 間 を フル に 
使う こと が で きる わけ で す が ,「 今 が 垂直 帰 
線 期間 か どう か 」 だ け を 調べ る よう な ブロ 
グラ ム で は , も し か する と 垂直 帰 線 期間 
が 終わ る 寸前 か も し れ ま せん の で 時 間 が 中 
пси СОЗ Ооо о た だ , これ も 
善し悪し で , 単に 垂直 帰 線 期間 に な る まで 
待つ と き の 待 ち 時 間 は 最大 で も 「 垂 直 表 示 
期間 分 」 で す が , 変わ り 目 を 検出 する に は 
最大 で 「 垂 直 表 示 期間 十 垂 直 帰 線 期 間 」 待 
た な けれ ば な り ま せん 。 

な お , 割り 込み を 利用 し て ロス タイ ム な 
し に 重 直 帰 線 期 間 へ の 変わ り 目 を 知る スマ 
ー ト な 方 法 も あり ます 。 (村田 敏幸 ) 


S-OS の アス キー ファ イル に 関 
(О) し て 質問 が あり ます 。 X1 の HuB 

ASIC の ファ イル 管理 と S-OS 
の それ と は 同一 で ある と いう こと に な っ て 
いま す が , HuBASIC 上 で 作っ た アス キー 
ファ イル が S-OS 上 で (E-MATE な ど を 使 
っ て ) 読み 込め ゆま せん 。 エン ドコ ー ド を 1A』 
か ら 00』 へ と 変更 する だ け で は だ め な の で 
し ょ の 。 三重 県 小松 英生 
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イル 管理 の 方 法 が 同じ で ある と 

に なのは,- デ ィ レ クト サテ ー プ ズ 
ル ( フ ァイル の 情報 を 記録 し て むく と ころ ) 
ゃ FAT (ファ イル の 大 きる や つなが り 方 を 
記録 し て お く と ころ ) の 位置 が 共通 で ある 
も ш КТК» 

し か し , いく ら フ ァイル 管理 の 方 法 が 同 
じ で も , ファ イル 自体 が 異な れ ば 当然 お 互 
い に 読 み 書き する こと は で き な い の で す 。 

ファ イル 自体 が 違う と いう の は どう いう 
こと な の で し ょ うか 。 こ れ は 同じ 内 容 の フ 
ァイル で も HuBASIC と S-OS で は 表記 の 
方 法 が 四 う と いう こと な の で す 。 つ まり 。 
S-OS で の アス キー ファ イル は 属性 が Asc 
と な っ て いる だ け で て で 実 損 は マシ ン 語 ファ イ 
м (Bin と まっ た だ く 〈 一 緒 に な っ て いま す 。 

すなわち , ディ レク トリ テー ブル に アス 
キー テキ スト の 開始 番地 , サイ ズ を 書い て 
お くく こと に よっ て ファ イル の 大 きき を 知る 
I25UuXotveos0tti. 

一 方 , HuBASIC で は アス キー ファ イル 
の 大 きる は FAT を 使っ て 計算 され ます 。 す 
な わ ち , FAT を 見 て 何 ク ラス タ , 何 レ ュー 
ド 使 っ て いる か を 調べ で 。 それ を も と に し て 
ファ イル の 大 きる を 出す の で す 。 ま た , デ 
ィ レ クト リ テ ー デ ブル の 開始 番地 や サイ ズ を 
書き 込ん で お ぉ く 〈 部 分 に は , 常に 0000』 が 書 
き 込 まれ ます 。 

少し 脱線 し ます が ,。 この よう な ファ イル 
の 表現 法 の 違い は それ ぞ れ の シス テム に お 
ける アス キー ファ イル の 存在 価値 の 違い に 
ょ る と ころ が 大 きい の で す 。 と いう の も , 
S-OS で は アス キー ファ イル と いえ ば テキ 
スト で すか ら , 処理 が 単純 な ほう が よい し , 
基本 的 に オン メモ リ で 考え れ ば よい の で サ 


イズ が 64K バ イト 取れ れ ば 十分 な の で す 。 
t-il. DPRD АУ EJal Ç 2-2 7 У 
マッ ト を と っ て いる わけ で す 。 

一 方 , HuBASIC で は アス キー ファ イル 
は デー タフ ァイル と し て 扱う こと が 多い の 
C, ファ イル 長 を 64K バ イト に 制限 きれ る 
と 不便 な の で す 。 そ こ で FAT で ファ イル 長 
を 自由 に 設定 で きる よう に な っ て いる わけ 
кафу за 

=. 5705 と HuBASIC の デス キュ ラフ 
ァイル の 違い は , ファ イル の 大 きき の 表現 
法 の 違い だ どけ で は あり ませ ん 。 ファ イル の 
エン ドコ ー ド も 異な っ て いる の で す (これ 
は 小松 さん も 試し て み ら れ た よう で す が )。 
すなわち HuBASIC の アス キー ファ イル の 
エン ドコ ー ド は 1Ama で ある の に 対し , S-O 
S ら て の アス キー ファ イル の エン ド ュ コード は 
00u СЗ 

と ころ で 。 マ シン 語 フ ァイル は HuBASI 
CS-OS で 互換 性 が あり ます 。 こ れ は も う 
お わか り の よう に HuBASIC と S-OS で マ 
シン 語 フ ァイル の 表記 が まっ た く 共 通 な た 
めで す 。 と ころ が アス キー ファ イル で は 共 
通 で な いた め に ファ イル の や り 取 り が で き 
な い の で す 。 

X に に 理由 が わが か が づ た と を ころ で どう まま 攻 
ば よい か を 考 ん て み ま し ょ う 。 エ ンド ュ ユエ 
ド を 書き 換え た だ け で は , も ちろ ん だ めで 
す 。 を そもそも ファ イル の 大 き さ る を 知る こと 
が で き な い ため に エン ドコ ユ コード に た どり 着 
く こ と すら で き な い か ら で す 。 

で は どう する の か と いう と 。 エン ド ュ コ ュー 
ド を 書き 換え る 以外 に も , ファ イル の 大 き 
き の 情 報 を 付け 加え な けれ ば な ら な い の で 
す 。S-OS か ら HuBASIC に 移す と き は 簡 
単 で す 。 エ ンド コー ド を 00』 か ら 1An に 書 
き 換え 、 さらに ディ レク トリ テー ブル の 開 
ШЕЛ, サイ スズ の 部 分 を 0000』 で 埋め ゆれ ば HH 
uBASIC 式 の アス キー ファ イル の 出来 上 5 
Ct. 

3it- HuBASIC>: 55-05 ~ Е #71 Lt š 
は 少し 面倒 に な り ま す (と いっ て も それ は 
ど て は あり ませ ん が )。 エン ドコ ー ド を 1A』 
か ら 00m に 書き 換え る の は も ちろ ん で す が , 
さら に FAT か ら フ ァイル の サイ ズ を 計算 し , 
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ディ レク トリ テー ブル の サイ ズ の 部 分 に 書 
き 込 まな けれ ば な ら な い の で す (開始 番地 
は 0000g の まま で OK) 

FAT に 関す る 詳し い 説 明 は 文献 を 読ん で 
い だ た だ きだ た い の で す が , FAT か ら フ ァイル 
の サイ ズ を 計算 する に は その ファ イル が 全 
域 を 使用 し て いる クラ スタ 数 a, レコ ー ド 
数 b を 求め,, さら に ファ イル の 最終 レ ュ ー 
ド を 読み 込ん で エン ドコ ュー ド を 探す こと に 
ょ っ て 最終 レコ ユー ド 内 で 使っ て いる バイ ト 
数 c を 求め , 

a X4096--b x256 +c 

CETT. 

だ と えば , HuBASIC 上 の ある アス キー 
ファ イル が , 03 ョ ロー10 ロ クラ スタ お よび 11i 
クラ スタ の 0An レ コー ド ま で を 全域 使用 し , 
0Bn レ ュ コード の 第 80g バ イト で 終わ っ て い る 
bT £t, 

а=0Сн 
b=0BH 
Cc —81u 

と な り ま すか ら , ファ イル の サイ ズ と し て 
CB81n を 書き 込む こと に な り ま す 。 

以上 が 基本 的 な が ファ イル コン バー ト の 方 
utt, うまく ( 外 を 上 と ひよ つの ファ ギル 
で HuBASIC で も S-OS で も 読め ゆる よう に 
する こと も 可能 で す 。 ( 華 門 RA) 


質問 に お 答え し ます 
日 ご ろ 疑 問 に 思っ て いる こと , どん な こ 
と で も 結構 で す 。 ど ん どん お 便り くだ さい 。 
難問 , 218), 編集 室 が 総力 を 上 げ て お 答え 
いな し ます 。 ただし. お 客 せ いた だ いて いい 
る も の の 中 に は , マニ ュ ア ル を 読め ば すぐ 
に 回 答 が 得 ら れる よう な も の も 多々 あり ま 
4, 最低 限 , マニ ュ ア ル は 熟読 し て お きま 
し ょ う 。 質問 は な る べく 具体 的 に 機種 名 , 
シス テム 構成 , 必要 な ら 図 も 入れ て こと 細 
か に 書い て くだ さい 。 ま た , 返 信用 切手 同封 
の 質問 を よく 受け ます が , 原則 と し て , 8 
問 に は 本 誌上 で お 答え する こと に な っ て い 
ます の で ご 了承 くだ さい 。 なお, 質問 の 内 
容 に つい て , 直接 問い 合わ せる こと も あり 
ます の で , 電話 番号 も 明記 し て くだ さい ね 。 

宛先 : T 102 東京 都 千代 田 区 
九段 南 2-3-26 井 関 ビ ル 

帆 日 本 ソフ トバ ンク 出版 部 
[Oh ! X 質 問 箱 」 係 
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FILES МАХ 


この イン デック ス は , タイ トル , ix 
筆者 名 , 誌 名 , 月 号 , ペー ジ で 構成 され て 
いま す 。 こ こ で も すっ か り X68000 の パー ト 
が 増え まし た 。 
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> Big New Products 第 3 世代 の マイ クロ プロ セッ サ 
M88000 

日 本 モト ロー ラ の RISC マイ クロ プロ セッ サ M88000 に 
つい て 。 一 一 編集 部 , |/0, 6 月 号 , 252-253pp. 
> ASCII EXPRESS 2| 世 紀 の 通 信 環 境 「ISDN」 サ ービス が 
スタ ー ト 

NTT が 開始 し た , ISDN に 基づく サー ビス INS ネッ ト 64 
に つい て 。 一 一 編集 部 , ASCII, 6 В 5, 162p. 
> ASCII EXPRESS. シャ ー プ , 名 前 ・ 電 話 番号 を 記憶 する 
電子 メモ を 発売 

電子 メモ PA-370 に つい て 。 一 一 編集 部 , ASCI, БА 
=, 166р. 
> PRODUCTS SHOWCASE シャ ー プ CZ-8NSI 

A4 判 カラ ー イ メー ジス キャ ナ CZ-8NSI の 機能 や 使用 
感 な ど を グラ ビア で 紹介 。 エ プ ソ ン GT-3000 の コマ ンド 
と の 比較 も し て いる 。 一 一 編集 部 , ASCII, 6 В 5, 248-2 
49pp . 
シャ ー プ が 関数 ポケ コン 2 機種 を 発売 

基本 機能 が 充実 し て いる PC-E200 と , 高 機能 を 追求 し 
た PC-E500 の 性 能 を 紹介 。- 一 一 編集 部 , POPCOM, 6 А 
ж; |51р. 
> MicomNews 鮮やか な カラ ー 印 刷 を 高速 で カラ ー 
イン クジ ェ ッ ト IO-730/735 

シャ ー プ か ら 新 発売 され た カラ ー イ ンク ジェ ッ ト プ ブリ 
ンタ の 機能 , 価格 に つい て の 紹介 。 一 一 編集 部 , マイ コ 
v. 6 月 号 . 209p. 


MZ-80K/C/1200/700/1500 


MZ-80K/C/1200/700/1500 
> SKATE GAME 

で きる だ け 少 な い 歩 数 で , リン ク を 5 周 す る と いう ス 
ケー トゲ ー ム 。MZ-!500 の 場合 は SP-5030 BASIC が 必要 。 
ーー こっくりさん, マイ コン BASIC Magazine 6 В 5, 
|4lp. 
MZ-700/1500 
> Hu-TYPE 

横 ス クロ ー ル シュ ー テ ィ ング ゲー ム (HuBASIC)。 ビ ピョン 
ピョン 飛び 跳ね る UF0 を 操作 し て , 敵 を や っ つけ ろ 。 一 一 
МВА, マイ コン BASIC Magazine, 6 月 号 , 144-145рр. 
BLOCK CITY 

敵 キ ャ ラ を 利用 し て , ブロ ッ ク を 壊す ゲー ム (5- 
BASIC) 。 全 13 面 。 一 一 カリ ッ ト , vf AZ BASIC Maga 
zine, 6 月 号 , 142-143рр. 
MZ-700 
誌上 公開 質問 状 シャ ー プ (MZ) 


この 本 を 簡単 に 言っ て し まえ ば 「 心 理学 者 に よ 
っ て 書か れ た , オフ ィ ス に お ける コン ピュ ー タ を 
取り 巻く 心理 」 の 本 で す 。 コ ンピュータ を 直接 取 
り 扱う 人 人々 は , な ん で も 数 字 に 置き 換え た が る 傾 
向 が ある が , 実際 の 経営 の 意志 決定 の た め の 要 素 
は 数 字 で は 置き 換え る こと が で き な い こと が 多く , 
むし ろ 置 き 換 える と , 逆 に 弊害 を 引き 起こ す 可 能 
性 が ある (数 字 だ け に よる 管理 は , 組織 を 自 減 さ 
せる こと が で きる ) と か , オペ レー タ と エン ド ユ 
ー ザ ー は 。 視点 が まったく 違う の で すれ 違い を 起 
ФОРУМИ ли рад И 
き の 人 間 に つ いて 書か れ て いる の で す (コン ピュ 


MZ-700 の BASIC の コピ ー の し か た に つい て 。 一 一 マイ 
コン BASIC Magazine, 6 A5, 71-72рр. 
MZ-1500 
> kot 

木 の 妖精 を 森 の 中 の 木 か ら 木 へ と 移し て あげ よう 。 パ 
ズル 性 の ある アク ショ ン ゲ ー ム 。 一 一 あむ 一 る , マイ コ 
> BASIC Magazine, 6 月 号 , 146-147pp. 


М2-80:8/2000/2500/2800 


MZ-80B/2000/2500/2800 
> DRAGON BUSTARD 

6 匹 の 竜 と 魔術 師 を 倒し て , さら われ た 姫 を 助け 出す 
ゲー ム 。 一 一 大 井 隆広 , マイ コン BASIC Magazine, 6 月 
=, 148-149рр. 

MZ-2200/2500 
» MZ 版 ビル こわ し 

ブルドーザ に 乗っ て , ダイ ナマ イト を うま く 操 作 し ビ 
ル を 壊し て いく ゲー ム 。 FM か ら の 移植 版 。 一 一 Pchan ~ 
イコ ン BASIC Magazine, 6 B=, 150-152рр. 

MZ-2500 
パソ コン 活用 テク ノロ ジー スー パー M で WD 文書 
ディ スク を アナ ライ ズ す る 

MZ-2500 と WD シリ ー ズ 相互 間 の 文書 コン バー ト に つ 
いて 。 一 一 有沢 公明 , Hacker, 6 В 5, 39-46pp. 
> (РСА УЉУ СА, 

ポ ボ ポ プ コ ム 編 集 部 スタ ッ フ を 相手 に 繰り 広げ られ る 麻雀 
ゲー ム 。 一 一 ORESAMA, POPCOM, 6 A5, 271-284рр. 
ゆな ん で も 0&A シャ ー プ MZ シリ ー ス ズ ス 編 

イメ ー ジ 情報 ステ ーション MZ-IV0OI を 使用 する バン ソン 
コン ファ クス の サポ ー ト に つい て 。 一 一 シャ ー プ , マイ 
コン , 6 月 号 , 442-443рр. 
> 誌上 公開 質問 状 シャ ー プ (M2 

MZ-2500 シ リー ズ 用 の 活用 本 の 紹介 な ど 。 一 一 MZ いち 
ФА, マイ コン BASIC Magazine, 6 А 5, 70-7Ipp. 
> CRYSTAL 

敵 の 動き を 見 極め て (, クリ スタ ル を 集め る アク ショ ン 
ゲー ム 。 一 一 蒲生 敬 , マイ コン BASIC Magazine, 6 月 
=, 153-155pp. 

MZ-2861 
p シャ ー プ MZ-286I 用 統合 0A ソフ トウ ェ ア up シ リー 
ズ 使 用 レポ ー ト (DTP を 意識 し た ) デ スク up 

up シリ ー ズ の 紹介 で 最後 の 1 本 と な っ た ワー プロ ソ 
フト , デス ク up の 解説 。 一 一 編集 部 , マイ コン , 6 月 
5, 374-379pp . 
ゆな ん で も 0&A シャ ー プ MZ シリ ー ズ ス 編 

MZ-286| 用 の アプ リケーション ソフ ト up シ リー ズ 4 
種 に つい て の 解説 。 一 一 シャ ー プ , マイ コン , 6 月 号 , 
443p. 


ー タ 犯罪 に 関す る 考察 も あり ます )。 個 々 の 内 容 は 
それ な り に 価値 が ある の で す が , 翻訳 の せい な の 
f], も と も と こう いう 本 な の か , 全体 と し て は か 
な り 読 み づ ら い 文 章 で す 。 少な く と も 良い 翻訳 と 
は 言え な いで し ょ う 。 が, この た ぐい の 本 は まだ 
数 が 少な く , また , 最近 は コン ピュ ー タ が 広く 使 
ho と か っ こと で > TO K E>: 
マ と な りつ つ あ り ま す 。 我 慢 し て も 読む 価値 が あ 
る 本 な の か も し れ ま せん 。 (12) 
コン ピュ ー タ ユーザ 心理 学 B・ サ ンダ ー ス 著 
菊池 豊彦 訳 マグ ロウ ヒル プッ ク 刊 

B6 判 144 ペ ー ジ 1.900 円 2:03(542)8821 


X1/X1turbo/Z 


X1 シ リー ズ 
EX-MONITOR VI.0 

XI 用 高 機能 , 高速 マン ン 語 モニ タ 。、 ヘ ルプ メッ セー ジ 
も 出 , 1/0, 6 HS, 204-207pp. 

p 誌上 RPG サン ダー ロー ド 

テキ スト RPG 第 3 章 , 勇者 の ヨロ イ 。ーー グ ルー プ ・… 
クラ ム ボ ン , РОРСОМ, 6 月 号 , 240-249pp. 
NEBA ACT II 

迫り くる イン ベー ダー を 倒し , 全 30 面 クリ ア 
ー 一 西嶋 蔵 , POPCOM, 6 月 号 , 252-258pp . 
> 誌上 公開 質問 状 シャ ー プ (XI) 

XI に つなげ られ る フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク や 拡張 |/0 ボ ッ 
クス , ディ スプ レイ な ど に つい て の ご 【 く 簡単 な 解答 。 一 一 
多田 太郎 , マイ コン BASIC Magazine, 6 В 5, 73-74рр. 
ZILLION 

横 ス クロ ー ル シュ ー テ ィング ゲー ム 。J.J.ZILLION 


を 目指 す 。 


СИА ЗЕН, — A. 岩 ち ゃ き , マイ コン , 6 月 号 , 


221-284pp. 
THE へ の へ の も へ じ 

ЗОВЕ + E^ LC, へ の へ の も へ じ を 画面 に 作る と い 
う 。 パ ズル ゲー ム 。 一 一 下 中 順司 , マイ コン BASIC 
Magazine, 6 А, 194-195pp. 
> TACO-SUBMARINE 

シュ ー テ ィング ゲー ム 。 T 国 の 潜水 艦 の 乗組 員 と な っ 
T, 0 国 の 航空 部 隊 を 全 減 させ よう 。- 一 えば ちょ À, 
マイ コン BASIC Magazine, 6 月 号 , 196-198pp. 
X1turbo シリ ー ズ 
> XIturbo II に 6MHz ター ボ チ ャ ー ジ ャ ー を ! 

turbo II の 基板 の パタ ー ン カッ ト な ど を 行い , turbo II 
の クロ ッ ク を 6MHz に 
6 月 号 , 123-126pp. 
ゆな ん で も Q&A  XI/XIturbo/X68000 シ リー ズ 編 

XIturboZ II (New Z-BASIC) で の クロ マキ ー 合 成 に つい 


て 。BASIC で の サン プル プロ グラ ム 付 き 。 一 一 シャ ー プ , 


マイ コン , 6 月 号 , 440-441рр. 


X68000 


メデ ィ ア ・ エ ディ タ 68K 

X68000 の 5"2HD 用 モニ タ , エディット プロ グラ ム 。 一 一 
KENYA, 1/0, 6 月 号 , 195-199pp. 
> TIMER-D を 使っ た シス テム ダウ ンプ ログ ラム 

タイ マ 割 り 込 み D を 使い , 一 定時 間 後 に シス テム ダウ 
ン さ せる 迷惑 な プロ グラ ム 。 タ イマ の 使い 方 の 参考 に は 
な る が 。 高橋 純 , 1/0, 6 月 号 , 254-256pp . 
> ASCII EXPRESS. C&B, パ ソコ ン ・ ビ デオ 対応 の X68000 


ミニ テル な ど を 始め , 


情け な い の が 残念 だ 。 


; _ NHK 取材 班 編 角川 書店 刊 
— -= A5 判 234 ペ ー ジ 1,600Р3 


アッ プ さ せる 。 ー 一 今 雪 *, 1/0, 


コン ピュ ー タ ー が 世界 を 変え る 3 

NHK 特集 の シリ ー ス 第 3 巻 は , 「 明 日 の コン ピ 
ュー ター に 何 を 求め る の か 」 と 銘打っ て , 現在 の 
先端 技術 が どん な ふう に 世界 中 で 利用 され て いる 
の か を 紹介 する 。 米国 防 総 省 と NASA が 開発 に 取 
りく ん で いる 超々 音速 機 ニ ュー・ オ リエ ント ・ エ 
キス プレ ス や , フラ ンス で 普及 中 の ネッ トワ ー ク , 
上 明るい 未来 が た くさ ん 描か 
れ て いる 。 ク レイ 2 や 最新 鋭 戦闘 機 の 写真 が 少々 


用 ソフ ト を 発売 
パソ コン に 接続 可能 な S-VHS ビ デオ 「Com・Vi」 と 
X68000 を 使用 し て CG ア ニ メ の 合成 な ど が で きる 「Hyper 
UD Com・Vi リ ンク 」 に つい て 。 一 一 編集 部 , ASCI, 6 B 
=, 172p. 
> ASCII EXPRESS イー スト が X68000 用 の 日 本 語 ワ ー 
プロ ソフ ト を 発売 
X68000 用 ワー プロ ソフ ト 「EW」 に つい て 。 一 一 編集 
部 , ASCI, 6 月 号 , 173p. 
失敗 し な い ハ ー ド ディ スク 選び ハー ド デ ィ スク 製品 
主 に 98 用 に 発売 され て いる ハー ド デ ィ スク の 紹介 だ が , 
X68000 に 使う 場合 の 注意 も 簡単 に 述べ て いる 。 一 編集 
部 , ASCII, 6 月 号 , 199p. 
X68000 WORKSHOP 
日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ EW を 紹介 。 カナ 漢字 サブ ル 
ー チ ン の 特徴 に つい て も 述べ られ て いる 。 一 一 編集 部 , 
ASCII, 6 B=, 277-278pp. 
> X68000 WORKSHOP X68K Programmer's Shop 
今回 は スプ ライ ト を 表示 する た め に ビデ オ コ ン トロ ー 
ラ レ ジ スタ や 画面 モー ドレ ジス タ な ど に つい て 解説 。 一 一 
編集 部 , ASCII, 6 月 号 , 279-284pp. 
国内 ニュ ー ス New'88JUNE.X68000 対 応 「Video 工場 」 
シー・ ア ンド ・ ビ ピー か ら 発 売 さ れ た ビデ オ 編 集 シ ステ 
ム Video 工場 に つい て の 簡単 な 紹介 。 一 一 編集 部 , パソ コ 
ン ワ ー ル ド , 6 月 号 , 174р. 
> 話題 の 新 機種 リポ ー ト 
X68000ACE, ACE-HD の X68000 か ら の 変更 点 を ソフ ト , 
ハー ド の 両面 か ら 紹 介 。 一 一 編集 部 , POPCOM, 6 A5, 
154-156pp. 
> X68000 マ シン 語 入門 
「 必 須 」 命 令 の し めく くり と し て , tst, neg, сіг, lea, 
trap 命令 な ど に つい て 解説 し て いる 。 一 一 高橋 雄一 , マイ 
コン , 6 月 号 , 200-208pp. 
> Micom News X68000 用 ワー ド プ ロ セ ッ サ EW 
イー スト より 発売 に な っ た X68000 用 ワー プロ EW の 
ЖЕЕ, 価格 に つい て の 紹介 。 一 一 編集 部 , マイ コン , 6 
月 号 , 214р. 
p. CG ツー ル 使 いこ な し シリ ー ズ 第 2 回 
Z'sSTAFF PRO-68K の 使い こなし シリ ー ズ 第 2 回 。 先 
月 の ペン 機能 の 解説 の 続き 。 一 一 紀要 介 , マイ コン , 6 
月 号 , 294-297pp . 
p A СЪ Q&A XI/XIturbo/X68000 シ リー ズ 編 
X68000 の THE 福袋 V2.0 の 内 容 に つい て 。- 一 一 シャ ー 
7, マイ コン , 6 月 号 , 440p. 
ゆな ん で も Q&A XI/XIturbo/X68000 シ リー ズ 編 
X68000ACE-HD で ハー ド デ ィ スク の 設定 を し て か ら ゲ 
ー ム を 立ち あげ る 方 法 に つい て 。- 一 - シ ャ ー プ , マイ コ 
>, 6 月 号 , 441р. 


[ESI]. 
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FILES mA 


な ん で も Q&A XI/XIturbo/X68000 シ リー ズ 編 

X68000 用 ミュ ー ジ ッ ク ソ フト MUSIC PRO-68K で 大 き 
な 楽譜 を 入力 する 方 法 に つい て 。- 一 シャ ー プ , マイ コ 
>, 6 月 号 , 441р. 
> 誌上 公開 質問 状 シャ ー プ 

X68000 に NEC の プリ ンタ を 接続 する 方 法 

に つい て 解説 し て いる 。 一 一 多田 太郎 , マイ コン 

BASIC Magazine, 6 HS, 74р. 
> BALL BALL 

2 人 て 対戦 で きる バレ ー ボ ー ル ゲー ム 。 ジ ョ イス ティ 
ッ ク が 2 つ 必 要 。 — S マイ コン BASIC Maga 
zine, 6 月 号 , 199-200pp. 
> A-JAX "FIGHTING SPIRIT” 

ゲー ム ミ ュー ジッ ク プ ブロ グラ ム 。 - 一 一 Yu-You。 マ イコ 
> BASIC Magazine, 6 月 号 , 206-209pp . 
> A-JAX "RANKING" 

ゲー ム ミ ュー ジン ッ ンク プロ グラ ム 。 — СЕТ 74 
コン BASIC Magazine, 6 B=, 210-212рр. 
チャ レン ジ ! X68000 

X68000 の 新作 ゲー ム , ドラ ゴン スピ リッ ト , R-TYPE の 
開発 状況 を 紹介 。 一 一 川野 俊 充 , マイ コン BASIC Maga 
zine, 6 月 号 , 297-298pp. 
> X68000 新 聞 

完成 間近 の サン プリ ング ソフ ト Sampling PRO-68K を 
紹介 。 一 一 編集 部 , LOGIN, 6 月 号 , 230-231рр. 


ポケ コン 


JEWEL THIEF 

名 ドロ ボウ に な っ て 防犯 カメ ラ に 見 つか ら な いよ うに 
宝石 を 姿 み 出す ゲー ム 。 一 一 江波 戸 第 人 , マイ コン BA 
SIC Magazine, 6 В 5, 203p. 

PC-1416G/1417G 
LARAK シャ ー プ (ポケ コン ) 

PC-1417G で オリ ジ ナ ルキ ャ ラ を 表示 させ る 方 法 と ア 
フタ ー サ ービス の 連絡 先 。 —061, マイ コン BASIC 
Magazine, 6 月 号 , 72-73pp. 

PC-1445/E200 
> CASL 太鼓 判 第 6 回 

CASL の 命令 解説 6 回 目 。 今 回 は スタ ッ ク 操 作 , コー 
№, リタ ー ン な どの スタ ッ ク 関 係 命 令 に つい て 。 4 月 17 
日 に 実施 され た 第 2 種 情 報 処 理 技術 者 試験 の CASL に 関 
する 問題 の 一 部 の 解説 も ある 。 一 一 塚田 洋一 , マイ コン , 
6 月 号 , 402-405pp. 

PC-1501 
> роб FIGHT 

タイ トル か ら も 知れ る よう に , ポケ コン 版 ア フタ ー バ 
ー ナ ー (ФИД 一 三沢 正 容 : マイ コン BASIC 
Magazine, 6 B=, 204p. 


90 年 代 を 読む 15 の 新 視点 
本 書 は , 目前 に 迫っ た 1990 年 代 を , 都市 と 社会 
5 2 = * M 産業 と テク ノロ ジー, そし て 国際 関係 な どの 視点 
| か ら 予 測 し よう と 試み て いる 。 4 人 の 著者 は い ず 
| れ も 三 菱 総合 研究 所 の メン バー だ 。 都 市 構造 に 関 
する 論議 を 始め , バイ オ テ ク ノロ ジー, 大 企業 時 
代 か ら の 変化 , 世界 経済 の 見 通し な ど に つい て 語 
られ て いる 。 が, 惜しい こと に 「|990 年 代 の コン 
ビュ ー タ 」 に つい て は 角 れ な れる そい な い 、。 
佐藤 公 久 新井 義男 ЖЕ 尾 原 重男 共著 
PHP 研究 所 刊 
A5 判 254 ペ ー ジ 1,300 円 谷 03(239)6221 
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特集 グラ フィ ッ ク の 環境 を 考え る 
MZ-2500 と サポ ー ト / ビ ジュ アル マシ ン と し て の X1 

THE SOFTOUCH キン グ ス ・ ナ イト ・ ス ペ シ ャ ル 
魔界 復活 / 三 国 志 / 新 作 情 報 他 

X68000 あ な た の 知ら な い 世 界 内 部 サブ ルー チン |OCS 

e MZ-286| の MS-DOS と エミ ュ レ ーション ソフ ト 

€ MZ-|500 用 投稿 ゲー ム Jocose John part2 

全 機種 共通 シス テム アド ベン チャ ー ゲ ー ム 作成 
ツー ル STORY MASTER 


日 月 号 
特集 迷宮 の 日 本 語 処理 環境 
MZ-2500 用 ワー プロ フロ グラ ム Super も の か きく ん 
書式 ユー ティ リティ COLN/ ら くら く SYMBOL 他 
試験 に 出る X1 最終 回 通信 プロ グラ ム で ある 
X68000BASIC 入 門 第 1 回 めぐ りあ い X-BASIC 
@X1/turbo 用 パズル ゲー ム STAR PANIC 
€ Z'sSTAFF PRO 68K の 世界 
X68000 あ な た の 知ら な い 世 界 SOUND PRO - 68K fth 
全 機種 共通 シス テム 「FM-7/77 版 S-0S"SWORD" 他 


9Hs 

特集 1 MZ-700 に 不可 能 は な い 

^. MZ-700 ゲ ー ム テク ニッ ク 集 /SPACE BLUSTER SG 

特集 2 ミュ ー ジ ッ ク デ ー タ と 遊ぶ FM 音源 の 世界 
MZ-2500MML の 拡張 /X1/turbo 用 MML コ ン バ ー タ 

X68000 あ な た の 知ら な い 世 界 マシ ン 語 入力 ツー ル 

BASIC リ レー 連載 ディ レク トリ まる ご と コピ ー 

@X1turboZ, X68000 用 ハー ドコ ピー ブロ グラ ム 

全 機種 共通 シス テム PC-80/88 版 S-0S“SWORD" 
リロ ケー タブ ル 送 アセ ンプ ブラ Inside-R 


1085 
特集 Game Design を 考え る 
遊び を 設計 する た め に / ピ コピ コゲ ー ム が 原点 他 
@ 投稿 ゲー ム 4 選 
@ ミ ュー ジッ ク ブ ログ ラム ベー トー ベン 月 光 
THE SOFTOUCH SPECIAL イー ス / ウ ル テ ィ マ MV 
X68000 あ な た の 知ら な い 世 界 BASIC to C コ ン バ ー タ 
X68000BASIC 入 門 追撃 ラン ダム ファ イル 
全 機種 共通 シス テム FuzzyBASIC コ ン パ イラ 拡張 版 
X1turbo 版 S-0S"“SWORD"/tinyCORE WARS 


1 1 月 号 

特集 1 全 機種 共通 シス テム S-OS 再 考 
超 入 門 S-0S/ フ ァイル アロ ケー タ & ロ ー ダ 
FuzzyBASIC コ ン パ イラ 版 BACK GAMMON 


特集 2 MZ-2500 ス ペ シ ャ ル 逆襲 の アル ゴ 機 能 


アル ゴブ ロッ ク 崩 し / ア ル ゴ リ ズム を 作ろ う 
@MZ-2500 カ ー ド ゲー ム KING'S COURT 
THE SOFTOUCH  X68000 用 Kamikaze/MZ-286 1 用 
up シリ ー ズ / ト リフ ォ ニ ー/ リ バイ バー 他 
X68000 あ な た の 知ら な い 世 界 CP/M-68K/TITLE. SYS 


Oh!X 1 月 号 
特集 正真正銘 の Oh! CZ SPECIAL 
新 製品 速報 X1turboZ Il /X1twin /X68000 
X1/turbo シ ステ ム & プ ログ ラミ ング 
NEW Z-BASIC/C compiler PRO-68K 
人 類 タ コ 科 図鑑 第 1 回 Jap meets Yankee 
実用 ( ? ) オ プ ジ ェ クト 指向 の ゲー ム プ ログ ラミ ング 第 1 回 
@X1/turbo 用 カー ド ゲ ー ム SPEED 
@X68000 フ ァイル コン バー タ MACS/HELPS 
全 機 種 共 通 シ ステ ム PASOPIA7 版 S-0S“SWORD" 他 


886! 


OhIAX 


コン ピュ ー タ サウ ンド “ 楽 ” 入 門 


ここ に は 1987 年 7 月 号 か ら 1988 年 6 月 号 ま で を ご 紹 
MOEG NW 1987522. 3, 4, 5, 7, 8,9, 10, 11, 12; 
19881, 2, 3, 4, 5, 6 まで の 在庫 が ご ざい ます 。 バッ 
ク ナ ン バー お よび 定期 購読 の お 申し 込み 方 法 に つい 
て は , 本 文 168 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。 


1 月 号 
特集 MZ&X 拡 張 ボ ー ド の 活用 

すべ て の 道 は |/0 に 通じ る /MZ で X1 用 ボー ド を 使う 
1987 年 度 GAME OF THE YEAR ノ ミネ ー ト 発表 
@ MZ-2500 用 ALGO SPACE BLUSTER SG 
@LIVE in 88 ドラ ゴン スピ リッ ト / 悲 し き チ ェ イ サー 
BASIC リ レー 連載 半熟 FORTRAN は いか が 


Є X68000BASIC 入 門 グラ フィ ッ ク 炎 上 


マシ ン 語 体操 1・2・3 デー タ 構 造 を 考え よう 
全 機 種 共通 シス テム Fuzzy BASIC コ ン パ イラ ЖЕ 


eHs 

特集 グラ フィ ッ ク 画 像 の 冒険 
X1/turboCG ア ニ メ / ト リフ ォ ニ ー で 立体 モデ ル 
X68000 グ ラフ ィ ッ ク デ ー タ /QUICK MZ PAINT 他 

X68000 あ な た の 知ら な い 世 界 辞書 構造 WORD POWER 

マシ ン 語 体操 1・2・3 Lisp イ ンタ プリ タ ( 1 ) 

© NEW Z-BASIC 詳 報 その 名 は Z-BASIC 

OLVE іп 88 グラ ディ ウス 2 

€ SHORT ACCESS THRILLINGC/POM カ ー ド ポー カー 

全 機種 共通 シス テム シュ ー テ ィング ゲー ム ELFES 


з= 
特集 コン ピュ ー タ サウ ンド “ 楽 "入門 
X1/turbo MIDI イ ンタ フェ イス の 製作 
MZ-2500 Super Keyboard/VIP サ ウン ド デ ー タ 公開 
Oh!X LIVE SPECIAL 組曲 「Ys」/Raspberry Dream 他 
THE SOFTOUCH Might and Magic/HyperUD 
オプ ジェ クト 指向 の ゲー ム プ ログ ラミ ング 
X68000BASIC 入 門 奇襲 アニ メ 作 戦 


| 報 X68000 あ な た の 知ら な い 世 界 未 公開 |OCS の 解析 


T 全 機種 共通 シス テム 構造 型 コ ン パ イラ 言語 SLANG 


月 号 
特集 不思議 の 国 の ゲー ム 学 
決定 ! 1987 年 度 GAME OF THE YEAR 
ピコ ピコ ゲー ム 春 場所 /GAME REVIEW 10 本 他 
新 製品 X68000ACE -HD/ カ ラー スキ ャ ナ CZ-8NSI 
X68000 あ な た の 知ら な い 世 界 microEMACS の 移植 
@MZ 700 SPACE BLUSTER FX 
e LIVE in '88 Moonlight Serenade/Long Night 他 
全 機 種 共通 シス テム デバ ッ ギ ング ツー ル TRADE 
シミ ュ レ ーション ウォ ー ゲ ー ム WALRUS 


5855 
特集 BASIC 入 門 「 再 検証 」 
BASIC の 歴史 と 意義 / 栄 光 の HuBASIC 
黄金 の BASIC 入 門 プ ログ ラム / プ ログ ラミ ング 用 語 
ミュ ー ジ ッ ク プ ログ ラマ へ の 道 / レ イト レー シン グ 
特別 企画 言わ せ て くれ な くち ゃ だ ワ 
ө 新 製品 X68000ACE/ACE-HD 
e LIVE in '88 GET WILD/BOOM BOOM/SDI 


ES eSHORT ACCESS 3D ボ クシ ング / マ シン 語 デー タ 文 生成 
| 全 機種 共通 シス テム シュ ー テ ィング ゲー ム ELFES 


бин 創刊 5 周年 記念 
特集 シス テム 環境 を 考え る 
8 ビット パソ コン の 開発 環境 /Human68k の シス テ 
ム 環 境 / シ ステ ム を 読む た め の ア セン ブラ 入門 
特別 企画 究極 の 8 ビッ ト パ ソ コン 8RON 計 画 
THE SOFTOUCH X68000 用 日 本 語 ワ ー プ ロ EW 他 
e 付録 「 あ ぶな い 福 袋 」 
マシ ン 語 体操 1・2・3 番外 編 Lisp80 入 門 
X68000BASIC 入 門 捨て 身 の ミ ュー ジッ ク 
全 機 種 共通 シス テム 構造 化 言語 SLANG 入 門 16 


ペ ・ ン ・ ギ ・ 


«А 


・ 情 ・ 報 ・ コ ・ー・ 


INFORMATION 
ЈА CORNER 


x NEW PRODUCTS 


_A4 サ イズ の ノー トワ ー ブ プロ 
WV -500 
シャ ー プ 


ye» 


WV-500 と オプ ショ ン 類 


シャ ヤー ク が フー トワ ー ジ プロ と 名 づけ て 7 
月 1 日 か ら 発 売 す る WV-500 は ,A4 サ イズ で 
厚 さ 39 .5mm, 重量 は 電池 含め 1.6kg と いう 小 
型 ・ 軽 量 の プリ ンタ 分 離 タ イプ 。 本 体 は 138,000 
H, 別売 の 熱転写 プリンタ WV-01TP は 39, 
000 円 。 


辞書 は 固有 名 詞 を 含め 約 10 万 語 , ユー ザ 


ー 辞 書 と し て 最大 110 件 が 登録 で き る 。 計 算 
機能 , グラ フ 作 成 機能 , スケ ジュ ー ル 管理 
機能 , を し て 自動 ソー ト / デ ー タ 検索 も で き 
る 住所 管理 機能 な ど が ある 。 また, IC カ ー 
ド 用 スロ ッ ト を 2 つ 内 蔵 し て お むり, メモ リカ 
ー ド (32K バ イト は 8,000 円 , 64K バ イト は 
12,000 円 ) に 文書 登録 で きる ほか ,, 
ク 体 印字 用 カー ド (10,000 円 ) も あり , 8 月 
に は 上 海 や 麻雀 な どの ゲー ムカ ー ド も 発売 
の 予定 。 また , 電子 手帳 PA-7000 の 電話 帳 / 
住所 録 カ ー ド も 同様 に 使え る 。 

ォ プ ショ ン と し て , 3.5 イ ンチ EDD WV- 
10FD(40,000 円 ) が 接続 で き , 書院 シリ ー 
ズ と 文書 の 互換 性 が 確保 きれ る ほか , パソ 
ュ ン 通信 の で きる 通信 セッ ト な と も 今後 発 
売 さ れる 。 

液晶 ディ スプ レイ は ガイ ダン スラ イン を 
含め 40 文 字 メ X22 行 が 表示 で きる 。 

く 問 い 合 わせ 先 > 
+ — 72 206 (621) 1221, 


ゴジ ッ 


03 (260) 1161 


コイ ンチ 液晶 カラ ー テ レビ 
ЗЕ-О1 


シャ ー プ 


240X384 画 素 を 3 イン チ 画 面 に 持つ ポケ 
ッ ト テ レビ 3E-J1(57,800 円 ) が シャ ー フ "よさ 
b 発売 る ыс 


ЖЕУ 284 — k'a уран 


UHF 合 わせ て 12 司 を 登録 で き , メモリ 局 と 
異な る も の は サー チ 選 局 で 探し 出せ る 。 
また だ た, チャンネル 番号 や 電池 交換 時 期 の 
知ら せな と ど が 画面 に 表示 され る 。 
ビデ オ 入 力 端 子 つき 。 本 体重 量 350 дь 
く 問 い 合 わせ 先 > 
zx — 2 206 (621)1221, 03 (260) 1161 


電子 手帳 用 | じ カ ー ド 
シン ティガ イド 東京 編 PA-7C8 


シャ ー プ 


人 気 の 電 子 手帳 PA-7000 用 の IC カ ー ド と 
Ст, シテ イガ イド 東京 編 カ ー ド PA-7C8 
(7,000H]) が 6 月 1 日 に 発売 きれ た 。 

収録 内 容 は , レス トラ ン や バー, TAA 
=, 百貨 店 ズ 専 門 店 , ホテ ル , 名 所 な ど 926 
件 の 首都 スポ ッ ト 情 報 。 ま た , エリ ア 別 な 
どの 条件 検索 機能 や 最寄り 駅 な どの デー タ 
も 装備 し て いる 。 


PA- 7C8 


PA-7000 用 IC カ ー ド は ほか に も 多数 ある 
の で 詳し く は 下記 へ 。 
く 問 い 合 わせ 先 > 
У ~ — 2 0 容 06(621)1221, 03 (260)1161 


コン パク フト ファ クシ ミリ 
FO-420 
シャ ー ン 


シャ ー プ は ,5 月 30 日 に コン パク ト フ ァ ク 
シミ リ FO-420 (298,000 円 ) を 発売 し た 。 原 
稿 は A4 サ イズ で 10 枚 まで 自動 連続 送信 で き 
5, OSE ам 
ル 50 局 を 装備 し , 相手 が 通信 中 の と き 
再 ダ イヤ ル の ほか に , 別に кы る フ 
> A T БАВЕ РАС ВОЋЕ ОУ 
料金 の 安い 深夜 / 休 日 に 送受 信 す る よう に セ 
ッ ト す る こと も 可能 。 

く 問 い 合 わせ 先 > 
У x — > 容 06(621)1221, 03 (260) 1161 


FO-420 


LISP 内 蔵 ポ ケ コ ン 


А1-1000 

カシ オ 計 算 機 

カシ オ 計 算 機 が 6 月 27 日 か ら 発売 する ポケ 
ッ ト コ ンピュータ AI-1000 は , COMMON 
LISP の 文法 を 参考 に し て 茂 選 る れ た LISP 
を 搭載 し た も の て 価格 は 39,800 円 。 

32K バ イト の RAM を 持ち 。 ファ ンク ショ 
ン キ ー4 つ , 32 桁 4 行 表示 の 液晶 ディ スプ 
レイ を 装備 。 数 式 記憶 。 ファ イル 管理 は も 
ちろ ん , 電話 番号 な ど を 記録 する デー タバ 
ンク 機能 もち も ある 。 

オプ パン ジョ シン と し て て BASIC C, PROBOG, 
CASL な どの ROM カ ー ド ( 各 11,000 円 ) や , 
159 


ベン ギン 情報 コー ナー 


増設 用 32K バ イト RAM (15,0009), 3.54 
ンチ FDD (49,800 円 ), RS-232C と セン トロ 
ニク ス 人 準拠 の イン タフ ェ イ ス を 内 蔵 し た イ 
ンタ フェ イス ボッ クス (16,500 円 ) な ど が 用 
意 き れ て いる 。 


〈 く 問い合わせ 先 > 
Z Ули А 2203 (347) 4811 


м Duman 20A 11 
b O 


立石 電機 は , £= жш. 2400bps の MD2400 
B(49,800 円 ) と 全 一 重 ・1200bps の MD1200A 
II (24,800 円 ) と いう 2 機種 の モデ ム を 6 月 
6 日 か ら 発 売 し た 。 


x THON で いっ ぱい Bra 


5 月 中 旬 に 東京 ・ 平 和 島 で 恒例 の マイ コン 
ショ ツ が 開催 され た 。 昨年 まで と は うっ て 
変わ っ て, パソ コン の 出品 が 少な か っ だ の 
- は 少々 失望 し た が , を の 代わ り に あの TR 
Wet 9 o у 
列記 し て みる と , 

・TRON チ ッ プ 「G マ イク ロ /200」 お よび 周 
辺 LSI : HX, 富士通 , 三菱 電機 
・TRON チ ッ プ の パネ ル 説 明 : 松下 
ITRON や イク グロ ニタ ダス 
・CTRON 試 作 版 : 沖 電気 , 東芝 
・CTRON 搭 載 ミ ニュ ン : 沖 電気 
・BTRON 試 作 機 : 松下 
と いっ た 具合 。 これ だ け TRON 関 係 の 製品 
が 展示 る され だ た の は , も ちろ ん 初め て の こと 
だ 。 さら に 有料 で TRON 計 画 の リー ダー で 
ある 東大 助教 授 ・ 坂 村 健 氏 の 講演 まで あっ 
J; T to buka y Cry eE, ; 

この 背景 に は , TRON 計 画 の 推進 団体 , 
TRON 協 会 の 母体 で ある 日 本 電子 工業 振興 
協会 が マイ コン ショ ツウ の 主催 団体 で ある こ 
と が 大 きい と は 思う が , ここ で は まず 普 べ 
る 製品 が 捕っ て きだ た こと を 客観 的 に に 評価 し 
160 on x 19887. 


MD2400B は , 通信 エラ ON 
で ある MNP を 搭載 し , 
最適 選択 機能 に より コー ド rod MET e 
ラー 発生 を 最低 に 抑 を た と いう も の 。 

な お , 同時 に 1200bps の MD1200AII も 発売 
され る 。 制 御 コ マン ド は , 両機 種 し も ヘイ ズ 
AT お よび CCITT V.25bis 準 拠 。 

〈 問 い 合わ せ 先 > 
МА 2:03 (436) 7233 


・ 再 送 方 式 


こ - フ ロー コー ド 


MDZ400B 


— GT-4000 – 


セイ コー エプソン は ,。 パソ コン 用 カラ ー 
イメ ー ジ スキ ャ ナ GT-3000 の 上 位 機 ほ し て , 


o t€ CIE BOE, 富士通 , 三菱 の 3 社 が 共同 
NALE I > FTRON*»7'G- 
イク ロ /200」 が 一 般 に 初 公開 され た こと は 
BTRON な ど と 違っ て 大 き な 意 味 が ある 。 な 

こし ろ , TRON の オリ ジ ナ ル な 命令 モット 
¿os с 

TRON チ ッ プ が 出回り それ を 使っ た パ 
ソコ ロン が 失語 代 き れれ ここ て OS と し じ て BTR 
ON や ITRON が 走り 出す に は まだ し ば らく 
は 時 間 が か か り そ う だ が , そろ そろ TRON 
コン ピュ ー タ の 輪郭 が 見 を て きた と いっ て 
いい の か が も し れ な い 。 


| 4M ビット メモ リ が 離陸 


これ も マイ コン ショ ウツ から の 話題 。 マ イ 
コン て ば は な く 。 メ モリ チッ プ も 命令 の マイ 
コン ショ ウ で は 話題 を 集め た 。 一 部 で 予想 
され て い だ た こと だ が ,4M ビ ッ ト の DRAM の 
試作 品 が 公開 され た 。 展示 し た の は 東芝 
三菱 電機 , 日 立 製作 所 の 3 社 。 冨 士 通 と 松下 
b スペック を パネ ル 展 示し た 。 

詳し い ス ペッ ク は ここ で は 省 か せ で いた だ 
J C Xy, お お むね 各社 の 公表 デー タ は 同じ 
T, プロ セス ルー ル は 1M チ ッ プ よさ 0 20268 
い 0.8z ル レー ル 。 ア クセ ス 速 度 は 100 ナ ノ 秒 前 , 


AM DRAM) の 場合 


新た に GT-4000 を 5 月 下旬 か ら 発 売 開 始 し た 。 
価格 は 198,000 円 。 

GT-4000 は , 1 回 の スキ ャ ン で A4 サ イズ 
の フル カラ ー 画 像 を 入力 する 線 順 次 走査 を 
採用 し , 読み 取り 時 間 は 約 90 秒 。 読 み 取り 
画素 あたり 最大 8 ビッ ト で 入力 する の で , 各 
色 最 大 256 階 調 で 1 千 6 百 万 色 の 表現 が で きる 。 
42 • #879150 — 20026 # Т 2106 % 
み で 設定 可能 。 

な お , ST y bass k L CGO. 
di с ー タ な ど は その まま 
使用 で き 
ко 
212-2707 0) 220266 (52) 3131 


GT-4000 


МАСЕ SMER ETE | 


後 。 チ ッ プ サイ ズ は 1 メガ や 256 キ ロ チ ッ プ 


と 同じ 。 

4M 時 代 が 目前 で ある と は 昨年 か らい われ 
ва 9002 7, ВАС НО 
に 試作 品 を 置か れる と , いよ いよ か 。 とい 
О 感じ が 実 村 に し て わい て で る 。 
実は この 4MDRAM, 単純 に メモ リ は 大 き 


ば ほう が いい 。 と いっ た 問題 で は な く 〈。 深 


刻 な 需要 が すでに ある 。 新しい パソ コン 用 


0S で ある 0S/2 が その 引き 金 な の だ 。0S/2 
を 使う 場合 , メイ ン メ モリ は 最低 で も 3 一 4M 


バイ ト 必 要 で ある こと は 以前 説明 し た と 思 


2 う ぉ だ きえ を ば 4M バ イト を 装備 する と し よう 。 
238 5E ,-.250K E У БОДА У > R 
実に 128 個 が 必要 に な 
る うな を を そ 半 才 び ボボ デ ド トド だ けり で パソ コ 
ン の 本 体 の 中 が いっ ぱい に な っ て し まい を 
う な の で , 事実 上 , WHC AIO. だ が か 
ら 最低 で も 1M ビ ッ ト の DRAM が 必要 と な る 
わけ だ 。 し か し 1M ビ ッ ト DRAM で も 32 個 必 


E OnT も かなり OASE ARo て 


し まう 。 その 点 ,4M ビ ッ ト の DRAM が あれ 
ば 8 個 で すむ か ら 理 想 的 だ 。 

さて マイ コン ショ ツウ ツ が 終わ っ て , 4M ビ ッ 
ト の DRAM が いつ か ら 商 品 化 さ れる か を 気 


R-65 


AV 機器 用 の イン テリ ジェ ント リモ ュ コン の 
新 製品 R-65 (12,500 円 ) が ビッ グ サ ンズ は よ 
り 6 月 1 日 に 発売 きれ だ 。 キー 数 は 65 で , E 
の キー$ 登 録 内 容 は 変更 可能 。3 個 の LED 
2779, 送信 / 受 信 / エ ラー の 状態 を 表示 
する 。 | 
単 3 電池 4 本 使用 ., サ イズ は 幅 200X 長 さる 110 
x J. 8 18mm, 
< 問い 合わ せ 先 > 
У УЉУ Х 206 (311) 0077 


INFORMATION 


куллага КОКА, 
で プレ ゼン ト を も らち お う 。「 今 夜 $ 朝 まで P 
O0WEREFUL ま あじ ゃ ん 」 の エキ サイ ト 人 麻雀 
モー ド て で 登場 する 7 人 の 女の子 か ら , 一 番 気 
に 大 っ た 子 そ 選ん た で パン コン ジッ チ 香 
ぇ 付け の ハガキ (官製 ハガキ も 可 ) に 記入 
L, 下 の 宛 先 に 送付 する 。1 位 に な っ た 彼女 
に 投票 し た 人 の 中 か ら , 抽選 で 500 名 に 彼女 
の オ コ リン ナル デー ダテ А АРВ 
(だ た だ し これ は 「 今 夜 も 朝 ま て POWERFU 
L ま あじ ゃ ん 」 の ディ スク が な いと 使え な 
い )。 応 募 の 際 は , 住所 ・ 氏 名 ・ 年 齢 ・ 希 望 
の 機種 メデ ダ ィ ア を 明記 する こと 。 和 完 先 は , 
T060 北海 道 札幌 市 中 央 区 北 1 条 西 7 Т H 

住友 海上 札幌 ビル デー ビー ソフ ト 株 式 会 社 
応募 期間 は 6 月 末日 まで 。 


— 


«ра > 
7— К—>У 7 МЕ 2011 (251) 7462 


BOOK 


ジネス アスキー | 


X68000 活 用 本 の 類 の 最新 刊 。「 生 い ぃ いたち 」 
や 商品 コン セプト な どの プロ フィ ー ル に 始 
Bot, シス テム 構成 。 標準 ツア フト な ど を 
に 即 し て 解説 し て いる 。 
『X68000 ガ イド ブッ ク 』 佐藤 日 出 男 著 
B5 判 , 295 ペ ー ジ , 2,800 

く 問い 合わ せ 先 > 
帆 ビ ジネス ・ ア スキ ー 


マニ ュ ア ル 


7103 (486) 7119 


X68000 
ガイ ドブ ッ ク 


и =. ,„ _- ге = = өы 


ЕРЕ ГАНА БАЈ по T. 新聞 
に 続々 と ,4M ビ ッ ト の DRAM の 試作 品 が 提 


供 き れ 出 し た と いう ニュ ー ス が 載り 始め た 。 


いろ いろ 記事 が 出 た の だ が , 総合 する と 5 
HU 
富士 通 , 三菱 電機 の 3 社 。 6 月 に は 東芝 が 
出し , 7 月 に は 日 本 電気 が 続く と いう 。 
また 松下 や テキ サス ・ イ ンス ツル メン ツ 社 
も 計画 中 と か 。 

記事 に よれ ば , 試作 品 で は な く て 本 当 の 
製品 が 販売 され る よう に な る の は 来年 後半 
以 隆 だ み テ まい こう 。 そ の スケ ジュ ェ ュー ル が か がら 
考 た れ ば 。 パソ コン で 気軽 に 使わ れる よう 
に な る に は 早く 《 て も 2 年 後 し いう こと に な ろ 
う 。2 年 後に な れ ば , 08/207 7 ゆか ーー ジョ 
ン ソ フト も 出揃っ て いる だ ろう か ら , ちょ 
うと 都合 が いい 。 2 年 後 。PC-9801 は その 
と き で も 独占 状態 に ある の だ ろう か ?7 t 
に か 〈 4M チ ッ プ 時 代 に 向かっ て テイ クオ フ 
PS esa 


x AX マシ ン が 動き 出す 


5 月 ま に ぎ や か だ っ だ 。 マ イコ ンジ ショ アウ ア の 
йлы, 今度 は 東京 ・ 晴 海 で これ また 恒例 の 
ビジ ネス ショ ツウ ツ が 開催 きれ た だ 。 


に 試作 品 を 出荷 し た の が 日 立 製作 所 , 


も А ЖУ ж.а БЛЕЗ Сан 
在 販売 中 の 商品 と 近く 発売 され そう な 製品 
の オォ オン パレ ー ド 。 チップ で は な く 完 成品 ば 
52 

4H С ЕСАД FA t が 詰め か けた だ そ 
う で , 混雑 を 極め て いた が , 見 どこ ろ は タ 


ッ プ グリ あっ た 。 最 新型 ワー クス テー ショ ン , 


ラッ プ ト ッ プ パ ッ ユ コン, パッ コン 新 製品 , 
ワー プロ 。ISDN, パソ コン 通信 ,LAN。 オ フ 
ィ ス 家具 。 電子 文 具 。 果 て は シス テム 手帳 
プー デム に 乗っ て , 文房具 コー ナー も な か な 
か 人 気 の 的 。、 ダ モン スト レー ショ ン に も カ 
が 入っ て いた 。 

どれ ひと つ を 取り あげ て も 20 行 以上 コメ 
ント を 書け る の だ が , ここ で は 一 番 注目 を 
浴び て い だ う ちの ひと つ に つい て 紹 條 し よさ 
23 

パソ コン 新 製品 で は つい に 話題 の AX = 
シン が 大 挙 し て 姿 を 見 せ た 。 す で に 販売 活 
動 に 乗り 出し て いる 三洋 電機 し シャ ー プ 
三菱 の 3 社 が , こ れ か ら 発 売 す る AX パパ ソコ 
ン を 一 府 に 役 開 し た の だ 。 СЕНКЕ 
А T yZ КУ А о mS 
トッ プ と その 改造 機 の 疑似 卓上 機 を 出品 。 
そし て シャ ー プ は 80386 を CPU に 使い , きら 


に GSP を 装備 し て 高速 画像 処理 を 実現 し た 
超 豪華 マシ ン を 投入 し た 。 三 洋 は すでに 販 
売 し て いる 80286 の 卓上 機 だ が だ けり で な く ,32 Е 
ッ ト 高 速 機 し ラッ プ ト ッ プ 機 も 追加 , 展示 
に まこ っ 

いよ いよ AX が 姿 を 現し た 。 会 場 で も 目 立 
っ て 人 気 を 集め て いた 。 

「 ゎ う PS/2 が 定着 し た か ら AX な ん て ……」 
と いう 声 も チラ ホラ と 出 て いる が , 実際 に 
は そん な こと は な い 。 米国 で は IBM-PC/A 
T 互換 機 が 売れ 行き アッ プ を 示し て お b, 
日 本 で も AT 互換 機 で ある 東芝 の J-3100 が 依 
然 と し て 好調 だ 。AT 互 換 機 市 場 は まだ まだ 
健在 で ある , と いえ よう 。 そ ん な お り に 彗 
竹 の よ うに デビ ェ エー た だ た A 疾 マジ シン 。 そ こそ 
こ は 行 け そ うだ 。 今後 の 各社 製品 の 売れ 行 
き に つい て は , 後日 この ユー ナー で 報告 も 
E. 

lis, シャ ー プ の AX パソ コン は , 通称 「A 
X386, と 命名 る され た だ た が, 型番 は 「MZ -8702 
/6」 と いう 。 シ ャ ー プ "は MZ と いう 名 前 に 特 


_ 別 な 価値 や 重い 歴史 を 感じ られ な く な っ た 


ょ うだ 。MZ の 歴史 に ピリ オド を 打っ た 展示 
会 どっ だ の か も し れ な い 。 そう 思う の は 短 
半 に まま どる だ ろう か 。 (K.T.) 
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すっ か り 初 夏 の 気候 と な り , そろ そろ 南 
の ほう か ら 海 開き の 話題 な ど が 聞こ えて 
きそう で す 。 皆さん は この 夏 , どん な 予 


€ 5 B 50 ГВАЅІС 特集 」 は た い へ ん よかっ た で 
す 。 それに 「 圭 わせ て ぐれ な くち ゃ だ ワ り 」 も , 
読む の は キツ か っ た けど と 面白 か っ た で す 。 な か 
で も 最も 驚い た の は 85 ペ ー ジ の 機種 別 保有 者 数 
T, X68000 ユ ー ザ ー が こん な に 多かっ た こと に 
は た い べ ん うち や まし く 思 えま した 。 
燈 田 安 幸 (15) 大 阪 府 
念 「BASIC 特 集 」 で HuBASIC が ほめ られ て いた が , 
いい と ころ ば か り 書 いて ある の は 問題 だ と 思う 。 
XI の 売れ 行き が 伸び 悩ん だ の は , 私 は あの ペイ 
ント ルー チン = ハドソン の せい だ と 思っ て いる 。 
山本 正幸 (18) 神奈 川 県 
山本 君 の いう よう に いろ いろ と 不満 は あっ 
だ か も し れ な いけ ど , あ の ころ の HuBASIC 
っ て , 結構 いい 線 い っ て た と 思う ん で すけ 
と ど と ね 。 で も 5 月 号 の 特集 を 読ん で , 多く の 
方 か ら 「BASIC を 見 直す きっ か け を 得 た 」 
と いっ た 内 容 の ご 意見 を た くる ん いた だ い 
C, 編集 室 で も 嬉 ん で いま す 。 
を 僕 は 去年 の 9 月 号 か ら Oh ! X (Оһ! MZ) を 読 
み 始 め た の で , 「 言 わせ て くれ な くち ゃ だ ワ り 」 は 
今回 が 1 回目 で し た 。 読ん だ あと の 感想 は 「 読 
者 パワ ー を 思い 知ら され た っ ! 」 の ひと 言 に 尽 
きま す 。 そ れ に し て も 凄い で すね ぇ ーー。 
北野 卓哉 (|5) 大 阪 府 
も し か し て 5 月 号 96 ペ ー ジ 左下 の 「 鳥 居 勉 さ 
ん 」 は , 栃木 県 と いう こと か らし て も “X フ ァ ミ 
リー の 生み の 親 " で ある , シャ ー プ 電子 機器 事業 
部 長 の 島 居 さん で は な い だ ろ うか 。 第 | 回 の 祝 
一 平 氏 と いい , Oh! X は と ん で も な い 隠 れ キ ャ 
ラ を 用 意 す る の が 好き で すね 。 
田中 義彦 (24) 東京 都 
を を お 詫び する の で ある 。 ま さか 私 の し ょ ーー も な 
い メ ッ セ ー ジ が , 第 3 回 「 言 わせ て くれ な くち 
ゃ だ ワ 」 に 載る (87 ペ ー ジ の 最後 の あたり ) な 
ん て 夢 に も 思っ て いな か っ た の で , つい つい , 
いい か げん な 嫁 の グチ な ん ぞ 書 いて し まっ た が が , 
うち の 女房 は た い へ ん よく で きた 嫁 で ある 。 よ 
っ て 5 月 号 の 私 の ハガキ に は , 一 部 "ウソ "が あ 
っ た こと を ここ に 深く お 詫び する の で ある (SB 
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FROM READERS TO THE EDITOR 


定 を 立て て いる ん で し ょ うか 。 そ の よう 
な 話 も , 機会 が あれ ば ぜひ 聞か せ て いた 
だ きた いで すね 。 


Ce 田中 伸和 (30) 大 阪 府 
これ は も う , ハガキ の 一 部 に ウッ を 書い て 
し まっ だ お 詫び と いう より , 田中 きん か ら 
奥様 へ の 体面 繕 いと 見 えま す が , いか が な 
も の で し ょ うか 。 
Ф 5 月 号 86 ペ ー ジ の 伏 喜 さん の 上 の CG を 見 て 
な に か 思い 出し ませ ん か 。 そ 一 で す , あの 有名 
な デー ビー ソフ ト の 「 南 太平 洋 ア ド ベ ンチ ャ ー」 
で す 。 あ の ゲー ム こ そこ の 私 が 初め て 買っ た ゲ 
ー ム ソフ ト だ っ た の で す 。 あ の ゲー ム っ て , Њ 
物 に いき な り 挨 拶 す る と か , オー ル で 戦う と か 
まっ た くむ ちゃ くち ゃ な も の で し た 。 は っ きり 
いっ て アタ ッ チ な ん ぞ よ り も 超 上 卑劣 な も の で あ 
っ た と いま で も 確信 し て いま す 。 う "' 一 ん , 懐か 
し い 。 で も や っ ぱり アイ スク リー ム は 雪印 の パ 
ナ モ で す 。 稲 野辺 弘 (17) 神奈 川 県 
だ くさ ん 届い た だ 5 月 号 の ハガキ の な か に , 
「 震 印 の パナ モ は 美味 し い 」 と 書い て きた 人 
が 稲 野辺 君 の ほか に 3 名 ほど いた の で す が , 
いっ だ い “パナ モ ” な る アイ スク リー ム の 
と た だ か か 2 か て いる た て 上 ょ よう ね 。 
Ф 「 言 わせ て ~」 の 「 私 が 主役 だ ぁ 」 の トリ に 載 
せ て いた だ きど う も あり が と う 。 掲 載 さ れる の 
を 狙っ て ハガキ を 出し た の は あれ が 初め て で す 。 


さて , これ か ら は な に を 書い て 出し まし ょ うか 。 
それ と , よう や く 私 の 手持 ちの 各 シ ステ ム に お 
ける 交流 が 図れ る 環境 が 整い まし た (と いっ て 
も 80B だ け は 一 方 通行 で す が ) 。 
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OBJECT 


ここ まで ひと り で 仕上 げ る の に は ちょ っ と 時 間 
が か か り ま し た が , これ も すべ て Oh ! Х(Оћ ! MZ) 
の お か げ で す 。 棚瀬 小三 郎 (61) 北海 道 
いえ いえ , これ ら の シス テム 環境 を 作ら れ 
だ の は ひと え に 棚 瀬 る さん の 努力 の 賜 で し ょ 
う 。 こ れ か ら も その 環境 を 生か し て が ん ば 
っ て て だ さま $ ょ 。 
Фр, 悪かっ た 。 吉 田 幸一 さん が そこ まで 考え 
て いる と は 思わ な か っ た 。 僕 は | て 7 巻 ま で の 
半分 し か 読ん で いな か っ た の で , そこ まで 意見 
は で き な い 。 で も , 結局 は 人 それ ぞ れ な ん で す 
よね 。 塚田 弘 (18) 栃木 県 
€xe68000ACE-HD Cli, また また 新しい カス タ 
ム IC を 作り まぐ っ つた よう で すね 。 それ で も っ て 
その 名 前 が “メシ ア " だ っ て ? いったい プッ 
ク 人 は どの 生 っ て し まっ た ん で し じょう か ね 。 や 
は り 仏 様 より 救世 主 の ほう が 凄い ん で し ょ うか 
ね 。 も し , 今度 また 新しい IC を 作る よう な こと 
が あっ た ら 名 前 は も う " ジ ー ザ ス ・ ク ライ スト " 
し か な いん じゃ な いで し ょ うか 。 そうそう, つ 
いで に 漢字 ROM & IOCS に は “金田 一 春彦 " と 
か , スプ ライ トコ ント ロー ラ に は “ピカソ " な 
ん て いう の も いい ん じゃ な いで し ょ うか 。 つい 
で に 数 値 演算 プロ セッ サボ ー ド に は “広中 平 祐 " 
と か に し ちゃ いま し ょ 。 最 後に 初代 X68000 用 20 
M バイ ト HD は "アン ドレ ・ ザ ・ ジ ャ イア ント " 
な ん て 呼ぶ よう に な っ た ら , 世の中 楽し いで し 


ー ド 
aMHz で も , ^ f 
E. XUturbo は 速い の だ 。 


494% 岡部 玄 (22) 長野 県 
スプ ライ トコ ント ロー ラ に は “山形 導 博 ", 
数 値 演算 プロ セッ サ に は “EE” な ん て 
いう の も いい か も ね 。 

こん な に 街 の 緑 が 鮮やか な の に , 僕 の 心 の な 

か は 真冬 に な っ て し まい まし た 。 あ まり に 突然 

だ っ た か ら , どう する こと も で き な く て …… d NO 

まま で ずっ と 一 緒 だ っ た か ら 気 づか な か っ た け 

と 4 伺 も 導 ま で きた ん だ と 司 い ます 。 こ 

れ ば か り は 誰 を 責め る こと も で き な い し , 誰 も 

| МАЧВИ CT. きっ と そう に 決ま っ て いま 

す 。 少 し 時 間 は か か る か も し れ な いけ ど , #75, 

あの と きみ た い に 2 人 で 海 を 見 に 行け た ら 嬉 し 

МЕ C НОЧЫ ИСУ VOBCIOS 

IJ k U) 2 ЛО ДУ, (АИ Љо О 

と お り だ と 思い ます 。 だから , diri, = 

れ ど こ 行 き の ハ ガキ で し た っ け 。 

井上 武司 (18) 神奈 川 県 
この テ の ハガキ は タイ ム ス リ ッ プ で も し て , 
レモ ン ち ゃ ん の セイ ヤン グ , まだ は アン コ 
ウ さ る ん の オー ルナ イト , ナマズ の お ば る きん 
の 走れ 歌謡 曲 ,. ま た は ナッ チャ コパ ッ ク ( テ 
ー マ に よっ て は 可 ) に で も 送っ て みれ ば ば , 
きっ と 番組 の 最後 の ほう で 読ん で も ら え る 
は ず で す 。 あ っ , 失礼 , 井上 る ん は まだ 生 
まれ て な か っ だ の か な , あの ころ っ て 。 

最近, パソ コン の こと を バカ に し て いた 妻 が , 

「 ス ー パ ー レ イド ッ ク 」 を や り 始 め て か ら 病 みつ 

き に な っ て し まい , 9 カ月 の 娘 を 私 に 押し 付け 

T, 毎日 , 毎日 パソ コン の 前 に 座り きり に な っ 

て いる 。 私 が パソ コン に さわ っ て いる 時 間 が な 

КО СО о у いたい. どう も で れる 

AJ. 深沢 芳明 (30) 神奈 川 県 

あと | 週間 で 「 ソ ー サ リア ン 」 で ある 。 日 本 

全国 「 ソ ー サ リア ン 」 で ある 。 編集 室 に サン プ 

ル 版 は ある の か 「 ソ ー サ リア ン 」 で ある 。 木屋 

氏 を 人 間 国 宝 に し た い 「 ソ ー サ リア ン 」 で ある 。 

古今 東西 「 ソ リー サリ アン 」 で ある (mx: 

以下 似 た よう な の が 延々 と 続く の で 一 部 省略 の 

「 ソ ー サ リア ン 」 で ある )。 ああ, 「 ソ ー サ リア 

ン 」,「 ソ ー サ リア ン 」, 「 ソ ー サ リア ン 」 な の で 

ある 。 上 杉 直久 (18) 神奈 川 県 
いや ー,。 上 杉 る ん の ほか に も 「 ソ ー サ リア 
ン 発 売 」 の ニュ ー ス に 関し て は ずい ぶん と 
ご 意見 を (に た だ きま し た だ 。turbo 専用 な の 
が 悔い が 残り ます が , 仕上 が り は 今月 の レ 
ビュ ー で お 届け し た と お り の 結果 で す 。 6 
月 24 日 発売 の 「 イ ー ス II」 も 期待 大 で すね 。 

OZRT H, X68000 版 レ リ ク ス の 責任 者 は 実 

васт IA. も し 行っ た の 

な ら , 社名 が 「 ボ ー ズ テッ ク 」 に な っ て た り し 

て 。 チ ャ ンチ ャ ン 。 ВЕЕ 謙二 (21) 岐阜 県 

を 私 の X68000 は 両親 の 上 海 専用 ゲー ム マ シン 

と 化し て いる 。 毎日 20 て 30 回 も や っ て いて , X 

母 と も ども ギャ ー ギ ャ ー い いな が ら マ ウス を ク 

リッ ク し て いま す 。 それ で も 毎日 | 度 は クリ ア 

する 上 達 ぶ り に は 息子 の 私 も た だ 感心 する ば か 

り 。 ま た, 最近 で は 源平 に まで 手 を 出し て お り , 

バア さん の 声 に 大 爆笑 し て いま す 。 
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苗木 純生 (21) ХЕМ 
Ф X68000 の 源平 討魔 伝っ て 凄い で すね 。 し ゃ べ 
る こと し ゃ べ る こと 。 僕 は 後ろ に 人 が 隠れ て い 
る ん じゃ な いか と 思っ て し まい まし た 。 
信太 ж (18) 高知 県 
ホン ト , 最近 の ゲー ム は よく し ゃ で り ま す 
à. XX1 版 の 「 で ゼリア ー ド 」 や 「 ね ぎ 麻 雀 」 
も し ゃ で り ま くっ て いま す 。 で も 夜中 に ひ 
と り で や っ て る と , ちょ っ と 不気味 な 気 も 
し な いで は な い の で す が ……。 
多 夢 の サ ッ カ ー や サイ エン スロ マン キャ ン ペ ー 
ン と いっ た 催し 物 で , 快 進撃 を 続け て いる 我ら 
が シャ ー プ だ が , ここ 静岡 で も シャ ー プ 製品 10 
万 円 以上 お 買い 上 げ で , も れ な く 「 石 川 さ ゆり 
ショ ウ ご 招待 」 で ある 。 
竹谷 直樹 (I9) 静岡 県 
夢 の サ ッ カ ー よ り , も れ な 〈「 和 石川 る ゆり 5 
ショ ツウ 」 の ほう が シュ ー ル で いい な あぁ 。 2 
うい う セ ンス 大 好き で す 。 
念 今年 めで た く 国 立 大 学 に 入学 で き て , 喜び を 
体 い っ ぱい で 感じ て いる 今日 この ご ろ で す 。 も 
っ と 嬉し いこ と に うち の 学校 の 購買 部 に は X 68 
000 が 置い て あり , 学生 が 好き 勝手 に 使え る の で 
す (その 隣 に は PC-98 も あっ た りす る )。 や っ た 
ф—, これ で X68000 を 買わ な く て も スペ ハリ や 
源平 が で きる 。 こ の 学校 に 受かっ て ほん と に よ 
か っ た 。 小松 元弘 (18) 静岡 県 
こん な 話 , シャ ー プ さん が 聞け ば きっ と 潤 
いち ゃ うだ ろう な 。 で も 小松 君 も 同じ 静岡 
な ん だ か ら , いま X68000 を 買え ば 「 石 川 き 
ゆり ショ ツウ 」 ご 招待 だ よ 。 
を 先々 月 まで 私 は FM ユー ザー だ っ た 。 し か し , 
友人 が XIturbo か ら エ プ ソ ン に 乗り 換え た の を 
BEIC, この 私 も 以前 か ら 憧 れ の X68000 を 買っ て 
し まっ た 。 さあ, も うた め ら うこ と は あり ませ 
ん 。 ど ん どん ソフ ト を 出し な さい 。 私 は いい も 
の は た くさ ん 買う 社会 人 ユー ザー だ ぞ ! 
їп 恭 明 (30) 北海 道 
ずい ぶん と 威勢 の いい 方 が 仲間 に 加わ っ て 
い だ だ いて , 頼も し い 限 り で す 。 それ に 推 
薦 す る ソフ ト の と ころ に 堂々 と 「 源 平 討魔 
fs, X68000 を 買っ て よかっ た 」 と 書い て 〈 
れ た だ 辻 口 さん の 性 格 は も っ と 好き で す 。 
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こい も ょ よ 」 
と 上 げた よう で すね 。 皆さん は も う 気 づい て い 
る と 思い ます が , な ん と X68000 の 広告 を 電車 の 
中 吊り 広告 の な か に 見 つけ た の で す 。 あ れ は 見 
る 人 に 大 エジプト 展 を 思わ せる よう な , 黄金 の 
輝き を 持っ た 感動 を 与え ます 。 こ の 広告 は いま 
まで と 違っ た シャ ー プ の 意気 込み が 感じ られ て 
と て も Good で す (マル )。 | 
石部 忠之 (19) 千葉 県 
人 いやー, や っ と レイ トレ ー シ ン グ の 記事 が 出 
まし た ね 。 な ん せ 過 去 4 年 ほど ビレ イト レー シン 
グ の 記事 が あっ た と いう 記憶 が あり ませ ん で し 
た か ら ね 。 と ころ で , ふと 気づい た の で す が , 
Oh ! X に は 「 創 刊 〇 周年 記念 」 と 「 改 題 〇 周年 
記念 」。 ま た は 「Oh ! X 独 立 〇 周年 記念 」 の 2 大 
行事 が ある わけ で す が , や は り 両 方 と も ちゃ ん 
Quid aid лери 
上 「 言 わせ て くれ な くち ゃ だ ワ 〇 周年 記念 
5-05 発足 〇 周年 記念 」 を 追加 し て Oh! X 4 
行事 まで 発展 する と 読ん で いる の で す が 。 
宮本 康司 (19) 兵庫 県 

そう で すね を ぇ , 創刊 と 改題 と 両方 や れ ば 1 

年 に 2 度 お 祭り 騒ぎ が で き て いい ん で し ょ 

うけ ど , その うち 「 年 中 お 祭り や っ て る ア 

ッ パ レ マ ガ ジン 」 な ん て サブ タイ トル 付け 

られ そう で 怖い な ぁ 。 
あの で すね , 「 プ ログ ラム を 入力 する 」 と よく 
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fa, 入力 」 と いう 文字 を 単純 に 分 析 す る と , 7) 
を 入れ る と いう 意味 に な る わけ で , これ で は 意 
味 不 明 で すね 。 誰が 最初 に 「 入 力 」 と いっ た の 
か , 誰か 知っ て いた ら 教 え で くだ さい 。 
荒木 光弘 (32) 東京 都 
入力 と いう の は 「INPUT」 の 訳語 な ん で す 
が , 英語 の INPUT は エネ ルギー や 信号 を 
機械 に 供給 する と いう 意味 な の で , そう な 
っ ちゃ っ だ わけ で すね を 。 
Ф27, ここ で クイ ズ で す 。 次 の うち いち ば ん 
不気味 な コン サー ト は どれ で し ょ う 。 1) 最後 
に 全員 で 涙 を 流し な が ら 「 ネ コ の 森 に は 帰れ な 
い 」 を 合唱 する 谷山 浩子 の コン サー ト 。 2) A 
じ く 「 防 人 の 歌 」 を 合唱 する さだ まさ し の コン 
サー ト 。 3) 同じ く 「 秘 密 の 花園 」 を 合唱 する 
聖 餅 魔 II の コン サー ト 。 
Ен 真太郎 (18) 北海 道 
は っ きり いっ て , 全部 不気味 で す 。 
久山 形 大 学 工学 部 情報 処理 系 に 受かっ た MARO 
Bii, ウキ ウキ し な が ら 下 宿 生 活 を 始め た が , 
彼 を 悲し ませ る こと が あっ た 。 次 の うち か ら 最 
も 彼 が 悲し ん だ と 思え る 番号 を 選ん で くだ さい 。 
|) 民放 が 2 局 し か な い ( 彼 は アニ メ フ ァ ン だ 
っ た 。) 2) 父親 に 「 テ レビ が ほし い 」 と いっ た 
b, 3 イン チ 白 黒 テ レビ を 渡さ れ た 。 3) テレ 
ビ に 色 が つい て な か っ た 見 返り に CD ラジ カセ 
を 買わ そう と し て ショ ッ プ に 行く と, 彼 の ほし 
が っ て いた 品物 は 3 週間 し な いと 入荷 し な いと 
いわ れ た 。 4) 仕方 が な い の で MZ-2000 を 持っ 
て 行こ うと し た ら 。 ディ スプ レイ と キー ボー ド 
が ダメ に な っ て いた 。 5) ご れ じ ゃ お あん た まり な 
の で 友だち に カシ オ の ポケ コン を 借り た が , fX 
わり に ガラ カメ 34 冊 を 貸す ハメ に な っ た 。 6) 
バイ ト し て パン コン を 買お うと し た ら , 親 に 「 バ 
イト な ん か し な いで 4 年 で 卒業 し て くれ 」 攻 撃 
に あっ た 。 以 上 ゲ ゲ ボ クイ ズ 風 に まとめ て み ま 
BE up 佐藤 啓之 (20) 山形 県 
当然 , MARO 君 っ て 佐藤 る ん の こと な ん 
で し ょ 。 そ れ に し て も な ん で も 親 に 買っ て 
も ら お うと いう その 根性 は 凄い 。 
多 私 の 友人 が 東京 の 大 学 に 行く こと に な っ た が , 
彼 は 自分 の XIturbpo や ワー プロ は 持っ て 行か 
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な か っ た 。 そこ で も う ひ と り の 友人 と 私 と の 間 
で 形見 分 けが 行わ れ た 。 協 議 の 結果 , 私 の Xlturbo 
は FM 音源 , イメ ー ジ ボー ド , プリ ンタ が 付く こ 
と と な っ た 。 や は り 「 持 つべ きも の は 人 金持ち の 
友人 」 で ある 。 黒田 信和 (18) 富山 県 
この 「 金 持ち の 友人 」 の ほか に , 「 大 金持ち 」 
や リガ ー ル フレ ント が 多い て な を だ ます だま 
だ た 《 さ ん の バリ エー ショ ン が 残さ る れ て い 
ます の で , が ん ば っ て 黒田 君 も 友人 作り に 
励ん で みて くだ さい 。 
アカ デミ ー 賞 の 特徴 ( 長 で な いと ころ に 注 
B), 「 売 れ た 映画 は いい 映画 」 そし て 「 い い 映 
画 に は 5 部 門 以 上 に 授賞 させ る 」 で ある 。 そ の 
証拠 に は 今年 の 「 ラ スト エン ペラ ー」 は 9 部門 
授賞 で あっ た が , 「 ア ンタ ッ チ ャ ブル 」 が それ よ 
り も っ と 素 晴 し い 映 画 で あっ た こと も 事実 で あ 
る 。 考 えて みる と ,「 ア ンタ ッ チ ャ ブル 」 が 「 ラ ス 
ト エ ン ペ ラー」 に 劣っ て いた と ころ は , 興行 成 
績 を 除け ば エキ スト ラ の 人 数 と 製作 費 く らい で 
は な いか と 思う 。 そ れ に し て も | 本 の 映画 に 9 
部 門 も 授賞 させ る の は や め て ほし か っ た 。 
陣 山 達矢 (18) ХЕМ 
そう で すね , 陣 山 君 の いう よう に ラス ト エ 
ン ペ ラー は 東京 で 未だ に 上 映 さ きれ て いる と 
ころ を 見 る と , 確か に 「 売 れ た 映画 は いい 
映画 」 と いう の は 当たっ て いる よう な 気 が 
ај 
人 コンピ ュー タ か ら か け 離 れ た 話 で 申し 訳 な い 
の で す が , 「 な ん て っ た っ て ウル トラ マン 」 と い 
う 本 は な か な か 面白 いで す よ 。 こ の テ の 本 は ほ 
と ん ど が 小学 生 向け で , 意味 の な い 情 報 (ウル 
トラ マン の 身長 と か 必殺 技 な ど ) し か 得 ら れ な 
いも の で す が , 大 人 の 目 か ら 見 た ウレ ルト ラマ ン 
と いう か , ウル トラ マン が 誕生 する まで の 企画 
段階 の 話 や , 円 谷 プ ロ や テレ ビ 局 の 考え 方 と か 
実相 寺 昭 雄 監督 に よる ウル トラ マン の 話 な ど 載 
っ て いま す 。 要する に 少年 時 代 に ウル トラ マン 
と その 仲間 を 見 て 育っ た 我々 20 歳 代 の 人 が , も 
う 一度 ウ ルト ラマ ン の 世界 を 見 直す の に は うっ 
て つけ の 本 と いえ そう で す 。 #%, 880 円 くら い 
(友だち に 本 を 貸し て し まっ た か ら 正 確 な 値段 


を 忘れ て し まっ た ) と , 安い か 高い か わか ら な 


いよ うな 値段 な の で お 勧め で す 。 


Ж (#9 (22) 大 阪 府 
堀 さ ん 知っ て ます ? 東京 地方 で は な ん と, 
朝 の 4 時 30 分 か ら 6 強力 な ウル トラ マン シリ 
ー ズ 2 本 立て が , いま も テレ ビ ゼ で 放映 され 
ТАТА ЈЕ 
Ф777! ガタ ガタ ガタ ン 。 た だ いま 午後 日 
時 50 分 30 秒 。 桜 島 か ら の 噴火 の 衝撃 波 が 部 屋 に 
届き まし た 。 編集 室 に 部 屋 の 窓 の 外 で と れ た 火 
山 灰 を 送り ます 。 塚本 TJ (19) 鹿児島 県 
わざ わざ セロ テー ジ に 桜島 の 灰 を くっ つけ 
て ハガキ で 送っ て くれ て あり が と う 。 み ん 
な で 触っ て 遊ん で ます 。 
を を アパ バート で の ひと り 暮 らし を 始め て 約 1 カ月 。 
その 間 い ろ い ろ な こと が あり まし た 。 いきなり 
XI 専 用 ディ スプ レイ が 煙 を 出し て 故障 し , その 
修理 代 に 1 万 5 千 円 も か か っ て し まっ た 。 せ っ 
か く 〈 く 貯め た お 金 で マウ ス を 買お うと 思っ て いた 
の に ………。 人 生 つ て こん な も の で し ょ うか 。 そ 
れ か ら , 5 月 号 で は 定期 購読 の 案内 を あり が と 
う ご ざ いま し た 。 あ れ っ て 僕 が 前 に ハガキ に 書 
いて お 願い し た か ら な の か な 。 
飯野 直樹 (|8) 神奈 川 県 
定期 購読 の 件 に つい て は , 飯野 君 の ほか に 
も 5 だ くさ ん の 方 か ら お ハガキ を いた だ だ いた 
OC, 遅く な り ま し た けど ご 紹介 きせ て い 
NT esok loqa 
5.1338 EIL GEASCUO #77, その 埼玉 で 「"88 
さい た ま 博 覧 会 」 な ど と いう も の が 開催 され て 
5), 先日 , 私 も 友人 と と も に 行っ て きま し た 。 
さて 会 場 は さま ざま な 屋根 を 持っ た パビリオン 
が た くさ ん 並び , あの 「 つ くば 博 」 を 思い 起こ さ 
せま す 。 ま ず 手 始め に 東芝 館 へ と 向かい まし た 。 
待ち 時 間 は か な り の も の で し た が , つく ば 博 に 
比べ れ ば か わい いも の で す 。 な か で は 3D と CCD 
を 使っ た ラジ コン カー で 遊ん で きま し た 。 そ の 
あと いく つか 見 て 回 り ま し た が , 3D 映像 を ウリ 
に し て いる 館 が 多い よう で す 。HSST に も 乗っ 
て きま し た が 。 走行 距離 が 短く , 乗り 心地 と い 
われ て も ピン と こない の が 実感 で し た 。 
白石 = (18) 埼玉 県 
いま は 地方 博 の オォ オン パレ ー ド みた いで すね 。 
で も ウリ も の が HSST だ っ た り , パ ンダ だ 
っ ただ り と いう の は , どう も 地方 博 ら し る が 
な くっ て 個性 に 欠け る よう な 気 が す る ん で 
すけ ど ね 。 
私 は 春休み に 北海 道 に 行っ て きま し た 。 そ の 
と き に 青函 トン ネル を 通り まし た 。 これから こ 
の トン ネル を 利用 され る 方 の た め に お 教え し て 
お きま す が , 本 物 に 突入 する まえ に フェ イン ト 
の 小さ な トン ネル が あり ます の で , そこ で は し 
ゃ いで ハジ を か か な いよ うに ご 注意 を 。 そ れ か 
5, ERN JR バス 待合 室 (燈台 口 ) の 見 える 
場所 に 置い て ある 近鉄 の 切符 は , この 私 の も の 
C$. HE 誠 (17) 奈良 県 
青函 トン ネル っ て いう の も 近い うち に ぜひ 
一 度 は 行っ て み だ い も の で すね 。 で も フェ 
イン ト の トン ネル っ て いっ だ た い ど ちら 側 に 
ある ん で し ょ うか 。 ハ ジ を か か な いた だ た だめ に 
6 今度 また 教え て くだ さい ね 。 


ж l'FSCM, 14 MZ-700/1500 ユ ー ザ ー を 対象 と し 
た 会 員 を 募集 し ます 。 活動 は 主 に 会 報 を 中 心 と 
し た 情報 交換 な ど で す が , 今後 , 会 員 の 皆さん 
か ら の 意見 も どしどし 取り 入れ て いき た いと 思 
っ て いま す 。 また, ほか の MZ-700/1500 ユ ー ザ 
ー ズ クラ ブ の 皆さん と の 交流 を 図り た いと 考え 
て いま す の で , 各 ユ ー ザ ー ズ クラ ブ の 代表 者 の 
方 か ら の ご 連絡 も 併せ て お 待ち し て いま す 。 
〒485 愛知 県 小牧 市 南 外 山北 官 査 C-2-I03 
前 田 純 之 介 

ж MZ シリ ー ズ を 対象 と し た サー クル を 今度 発足 
き 攻 まう を 感 っ てい ます 。 ま だ サー クル 名 な ど 
は 決ま っ て いま せん が , 興味 の ある 方 は 機種 名 , 
パソ コン 歴 , 活動 内 容 に 関す る ご 意見 な ど を 添 
えて , 連絡 先 を 明記 の うえ 封書 に て 連絡 を 。 〒 
203 東京 都 東 久留 米 市 下 里 7-8-13-502 野口 
貴史 (20) 

支 「MXC」 で は X| ユー ザー の 会 員 を 募集 し ます 。 
主 な 活動 内 容 は ゲー ム の 情報 交換 や 月 | 回 の 会 
報 発行 な ど で す 。 ゲ ー ム ファ ン , テー プ ユ ー ザ 
—, 初心 者 大 歓迎 。 詳 し いこ と は 60 円 切手 同封 
の うえ 封書 に て ご 連絡 を 。 〒992 山形 県 米沢 
市 東町 |-!-50 山 口 ア パー ト 206 Жи аб 
(19) 

 XI/X68000 ユ ー ザ ー の 皆さん を 対象 と し た X ユ 
ー ザ ー ズ クラ ブ 「WATER」 で は 会 員 を 募集 し ま 
す 。 当 クラ ブ で は 初心 者 か ら そ の 筋 の 方 まで 幅 
広く 楽し ん で いた だ ける 会 報 作り を し て いま す 。 
その ほか に も 太田 貴子 ファ ン の 方 や 小幡 洋子 フ 
ァ ン の 方 も 大 歓迎 。 興 味 の あ る 方 は 60 円 切手 同 
封 の うえ 封書 に て 連絡 を 。 〒975 福島 県 原町 
市 小川 町 109-2 山崎 潤一 (19) 

ж 'WC, で は X| お よび PC-88 ユ ー ザ ー を 対象 と し 
た 会 員 を 募集 し ます 。 活動 は 主 に 同人 誌 や オリ 
ジ ナ ル ソ フ ト の 共同 製作 を 中 心 に 行っ て いま す 。 
会 報 は 毎回 みん な が 楽し め る も の に 仕上 げ よ う 
と 努力 し て いま す 。 興味 の ある 方 は 60 円 切手 同 
封 の うえ 封書 に て 連絡 を 。 〒734 広島 県 広島 
市 南 区 仁保 3-40-28 津田 敏之 (18) 

ж l'YUME-NET; で は XI シリ ー ズ , FM-7 シ リー 
ズ , PC-6000 シ リー ズ を 対象 と し た 会 員 を 募集 
し ます 。 活動 は 会 報 を 中 心 に FORTRAN, COBOL, 
BASIC の 講座 , プ ログ ラム コン テス ト , ゲー ム ・ 
ビデ オ 情 報 な ど を 行っ て いま す 。 入 会 ご 希望 の 
方 は 60 円 切手 同封 の うえ 封書 に て 連絡 を 。 T 
849-23 佐賀 県 杵島 郡山 内 町 大 字 宮 野 26167-| 
森 伸二 (17) 

*'SPC, で は 第 3 期 会 員 を 募集 し ます 。 対象 は S 
-0S ユー ザー, シャ ー プ 系 パソ コン ユー ザー で 
あれ ば どなた で も 結構 で す 。 特 に 音楽 に 興味 の 


ある 方 , ハー ド に 強い 方 な ど 大 歓迎 。 ま た , A 
時 に 交流 サー クル も 募集 し て いま す 。 詳し く は 
60 円 切手 同封 の うえ 封書 に て 連絡 を 。 〒036 
青森 県 弘前 市 東城 北 !-6-3 菊池 淳 (17) 

ж RÆ BB FIGHTING] t4 X68000 ユ ー ザ ー か ら フ ァ 
ミコ ン , ナイ コン まで 幅広 く 集 まっ た ゲー ム 中 
心 の サー クル で す 。 活動 は ゲー ム , マン ガ , Е 
デオ , 小説 , 音楽 な ど 豊 富 な 内 容 の 会 報 を 中 心 
に 行っ て いま す 。 会費 は 会 報 代 と し て 330 円 の 
み 。 詳し いこ と は 60 円 切手 同封 の うえ 封書 に て 
連絡 を 。 7701-42 岡山 県 邑久 郡 邑 久 町 尻 海 
2738 лш% (17) 


売り ます 

ж MZ-15007i RAM ファ イル MZ-IRI8, ボイス ボー 
F MZ-IM08, デー タレ コー ダ MZ-IT03 を 各 5 + 
円 で 。 連絡 は 往復 ハガキ で 。 〒948 新潟 県 十 
日 町 市 本 町 6-2 高橋 守 (17) 

支 MZ-2500 用 テレ シス テム ズ 製 の 640K バ イト RAM 
DISK の 未 使用 新品 を | 万 5 千 円 で 、 ま た は 増設 
用 VRAM か 辞書 ROM と の 交換 も 可 。 連 絡 は 往復 
ハガキ で 。 тоо! 北海 道 札幌 市 北 区 屯田 5-8 
-4-12 後藤 修 (17) 

ж 70у 7 71) 4 9 CZ-8PP2( | 年 間 使用 ), 漢字 
ROM 内 蔵 を | 万 5 千 円 で 。 漢 字 プ リン タ TR- 
24 (2 年 半 使 用 ) を 2 万 円 で 、。 い ずれ も 送料 込 
み 。 連絡 は 往復 ハガキ で 。 〒952-I3 新潟 県 
佐渡 郡 佐 和田 町 中 原 313- | 青柳 寺 団 地 I46 石塚 
孝之 (31) 

* XI Z !) 72 CZ-8PC2 を 3 万 5 千 円 前 後 で 。 uE 
絡 は 往復 ハガキ で 。 〒675 兵庫 県 加古 川 市 野 
口 町 野口 542-23 藤原 顕 治 (17) 

支 XlI 用 デー タレ コー ダ CZ-8RLI マ ニュ アル 付き 
完 動 品 を | 万 円 で 。 で きれ ば 近郊 の 方 に 手渡 し 
希望 。 連絡 は 往復 ハガキ で 。 T167 東京 都 杉 
並 区 今川 |-|-| 今 川 料 村井 裕 弥 (30) 

ж X| 用 デー タレ コー ダ CZ-8RLI の 新品 同様 ( 3 日 
間 だ け 使 用 ) を 送料 別 | 万 円 で 。 付 属 品 付き 。 
また は CZ-8BE2 と の 交換 も 可 。 連 絡 は 往復 ハ ガ 
キ で 。 〒520 滋賀 県 大 津 市 運 池 町 13-19 18 
島 義浩 (19) 

支 X| 用 カラ ー イ メー ジ ボ ー ド CZ-8BVI を | 万 円 
前 後 で 。 連 絡 は 往復 ハガキ で 。 〒020-0I Ж 
手 県 盛岡 市 みた け 4-|-56 佐々 木 誠 徳 (18) 

Ж ХІ Рр · С2-503Е х 2 基 を 4 万 5 千 円 
で (た だ し I/F は | 枚 の み )。 バ ラ 売 り の 場合 は 
I/F 付き 2 万 5 千 円 , FDD の み 2 万 円 で 。 で きれ 
ば 2 基 セ ッ ト で 買っ て くれ る 方 希望 。 ま た , XI 
В 1/0 ポー ト CZ-8EP を 5 千 円 で 。 連 絡 は 往復 
ハガキ で 。 7849-11 佐賀 県 杵島 郡 白 石町 大 
字 福吉 2003-2 石橋 和 史 (17) 

文 X| 用 プリ ンタ CZ-8PD2 の 付属 品 , 箱 付 き を 


⑧ 掲載 ご 希望 の 方 は , 官製 ハガキ に 項目 (売る ・ 買 う ・ 氏 名 ・ 年 齢 ・ 連 絡 方 
法 ……) を 明記 し て お 申し 込み くだ さい 。 

@ ソ フト の 売買 , 交換 に つい て は , いっ さい 掲載 で きま せん 。 

信 取 り 引 き に つい て は 当 編 集 室 で は 責任 を 負い か ね ます 。 

念 応募 者 多数 の 場合 , 掲載 で き な い 場合 も あり ます 。 


2 万 円 前 後 で 。 ま た XIlturbo 専 用 ディ スプ レイ 
CZ-855DB の 付属 品 , 箱 付 き を 5 万 円 前 後 で 。 ど 
ちら も | 年 半 ほ ど 使 用 。 連 絡 は 往復 ハガキ で 。 

〒478 愛知 県 知多 市 つつ じ が 岡 4-13-2 РЈ 
陽一 (21) 


BRUušz T+ | | 

ж MZ-700 用 デー タレ コー ダ MZ-IT0I を 4 FAT., 
完 動 品 で あれ ば 傷 な ど は 可 。 連絡 は 往復 ハガキ 
C, T624 京都 府 舞鶴 市 宇 伊佐 津 327-23 H 
中 智樹 (16) 

ж MZ-1500 用 RAM ファ イル MZ-IRI8 を 送料 込み 
| 万 円 前 後 で 。 連 絡 は 往復 ハガキ で 。 〒013- 
0! 秋田 県 平鹿 郡 平 鹿町 浅 舞 字 浅 舞 |!36 照井 
清和 (17) 

支 MZ-2000 用 ユニ バー サル |I/0 カ ー ド MZ-8BIOI 
の 完 動 品 を 送料 込み 2 万 円 前 後 で 。 連 絡 は 往復 
ハガキ で 。 〒497 愛知 県 海部 郡 蟹江 町 百 保 27 
-2 山森 克己 (43) 

ж MZ-2000 用 FDD イン タフ ェ イ ス を | 万 円 で 。 連 
絡 は 60 円 切手 同封 の うえ 封書 に て 。 T065 it 
海道 札幌 市 東 区 北 23 条 東 12-| 三 上 義広 (19) 

文 X| 用 カラ ー デ ィ ス プレ イ CZ-600D ま た は CZ- 
880D を 6 62 7 万 円 の 範囲 内 で 。 また チル トス 
タン ド を 安価 で 。300/1200 ボ ー の モデ ム を 1 万 
~ | 万 5 千 円 で 。 連絡 は 往復 ハガキ で 。 〒596 
大 阪 府 岸和田 市 磯 ノ 上 町 4-10-7 加藤 哲男 

文 X| 用 熱転写 プリ ンタ CZ-8PC2 (|/F を 含む ), 
また は CZ-8PCI 十 第 2 水準 漢字 ROM・CZ-8PCI-3 
を セッ ト で 3 万 8 千 円 で 。 連 絡 は 往復 ハガキ で 。 
〒344-0| 埼玉 県 北葛飾 郡 庄 和 町 米島 366-4 +2 
本 伸行 (16) 

ж X| 用 FM 音源 ボー ド CZ-8BSI (付属 品 す べ て 込 
み ) を 送料 込み | 万 て | 万 5 千 円 で 。 連 絡 は 往 
復 ハ ガキ で 。 〒977 福島 県 田村 郡 三春 町 会 下 
&18-10 石田 実 (18) 

娘 X| 用 FDD イ ンタ フェ イス CZ-8BFI+ キ ディ スク 
BASIC を 5 F~ 1 万 円 くら いで 。 〒790 愛媛 
県 松山 市 久米 窪田 町 443 久 米 住宅 233 Е 
(33) 


バッ ク ナ ン バー 


*Oh ! MZI986 年 |, 2 月 号 を 送料 込み 各 |,000 円 
で 。 切り抜き 不可 。 連 絡 は 往復 ハガキ で 。 〒 
105 秋田 県 本 荘 市 出戸 町 小 人 町 125-3 畠山 拓 
真 (15) 

文 Oh ! MZI982 年 6, 7, 8 月 号 , 19843 · 1985 
年 の 各 | て 12 月 号 , 1986 年 の | — 5, 8, 月 号 を 
|,000 円 で (|984 年 の 各 号 に つい て は 1,200 円 で )。 
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ОАМЕ ОМ 


この コー ナー で は , 本 誌 年 間 モ ニタ の 方 々 の 
ご 意見 を 紹介 し て いま す 。 今月 は 5 月 号 の 記 
事 に 関す る レポ ー ト で す 。 
@' 手 段 と し て の BASIC」 に 同感 で す 。 RAE E, 
BASIC の プロ グラ ム を 作っ て いて , で き な か 
っ た こと は 何 ひ と つ あ り ま せん (スピ ー ド が 
導い だ け で すう )。 すま べ で て BAS1C で で きま し た 。 
RS-232C を 使っ て 温度 モニ タプ ブロ グラ ム も 作 
り ま し た よ 。HuBASIC の ユー ザー 寄り の 構成 
は , 本 当 に 使い や すい と 思い ます 。 

佐藤 = (31) MZ-2500 埼玉 県 
⑧ 他 機種 , と くに MZ-80K/C の 場合 は HuBA 
SIC が 最高 と も 思え る が , 我 が MZ-1500 に な 
る と いち が い に そ うと は 言え な い 。 BASIC が 
巨大 に な っ た た め 漢 字 処理 機能 が な く な っ た 。 
あの HuBASIC な の だ か ら , S-BASIC で サポ 
ー ト され て いな い 辞 書 ROM の サポ ー ト くら い 
し で も な ね な 区 作 か を 考え た が ダテ メ だ っ た МА. 
て 実数 版 は お ろか , 整数 型 コ ン パ イラ も 出 な 
か っ た 。 そ し て あの 値段 で ある 。 確か に 1 万 
円 は 言語 ソフ ト の な か で は 安い の か も し れ な 
いあ か に こ - ザ サコ シバ イラ も お まけ で や つの 人 は そ ほ も 
か っ た と , | ユー ザー は 言い た い 。 
関根 孝司 (I9)MZ -1500, РС-14800 東京 都 
人 @HuBASIC ほど マシ ン に 密着 し た BASIC は 
な いと 思う 。 マ シン 単体 を みて も XI は と ん で 
も な く 多 機能 だ が , それ を オプ ショ ン 機 器 を 
除い て すべ て サポ ー ト し た HuBASIC は すご い 。 


ご めん な さい の | 
コー ナー 


5 月 号 非 BASIC プ ログ ラマ の た め の MML 
Pel サン プル プロ グラ ム の テン ポ が 少し 速 
めで し た 。 T 38 一 40 程 度 に 変更 し て くだ さい 。 
5 月 号 あな た の 知ら な い 世 界 
P.79 X68000 用 の XI エ ミュ レー タ で は turbo 
用 の BIOS が 付属 し ませ ん の で XIlturbo 用 アプ 
リケーション は 実行 で きま せん 
6 月 号 人 類 タ コ 科 図鑑 
P.29 ゼン ジー 北京 は 「 中 国 は 広島 県 生ま れ 」 
の 誤植 で し た 。 
6 月 号 X68000 用 MACINTO-C 
P.59 画面 更新 中 に 数 値 キ ー を 押す と 誤動作 
が あり まし た 。 

317 bne Cont 
に 変更 し , 31852 (, <, 

318 Back: 
と いう ラベ ル の 行 を 追加 し , リス ト | の プロ 
ク グラム を 末尾 に 加え , また , 25 行 目 の デ ー タ 
(4 504, $0a, 0 に 変更 し て くだ さい 。 


166 ом х 19887. 


巨大 な BASIC ゆえ に フリ ー エ リア が 小さ い , 
スペ ピード が ちょ っ と と いう 難 は ある が 。 ユ 
ー ザ ー か ら み た BASIC C, これ 以上 の も の は 
な いと 思う 。 ま た, 個人 的 に は 「 美 し く な い 
か ら BASIC」 な の だ と も 思っ て いる 。 字 下げ 
や 桁 揃え な ど を し て 見 や すい プロ グラ ミン グ 
を 心がけ て は いる が , スパ ゲ テ ィ プ ログ ラム 
で BASIO だ か ら 動 くく. と いう と で ご 信 に そこ 
は か と な い 魅 力 を 感じ て いる の も 事実 だ 。 
山口 幸一 (22)X IturboII, JR-100, PC-E200 
宮崎 県 
人 @5 月 号 の 特集 を 読ん で 反省 し まし た 。BASIC 
で 多く の プロ グラ ム を 組ん で きた に も か か わ 
ら ず , 少な か ら ず BASIC を 馬鹿 に し て いる と 
ころ も あっ だ の で す 。 し か し , 確 が に ИВ 
ど 手 軽 に プロ グラ ミン グ で きる 言語 は 珍し い 。 
最初 の BASIC が た っ た 14 の コマ ンド し か 持っ 
て いな か っ た , と いう こと に も 改め て 感 習 を 
も よ お し まし た 。 グラ フィ ッ ク , ミュー ジック , 
それ に ディ スク 入出 力 関係 な ど を 除け ば , ほ 
と ん どの プロ グラ ム は この 14 コ マン ド で 書け 
ТЕ ЈИ РБ IR TGT Аус ES 
F の 世界 で 長く 活躍 で きる の は , 開発 コン セ 
プ ト の 良さ と HuBASIC の 存在 に よる と ころ が 
大 きい と 思い ます 。 

薬師 神 昌夫 (17) XIturboZ 愛媛 県 
ФБ, 最後 は 腕力 が 勝負 で す 」 と いう , 特 
集 の 「 美 し い BASIC の 学び 方 」 の 考え に 賛成 
で す 。 ひ ら め き みた いな も の も 重要 で す が , 
それ は 経験 を 積め ば 誰 も が 得 ら れる も の で も 
あり ます 。 つ まる と ころ , プロ グラ ミン グ 能 
カ と は ,- デバ ッ グ 能力 で は な いで し ょ うか 、。 


6 月 号 愛読 者 特大 プレ ゼン ト 
P.65 通信 ソフ ト XLINK の 価格 は 19,800 円 の 
間違い で し た 。 お 詫び し て 訂正 いた し ます 。 
6 月 号 狂気 の こき りこ 
Р.82 この プロ グラ ム の 実行 に は 1987 年 9 月 
号 の MML 拡張 が 必要 で す 。 
6 月 号 ALAN 
Р.129 上 下 キ ー を 入れ 換え る 際 の アド レス に 
88115850 $ [;7— 

CB60H > CB63H 
に 修正 し て くだ さい 。 
6 月 号 ふら っ ペ 
P.I56 リスト に 一 部 欠け た と ころ が あり まし 
ЈЕ а О А ИРА С СВА 


リス ト 1 

Ж 更 

NextCont: 
ааа. 1 $128,Pointer 
bsr CheckLen 
bra BlockOut 

バグ に 関す る お 問い 合わ せ は 


2:03(263)2230 (12:8) 
月 一 金曜 日 16 : 00—18 : 00 


ЖУУ すべて チェ ッ ク じ た は 考 な の に 
動か な い 。 そう し た 最悪 の 事態 を 打開 し て い 
Ç 能力, それ が プロ グラ ミン グ に 必要 な 腕力 
だ と 愚 い ます 。 


平木 敬太 郎 (20)X68000ACE-HD, РС-6001 


/8801 福井 県 

⑧ 現 在 の BASIC, と くに turboBASIC は 非常 
に 強 力 で 。 マ シン 語っ ぽ ぱい コマ ン ギ も あっ た 
り し て 重宝 し て いま す 。 と きど き マ シン 語 の 
プロ ト タ イ プ を 作成 する た め に 用 いる こと も 。 
「BASIC の 歴史 と 意義 」 を 読み な が ら , イン 
タプ リタ 型 で ある が ゆえ の 欠点 , 利点 な ど に 
つい て 。 い ちい ち 人 うな ずい て し まい まし た 。 

マン シン 語 に 染まっ て いる と いっ て も , や は り 


私 は BASIC が けっ こう 好き な ん で す よ ね 。 特 
集 で 一 番 気 に 入っ た の が ハノイ の 塔 の プロ グ 


ラム で す 。 ち ょ っ と 変え て , 結果 を RAM ディ 
スク に 落す よう に し て N=20 で や っ て みた と 
ころ, 45 分 走っ た と ころ で 320K い っ ぱい に な 
り , DEVICE FULL で 止ま っ て し まい まし た 。 
N =64 で 世紀 末 が 見 える と いう の も うな ず け 
る な 。 ER 18 (18) XIturboII 宮城 県 


⑧ 僕 に と っ て の BASIC У と は ビデ オ の スロ ー モ 
ーション の よう な も の で ある 。BASIC で ある 
が た め に 動き が (内 部 構造 が ) よく わか る の 
だ 。 そし て HuBASIC の よい と ころ は 命令 が 


m, 新しい 機能 に も すぐ 対応 で きる , な ど 


だ が , 似 た よう な 命令 (MUSIC/PLAY, SC 


REEN/GRAPH な ど ) を 多く つけ る な ら , そ 


の 分 フリ ー エ リア を 広げ て くれ た らい い の に ., 


と CZ-8FB0I Ver2.0 を 使っ て いる と 思う 。 
福島 義浩 (19) Xlturbo 滋賀 県 


PrevCont: 
sub. 1 #128,Pointer 
bra BlockOut 
Cont: 
cmp. b $"g",d0 
beq NextCont 
cmp.b #"0",ад 
beq NextCont 
cmp. b #"t" dO 
beq PrevCont 
cmp.b $£^1^,d8 
beq PrevCont 
bra Back 
. END 
リス ト 2 
5870 DATA "! +-+ +-+ +-+ ++ '" 
5880 DATA "'U МС Зр 0t 
5890 DATA "+----- + キーーーーーーーー AU 


5900 ' - 5 メン - 
5910 DATA 2,2,2 
5920 DATA 3 

5930 DATA 32,12,2 
5940 DATA 8 ,10,2 
5950 DATA 14,6 ,1 
5960 DATA 12,500 


お 問い 合わ せ は 原則 と し て , 本 誌 の バグ 情 
報 の み に 限ら せ て いた だ きま す 。 入力 法 , 操 
作法 な ど は マニ ュ ア ル を よく お 読み くだ さい 。 

また , よく アド ベン チャ ー ゲ ー ム の 解答 を 
求め る お 電話 を いた だ きま す が , 本 誌 で は い 
っ さい お 答え で きま せん 。 ご 了承 くだ さい 。 


бых か P DEBE 


ヤマ あちこち て で 梅雨 の 季節 に 入り まし た が , +S 
さん の 腕力 に は 影響 な いで す よ ね ? OhIX 
で は 投稿 プロ グラ ム を 歓迎 し て いま す 。 ピ コ 
ピコ ゲー ム , 大 作 ゲ ー ム , ツー ル や ユー ティ 
リティ , ミュ ー ジ ッ ク プ ログ ラム, ショ ー ト 
ショ ー ト な ど , どしどし 応募 し て くだ さい 。 
6 月 号 に 掲載 され た ALAN な ど , 最近 は と く 


に MZ-2500 ユ ー ザ ー の 活躍 が 目立っ て いま 
す 。 こ の と ころ お と な し い X | ユー ザー の 皆 さ 
A, 負け ず に が ん ば り ま し ょ う 。 怒 洛 の 投稿 
係 は どん な 作品 で も 受け 付け ます 。 

な お , 応募 の 要領 は , この ペー ジ の 右端 の 
欄 を 参照 し て くだ さい 。 
ヤマ エン ド ユ ー ザ ー の 立場 か ら , 望ま し い パ ソ 
コン 環境 に つい て 考え て きた 「 よ り よ い ソ フ 
トウ ェ ア 環 境 の た め に 」 は 今月 で 連載 を 終了 
し ます 。 | 年間, 応援 あり が と う ご ざ いま し 
た 。 Macintosh の 大 好き な 多摩 豊 氏 に また 
会 える 日 を 期待 し まし ょ う 。 
ヤマ ニア ッ ク な ファ ン の 多かっ た 「 人 類 タ コ 


б H Í F 


アス リー ト と いう スポ ー ツ ドリ ンク を 知っ て ます 
か ? な ん と 紅茶 ベー ス の ドリ ンク な ん で す 。 お も 


いっ きり 喉 が 湯 い て いる と き に 飲ん で し まっ た 私 は , 
あま り の 味 に 30 分 ほど 死ん だ うえ に まる まる ひと 月 , 


紅茶 恐怖 症 に な っ て し まい まし た 。 私 で さえ こう な 
る の だ か ら 普 通 の 人 だ と 想像 が つか ん 。 さ あ , 
いっ ぺん 飲ん で みた まい 。 (T) 
エー ン , エー ン 。 即 戦力 の 文書 ディ スク が ぶっ と 
ん だ よー。 そ れ も , 今月 号 の レビ ュー と 。, 今 書 いて 
いる 編集 後記 を , プリ ンタ に 打ち 出す 前 に ぶっ と ん 
じゃ っ た ん だ よ ぉ ー。 ひ っ く 。 ひ っ く 。 ち ゃ ん と プ 
ロ テ ク シト ー ル を 貼っ て た の に 一 。 そ れ と 私 の 文書 
ディ スク を 使っ て 巻き 添え を くっ た (で ) さん , ご 
めん な さい 。 (悲し み に ひ れ 伏 す H.K.) 
p 春 が 来 て , と うと う 我 が サー クル に も 新入 生 が 入 
っ て きま し た 。 み ん な 若い ! 元気 ! 先輩 っ て 大 
変 な ん だ な ぁ と 痛感 する この ご ろ で す 。 と ころ で 7 
月 2 日 筑波 サー キッ ト で 行わ れる 「 筑 波 サ タデ ー ジ 
ムカ ー ナ 」 に 参戦 し ます 。 ひ まな 人 は 応援 し に 来る 
よう に 。 し か し 愛車 アル シオ ー ネ は 

(また し て 被害 に あっ た OC.W ) 


PSI S-WERDNA を や っ つけ て は 帰っ て くる 。 


気 が 向け ば AMULET of WERDNA を 20 個 ぐら い 
持ち 帰っ て みた り , どん どん クラ スチ ェ ン ジ し て 年 
寄り だ ら け に し て みた り , それ に 飽き る と 若返ら せ 
て や っ た り , おそ 松 君 ご っ こし た り , 地下 1 階 を 歩き 


回 っ た り し て 遊ぶ 。 僕 の 醍 め た 顔 を 想像 し て みて くれ 。 


(II 以降 が や り た か っ た 2500 ユ ー ザ ー の TIM. 改 め Mu) 


FH, 6, 残念 な が ら 最 終 回 で す 。 お っ と , 
石 を 投げ な いで くだ さい 「! 祝 一 平 氏 は 今月 
か ら 「C 調 言語 講座 PRO-68K」 を スタ ー ト 
し ます 。 特集 「 実 践 C 言 語 か ら の 誘惑 」 に つ 
いて も 含め , 皆さん の 意見 , 感想 , 提案 な ど 
を 編集 室 に お 寄せ くだ さい 、。 
定期 購読 の お 申し 込み や , バッ ク ナ ン バー 
の ご 注文 に つい て の お 問い 合わ せ を よく いた 
だ き ます 。 本 誌 で も , 「 バ ッ ク ナ ン バ ー 案 内 」, 
お よび 「 編 集 室 か ら 」 の 最終 ペー ジ に て , 手 
続き の 方 法 な ど を ご 案内 し て お り ま す の で , 
そちら も 参照 し て くだ さい 。 ま た , バッ ク ナ 
ン バ ー が 在庫 切れ と な り ま し た 場合 , コピ ー 
サー ビス 等 は いた し か ね ます の で , 恐縮 で す 
が あら か じ め ご 了承 くだ さる よう お 願い いた 
LEY. 

狭い と は いえ 南北 に 長い わが 国 で , 気候 の 
話 を する と , あちこち で イン コン パチ ブル に 
な っ て し まい ます 。 季節 の 変わ り 目 だ か ら っ 
て 夏 風 邪 な ん ぞ を ひく と た い へ ん 。 冬 と 違っ 
て マス ク す る わけ に いか な いし 。 え っ ? だ 
っ て マス ク っ て 便利 で し ょ , 堂々 と 顔 が 隠せ 
る ん だ も ん 。 眼鏡 も か け て る と 耳 が 痛く な る 
の が 少々 奈 惨 だ けど 。 と に か く 健 康 に は 気 を 
つけ まし ょ う 。 で は また 来 月 。 


T t 4 


ザン ギリ 頭 を 叩い た ら 音 が し て 以来 100 年 以上 た 
っ た わけ だ が , 未だ に 情け な い の は スー ツ を 着 こ な 
し て いる サラ リー マン を ほとん ど 見 な いこ と だ 。 ネ 
クタ イ だ っ て きち ん と 締め て いな い (つま り 曲 が っ 
て いた り ず れ て いた り ) 人 が 多い 。 ワ イシ ャ ツ の 一 
番 上 の ボタ ン が 留め られ な いな ん て みっ と も な いわ 
暑苦しい わ で , だ か ら サ ラリ ー マ ン は 嫌い だ 。 (К) 
私 は 昨日 , と ある 会 社 の 社長 さん か ら , 非 定型 サ 
イズ で いか に も 情け な い 風 情 の 茶色 い 封 筒 を 買っ た 。 
な ん で も 「 編 集 室 に 出入 り し て いる 人 は みん な 買っ 
て いる よ 」 と いう 口 車 に の せら れ て 買っ て し まっ た 
の だ が , 本 当 だ ろう か 。 事 務 所 に 遊び に 行っ た 茶 野 
さん は 袋 貼り まで 手伝わ され た と いう し 。 ねえ 
K.0 さ ん , 本 当 で すか ? (K.S.) 
少し 前 の こと , 編集 室 で 祝 一 平 氏 が こっ そり と 何 
か を プリ ント アウ ト し て いた 。 思え ば, あれ が 本 誌 
6 月 号 の あの 広告 の 原稿 だ っ た の だ ( 何 も 教 えて く 
れ な いん だ か ら )。 S, 僕 の 手 に は 創刊 号 が ある ( 定 
期 講読 の 予約 を し た ん だ よ ) が , ディ スク を 包む 厚 
紙 の 「 質 実 剛健 」 に は 笑っ て し まっ た 。 で も 僕 は 「 逆 
毅 の シャ ア 」 は 好き で す よ 。 (КО) 
> 今日 銀行 で キャ ッシュ カー ド を 使 お うと し た ら , 
前 の 女 の 人 が な か な か 終わ ら な い 。 ど うし た ん だ ろ 
と 思っ て 見 る と , どう や ら 何 度 も 限度 額 一 杯 の 現 
金 を 引き 出し て いる らし い の で す 。 お そら く は 1| 千 
万 円 以上 に な っ た 頃 , その 機械 は “打ち 止め "に な 
り , その 人 は 紙袋 を 抱え て 隣 の 引き 出し 機 の 列 に 並 
ん だ の で し た 。 東京 っ て 怖い と こ で すね ー。 (М) 
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投稿 応募 要領 

e 原稿 に は , eS 
先 電話 番号 ・ 機 種 ・ 使 用 言語 ・ 必 要 な 周辺 
機器 ・ マ イコ ン 歴 を 明記 し て くだ さい 。 

@ ブ プロ グラ ム を 投稿 され る 方 は , 詳し い 内 容 
の 説明 , 利用 法 で きれ ば フロ ー チ ャ ー ト 。, 
変数 表 メモリ マップ (マシ ン 語 の 場合 ) 
に , 参考 文献 を 明記 し , プロ グラ ム を セー 
707—7 (ディ スケ ッ ト ) を 添え て お 
送り くだ さい 。 ま た , プロ グラ ム は 最低 2 
回 は セー ブ プ し て くだ さい 。 

@ ハ ー ド の 製作 な ど を 投稿 され る 方 は , 詳し 
い 内 容 の 説明 の ほか に 回 路 図 , 部 品 表 . で 
きれ ば 実体 配線 図 も 添え て くだ さい 。 編 集 
室 で 検討 の 上 , 製作 し た ハー ド か 必要 な 場 
合 は ご 連絡 いた し ます 。 

@ 投 稿 者 の モラ ル と し て , 他 誌 と の 二 重 投稿 , 
他 機 種 用 プロ グラ ム を 単に 移植 し た も の は 
固く お 断り いた し ます 。 
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T102 東京 都 千代 田 区 九段 南 2-3-26 井 関 ビ ル 
日 本 ソフ トバ ンク 出版 部 
Oh ! X (OND f£ 


A K 


> 「 次 の 誕生 日 で いく つ に な る ? 」「 次 …… 次 の 誕生 
日 は 。 も うな いん だ 」 酔っ 払っ て 暴れ た 男 が , 自分 
を 捕らえ た 警官 の 問い に そう 答え る 。 見 えす いた 演 
出 だ と は 思う が , 癌 で 余命 数 カ月 を 宣告 され る 建築 
家 を 演じ た ブラ イア ン ・ デ ネ ヒ ー の 最後 の 科白 は , 
と て も こたえ た 。 悪徳 保安 官 で も 宇宙 人 の 親玉 で も , 
と に か く こ の 俳優 は すご いと 思う 。 ( よ ) 
p 先月 の 答え で す が , |, 3 問 目 は 主題 歌 に 出る し , 
2 問 目 は 毎週 出 て きた セリ フ だ し , と いう こと で 省 
略 。 難問 は 4 問 目 で 答え は 「 ラ ルフ 」( ア ニ メ で は 大 
の 名 前 )。 全 間 正 解 者 は た だ 者 で は あり ませ ん 。 2, 
3 問 正解 の 人 は 立派 な オタ ク さ ん で すね 。 な お , 私 
の 知人 な ら 私 を 「 オ タク 」 と は 呼ば な いで し ょ う 。 
(も っ と 無茶 苦 茶 いわ れ そ うな 気 も する U) 
p 最近 “12 一 13 歳 くら い の 若 い 世 代 の 方 々 か ら の ハ 
ガキ が 多く な り 豆 ん で いま す 。 それ と , これ まで 「X 
68000 が 欲し い が 嫁 さん が コワ イ 」 と 亭主 族 の 攻撃 
の 的 に され て いた 若い 奥様 方 か ら の 反撃 の お 便り も 
多く な り , その ハガキ を 読む た びに 大 笑い し て いま 
す 。 こ ん な パソ コン 雑誌 っ て ある の か な ? これ か 
ら も この よう か 関係 を 大 切 に し た いも の で す 。 ( N ) 
ぁ 今月 号 は 特集 か らし て C だ っ た の で , X68000 よ り 
の 話 が 多く な っ て し まっ た 。 確か に , も っ と X68000 
の 記事 を と いう 要望 は 高い の だ が 読者 の 数 は X | 2. 
ー ザ ー の ほう が 多い の で , いつ も こう だ と 期待 され 
て も ちょ っ と 困る 。 ま た , 8 ヒット ユー ザー に は も 
っ と も っ と が ん ば っ て も らい た い 。 ま あ , 早く 16 ビ 
ッ ト に 乗り 換え た い 気持 ち も わ か る けど ね 。 (T) 
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全 機 種 共通 シス テム 
マル チ ウ ィ ン “esas タ WINER | 


microOdyssey 


5 月 の 深夜 ,「 魚 が 出 て きた 日 」 と いう 映画 カ 
テレ ビ で 上 映 さ れ て いた 。 こ の 映画 は , E 
を 積ん だ 飛行 機 が 地中海 に 浮か ぶ 島 に 墜落 , そ 
の 前 に 乗務 員 と と も に パラ シュ ー ト で そこ に 投 
下さ れ た 核 物 質 の 入っ た 3 つの 箱 を 巡っ て 島民 
や 観光 客 , そし て 極秘 に 送り 込ま れ た 軍 の エー 
ジェ ント た ち が 繰 り 広 げ る 騒動 を 比較 的 軽い ノ 
UO ZU タッ チチ で 描い た も の な の だ が .。 し 
か し その ラス トシ ー ン は 凄く , 夜 の 海岸 で 若者 
た ちや 観光 客 が は し ゃ いで いる と ころ に , ЗЕН 
い の 手 に よっ て 海中 に 捨て られ た 核 物質 の 影響 


Ке E iE | і ж 神奈 川 藤沢 有隣堂 藤沢 店 
で 魚 が 次 々 と 海面 に 浮か び 上 が り ,「 警 告 し ます 」 バッ ク ナ ン バー 常備 店 орз еее 
と いう 冷静 な 男 の 声 の アナ ウン ス が 流れ る シー — — 厚木 а 
0462 (23) 4111 
“SED ss : 平塚 文教 堂 四 の 宮上 店 
この 映画 は 1967 年 に 製作 され た も の で , 私 は 東京 神保 町 三省 堂 神田 本 店 5F 0463(54)2880 
いち ば ん 最初 は チレ ビ の 映画 番組 (Заз аА, 03(233) 3312 千葉 柏 THREE 
の 月 曜 ロ ー ド ショ ウ ) で |7ー18 年 前 に 観 て いる に 船橋 西武 百貨 店 IOF ブ ッ ク セ ンタ ー 
ELUTE AOC E А Ta AS / 書泉 グラ ン デ 5F 0474(25)0111 = 
СДИ 1-601125 T2. その後, こ та а ご £ VÀ died bein 
E 4 3 5 } 、 7 ; ツ RM m 
の ラス トシ ー ン 見 た さ に リバ イ バ ル 上 映 時 に は 03(281)1811 千葉 多田 屋 千葉 セン トラ レプ ラ ザ 店 
映画 館 に も 足 を 運ん だ こと も ある 。 新宿 крш wu үт мш шш 
= \ Еа Jy 03 (354)0131 4 a 
あの ころ は いま より も っ と 感受 性 が 強く , Ж 高田 馬場 未来 堂 書店 0492 (25)3138 
ИЕ ЈЖО ВС oSI £ Ë сто 03 (200)9185 A m 岩渕 書店 
て いて ,「 ア イス コー ヒー に ミル ク を 入れ て , 2 me хаша a т сог 
ルク ル と スト ロー で か き 泥 ぜ る 瞬間 が 好き 。 こ 池袋 西武 百貨 店 IF ブッ クセ ンタ ー 0292(31)0102 
うし て 混ざっ て いく の 見 て いる と 人 生 を 感じ る 」 03(981)0111 大 阪 都島 区 тни 
な ど と いう 軟弱 な 会 話 文 を 読ん で は 感動 し , ne RTL SERERE Ic ja ua EE 
茶店 を は し ご し て は アイ スコ ー ヒ ー を ひたすら 03(981)0111 075(221)0280 
クル クル か き 混 ぜ て いた も の で ある 。 町 田 RUM 愛知 名 古屋 ai 
i ンス 52(251)83 
5 >, それ ば は どう で も いい と て 原発 事故 神奈 川 横浜 有隣堂 横浜 駅 西口 店 長野 飯田 ЈЕ 
が 起き た 当時 は , ヨー ロッ パ か ら 輸 入 さ れる ワ 045 (31 |) 6265 0265 (24) 4545 
イン や 乳 製品 の 安全 性 が 問わ れ て いた こと も あ / 有隣堂 ルミ ネ 店 北海 道 =й 室蘭 工業 大 学生 協 


045 (453) 081 I 0143 (44) 6060 


っ た 。 しかし, それ も いつ し か 忘れ 去ら れ , 最 
近 で は 事故 後 の チ ェ ル ノブ イリ の 記録 映画 を 撮 
っ た 監督 が 死亡 し た と いう ニュ ー ス が 話題 を 集 
め た くら い の も の だ 。 だ が , 最近 に な っ て 再び 
輸入 食品 の 放射 能 汚染 問題 が 全国 生協 組合 を 中 
心 と し た 市 民 レ ベル の 任意 団体 , 「 全 国生 協 組合 
員 ノ ー モ アチェ ル ノ ブ イリ の 会 」 の 手 に よっ て 
取り 上 げ ら れ よ うと し て いる 。 

この 会 は , 放射 能 汚染 値 に 安全 制限 は な いと 
いう 考え を 基 に , 汚染 食品 の 影響 が 高い と 思わ 
れる 年 齢 が 低い 子供 た ち を 守 ろ うと 発足 され た 
も の で , 現在 , 輸入 食品 の 放射 能 汚染 値 を 個々 
の 商品 に 表示 する な ど , 10 項 目 の 公開 質問 状 を 
用 意 し 厚生 省 に 提出 する た め の 署 名 運動 を 行っ 
て いる 。 そ れ は , 現状 で は 輸入 食品 全体 の 被ばく 
線 限度 の 暫定 基準 (現行 で は 年 間 500 ミ リ レ ム の 
1/3 以 内 ) を 厚生 省 が 設置 し て いる も の の , それ 
の 基準 を クリ ア し て 商品 と し て 家庭 内 に 入り 込 
ん だ と き は , も う 放 射 能 汚染 な ど と いう こと 上 自 
体 が 誰 の 目 に も わか ら な いも の と な っ て いる か 
ら だ 。 

今回 の よう に, 市 民団 体 が 提示 し た 食品 に 関 
する 問題 と いう の は , 明らか に 我々 の 日 常 生活 
を 脅かす 存在 で あり , 放射 能 の 蓄積 摂取 量 が ど 
う の と いっ た こと が 世間 一 般 に 表面 化す る ころ 
に は , と て も 取り 返し の つか な い 事 態 に な っ て 
いる 場合 が 多い 。 先 に 述べ た 映画 の 話 の よう に, 
魚 が 浮 か び 上 が っ て か ら の 警告 が な な ん の 意味 を 
持た な い の は 恐ろし い 現 実 で や る 。 し か し , そ 
の 人 魚 を 食べ て いる こと すら ちら 気 か な いと いっ た 
こと だ け 人 は 決 も そ 見 区 し に て は が な がら な か ない ゃ 37см) 


D саса н. 期 購読 を ご 利用 いた だ いて いる 方 に は , 購読 
定期 購読 の お 知ら せ 期限 終了 と 同時 に ご 通知 申し 上 げ ま す の で , 
— 同封 の 払込 用 紙 を ご 利用 くだ さい 。 
Oh ! X の 定期 購読 を ご 希望 の 方 は , 最寄り 海外 送付 ご 希望 の 方 へ 
の 郵便 局 に ある 払込 用 紙 に , 本 誌 の 海外 発送 代理 店 , 日 本 IPS (株 ) に お 
口座 番号 東京 1-29307 申し 込み くだ さい 。 な お , 購読 料金 は 郵送 方 
加入 者 名 株 式 会 社 日 本 ソフ トバ ンク Ж, 地域 に よっ て 異な り ま す の で , 下記 究 必 
と ご 記入 の うえ , 年 間 購読 料 6,500 円 を 添え て ず お 問い 合わ せく だ さい 。 
お 申し 込み くだ さい 。 そ の 際 , 裏面 の 通信 欄 日 本 IPS 株 式 会 社 
に 「 〇 年 〇 月 号 より Oh!X 定期 購読 希望 」 と 101 東京 都 千 代田 区 飯田 橋 3-11-6 
忘れ ず に 明記 し て くだ さい 。 な お ,。 すでに 定 Z 03(238)0700 
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一 |988 年 7 月 | 日 発行 定価 540 円 ШЕМА Ж 正義 ШЕЛ 笹 口 幸男 
MT (株 ) 日 本 ソフ トバ ンク 
一 出 版 事 業 部 T102 東京 都 千 代田 区 九段 南 2-3-26 容 03(261)4095 FAX 03(262)8397 
井関 ビル 37003 (239) 4156 
АЕ 34203 (261) 4095 
7. ЕРЕ 2:03 (297) 0181 
B7 + 7102 東京 都 千 代田 区 九段 南 2-3-14 靖国 九段 南 ビ ル 203 (263) 369000 
TELEX 東京 232-4614JSBTYJ FAX 03(263)3660 
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特集 オー ル ・ ザ ッ ツ ・ エ ディ タ 

スク リー ン エ ディ タ MIFES Ver.4/Final Ver.4 

メモ リエ ディ タ PCO-9801 用 メモ リ の 管理 方 法 

PC-8801 用 オリ ジ ナ ル エ ディ タ ACE88 
エディ タ と し て の ワー プロ 「 新 松 」 の カス タマ イズ 機能 を 探る 
ота も Si 
ワー プロ ソフ 

ワー プロ ソフ ト に お ける 日 本 語 入力 の 現状 を 探る 
@M5-DOB 和 機能 拡 張 スペ シャ ル オリ ジ ナ ル ロ -shell 仕 様 公 開 
最新 ソフ ト オ ー バ ー ビ ュ ー PI/EE/CCT-981 
а: @WATCHI マイ コン ショ ウ & ビ ジネス ショ ウ 

_@ 好 評 連 載 ソフ ト を 評論 する シル エッ ト 


OPC 


7H8 
500 円 5 評 発 売 中 


АЈ 


| 特集 | 手作り 言語 道人 門 алта 
、 言語 作り は 難し く な い / 電 卓 言語 に よる ロボ ッ ト 戦 争 / 日 A 
! ID に よる タイ ニーBAGIO / 作 者 が 語る HGPLAY の 
構造 / タ イニ ー イ ンタ プリ タ /LISBP イ ンタ プリ タ 


特集 『 トラ イ / パソ コン 通信 
Oh/ FMNET 新 シス テム ガイ ド / 名 社 モ デム レポ ー ト / 
FS タ ー ミ ナル ソフ ト / ビ ッ ト ダ ンプ コン バー タ 
s ( 新 連 載 ) 言 語 見 聞録 / 音 楽 ブ ログ ラム 入門 
"US 連載 無敵 の エチ ュー ド /B80H9 マ シン 語 道 場 / じ 0mD ロ uter 
MUSIC/ 谷 山 浩 子 の エッ セイ 
マイ コン 局 ビ ジネス ショ ウレ ポー ト 


= Emas 3 年 4 月 P 種 試験 の 完全 研究 
理 試験 午前 ・ 午 後 の 全 問題 を 詳細 に 解説 / 


ーー 
> カラ ー 受 験 ゼミ 次 世代 コン ピュ ー タ 
を ザ ・ プ ロジ ェクト 日 本 ・ 台 湾 の 技術 協力 で 実現 し た 

低 価格 ・ 高 機能 | 
» 続 ・ コ ンピュータ 最前 線 わが 国 の AI の 現状 を 眺め る 
> 連載 講座 合格 の た め の ハ ー ド ウェ ア 基 礎 / 合 格 の た め の ソ フト ウェ ア 
基礎 / 関 連 知識 重点 ゼミ 数 学 ・ 工 業 ・ 商 業 / 受 験 に 役立つ コン ピュ ー タ 人 英語 
/ 徹 底 マ スタ ーー 流れ図 / 合 格 最短 ゼミ AGL・FOHTRHAN・COBOL 
> 種 重点 講座 必須 コン ピュ ー タ の 知識 / 徹 底 マ ヤス ター プロ グラ ム 設 計 
(別冊 付録 ) 対訳 ・ コ ンピュータ 英 用 語 人 ハンドブック 


情報 処理 試験 
人 円 


АЯ) 


特集 1 PC エン ジン 宅配 便 

デー タ で 見 る ロエン ジン / ハ ー ド で 見 る ロエン ジン /H ロ タ 
イプ H』 / ギ ャ ラガ 'BB/ フ ァ ン タ ジ ー ゾ ー ン / ワー ルド スタ ジア 
ム / 選 ロエン ジン お 買い 得 情 報 他 
特集 P 狂喜 乱舞 / セ ガ ・ カ ー ニ バル // 
ロー ド オ ブ ソ ー ド / サ ンダ ー ブ レ ー ド / フ ァ イ ナ ル ・ バ ブル ボ 
B. ブル / め 組 レス キュ ー/ ス ー パ ー レ ー シ ン グ 
。 人 今月 の パイ ルド ライ バー ギャ ラク シー フォ ー ス 

人 @ 徹 底 研 究 ス ペ シ ャ ル RECZ I 1 (ファミ コン )/ イ ー ス IM( パ 
ソコ ン )/ 究 極 ハ リキ リス タ ジ ア ム (ファミコン) 
人 @ 特 別 付 録 SUPER GAME MUSIC 


78= 
420 円 


Oh! x 19887. 169 


日 本 ソフ トバ ンク の 
書籍 特約 書店 


下記 の 書店 の 一 覧 は 、 日 本 ソフ トバ ンク 書籍 特 
約 店 と し て 右 に ある 商品 の 他 、 新 刊 も と り そ ろ 
えて お り ま す 。 ご 希望 の 商品 が ある 場合 は 、 下 


記 の お 近く の 書店 に て お 買い 求め 下さ い 。 


( 注 ) 現品 が 売れ て 補充 中 の 場合 も ご ざい ます の で 、 


ご 注意 下さ い 。 


日 本 ソフ トバ ンク 出版 事業 部 


〒10e 東京 都 千代 田 区 九段 南 6-3- ど 6 の 03(C61)4095 


SOFT 
ВАМК 


く 北 海道 > 
札幌 市 
/ 

/ 

/ 

/ 

/ 

/ 
旭川 市 
/ 
苫小牧 市 
< 東 db 
青森 市 
/ 
弘前 市 
APT 
盛岡 市 


仙台 市 


// 


<% g E 
` E s H = = 
+3 333 


SHER за 
«ишш ED < H 
32353 34" 


紀伊 國 屋 書 店 札幌 店 
旭屋 書店 札幌 店 

丸善 札幌 支店 

リー ブル な に わ 

冨 貴 営 札 幌 パ ルコ 店 
ダイ ヤ 書 房 本 店 

ダイ ヤ 書 房 西 店 

旭川 富貴 堂 

ブッ クス 平和 マル カツ 店 
旭屋 書店 苫小牧 店 


成田 本 店 

岡田 書店 
紀伊 國 屋 書 店 弘前 店 
伊 吉 書 院 
東山 堂 ブ ッ ク セ ンタ ー 
さわ や 書店 

第 一 書店 

金 港 堂 

金 港 堂 ブッ クセ ンタ ー 
アイ エ 書 店 駅 前 店 
丸善 仙台 支店 

高山 書店 

ブッ クス みや ぎ 

三浦 書店 

八 文字 屋 

岩瀬 書店 コル ニ エ ツ タ ヤ 店 
博 向 堂 

東北 書店 

ヤマ ニ 書 房 本 店 
鹿島 ブッ クセ ンタ ー 


川又 書店 駅 前 店 

ツル ヤブ ッ ク セ ンタ ー 
武石 書店 

な みき 書店 

共栄 堂 
丸善 筑波 大 学会 館 店 
LA EE 
落合 書店 オリ オン 店 
落合 書店 東武 ブッ クセ ンタ ー 
新星 堂宇 都 宮 店 

XE BR ESR C JV JR 
{йр = 

リプ ブロ 前 橋 店 

戸田 書店 前 橋 店 

学 陽 書房 

+ 2 xt 2 
新星 堂 高崎 店 

戸田 書店 高崎 店 

ナカ ムラ ヤ 


須原 屋 本 店 
須原 屋 コ ル ソ 店 


011-231-2131 
011-241-3007 
011-241-7252 
011-221-3800 
011-214-2303 
011-712-2541 
011-665-6223 
0166-26-3481 
0166-23-621 | 
0144-36-5185 


0177-23-2431 
0177-23-1381 
0172-36-4511 
0178-44-1917 
0196-53-6464 
0196-53-4411 
0196-53-3355 
022-225-6521 
022-223-0979 
022-264-0718 
022-266-1127 
022-263-1511 
022-267-4422 
0188-33-8131 
0236-22-2150 
0245-21-2101 
0245-21-1161 
0249-32-0379 
0246-23-3481 
0246-28-2222 


0292-31-0102 
0292-25-2111 
0292-73-1212 
0299-96-1855 
0298-21-6134 
0298-51-6000 
0298-52-3665 
0286-34-3777 
0286-34-827! 
0286-33-2337 
0285-25-1522 
0272-23-1211 
0272-34-1011 
0272-61-5063 
0273-23-4055 
0273-62-1500 
0273-21-3961 
0273-63-5110 
0276-22-2001 


0488-22-5321 
0488-24-5321 


川崎 市 


7 
横須賀 市 
ЖА rh 

// 

/ 
茅ヶ崎 市 
平塚 市 

/ 
小田 原市 

// 


押田 謙 文 党 

ブッ クラ ンド 押田 
三省 堂 ブ ッ ク ポ ボー ト 
須原 屋 藤 店 

岩渕 書店 川口 店 
黒田 書店 川越 店 

芳 林堂 所 沢 店 

いけ だ 書店 所 沢 店 
黒田 書店 上 福岡 店 
文教 堂 朝 霞 店 
新星 堂 志木 店 
文教 堂 春日 部 店 
錦 電 サー ビス 
多田 屋 セ ント ラル プラ ザ 店 
キディ ラン ド 千 葉 店 
жат 

と きわ 書房 本 店 
リプ ロ 船 橋 店 

旭屋 書店 船橋 店 

芳 林堂 津田 沼 店 

# — жат 
西口 アサ ノ 
新星 堂 柏 店 

堀江 良文 党 

辰 正 堂 駅 ビル 店 
有隣堂 トー ヨー 店 
有隣堂 東 ロ ルミ ネ 店 
栄 松堂 相鉄 ジョ イナ ス 店 
そごう ブッ クセ ンタ ー 
丸善 ブッ ク メ イ ツ ポ ル タ 店 
有隣堂 伊勢 佐 木 店 
有隣堂 戸塚 店 
文華 堂 戸塚 店 

アー バン 文華 堂 
文教 堂 青 葉 台 南口 店 
有隣堂 アゼリア 店 
有隣堂 川崎 BE 店 
文学 堂本 店 

ブッ クセ ンタ ー 文 教 堂 
文教 堂 溝の口 店 

島 森 書店 大 船 店 
鎌倉 書店 

平 坂 書房 WALK 店 
有隣堂 藤沢 店 

リプ ブロ 藤沢 店 
文教 常 六 会 

川上 書店 ルミ ネ 店 
サク ラ 書 店 駅 ビル 店 
文教 常 四 之 宮 店 

八 小 常 書 店 
伊勢 治 書店 
文教 常 小 田原 店 
有隣堂 厚木 店 
文教 堂 中 央 林間 店 
文教 堂 相模 大 野 店 


0486-41-3141 
0486-47-3141 
0486-46-2600 
0484-44-1211 
0482-52-2190 
0492-25-3138 
0429-25-5355 
0429-28-3271 
0492-66-0120 
0484-76-0107 
0484-74-0182 
0487-52-7666 
0492-96-2962 
0472-24-1333 
0472-25-201 | 
0474-72-501 | 
0474-24-0750 
0474-25-01 || 
0474-24-7331 
0474-78-3737 
0474-65-0926 
0471-44-2111 
0471-64-8551 
0473-65-5121 
0473-64-7997 
045-311-6265 
045-453-081 I 
045-321 -6831 
045-465-2111 
045-453-681 I 
045-261-1231 
045-881-2661 
045-864-5151 
045-821-5151 
045-983-5150 
044-245-1231 
045-261-1231 
044-244-1251 
044-811-5557 
044-811-8258 
0467-46-3841 
0467-46-2619 
0468-25-5537 
0466-26-1411 
0466-27-01 I1 
0466-82-9610 
0467-87-3827 
0463-23-2751 
0463-54-2880 
0465-22-7111 
0465-22-1366 
0465-36-3677 
0462-23-4111 
0462-75-4165 
0427-49-0650 


相模 原市 


津久井 郡 
ж 京 > 
千代 田 区 


ンー 


| レ 


(4 
(КА 
A hi ud) 


文教 堂 橋本 店 
文教 堂 星ヶ丘 店 
文教 堂 城 山 店 


三省 堂 書 店 神田 本 店 
書泉 グラ ン デ 
東京 堂 書店 

旭屋 書店 水道 橋 店 
丸善 お 茶 の 水 店 
Em 

いずみ 神田 南口 店 
明正 堂 秋葉 原 店 
八重 洲 ブ ッ ク セ ンタ ー 
日 本 橋 丸善 

旭屋 書店 銀座 店 
書 原 新橋 店 

雄 峰 堂 N S 店 

虎ノ門 書房 本 店 
虎ノ門 書房 田町 店 

芳 林堂 大 井町 店 

明 屋 書店 五反田 店 
紀伊 國 屋 書店 渋谷 店 
旭屋 書店 渋谷 店 
三省 堂 書店 渋谷 店 

大 盛 堂 書店 
紀伊 國 屋 書店 笹塚 店 
紀伊 國 屋 書店 本 店 
三省 堂 書店 新宿 西口 店 
福家 書店 セン ター ビル 店 
福家 書店 野村 ビル 店 
新星 堂 N S ビル 店 
西武 新宿 ブッ クセ ンタ ー 
芳 林 常 高田 馬場 店 
未来 堂 

旭屋 書店 池袋 店 

芳 林堂 池袋 店 
リプ ロ 池 袋 店 
三省 堂 書店 池袋 店 
新栄 堂本 店 
新栄 堂 ア ル パ 店 
明正 堂 中 通り 店 

リプ ブロ 錦糸 町 店 

グ ブック スト ア ・ 談 
新栄 堂 亀 戸 駅 ビル 店 
文教 堂 西 葛西 店 

アク トブ ックス サン カマ タ 店 
竜 文 常 大 森 駅 ビル 店 
明 屋 書店 東京 本 社 

Z z Z £ > ? RE 
書 原 杉並 店 

紀伊 國 屋 書店 吉祥 寺 東 急 店 
弘 栄 堂 吉祥 寺 店 

パル コブ ッ ク セ ンタ ー 吉 祥 寺 
真光 書店 

啓文 党 


0427-74-5581 
0427-58-6121 
0427-82-9278 


03-233-3312 
03-295-001 | 
03-291-5181 
03-294-3781 
03-295-5581 
03-291-1362 
03-254-8521 
03-257-0758 
03-281-181 | 
03-272-721 | 
03-573-4936 
03-591-8738 
03-503-6586 
03-502-3461 
03-454-2571 
03-474-4946 
03-492-3881 
03-463-3241 
03-476-3971 
03-407-4545 
03-463-051 I 
03-485-0131 
03-354-0131 
03-343-4871 
03-345-1246 
03-342-0298 
03-344-2055 
03-208-0380 
03-208-0241 
03-200-9185 
03-986-031 I 
03-984-1101 
03-981 -0111 
03-987-051 I 
03-984-2345 
03-988-0181 
03-831 -0191 
03-846-01 | | 
03-635-1841 
03-638-2345 
03-689-3621 
03-735-1551 
03-775-3851 
03-387-8451 
03-393-5571 
03-313-4778 
0422-21-5543 
0422-22-1031 
0422-21-8122 
0424-87-2222 
0423-66-3151 


MS-DUS い た れ り つく せり 本 ©1807 
2041 MS-DOS 


UNIX System V 
プロ グラ マ ・ ガ イド 

UNIX System V 

ユー ザ ・ ガ イド 

じ 言 語 の 活用 理解 

じ 言 語 の 基礎 知識 

言語 の 応用 50 例 

ご プリ プロ セッ サ ・ パ ワー 

Play the С Е 

Play the C 下巻 

8086 アセ ン ブ リ 言語 


e |900 円 


@ |2000 円 


e 9800 円 
@ 2000 円 
@ 2500 円 
@ 2300 円 
@2200 円 
e |500 円 
@ |500 円 
@2800 円 


6085 マ クロ プロ グラ ミン グ er 


ビギニング MUMPS 

マシ ン 語 マジ ッ ク ブ ッ ク II 
マシ ン 語 プロ グラ ミン グ 
テク ニッ グ 
BASIC に よる プロ グラ ミン グ 


@ 2600H 
@ 2500 円 


@ 2000 円 


スタ イル ブッ ク ois 


三鷹 市 三省 営 書 店 三鷹 店 

ん 東西 書房 
小金 井 市 文教 堂 小金 井 店 
国分 寺 市 三成 堂 国分 寺 店 
立 市 東西 書店 
小平 市 文教 堂 小平 店 
東村 山 市 文教 堂 東村 山 店 
立川 市 オリ オン 書房 ウイ ル 店 
八王子 市 くま ざわ 書店 本 店 
町 田 市 有隣堂 町 田 店 

ん 久美 堂本 店 

/ 久美 堂 小田 急 店 

/ 久美 堂 東急 ハン ズ 店 

/ 文教 堂 鶴川 店 

/ 文教 堂 小川 店 
多摩 市 くま ざわ 書店 桜ヶ丘 店 
福 - 生 市 文教 堂 福生 店 
信越 ・ 北 陸 > 
長野 市 平安 堂 長野 店 

/ 長谷 川 書店 
松本 市 ブッ クス ロク サン 

ん 改造 社 松本 駅 ピル 店 
飯田 市 平安 堂 飯田 店 
岡谷 市 笠原 書店 
諏訪 郡 平安 堂 諏訪 店 
新潟 市 紀伊 國 屋 書店 新潟 店 

/ 萬 松堂 

/ 北 光 社 
長岡 市 覚 張 書店 

/ プ ブッ クセ ンタ ー 長 岡 

/ 長岡 技 大 長峰 文化 
富山 市 瀬川 書店 

/ 清明 堂 

Џ BOOKS な か だ 豊田 店 

/ 文苑 堂本 郷 店 

/ 文苑 堂 赤江 店 
高岡 市 文苑 堂 

ん 文苑 堂 横田 店 
金沢 市 うつ の みや 片町 店 

ん 書林 香林坊 本 店 
石川 郡 王様 の 本 野々 市 店 
福井 市 勝木 書店 

/ 品川 書店 新 田 塚 店 
OR 海 > 
静岡 市 静岡 谷 島屋 

/ 江崎 書店 

ん 吉見 書店 

/ 戸田 書店 S BS 店 

/ 戸田 書店 曲 金 店 
沼津 市 吉野 屋 

7 マル サン 書店 宝塚 店 
富士 市 戸田 書店 富士 店 
清水 市 戸田 書店 本 店 
浜松 市 浜松 谷 島屋 
名 古屋 市 星野 書店 近鉄 ビル 店 


0422-48-4510 
0422-46-0275 
0423-86-0161 
0423-25-3211 
0425-75-5061 
0423-43-9229 
0423-96-1115 
0425-27-2311 
0426-25-1201 
0427-23-3018 
0427-25-1330 
0427-21-1111 
0427-28-2772 
0427-35-4117 
0427-96-1781 
0423-37-2531 
0425-53-7708 


0262-26-4545 
0262-26-2122 
0263-35-5555 
0263-36-3777 
0265-24-4545 
0266-23-5070 
0266-28-1111 
025-241-5281 
025-229-2221 
025-228-2321 
0258-32-1139 
0258-36-1360 
0258-46-6437 
0764-24-4566 
0764-24-4166 
0764-32-1353 
0764-22-0552 
0764-33-0321 
0766-2 1-0333 
0766-21-0431 
0762-21-6136 
0762-20-501 I 
0762-46-5325 
0776-24-0428 
0776-24-1112 


0542-54-1301 
0542-54-4481 
0542-52-0157 
0542-81-5733 
0542-81-5899 
0559-23-5676 
0559-63-0350 
0545-51-5121 
0543-65-2345 
0534-53-9121 
052-581-4796 


ソー ティ ング ・ ノ ー ト 
BASIC プロ グラ ム 


ジェ ネ レ ー タ 集 
98/88 ス モー ルビ ジネス 
プロ グラ ム 集 
88 デ スク アク セ サ リ 集 

IDOS 活 用 ハン ドブ ッ ク 
DISK CHARGE Ehk 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 


フル 活用 ガイ ド 


PC IAP 
試験 に 出る X 1 


X | テク ニカ ル マ ス ター 


X 1 シス テム 研究 室 
新 松 ガ イド 

一 太郎 VBr.3 ガ イド 
新 一 太 郎 ガ イド 

一 太郎 ガイ ド 

桐 VBr.P ガイ ド 
花子 応用 ガイ ド 


mx ID y. ~ ~ es = 
Бк К ~ = < = 


„ићи +9 # < 8 
+ 


"а 


ж Ж 


三省 堂 書店 名 古屋 店 


丸善 ブッ ク メ イ ツ セ ント ラル パー ク 


日 進 堂上 前 津 店 
三洋 堂 パ ソコ ン シ ョ ッ プ > 
БЕЈ 

ちく さ 正 文 館 本 店 
白樺 書房 西 店 

精 文 館 

ブッ クス 鎌倉 
三洋 堂 刈谷 店 
三洋 堂 勝 川 店 

自由 書房 

大 洞 堂 ブッ クス 258 
大 洞 堂 岐 大 パイ パス 店 
三洋 堂 可児 店 

別所 書店 || ビル 店 
文化 セン ター 白 揚 
シェ トワ 白 揚 鈴鹿 店 


B^ XM 


アバ パンティ ・ ブ ッ ク セ ンタ ー 


オォ オーム 社 書店 河原 町 店 
ジュ ンク 堂 京都 店 

BR ^ s K3L JE 

旭屋 書店 本 店 
紀伊 國 屋 書店 梅田 店 

オォ オーム 社 書店 大 阪 店 

BR ^ S: PUIS JE 

BR ^ АНИЈЕ 

旭屋 書店 ナン バ 店 

ナン バブ ッ ク セ ンタ ー 
旭屋 書店 アベ ノ 店 

ユー ゴー 書店 

河村 書店 

水嶋 書房 京阪 デパ ー ト 店 
コー ベ プ ブッ クス 西武 高槻 店 
ヒバ リヤ 書店 本 社 


P 市 ジュ ンク 堂 セ ンタ ー 街 店 


ジュ ンク 堂 サ ン パ ル 店 
海 文 常 書 店 

日 東館 書林 

新興 書房 

誠信 堂 書店 

宮井 平安 党 

帯 伊 書店 


紀伊 國 屋 書店 岡山 店 
丸善 岡山 支店 
津山 ブッ クセ ンタ ー 
紀伊 國 屋 書店 広島 店 
丸善 広島 支店 
金正 党 

積善 館 
啓文 社 福山 店 

Z 2 > A AE 


e |900 円 


© 280005 


• 250009 
e 200005 
• 270009 
@ 180009 


© 230009 
e 1800095 
© 280009 
@ 250009 
© 250009 
e 200009 
© 250009 
© 230009 
e 200009 
© 25009 
© 250009 


052-562-0077 
052-971-1231 
052-263-0550 
052-251-8334 
052-832-8202 
052-741-1137 
052-774-7223 
0532-54-2345 
0564-54-1822 
0566-24-1134 
0568-32-7806 
0582-65-4301 
0584-81-2553 
0584-74-7766 
0574-63-2334 
0592-24-1014 
0593-51 -0711 
0593-82-5221 


075-223-1003 
075-682-5031 
075-221-0280 
078-252-0050 
0742-26-6241 
06-313-1191 
06-372-5821 
06-345-0641 
06-353-3209 
06-251-0881 
06-644-255| 
06-644-5501 
06-631 -6051 
06-623-2341 
06-95-2968 
0720-51-3432 
0726-83-1766 
06-722-1121 
078-392-1001 
078-252-0777 
078-331-6501 
078-391-8701 
0792-85-3344 
0792-81-2055 
0734-31-1331 
0734-22-0441 


0862-32-34 1 | 
0862-31 -2261 
08682-6-4047 
082-225-3232 
082-247-2251 
082-248-3715 
082-248-3151 
0849-22-3111 
0849-25-0050 


Lotus 1 -P-3 ガ イド 
HIDB フ ァ ラ オガ イド 
ビジ ュ ア ル ラ ー ニ ング HDB 


アセ ン ブ ラ CASL 入 門 


@2400 円 
@2900 円 
@2500 円 
@2000 円 


ハー ドウ ェ ア 徹 底 マ ヤス ター e250 
ЕОНТВАМ ЕУ А 27 — e230 
特種 情報 処理 試験 
総 整理 と 徹底 対策 
情報 処理 の 基礎 知識 


ワー プロ 文書 F・O・P 


@ 2300 円 
e |600 円 
e 120005 


新聞 記事 ハイ テク 切抜き 法 ө 200m 
バイ ト 避 ワー ド の 風 に の っ て • зов 
ワー プロ 考現学 

電子 ゲー ム の 「 快 楽 」 


ムー グ ・ ノ イマ ン ・ バ ッ ハ 


HP 幻想 事典 
新 明解 ナム 語 事典 
保存 版 ら 倶楽部 


E gi 


SENS: HE 338 x n E 
39) 323223 33 


PEPPER 


Ë >= N 
за 


/ 
宇和 島 市 
高知 市 


啓文 社 コ ア 
五十部 誠 文 党 
文栄堂 
京屋 書店 
誠 文 堂 国 街 店 
富士 書店 
園山 書店 


小山 助 学 館 本 店 
小山 助 学 館 東口 店 
ЖЕЛ 

宮脇 書店 本 店 
宮脇 書店 丸亀 店 
紀伊 國 屋 書店 松山 店 
明 屋 書店 本 店 

明 屋 書店 大 街道 店 
丸三 書店 

明 屋 宇和 島 店 
金 高 党 


く 〈 九 州 ・ 沖 縄 > 


福岡 市 
/ 


紀伊 國 屋 書店 福岡 店 
りー ぶる 天神 
福岡 金 文 党 

積 文 館 新 天 町 店 

金 文 常 朝日 ビル 店 
ナガ リ 書 店 

金 栄 堂 

旭屋 書店 北九州 店 
井筒 屋 ブ ッ ク セ ンタ ー 
カル パー ク 平 野 

白石 書店 本 城 店 

エマ ックス た が み 
ブッ クリ ー ド 

パル コ プ ブッ クセ ンタ ー 大 分 


金華 営 北 バイ パス 店 
積 文 館 デイ トス 店 
メト ロ 書 店 

好文 党 

金明 党 
紀伊 國 屋 書店 熊本 店 
BOOKS まる ぶん 
長崎 書店 
明 屋 人 吉 店 

春 苑 堂 ブッ ク プ ラ ザ 
ブッ クス みす み 

球 陽 堂 ビル 店 

文教 図書 


e 120009 
e 120009 
e 1300 円 
e 150009 
@5000 円 
@ 190009 


0849-41-0909 
0839-24-6630 
0839-22-56! | 
0836-31-2323 
0835-25-1988 
0857-23-7271 
0852-21-4167 


0886-54-2135 
0886-25-1380 
0886-23-3228 
0878-51-3733 
0877-22-5533 
0899-32-0005 
0899-41-4141 
0899-41-4242 
0899-31-8501 
0895-23-1118 
0888-22-0161 


092-721-7755 
092-713-1001 
092-741-2106 
092-781-2991 
092-431-1094 
093-521-1044 
093-531-3685 
093-631-6421 
093-641-0131 
093-66 | -7988 
093-601-2200 
0942-33-1841 
0948-25-7266 
0975-35-0643 
0975-33-0231 
0977-23-0936 
0985-24-5111 
0985-27-4111 
0952-32-1965 
0952-23-7155 
0958-21-5453 
0958-23-7171 
0956-22-4214 
0963-22-5531 
0963-52-5665 
0963-53-0555 
0966-22-5486 
0992-22-2131 
0992-57-1011 
0988-63-3752 
0988-62-1201 


AZ / の 美味 し い 
ве БОБО ЕЕ 


Oh ! MZ(1985 年 6 НЕ~ 19872 8 月 号 ) に 連載 され た あ 
の 祝 一 平 氏 の 「 試 験 に 出る ぶ グ 」 が つい に 1 冊 の 本 と し 
て 完成 し まし た 。 本書 で は X1/X1turbo シ リー ズ の ハー ド 
ウェ ア を くま な くさく 探検 , 重 者 独自 の 解析 術 と 豊富 な オリ 
ジ ナ ルプ ログ ラム て 数々 の 機能 を 料理 し て いき ます 。 連 
載 時 の 内 容 に X1turboZ の 機能 (第 14 章 ) を 加筆 , その 他 
の 章 に つい て も 全面 的 に 新 情報 を 取り 入れ て 再編 集い た 
し まし た 。 さら に 巻末 に は 付録 と し て 「X 1 処理 技術 者 
試験 」 も 収録 し て いま す 。 また, 現在 Oh!X 掲 載 の ミュ 
_ а ー ジ ッ ク プ ログ ラム て 活用 され て いる FM 音源 用 MML は 
w э o аа тА ШАТ: 

па きっ と 完全 無欠 な 1/O マ ッ プ 
| CHTC で どす こい で ある 
| ー 度 お いし い で ある 


7 シソ ゾー ズ 
Х 7 “turbo Z 


試験 に 出る へ バ // 


ハー ドウ ェ ア の フル コー ス 
祝 一 平 著 


日 本 ソフ トバ ンク 


ーー 


т 発行 
| 人 日 本 ソフ トバ ンク 出版 
〒102 東京 都 千代 田 区 九段 南 2-3- 26 1303 (261)4095 


SG ソフ トウ ェ ア ラ イブ ラリ ー 


Ж Ó : を RS SN 
жге .* » ж ig + * . * 5 


` ` s. + * 
г 


о 


шиг; э 


cr 
E 


МӘК АШ 


16 ビ ッ ト 用 最新 、 自 動 / 一 括 / 連 文節 変換 シス テム Katana(J) の 完全 移植 143 万 種 に も 及ぶ 多彩 な 文字 表現 ? 本 格 的 デー タ 


ベー ス 、 表 計算 機能 搭載 。16 ビ ッ ト ワ ー プ ブロ ソフ ト 、 デ 


機能 が 16 ビ ッ ト 用 に 開発 きれ ん た パー ツ 群 に より 構成 。 フ レス ペッ ク で な お か つ 超 高速 。 


KI 文字 サイ ズ ・ 文 字 種 ・ 文 字 の 位置 ・ 網 か け ・ 下 線 ・ カ ラー 設定 の 組み あわ せ に よる 計算 。※2.MS-DOS と の デー タ 交 換 は 2HD 版 の み 。 ※MS-DOS は マイ クロ ソフ ト 社 の 登録 商標 で お 


Katana( 刀 ) が 自動 ・ 一 括 ・ 連 文節 変換 実現 。 


サム シン ググ ッ ド が 16 ビッ ト 機 上 で 開発 
し た 変換 システム Katana( 刀 ) を 8 ビッ ト 
機 用 に コン バー ト 。 8 ビッ ト で 初め て 自動 
変換 ・ 一 括 変換 ・ 連 文節 変換 を 可能 に 
し まし た 。 右 の 写真 の よう な 文章 も 一 

に 漢字 か な まじ り 文 に 変換 し ます 。 

し か も Katana( 刀 ) の 大 き な 特 長 は 、 品 
詞 分 類 の きめ 細か さる と 、 独 自 の 評価 点 
数 法 を 確立 し た こと 。 品詞 を これ ま て の 
倍 以 上 (当社 比 ) に 分 類 し 、 か つ 文 節 と 


SHARP AV ји / Z ЗОНОМ 
SHARP AV tartu シリ ー ズ 対応 GD 版 


※ 本 商品 は X1 で は お 使い いた だ け ま せん 。 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


gD 版 、pHD 版 と に 学 づ 34. 800 


※Shogun( 将 軍 ) の 画面 デザ イン ・ 仕 様 等 は 改良 を 目的 に 予告 な く 変 更 する 場合 が ご ざい ます 。 あら か じ め ご 了承 くだ さい 。 
※Shogun( 将 軍 ) は 、 フ ロッ ピー の 種類 お よび ハー ドウ ェ ア の メモ リ 容 量 に よっ て 機能 に 違い が あり ます 。 あら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


< 既 戦力 >X1turbo シ リー ズ 用 を お 使い の 方 は Shogun( 将 軍 ) へ の シス テム アッ プ サ ー ビ ス が ご ざい ます 。 く わし く は 弊社 営業 部 まで お 問い あわ せく だ さい 。 


文節 の つなが り 方 の 妥当 性 を 評価 点 に 
よっ て 判定 する こと に より 、 既 存 の 16 ビ ッ 
トワ ー プ ロ ソ フト に も 勝る 高い 変換 効率 を 
誇り ます 


@ 縮 小 表 示 も 可能 で す 。 


超 多 機能 日 本 語 


カー ド 型 デー タベース 機 能 、 表 計 邊 機能 失 載 。 


住所 録 、 名 刺 管 理 、 カ モッ トラ イブ ラリ ー 


な ど 使い みち タッ プリ の デー タベース と 、 
行内 ・ 列 内 ・ 行 間 ・ 列 間 と 多彩 な 計算 
が 可能 な 表 計算 機能 を 搭載 。 


ワー ブロ 


ー タ ベー スソ フト な ど MS-DOS 上 で 動く 《 ソ フト と の デー タ 互 換 その 他 す べ て の 


他 の 追従 を 許さ ぬ 文 字 表 現 力 。 
文字 の サイ ズ は 、 1/4 角 か ら 横 4 倍 縦 2 
倍角 まで 15 種 類 。 す べ て の サイ ズ の 文 
p aas XE. ARAF, ЖИКЕ 
字 、 袋 文 字 に 変換 する こと が 可能 。 これ 
ら の 機能 は 、 漢 字 ・ か な ・ 記 号 な ど 文 字 
の 種類 を 問い ませ ん 。 

多様 な 用 紙 へ の 印刷 が 可能 で す 
は が き 、 原稿 用 紙 、 タッ クシ ー ル へ の 印 
刷 を 簡単 に 行う た め に 専用 の 用 紙 設定 
を 用 意 い た し まし た 。 


人 を 大 切 に する テク ノロ ジー 
株 式 会 社 サム シン ググ ッ ト ド 


〒I60 東 京都 新宿 区 大 久保 2-5-20 シ ティ プラ ザ 新宿 3F TEL03(232)0801I( 代 表 ) 
※ 資 料 の ご 請求 は 右 の 券 を 切り と り 上 記 の 弊社 営業 部 宛 ま で お 送り くだ さい 。 


カタ ログ 等 お 送り いた し ます 。 


ANA /. AX ати В 
SUPER DEVICE MONITOR “T” 


BLUE SKY は コン ピュ ー タ 通信 に オプ ジェ クト デー タダ の 橋 を 架け まし だ 。 今 迄 は RS-232C で オブ ジェ 
ト デ ー タ を 通信 する 時 は , アス キー デー タダ に 変換 し て 行 つ っ てい だ コ ンピュータ 通信 を , 直接 オプ ジェ クト デー タダ 
の まま で , し か も , 特殊 な デー タダ 圧縮 を 施し て , 今 迄 に な い 超 高速 で 通信 する 事 ガ 出来 る スベ //turbo0o 用 の 

"SUPER DEVICE MONITOR “T” 」 を 開発 し まし た 。 既 に 好評 発売 中 の 骨 4Z 用 の 「『SUPER 
DEVICE MONITOR “T” 」 と は RS-232C に より の 肥 訪 向 の 超 高 速 通信 が 出来 ます 。 

エディ ト 機 能 も 呼び 出し た セ フ タ ー を 豊富 な コマ ンド を 使 つ て ワー プロ 感覚 で 自在 に 変更 ・ 書 き 込 み 等 の デー ツタ の 
編集 が 簡単 に 出来 ます 。 アフ セス 出来 る ディ バイ ス も ハー ド ・ デ ィ ス ク , MS-DOS や ^Y5g000 で 使用 し て いる 
フォ オー マッ ト の 2HD の ディ スク な ご ど 苔 コン ピュ ユー タ に 接続 され だ 殆ど の ディ バイ ス を エディ イト す る 事 が 出来 ます 。 


文 任意 の デイ ィ バ イス か ガ ら 他 の デイ 
バイ ス ヘ セク ター 単位 で 高速 転 
送 が 出来 る 。 


文 任意 の セク ター を ほぼ ば 陣 間 的 に 
縦 ・ 横 チェ ッ ク サ ム と キヤ ラク 
ター ダン プ 付 き 表 示 が 出来 る 。 


娘 工 ディ ッ ト 機 能 は ワー プロ 感覚 
で 表示 し だ を セ フ ダ ター の オプ ジェ 
クト ・ デ ー タ を 1 バイ ト 単 位 で 
変更 ・ 複 写 等 多彩 な エディ ト 機 
能 を 備え て いる 。 


大 tuUrbo 内 の BIOS 用 ROM 
x° turboZI 標 準 装備 の 内 部 
増設 メモ リー に も 直接 アフ セス 
出来 る 。 (turbooa») 


SUPER DEVICE MONITOR “Т” 
(turbo 用 の 2HD は 受注 生産 ) 


文 任意 の ディ バイ ス の 複数 の セン 
ター を 他 の ディ バイ ス こ と 比較 ・ 
照合 が 出来 る 。 


太 キ ヤラ フタ ー ダ ンプ は 漢字 の 表 
示 も 出来 る 。 (7 は 除 ぐ ) 


*xRS-232C0Y»^—L-—HHro 
変換 は ボタ ンー つ で 切り 替え ら 
れる 。 

ж AX//22—wv vy/rx»nzZ22 
ー マ ツ ト の ディ スク が ガ ア クセ ス 
出来 る 。 


ж ХУБбВООО MS-DOS 
フ オ ォ オー マ ツ ト の ディ スク に も ノア 
クセ ス 出 来る 。 (turbo の み ) 


АХ7/ 


9 сы 
AA 77. 7: 5' 
112-2500) -2800 3.5' 


*255/MX март — НЕ 
の ディ バイ ス の 複数 の セク ター 
か ら 検 索 す る 事 が 出来 る 。 


文 キ ヤラ クタ ー ダ ンプ で 表示 出来 
る 漢字 に は 区 点 ・J1S の 表示 
も 出来 る 。 (turbo の み ) 


*2HDR&O2DDO7-42A2/7*t 
アク セス 出来 る 。 (turbo の み ) 


太 RS-232C を 使っ し て 他 の 
コン ピュ ー タ と の 間 で 相互 に 特 
殊 な デー タダ タ 圧 縮 法 に 因り 複数 の 
セク ター の オプ ジェ クト ・ デ ー 
ダ を 通常 の 最高 づ ヨ 2 倍 (理論 値 ) 
の 超 高 速 で の 転送 が 出来 る 。 

(7 は 際 ぐ ) 


10,000m 
2D/2HD 13,0008 
2DD 13,000в 


ロー ド に 長 時 間 か か る 多分 割 の テー プ 版 の ゲー ハム が ガボン 操作 一 つ で 何 本 も 1 枚 の ディ スク に 整理 が 出来 て 表示 

し た リス ト か ガ ら 遊び だ い ゲ ー ム を 指定 する と 一 瞬 で ロー ド 出 来る 『EXTTRA_ HYPER+C』」 も あり ます 。 
EXTRA HYPER + а AXIS: Д7 Раги 3' · 5' 
Inm Z-axoexoyo)- 2200 • 2500 3.5' - 5' 各 14,0007 


(GENS Ws 


株 式 会 社 BLUE SKY 


〒411 静岡 県 三島 市 加茂 16-4 
zt 0559-72-6710 


p お 求め は 全国 の 有名 マイ コン ショ ッ プ で どう ぞ 。 
通信 販売 を ご 希望 の 方 は 当社 へ 直接 、 商 品名 ・ 機 種 名 ・ メ ディ ア 名 ・ 住 所 
氏名 ・ 電 話 番号 を 明記 の 上 、 現 金 書留 に て お 申し 込み くだ さい 。 (送料 無料 ) 


SHARP SON 
s ФЕАНОР 277: 
Á s. = 


X68000 (2 ラメ テー ショ ン 


X68 スー パー コプラ I』 

2 MB バー ジョ ン 
本 体 ( 増 設 メ モリ 内 蔵 ) 
専用 ディ スプ レー 


SHARP X68000 ACEHD Apple Macintosh Plus. 


W 20MB ハ ー ド ディ スク 内 蔵 版 
NE 
пон 
20M 漢字 Talk Ver2.0 


1 
жайсан | 2 Ма ЕРЕ 
専用 ディ スプ レー | 標準 価格 
チル トス タン ド p: ¥ 428,000 
lin... ‚400 чей 

20M ハ ー ド ディ スク 付 
¥ 428,000 


標準 価格 
\530.800 


"== \398.000 


ХХБВООО お ・ ソ フト ウェ ア 新 製品 


評 発売 中 GED CTD СЕТ gum «udi i. ы Y6.800 
型番 型番 型番 型番 


C 言 語 ラ イブ プラ リー (XBASIC 用 ) 


KGB-X681MB KGB-X68PRK KGB-X68ADC X KGB-X68PIO KGB-X68DAC B6-6301 を お 持ち の 方 は どう ぞ ! 
1MB 増 設 メ モリ 数 値 演算 プロ セッ サ 12Bit 16 チ ャ ン ネ ル 16Bit input 12Bit 4 チャ ン ネ ル @B6-6306………… パ | ドド バボ Y 14,800 


eACEHD 版 等 は 合 MEX. 高速 A/D コ ン バ ー タ 16Bit output 。 高級 D/A コン ペー タ BASIC 拡張 関数 パッ ケー ジ СЕ 


用 で きま せん 。 サ は ソケット の み 増 高級 絶 線型 PIO 語 ライ ブラ リー 付 
ыыр MB 実 "サン プル ソフ ト 付 サン プル ソフ ト 付 サン プル ソフ ト 付 eKGB-X68UNB .---...... \6.800 


X68000 用 ユニ バー サル 基板 
定価 \32.000 定価 \58.000 定価 \128,000 定価 \68.000 定価 \118.000 EN ое е 


BASIC HOUSE オリ ジ ナ ル X*MAC World Expo in NIKKO 開催 


XBBODOZU-—AZ 
ЕРИ АИ BASIC 拡 張 関 数 パッ ケー ジ \9.800 SHARP X68000 と Apple Macintosh 
@66-6302:-----.................................. CP/M68K エミ ュ レ ー タ ー \19.800 $ ` S 

EE г у __ => ЖЕ < ° 
(000 97 EISE DESEE AE アイ コン エディ ター \4.800 ユー ザー スズ スグ ルー プ の 合同 コン ポ 
БЕРАНЕ УСЕ O ディ スク キャ シャ ー \6.800 全国 の 好 者 が 集 ま 0、 夜通し 遊ん で し まう 。 
OKGB-X681MB .............................. 1MB 増 設 RAM ボ ー ド ( 内蔵 用 ) \32.000 
Med ^ 開催 予定 日 8416327 3080-3108) 
OKGE-MZT :---.-......1 КА 趣 低 価格 計測 制御 ボー ド X 15.500 Jf. ( 
ӨКСВ-128КМ72................................. MZ-2500 用 増設 メモ リボ ー ド м9 800 = 奥 日 光 高 原 キャ ンプ 場 
@ フ ァ ミ コン クリ エー ター………・ MZ-2500 専 用 ファ ミコ ン ソ フト の 解析 ツー ル X 25,000 A \10 000 
X1/X1turbo シ リー ズ афс | 
ФКоВ-Х15--:-:-.-................. 低 価格 アナ ログ デジ タル 入出 力 ポ ボー ド — X19.800 内 容 
@KGB-HD 1/F……… 1 turbo 専用 ハー ド デ ィ スク イン ター フェ ー ス ボー ド \16.000 © X68000 関 係 セ ミナ ー( テ ー マ 募 集 ) 
@KGB-P10:-:----.... A QN » за 高級 絶縁 型 パ ラテ レル 入出 力 ボー ド 42.000 : 
ФКОВАВ y ARAT 高級 16ch 12Bit A/D 変 換 ボ ー ド \118.000 • Macintosh 関係 セミ ナー(Hypowercard) 
@KGB-DA4:-:---.............................. 高級 4ch 12Bit D/A 変換 ボー ド X 98.000 @ パプ リッ ク ド メ イン ソフ ト 大 集合 
@B6-3301 ……… パ の ドー ドド PC98 ふ X1turbo 相 互 フ ァイル コン バー ター 4,800 


@ 自作 ソフ ト の 交換 会 


人 |・]turDO 用 ( け ロ - | 日 インターフェース ボー ド 


FV 
e: CUP sum KG 日 -488 (マニ ュ ア ル ソ フ ト 付 ) 定員 40 名 で す の で 、 御 早め に !! 
i 定価 58,000 т ` um 


全国 どこ で も 発送 可 長期 クレ ジッ ト OK 送料 全国 均一 \1.000 宅配 便 に て 即日 配送 


株 式 会 社 計測 技研 semuis amm seenam 1 TEL0286-29-981 FAX0286-25-3970 


マイ コン ショ ッ プ お 申し 込み お 問い 人 る せ は 20286-22 =981f7( 代 ) 


68000 


PRO SHOP 


Micom Zone 


| 戸 〒101 東京 都 千代 田 区 外 神田 4-4-1 21857-0650 
ボー ナス は 安全 、 人 確実 、 高 利回り の T・ZONE へ ヘ へ 


サマ ー ホ ー ナ メス セー レル 突入 / 


7 月 31 日 まで 
A T-ZONEC/ 


AXBBOGPN dA sac nacen, 

ACE -— ACE met 大 好評 発売 中 / 

Бантан рс C-TRACEBBK 
68:800. 


EEA 「.ZDNE お すす め O5K 対 応 セ ッ ト コ [OS-9/68000 r: ХХ68000 
CZ-611C+ ア ナ ロ グ マル チ ス キャ ン CHT \399.800/ || OSK の 特長 は その まま に CD-RTOS ラ イ 


(この セッ ト で は カラ ー イ メー ジ ユ ニ ッ ト は お 使い に な れ ま せん ) ク な ユー ザー イン ター フェ ー ス を 載せ で 
OSK が 出る の に 


[D くら い 無 く て どう する / 


@ ホー ナ ス て 軽い 買え ちゃ )T・ZO0NE オ スス メ HD. — 
の NEC 製 HD を 使用 し た 高 信頼 OMB(65mS) Best Рпсе/ X 84,800 1 


超 高 速 シ ー ク 、PBmG キ ャ ラベ ル の PUMB Best Price / X 94800 | 
〇 大 容量 40M 晶 し か も 40mS キ ャ ラベ ル 40L BestPrice/ #128000 


Xs IM る ユー ザー に は … | 日 本 じゃ マウ ス も 住宅 難 | 夏休み の 宿題 に 1? 


Southern Pacific 版 x XYg8 О О О 
ЕТІ морил. 2 MOUSE ЛЕ ユニ バー サル カー ド \4.500 


*Modula-S#5FTL C$ / の よう な 特徴 が あり ます 。 
発売 と 同時 に Modula 2『 主 の スタ ンダ ー ド と な っ て し まっ た FTL | ディ ジタル ン ア ナ ロ グ 両用 の 


を あな た も お 試し に な り ま せん か ? eR n ^ eate 
MS-DOS 版 は ラー ジ モ テ ル 標 準 サポ ー ト と な り ま し た 。 ノド ックス な 蛇の目 パタ ー ン 


DER 


— CS š 
о 


2.772 11 を ワン タッ チ で 取 人 1 
^^ ИН 2-200 な 専用 ラン ド 。 
РАТ ZONE 3. プ ロー ブ の GND を と りや 
2FIC Cayo ari GND パタ ー ン 。 


ます 。 
通販 も OK で す / 


4. 半 田 の り の 良い ロー ル 
両面 スレ ー ホ ー ル 仕上 げ 。 識 
特価 \4.80D 5. 部 品 面 が すぐ わか る 親切 な ア 


東京 ラジ オア バー ト 内 B 1 
イン テル ショ ッ プ 


_ 和文 化 / キー ボー ド だ け の スペ ー ス で マウ eed 5; 
お 待た せい た し まし た 。 以 下 の 商品 が 和文 化し まし た ス が 使用 で きま す 。 テ ン キ ー 部 が 6. コ ンタ クト は 高 信頼 の 金メッキ 端 
Small Talk V. Turbo Tutor, dBXL か くれ な い の で Kamikaze 等 に 最適 。 子 。 
OS-9 は マイ クロ ウェ ア 社 の 登録 商標 で す 。 
下記 各店 で も 取り 扱っ て お り ま す 。 


宇都 宮 店 
x = 店 


2:0286 (63) 4949 |! ГО 店 : 220482 (68) 7826 横浜 店: 2045 (641)7741 
тх 0486 (52) 1831 ラジ オシ ョ ッ プ : 7203 (057)0643 静岡 店: 2:0542 (83)1331 


о マイ コン 通販 利用 の 方 へ : 現金 書留 で 送金 され る 際 は 、 住 所 、 氏 名 、TEL 番 号 、 希 望 商 品名 (詳し く ) を 明記 し て 下さ い 振込 を 御 希望 の 方 は 下記 銀行 へ お 願い し ます 
尚 、 い ずれ も 予め TEL に て 、 御 予約 ・ 送 料 確認 の 上 御 送金 下さ い (振込 口座 埼玉 銀行 秋葉 原 支店 当座 2705 身 亜土 電子 工業 ) 


当店 は X68000 の 認定 店 で す 
どん な こと で も 安心 し て ご 相談 くだ 
さい 。 

太 X68000 を お 買上 げ の お 客 様 に も 
れ な く テ レ ホ ンカ ー ド と ゲー ム ソ フ ト 


(アル カノ イド ) を フレ ゼン ト 中 / 


本 体 ディ スプ レイ 周辺 機器 ・ ボ ー ド 


スタ ンダ ー ド モデ ル @ CZ-8PK7 Y 122,000 
rd • CZ-601D-GY \119.800 80 桁 ドッ トイ ン パ クト プリ ンタ ー 


2 Y68000 ビ ピッチ 0.39・ ア ナ ロ グ 対応 @ CZ-8PK8 \152.000 
* CZ-601C(E-B) ¥ 319,800 136 桁 ドッ トイ ン パ クト プリ ンタ ー 
e CZ-611D-GY У 145,000 @ CZ-8PC2 \ 69.800 

プロ フェ ッ シ ョ ナル タイ プ ピッ チ 0.31・ ア ナ ロ グ 対応 80 桁 熱転写 プリ ンタ ー 


v OOO e CZ-6BE | \ 35,000 
zn 
АХБӘ АСЕ ЕЈ e CU-15MI(E-B)…-\ 99800 1MB 増 設 RAM(CZ-600C 用 ) 


SERT RR CZ-611C-GY … Y 399,800 
で どう そ ぞ 。 gu бм y ye ィ ス ク 内 蔵 グ ビッ チ 0.39・ ア ナ ロ グ / デ ジタル モニ ター 文 その 他 い ろ い ろ あ り ま す 。 お 電話 で ! 


E» 
組合 せ の ほん の 一 例 — GOAL é ソフ ト PART 2 ソフ ト PART 1 


名 づけ て ・… UI YARIN さぁ 、 こ 注文 お 問合せ は 今 え | ? XLink 68 ¥ 19,800 @ 日 本 語 ワ ー プ ロ EW…・\38.000 
€ CZ-601C(EB) 本 体 + キ ー ボ ポー ド …Y319.800 グ お 電話 で / お 支払 い は 超 低 時 代 は パソ コン 通信 だ / フロ ント プロ セッ サ E1 搭 載 ワー プロ ソフ ト 
© CZ-601D(E・B) ディ スプ レイ テレ ビ \ 119,800 金利 の クレ ジッ ト も ご 利用 で @ ミ ュー ジッ ク PRO-68K…\18.800 e WINDEX РРО-68К: Y 28.000 
ө CZ-6ST1(E・B) チ ルト スタ ンド …\ 5800 муы お 気軽 に こ 連 絡 く だ | € サウ ンド PRO-68K…*\15.800 コン バイ ラ と 来 た ら エディ タ で す 。 | 


cito uai "—— \ 6,800 AE ミュ ー ジ ッ ク 関 係 な ら こ の 2 本 / 
@ 涼平 討魔 伝 ・…… ひ … ……… ド … \ 7800 9 e Kamikaze v 68,000 
忘れ ちゃ いけ な い ビ ジネス ソフ ト 


js E @ サン プリ ング PRO-68K…\ 17,800 
e XE-1PRO( ジ ョ イス ティ ッ ク )……\ 950 | 会 03-48B-B541 POM フ ビ 活 用 ずる な ら こ れ / 
BxdeM-- eee Y 528.700 Е . эт T : Din ——— 
ノ フ ト や ハー ド の 内 容 や 発売 | ec-TRACE68000------X 68,000 € Z5 STAFF PRO-68K…\ 58,000 
均等 払い 日 等 の お た ず ね に も 親切 に お 本 格 的 レイ トレ ー シ ン グ ツ ー ル プロ フェ ッ シ ョ ナル グラ フィ ッ ク ツ ー ル 
\17,.140x18 回 | ¥30,000x за ' а = 
\12.900x24 回 | \25.000x 4 回 @ ワ ソフ トモ 周辺 機器 も 紹介 し きれ な い ぐ ら い 豊 富 で す 。 く わし く は お 電話 で / 
X 8.650x36m | 320,000» ва ANZ агь P ll AX / in 
€ CZ-881C-BK 本 体 † す キー ボー ド …\ 179,800 e CZ-830C-BK 本 体 † オ キー ボー ド ・\ 99,800 
€ CZ-880D-BK デ ィ ス プレ イ テ レ ビ …・\ 109,800 ө CZ-830D-BK デ ィ ス プレ イ テ レ ビ … ж 98,000 


@ CZ-6ST1B チル トス タン ド \ 5.800 @ CZ-6ST1B チル トス タン ド \ 5.800 
@ AN-160SP ア ンプ 内 蔵 ス ピー カー・\ 59,800 上 海 ( ゲ ー ム ソフ ト )……- 一 ……\ 4,500 
@ プ ラン ク デ ィ ス ケッ ト ………\ 4500 ゃ プラ ンク ディ スケ ッ ト ¥ 4,500 


画定 価 合計 ¥ 212,600 


クリ エイ ト 特 典 

③⑧ 全 商品 完全 保証 書付 ( メ マー カー 保証 ) 

@ 全国 無料 配達 (一 部 離島 の 方 は 有料 に な り ま す ) 

@ 配達 日 の 指定 OK( 日 曜 ・ 祭 日 に か か わら ず お 客 様 の の こ 
都合 に あわ せ て 配達 し ます ) 

⑧ どん な 商品 の 組合 せ も 自由 自在 (CFA ARIU 
自由 自在 に シス テム アッ プ で きま す ) 

⑧ 中 古 パ ン ソコン 高額 下 取 ( 今 お 使い の パソ コン を わずか 
な 差額 で グレ ー ド アッ プ ) 

@ お 支払 いび 方 法 自由 ( 低 金 利 の 均等 払 、 ボ ー ナ ス 一 括 払 
も ご 利用 下さい) 


フル ЈИ 


20M ハ ー ド ディ スク 平均 シー クタ イム 28ms 以 下 
20M ハ ー ド ディ スク 平均 シー クタ イム 65ms 以 下 
40M ハ ー ド ディ スク 平均 シー クタ イム 38ms 以 下 
80 桁 シリ アル プリ ンタ 


総合 お 問合せ 先 な 03-486-6541 代 


フリ アイ アト ЊЕ 


з203-486-6541%) пи“ 
@ 横 浜 店 合 〇 づら - つ 1 イー イア アア ( 代 ) イグ ERU 18 UE ビル 


夏 の バ パソ コン 上 奈 り 785—708 
1. 各社 バ ソ コン ワー ブロ お 祭り 特価 セー ル / 

2. ゲーム 8 ビジ ネス ソフ ト 大 幅 値引き / 

3. 特別 高額 下取り セー ル / 

4. フロッピ イィ 、 マ ウス 等 サブ ライ 用 品 大 特売 / 
5. 各社 プリ ンタ 、 昌 等 周辺 機器 大 特価 セー ル / 


„ме! 2, Bi Ti EA 919] 25 — [n] со $c E [n] ш#:{›@ 


s 


—— 


e = 


ドッ トピ ッ チ 0.31mm の 
モニ ター を セッ ト 20M 
HD 搭 載 の 趣 高級 セ 


ツ ト 。 


CZ-61IC .... X 399,800 
CZ-61ID・… ү 145,000 
== < で で ee eee Y 544,800 


У 4(7)4,000 


"T 16,660-- Y 14,900 35 


€) Y 14,300-- ¥ 11,700 358] 


XA"1turboZII 


お 支払 例 


お 支払 例 


お 支払 例 


型 番 
CU-14GE 
CU-14BD 
CU-14A4 
CU-14AD 
CU-15MI 
CZ-820D 
CZ-880D 
CZ-601D 
CZ-6IID 
CZ-520F 
CZ-502F 
CZ-503F 
CZ-6BEI 
CZ-6BE2 
CZ-6BE4 


X1turboZ の 本 格 派 
セッ ト 。 TV 付 2 モー ド 
オー トス キャ ン デ ィ スプ 
レイ 。 


合計 ……… % 289,600 
特価 ¥ 203,000 


@*10,520+ Y 7.600X35 回 


@) 7,900+ Y 6,000х 4781 


高級 日 本 語 ワー プロ 
「 書 院 28」 搭 載 、MS- 
DOS と 融合 し スピ ー 
ディ な 実務 。 


MZ-2861…… 
М2-1026 … 


Y 328,000 
\ 89,800 


815125. ¥ 417,800 


特価 Y3/72,000 


49 Y 14,580 + Y 11,700 35[8] 


4) Y 12,200+ Y 9,200x 47I8 


X1Gmodel30 | X1Gmodel30 IX1G mode!10 


X1G の 本 格 派 セ ッ ト 
FDD2 基 内 蔵 、 専 用 
カラ ー モ ニタ は TV に 
も 使用 可能 。 


CZ-822C… ү | 18,000 
CZ-820D::: ү 79,000 
*€& —r Y 197,000 


特価 179,800 


@) Y 7,664+ Y 5,300X23 回 


DY 6,652+ Y 3,700X 3518] 


品 名 
ディ スプ レイ 
ディ スプ レイ 
ディ スプ レイ 
ディ スプ レイ 
ディ スプ レイ 
ディ スプ レイ 
ディ スプ レイ 
ディ スプ レイ 
ディ スプ レイ 
FDD(2HD/2DD) 
FDD(2DD) 
FDD(2D) 

IMB / 増設 
2MB に 


4MB \ ボ ー ド 


標準 価格 
49,800 
64,800 
89,800 
84,800 
99,800 
79,800 
Y 109,800 
Y 119,800 
Y 145,000 
Y 118,000 
Y 99,800 
Y 49,800 
\ 35,000 
\ 79,800 
Y 138,000 


販売 価格 
y 79,800 
18,000 
13,000 
? 8,000 
? 7,000 
? 6,000 
? 3,000 
13,000 
Y 173,000 
\ 12,000 
\ 78,000 
y 78,000 
\ 78,000 
y 72,000 
¥ 11 8,000 


お 支払 例 


お 支払 例 


お 支払 例 


お 支払 例 


お 支払 例 


+< < < X K K K XK X XK K < XK < +< 


3,278X10 回 
5,280X10 回 
3,37! x 18[8] 
3,689 х 1818] 
3,786 x 2418] 
3,465 Х 158] 
4,08! X 2418] 
3,203 x 368] 
3,892 x 36 回 
3,169 x 3681 
2,687 X 36 回 
3,515 1218] 
3,080 x 108] 
3,944 X 18[8] 
3,720 x 3618] 


Y 16, 
ex, 


CZ-881C---- 
CU-I4BD-:- X 64,800 
e OD Y 244,600 


特価 


(У 7,080-- Y 6,600X35 回 


強力 な 日 本 語 処理 と 
実装 密度 を 追求 じ て 信 
頼 性 、 更 に 向上 。 


| с7-601------ Y 119,800 


ёғ ap d dod Y 519,600 


У 4(7)4,000 


360+ Y 14,200 35/8] 
800-- Y 11,200X 470 


X“ turboZII 


NEW-ZBASIC の 搭 


載 で AV 機能 を サポ ー 


ト 、 充 分 に 楽し め る を 


Y |79,800 


№ 1(7/2,000 


@+# 5,200+ Y 5,200% 478] 


今 よ り も な お ハイ グレ 
ー ド に 、 と お 考え の 方 
こ … 更 に 可能 性 を 拡 
大 する 。 


\ 199,800 
合計 *........ # 307,800 
特価 #278000 


&)Y 8,600+ Y 6,400X47 回 


@+ т, 
@+ 4, 


型 番 
CZ-620H 
CZ-8PC2 
CZ-8PK5 
CZ-8PK7 
CZ-8PK6 
CZ-8PK8 
CZ-8PD3 
CZ-8NSI 
CZ-6VTI 
CZ-6PVI 
AN-160SP 
CZ-8BSI 
CZ-6BNI 
CZ-6BUI 
CZ-6BGI 


こち ら は モニ タ ま で 予 
ま に 合 わな い 方 、 


算 が 
RF コン バー タ 付 き で * 
家 の TV で ...... о 


АМ-58С---:-ж 2.980 
合計 …… ハ … # 120,980 


078+ ж 6,400x 11 
164+ Y 3,400X23 回 


品 名 

HDD 

プリ ンタ ( 80 桁 ) 
プリ ンタ ( 80 桁 ) 
プリ ンタ ( 80 桁 ) 
プリ ンタ (136 桁 ) 
プリ ンタ (1 36 桁 ) 
プリ ンタ 

カラ ー イ メー ジス キャ ナ 
カラ ー イ メー ジ ユ ニ ッ ト 
アン ブ 内 蔵 ス ピー カー 
FM 音源 ボード 

スキ ャ ナ 用 パラ レル ボー ド 
ユニ バー サル 10 ポ ボー ド 
GP-IB ボ ー ド 


お 支払 例 


お 支払 例 


お 支払 例 


お 支払 例 


販売 価格 
% 172,000 
y 74,000 
X 170,000 
\ 14,000 
Y 1? 3,000 
¥ 1? 7,000 
Y 76,000 
Y 1? 0,000 
y ?6,000 
Y 174,000 
?8,000 
? 9,800 
74,000 
72,000 
78,000 


更に 夢 を 拡大 20MB 
HD の 搭載 。 最 大 に 能 
力 を 引出 す 3 モー ド の 
デ ティ スプ レイ 。 


CU-I5MI::: + 


Y 399,800 
Y 99,800 


合計 ves es de Y 499,600 3e. 


Ё 特価 


У 4(7]0,000 


@) Y 16,500-- Y 13,700 x 35[8] 
€» Х 12,400-- ¥ 10,800 x 470] 


NEW-Z BASIC は 後 
で 買え ば いい 。 
ハイ グレ ー ド モニ タ を 


セッ ト し て 驚異 の 価格 。 


合計 Dr Y 327,800 


特価 #178000 


&»Y 9,120-- Y 6,400X35 回 
@Y 9,400- Y 5,000x 47[8] 


MZ を これ か ら 使 う 方 、 
少々 ぜいたく で す が 是 
非 お 勧め し た い セ ッ ト 
C$, 


MZ-2520…・\ 159,800 
MZ-ID26…\ 89,800 
合計 ……… Y 249,600 


特価 #274000 


&)Y 7,9604 Y 7,000X35 回 
€)* 6,700+ * 5,500X47 回 


FDD も 欲し い 、 レ コー 
ダ も 使い た い 、 予 算 が 
10 万 以下 な ら こ の セッ 
ト を お 勧め し ます 。 

CZ- 820С ·· ж 69,800 
合計 ……… ¥ 198,600 


sm — У[7]14,800 


@) У 6,064+ Y 4,600x23[8l 


ete 


3,846 x 48[8] 
4,995 X 12 回 
3,444X36 回 
3,238X36 回 
3,331 x 48 回 
3,169X48 回 
3,465 Х 15[8] 
4,063 x 488] 
3,562 х 18[8] 
4,17! х48[8 
3,053X18 回 
現金 一 括 払 
現金 一 
Y 3,520X 100 

3,053 х 1886] 


< < < < < < ЈЕ ЈЕ < < · 


型番 
CZ-6BF | 
CZ-6BPI 
CZ-6EBI 
CZ-8TMI 
CZ-8TM2 
CZ-213MS 
CZ-214MS 
CZ-212BS 
CZ-21ILS 
CZ-141SF 
CZ-137SF 
CZ-133SF 


NEW 


括 払 


Tm | JJ ピナ 
至 神田 


品 名 

増設 RS232C ボ ー ド 
数 値 プロ セッ サポ ボー ド 
I/0 ボ ックス 

モデ ム 

モデ ム 

MUSIC PRO-68K 
SOUND PRO-68K 
ビジ ネス PRO-68K 
C コ ン パ イラ PRO-68K 
-Z BASIC 
turboZ's STAFF 
モデ ムタ ー ミ ナル ソフ ト 
Z'STAFF PRO-68K 
kamikaze 

Shogun 


電波 ビル 


— AVC フ タバ 電機 通信 


販売 部 mm 
外堀 通り 


ЕЛ 
AVC フ タバ 電機 本 社 
〔 コ 日 通 ビ ル 


ELE) 


AVC フ タバ 電 


お 支払 例 


お 支払 例 


お 支払 例 


X"IF model1Q 


お 支払 例 


+ xx < x x< xx < жж x й 


〒101 東京 都 千代 田 区 外 神 田 2-9-8 
神田 ユニ オン ビル 203-253- 2981000) 


CZ-600 の 後継 直接 
アク セス で きる メモ リー 
の 。 


CZ-60IC…\319,800 
CZ-601D---- * 119,800 

<š eeeeeeees ¥ 439,600 

М 特価 ¥ 303,000 


&) У 14,220-- Y 12,100 x 350] 


€) ж 12,400+ Y 9,500X47 回 


@) v 8,040+ Y 7,500X23 回 
&)Y 7,720+ Y 5,200X35 回 


名 機 X1turboZ が 更 


に 安く なり ま [7% 
2 モー ド デ ティ スプ レー と 
の 組合 せ 。 


CZ-880C…・ % 218,000 
合計 ……… # 282,800 
特価  ¥ 173,000 


НЕ シス テム を 搭載 、 
最上 級 ゲ ー ム 機 と パ 
ソコ ン が 合体 。 


CZ-830C…… \ 99,800 
CZ-830D:… ү 98,000 
合計 *........ ү 197,800 


特価 Y 10,000 


€)Y 5,900+ Y 5,500X35 回 
@# 5,900+ * 4,300X47 回 


と りあ え ぇ ず BASIC を 
覚え て ディ スク ソフ ト で 
遊ぶ の は 後 ま わし そ 
ん な 和書 へ の セッ ト 。 


CZ-811C…・\ 89,800 
CU-14G ..... ү 49,800 
合計 ……… Y 139,600 


特価 Y59,00 


&)* 7,280-- Y 6,500x 9 回 


m 
Ф 
B 
Ф 


+ X < < < < < < < < < < < < < 


お 支払 例 

Y 3.013X15 回 

Y 3,147X24 回 

Y 3,343X24 回 
現金 一 括 払 

Y 3,608X 120] 
現金 一 括 払 
現金 一 括 払 
3,435 Х 18[8] 
3,520 Х 1018] 
現金 一 括 払 
現金 一 括 払 
現金 一 括 払 
3,541 X 15[8] 
3,499 x 18[8] 
現金 一 括 払 


AM10 時 か ら PM 7 時 
まで 受付 日 曜 ・ 祝 日 も 営業 


сіро ЖӘ +С ПЕТЕ ВОД фор 9 ~ ТФ 


誌上 ショ ッ ピ ング 霊 放 か ハ カ チ て 7/ 
株 式 会 社 メデ イィ イア ショ ッ プ ハイ ラン ド T239 神奈 川 県 横須賀 市 ハイ ラン ド 3-9-6 
電話 で の お 申込 み は ハガキ で の お 申込 み は 


y 現 例 一 括 て お 申込 み の 方 
東京 受付 セン ター 


公 03(252)2608 м е Д 


申込 書 誌 名 を ご 記入 の 上 、 代 金 を 現金 書留 で お 送り 下さ い 。 
大 阪 受付 セン ター 


@ 商品 名 (商品 番号 ) | 振込 を ご 希望 の 方 は 、 必ず お 振込 前 に お 電話 又は お ハガキ て 、 
e 支払 回 数 お 知ら せ 下 さい 。 
206(363)1605 


@ お 名 前 く 銀 行 振込 > 協和 銀行 ・ 久 里 浜 支店 当座 No.2945 
sHARPA УБ58000 = сол @CZ-600C: 本 体 キ キー ボー ド ХУБВООО ecz-6oc : 本 体 キ + キー ポー ド ХУБВООО өст-взїс:ж ++ ж к 
ћ 


安心 と 信頼 の > “ アジ E " お 過 込 み は 今 すぐ 


ノ \ 


Erg 


~ 
d 


X 140 
33 mx 


ET 
VN | に 


株 
2 
テ 
イ 
4 
x 
3 
rÀ 
Z 


Oo - - QN NIA 


@ 生年 月 日 < 郵便 振替 > 横浜 9-42177 
@CZ-600D: ディスプレイ テレ ビ @CZ-601D: ディ スプ レイ テレ ヒ @Cz-611D: ディ スプ レイ テレ ビ 
セッ 


o -EMEHES | > クレ ジット で お 申込 み の 方 
* お 動 め 先 | 電話 か ハガキ で お 申込 み 下 さい 。 
ФА BAES クレ ジッ ト 申 し 込み 用 紙 を お 送り 致し ます の で 、 ご 記入 
ッ ト ©- 
定価 \544,800 特別 価格 
初回 18.4BUm・16.900nx3 »a18,8607 · 17.9005 X235 


x-68000 に HD モデ ル 登 場 。 


商品 番号 187 | 定価 1439,600 特別 価格 


の 上 、 当 社 へ お 送り 下さ い 。 
#815,140в · 12,5006х35а #17,340в · 15,86006х35а 
AX88000 eco : 本 体 + キ ー ポ ボード AKB8SOOOecz-eooc : を を + キー ポー ド AXBBOOO оса бос : 本 体 キ ー ポ ー ド 


: デ ィ ス プレ イ テ レ ビ CZ-600D : ディ スプ レイ テレ ビ : デ ィ ス プレ イ テ レ ビ 
аа ッ ト @CZ-6ST1: チ ルト スタ ンド セッ ト  。@CZ-6ST1: チ ルト スタ ンド セッ ト @CZ-6ST1 : チ ルト スタ ンド 
i @cCZz-8PC2 : 熱 転写 プリ ンタ @CZ-6VT1 : カ ラー イメ ー ジ ユニ ッ ト @CZ-8TM2: モ デム ユニ ッ ト 


定価 #574,400 特別 価格 定価 *574,400 特別 価格 商品 番号 186 
sae 1,9605 · 19,8007 хе3а wal 1,9607 19,8005*83a #8 19,4605 · 18,4005 хе3а 
: Er , 


à 


PERRE. 
一 新 さ れ た クォリティ & フ ォ ル ム 、。 
常識 を 超え た と ころ に 1 6 ビッ ト の 


理想 形 が 見 えて 来る 。 22815,3405 · 13,9005*35a £&815,3405 - 13,9005 *35a 28170405 - 13,5008 352 
RU slt: A CZ / Model 30 


ゅ CZ-822C 


eCZ-881C нан ce ОЕ 
NEW-Z BASIC ЕЖА X! MWRATUOFM APIR Mñ ` pt et ries A ERE 
turbo 2 が 生ま れ 妥 っ た 。 ま さ に 、 カカ を か ゐ た て る デート スタジオ 、 得点 も 必勝 プロ セス も ビ 
380 8 ピッ トマ シン だ 。 @CZ-880D KRR км CA Pm, デオ ォ に 録 れ る 初 の マル チ 

e CZ-880D a g RS am CZ-830D · | а аи 
64 型 カ ラー ディ スプ レイ テレ ビ 。 倫 度 カラ ー テ ディ スフレ イ テ レ ヒ 14539 カ ラー ディ スプ レイ テレ ビ 。. e CZ-820D 


maa 197.800P3 
2åal| ла 77505: 7.70058х23а 初回 6,7608' 5,2008х2е3а 
8.840m・5.300mx35a ) 3Bm | va 68405: 3,6005х35а | 


標準 価格 289.600 円 標準 価格 327.800 円 ` 
(ваз 164 | —muam 特別 価格 || ате 167 | 一括 払 価 格 188.000 円 . 
Ода | ла 11,4605 ·11,1005х23а || 24е val0.8805- 9,100һх23а 
\3Ba| va 10,840». 7,7005 35а ) ба ` 


カラ ー ビ デ オプ リン タ カラ ー イメ ー ジ スキ ャ ナー 熱 転 与 カフ 24 ピ ン 漢 字 プ リン タ (136 桁 ) 


'S8s va 7.240m・ 6,4008Х35а ` 
e CZ-6PV1 e CZ-8NS1 г lll eCz-sPC2 e C2-8PK8 


パソ コン や ビデ オ 機 器 に 対応 。 高速 、 高 精度 で ハイ レベ ル な 画 アー トワ ー ク も 、 交 章 作 成 も 、 - m 
64 階 調 (485 480 ド ッ ト ) で 再現 像 入力 を 実現 。 最大 A4 サ イズ の 美 し く あ ざ や か に ga 本 格 実務 か ら パ ー ソ ナル まで 


する 、 昇 華 性 染料 熱転写 方 式 ДА 原稿 を フレ カラ ー JIS 第 2 水準 漢字 ROM を | 高 印 字 品 位 ニ ー ズ に 応え る 
を 探 用 。 -— P 読み 取り 可能 。 準 装備 。 NNCZ ニ ュー プリ ンタ 
標準 価格 198.000 円 標準 価格 188.000 円 標準 価格 69.800 円 標準 価格 152.000 円 


初回 7,780». 7,7005*83a 
初回 8,8405. 5,3005*35a 


»a 9,8005. 9,7006х ба 
»a 5,5007: 5,0005*11a 


商品 番号 175 
ОДа | sm 7,0405: 5,9008х23а 
365 na 85605: 4,1005х35а 


初回 7,5805: 7,2008х23а 


362 va 70405: 5,0005*35a 


80 桁 漢字 ドッ ト プ リン タ | ' 80 桁 漢字 ドッ ト プ リ ンタ  : 2D デ ィ ス ク ユニ ッ ト ' 2D デ ィ ス ク ユ ニッ ト ' 増設 用 ディ スク ドラ イブ | 20MB ハ ー ド ディ スク 
CZ-8PK7 : CZ-8PK9 | CZ-503F ‚ CZ-502F ‚ CZ-53F ‚ CZ-620H 

\i2zoo 特価 \98.000 : 半 ao 0837200035. 特価 \38,000 : #9. 883€ 78,000 : Efso 特価 \18.000 : $5550 特価 \138.000 
カラ ー イ メー ジ ユ ニ ッ ト : カラ ー イ メー ジ ボ ー ド II パー ソナ ル テ ロ ッ パ | FM 音源 ボー ド | 1MB 増 設 RAM ボ ー ド | 1MB 増 設 RAM ボ ー ド 
CZ-6VT1 ' CZ-8BV2 ' CZ-8BT2 ' CZ-8BS1 ' CZ-6BE 1 ' CZ-6BE1A 

Хало "MN 56,000 : a 特価 \32.000: Бао 特価 \36.000: so 特価 \20.000 : Eoo 特価 \28.000 : #50 特価 \30.000 
GP-IB ボ ー ド ‚ 増設 用 RS-232C ボ ー ド  , 数 値 演算 プロ セッ サポ ボー ド ユニ バー サル |I/ O ボ ー ド | 拡張 /O ポ ックス ! モデ ム ユ ニッ ト 
CZ-6BG1 ' CZ-6BF 1 ‚ CZ-6BP1 ' CZ-6BU1 ' CZ-6EB1 ' CZ-8TM2 


Бао 特価 \48.000: #8. 特価 \40000: 競 a 特価 \64000: 填 ao 特価 \32.000: $foo 特価 \70.000! 8 特価 \40000 


(рт £ бр H EL 
@ 全 国 無料 配送 eant 


DATA PPO-68K ' BUSINESS PRO-68K — ' C コ ン バ イ ラ PRO-68K 


CZ-220BS ' CZ-212BS ' CZ-211LS es bu uite 

За "HRYA6000:$2,, 特価 \54000 ' 2% 特価 \32000 ЗЕ # B] Wd lu 

КО озше о @ 低 金利 クレ ジッ ト кинала 
- » - ' CZ-214MS ・ 

Viam 特価 \17.000 | Saso 特価 \16.000 : $2. 特価 \14.000 e FAX て も š X ОК FAX Јаја 

ジェ ー・ イ ー・ エ ル シス ポー ト も ! ツァ イト WUOUUHCUL | (6 て の 他 広 告 以外 の 商品 も 取扱 っ て お ) ま す お 気軽 に お 問合せ 下さ い 。 


WINDEX PRO-68K  'XLinK PRO-68K ! Z's STAFF PRO 68к| ЛО А 
LE PESE ТЕТЕ ЛЕ ЛТ мати #20468(48)3290 727 


> 当社 は X-60000 の 販売 認定 店 で す < 


e ee PER. ぉ な じみ の 


6/15~7/20 @ お 近く 〈 の 方 は お 


@ 本 体 単 品 で 特 
| $ ビ ジネス ソフ ト 定 


А セッ トド: 
CZ-611C 填 CZ-611D 十 M-2HD(10 枚 ) 
ーー 定価 Y 544, БОРУ РАЧНИ ЧАЈ 話 下 さい 。 ) 


Be: — 
CZ-611C + CZ-601D + M-2ND (1047) 
e) 定価 Y 519, 600 P&A 超 特価 (価格 は お 電 話 下 さい 。 ) 


※X- 68000 セ pe y7 ај канони し ます 
※ チ ルト スタ ンド (CX6ST\ 5,800) 必要 な 方 は \5,000 加 算 し て 下さ い 。 


(セット: 
CZ-601C 圭 CZ-611D 十 M-2HD(10 枚 ) 
ee "定価 У 464,800 呂 P&A 超 特価 (価格 は お 電話 下さ い 。 ) 


Bh: 
CZ-601C+ CZ-601D + M-2HD (10%) 
いい 定価 ¥ 439, БОДИН НАРА 2278 Т. さい 。) 


ッ チ ルト スタ オギ (CZ6ST тетте 
※X-68000 セ ッ ト で お 買い 上 げ の 方 に 源平 討魔 伝 \ 7,.800 を プレ ゼン ト 致し ます 


Х-17—Ж2/21 (送料 \2.000) 


(セッ ト : 

X 1 ターボ Z( CZ880C+CZ880D)+M2HD | X- 68000 用 

(10 枚 ) キ ジョ ィ カ ー ド + ゲー ム ソ フ ト 3 種 (B CZ-213MS (MUSIC PRO-68K) -------------: 定価 \ 18,8009 m 16,000 
…… 定 価 \327. SR 83:180,000 Ë CZ214MS(SOUND PRO68K)……… ХК У 15,8009 (Y 1 3,500 


(OCZ-212BS (BUSINESS PRO68K)…… バ 定価 \68,000m 特 価 \57,000 
⑪CZ.211LS(C compiler PRO68K) …… 定価 \39,800m 特 価 \33500 


"шат ы а — . | @BZs STAFF PRO68K( シ ャ フリ ……… 定価 \58.000m 特 価 \46,000 
eNEWZ.BASIC IC(CZ1SF у 418,800): m (P Kamikaze (888) (サム シン ググ ッ ポ )…… 定 価 \68.0009 特 価 \49,000 
34. v 15,000 加 算 し て 下さ い 。 ⑥ ビ ジネス AD68K (マッ シュ シス テム ) ……・ 定 価 \98,000m 特 価 \78,500 
Bh: PD 弥生 (日 本 マイ コン 販売 ) ……………… =ñ У 80,0009 ЕН ДУ 64,000 
X-1 タ ー ボ ZI(CZ-881C+CZ-880D)+M:2HD | ①CP/M-68K( ニ ュー ウェ イブ ) «m 定価 \110.000m 特 価 \\88,000 
(10 枚 ) ジョ イカ ー ド + ゲ ー ム ソフ ト 3 種 5 ° 
X-1 シ リー スズ 

※ チ ルト スタ ンド (CZ.6STI\5.800) 定価 \ 289, 600m) P&A 超 特価 (価格 は Tel 下 さい 。) 

EGG 人 Ei — | ① ひ SHOGUN( サ ムシ ング グッ ド ) …………… 定価 \34.800m 特 価 \25,000 

下さ い 。 


|| 《0SAMURAI( サ ムシ ング グッ ド ) ………… 定価 \19.800 特 価 \15,200 | 


) Қ! E—J Cit 
` Pun $ 
КА 7 ЗА с PIL 
立寄り 下さ い 。 専門 係員 が 説明 いた し まず % 
価 で 受付 し ます 詳し く (は 電話 に て お 問合せ 下さ い 。 
価 の 20%% 引 き OK,/ TEL く だ さい 。 


大 頭金 な し / ЖА: 


超 低 金利 クレ ジッ ト OK// 1 回 一 60 回 払い まで OK. グ 


X-1twin (送料 \2.000) X-1G モ デル 30 (送料 \2.000) 


(で セット: (の で セット: 
X-1twin(CZ-830 十 RF コン バー タ X-IG テ デル 30(CZ-822 十 RF コン バー 
— (AN-58C) + M-2D (10%0) +22 2 — (AN-58C) + M-2D (10%) +22 


ョ イカ ー ド 十 ゲー ム 3 種 
өзө 定価 \ 102 780 超 特価 \77,000 ету ЗРНА O00 


+ УК: 
X-1twin (CZ-830C-- С2-8300)+ 
M-2D (10 枚 ) ジョ イカ ー ド + ナ + ゲ 
ー ム 3 種 


定価 \ 197.800 ゅ 超 特価 \142 000 


B»: 
X-IG モ デル 30(CZ-822C 十 CZ-820 
D) 4- M-2D (104%) + ジョ イカ ー ド 十 
ゲー ム 3 種 ау. сс +++ с с о со ono „ а o o 
定価 \ 197,800+ 8 НА У 98,000 


通信 モデ ムコ ー ナ ー (送料 \1.000) 


の PV-A1200MKI( ア イワ )………ーーーー… 定価 \ 26,8009 15 (mM 1 
© CZ-8PK6 СЯ B PV-A2400( ア イワ )……… の ーー ドー ドド 定価 49, ооа 
定価 159.000 oo виа МОДЕ A UH BI EEUU А! = у 24, оова» 
EN E - ロン )……… ド ドー ドド 
特価 \89,800 = x = жене. (&SR-120MS(IZ77-).--. eee. 定価 \ 29, 800=» 2 3, 
(用 紙 1000 枚 付 送料 無料 ) ⑥SR-240AT( エ プ ソ ン )…… ド ーー 定価 \ 59,8009 31347, 


š третирати = Баса 
(Р CZ-8PK5 P & А 特選 パソ コ 2 ッ ク (送料 無料 ) 


my 800 Dok CZ шшш түтү АЗЕ E 
(用 紙 1000 枚 付 送料 無料 )) | 1208] | 6,000 | 24 回 | 3,100 - x 580 (D) の х600(0) 
カラ ー ビ デ オブ リ ンタ ー ENEA 000) X610(W) X614(W) 4 X 620(W) 
: Y8,500 \1 3,500/ 7 \16,500 


通信 販売 お 申し 込 入 み の ご 案内 
〔 現 金 一 括 で お 申し 込み の 方 〕 

@ 商 品名 お よび お 客 様 の 住所 ・ 氏 名 ・ 電 話 番号 を ご 記入 の 上 、 代 金 を 当社 まで 、 現 金 
書留 で お 送り くだ さい 。( プ リン ター・ フ ロッ ピー の 場合 、 本 体 使用 機種 名 を 明記 の こと ) 
銀行 振込 で お 申し 込み の 方 〕 

@ 銀行 振込 ご 希望 の 方 は 必ず お 振込 み の 前 に お 電話 に て お 客 様 の ご 住所 ・ お 名 前 ・ 


FELT TUERI ТҮ о ВОЛЕО ШИ TS 


商品 名 等 を お 知ら せく だ さい 。 z> x УВ 

=ч wa a ETE Meo жогала аач と (電信 扱い で お 振込 みる 下さい) [振込 先 〕 住友 銀行 新小岩 支店 

デー コー ダ ) ---...................... У 24,800 => ‚ООО = ° |. * に E. 
erre © F^ оз Dee -= ¥ 39,800 эф + È ‚ООО | [クレ ジッ ト で お 申し 込み の 方 〕 当 No.263914 ФЕ—» 7 Ег 

` + +z УЛ 定価 \ 29,800 > ЕНД У 2 3,000 TTE 、 ~ AUN ょ >、 ~ X vis 5 —& 
С врти EM х 44 8009501335 ООО @ 電話 に て "m し 込み くだ さい 。 クレ ジッ ト 申 し 込み 用 紙 を お 送り いた し ます の で 、 ご 記入 
(PCZ-6VTI (カラ ー イ メー ジ ユ ニ ッ ト ) ‚азр у S өө жа ө 定価 \ 69,800 + 55,000 の 上 、 当社 まで お 送り くだ さい 。 
@⑧CZ-6EBI( 拡 張 |/O ボ ックス ) 定価 \ 88,000 "Y 69,000 | @ 現 金 特別 価格 で クレ ジッ ト が 利用 で きま す 残金 の み に 金 利 が か か り ま す . 
DAN-160SP( ア ンプ 内 蔵 ス ピー カー シス テム )・ 定価 \ 59.800 B4 7,000 | @」 回 ご 60 回 払い まで 出来 ます 但し 、1 回 の お 支払 い 額 は 3.000 円 以上 . 


| 超 低 金 利 クレ ジッ ト 率 


HD Пик 


@ 定休 日 毎週 水曜 日 第 3 水曜 ・ 木 曜 は 連休 と させ て いた だ きま す -( 祭 日 の 場合 は 翌日 に な り ます ) Í 


= 
2 


ЖОЕ 


@ マイ コン 株 式 会 社 ビー УРУ] エー @ 営 業 時 間 AM11:00~PM9:00 


日 ・ 祭 日 も 受付 け ます 


O EFH T124 東京 都 葛 飾 区 新小岩 2 丁目 7 番地 1 号 (但し PM8:00 迄 ) 


る ビデ ブ デ ー プ 203-651 -0148 бол 


クリ ェ イ ティ プ ワ ー ク 
FEAN » . 


シャ би Сг 
ЖИЖ-А—Ж— 2 (С2-6110-а У ) 標準 価格 \399.800 


DZ- BOO を 下取り し た 場 人 191015 178,000 


© 68000 搭 載る 最大 12 バ イト の 大 容量 メモ リ ⑧20M バ イト ハー ド デ ィ スク 内 上 蔵 @ 高 解 度 自然 色 グ ラフ 
ィ ッ クス る フレ ンド リーOS Human68K 搭 載 等 、 先 進 機能 満載 。…… 豊富 な 周辺 機器 が サポ ー ト 


セッ ト 大 特価 / @ 本 体 二 キーボード (CZ-600E) 標準 価格 \369999- 
@15 型 カラ ー テ бым. а 標準 価格 \129-900- 


AJNUX€340,0007 T элла — 
BIED 74 — ev Air ОУС. РЕН ААДА ЕЕ 


1eMHZ の 高速 80P85CPU、 高 速 グ ラフ ィ ッ ク L8| 搭 載 。 
Al 辞書 に よる 高度 な 日 本 語 処 理 、MG-DOS V3.1。 


gelo c ЗНД ТСЕНАВ ЊУ А— ЕУ СО 97 ЗПАЈАНМО Осе Гуч 


МОМА „ОДТПОРОООФОФЖА 4 бе Чноосто-М2 | ҺӘЧ ЕНД ОКО О Зао 


パソ コン テレ ビ turboZ 
本 体 + オ す キ ー ボ ー ド (CZ-880C) 
標準 価格 \218.000 


下取り 機種 問わ ず / サ ービス 大 特価 \100,000 


© 16 ビ ッ ト パ ー ソ ナル コン ピュ ー タ MZ-6551 る @ ア ナ ロ グ カラ ー イ メー ジ ボ ー ド 内 上 蔵 る 4.096 色 対応 ニュ ー テ ロッ パ 機 能 @8 重 和音 ステ レオ FM 音源 
(1.2MB FD2 基 搭載 ) 標準 価格 \ 430,000 搭載 @ マ ウス 標準 装備 @JIS 第 1/ 第 2 水準 漢字 ROM 実 装 る シス テム 、 ユ ー ザ ー 辞 書 装備 る @1M バ 
@ 16 ビ ッ ト パ ー ソ ナル コン ピュ ー タ MZ-6556 イト 5 イン チ フ ロッ ピー2 基 搭載 


(1.2MB FD2 基 、20MB HD1 基 搭載 ) 標準 価格 650.000 
下取り 価格 、 及 び 特 価 に つき まし て は 、 電 話 で お 問い 合わ せく だ さい 。 


0426-45-3001-3 {0 
FAX.0426-44-6002 г 
Ф 27337: 10:00 —19:00 ËB =- | 


РА Рук ф e@m#;s#t:20:00išBJ 


〒192 東京 都 八王子 市 北野 町 550-5 ®Ө Ж Н-НЫН) 


軒 宮 士 通 FM 周辺 機器 ( 約 150 機 種 ) ご 希望 の 方 に 特価 リス ト 差 し 上 げ まま (切手 70 円 を 添え て お 申し 込み 下さ い 。) | 


в таннае тау. М. i^ 
プー 72-30000 a y 800 


@ シ ジャー プ CZ87OD・TV 付 
(14 型 )2000/4000 自 動 切 換 
Æ i ¥ 109.800 = 


特価 \69,800 


e シャ ー プ Cu14BD (14 型 ) 
アナ ログ 2OOO/400O 
定価 \64.800 
特価 \54.8OO 


Ф シャ ー プ CZ-820DTV 付 
ныш 39,800 @ シ ャ ー プ CU-14GE(14 型 ) | | 
Æ fii 49, 800 > 


特価 \29,800 


る シャ ー プ Mz-1D26 
2E (if 3« 89,800— 


特価 69.800 


e シャ ー TDi0 
(12 型 ) モ ノ ク ロ ・4050 文 字 


@ る シャ ー プ CZ880D 


ТУЧЕ (1429) 
定価 \41,800 
定価 \109,800 + <5500 用 > 


| Sñ 787,800 特価 \25.0OO 


' シ ャ ー プ CZ-600D 
(15 型 ) TV 付 

定価 \129.000> 
特価 89.800 


通 ゼネ ラル DM-405 
(MSX2、FM-AV2 対 応 ) 
Æ (ii ¥ 67,800 > 


_ 特価 36,OOO 


© シャー プ CU-14AD 
(14 型 ) ドッ トピ ッ チ 0.31。 
| 2007400 デ ュ ア ルス キャン 
|| 18 84,800 
特価 \67,800 


シャ ー プ モニ ター 

MD-12P1( グ リー ン ) 
|! MD-12P2( モ ノン ク ロ ) 
| 定価 \39.800 一 


9028.000 ` 


€ NEC PC-TV352 
52) 
Ж fifi ¥ 115,0009 
ыш 78,000 


本 Ж Ф シャ ー zen che ^» өө Y 18,000> X 8,000 "tkt гасот ID Y 69,800 > M55, 000 
る シャ ー プ C2 300F eee Ф シャ ー プ MZ-8BI04(GPIB カ ー ド )…\ 45,000-» ¥ 18,000 00 
/ 9 800 う 超 特 価 合 = ジャ ー ノ MZ-1 RO9 (07) МЫ 255 ү 35,000 ¥ 25.000 e NEC NM- ーー テー m \ 253, 0002» > v 68. 000 

800 Ша || G7—7 МКО (3) *30,0007 ¥12,000 | る シャ ー プ CZ-.8NS1( イ メー ジス キャ ナー) 


Ф シャ ー プ MZ-1R11(32 財 か ……| Y 80,000 ¥ 40,000 
@: c—7MZ-IRI8B(CTT?")---. X 18,000 ¥ 12,000 
Ф シャ ー プ MZ-IR19 (2:298 erom) X 35,0002 X 15,000 
Ф シャ ー プ MZ-1R24( 辞 書 FOM)…\ 22,0002 X 10,000 
Ф シャ ー プ MZ-1R26A( 増 設 AM).…… y 15,0002 ¥ 12,800 


rases 


e«90000000000000900090909009090999090 Y 188,000 Y 158,000 
Ф シャ ー プ JX-100、200 (カラ ー ス キャ ナー) 入荷 予定 ノ 


У 315,000 > # 158,000 


жанае а 


@ 日 立 MP-1053 (漢字 プリ ンタ ー 


000 う \ 170, 000 
8,000-» X 85,000 


拡張 機器 他 
@ シ ャ ー プ CZ-8TM1( モ テム)…… y 29,800 > X 9,800 
Ф シャープ MZ-1E29 (7792 7) X 17,800> У 9,800 
#:7+»—7 ジョ イカ ー ド kalkawssaddevaseesn река CSS ¥ 1,500 


Ф シャ ー プ CZ8EM(320KB ボ ー ド ) …\ 88,000 ¥ 20,000 
Q シャ ー プ CZ-8EB-3(X1 拡 張 |/ 〇 ボッ クス ) ……… ¥ 28,000 
Ф シャ ー プ CZ-8EP(X1 拡 張 ポ ー ト )…\ 11,8009 ¥9,000 

Ф シャ ー プ MZ-1U01(2000 用 拡張 )・\ 37,000 (在庫 切れ ) 
Ф シャ ー プ MZ-1U02(3500 用 拡張 )・\ 20,000 > X 7,000 
Ф シャ ー プ MZ-1U03(700 用 拡張 )…\ 35,000 ¥ 15,000 
Ф シャ ー プ MMZ-1U05(5500 用 拡張 ) ¥ 12,000 X 8,500 
Ф シャ ー プ MZ-1U09(2500 用 拡張 )… X 9,000 X 7,200 
@ シャ ー プ IRO] 十 IRO02X2-……… Y 55,000 X 15,000 
@: シャ ー プ MZ-1E24232C カ ー ド ・\ 19,800 => X 16,800 
Q»v—7CZ-8BK3(E3 55.) --: ¥ 13,8002 X 11, 700 
0»v—7CZ.8BKA(X2555,) ------ Y 6,800- X 5,700 


@ シャ ー プ MZ-1T02 S Y 19,800=> У8, 500 
Ф 77 —7м2 1моз(8:а, , _)-y 69,0002 X 35, 000 


ABI 


プア イ ビッ ト 電 子 杭 式 同社 


T1982 東京 都 八王子 市 北野 町 560-5 
※ 掲 載 さ れ て いる 商品 は 全て 新品 保証 付き で ま 


(4 0426-45-3001-3 
FAX.0426-44-6002 


9 S: 10: 00— 19:00 
Ф EZET: 20:0027 
ө /k пне) 


Ф シャ ー プ CZ-8BS1( ス テレ オ FM 音 源 ポ ボード )…・…… ¥ 19,500 


@ シ ャ ー プ CZ-51F (ター ボ 増 設 ) 同等 品 ……… \25.000 
@ シ ャ ー プ CZ-52F(XF 増 設 ) 同 等 品 …………… ¥ 22,000 
Ф シャ ー プ MMZ-2000/2200780B/15007700 用 …………… 


フロ ッ ピ 
イン ター ラフ ェ ー スカ ー ド 


Ф シャ ー プ MZ-1E15( ィ シタ ニラ ェ ィ ュ )\ 35,000 > Y 28, ‚000 
シャ ー プ X1、MZ 用 マウ ス ……………… 特価 \4.800 
Ф シャ ー プ MZ-1X29( 光 学 マ ウス 2)……… y 13,800 > ¥ 11,000 

8 EÑ v '7 AM B22436(AV, М7, 12, LEGS) 

PR ceu dex E DÀ LE ERE EE TÉ EX T EEG. C 
Q7 — 7 М2-1Х03 (252528, 2) -- * 3,800-» XY 2,000 
Ф シャ ー プ MZ-1M08( ボ イス ボー ド )…\ 10,000 X 6,000 
077—7С2-ВЕМ(ками—к) X 88,000 み >\22,000 
る シャ ー プ ブ メ シリ ー ズ 用 キー ボー ド …ー……… ¥10,000 


プリ ンタ ー 
Ф 7v —7MZ-IP270k*7)75)- X 268 ,000> X 214, 400 
Ф > —7MZ-P28(067775-- X 148,000 X 118,400 
Ф シャ ー プ MMZ-1P29(13 桁 プン タ ・\ 168,000 X 134, 400 
Ф シャ ー プ MZ-IP17( カ ラー 河 補 プリ ンタ 

E PCIe du del. CIS d Тара А Y 85,800 .X 39,800 
Ф 7v —7MZ-IP09(7— 7508) --- \ 47,6007 X 15,000 
* ve — MP n). Y 95,000 X 35,000 
| >;4:—7 С7-8Р02:-:···-....-............ 特価 ¥ 25,000 
Ф 2/5: —7С2-8Р03:---------..--. Y 59,8005 ¥ 19,800 
@ シ ャ ー プ CZ.-8PK5(80 桁 ) …… Y 129,000 > * 69, 800 
@ シャ ー プ CZ-8PK6(130 桁 )…… Y 159,000 389,800 


信用 を モー ソト ーー( こ 、 


富士 銀行 人 王子 支店 


0/82) #1060 000 || ©: *—7М7-1Ё27А(Ж®„)-- 13,000 10.000 | フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 
à Q7 v—7MZ-IR28A( oH): X 13,000 X 10,000. | [6 7 —7 C2-503F G6 20x Gn >) ----- X 34,000] 
-@ シ ャ ー プ MZ -.2861+ チ ャ ー ト アッ プ — x 245,000 シャ ー プ 4 ARR 00 
Le ЕНИ у Q7 +—7М7.1К29А( 475) 特価 \10.0 Ф > y —7CZ-502F 520x257, 7): #75 000 
Qo = —7MZ-IR37(YZZ 0 „ еер 35,800 > ¥ 28,000 [-] シャ ー プ MZ- 1FOW( ズ こる えー の )\ 158, 0002 ¥ 95, 000 
@ シ ャ ー プ MMZ-1T03 デ ー タ レコ ー ダ ー*\ 12,0002 ¥8,500 
@ シ ャ ー プ CZ8BGR2(1 タ ー ボ 10 用 )\ 14,8002 ¥4,000 | ソフ ト 


@ シ ャ ー プ CZ-21LLS(C コ ン バ イ … y 39,800- X 33,800 
@ シ ャ ー プ CZ141SF(NEW BASIC) У 18,800 > X 16,000 
Ф シャ ー プ MZ- 27013(2 206 J- : ¥ 25,000 ¥ 21,000 
Ф シャ ー プ MZ- ZZ0P AE yet e» Y 20,000 ¥ 17,000 
E シャ ー プ MZ- DZOA sic Ж 12,000 X 6.000 
Q7 v—7M2-22064 (578). # 69,8002» X 59,500 
シャ ー プ MZ-8BD02(8BFDO5)… ¥ 50 ,000 > X 15,000 
Ф7~—7М2-12-005 Y 25,000 X 21,500 
Ф 5: — 7 М2-12010 (2225. зв) -+ ¥ 9,500 8,500 
@ シ ャ ー プ MZ-023(GA8ASc ……\50.000 ラ \42,500 
Ф >21: — 7 М2-025 (61425 =): ¥ 49,800 > X 15,000 
@ シ ャ ー プ MZ-2Z014 (TODAY) … ¥ 68,0002 X 15,000 
Ф シャ ー プ MZ5Z013( 通 信 ソ フト ) ……\ 6,500 > X 2,000 
⑧@ シ ャ ー プ 6F03(QD デ ィ ス ク ) ーーー 10 枚 \4,000 
@ シャー プ MZ-1E26(# て 2 コラ =)…\ 24,800 > X 13,000 
Ф シャ ー プ MZ-6Z010(2 ち R26)…・‥\ 10,000> X 8,500 
ФМ ЛМОЈ БЕЗ РОМ Пао с 5.5, со e e a. PN M9. 800 


Ergo 


@P C1360 (本 体 )… 


ーー Jie GEó9)es M 35; 000-936. 500 
ポケ コン 総合 あ タ ログ 並び に 特価 表 を 差し 上 げ ます 
切手 \70 を 同封 の 上 、 当 社 へ お 申込 みく だ さい 。 


より よい 品 を より 安く 、 刀 速 に お 届け 


m 大 送 料 は ご 注文 の 際 に お 問い 合わ せ ト 
表 掲 載 の 商品 は 、 す べ で て 新品 、 保 証 Т ° 
ОМАН lk КО M SRUT pb ТоТ СЕ X OI 
12. АСЕ О li ETIE.: 


中 し 込 み ド きい Фу УНС 6 扱っ て な り ま - 


本 中 し 込み の 際 は 必 Piihi’ 
жсти. 品切れ の 節 は こ - ik косо な 


( 普 )17 


を 記し て ド 


※X1 シ リー ズ 中 古 品 リ スト ご 希望 の 方 に 差し 上 げ ま す お 申し 込み は 当社 「X1 シ リー ズ 中 古 品 係 」 ま で 。 


O3(797)1221 


() 
š 

3 
= 
ђ 
を 
国 
z 
[6 
5 


= 


SNAN је 


ОМА СЕТА LACIE EORI 


COMPUTER 
BANK 


AX68000 


・ 機 能美 あふ れる ハイ コン パク ト 設 計 。 

・ 32 ピ ッ ト へ の 移行 が スム ー ス に 行え る 将来 性 を 見 越し 
た 68000CPU を 採用 。 

・ メ イン メモ リ は 、 大 容量 1M バ イト を 標準 装備 (最大 12 
M バ イト ) 。 

・ ク ロッ ク は 10MHz の ハイ スピ ー ド , 

・ ア ー ト 心 を 踏 ら せる グラ フィ ックス は 、 65.536 色 を 最大 


次 注文 No.A-0713 


SHARP CZ-601C 3€ 399 , 800 
SHARP CZ-611D ¥ 119,800 
標準 価格 合計 \519.600 
現金 特別 価格 


の ① 半 5,900 x 60 回 (ボー ナス 〕 ¥ 21,000 x 10 回 
exo, 200 x з 8 (H—7- А) x 31,000 x 6 回 
99,400 x 60 回 (ボー ナス ) 無 し 


"つい に ベー ル が 剣 さ れ た /"6800UCPU 搭 載 。、 ひ と つ ひ と つの ス 
ベッ ク に 新鮮 な 驚き が ある 。 未 体験 の 機能 美 が 創造 力 を 刺激 する 。 


512X512 モ ー ド で 同時 発色 の 上 、 新 開発 ス フ ラ イト IC 
採用 で 綴 密 で スム ー ス な 動き の 本 格 G.G が 楽し め る 。 
・ ス テレ オタ イプ の 8 オク ター プ 8 重 和音 FM 音源 を 採用 
し L・R2 チ ャ ン ネ ル の オー ディ オ 出 力 を 使え ば 、 ダ イナ 
ミッ ク な シン セ サ イ ザー サウ ンド の 世界 が 拡がる 。 
・ も ちろ ん JIS 第 1・ 第 2 水準 漢字 は 標準 実装 、 日 本 語 
処理 機能 は 強力 。 


次 注文 No.A-0714 
SHARP CZ-601C 
SHARP 02-6010 
標準 価格 合計 

現金 特別 価格 


3X 319,800 
¥ 119,800 


X 439,600 
\ 439.600 


大 特価 に て 提供 中 
I お 支払 例 ШИШ — : 
34,900 <60 回 (ボー 7-2) ¥ 18,000x10 回 


@¥9,200 x 30 回 〔 ボ ー ナ ス 〕 ¥ 30,000 x 5 回 
③\9,400 x 48 回 (ボー ナス ) 無 し 


@ ご こよ り も お 得 な 高額 下取り 実施 中 // ⑥ 今 すぐ お 電話 下さ い 


АМА tartak 


• NEW Z-BASIC (CZ-8FB03) の 搭載 で 4096 色 マ 
ル チ モ ー ド 、64 色 2 画面 合成 、8 重 和音 FM 音源 、 ビ デ 
オデ ジ タ イ ズ 機 能 な ど を フル サポ ー ト され て いま す 。 

・ 内 部 は 、 さ ら に バン ク RAM を 64K バ イト を 追加 し 、 512 
KB バン ク メ モ リ を 標準 で サポ ー ト され まし た 。 

・ 複 雑 な 入力 も 簡単 に 操作 で きる マウ ス を 標準 装備 。 

・ 大 容量 、1M バ イト ディ スク ドラ イブ 2 期 内 蔵 。 


"マル チア ー テ ィ ス トマ シン " 
次 注文 No.A-0715 
SHARP CZ-881CBK 学 179.800 
SHARP CZ-880DB ¥ 109,800 
標準 価格 合計 % 289, 600 
現金 特別 価格 ¥ 289—600 


5,000 <36 回 (ボー 
@\8,900 x !8 回 (ボー 
③\8,800 x 30 回 (ボー 


ナス 〕 У 15,000 x 6 回 
7- A) \ 30,000 x 3 回 
А) L 


@ ご こよ り も お 得 な 高額 下取り 実施 中 // OSF СЕКСА 


А77 


・HE シ ステ ム (PC Engine) を 内 蔵 し て ゲー ム 機 と パ 
ソコ ン の あい だ を 埋め た ニュ ー モ デル 、Joy カ ー ド も 標 
準 装備 。 

・HE シ ステ ム モ ー ド ・X- 1 モー ド ・ 又 、 同 時 に 両方 を 動 
作 可 能 。 

・5 イ ンチ ・320K バ イト ディ スク ドラ イプ を 1 茶 搭 載 、 ス ー 
パー イン ボー ズ 機 能 内 蔵 、 


@ ご こよ り も お 得 な 高額 下取り 実施 中 / ⑥ 今 すぐ お 電話 下さ い 


twin"H ビ E シ ステ 
(PC Engine) 搭 載 で 楽し さ 2 倍 


次 注文 No.A-0716 


SHARP CZ-830CBK ¥ 99,800 
SHARP CZ-820DB є 79,800 
標準 価格 合計 * 179,600 
現金 特別 価格 ¥ 179-600 


Ш お 支払 例 
@35,20O0O х 6 回 〔( ボ ポー ナス)〕 \ 23,000 x 2 回 
②\ ぎ 8, '900 x I2 回 [ボー ナス 〕 ж 10,000 x 2 回 
©¥8 100 x I6[B][+F— + АЈ f&L 


次 注文 No. 己 -0723 
"4 ピン 80 桁 、JIS 第 1・ 第 8 水準 漢字 実装 。 


УФ У No.B-0725 


4 ドッ ト 熱 転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ " 


次 注文 No. 己 -0724 
"84 ピン 136 桁 、JIS 第 1・ 第 2 水準 漢字 実装 。 


人 ハガキ 印字 可能 な 高速 コン パク ト プ リ ンタ ”" 八 ガ キ 印 字 可 能 な 高速 ビジ ネス プリ ンタ " SHARP MZ-IPI7 ¥ 79.800 

CZ 用 ケー ブル 学 7,800 

SHARP CZ-8PK5 X 129,000 SHARP CZ-8PK6 ¥ 159,000 標準 価格 合計 ¥ 86 , 600 

現金 特別 価格 ¥ 69,800 現金 特別 価格 ¥ 89,800 現金 特別 価格 ¥ 42,800 . 
E ФО] OO — и お 支払 例 : j | mm 


ナス 〕 無し 


DA Ја erora 
Ə¥3, „ООО х 36E (ボー 


ー ナ ス 〕 無 し 
ナス ] 無 し 


の 7,400 x 10 回 (ボー 
933,300 x 24 回 (ボー 


当社 で 商品 を お 買い 上 げ の 方 全員 に 、 E 
カー ド を 無料 で お 送り 致し ます 。 こ の カー ド を お 
持ち の 方 な ら 次 の 買い 換え 時 や 、 周 辺 機 器 の 購入 
時 に 会 買 特別 価格 で ご 購入 に な れ ま す 。 


会 員 専用 ホッ トラ イン 03(797) 144Z 


シ ジ ショールーム 


ex3, '800 x 12 回 (ボー ー ナ ス ) 無 し 


文 改装 中 の 為 、 休 業 中 で す 。 


O 中古 パ ソコ ン 展 示 即 売 
oo レン タル ・ リ ー ス 用 PC-9801 展示 
o ビ ジネス ソフ ト の デモ 実施 


3 


SHARP 


CZ-801 C (x-!c) 
¥ 119,800 ¥ 1 0,000 


SHARP 
CZ-880CE (х- ов 10) 
х 69,800% ¥ 1 6,800 


ЗНАНР 
C 7-822ОСЕЗох!-с==лзо) 


SHARP X-1G モ テル 10HF コ ン バ ー タ セッ ト 118,00 #59,800 
CZ-811Q (x-!F/10) (本 体 + AN-58C) X-1G モ デル 301 デ ィ ス プレ イセ ッ ト 
х 89.800 Y 12.000 Y 72,7809 ¥ 1 9,600 (ЖЖ +CU-14GB) 
' | X-1G モ デル 10 デ ィ ス プレ イセ ッ ト х 167,800 Y89,600 
(本 体 +CU-14GB) Х- ID モテ MITV テ ィ スプ レイ セッ ト 
(本 体 + TV ディ スプ ブレ イ 


y 119,6009 #46,600 х 197,800% Y99,600 


ГҤ--Н АШ (SS 


O3(797)1221 


љета 


^ 


$ 

SHARP SHARP 

CZ-BBÜCB s sn SHARP A Re 

v219,0009 102,000 SHARP СД-ВРКОЖАВН (80 桁 カラ ー 灘 字 熱 転写 プリ ンタ ) = 
CZ-880 ロ 日 [新品 同様 CZ-820DE・B 新品 yl29 000* #69 800 —  У76,600+ Y42,800 

х 109,8009 Y 86,000 (141 277 200057 RGBT V) С2-ВРКБ 28 (X! 用 ケー ブル 付 ) 4 
セッ ト 価 格 х 79,8009 #39,800 (!5 イ ンチ 漢字 プリ ンタ ) #76,600% #46,800 プ 

\ 327,800% Y 1 88,000 y 159,000 F8 9,800 (MZ-2500 用 ケー ブル 付 ) И 
SHARP MZ-IF0T(5'2D. 2ES4 7 nnne ¥ 158,000 Y 55,000 7j 
本 体 CZ-800P(10' ド ッ ト プ リン タ ) TA + о» Бо GD. +. y 142,800=њ% y 15,000 
CZ-801C(X-10) m M y 119,800%њ Y 10,000 CZ-81P (ミニ サイ ズ プ リン タ ) 上 上 … の ーー ドー ドー ドド ーー y 34,800- Y 10,000 mm 
CZ-804C (X-1CK) :----- M MM MR Y 139,000) y 12,000 CZ-8PP2( カ ラー プロ ッ タ プリ ンタ )| 新 品 PR ¥ 54,800« Y 15,000 = = 
CZ-812C(X-IF model 20) О ТОР ВАТУ y I39,800w y 42,000 CZ-8PD2(10' ド ッ ト プ リン タ ) se ЛУ — rm y 79,800- y 28,000 = 
CZ-822C(X-1G model 30) Zaa Saa Sau qasa Ph Х | I8,000w y 52,000 CZ-8PD3(10'" ド ッ ト プ リン タ ) x e uec y 59,8005) * 28,000 Hn 
CZ-850C (X-1 Тигро/ тоде! 10) +++: y 168,000 Y 25,000 CZ-8PNI(80 桁 24 ド ッ ト 漢 字 熱 転写 プリ ンタ )…・\ 134,800 ¥ 32,000 に っ 
Ka? IET ON PSPL. ILA $ E SA x 89,8009 Y 18,000  WMz-80P6(80fGFyRZULT2)- Mn Y у 18,000 Е 
MZ-2200--- n M MIR y 128,000w y 18,000 М2-1Р06 (80 桁 漢字 プリ ンタ ) A um PCI \ 234 ,000=» y 45,000 — 
MZ-2531 (MZ-2500V2) e MM x198,8009 Y 88,000 。MZ-IP09(MZ-!500 用 カラ ー プ ロッ タブ プリンタ) 新品 |… ¥ 47,6009 Y 25,800 

ディ スプ レイ MZ-IPI7 (SERE RT >- ЭТЕМ ЖЕ NOn y 76,600w y 42,800 
1I2M-18B(I2" グ リー ン 4050 文 字 )……… ド ドド … y 44,809 Y 20,000 MZ-IP I7 (MERE RT > ) 断 品 | 98 Прке y 76,6009 Y 46,800 
I2M-212C(12" カ ラー2000 文 字 ) 6M y 99,800 Y 20,000  MZ-IT02(MZ-2200 専 用 デー タレ コー ダ )……… y 19,8009 Y 6,000 
12M-312C(12" カ ラー2000 文 字 ) ………………… y 89,8009 Y 20,000 CZ-8IEB(X-| シ リー ズ 用 拡張 T/0 ボ ックス )……\ 29,800 Y 12,000 で 
12M-314C(12" カ ラー4050 文 字 ) ee ¥ 128,000 Y 45,000 CZ-8BM2(X-| シ リー ズ 用 マウ スイ ンタ ー フ ェ イ ス ) \ 19,8009 10,000 
14M-111C(I4' カ ラー1000 文 字 ) ………………… х 67,800 15,000 CZ-8RB(X-| シ リー ズ 用 ROM BASIC)………… y 19,8009 Y 10,000 sa 
14M-522C(14' カ ラー4050 文 字 ) e nn х 99,8009 F 45,000 CZ-8SS2( シ ステ ム ス タ ン ド )| 新 品 同様 ]………… y 5,509 4,000 
CU-14F1(14'52—20003€ 2) ee х 64,800 Y 18,000 x SHARP X-1 シ リー ズ 特 選 極 上 品 コ ー ナ ー キ * 
CU-14AG2(14" カ ラー4050 文 字 ) y 84,800 Y 45,000 CZ-820CE(X-IG/10)[ 新 品 同様 je y 69,800 Y 16,800 LII 
CZ-801D(14" カ ラー2000 文 字 RGBTV)………… y 99,8009 Y 30,000 OCZ-822CB(X-IG/30)[ 新 品 同様 |…………ー… ¥ 118,000 Y 59,800 А. 
CZ-850D(15' カ ラー4050 文 字 RGBTV)……… ド … y 129,800 Y 52,000 CZ-880CB(X-ITurboZ)[ 新 品 同様 | …………… x218,0009 # 1 02,000 
MZ-ID05(I4" カ ラー2000 文 字 ) n y 69,8009 Y 18,000 x SHARP ディ スプ レイ 特選 極上 品 コ ー ナ ー* 

MZ-1DII(I2" カ ラー4000 文 字 ) e ¥ 113,000 Y 42,000 MD-I2PI(I2" グ リー ン 4050 文 字 )[ 新 品 同様 |……\ 39,800 Y 29,800 5 
MZ-IDI5(14" カ ラー2000 文 字 ) ee y 72,0009 Y 18,000 CU-I4G(I4' カ ラー2000 文 字 )| 新 品 | …… ド … バ | ボ … y 49,800 Y 29,800 

ディ スク ドラ イブ ・ プ リン タタ ・ 他 CU-14A4(14' カ ラー4050 文 字 ) 断 品 |………… バ | y 89,8009 Y 49,800 // 
CZ-501IF (52D.2F247) не ¥ 129,800 55,000  Cz-820D(«55—2000x %повту) SERAIS] · …… y 79,800 Y 39,800 
CZ-502F (52D. 2172 7) M MIHI y 99,8009 Y 55,000 CZ-880DB(I5' カ ラー4050 文 字 RGBTV)| 新品 同様 | ・\109.800 只 86,000 “% 
0Zs503F (5 2D、1 ド ライ ブ プ )………… "や eo y 49,8009 Y 32,000 CZ-600D((5 カ ラー4050 文 字 RGBTV パ [新品 同様 | …… ¥ 129,800 88,000 


@ 電 話 一 本 で 高額 下取り 、 即 商品 は お 手元 へ / 
@ あ な た の 不要 に な っ た パソ コン を 電話 一 本 で 


査定 し 買取 り ま す 。 


@ 掲 載 の 商品 以外 も 取り 扱っ て お り ま す の で 


お 気軽 に お 電話 下さ い 。 


株 式 会 社 パ シフ ィ ッ クコ ンピュータ バン ク 'TI50 東京 都 渋 谷 区 渋谷 


全 商 品 保証 付 6 ヶ月 の 保証 期間 だ か ら 安 心 で す 。 
全国 無料 配送 全国 どこ で も 配達 料 は いた だ きま せん 。 


高額 下取り 少な い 予 算 で 買い か えも ラク ラク 。 
代金 引換 え シ ステ /、 商品 到着 時 の 代金 支払 いで DK。 


マ 本 社 注文 デス フ 


O3(797)1221 


E mra Ai 


クレ ジッ ト で OK カレ ッ ジ クレ ジッ ト も 取扱 いま す 。 


1-6-8 井上 ビル 営業 時 間 /AM9:30 一 PM9:30 年 中 無休 


日 曜 配達 可 留守 の 多い 方 で も 安心 で す 。 


高額 買取 電話 ] 本 で 即 、 現 金 お 支払 い 。 
ボー ナス ーー 括 払い 商品 は 即 お 手元 へ 、 お 支払 \ は ボー ナス 時 に 。 


САДЖИ AT ЕРО ОС 


W... х“-ввооо 


"2 セス No.X0760 


絡 \573.000 ® 5 CALL! 


CZ-600C(65536 同 時 発色 、 ス ー パ ー イ ン ボ ー ズ 、 ス テレ オ FM 音 源 )…\369.000 


CZ-600D(4096 色 TVI9 モ ー ド 名 機能 リモ コン 付 ) Me \129.800 
CZ-213MS(MUSIC PRO 68K) Oo \ 18, 800 
CZ-214MS(SOUND PRO 68K) ---::------............................... \ 15, 800 
CZ-217AS( ツ イン ビー シュ ー テ ィング ゲー ム ) UTER Y 7,800 
CZ-222AS( ア ルカ ノド ・ リ ベン ジ ・ オ プ ・ ド ー( ブ ロッ ク ゲ ー ム ) ) …\ 7,800 
3M プ ラン ク デ ィ ス ケッ ト (5"2HD*I0 枚 ) a RII К Г ҮС Y 24,000 
CZ-8NJ1 (ジョ イカ ー ド プレ ゼン トト) M eel \ Ü 
安心 の 3 倍 保 証 (IPL 保 証書 付き &) е \ 0 
初期 不良 期間 (ワイド に | ヶ月 の 交換 シス テム eee MH \ Ü 


Y1,000 5 — ua 


Y 2.900x72 回 2.0 万 X12 回 
Y 4,000х 182 2.75 万 x8 回 
Y 6,100x36 回 3.0 万 X6 回 


アク セス Мо.Х0761 


545 200 M $ CALL! 


CZ-600C (65536 同 時 発色 、 ス ー パ ー イ ン ボ ー ズ 、 ス テレ オ FM 音 源 )…\369.000 


ボー ナス 


CZ-600D(4096 色 TVI9 モ ー ド 多 機能 リモ コン 付 ) не \129.800 
源平 討魔 伝 I "———— Á—— T ү 7 800 
スペ ー ス ハリ アァ =- トード Y 6.800 
マン ハッ タン レク イエ ムー eMe \ 7.800 
3M ブ プランク ディ ク ケ ッ ト (5"2HD*10 枚 ) m Me ү 24,000 
CZ-8NJ1 (ジョ イカ ー ド プレ ゼン トト) е \ Ü 
初期 不良 期間 (ワイ ド に | ケ月 の 交換 シス テム 0 сене \ Ü 
安心 の 3 倍 保 証 (IPL 保 証書 付き ) e ү Ü 
V1 ‚ООО 準 価格 \545,200 
X72 回 メー カ 895x128 


Y З DO GR 3.0585) 
3.168 万 x6 回 


3.0 万 X4 回 


Y 5,000х 362) 
Y 10,100х248 


УРДУ 


y... ANBBOOO ACE HD 


アクセス No.X0762 


742,670 ® $ CALL! | 


CZ-611C(20MHDD 搭 載 、65536 色 発色 、FM8 音 源内 蔵 ) ………… \399.800 
CZ-611D(0.3| ミ リ 、 ア ナ ロ グ 3 モー ド オ ー ト スキ ャ ン ) TTE ¥ 145,000 
CZ-6ST1 (角度 自由 自在 、 調 節 OK) RR \ 5.800 
CZ-211LS(C compile ソ フト 開発 を 効率 良く (サポート ) ……………… \ 39.800 
Z's STAFF PRO 68K( グ ラフ ィ イッ クツ ー ル ) сени \ 58.000 
CZ-8PC2 (10" カ ラー 熱転写 85 て B4 ハ ガキ 可 、 全 角 半 角 文字 ) …\ 69,800 
3M ブ プ ブラ ンク ディ スケ ッ ト (5"2HD 10%) MH \ 24,000 
A4 カ ッ ト 紙 (100 枚 ) “ass s a ЛГ Гы S NET T T Y 470 
電話 帳 電卓 プレ ゼン ト (BESSA 277: НИ) ......... \ 0 


初期 不良 期間 (ワイ ド に | ケ月 間 交換 シス テム ) aaa... ү () 
安心 の 3 倍 保証 (IPL 保 証書 付き ) 


ҮЗ, ООО X72 回 ボー a 
Y 5 ES 2.65 万 X12 回 


Y 8.000x48 回 3.33 万 x8 回 
Y 9,200х 3618! 5.0 万 x6 回 


ボー ナス 


ポー ナス 


※ [138 $x 0 & 


No. ics 


CZ- аа өзөнөн ¥ 399, 800 
CZ-611D(0.3| ミ リ 、 ア ナ ロ グ 3 モー ド オ ー ト スキ ャ ン ) GSR ает ¥ 145,000 
3M プ ラン ク デ ィ ス ケッ ト (5"2HD*I0 枚 ) lasqa sb ede eee oed ИИ Y 24,000 
源平 討魔 伝 ТА АЛАЙ ХАРЕ КК ЧЛЕНЫ РЕНЕ ОА ү 7.800 
CZ-8NJ1 (ジョ イカ ー ド プレ ゼン ト ) oo ү Ü 
初期 不良 期間 (ワイ ド に 」 ケ 月 の 交換 シス テム 0) MH \ 0 
安心 の 3 倍 保証 (IPL 保 証書 付き ) КЕТО А ue вата вео e e vaa оу \ Ü 
Y2 400 標準 価格 \576.600 
9 X72 回 ナス 3.00Х 128) 


Y 5.000x48 回 
Y 8.000x36 回 
\10.900x24 回 


3.13 万 X8 回 
3.12 万 X6 回 
5.0 万 X4 回 


ポー ナス 


クセ ス Wo.X0764 
4 жа 
жа 054,670 É = CALL! 
CZ-611C(20MHDD 搭 載 、65536 色 発色 、FM8 音 源内 蔵 ) ………… % 399,800 
CZ-611D(0.3 ミ リ 、 ア ナ ロ グ 3 モ ー ド オー トス キャ ン ) ен \145.000 
CZ-211LS(C compile ソ フト 開発 を 効率 良く サポ ー ト ) …………… \ 39.800 
Z's STAFF PRO 68K( グ ラフ イッ クツ ー ル ) MR \ 58.000 
CZ-8NSI (75-м 77а в) ……………… % 188, 000 
CZ-6BN1(68000 用 スキ ャ ナ 用 パラ レル ボー ド ) HM \ 29.800 
CZ-8PC2(10" カ ラー 熱転写 B85~B4 ハ ガキ 可 、 全 角 半 角 文字 ) …\ 69,800 
3M ブ ラン ク デ ィ ス ケッ ト (5"2HD*10 枚 ) EE A Ee ¥ 24.000 
A4 カ ッ ト 紙 (100 枚 ) ТҮРТ ААТ ООРТ EN \ 470 
電話 帳 電車 プレ ゼン ト BRESAR 72-1) eO 85884) ........... \ 0 
初期 不良 期間 (ワイ ド に | ケ月 間 交 換 シ ステ ム !) СРТОТ ү () 
安心 の 3 倍 保証 (IPL 保 証書 付き ) ——— Y 0 
VA 300 標準 価格 \954.670 
2 X72 回 ボー ナス 5.0 万 X12 回 


Y 8,000x72& 
Y 9,200х 88 
У14,200х 368 


ポー ナス 


2.75 万 X12 回 


5.0 万 6 回 


"クセ ス No.X0766 


12836500 m $ CALL! 


CZ-611C(20MHDD 塔 載 、65536 色 発色 、FM 音 源内 蔵 ) …… ひ ……… \399.800 
CZ-611D(0.3| ミ リ 、 ア ナ ロ グ 3 モ ー ド オー トス キャ ン ) Hm \145.000 
CZ-6ST1 (角度 自由 自在 、 調 節 OKU) BRE \ 5.800 
CZ-211LS(C compile ソ フト 開発 を 効率 良く (サポート ) e \ 39.800 
CZ-212BS (z-5«-38/57,)- Mt, 8.88 RITE) …………… \ 68.000 
CZ-8PK8(15" ハ ガキ 封筒 可 、 用 紙 を ずら さ な い ト ラク タフ ィ ー ダ 付き ) №152, 000 
3MZ72»2 ЕР У ДУ СИА ЕФ У 24.000 
ペー パー15 イ ンチ (500 枚 ) oi \ 2: 100 
電話 帳 電卓 プレ ゼン ト (BEER rS) ……… \ 0 
初期 不良 期間 (ワイ ド に | ヶ月 間 交換 シス テム !) e \ 0 


安心 の 3 倍 保証 (IPL 保 証書 付き) 


М2 ,6ОО-—=== оза 


Y 5 TOT 3.53 万 X12 回 
\10.000X48 回 3.1 万 X6 回 
Y 11.200x36 回 5.0 万 Xx6 回 


ボー ナス 


ボー ナス 


TOPICS 


日 本 テレ ビ 系 火曜 サス ペン 
ス 上 劇場! ハネ ムー ン 」/ テ レビ 朝日 土曜 
ワイ ド 劇 場 ! 黒い 仮面 の 美女 」。' 日 時 
計 館 の 美女 」 又 、 フ ジテ レビ 系 列 、 月 曜 
ドラ マラ ンド な ど 他 多数 の 番組 で 使用 
する コン ピュ ー タ プロ グ クラム を IPL が 制作 。 


# в + A 


品 は 、6 月 18 日 より 7 月 18 日 まで の 期間 に 限ら せ て いた だ きま す 。 


IPL 


ァ ク セス No.X0765 


株 \877.400 & # CALL! 


CZ-611C(20MHDD 塔 載 、65536 色 発色 、FM8 音 源内 蔵 ) ………… \399.800 
CZ-611D(3 ミリ 、 ア ナ ロ グ 3 モー ド オ ー ト ス ュ ャ ン ) «Mee \145.000 
CZ-6ST1( 角 度 自由 自在 、 調 節 OKI) -wwáÁeeeueusss. ¥ 5 800 
CZ-6BE1A(IMB 増 設 RAM ボ ー ド ) oe \ 35.000 
CZ-6VT1 (カラ ー イ メー ジ ユ ニ ッ ト 、 テ ロッ パー 機能 付き ) …………… \ 69,800 
CZ-6PV1 (カラ ー ビ デ オォ プリ ンタ ) «Iw \198.000 
3M プ ラン ク デ ィ ス ケッ ト (5"2HD*I0 枚 ) Veasea osea doen cene свеса Qa bao Y 24, 000 
電話 帳 電卓 プレ ゼン ト (ВРЕЛА, 277:- EO SBREAT) e \ 0 
初期 不良 期間 (ワイ ド に 」 ケ 月 間 交 換 シ ステ ム り 0 …………………… \ 0 
安心 の 3 倍 保 証 (IPL 保 証書 付き ) ИИИНИН \ 0 
Y3, 300, 標準 価格 \877.400 
aL ポー ナス 5.05х120) 


¥ 6 60072 
Y 7,800x48 回 
\12.500x36 回 


3.05х120 - 
5.0 有 万 X6 回 
5.0 万 X6 回 


ボー ナス 


Ў. AX twin 
アク セス No.X0767 


44215,9800 ® $ CALL! 


CZ-830CBK 46 ПУЖ У 99.800 
С2-8300(14"55—, ビデ オ 入 力 端子 付き RGB,A/D 対 応 在 ) …… \ 98.000 
3M プ ラン ク デ ィ ス ケッ ト (3.5"2DD*I0 枚 ) EERE PAE i ү 18,000 


標準 価格 \215.800 
YLOOÜ0-—— туо 
Y 3.800x48 回 с = 
Y 4 900х368 аә な し 


ヶ月 先 か ら UK 
当月 一 括 か ら 自 由 に 設定 


ァ ク セス No.X0768 


335,000 É 5 CALL! 


CZ-881C (“7788 1— 478-2, 70773], 2928) mM x 179 А 800 
CZ-880D(|4" カ ラーTV リ モコ ン 付 4050 文 字 ) a. ........ \109.800 
3M プ ラン ク デ ィ ス ケッ ト (5"2HD*I0 枚 ) NR RI ERS ta у 24,000 
イー ス II T ————————————— ү 7 800 
X RUE T«———————————— \ 7.800 
ザナドゥ シナ リオ 2 eMe \ 5.800 
初期 不良 期間 (ワイ ド に | ケ月 の 交換 シス テム ) eem MM \ 0 

安心 の 3 倍 保証 ( (IPL 保 証書 付き ) ee MM ү Ü 
Y1 ,000 標準 価格 \335.000 

X72 回 ポー カス 1.9275x12(9 


Y 3 003i 
Y 5,000х248 
Y 4,800х60Е 


2.66 万 xX6 回 
3.52 万 X4 回 


ポー ナス 


2 B Ж Я BD 送 


COMPUTER CREATION 


5U, 有 UU 人 も の 人 ん 々 が 体感 し た 安心 感 。 
信頼 の WP ん ワン タッ チワ イド サポ ー ト 株 式 会 社 ・ ア イ ビ ピー エル 


T248 $$ hS/T4-1-12 


@ 業 界 初 IPL し で こそ 成 し 得 た 3 倍 保証 。 | тг PS (mr : 商 品 管理 部 
メー カー 保証 12 ヶ 月 の 商品 な ら 36 ヶ 月 の 保証 と グッ と 長期 間 の 保証 を 実施 。 Ж Зе 
長 〈 安 心して ご 利用 いた だ ける よう 、IPL が 成 し 得 た ワイ ド な サポ ー ト 体制 。 


@IPL だ か ら こ そ 初 期 不 良 へ の 保証 も 万 全 。 交 換 期 間 も 1 ヶ 月 と も っ と も 長期 間 で よ 
X---—"————— -— ——U tt: < て ほし いか ら 、 ご 紹介 し ます 。 


さら に お 買得 MP を クレ ジッ ト 


プリ ンタ ヘッ ド 交 換 Y 29.500 以 上 98 シ リー ズ メ イン ボー ド 交 換 У 21,600 
以上 ノド ライ プ 交 換 \ 13.200 以 上 : @ ス テッ プア ッ プ クレ ジッ ト が お トク 。 

まず 月 々 1,000 円 か ら ス ター ト し て 2 年 後 か ら 3,000 円 ヘア ッ プ 。 ボー ナス も 1 年 後 
1 万 円 。3 年 後 3 万 円 。 ま た 夏 の ボー ナス を 貯金 し て 冬 の ボー ナス も 1 年 後 1 万 円 。 
3 年 後 3 万 円 また 夏 の ボー ナス を 貯金 し て 冬 ひ の ボー ナス の み 年 一 回 の お 支払 い 
も 60K。 さ ら に お 支払 い 回 数 も 1 回 払い か ら 最 長 72 回 まで ご 自由 に 設定 が 可能 で す 
@ 追 加 購入 も クレ ジッ ト だ か ら 便利 。 

追加 購入 も 買い 換え も ご 利用 中 の IPL ク レジ ッ ト を 月 々 僅か 1.000 円 ずつ の 調整 で OK。 
プラ ス 〆 フェ ア を 実施 中 . グ お 買得 感 を じっくり 比べ て 下さ い 。 


Order Telephone ни 


@e 41t 0467-24-7511] ӨХ 086-311-2738 


өх Æ 03-541-3058 Фе ш 003-470-0061 ӨХ, ї# 011-621-1444 
eil = 022-266-0531 ө E 082-293-7881 ө т 092-481-2644 
ФЕ menossa 。 U4B7-24-1154/@ ご 注文 お 問合せ 0467-24-1154/0 X 77-7 A802 о оне '0467-24-0453 
О РАХ ак ХИ 772-^0487-04-05816 774 )— У 72A 525889833. 0467-04-0941/® 下取り ホッ トラ イン 0467-84-8040 
本 社 :〒248 ет 7 К4-1-12 = Г КЕЈр 電話 受付 :AM10 :00—РМВ :00 水曜 日 定休 
商品 菅 理 部 17-048 тв = 7 К3-4-2 #5558 5244 :АМ10 :00—РМВ :00 水曜 日 定休 


INTELiENT POWER UP 
(er ニュ ー シ ョ ー ル ー ム オー ブン 


知 的 フィ ー ル ド を 実感 


y а ラモス No.X0770 
знавР АУВВООО ACE 価 \637.470 時 # CALL! 
CZ-601C(CPU68000.2M バ イト 、65536 同 時 発色 ) ……………… \319.800 
クセ ス No.X0769 CZ-601D(, 39 ミ リ 、 ア ナ ロ グ 3 モー ド オ ー ト スキ ャ ン ) cR \119.800 
1 Es: CZ-6ST1(ABAmBz. ЖОК!) enm nnn Y 5.800 
格 + 469 Й 100 B a CALL!! CZ-211LS(C compile ソ フト 開発 を 効率 良く サポ ー ト ) ……………… ү 39,800 
CZ-601C(CPU6800,2M バ イト 、65536 同 時 発色 ) nnne \319.800 W Z's STAFF PRO 68K( グ ラフ ィ ッ クツ ー ル ) ei \ 58.000 [s 
CZ-601D(0.39 ミ リ 、 ア ナ ロ グ 3 モー ド オ ー ト スキ ャ ン ) m m \119.800 CZ-8PC2(10" カ ラー 熱転写 B5 て B4 ハ ガキ 可 、 全 角 半 角 文 字 ) ……\ 69,800 = « 
CZ-6ST1 (AF6 heg OK) Mel ¥ 5,800 3M ブ プラ ンク ディ スケ ッ ト (5"2HD*10 枚 ) MM Y 24.000 の ラス の DLF Бы 
3M プ ラン ク デ ィ ス ケッ ト (52H0*108) を КРИВ socie У ү 24,000 A4 カ ッ ト 紙 (100 枚 ) ーー ү 470 — 
CZ-8NJ1 (ジョ イカ ー ド プレ ゼン ト KI) eR HH HII ү 0 電話 帳 電卓 プレ ゼン ト (RiERS0AA. Ara EO RREH) e ү 0 実施 6/18 8 (SA SAT) “> m 8 ( МОМ ) 
初期 不良 期間 (ワイ ド に | ケ月 間 交 換 シ ステ ム り ) sn \ 0 初期 不良 期間 (ワイ ド に | ケ月 間 交 換 シ ステ ムリ) RR ү 0 dd AE cS 
安心 の 3 倍 保 証 (|PL 保 証書 付き ) ………… ド ドド … Y 0 安心 の 3 倍 保 証 (IPL 保 証書 付き ) …………ー…………………… ү 0 Chance 期間 中 、 シ ステ ム お 買 


1 Ж 200% ЊІ- комет 


\3.000 ов DE ERO: 


Y 5,.000x72 回 ポー 2.0 万 X12 回 


標準 価格 , 
1,000 X72 回 ボー ナス ye 
Y 5,000 く X36 回 ポー ナス 3.35 万 X6 回 


\10.000x24 回 ポー ナス 3.25 万 X4 回 
Y 4.900x48 回 2.0 万 x8 回 


Chance 期間 中 、 テ スク を お 買上 け の 方 全員 
2 (C. А-З300 (75 BX У УК У 8.000) を 


Y 8.000x48 回 ポー ナス 2.15 万 X8 回 
У10,000х 368 ポー 3.0 万 X6 回 


Chance 


90.00U 人 も の 人 人 々 が 体感 し た 安心 感 。 
— — 信頼 の IPL ワ イド サポ ー ト 


OOD CHOICE CORNER 


IPL 上 厳選 IPL ワ イド サポ ー ト OK И あな た らし 差 の 組み 合せ を 応援 し ます 
SHARP 


(DCZ- 502F (ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ユ ニ ッ ト (2D) ) Кеа а асалода \ 98,000 mẹ M 48,000 ⑩PC-5,000 (CPU) РСА РИТИ), PERALES, ri С 350,000 mẹ 3€198, 000 
②CZ-82FR (増設 用 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ユ ニッ ト /CZ-802C 用 ) …… 新品 \ 59,800mp Æ 08,000 。⑯⑩X1turbo 皿 セッ ト (CZ-870CB+CZ-8700B) -- «==... y277,800wp 3€148, 000 
(9CZ- 8BV1 (カラ ー イ メー ジ ボ ー JE 新品 \ 39,800-b E 18.000 (2X1F model10 セ ッ ト (CZ-8IICETCZ-8IIDE) ++. «ненне нн Х179,600=ф% 学 48,000 
(CZ-8EB3 (カク チョ ウ I 0 ボッ クス プ XI シ リー ズ . X| タ ー ボ シリ ー ズ ) …\ 33,0005 Æ 18,000 (ЖЕ model10 (С2-811СА) eo 新品 # 89,800- 3 16,000 
⑤CZ-8KR (カン ジ ROM プ XI.XIC.XICS.XID ヨ ウ ) | E y 38,000mp 3€ 8,000 。⑯⑭CU-12P1 (12 イン チ 0.28 ド ッ ト RGB カ ラーCRT) зен 3r55x118,000wb 3€ 48,000 
⑥CZ-8NM1 (XI turbo 用 マウ ス ) RS SA Re ども ove する ү 13,800 m 学 6,000 (8MZ-1P17 (10 イ ンチ 24 ド ッ ト カ ラー 漢字 サー マル プリ ンタ ー) ここ Cr ү 79,800» 学 3e , 000 
(DMZ-1M08 (ボイス ボー ド ) „эте өйкөө небо ка еа васе на DUOC y 10,000 mb 学 6,000 ⑯MZ-1R05 (MZ-3500 シ リー ズ 用 漢字 メモ リー) 2 も 0986 あさ も る みあ ee 新品 \ 38,000 mẹ з 8,000 
⑧MZ-8B104 (MZ-2200・GP-IB イン タフ ェ イ スカ ー ド ) не 新品 \ 45,000- У 18,000 ⑰CZ-112SF (XI 用 NEW BASIC(V2.0) カ セッ ト 版 ) ……… ひ …… Ўто 7,800 Æ 3,000 
⑨MZ-2521 (CPU MZ-2521) vss ose EROR о UP NUI вс с R es ae st ¥ 198 , 000 m x 52,000 (8CZ-122PF (THE YOKOZUNA カセ ッ ト 版 ) REST ERPE ове な 新品 \ 15,800 mb М 6,000 


お 申し 込み は ナン バー で お 願い し ます 。 t3 un ] g~ c u |y ] = 


JAP オブ ショ ン 通 信販 売 。 
SDMA 


umsApD A ARNUCGR 
正 会 員 店 


\ ソ コン 通信 


較 シ ン ブ ル で 使い や すい バ ソ コン ラッ ク ・ デ スク ・ チ ェ ア ー Т | 


エレ コム 


PD-99+F0-60E 

セッ ト 

| メー カー 標準 価格 合計 51.500 円 
~ J&P 特 価 33,000 円 
トレ ー ユ ニッ ト (FO-60E) 

を セッ ト し て お 得 。 

489009 x 8 2128094 x 8857009 


バ ソ コン ラッ ク & チ ェ ア ー セ ッ ト 
| ラッ ク ゴ 法 Wo00m3EHB 
ラッ ク : エレ コム DS-10 
チエ アー : コイ ズミ し -395 B 
メー カー 標準 価格 合計 44,000 円 
tusa 23,0009 неле 
• シー トカ ラー 青色 の 茶色 J&P 特 価 29,000 円 
幅 1200x 高 さ 650 ~1180 奥行 750mm 


2L ig ЕЕ 2,0009 
JERE eom 
多 シ ー ト カラ ー 

ome ORE 


メー カー 標準 価格 43.000 円 
JP 特価 19,800 円 


コー ド 落 と し 付 
1864096 x 8 13057 x 81370096 


B/U372»X 


OA 電源 タッ | } 
/ | ーq4 イ ン テ 用 ) エレ ヨム 80-450 
ナシ ョ ナル WCH 4511 TV フィ ルター(14 イ ンチ 用 ) J&P 特 価 3,300 円 


ノイ ズ フ ィ ル ター 集中 スイ ッ チ 付 東レ ヒビ フ ィ ル ターNEW14 
J&P 特 価 6,980 円 J&P 特 価 9,600 円 ПИ Ре 


PS-8 -300 — 
10 イ ンチ プリ ンタ スタ ンド USES. 500P 


J&P 価 格 3,400 円 ディ スプ レイ の 角度 を 
※ プ リン タダ 別売 自由 に 調整 で きま す 。 


5 イン チケ ー ス 3.5 イ ンチ ケー ス 
100 枚 収納 可 80 枚 収納 可 
J&P 特 価 2,000 円 J&P 特価 2,000 円 


画 電 子 手帳 


シャ ー プ PA-7000 


IC カ ー ド (PA-7000 用 ) 


パソ コン 切替 器 
J&F 価 格 9,800 円 ` 
バ ソ コン 1 

バ パソ コン 2- リ ー ブ プリン ター 
KSW C | 
1 台 の プリ ンタ と 

2 台 の パソ コン を 
切替 えま す 。 


ディ スプ レイ 切替 器 
JsF 価 格 9,800 円 


| パソ コン 1 の ラー 
| パソ コン 2 ゴー 


KSW О 8 ビン RGB、 


| グリ ー ン 端子 付 


J&P 特 価 17,800 円 
これ 1 台 で 、 電 卓 ・ 電 話 
帳 ・ ス ケ ジ ユ ー ル ・ メ モ 
・ カ レン ダー 機能 が あり 
ます 。 別売 の モジ ュー ル 
を 使う こと に より 、 漢 字 
辞書 や 英和 ・ 和 英 の 翻訳 
機 と し て も 使え ます 。 + 
生 、 技 術 者 か ら ビ ジネス 
マン まで 幅広 こ お 使 いい 


ФРА-7С1 英和 ・ 和 英 カ ー ド 
@PA-/C2 漢字 辞書 カー ド 


@PA-/C3 6788287 — 


6,3000 
9,0003 
ド 6,3008 


QPA-/CA カラ オケ 歌詞 カー ド 9,000 
ӘРА-7С10 電話 帳 ・ 住 所 録 カ ー ド | 9,0008 


9,000103 
6,300183 


だ だ け ま す 。 ӨРА-7С11 販売 管理 カー ド 


ӨРА-7С12 技術 計算 カー ド 


7 19 
周辺 機器 


DECEM. デー タ し デー ダ 
@CE-50P プリ ンタ 
@CE-200L 通信 用 ケー ブル 


モデ ム Х- 1 プリ ンタ 切替 器 
RS8238C 切替 器 | Mi ње 
JP 価格 12,800 円 ME Ra Lh de A 


モデ プ ム 1 е 

ТЕ p З 
X-1 で 2 台 の プリ ンタ を 

切替 えて 使え ます 。 


パソ コン 


KSW M 
1 台 の パソ コン で 
2 台 の RS-232C 機器 が 使え ます 。 


9,800 円 
17,800 円 
2,500 円 


さあ 始め よう パソ コン 通信 
BX-b&üBt» 


モデ ム : CZ-8TM2 
J&P HOTLINE: 
スタ ー タ キッ ド 
通信 速度 300・1200bps 
標準 価格 合計 52,800 円 
セッ ト 価 格 49,800 円 


PC-E500 J&P 特 価 24.800 円 


充実 の 124 関 数 機能 、 最 大 96K バ イト 
まで 増設 可能 。 40 桁 4 行 表示 


РС-Е200 JP 特価 17,800 円 
Z80CPU 採 用 で 高速 演算 を 実現 。24 桁 4 行 表示 


画 ブ プリ ンタ 


7 22 


|ЕХх-17— КИНЕ t |> 
モデ ム : ア イワ PV-AI?00MK II 
通信 ソフ ト :GPS JET タ ー ボ ター ミナ ル 
J&P HOTLINE: ス ター タキ ッ ト 
通信 速度 300・1600Dps 
標準 価格 合計 39.600 円 セッ ト 価 格 39,600 円 


10 イ ンチ ワイ ヤ ド ッ ト 


CZ-8PK9 

ハガキ 可 

J&P 価 格 89,800 円 
X-1・X-68000 用 


シャ ー プ CZ-8PC2 
Ја РБ ЕБУ,ВООРУ 
104 77 772—845 
X-1・X-68000 用 


料 配達 QE 渋谷 店 で 承り まみ 
| 27; // | Personal Computer Store 


丸井 / // 
V。 4 ん 


А 坂 


下 
ルー e ア イン テリ ア 井 門 
ーー ツー ペー ツー バー 


MICRO FLOPPY DISK 


МЕ-200 


Био Sides едю Окоолу 
CTieck2:t3STPD 


| | シャ ー プ CZ-8BV2 
立体 映像 セッ ト d Ја РА 39,ВООРУ 
ЕЕ p —7CZ-8BR1 4 | e 画像 を 自在 に 修正 ・ 
| (08Р 29,8008 СА се E UU 
シャ ー プ CZ-8BS1 J&PF 価 格 23,800 円 立体 映像 が 楽し め ま す 。 JP 価格 6,800 円 Ма и “= 
X-1 用 8 重 和音 200 音 色 、 ス テレ オ サウ ンド の FM 音源 立体 作画 ソフ ト ・ 立 体 ス コー ブ 付  X-1.MZ 用 マウ ス 


@CZ-6BE2 2MB 増 設 メモ リ 79.8003 商 86 = = ib е | У&Р@&29,8ООРЗ 
@CZ-6BE4 4MB 増 設 メモ リ 138.000 円 ラッ ケー ジマ スー(CP/M0) | @CZ-128SF(2D・5*FD 版 ) 9.8OO 円 | 920KB 外 部 メモ リ 
@CZ-6BU1 ~~ ユー パー サル I/O ポ ボー ド 39.800F3 turbo CP/MGRHS) @CZ-130SF(2D・5*FD 版 148008 | | @Cz-8BM2 


@CZ-6BG1 GP-IB ボ ー ド 59. 800F3 - — hi ce > 
@CZ-6BF1 RS-232C 増 設 2 チャ ン ネル урне X-1 LOGO @CZ-134SF(2D-5“FDIR) 9.80083 J&P 価 格 19,800 円 


@CZ-6BP1 68881 数 値 演算 プロ セン サポ ー ド 79 800 | | turbo Z's STAFF | @CZ-137SF(2D:5“FDJ8) 19,8008 HS-282C・ マ ウズ スポ ボード 0 
GCZ-6EB! 拡張 /O ボ ポッ フス 4 スロ ッ ト 88.000 | | X! Z's STAFF @CZ-138SF(2D・5*FD 版 ) 13.8008 @Cz-8EP 


@CZ-139SF(2D・5*FD 版 ) 12.8008 Ја РАТ 1,8000 


= | フラ ラッ フラ イラ リー | ecz-wSFGD-sFDt капот FOX 

| @CZ-141SF(2HD・5*FD 版 ) @CZ-8EB3 

| FORTRAN | WP-213 | 13800 TRESTE @CZ-141SF(2D・5*FD 版 ) JsP33,800 円 

| cms | Or | QCZ-115LF QD-5"FDM) 拡張 1O ボ ックス (4 スロ ッ ト )X-1 用 
@ |P-1215 x QCZ-116LF QD-5"FDIS) — | e 
QIP-1216 @CZ-117SF(2D・5*FD 版 ) 18.8008 | ы = 

Ө!Р-1217 GCZ-118LFQD-5"FDIS) 13.8008 @CZ-8BK2 

IngegPMos | j © MZ-6Z001 16.8008 @CZ-119LF(2D・5*FD 版 ) X-1F 第 1 水準 ROM 19,800 円 

@CZ-I@LFGD-y'FDED de 


QCZ-126LF 0205" РОМ) 13.800 円 X-1 タ ー ボ 第 2 水準 ト OM 13,800 円 


WMZ-1C48  X-1 シ リー ズ 用 プリ ンタ ケー ブル 6,800 円 @CZ-112SF( カ セッ ト 版 ) フ .80O 円 3 
@MZ-1C35  MZ-2500/2200/2000887 — 7 6,800F3 E i に | 88008 | | ес2-88 
GMZ-R29 MZ-1P17(BB) 用 第 2 水準 ROM 14. 80028 Х-1 NEW BASIC QCZ-113SF (3"FD 版 ) 8.800 円 X-1 マ ー ポ 2 第 2 水準 R ト OM 6,800 円 


ФС2-1245Ғ (2D・5?FD 版 ) 8.8 O0m 


お 申し 込み Ji 


右 の 注文 書 に ご 希望 商品 の 注文 No 
お よび 必要 事項 ご 記入 の 上 、 現 金 
書留 に て „Јар 渋谷 店 まで お 申し 
込み くだ さい 。 現金 受領 後 、 発送 
まだ 、J&P HOTLINE 会 貞 の 万 
は 、 シ ョ ッ ピ ング コー ナー で も お 
申 レ 込み い だ だ け ま す 。 


計 
お 手持 ちの パソ コン 


РА АН [5-4 85 08 E Si 


お 申込 み 先 : 東京 都 渋 谷 区 道玄坂 の 丁目 28 番 4 号 (〒150) «Јар 3:615» — UL 2v ТУЛЖ 


_ パソ コン 通信 


KP ソフ ト 通信 販売 


ku JAMA P [OU 
社団 法人 日 本 通信 販売 協 
гаа P" i o. 


全国 どこ で も 
無料 配達 


Hb 


— 
-103| レ リ ス | ボ ー ス テッ ク | X-1 シ リー ズ 
_ |Х7-104 信長 の 野望 (人 田上 X-1 シ リー ズ 
7-105| ア ル バト ロス X-1 シ リー ズ 
-106| 殺 ж о ж ИО | Хаи ~ 
X 平 | S.P.S |x-1 シ リー メ 
= ス | 日 本 ファ ルコ ム | X-1 シ リー ズ 
ナド ウ ・ シ ナリ オ Il X-1 シ リー ズ 
ー ン チャ イル ド | HOT-B |Mz-2500  |3.5"D 
ш Ж) 光栄 |MZ-2500 |3.5*Dp 
Ж | SPS |MZ-2500 |35D 


-113 | ハイ ドラ イド п | T&E ソフ ト | MZ-2000/ 52D | У 


2200 
-114 リ ス | で て ん ば |X68000 


H 


メデ ィ フ 格 
572D | *%7500| 
572D | #9800 
5^2D 8,800 
5720 58001 
5"20 6,50 
5'2D | #780 
5720 5,80 


2 注文 NN| タイ トル 


| x x N X7-100 — 
| 適応 機種 X-1 マ ター ボ 
| ソフ ト ハ ウス シス テム ソフ ト 
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| ノ フ ト ハ ウス | 日 本 テレ ネッ ト | 
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со со 
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注文 M| タイ トル — 
D Вж XA4S—R | 520 | \7800 
-123| 魔 界 E 活 | ソフ ト WING |X-1 マ ー ボ 
ж X юю __Н___ |X7-128| スー パー レイ ドッ ク | T&E |X-1 シ リー ズ | 520 | жез 

0 


: 


> 
чч 
ү 
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いっ 
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> 
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аб m mr | 


| ソフ ト ハ ウス | 日 本 テレ ネツ ト | 


_ | 適応 機種 X1 ツ ター ボ 


証 | レフト ハウ ス | エニ ックス | 


з 


XERE КОВ, 


semte 
кт 
Cet 
js 


フロ アー ご あん な い 
и" з ~ Е 


バン コン 入門 コー ス eBAS!C 上 紀 コ ー ス om 
BASI!CWM23-—-x*5SWc-tx3-—-x dei 
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+ 

АМА donem 
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р ом ~ 
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X-6800044m 1—--— | 


255ТАРР PRO m 


e ソフ ト ハ ウス 
Y 58,000 57:5 
表現 力 の 素 晴 し さ に 加え て 、 編 集 機能 も 
PRO 仕 様 。 複 雑 な カラ ー チ ェ ン ジ か ガ ら 、 
モザ イク 変換 、 ソ フト フォ ー カ ス ま で 、 
じ つ ぐ り と の 込ん だ 作品 を 描く こと が 


渋谷 店 79945 7 /WOJN"e /, 
М c Eis.) 
ж... し 
я ( ( 


み は 


東京 都 渋谷 区 道玄坂 2 丁目 28 番 4 号 (〒150) 
谷 (03)496-4141< 水 曜 定休 > 


超 高 性 能 Ө Ë 統合 型 ス ブ プレ ッ ド シー ト 


e ソ フト ハ 
Y 68,000 ' 52$. 
< 特長 > 
e 一 度 に 16 個 まで ウィ ンド ウ を オー プン で きま す 。 
e マウ ス 完 全 対 応 の 簡単 な オペ レー ショ ン 。 
e Kamikaza( 神 風 ) は ワー プロ 以上 の 表現 力 を 持ち ます 。 


, 可能 で ある 。 


アル カン ノイ ド | シャ ー プ | X68000 БН 7,80 


e 簡単 に デー ツタ を ブラフ 化 する こと が で きま す 。 


高 性 能 日 本 語 ワ ー プ ブロ | 
即 戦 力 Samurai( 侍 ) 1 
а в 機種 | X-1/X-1 タ ー ポ | 
| ソフ ト ハ ウス | サム シン ググ ッ ド | 


_BUPEH 春 望 T KEM 
上 | レラ ト ハ ウス | テー ビー ソフト | 


ヤー プ | X68000 


. 


適 機種 | X1 タ ー ボ | Гаж а ж] MZ-2500 | _ 
x ビー ソフ ト 


ソフ ト ハ ウス | ソフ ト ハ ウス | テー "d ソフ ト ハ ウス [70-3IUESvlty | 


ШЕН ~ -- 。。 кошш 。 
4e cc Гана O vt ーー 
850  Y34,8 670 Ҹ%Ұ12,800 


FFー こ ーーーーーーーーーーーーー ーーー 


お と ころ Фр ПП 


お よび 必要 事項 ご 記入 の 上 、 現 金 
書留 に て «ар 渋谷 店 まで お 申し 


まだ 、J& る PHOTLINE 会 員 の 万 
| ヨッ ピン ダグ コー ナー で や も お 
レ 込 みい だ だ け ま す 。 


РАВУ [5-8 BS UN EI Xt 


2:65» —J)UÉi;2'.."c7ZHUR 


A@@ESS for À X68000 


ANZ / エミ ュ レ ー タ 


定価 \d.BUD 


X] エミ ュ レ ー タ は X ] シリ ー ズ の アプ リケーション ソフ ト を XB80U0U0U 上 で 実行 し て 頂く た め の 
ソフ トウ ェ ア エ ミュ レー タ で す 。 X 1 の アプ リケーション を 完全 に ソフ トウ ェ ア の み で エミ ュ レ ー ト 
し て いる た め 、 実行 速度 は 平均 3ー5 倍 程度 遅く な り ま す が 、 今 ま で X 1 上 で お 使い 頂い て いた アプ リ 
ケー ショ ン が HumanB8k 上 で お 使い 頂け ます 。 

XB8000 で は X1 ソ フト (520) の メデ ィ ア を 取り 扱う こと が で きま せん の で 、 付 属 の 専用 ケー 
ブル を 接続 し て X 1 ソフト を HumanBBk の ディ スク 上 に ファ イル 転送 し 、 そ の ファ イル を 参照 し て 
エミ ュ レ ー ト を 行ない ます 。 HUumanBBk 上 に 仮想 的 に X 1 の ドラ イブ を 作り ます の で 、X1 で 使用 
し て いる イメ ー ジ の まま お 使い 頂け ます 。 

X] と XBBUUOU 間 の ファ イル 転送 用 ユー ティ リティ を 用 意 し て お り ま す の で た ん に ファ イル コン 
バー タ と し て も お 使い 頂け ます 。 


X 1 シリ ー ズ 用 実行 可能 アプ リケーション ソフ ト 


х プロ テク ト の 施し て ある ソフ ト は 実行 e BASIC e CP/M өх]! ОСО 
で きま せん 。 e LIPS • COBOL e FORTRAN 
ж 一 部 サポ ー ト し て いな い 機 能 が あり ます 。 e PASCAL e FORTH ec etc 


* 原理 上 実行 で を な い ソ フト も ご ざい ます 。 


1 Уб rA ~ 

CONCERTO-X68K は 、X68000 上 で MS-DOS の アプ リケーション を 
お 使い 頂く た め の MS-DOS エ ミュ レー タ で す 。 特 定 機種 用 と 限定 され て いな い 
お 手持 ちの MS-DOS 用 の ソフ ト で し た ら X68000 上 で お 使い 頂け ます 。 ま た 、 
MS-DOS(Ver2.11) を お 持ち の 方 は 、 そ れ に 付属 の じ OMMAND.C じ OM を 
起動 する こと に より MS-DOS 上 で 作業 し て いる の と 同じ イメ ー ジ で 、 つ まり 
XB8000 を 疑似 的 に MS-DOG マ シン と し て 使用 する こと が で きま る CONCERTO- 
XBBK は XBBUUU の 世界 を より 一 層 広 げ る こと を お 約束 致し ます 。 


CONCERHTUXBBK 用 


DOS Engine 


ー MS-DOS (V8.11) の 
COMMAND.COM を 起動 
し ます 。 


MSCDEMO. BAT と いう 
バッ チ フ ァイル を 実行 し ます 。 
この バッ チ フ ァイル は MS- 
C の ソー スプ ログ ラム SAM 
UE. を コン バイ ル ・ リ ン 
され た M: с 
HEIS 2» Jb SGAM! 
E.EXE を 実行 する も の で す 。 


一 任意 の キー を 押す こと に より 
画面 に 文字 列 を 表示 し ます 。 


(V30 CPU ボー ド ) [特長 」 田 M5S-D0 用 実行 可能 アプ リケーション ソフ ト 
e MHZ の V30 を 使用 eMS-C e| attice C 
e メ モリ (4512кВутеј Eğ eMS-FORTHAN e Oputimizing-C 
ө オプション で 0U ヨ 7NDF 実 装 可 能 eMS-PASCAL eTURBO PASCAL 
; * ボー ド は 本 体 より 12cn 程 度 大 きく な り ます 。 eMS-LINK e Plink86 
Ë. Ç その 部 分 に は カバ ー が つき ます 。 eMS-BASIC e BtC…… 
x ELE. レー タ Р 3€ 99,800 


CUNCERTOX68K 


x MS-DOS は マイ クロ ソフ ト 社 , CP/M は デジ タル リサ ー チ 社 の 商標 で 
COMMAND.COM は MS-DOS に 標準 の コマ ンド プロ セッ サ で すむ 上 記 の ソフ トウ ェ ア は 各社 の 商標 で す 
* 製 品 の 仕様 、 名 称 は 予告 な く 変更 する 場合 も ご ざい ます の で あら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


987 101 東京 都 千代 田 区 神田 神保 町 !-64 
会 А 神保 町 協和 ビル 7F 
会 社 7TRf03(233)020049 FAX.03 (291) 7019 


\ р. 郵便 は が き 
ШЕШ 
u 102 


(受取 人 ) 
差出 有効 期間 東京 都 千代 田 区 


昭和 63 年 12 月 


31 日 まで 九段 南 2- 3- 26 井 関 ビル 
山 日 本 ソフ トバ ング 


[IWAN 編集 宣行 


年 齢 


OhIAX 7 


@ 編 集 室 へ の メッ セー ジ 


今月 号 の 特集 に つい て 
ПТ m — — P. 
"これ か ら 載 せ て ほし い 記 事 内 容 жив お 読み の パソ コン 雑誌 


ECS 人 お eS А ЛА ОАЗА ОТА АВА ТЕЛА RIN RS аана 


: ソフ ト 名 : 
: 推薦 理由 : 


: あな た の 愛 機 は (該当 機種 に OD を つけ て くだ さい ) な い : 
: X1( マ ニア タイ アプ, C, D, F, G, twin) X1turbo (model 10, 20, 30, 40, II, III, Z, 21): 
: MZ-(80K/C, 1200, 700, 1500, 808, 2000, 2200, 2500, 2861) : 
: X68000(600, 601, 611) その 他 

:FD( 4) ТАРЕ QD HD( МВ) ブリ ンタ ( ) 


で きれ ば 、 


フ ベ ル を 貼り た く な い 


缶詰 」 で す 。 


新聞 と 雑誌 と 郵便 局 と 、 ク ラブ と ソフ ト と 百科 事典 と 。 


J&P HOT LINE は 、 そ ん な 「 家 の 中 に 置い て 
お きた い 便 利 さ 」 を パッ ク 詰 め に し た 
未来 の 缶詰 。 い まま で 一 度 に は 
で き な か っ た 楽し さ を 食 事 の 
あと の 一 時 間 に も 、 自 由 に 選 
ん で 満喫 で きま す 。 
いろ ん な 便利 を 
つめ こん だ か ら 、 
で きれ は ラベ ル は 
貼り けた く な い 。 
パソ コン 通信 
J&P HOT LINE. 2 
回 衝 の ら 、 ま だ まだ ゃ で 3 
便利 に な り ま す 。 


(КОЈУ ШЗ [ БЕД ГЄ ЕГ 


@: 周 刊 ク リッ ピン グ ニ ュ ー ス e 新刊 書籍 情報 株式 情報 
@ 株 価 デ ー タ (CUG で 提供 ) パソ コン ソフ ト 新 作 情 報 


OT RE で Te 


を オン ライ シシ ヨッ ビビ ング 7HOT у Р» 
グ (ワー プロ ・ パ ソコ ン ・AV・ 家 電 ) / 有 名 百貨 店 特選 ショ 
ッ ピ ング (お 中 元 ・ お 歳暮 時 ) @ 新車 ・ khe 


El NEIIdXZE 27 6 С о 


e 仲間 専用 の 郵便 局 / 各種 多彩 な SIG®@ さま ざま な 話 
題 に 対応 で きる 、 独 上 自 の 構成 の BBS( 電 子 掲示 板 ) 


OT MNE REDES TC 9 o 


@ ワー ブロ 文書 を 即 送 信 / 電子 メー ル 機 能 (グル ー プ 送 
信 ・ 送 信 済 メー ル 一 覧 ・ 読 了 確 認 機能 装備 ) 


КОЛ ПОБЧ8 [97:2 1р ео 


@ 目 作 ソ フト を 大 公開 /SIG・X-MODEM@ イラ スト も 送 
れる NAPLPS 画 像 通信 @ ソフ ト フ ォ ー ム 集 サ ービス 


KOT UNE Пе НЕ C Y'o 


@ 生活 情報 【 遊 ing〕 e 717 747 —узуФе 電子 レン ジ 
教室 $ オン ライ ンマ ガ ジ ン PC-WORLDe ゲ ー ム & ク 
А 


DS 4, ЖУ し TS | 


«— 
О と 


アク セス ポイ ント 全国 89 ヵ 所 
1200bps/300bps サ ポー ト ポ イ ント 
東京 ・ 大 阪 ・ 名 古屋 ・ 札 幌 ・ 苫 小牧 ・ 青 森 

仙台 ・ 山 形 ・ 水 戸 ・ 土 浦 ・ 鹿 島 ・ 大 宮 ・ 始 BPA “ш 

橋 ・ 平 塚 ・ 甲 府 ・ 千 葉 ・ 立 川 ・ 川 崎 ・ 横 浜 Текин Aa 67 
静岡 ・ 新 潟 ・ 金 沢 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 岡 山 ・ 広 85 HOT LINE 事務 局 

島 ・ 徳 島 ・ 高 松 ・ 松 江 ・ 福 岡 ・ 長 崎 ・ 鹿 児 TEL (06) 632-2521 

E- HAB 田 利 用 料金 に つい て 
300bps サ ポー ト ポ イ ント h ЩЕ 入会 金 /3.000 円 (スタ ー タ キッ ト 購 入 の 代金 か ら 充当 され ます ) 
比 館 ・ 八 戸 ・ 盛 岡 ・ 秋 田 ・ 米 沢 ・ 福 島 ・ い 接続 料 /3 分 あたり 20 円 (アク セス ポイ ント まで の 電話 代 は 含み ませ ん ) 
わき ・ 郡 山 ・ 宇 都 宮 ・ 前 橋 ・ 高 崎 ・ 太 田 ・ 
熊谷 ・ 八 王子 ・ 富 山 ・ 高 岡 ・ 石 川 ・ 福 井 ・ 
長野 ・ 松 本 ・ 諏 訪 ・ 上 田 ・ 浜 松 ・ 治 津 ・ 岐 
阜 ・ 大 垣 ・ 津 ・ 四 日 市 ・ 大 津 ・ 奈 良 ・ 和 歌 
山 ・ 堺 ・ 貝 塚 ・ 尼 崎 ・ 姫 路 ・ 米 子 ・ 福 山 ・ 津 
山 ・ 呉 ・ 下 関 ・ 徳 山 ・ 宇 部 ・ 山 口 ・ 新 居 浜 ・ 
松山 ・ 高 知 ・ AO ・ 佐 賀 ・ 熊 本 ・ 大 分 ・ 
宮崎 ・ 浦 添 ・ 豊 橋 ・ 久 留 米 ・ 佐 世 保 


る パソ コン 通信 ネッ トワ ー ー ク サー ビス 


JP KOT UNS 


ママ 万全 の サポ ー ト 体制 で 全国 を ネッ ト す る パン コン の 大 型 専門 店 JP + + — > 
ж 谷 店 東京 都 渋谷 区 道玄坂 ] 目 28 番 4 弓 8009 49-441 くず は 店 枚方 市 楠葉 花園 町 15 番 2 号 き (0720)56-8181 
町 В 店 #788881 783165 全 (0427)23-1313 千里 中 央 店 Sobsrg$9-0*89v4^ s «(06 834-4141 
八王子 店 SERAITQEEHEISAITXCOT m (0426)26-4141 摂津 富田 店 高槻 市 大 畑 町 24-10 9(07693-751 
テク ノラ ンド 大 阪 市 浪速 区 日 本 橋 5 丁 目 6 番号 (00 634-1211 寝屋川 店 寝屋川 市 緑町 4-20 る (0720)34-1166 
メデ ィ ア ラン ド 大 阪 市 浪速 区 日 本 橋 5 丁 目 8 番 26 号 (00 634-1511 藤井 寺 店 藤井 寺 市 岡 2 丁目 1 番 33 号 き (0729)38-2111 
コス モラ ンド 大 阪 市 浪速 区 難 流 中 2 丁目 番 17 号 2006) 63-311 岸和田 店 岸和田 市 土生 町 2415-3 «(0740371021 
ワー ブロ ラン ド 大 阪 市 浪速 区 日 本 橘 4 丁目 9 番 15 号 2006) 634-1411 京都 寺町 店 БИРАО АЕН 2 (075) 341-3571 
ビジ ネス ラン ド ЖЕЂ -|-УХ АЕ Јо 2006) 348-1881 京都 近鉄 店 ЯТКАН ТЛО 22 (075) 341-5769 
阪急 三 番 街 店 大 阪 市 北 区 芝田 1-1-3 &e9-8t8! 2006) 374-3311 姫 路 ЈЕ IBSEXXIBHERERESEBSCVF 人 き (079222-1221 
e A" 店 高槻 市 高槻 町 11 番 16 号 ぉ (0726)85-1212 和歌山 店 和歌 山 市 元 寺町 4 丁目 4 番地 A (07328-1441 
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== UOOB9X/B-SO а= 


ји 
ze 


多 色 グラ フィ ッ ク 、 カ ラー 画像 デジ タイ ズ 、 ス テレ オ FM 音 源 、 バ ンク メモ リ 
対応 な ど ク リエ イ テ ィ ブ ワ ー ク を 強力 に サポ ー ト する AV 指向 の 高 水準 
BASIC で す 。 グラ フィ ッ ク 用 関数 、X68000 と 命令 コン パチ の 拡張 MML 
を は じ め 使 い 込 む ほ ど に 凄 さ が わか る パワ フル な BASIC を 搭載 し まし た 。 


ПРЕ Кус < sc Hf 


lun i Mme ius 


tk 台 ヒ ES 


量子 化 、 モ ザイ ク 、 反 転 な ど ト リッ ク 取 り 込 み 処理 を サポ ー ト し た カラ ー 
画像 デジ タイ ズ 機 能 標 準 装備 。 さ きら に 、 ク ロマ キー 合成 、 イ ンタ ー レ ー ス 


wv スー パー イン ポー ズ 、4 096 色 対応 ニュ ー テ ロッ パ 機 能 、8 重 和音 の ステ 

パン コン デ と ど レオ F M 音 源 。 先 駆 の Z ア ビリ ティ が パソ コン クリ エイ ター を 魅了 し ます , 

AN ct ||| e メイ ン メ モリ 128KB 標準 実装 (NEW Z-BASIC で 最大 576K バ イト 
まで サポ ー ト ) し た 大 容量 設計 @ 1M バ イト フロ ッ ピ ー 286468) Ө JIS 

第 1/ 第 2 水準 準拠 漢字 ROM、「 シ ステ ム ・ ユ ー ザ ー 辞 書 」 標 準 装備 @ マ 

ウス 標準 装備 @ X1 タ ー ボ シリ ー ズ の 豊富 な ソフ ト 資 産 が 活用 で きる 

コン パチ ブル 設計 Ө 多彩 な 通信 ツー ル * の サポ ー ト で パソ コン 通信 に 

対応 @ ド ッ ト ピ ッ チ 0.31mm の 高 精細 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ ssim 


uedef ш ројшла 


Ed 0p m= 


本 体 オ キー ボー ド CZ-881C-BK( ブ ラッ ク ) 標準 価格 179,800 円 
14 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ CZ-880D-BK( ブ ラッ ク ) 標準 価格 109,809 円 
14 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ CZ-830D-BK( ブ ラッ ク ) 標準 価格 98,000 円 
チル トス タン ド CZ-6ST1-B( ブ ラッ ク ) 標準 価格 5,800 円 

※ 写真 の ディ スプ レイ は CZ-880D で す , 


МАМЕА УМ РНШ 


と 、、 ° m. == e お 問い 合わ せ は … シ ャ ー フ 帳 電 子 機器 事業 本 部 シス テム 機器 営業 部 〒545 大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 22 番 22 号 傘 (06)621-1221( 大 代表 ) 
の Wi Mot zx4l 電子 機器 事業 本 部 テレ ビ 事 業 部 第 4 商品 企画 部 T 162 Ж ВБ ББ ЛЕ] 83E H6 2 (03) 260-1161 (Cc (63) 
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